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本書について ： 

1. 64 歳になった時、日本人は外国語をさらに習得する必要があると感じたので、まだ体が丈夫

な内に、家族や親戚のために学習参考書を残してやりたいと考えて、5 か国語（イタリア語、ス

ペイン語、フランス語、ドイツ語、英語）の学習を始めた。 

2. 約 1年間、独学で 5 か国語の文法を学習してノートにまとめた。 

3. 数か国語の文法書を比較すると、言語ごとに文法用語が異なる事が不便だと思った。 

4. 基本的には英語の文法用語を利用し、自作の文法用語と規則を作れば、1 種類の用語と規

則を理解するだけで多言語の学習を同時に進められることに気付いた。 

5. 自作の文法用語と規則を用いて構文解析の例を示す書式で参考書を作成すれば、理解しや

すく、多言語にも応用の効く参考書になると考えた。 

6. 自作の文法用語と規則は次ページ以降に示す。 

7. およそ 10年の時間をかけて、自作の文法規則に従って文法書の例文や小説などを構文解析

して、自作の文法規則の正当性を確認しながら多数の構文解析文書を作成した。 

8. 作成した構文解析文書を用いて、構成要素ごとに例文を抜き出して、自作の用語および規則

の例文として示す形で学習参考書を作成した。 

9. 例文として引用した参考文献の記号は、［書籍記号-第?部-第??章］の形式で記述する。例え

ば、書籍 A の第 1 部、第 2 章であれば、［A-1-2］と記述する。第?部が無い書籍では、［A-2］

のように章番号のみを記入する。 

外国語を独学していると、自分の方法が正しいかどうか不安になりますが、用語と規則を自

作して、多数の例文で正当性が確認できれば、独学でもなんとかやれる気がしてきます。 

独学者はそれぞれ自分に合った方法を試行錯誤して学習するのが良いと思います。 

 

参考文献 

［A］フランス語で読む 5 つの物語 2012 年 11 月 25 日 第 3 刷発行 

著者／滝田 りら 発行者／溝口 明秀 発行所／NHK 出版 

［B］星の王子様 フランス語原書 Le Petit Prince 1969 年 8 月 25 日 

ガリマール社 出版番号：14453 

［C］異邦人 フランス語原書 L’ÉTRANGER 1967 年 9 月 

ガリマール社 出版番号：12784. 

［D］La maison au toit rouge  NAKAJIMA KYOKO TRADUIT DU JAPONAIS PAR 

SOPHIE REFLE  ÉDITIONS DU SEUIL 25, bd Romain-Rolland, Paris XIVe 

原作 小さいおうち 2015 年 3 月 5 日 第 16 刷  著者 中島 京子 発行所 文芸春秋 

   2010 年 直木賞を受賞、2014 年 山田洋二監督により映画化。 
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著者略歴 

 

氏名 三浦 高志 

1972年 北海道大学工学部電気工学科卒業 

 

半導体集積回路の応用および電子回路の設計について研究 

コンピュータ言語およびソフトウエアを開発 

電子回路網をデジタルデータとしてパーソナルコンピュータに入力して、電子回路の動作をシミュ

レーションするソフトウエアを開発 

アクティブフィルタの設計・周波数特性のグラフ表示・回路図データ出力をするソフトを開発 

https://www.vector.co.jp/vpack/browse/person/an008575.html 

 

2012年から 5か国語の学習を開始した。 

コンピュータアプリケーションプログラムの開発では、C++コンパイラという開発ツールを使用した。

C++コンパイラには、作成したプログラムが文法的に正しいかどうかを確認する構文解析部(parser)

があって、プログラムに間違いがあれば指摘してくれるので、間違いを修正するのに役立っていた。 

この仕組みを外国語の学習に応用できないかと考えて、構文解析による学習方法を思いついた。 

 

コンパイラの構文解析部(parser)の動作について 

C++コンパイラを利用して作成するプログラムは、パソコン内ではテキストデータとして与えられます。 

parser はテキストデータを 1 語ずつ読み込んで、区切りの記号が現れると読み込んだ文字列がプ

ログラムの「命令」なのか、その他の単語なのかを判断して適当な場所に格納します。 

格納された単語が、関連する情報が必要な場合にはテキストデータをさらに読み進めて、情報に

相当する語句を取り込んで格納します。 

このようにテキストを読み進める途中で、予定していた情報が得られなかったりすると、parser は文

法エラーを表示して、プログラマーにその内容を知らせます。 

 

外国語の文章を翻訳する場合には、文の先頭から単語を読んでひとまとまりの意味を持つ語句

（we, the flower, in the garden, at night, have finished など）を文の構成要素として印を付けてから、

文の最後まで同様にして構成要素を見つけて印をつけます。その後、印を付けた構成要素の意味

と役割を考えて、「主語」や「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」などに分類して、相互の関連性を

考慮して文全体の意味を解釈して翻訳します。 

 

このように、外国語の翻訳と parserの動作は似ている部分があると考えました。 

 

  

https://www.vector.co.jp/vpack/browse/person/an008575.html
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文の構成要素と構文解析の書式 

この章は非常に重要なので、何度も読んで下さい。 

 

文法書によると、日・伊・西・仏・独・英などの言語では異なる文法用語が使用されている

が、この文書では英語の文法用語を基本として、独自解釈も交えて構文解析を行う。 

 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」で構成される。 

また「接続詞」や「関係代名詞」などは「文」と「文」を接続してより複雑な文を構成する

ために使用される。 

 

文の構成要素と単語の品詞についておおまかに説明する。 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質・状態を表す「名詞」・「形容詞」・「副詞」。 

 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「句」は 2つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で andや butで結合） 
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名詞・性と数 

「名詞」は人または事物の名称を表す語であり、文中で「主語」、「直接目的語」、「間接目

的語」または「補語」として用いられる。時には、他の「名詞」を修飾する「形容詞」とし

て利用されたり、「時」や「場所」に関する「副詞」として利用されることがある。 

「名詞」が「動詞」のように利用されて「前進！」のような命令文が作られることもある。 

さらに、「名詞」として辞書に載っている単語だけでなく、「動詞」や「形容詞」または「副

詞」が「名詞」的に利用されることもあるので、「名詞」の出現頻度は高い。 

 

「代名詞」は「名詞」の代わりをする語である。代名詞を利用することで、文中に同じ単

語が何度も現れるのを防いで、文を明確化することができる。 

 「名詞句」や「名詞節」も文中で「名詞」と同様の機能として使われる。 

 

 「名詞」は数えられる名詞「可算名詞」と数えられない名詞「不加算名詞」に分けられ、

可算名詞は「普通名詞」と「集合名詞」に、不加算名詞は「固有名詞」、「物質名詞」と「抽

象名詞」に分けられる。 

 

 「普通名詞」は「本」、「猫」、「机」など同じ種類の個体を多数持っているものに与えられ

る名称で、単数か複数かという区別を必要とする。単数の場合は「不定冠詞」か「定冠詞」

を付けるのが原則である。 

 「集合名詞」は「委員会」、「家族」、「警察」のように人・動物・物などの集合体を指す名

詞である。 

 

 「固有名詞」は「富士山」、「パリ」、「ニュートン」などのように、人・場所・事物などに

固有の名称である。本来一つしかないものなので不定冠詞をつけたり、複数形にすることは

原則としてない。定冠詞を付ける場合と付けない場合がある。 

 「物質名詞」は「空気」、「水」、「ワイン」のように物質を表す名称で、一定の形を持たず、

また特別な容器を用いない限り、個々には独立して存在しない。不加算名詞なので、不定冠

詞は付かないし、複数形にもならない。 

 「抽象名詞」は「親切」、「愛」、「悲しみ」、「真理」のように、具体的な形を持たない抽象

的な概念を示す名称である。抽象名詞も数えられないから、不定冠詞は付かないし、複数形

にもならない。 

 

 イタリア語・スペイン語・フランス語・ドイツ語などでは、「名詞」に付属する冠詞・形

容詞は名詞と性・数の一致が必要となり、「名詞」に関係する「動詞」は名詞と数の一致が

必要になる。  
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「直接目的語」と「間接目的語」 

「僕は君にこの本をあげる」という文は、「主語：僕（は）」、「間接目的語：君に」、「直接目

的語：この本（を）」、「動詞：あげる」という構成要素から作られている。そして、「動詞：

あげる」の動作において動作の主体が操作・加工する対象となるものが「直接目的語：この

本（を）」である。「間接目的語：君に」は「直接目的語」（または「主語」）の移動先（抽象

的な概念の場所も含む）を表しており、動作の主体が操作・加工する対象ではない。 

「直接目的語」は動作の主体が操作・加工する対象を示すと考えると、「人」や「物」を表

す「名詞」類が使用されることが分かる。 

「間接目的語」は「直接目的語」または「話者自身」の移動先を示す場所であると考えると、

場所を表す「人」や「物」または「場所を表す空間」を表す「名詞」類または「副詞」類が

使用されることが分かる。参考：「私は両親に従う。」の「両親」は「両親の希望・意見など

の抽象的な概念の場所」を表す「間接目的語」である。「間接目的語」が名詞・代名詞なら

これを「主語」として受動文を作れるが、副詞類なら受動文を作れない。 

注意：一般の文法書では、「自動詞+前置詞+名詞」の「名詞」を前置詞の「目的語」と説明

しているが、この文書では「前置詞+名詞」または「前置詞+副詞」を「間接目的語」と解釈

して構文解析を進める。この方が文章を理解しやすいと判断したからである。 

この方法によると、「私は学校へ行く」は自動詞の「行く」と前置詞が付いた「学校へ」が

使われており、「学校へ」が「間接目的語」と構文解析されることになる。 

しかし、一般の文法書の解説とは異なるので、学校の試験などでは間違いとされる恐れがあ

ることを注意する必要がある。しかし、フランス語の文法はこの解釈に近い。 

 

まとめ：「直接目的語」は「名詞」類が使われる。 

「間接目的語」は「名詞」類または「副詞」類が使われる。 

 

形容詞 

「名詞」、「代名詞」を修飾・限定するものを「形容詞」という。「形容詞」は事物の性質・

状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「形容詞」類の例示： 

  代名詞：「私の本」、「この本」、「数冊の本」、「どんな本」の下線を付けた語句。 

  冠詞 ：「一冊の本」、「その本」の下線を付けた語句。 

  分詞 ：「眠っている赤ん坊」、「失われた時間」の下線を付けた語句。 

  名詞 ：「空軍」、「石橋」のように「名詞」+「名詞」の語句。 

 形容詞句：「籠の中の鳥」の下線を付けた語句（前置詞で導かれる）。 

 形容詞節：「これはパリで買った指輪です」の下線を付けた語句（関係代名詞で導かれる）。 

 

まとめ：「形容詞節」を含む「形容詞」類は「名詞」類の前後に使用される。  



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素と構文解析の書式 

副詞 不定冠詞 7 / 668 

不定冠詞 

「形容詞」類の一つである。様々な意味に使われる。 

１．どれでもよい、不定の人や物の一つを指す。 

２．ある具体的な一つの物（人）を指す。 

３．一つの〜という意味をはっきり示す。 

４．〜につきの意味を示す。 

５．或る〜の意味で用いる。 

話の中で初めて述べる「名詞」には不定冠詞を付けて内容を説明して、二度目以降では定冠

詞を付けて使う。 

 

定冠詞 

「形容詞」類の一つである。加算名詞・不加算名詞を問わず、全ての名詞の前に付けること

ができ、その名詞が何らかの意味で特定されたものであることを示す。 

１．先に出た「不定冠詞+名詞」を指す場合。 

２．すでに述べられた事柄に関連して特定される場合。 

３．周囲の状況からそれと分かる場合。 

４．ただ一つしかないものを指す場合。 

５．最上級や唯一的な意味で限定された名詞に付ける。 

６．修飾語句によって限定される場合。 

７．楽器を代表的に指す場合 

 

副詞 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、他の

「副詞」や「形容詞」を修飾する。しかし、名詞・代名詞、句や節または文全体を修飾・限

定することもある。 

 

まとめ：「副詞」類は修飾する語句の近くに置かれるので、「文頭」、「主語」の前後、「動詞」

の前後、「補語」の前後、「文末」のように、文中いたる所に使われる。 

 

比較 

「形容詞」や「副詞」は性質・様態・数量などの程度を表すが、他の物との間の程度の違い

を比較・表現する場合は語形を変えてそれを示す。この語形変化を比較といい、原級、比較

級、最上級の語形と慣用句がある。 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素と構文解析の書式 

補語  8 / 668 

補語 

「補語」は文中で「主語」や「目的語」の性質・状態を補足説明する語句である。 

「彼は親切だ」、「私は学生だ」など「主語+動詞+補語」の形式で表される文では、下線部分

の事を「補語」といって、「補語」は「主語」を補足説明している。 

また、「私は彼が親切だと分かった」のように「主語+動詞+目的語+補語」の形式で表され

る文では、下線部分の事を「補語」というが、こちらは「主語」ではなく「目的語」（二重

下線部分）を補足説明している。「補語」は主に「名詞」類または「形容詞」類が使われる。 

 

しかし「彼はパリ出身だ」、「この本はカルロスのものだ」、「このテーブルは木製だ」などの

文を「〜である」を表す「動詞」を使って表現すると、下線部分は「副詞句」となる。この

「副詞句」も「主語」を補足説明しているので「補語」である。 

参考：「私は彼が全力を尽くすことを期待している。」は「主語」「不完全他動詞」「目的語」

「補語」の構文によって「補語」が「目的語」の動作を補足説明している。 

「補語」が必要な「動詞」は「〜である」、「〜になる」、「〜と感じる」、「〜と思われる」な

どの意味の「動詞」である。 

 

まとめ：「補語」には「動詞」類、「名詞」類、「形容詞」類および「副詞」類が使用される。 

 

動詞 

「動詞」は人や様々な事物の動きや状態を述べる語である。 

「主語」は「動詞」の動きを実行する主体である。 

「動詞」の種類について： 

完全自動詞 ：「主語」が「動詞」の動作を実行する。 

不完全自動詞：「動詞」と「補語」によって「主語」の性質・状態を補足説明する。 

完全他動詞 ：「主語」が「直接目的語」に対して「動詞」の動作を実行する。 

間接他動詞 ：「動詞」と「間接目的語」で「主語」の移動先を示す。（フランス語文法） 

授与動詞  ：「主語」が「間接目的語」に対して「直接目的語」を与える。 

不完全他動詞：「目的語」の性質・状態を「補語」によって「動詞」で表現したり、 

「補語」で示される動作を「目的語」に対して「動詞」で表現する。 

 

助動詞 

「助動詞」は「動詞」と結びついて可能「〜する事が出来る」、推量「〜するかもしれない」、

義務「〜しなければならない」など、話し手の判断や心理を表す表現を追加する「法助動詞」

とそれ自身は特に意味を持たず現在分詞・過去分詞と結びついて進行形・受動態・完了形な

どの時制・態を形成する助動詞がある。 
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疑問詞 

「誰」、「何」、「どこ（場所）」、「いつ（時）」、「どっち（選択）」など文を形成する要素の一

部分を話し相手に質問する時に、質問の種類を知らせるための語を「疑問詞」という。 

「疑問詞」は文の中で、「主語」、「目的語」、「補語」または「副詞」類として機能するが、

どの場合でも文頭におかれて、最初に質問の種類を明らかにする役目を果たす。 

「疑問代名詞」、「疑問形容詞」および「疑問副詞」の 3 種類がある。 

 

接続詞 

「接続詞」は文中の語・句・節を接続する。 

「等位接続詞」は文法上の働きが対等の関係にある語・句・節を結び付ける。 

 

「従属接続詞」主節の一部として、全体で一つの名詞または副詞の働きをする節を導く接続

詞を従属接続詞と呼ぶ。 

「従属接続詞」+「節」→「従属節」となり、「従属節」が「名詞節」または「副詞節」とし

て働くことになる。 

まとめ：「語・句・節」+「等位接続詞」+「語・句・節」の形式で使用される。 

「主語」+「動詞」+「従属接続詞」+「節」の形式で使用される。 

 

関係詞 

文中の「主語」、「目的語」または「補語」に対して説明を加える場合に、それを「先行詞」

として、説明に適当な「関係詞」に続いて説明の「節」を置くことで、説明の行き届いた文

を作ることができる。「先行詞」は「節」の中で「主語」、「目的語」または「補語」として

機能する。 

まとめ：「関係代名詞」は「名詞」類を修飾する「形容詞節」を導く。 

「関係副詞」は「時」や「場所」を修飾する「副詞節」を導く。 

 

前置詞 

「名詞」・「代名詞」の前に置いて、それらと共に全体として一つの品詞の働きをする語。 

前置詞と結びついた語句の品詞によって、「形容詞句」または「副詞句」として機能する。 

「形容詞句」は「名詞」と結びついて「名詞句」を構成して、文中で「主語」、「目的語」ま

たは「補語」として機能する。 

「副詞句」は文全体や「動詞」・「形容詞」を修飾したり、「間接目的語」として機能する。 
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構文解析の書式 

構文解析は文を構成要素ごとに区切りを付けて、「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副

詞」および「形容詞節」に分類して、文がどのように構成されているかを分かり易く示すこ

とが目的である。 

しかし「形容詞節」は「主語」、「目的語」などと一体化されて、「主語」または「目的語」

として分類することが多い。（「形容詞節」は名詞句の一部になる） 

「目的語」は必要に応じて「間接目的語」と「直接目的語」を明示する。 

 

本文書では、日本語の文を最初に示してから、次の行に外国語の文を示す。そして、外国語

の文の後ろまたは次の行に文全体の構成要素を示す。さらに、その次の行からは、各構成要

素の語句ごとにその読み、語句の品詞（「動詞」の場合はその活用も表記）、日本語の意味、

構成要素名を 1 行から 3 行程度のスペースを使用して表示する。 

複数の語が集まって「主語」、「動詞」、「目的語」または「補語」が作られる場合には、それ

ぞれの単語の読み、品詞、意味を表示する場合がある。この場合には、次の書式に従って表

示する。 

「語句」「読み」「品詞の記号」「意味」（「構成要素名」） 

「品詞の記号」 

  名詞 ：男性名詞 n.m、女性名詞 n.f 

  代名詞：pron、pron.f.のように性別を追加することがある。 

  形容詞：男性形容詞 adj.m 女性形容詞 adj.f 

  複数 ：pl. （名詞、代名詞と形容詞の品詞記号の前または後ろに置く） 

  副詞 ：adv.、「構成要素名：修飾する語句」の形式で説明を加える。 

  動詞 ：接続法・1 人称単数現在なら接・1 単現のように表記、自動詞 v.i、他動詞 v.t 

  動詞句：否定詞+動詞、助動詞+動詞、助動詞+過去分詞、動詞+不定詞など複数の動詞関

連語句は、動詞としての機能と自動詞／他動詞の区別などを示す 

注意：動詞の未来、過去または完了形の場合、< 「原形」の形式で示すときは原形の意味を

表示するが、「原形」を示さない場合は未来、過去または完了形の意味を表示する。 

  接続詞：conj. 接続詞は単語そのものを表示する 

  前置詞：prep 

複数の単語によって名詞句などが作られる場合には、複数の単語の品詞を表示してから、→ 

「複数単語の語句」、品詞記号、意味、構成要素名の形式で表示する。 

数字は読みのスペルをカッコ内に表記した。 

構成要素には「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」、「形容詞」のように下線を追加

した。「補語」、「副詞」および「形容詞」は同じ下線である。また、「間接目的語」と「直接

目的語」も同じ下線である。「動詞句」は「動詞」と同じ下線である。 
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構文解析の例 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

J’ai mal à la gorge par le rhume pendant deux semaines. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

ai ｴ 1 単現 < avoir v.t （痛みなどが）ある                                 「動詞」 

mal à la gorge ﾏﾗ･ﾗ･ｺﾞﾙｼﾞｭ n.m 喉の辺りに痛みを                        「目的語」 

par le rhume ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾘｭｰﾑ adv. 風邪のために 

pendant deux semaines ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｽﾒｰﾇ adv. 2 週間 

→ par le rhume pendant deux semaines 風邪で 2 週間                「副詞句：ai」 

 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Aujourd’hui j’ai acheté 2 (deux) livres à consulter pour tenir un journal en italien et en 

espagnol.                              「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日                                          「副詞」 

ai acheté ｴ･ｱｼｭﾃ 1 単現・完了形 v.t 買った                              「動詞句」 

2 livres à consulter ﾄﾞｩ･ﾘｰｳﾞﾙ･ｻﾞ･ｺﾝｼﾙﾃ n.m pl. 2 冊の参考書              「目的語」 

pour tenir un journal en italien et en espagnol  

ﾌﾟｰﾙ･ﾄｩﾆｰﾙ･ｱﾝ･ｼﾞｭﾙﾅｰﾙ･ｵﾆﾀﾘｱﾝ･ｴ･ｵﾈｽﾊﾟｷﾞｮｰﾙ 

adv. イタリア語とスペイン語で日記をつけるために      「副詞句：acheté」 

 

山栗が 430g とナスが 2 本採れた。 

Je ramassais 430 (quatre cents trente) gramme de châtaigne sauvage et récoltais 2 

(deux) aubergines.                    「主語」「動詞」「目的語」et「動詞」「目的語」 

ramassais ﾗﾏｾ 1 単半 < ramasser v.t 拾い集める                           「動詞」 

430 gramme de châtaigne sauvage ｸｧﾄﾙ･ｿﾝ･ﾄﾛﾝﾄ･ｸﾞﾗﾑ･ﾄﾞｩ･ｼｬﾃｰﾆｭ･ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ 

   n.f 山栗を 430g                                                     「目的語」 

et ｴ conj. それから 

récoltais ﾚｺﾙﾃ 1 単半 < récolter v.t 収穫する                               「動詞」 

2 aubergines ﾄﾞｩ･ｿﾞﾍﾞﾙｼﾞﾇ n.f pl. 茄子を 2 個                            「目的語」 

 

 

 

文の構成要素と構文解析の書式－終わり 
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文の構成要素 

「文」は「主語」、「動詞」、「目的語」、「補語」、「副詞」及び「形容詞」などの構成要素で構

成される。また、これらの構成要素は「名詞」、「形容詞」、「副詞」、「前置詞」、「動詞」、「接

続詞」などの単語によって構成される。 

 

文の構成要素について 

「主語」は「動詞」の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」。 

「動詞」は「主語」の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「直接目的語」は動詞の表す動作の対象となる人・物を表す「名詞・句・節」。 

「間接目的語」は動詞の表す動作によって動作主または「直接目的語」が移動または状態変

化する場所または動作の目的・結果を表す「名詞・句・節」または「副詞・句・節」。 

注意：英語の文法書では、「間接目的語」は「直接目的語」と共に用いられることにな

っているが、この文書では「間接目的語」が単独で用いられる場合がある。すなわち、

「主語」「動詞」「直接目的語」と「主語」「動詞」「間接目的語」の構文がある。 

「補語」は「主語」または「目的語」の性質･状態･動作を表す名詞･形容詞･副詞･動詞。 

「副詞」は空間的な位置、順序、時間、様態や条件・原因・理由などを説明する。 

 

単語の品詞について 

「名詞」は事物の名称・状態・性質・存在などの概念を表す単語である。 

「動詞」は事物の動作・作用・状態・存在などを表す。 

「形容詞」は事物の性質・状態、人間の感覚・感情などを表す語で「名詞」を修飾する。 

「副詞」は事物の状態・性質・程度や時刻・場所などを表し、「動詞」を修飾したり、 

他の「副詞」や「形容詞」を修飾する。 

 

「句」と「節」 

「句」は 2 つ以上の単語が集まって「名詞」、「形容詞」、「副詞」あるいは「動詞」 

の役目をするもの。それぞれ「名詞句」、「形容詞句」．．．などと表す。例えば、 

「名詞句」は「形容詞+名詞」、「名詞+名詞」などによって作られ、 

「形容詞句」は「副詞+形容詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「副詞句」は「副詞+副詞」、「前置詞+名詞」などによって作られ、 

「動詞句」は「動詞+前置詞」、「動詞+副詞」、「助動詞+動詞」によって作られる。 

「節」は 2 つ以上の単語が集まって「主語」と「動詞」を含む文を構成して、 

全体の中で「名詞」、「形容詞」または「副詞」の役割をする。従属節と呼ばれる。 

それぞれ「名詞節」、「形容詞節」および「副詞節」と表す。 

2 つの節が対等に結合される場合は等位節と呼ぶ。（英語で and や but で結合） 
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構成要素分割 

文の意味を理解するには、文の先頭から単語を読み、どこまでが文の構成要素になっている

かを判断しながら、文を次々に構成要素に分割してから、各構成要素の中に含まれる単語に

適切な意味を当てはめながら、文全体の意味をまとめる作業を行う。 

この作業は、学習開始当初は非常に時間がかかるかもしれないが、「構成要素」の様々な出

現形態の実例を見て、記憶を集積することで、短時間で実行できるようになると考える。 

本書では「構文要素」の様々な出現形態を示した。言語学習において疑問が生じた場合に、

解決の手助けになれば幸いと考える。 

 

「主語」の例文 

主語は動詞の動作・作用の主体を表す「名詞・句・節」または「代名詞・句」である。 

主語が明示されない文の場合には、「動詞」の活用形から推察して、適切な主語を当てはめ

る必要がある。主語が代名詞の場合にも、代名詞の性と数に応じて適切な主語を当てはめる

必要がある。 

 

昔々あるところに、町と田舎に家を一軒ずつ同時に持っている金持ちの男がいました。 

［A-2］ 

Il était une fois un homme riche qui possédait à la fois une maison à la ville et une à la 

campagne.                                           「動詞句」「主語」「形容詞節」 

Il était une fois ｲﾚﾃ･ﾕﾝﾇ･ﾌゎ 3 単半 v.i 昔々あるところに〜がいました      「動詞句」 

un homme riche ｱ･ﾉﾑ･ﾘｯｼｭ n.m 金持ちの男が                              「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

possédait ﾎﾟｾﾃﾞ 3 単半(posséder)v.t 所有していた                「動詞」 

à la fois ｱ･ﾗ･ﾌゎ adv. 同時に                                 「副詞句」 

une maison à la ville ﾕﾝﾇ･ﾒｿﾞﾝ･ｱ･ﾗ･ｳﾞｨﾙ n.f 町に家を一軒      「目的語」 

et ｴ conj. そして 

une à la campagne. ﾕﾝﾇ･ｱ･ﾗ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ n.f 田舎に家を一軒       「目的語」 

 

豪華な四輪馬車は金箔が貼られていたし、贅沢な家具や食器は金製か銀製だった。［A-2］ 

Les carrosses qu’il avait étaient dorés, les meubles luxueux et la vaisselle était d’or ou 

d’argent.                            「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「補語」 

Les carrosses ﾚ･ｷｬﾛｽ pl.n.m 豪華な四輪馬車は                             「主語」 

qu’ ｸ pron 〜する                                              「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                           「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 持っていた                      「動詞」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 
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dorés, ﾄﾞﾚ adj. 金色、金箔を貼った                                       「補語」 

les meubles luxueux ﾚ･ﾑｰﾌﾞﾙ･ﾘｭｸｼｭ pl.n.m 贅沢な家具は                    「主語」 

 meuble n.m 家具 luxueux adj. 贅沢な 

et ｴ conj. そして 

la vaisselle ﾗ･ｳﾞｪｯｾﾙ n.f 食器は                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

d’or ou d’argent. ﾄﾞｰﾙ･ｳ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ adj. 金製か銀製                           「補語」 

 「主語」が複数並ぶときは、「動詞」は最後の「主語」と性･数一致する 

 

彼は誰もが羨むような贅沢な暮らしをしていました。しかし、彼は青いひげを生やしている

という唯一の欠点がありました。［A-2］ 

Il vivait dans une abondance que tout le monde enviait ; seulement, il avait le malheur 

d’avoir une barbe bleue.   「主語」「動詞」「副詞句」；「副詞」「主語」「動詞」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

vivait ｳﾞｨｳﾞｪ 3 単半(vivre)v.i 暮らしていた、住んでいた                     「動詞」 

dans une abondance ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｱﾎﾞﾝﾄﾞﾝｽ adv. 豊かさの中に               「副詞句」 

que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 誰もが                            「主語」 

enviait ; ｵﾝｳﾞｨｴ 3 単半(envier)v.t うらやむ                        「動詞」 

seulement, ｽﾙﾓﾝ adv. ただ一つ、しかし                                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                         「動詞」 

le malheur ﾙ･ﾏﾙｰﾙ n.m 不都合、欠点                                    「目的語」 

d’avoir ﾀﾞｳﾞゎ-ﾙ 不定詞(avoir)v.t（心身の状態が）〜である       「形容詞句」 

une barbe bleue. ﾕﾝﾇ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙ n.f 青いひげ            「目的語」 

 

ある日、青ひげは町の隣人たちを田舎の屋敷に招待しました。そして近所のご婦人とその娘

たち、そして娘の友人たちや近くの若者たちが集まりました。［A-2］ 

 Un jour, la Barbe Bleue invita ses voisins de ville dans sa maison de campagne : sa 

voisine avec ses fille, ainsi que leurs amies et des jeunes voisins se réunirent. 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」：「主語」「動詞句」 

Un jour, ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                          「副詞句」 

la Barbe Bleue ﾗ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙ n.f 青ひげは                                  「主語」 

invita ｱﾝｳﾞｨﾀ 3 単過(inviter)v.t 招待した                                  「動詞」 

ses voisins de ville ｾ･ｳﾞゎｻﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨﾙ pl.n. 町の隣人たちを              「目的語」 

dans sa maison de campagne : ﾄﾞﾝ･ｻ･ﾒｿﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｺﾝﾊﾟﾝﾆｭ 
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   adv. 田舎の屋敷に                                                   「副詞句」 

sa voisine avec ses fille, ｻ･ｳﾞゎｻﾞﾝ･ｱｳﾞｪｯｷ･ｾ･ﾌｨﾕ 

 n.f 近所のご婦人とその娘たちが                                        「主語」 

ainsi que ｱﾝｼ･ｸ adv. 同様に                                       「副詞句」 

leurs amies ﾚｰﾙ･ｱﾐ pl.n.f 娘の友人たち                               「主語」 

et ｴ conj. そして 

des jeunes voisins ﾃﾞ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｳﾞゎｻﾞﾝ pl.n 近くの若者たち              「主語」 

se réunirent. ｽ･ﾚｳﾆｰﾙ 3 複過(se réunir)v.pr 集まった                      「動詞句」 

 

「しかし、小部屋に入ることは禁止する。繰り返すが、その扉を開けてはいけない。」 

［A-2］ 

Mais je vous interdis d’entrer dans le cabinet. Je vous le répète, n’essayez pas d’ouvrir 

cette porte ...》 

《Mais「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞」,「動詞句」「目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron わたしは                                                     「主語」 

vous ｳﾞ pron 君に                                                     「目的語」 

interdis ｱﾝﾃﾙﾃﾞｨ 1 単現(interdire)v.t (de+不定詞 〜すること) を禁止する      「動詞」 

d’entrer ﾄﾞﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 入る                                             「補語」 

dans le cabinet. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｷｬﾋﾞﾈ adv. 小部屋の中に                     「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron 君に                                                 「間接目的語」 

le ﾙ pron そのことを                                               「直接目的語」 

répète, ﾚﾍﾟｰﾄｩ 1 単現(répéter)v.t 繰り返して言う                           「動詞」 

n’essayez pas d’ouvrir ﾈｯｾｲｪ･ﾊﾟ･ﾄﾞｩｳﾞﾘｰﾙ 命・2 複現･否定(essayer de+不定詞) 

   v.t（禁止）開けようとするな                                         「動詞句」 

cette porte ｾｯﾄ･ﾎﾟﾙﾄ n.f その扉を                                       「目的語」 

 

彼女はとても我慢できないほど好奇心が沸いたので、隠し階段を通って友人たちから離れ

て、地階まで階段を駆け下りた。［A-2］ 

 Elle était tellement curieuse et impatiente qu’elle quitta discrètement ses amies par un 

escalier secret, et dégringola les marches jusqu’en bas. 

「主語」「動詞」「補語」qu’「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

et「動詞」「目的語」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 
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était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tellement curieuse et impatiente ﾃﾙﾓﾝ･ｷｭﾘｳｰｽﾞ･ｴ･ｱﾝﾊﾟｼｫﾝﾄ 

   adj. とても我慢できないほど好奇心が沸いた                             「補語」 

 curieux ｷｭﾘｳ adj. 好奇心の強い impatient ｱﾝﾊﾟｼｫﾝ adj. 待ちきれない 

qu’  ｸ conj. それで〜する 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

quitta ｷﾀ 3 単過(quiter)v.t（人と）離れた                                  「動詞」 

discrètement ﾃﾞｨｽｸﾚﾄﾓﾝ adv. こっそりと                                   「副詞」 

ses amies ｾ･ｻﾞﾐ pl.n.f 友人たち                                         「目的語」 

par un escalier secret, ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ｴｽｶﾘｴ･ｽｸﾚ adv. 隠し階段を通って          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

dégringola ﾃﾞｸﾞﾗﾝｺﾞﾗ 3 単過(dégringoler)v.t 駆け降りた                     「動詞」 

les marches ﾚ･ﾏﾙｼｭ pl.n.f 階段を                                        「目的語」 

jusqu’en bas. ｼﾞｭｽｺﾝ･ﾊﾞ adv. 地階まで                                   「副詞句」 

 

それから部屋を見回すと、恐怖とともに壁一面にくくりつけられた女性の体が見えた。それ

は青ひげが結婚して次々に喉を切って殺した婦人たちでした。［A-2］ 

 Puis, en parcourant du regard la chambre, elle découvrit avec terreur des corps de 

femmes attachés tout le long du mur : il s’agissait des femme que la Barbe Bleue avait 

épousées et égorgées l’une après l’autre. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」：「主語」「動詞」「間接目的語」「形容詞節」 

Puis, ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

en +現在分詞 ｵﾝ adv. 〜して                                            「副詞句」 

parcourant ﾊﾟﾙｸﾛﾝ 現在分詞(parcourir)v.t 見回す                    「動詞」 

du regard ｼﾞｭ･ﾙｶﾞｰﾙ adv. 目で、視線で                           「副詞句」 

la chambre, ﾗ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 部屋を                                  「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

découvrit ﾃﾞｸｳﾞﾘ 3 単過(découvrir)v.t 見つけた                             「動詞」 

avec terreur ｱｳﾞｪｯｷ･ﾃﾚｰﾙ adv. 恐怖とともに                              「副詞句」 

des corps de femmes ﾃﾞ･ｺｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾑ pl.n.m 女性の体                     「目的語」 

attachés ｱﾀｼｪ adj. くくりつけられた                           「形容詞句」 

tout le long du mur : ﾄｩ･ﾙ･ﾛﾝ･ｼﾞｭ･ﾐｭｰﾙ adv. 壁一面に     「副詞句」 

il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

s’agissait ｻｼﾞｾ 3 単半(s’agir)v.pr (de) に関わることだった                  「動詞句」 

des femme ﾃﾞ･ﾌｧﾑ adv.(de les femme) 女性たちに                     「間接目的語」 

que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 
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la Barbe Bleue ﾗ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙ n.f 青ひげが                         「主語」 

avait épousées ｱｳﾞｪ･ｴﾌﾟｾﾞ 3 単半･完了形.pl.f(epouser)v.t 結婚した「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

égorgées ｴｺﾞﾙｼﾞｪ 3 単半･完了形.pl.f(egorger)v.t 喉を切って殺した「動詞句」 

l’une après l’autre. ﾘｭﾝﾇ･ｱﾌﾟﾚ･ﾛｰﾄﾙ adv. 次々に                 「副詞句」 

 

「それじゃあ、お前がそんなにあの部屋に入りたいのなら、あの部屋に戻るがいいさ！そう

すれば、お前があそこで見た女たちと一緒に居られるだろう！」［A-2］ 

Eh bien, si vous voulez tant entrer dans cette chambre, vous retournerez! Et vous 

prendrez place parmi ces femmes que vous y avez vues!》 

《「間投」,「副詞節」,「動詞句」┃Et「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Eh bien, ｴ･ﾋﾞﾔﾝ int. それじゃあ                                           「間投」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron お前が                                              「主語」 

voulez tant entrer ｳﾞﾚ･ﾄﾝ･ｵﾝﾄﾚ 2 複現･願望(vouloir+不定詞+tant) 

   v.i そんなに入りたい                                          「動詞句」 

dans cette chambre, ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. あの部屋に               「副詞句」 

vous retournerez! ｳﾞ･ﾙﾄﾙﾈ 命・2 複現(se retourner) 

v.pr あの部屋に戻るがいいさ！                                       「動詞句」 

Et ｴ conj. そして、そうすれば 

vous ｳﾞ pron お前は                                                     「主語」 

prendrez ﾌﾟﾛﾝﾄﾞｩﾚ 2 複未(prendre)v.t 取るだろう                           「動詞」 

place ﾌﾟﾗｽ n.f 席を                                                    「目的語」 

parmi ﾊﾟﾙﾐ adv. 〜の中で、〜に混ざって                                「副詞句」 

ces femmes ｾ･ﾌｧﾑ あの女たち                                    「目的語」 

que ｸ pron 〜する                                            「形容詞節」 

vous ｳﾞ pron お前が                                      「主語」 

y ｲ adv. あそこで                                        「副詞」 

avez vues!》ｱｳﾞｪ･ｳﾞｭ 2 複現･完了形 pl.f(voir)v.t 見た      「動詞句」 

  vu が ces femmes に性･数一致して vues になる 
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こうして、僕は 6 年前、サハラ砂漠での故障まで、本心で話せる人もなく、一人で暮らして

いた。僕のエンジンの中で何かが壊れたのだった。［B-2］ 

  J’ai ainsi vécu seul, sans personne avec qui parler véritablement, jusqu’ à une panne 

dans le désert du Sahara, il y a six ans. Quelque chose s’était cassé dans mon moteur.  

「主語」「動詞句」「補語」,「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ainsi vécu ｴ･ｱﾝｼ･ｳﾞｪｷｭ 1 単現･完了形(vivre)v.i それで暮らしていた       「動詞句」 

seul ｽﾙ adj. 一人の（状態で）                                             「補語」 

sans ｿﾝ prep 〜のない                                                  「副詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f 人                                          「目的語」 

avec qui ｱｳﾞｪｯｷ adj. その人と                                 「形容詞節」 

parler véritablement ﾊﾟﾙﾚ･ｳﾞｪﾘﾀﾌﾞﾙﾓﾝ v.i 本心で話す    「動詞句」 

→ 本心で話す相手もなく 

jusqu’a ｼﾞｭｽｶ prep 〜まで(jusque)                                       「副詞句」 

une panne ﾕﾝﾇ･ﾊﾟﾝﾇ n.f 故障                                     「目的語」 

dans le désert du Sahara ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙ･ｼﾞｭ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠での 「副詞句」 

il y a six ans ｲﾘ･ｱ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 年前                               「副詞句」 

→ 6 年前、サハラ砂漠での故障まで 

Quelque chose s’était cassé dans mon moteur.              

Quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かが                                       「主語」 

s’était cassé ｾﾃ･ｶｾ 3 単半･完了形(se casser)v.pr 壊れた                    「動詞句」 

  再帰動詞の完了形では、再帰代名詞が助動詞(être)の前に置かれる 

dans mon moteur ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾓﾃｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                   「副詞句」 

 

機関士も乗客もいなかったので、僕は難しい修理を一人で成し遂げようと準備した。 

［B-2］ 

Et comme je n’avais avec moi ni mécanicien, ni passagers, je me préparai à essyer de 

réussir, tout seul, une réparation difficile.  

Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

n’avais ﾅｳﾞｪ 1 単半･否定(avoir)v.t なかった                      「動詞句」 

avec moi ｱｳﾞｪｷ･ﾑゎ adv.  僕と一緒に                           「副詞句」 

ni mécanicien, ni passagers ﾆ･ﾒｶﾆｼｬﾝ･ﾆ･ﾊﾟｻｼﾞｪ 

 n. 整備士も乗客も〜ない                                      「目的語」 
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  →僕と一緒に整備士も乗客もいなかったので 

me préparai à essayer de réussir ﾑ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ･ｱ･ｴｾｲｪ･ﾄﾞｩ･ﾚｲｼｰﾙ 1 単過･準備(se préparer) 

   v.t うまく成し遂げようと準備した                                     「動詞句」 

 essayer de+不定詞 ｴｯｾｲｴ･ﾄﾞｩ 〜しようと試みる  réussir ﾚﾕｼｰﾙ v.i 成功する 

tout seul ﾄｩ･ｽﾙ adv. 一人で                                             「副詞句」 

une réparation difficile ﾕﾝﾇ･ﾚﾊﾟﾗｼｫﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ n.f 難しい修理を             「目的語」 

 

それはぼくにとっては生か死かの問題であった。一週間分の飲み水が、やっとあった。 

［B-2］ 

C’était pour moi une question de vie ou de mort. J’avais à peine de l’eau à boire pour huit 

jours.                  「主語」「動詞」「副詞句」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

pour moi ﾌﾟｰﾙ･ﾑゎ adv. 自分にとって                                    「副詞句」 

une question de vie ou de mort ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨｰ･ｳ･ﾄﾞｩ･ﾓｰﾙ 

   n.f 生きるか死ぬかの問題                                              「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t 持っていた                                     「動詞」 

à peine de l’eau à boire pour huit jours ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾄﾞｩ･ﾛ･ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ･ﾌﾟｰﾙ･ﾕｲｯﾄ･ｼﾞｭｰﾙ 

n.f せいぜい一週間分の飲み水しか〜ない                              「目的語」 

à peine de ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾄﾞｩ adj. せいぜい〜の à boire ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ adj. 飲むための 

pour huit jours ﾌﾟｰﾙ･ﾕｲｯﾄ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 一週間の間（数え始めの日から 8 日で一週間） 

 

だから、第一日目の晩、僕は人の住んでいるあらゆる地域から千マイルも離れた砂の上で眠

った。［B-2］ 

  Le premier soir je me suit donc endormi sur le sable à mille milles de toute terre 

habitée.                                                   「主語」「動詞」「補語」 

Le premier soir ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ｽゎ-ﾙ n.m 第一日目の晩                          「副詞句」 

me suit donc endormi ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞﾝ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(s’endormir+donc) 

v.pr だから、僕は眠った                                             「動詞句」 

sur le sable ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｻｰﾌﾞﾙ adv. 砂の上で                                 「副詞句」 

à mille milles de toute terre habitée ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む全ての土地から千マイル離れた                              「副詞句」 

  à mille milles ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ adv. 千マイル離れた 

 de toute terre ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ adv. 全ての土地から 

 habitée ｱﾋﾞﾃ adj.f 人が住んでいる（terre に性･数一致） 
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大海をさまよう救命ボートに乗った人よりも、はるかに孤立無援な状態だった。［B-2］ 

J’étais bien plus isolé qu’un naufragé sur un radeau au milieu de l’océan.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bien plus isolé ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｲｿﾞﾚ adj. もっと孤立した                         「補語」 

qu’un naufragé ｶﾝ･ﾉﾌﾗｼﾞｪ adv. 遭難者よりも                        「副詞句」 

sur un radeau ｼｭｰﾙ･ｱﾝ･ﾗﾄﾞ adv. 救命ボート（いかだ）の上にいる     「副詞句」 

au milieu de l’océan ｵ･ﾐﾘｩ･ﾄﾞｩ･ﾛｾｱﾝ adv. 大海の真ん中の             「副詞句」 

  milieu ﾐﾘｩ n.m 真ん中 océan ｵｾｱﾝ n.m 大海 

 

だから、夜明けに、おかしな可愛らしい声が僕を目覚めさせた時の僕の驚きを、君達は想像

できるよね。［B-2］ 

Alors vous imaginez ma surprise, au lever du jour, quand une drôle de petite voix m’a 

réveillé.                      「副詞」「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「副詞節」 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的）だから                                         「副詞」 

vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像する（だろう）                     「動詞」 

ma surprise ﾏ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ n.f 僕の驚きを                                 「目的語」 

au lever du jour ｵ･ﾙｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 夜明けに                         「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき（〜したならば）                             「副詞節」 

une drôle de petite voix ﾕﾝﾇ･ﾄﾞﾛｰﾙﾄﾞｩ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞゎ 

   n.f おかしな可愛らしい声が                                    「主語」 

  un(e) drôle de ｱﾝ(ﾕﾝﾇ)･ﾄﾞﾛｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 奇妙な〜、おかしな〜 

  petit(e) ﾌﾟﾃｨ(ｯﾄ) adj. 可愛い、いとしい、小さい 

m’ ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

a réveillé ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こした            「動詞句」 

 

だから、夜明けに、おかしな可愛らしい声が僕を目覚めさせた時の僕の驚きを、君達は想像

できるよね。［B-2］ 

Alors vous imaginez ma surprise, au lever du jour, quand une drôle de petite voix m’a 

réveillé.                      「副詞」「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「副詞節」 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的）だから                                         「副詞」 

vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像する（だろう）                     「動詞」 
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ma surprise ﾏ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ n.f 僕の驚きを                                 「目的語」 

au lever du jour ｵ･ﾙｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 夜明けに                         「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき（〜したならば）                             「副詞節」 

une drôle de petite voix ﾕﾝﾇ･ﾄﾞﾛｰﾙﾄﾞｩ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞゎ 

   n.f おかしな可愛らしい声が                                    「主語」 

  un(e) drôle de ｱﾝ(ﾕﾝﾇ)･ﾄﾞﾛｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 奇妙な〜、おかしな〜 

  petit(e) ﾌﾟﾃｨ(ｯﾄ) adj. 可愛い、いとしい、小さい 

m’ ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

a réveillé ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こした            「動詞句」 

 

「どうか．．．僕におとなしい羊の絵を描いて！」［B-2］ 

《S’il vous plaît ... dessine-moi un mouton! 

《「副詞節」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron それが（非人称主語）                                  「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                     「間接目的語」 

plaît ﾌﾟﾚ 3 単現(plaire)v.i 気に入る                                「動詞」 

→ もしあなたの気に入れば、済みませんが、どうか 

dessine ﾃﾞｼﾇ 命・3 単現(dessiner)v.t 描いてください                        「動詞」 

moi ﾑゎ adv. 私に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑｰﾄﾝ n.m（去勢した）おとなしい羊を                  「直接目的語」 

 

僕は、さながら雷に打たれでもしたみたいに、飛び起きた。［B-2］ 

J’ai sauté sur mes pieds comme si j’avais été frappé par la foudre.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai sauté ｴ･ｿﾃ 1 単現･完了形(sauter)v.i 飛びあがった                      「動詞句」 

sur mes pieds ｼｭｰﾙ･ﾒ･ﾋﾟｴ adv. 起きて、立って                           「副詞句」 

  → 飛び起きた 

comme si ｺﾑ･ｼ conj. まるで〜かのように                                 「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

avais été frappé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾌﾗﾍﾟ 1 単半･完了形･受動(frapper) 

   v.t 打たれた                                                 「動詞句」 

par la foudre ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌｰﾄﾞｩﾙ adv. 雷に                            「副詞句」 
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目を良くこすった。辺りをよく見た。［B-2］ 

J’ai bien frotté mes yeux. J’ai bien regardé. 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien frotté ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾛﾃ 1 単現･完了形(frotter)v.t よくこすった            「動詞句」 

mes yeux ﾒ･ｼﾞｭｰ pl.n.m 両目を                                         「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien regardé ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(regarder)v.t よく見まわした  「動詞句」 

 

すると全く不思議な男の子が、真剣に僕を見つめているのが見えた。［B-2］ 

Et j’ai vu un petit bonhomme tout à fait extraordinaire qui me considérait gravement.  

Et「主語」「動詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた                                「動詞句」 

un petit bonhomme ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m 男の子が                          「目的語」 

tout à fait extraordinaire ﾄｩ･ﾀ･ﾌｪ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾈｰﾙ adj. 全く不思議な「形容詞句」 

qui ｷ conj. それは〜する                                        「形容詞節」 

me ﾑ pron 私を                                         「目的語」 

considérait ｺﾝｼﾃﾞﾚ 3 単半(considérer)v.t 見つめていた        「動詞」 

gravement ｸﾞﾗｰｳﾞﾓﾝ adv. 真剣に                           「副詞」 

 

六歳の時、大人たちによって絵描きのキャリアをくじかれてしまったので、僕は中の見える

ボア大蛇と中の見えないボア大蛇を描く以外には、絵の描き方を何も学んでいなかった。 

［B-2］ 

J’avais été découragé dans ma carrière de peintre par les grandes personnes, à l’âge de 

six ans, et je n’avais rien appris à dessiner, sauf les boas fermés et les boas ouverts.   

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais été découragé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾃﾞｸﾗｼﾞｪ 1 単半･完了形･受動(décourager) 

   v.t（意気込みを）くじかれた                                         「動詞句」 

dans ma carrière de peintre ﾄﾞﾝ･ﾏ･ｷｬﾘｴｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾝﾄﾙ 

 adv. 僕の絵描きという職業に対して                               「間接目的語」 

par les grandes personnes ﾊﾟｰﾙ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ adv. 大人の人たちによって「副詞句」 

à l’âge de six ans ｱ･ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 歳の年に                      「副詞句」 

et ｴ conj. それで 
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je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’avais rien appris à dessiner ﾅｳﾞｪ･ﾘﾔ･ﾅﾌﾟﾘ･ｱ･ﾃﾞｼﾈ 1 単半･完了形(apprendre) 

   v.t 絵の描き方を何も習わなかった                                    「動詞句」 

sauf les boas fermés et les boas ouverts ｿﾌ･ﾚ･ﾎﾞｱ･ﾌｪﾙﾒ･ｴ･ﾚ･ﾎﾞｱ･ｳｳﾞｪｰﾙ 

adv. 中の見えないボア大蛇と中の見えるボア大蛇は別として             「副詞句」 

 

さて、その男の子は、道に迷っているようには見えないし、疲れ切っているようにも、死ぬ

ほどお腹がすいているようにも、死ぬほど喉が渇いているようにも、死ぬほど怖がっている

ようにも僕には見えない。［B-2］ 

Or mon petit bonhomme ne me semblait ni égare, ni mort de fatigue, ni mort de faim, ni 

mort de soif, ni mort de peur.     Or「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

Or ｵｰﾙ conj. さて 

mon petit bonhomme ﾓﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m その少年は                         「主語」 

ne ... semblait ﾇ...ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler) 

v.i (à qn 人には) 〜のように見えなかった                              「動詞句」 

me ﾑ pron 私には                                                 「間接目的語」 

ni égare, ni mort de fatigue ﾆ･ｴｶﾞﾚ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾃｨｸﾞ 

   adj. 道に迷った風にも、疲れて死にそうな風にも〜ない                   「補語」 

ni mort de faim, ni mort de soif, ni mort de peur 

 ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾑ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｽゎﾌ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟｰﾙ adj. 死ぬほど空腹な風にも、死ぬほど

喉が渇いている風にも、死ぬほど怖がっている風にも                        「補語」 

   ne me semblait 動詞の否定は ne、補語や目的語の連続否定は ni を使用する。 

 

人が住むすべての地域から、千マイルも離れていて、その上、死の危険にさらされている時、

羊の絵を描くなどということが、どんなに馬鹿げているように見えようと、僕はポケットか

ら一枚の紙と万年筆を取り出した。［B-2］ 

Aussi absurde que cela me semblât à mille milles de tous les endroits habités et en 

danger de mort, je sortis de ma poche une feuille de papier et un stylographe.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Aussi 形容詞 que + 接続法 どんなに〜であっても                        「副詞節」 

Aussi ｵｼ adv. どれほど                                          「副詞」 

absurde ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞｩ adj.馬鹿げた                                   「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                    「形容詞節」 

cela ｽﾗ pron これが（羊の絵を描く事）                 「主語」 

me ﾑ pron 私に                                 「間接目的語」 

semblât ｿﾝﾌﾞﾗ 接・3 単半(sembler)v.i 見えても          「動詞」 
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à mille milles de tous les endroits habités ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｩ･ﾚ･ｵﾝﾄﾞﾛﾜ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む地域から千マイルも離れて            「副詞句」 

et en danger de mort ｴ･ｵﾝ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ﾓｰﾙ 

adv そして死の危険にさらされて                  「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sortis ｿﾙﾃｨ 1 単過(sortir)v.t 取り出した                                     「動詞」 

de ma poche ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾎﾟｯｼｭ adv. ポケットから                              「副詞句」 

une feuille de papier et un stylographe ﾕﾝﾇ･ﾌｲﾕ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾋﾟｴ･ｴ･ｱﾝ･ｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌ 

pl.n. 一枚の紙と万年筆を                                             「目的語」 

 

ボア大蛇。それはすごく危険なんだ。それに象、それはすごく場所ふさぎだよ。［B-2］ 

Un boa c’est très dangereux, et un éléphant c’est très encombrant.  

「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「補語」 

Un boa c’ ｱﾝ･ﾌﾞゎ･ｽ n.m ボア大蛇、それは                                 「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

très dangereux ﾄﾚ･ﾄﾞﾝｼﾞｭﾙｰ adj. とても危険な                              「補語」 

et ｴ conj. そして 

un éléphant c’ ｴﾝ･ｴﾚﾌｫﾝ･ｽ n.m 象、それは                                  「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

très encombrant ﾄﾚ･ｵﾝｺﾝﾌﾞﾛﾝ adj. とても場所ふさぎの                      「補語」 

 

「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊には、草がうんと必要だと思

う？」［B-2］ 

《C’est tout à fait comme ça que je le voulais! Crois-tu qu’il faille beaucoup d’herbe à ce 

mouton?                      《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

《C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

tout à fait comme ça ﾄｩ･ﾀﾌｪ･ｺﾑ･ｻ n. 全くこんなの                          「補語」 

que ｸ conj. 〜するものは                                                 「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

le ﾙ pron それを（dessiner）                                    「目的語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半(vouloir)v.t 望んでいる                            「動詞」 

Crois ｸﾛゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 
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faille ﾌｧｲﾕ 接・3 単現(falloir)v.h 必要だと                         「動詞」 

beaucoup d’herbe ﾎﾞｸ･ﾃﾞﾙﾌﾞ n.f 沢山の草が                       「主語」 

à ce mouton ｱ･ｽ･ﾑﾄﾝ adv. この羊に                        「間接目的語」 

 

目が覚める時、僕が社長に 2 日間の休暇を願い出た時に、どうして不満げな様子をしてい

たのかがやっと分かった：それは今日が土曜日だからなのだ。［C-1-2］ 

En me réveillant, j’ai compris pourquoi mon patron avait l’air mécontent quand je lui ai 

demandé mes deux jours de congé : c’est aujourd’hui samedi.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

En +現在分詞 ｵﾝ adv. 〜する時に                                       「副詞句」 

me réveillant, ﾑ･ﾚｳﾞｪｲﾖﾝ 現在分詞(se réveiller)v.pr 目覚める       「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre)v.t 分かった、理解した      「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ pron どうして〜したかということを                     「目的語」 

mon patron ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長が                                  「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（特徴を）していた                       「動詞」 

l’air mécontent ﾚｰﾙ･ﾒｺﾝﾄﾝ n.m 不満げな様子を                    「目的語」 

quand ｺﾝ conj. 〜した時に                                      「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                    「間接目的語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander) 

v.t 求めた、願い出た                                   「動詞句」 

mes deux jours de congé : ﾒ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｺﾝｼﾞｪ 

 n.m 2 日間の休暇を                                「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾃﾞｭｲ adv. 今日は                                        「副詞」 

samedi. ｻﾑﾃﾞｨ n.m 土曜日                                                「補語」 

 

僕はそのことを忘れていたのだが、起きようとした時にこの考えが頭に浮かんだのだ。 

［C-1-2］ 

Je l’avais pour ainsi dire oublié, mais en me levant, cette idée m’est venue.  

「主語」「目的語」「動詞句」mais「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron そのことを                                                    「目的語」 

avais pour ainsi dire oublié, ｱｳﾞｪ･ﾌﾟｰﾙ･ｵﾝｼ･ﾃﾞｨｰﾙ･ｳﾌﾞﾘｴ 1 単半･完了形(oublier) 
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   v.t ほとんど忘れていた                                              「動詞句」 

 pour ainsi dire ﾌﾟｰﾙ･ｵﾝｼ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. ほとんど、いわば 

mais ﾒ conj. しかし 

en me levant, ｵﾝ･ﾑ･ﾙｳﾞｫﾝ adv.（en+現在分詞 se lever）起きる時に         「副詞句」 

cette idée ｾｯﾄ･ｲﾃﾞ n.f この考えが                                         「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

est venue. ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i やってきた                     「動詞句」 

 

当然ながら社長は、僕が日曜を含めて 4 連休を取ることになると思ったはずだ。それでは

彼も嬉しいはずがないだろう。［C-1-2］ 

Mon patron, tout naturellement, a pensé que j’aurais ainsi quatre jours de vacances avec 

mon dimanche et cela ne pouvait pas lui faire plaisir.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Mon patron, ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                         「主語」 

tout naturellement, ﾄｩ･ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. ごく自然に、当然ながら              「副詞句」 

a pensé ｱ･ﾎﾟﾝｾ 3 単現･完了形(penser)v.t (que) 〜と思った                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aurais ｵﾚ 条・1 単現(avoir)v.t 〜をするだろう                       「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. それでは                                           「副詞」 

quatre jours de vacances ｸゎﾄﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｧｺﾝｽ n.f 4 連休を      「目的語」 

avec mon dimanche ｱｳﾞｪｯｷ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ adv. 日曜日も含めて       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

cela ｽﾗ pron これは                                                      「主語」 

ne pouvait pas ...faire plaisir. ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ...ﾌｪｰﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ 3 単半･可能性･否定･使役 

   v.t 〜を喜ばせなかったに違いない                                    「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼を                                                      「目的語」 

 「彼」を主語にして翻訳する 

 

僕はひげを剃っている間に、何をしようかと自問して、海水浴をしに行く事に決めた。 

［C-1-2］ 

Pendant que je me rasais, je me suis demandé ce que j’allais faire et j’ai décidé d’aller me 

baigner.              「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」 

Pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｸ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

me rasais, ﾑ･ﾗｾﾞ 1 単半(se raser)v.pr ひげを剃っている             「動詞句」 
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je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis demandé ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(se demander)v.pr 自問した「動詞句」 

ce que ｽ･ｸ pron（目的語）〜ということを                              「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

allais faire ｱﾚ･ﾌｪｰﾙ 3 単半･近接未来(aller+不定詞) 

   v.t これからする                                            「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ai décidé d’aller ｴ･ﾃﾞｼﾃﾞ･ﾀﾞﾚ 1 単現･完了形･決断(decider de+不定詞) 

   v.i 行く事に決めた                                                  「動詞句」 

me baigner. ﾑ･ﾍﾞﾆｪ 不定詞(aller+不定詞)v.pr 海水浴をしに         「動詞句」 

 

僕は電車に乗って、港にある海水浴場へ行った。［C-1-2］ 

J’ai pris le tram pour aller à l’établissement de bains du port.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pris ｴ･ﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(prendre)v.t（乗物に）乗った                  「動詞句」 

le tram ﾙ･ﾄﾗﾑ n.m 電車に                                              「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（継続）そして〜する、（目的）〜するために        「副詞句」 

aller ｱﾚ 不定詞 v.i 行く                                           「動詞」 

à l’établissement ｱ･ﾚﾀﾌﾞﾘｽﾓﾝ adv. 施設に                         「副詞節」 

de bains ﾄﾞｩ･ﾊﾞﾝ adj. 海水浴の                         「形容詞句」 

du port. ｼﾞｭ･ﾎﾟｰﾙ adv. 港にある                 「副詞句」 

 

海の中で僕はマリー・カルドナに再会した。彼女は僕の会社の元タイピストだったが、当時、

僕は彼女をものにしようと思っていた。［C-1-2］ 

J’ai retrouvé dans l’eau Marie Gardona, une ancienne dactylo de mon bureau dont j’avais 

eu envie à l’époque.    「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」, 

「間接目的語」「主語」「動詞句」「直接目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai retrouvé ｴ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形(retrouver)v.t 再会した               「動詞句」 

dans l’eau ﾄﾞﾝ･ﾛ adv. 海の中で                                         「副詞句」 

Marie Gardona, ﾏﾘｰ･ｶﾙﾄﾞﾅ n. マリー・カルドナに                        「目的語」 

une ancienne dactylo ﾕﾝﾇ･ｱﾝｼｴﾝﾇ･ﾀﾞｸﾃｨﾛ n.f（同格）元タイピストの「形容詞句」 

de mon bureau ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adj. 僕の会社の            「形容詞句」 

dont ﾄﾞﾝ pron 彼女に                                              「間接目的語」 
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j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais eu ｱｳﾞｪ･ｼﾞ 1 単半･完了形(avoir)v.t 持っていた                      「動詞句」 

envie ｵﾝｳﾞｨｰ n.f 欲望を                                            「直接目的語」 

à l’époque. ｱ･ﾚﾎﾟｷ adv. 当時                                            「副詞句」 

 

彼女もその気だった、と僕は思っている。だけど彼女はまもなく会社を辞めてしまったので、

僕たちには会ったりする時間は無かった。［C-1-2］ 

Elle aussi, je crois. Mais elle est partie peu après et nous n’avons pas eu le temps.  

「目的語」「主語」「動詞」 

Mais「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Elle aussi, ｴﾙ･ｵｼ n. 彼女もその気だった                                 「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

crois. ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t と思っている                                  「動詞」 

Mais ﾒ conj. しかし 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

est partie ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形.f(partir)v.i 立ち去った、会社を辞めた     「動詞句」 

peu après ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. まもなく                                        「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕たちは                                                    「主語」 

n’avons pas eu ﾅｳﾞｫﾝ･ﾊﾟ･ｼﾞ 1 複現･完了形(avoir)v.t なかった              「動詞句」 

le temps. ﾙ･ﾄﾝ n.m 時間が                                              「目的語」 

 

彼女は僕のほうに振り返った。髪は目元にかかっていたが、笑っているのが分かった。 

［C-1-2］ 

Elle s’est retournée vers moi. Elle avait les cheveux dans les yeux et elle riait.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「主語」「動詞」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’est retournée ｾ･ﾙﾄｩﾙﾈ 3 単現･完了形.f(retourner)v.pr 振り返った         「動詞句」 

vers moi. ｳﾞｪｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕の方を                                      「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                         「動詞」 

les cheveux ﾚ･ｼｭｳﾞ pl.n.m 髪の毛                                        「目的語」 

dans les yeux ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｼﾞｩ adv. 目のあたりに                              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

riait. ﾘｴ 3 単半(rire)v.i 笑った                                             「動詞」 
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僕はブイの上の彼女の脇に這い上がった。［C-1-2］ 

Je me suis hissé à côté d’elle sur la bouée.                「主語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis hissé ﾑ･ｼｭｲ･ｲｾ 1 単現･完了形(se hisser)v.pr 這い上がった          「動詞句」 

à côté d’elle ｱ･ｺﾃ･ﾃﾞﾙ adv. 彼女の脇に                                   「副詞句」 

sur la bouée. ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾞｴ adv. ブイの上の                         「副詞句」 

 

日差しが厳しくなると、彼女は水に飛び込み、僕もそれに続いた。［C-1-2］ 

Quand le soleil est devenu trop fort, elle a plongé et je l’ai suivie.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」et「主語」「目的語」「動詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜すると、〜する時                                     「副詞節」 

le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽が                                        「主語」 

est devenu ｴ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｭ ｻﾝﾀﾝ･完了形(devenir)v.i（+C）〜になった     「動詞句」 

trop fort, ﾄﾛ･ﾌｫｰﾙ adj.m 強すぎる                                  「補語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a plongé ｱ･ﾌﾟﾛﾝｼﾞｪ 3 単現･完了形(plonger)v.i（水に）飛び込んだ           「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女に                                                       「目的語」 

ai suivie. ｴ･ｼｭｲｰｳﾞｨ 1 単現･完了形.f(suivre)v.t 後に続いた                 「動詞句」 

 

僕は彼女に追いつき、彼女の腰のあたりに手をまわした。それから僕らは一緒に泳いだ。 

［C-1-2］ 

Je l’ai rattrapée, j’ai passé ma main autour de sa taille et nous avons nagé ensemble.  

「主語」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

et「主語」「動詞句」「副詞」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女に                                                       「目的語」 

ai rattrapée, ｴ･ﾗﾄﾗﾍﾟ 1 単現･完了形(rattraper)v.t 追いついた              「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai passé ｴ･ﾊﾟｾ 1 単現･完了形(passer)v.t 動かした                         「動詞句」 

ma main ﾏ･ﾏﾝ n.f 自分の手を                                           「目的語」 

autour de sa taille ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｻ･ﾀｲﾕ adv. 彼女の腰のあたりに              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕らは                                                      「主語」 
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avons nagé ｱｳﾞｫﾝ･ﾅｼﾞｪ 1 複現･完了形(nager)vi 泳いだ                    「動詞句」 

ensemble. ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                                            「副詞」 

 

彼女は、ずっと笑っていた。海から波止場に上がって、僕らが体を乾かしている間、彼女は

僕に言った。「私の方が焼けているわ」［C-1-2］ 

Elle riait toujours. Sur le quai, pendant que nous nous séchions, elle m’a dit: «Je suis 

plus brune que vous.» 

「主語」「動詞」「副詞」┃「副詞句」「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞句」 

《「主語」「動詞」「補語」》 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

riait ﾘえ 3 単半(rire)v.i 笑っていた                                        「動詞」 

toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. ずっと、いつも                                     「副詞」 

Sur le quai, ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｸゎ adv. 波止場に上がって                           「副詞句」 

pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｸ conj. 〜している間                                「副詞節」 

nous ﾇ pron 僕らが                                               「主語」 

nous séchions, ﾇ･ｾｼｮﾝ 1 単半(se sécher) 

v.pr（自分の体を）乾かしていた                                「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

«Je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

plus brune ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾞﾘｭﾝﾇ adj.f もっと褐色の                                「補語」 

que vous.» ｸ･ｳﾞ adv. あなたより                                   「副詞句」 

 

それで、僕はベッドの上で体の向きを変えて、枕の中にマリーの髪が残した潮の香りを探し、

その後 10 時まで眠った。［C-1-2］ 

Alors, je me suis retourné dans mon lit, j’ai cherché dans le traversin l’odeur de sel que 

les cheveux de Marie y avaient laissée et j’ai dormi jusqu’à dix heures.  

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Alors, ｱﾛｰ adv. それで                                                   「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me suis retourné ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾄｩﾙﾈ 1 単現･完了形(se retourner) 

v.pr 向きを変えた、（元の場所へ）戻った                              「動詞句」 

  この場面では、ベッドから起き出していないので、ベッドの上で向きを変えた 
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dans mon lit, ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾘ adv. ベッドの中に                                「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai cherché ｴ･ｼｪﾙｼｪ 1 単現･完了形(chercher)v.t 探した                     「動詞句」 

dans le traversin ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾄﾗｳﾞｪﾙｻﾝ adv. 枕の中に                          「副詞句」 

l’odeur de sel ﾛﾃﾞｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｾﾙ n.f 潮の香りを                               「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

les cheveux de Marie ﾚ･ｼｭｳﾞ･ﾄﾞｩ･ﾏﾘｰ pl.n.m マリーの髪が 「主語」 

y ｲ adv. そこに                                         「副詞」 

avaient laissée ｱｳﾞｪ･ﾚｯｾ 3 複現･完了形(laisser)v.t 残した 「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dormi ｴ･ﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(dormir)v.i 眠った                         「動詞句」 

jusqu’à dix heures. ｼﾞｭｽｶ･ﾃﾞｨ･ｾﾞｰﾙ adv. 10 時まで                        「副詞句」 

 

それから僕は、相変わらず横になったままで、正午までタバコを何本か吸った。［C-1-2］ 

J’ai fumé ensuite des cigarettes, toujours couché, jusqu’à midi.  

「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai fumé ｴ･ﾌｭﾒ 1 単現･完了形(fumer)v.t タバコを吸った                    「動詞句」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                            「副詞」 

des cigarettes, ﾃﾞ･ｼｶﾞﾚｯﾄ pl.n.f タバコを何本か                          「目的語」 

toujours couché, ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ｸｼｪ adv. 相変わらず横になったままで            「副詞句」 

jusqu’à midi. ｼﾞｭｽｶ･ﾐﾃﾞｨ adv. 正午まで                                  「副詞句」 

 

僕はいつものようにセレストの店で昼食をとる気にならなかった。店に行けば、きっと彼ら

は僕にあれこれと聞いてきただろうし、僕はそういう事が嫌いだから。［C-1-2］ 

Je ne voulais pas déjeuner chez Céleste comme d’habitude parce que, certainement, ils 

m’auraient posé des questions et je n’aime pas cela.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voulais pas déjeuner ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ 1 単半･否定・願望(vouloir+不定詞) 

  v.i 昼食を取る気にならなかった                                       「動詞句」 

chez Céleste ｼｪ･ｾﾚｽﾄｩ adv. セレストの店で                              「副詞句」 

comme d’habitude ｺﾑ･ﾀﾞﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ adv. いつものように                     「副詞句」 

parce que, ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

certainement, ｾﾙﾃｰﾇﾓﾝ adv. 確実に、きっと                         「副詞」 
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ils ｲﾙ pl.pron 彼らは                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                              「間接目的語」 

auraient posé ｵﾚ･ﾎﾟｾﾞ 条・3 複現･完了形(poser) 

v.t（質問を）しただろう                                       「動詞句」 

  いつものように店で食事をしていたら、あれこれ質問をしてきたに違いない 

des questions ﾃﾞ･ｹｽﾁｮﾝ pl.n.f あれこれと質問を                「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

n’aime pas ﾈｰﾑ･ﾊﾟ 1 単現･否定(aimer)v.t 嫌いだ、いやだ            「動詞句」 

cela. ｽﾗ pron そういうことが                                     「目的語」 

 

その他はほったらかしの状態だ。少したってから、何かをしようと思い、古新聞を取り出し

て、それを読んだ。［C-1-2］ 

Le reste est à l’abandon. Un peu plus tard, pour faire quelque chose, j’ai pris un vieux 

journal et je l’ai lu.「主語」「動詞」「補語」 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」 

Le reste ﾙ･ﾚｽﾄ n.m その他は                                             「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à l’abandon. ｱ･ﾗﾎﾞﾝﾄﾞﾝ adv. だらしなく、ほったらかしに                    「補語」 

Un peu plus tard, ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 少したってから                    「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                          「動詞」 

quelque chose, ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かを                              「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pris ｴ･ﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(prendre)v.t 取り出した                       「動詞句」 

un vieux journal ｱﾝ･ｳﾞｨﾕ･ｼﾞｭﾙﾅﾙ n.m 古い新聞を                         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

ai lu. ｴ･ﾘｭ 1 単現･完了形(lire)v.t 読んだ                                  「動詞句」 

 

僕はそこからクルシャン製バス・ソルトの広告を切り抜き、それを古いノートに貼った。僕

は新聞記事の中で面白そうなものをそのノートに貼っていたのだ。［C-1-2］ 

J’y ai découpé une réclame des sels Kruschen et je l’ai collée dans un vieux cahier où je 

mets les choses qui m’amusent dans les journaux.  

「主語」「副詞」「動詞句」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」「形容詞節」 
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J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

y ｲ adv. その中の                                                        「副詞」 

ai découpé ｴ･ﾃﾞｸﾍﾟ 1 単現･完了形(découper)v.t 切り抜いた                「動詞句」 

une réclame ﾕﾝﾇ･ﾚｸﾗﾑ n.f 広告を                                        「目的語」 

des sels Kruschen ﾃﾞ･ｾﾙ･ｸﾘｭｼｬﾝ adj. クルシャン製バス・ソルトの「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾗ pron.f それを                                                      「目的語」 

ai collée ｴ･ｺﾚ 1 単現･完了形(coller)v.t 貼った                             「動詞句」 

dans un vieux cahier ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝｳﾞｨﾕ･ｶｲｪ adv. 古いノートに                  「副詞句」 

où ｳ adv. そこに〜する                                               「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                「主語」 

mets ﾒ 1 単現(mettre)v.t 入れておく                              「動詞」 

les choses ﾚ･ｼｮｰｽﾞ pl.n.f 物を                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕を                                「目的語」 

amusent ｱﾐｭｽﾞ 3 複現(amuser)v.t 面白がらせる    「動詞」 

dans les journaux. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｼﾞｭﾙﾉ 

 adv. 新聞記事の中で                        「副詞句」 

  journal ｼﾞｭﾙﾅﾙ n.m 新聞（[複] journaux） 

 

まず最初に、家族が散歩に現れた。二人の男の子はセーラー服を着て、ひざ下までの半ズボ

ンをはいていたが、糊が効き過ぎてこわばった服が少し動きずらそうだ。それから女の子は

大きなバラ色のリボンをつけて、黒いエナメルの短靴をはいていた。［C-1-2］ 

C’étaient d’abord des familles allant en promenade, deux petits garçons en costume 

marin, la culotte audessous du genou, un peu empêtrés dans leurs vêtements raides, et 

une petite fille avec un gros noeud rosé et des souliers noirs vernis.  

「動詞」「補語」「主語」,「主語」「形容詞句」et「主語」「形容詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は des familles 以降) 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. 最初に                                               「補語」 

des familles ﾃﾞ･ﾌｧﾐｰﾕ pl.n.f 家族が                                        「主語」 

allant ｱﾛﾝ 現在分詞 v.i 出てきた                                  「形容詞句」 

en promenade, ｵﾝ･ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ adv. 散歩に                   「副詞句」 

deux petits garçons ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾁ･ｷﾞｬﾙｿﾝ pl.n.m 二人の男の子                    「主語」 

en costume marin, ｵﾝ･ｺｽﾁｭｰﾑ･ﾏﾗﾝ adj. セーラー服を着た           「形容詞句」 
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la culotte ﾗ･ｷｭﾛｯﾄ n.f 半ズボンをはいた                           「形容詞句」 

audessous du genou, ｵﾃﾞｽ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭﾇｰ adj. ひざ下までの   「形容詞句」 

un peu empêtrés ｱﾝ･ﾌﾟ･ｵﾝﾍﾟﾄﾚ 過去分詞･受動(empêtrer) 

adj. 少し動きずらい                                          「形容詞句」 

dans leurs vêtements raides, ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｳﾞｪﾄｩﾓﾝ･ﾚﾄﾞ 

 adv. こわばった服の中で                              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

une petite fille ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾌｨｰﾕ n.f 1 人の女の子                           「主語」 

avec un gros noeud rosé ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ｸﾞﾛ･ﾇｰ･ﾛｾﾞ 

 adj. 大きなバラ色のリボンをつけた                            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

des souliers noirs vernis. ﾃﾞ･ｽﾘｴ･ﾇゎ-ﾙ･ｳﾞｪﾙﾆ 

 adv. 黒いエナメルの短靴をはいた                           「形容詞句」 

 

子供たちの後ろには、栗色の絹の服を着た巨大な母親と、見たことがあるとてもか細い父親

が続いていた。［C-1-2］ 

Derrière eux, une mère énorme, en robe de soie marron, et le père, un petit homme assez 

frêle que je connais de vue.                        「副詞句」「主語」y「主語」 

Derrière eux, ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ｲ adv. 子供らの後ろに                              「副詞句」 

une mère énorme, ﾕﾝﾇ･ﾒｰﾙ･ｴﾉﾙﾒ n.f 巨大な母親が                          「主語」 

en robe ｵﾝ･ﾛｰﾌﾞ adv. 服を着た                                    「副詞句」 

de soie marron, ﾄﾞｩ･ｽゎ･ﾏﾛﾝ adj. 栗色の絹の             「形容詞句」 

  marron ﾏﾛﾝ adj. 栗色の、n.m クリ 

et ｴ conj. そして 

le père, ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親が                                               「主語」 

un petit homme ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾄﾑ n.m 小さい男 

assez frêle ｱｾ･ﾌﾚｰﾙ adj. とてもか細い                            「形容詞句」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                          「主語」 

connais ｺﾈ 1 単半(connaître)v.t 知っている                  「動詞」 

de vue. ﾄﾞｩ･ｳﾞｭ adv. 目で見て                            「副詞句」 

 

父親は、カンカン帽をかぶり、蝶ネクタイを結び、そして手にステッキを持っていた。 

［C-1-2］ 

Il avait un canotier, un noeud papillon et une canne à la main.  

「主語」「動詞」「目的語」,「目的語」et「目的語」「副詞句」 
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Il ｲﾙ pron 父親は                                                        「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（所有・着用）かぶっていた                      「動詞」 

un canotier, ｱﾝ･ｶﾉﾁｴ n.m カンカン帽を                                  「目的語」 

un noeud papillon ｱﾝ･ﾇｰ･ﾊﾟﾋﾟﾖﾝ n.m 蝶ネクタイを（結んだ）             「目的語」 

et ｴ conj. そして 

une canne ﾕﾝﾇ･ｶﾝﾇ n.f ステッキを（持った）                            「目的語」 

à la main. ｱ･ﾗ･ﾏﾝ adv. 手に                                            「副詞句」 

 

妻と一緒にいる彼を見ていると、なぜ彼がこの界隈で上品だと言われているのか分かった。 

［C-1-2］ 

En le voyant avec sa femme, j’ai compris pourquoi dans le quartier on disait de lui qu’il 

était distingué.                              「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

En le voyant ｵﾝ･ﾙ･ｳﾞゎｲﾖﾝ ジェロンディフ(en+現在分詞)adv. 彼を見ていると「副詞句」 

avec sa femme, ｱｳﾞｪｯｷ･ｻ･ﾌｧﾑ adj. 妻と一緒にいる               「形容詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprender)v.t 分かった                「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして〜なのかということが                      「目的語」 

dans le quartier ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｶﾙﾃｨｴ adv. この界隈で                     「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人々が（動詞は三人称単数形）                          「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半･時制の一致(dire)v.t 言っている                  「動詞」 

de lui ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 彼の事を                                    「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜であると                                          「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                 「動詞」 

distingué. ﾃﾞｨｽﾀﾝｹﾞ adj. 上品な                            「補語」 

 

通りにはもう小売店の店主とネコしかいなかった。通りに沿って並んでいるイチジク並木

の上空は、澄んでいたが輝きがなかった。［C-1-2］ 

Il n’y avait plus dans la rue que les boutiquiers et les chats. Le ciel était pur mais sans 

éclat au-dessus des ficus qui bordent la rue.  

「副詞句」「動詞句」「主語」┃「主語」「動詞句」「補語」mais「補語」「副詞句」 

Il n’y avait ｲﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ 3 単半･否定(il y avoir)v.h 〜がいなかった            「動詞句」 

plus dans la rue ﾌﾟﾘｭ･ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾘｭ adv. もう通りには                        「副詞句」 

que les boutiquiers et les chats. ｸ･ﾚ･ﾌﾞﾃｨｷｴ･ｴ･ﾚ･ｼｬ 

   pl.n 小売店の店主とネコしか                                           「主語」 

  ne .... que 〜 「〜しか．．．ない」 
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Le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

pur ﾋﾟｰﾙ adj. 澄んだ                                                     「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

sans éclat ｿﾝ･ｴｸﾗ adj. 輝きが無い                                         「補語」 

au-dessus des ficus ｵ･ﾄﾞｩｼ･ﾃﾞ･ﾌｨｷｽ adv. イチジク並木の上は              「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

bordent ﾎﾞﾙﾄﾞ 3 複現(border)v.t に沿って並んでいる       「動詞」 

la rue. ﾗ･ﾘｭ n.f 通りに                                「目的語」 

 

向かいの歩道では、タバコ屋の主人が椅子を外に出して、戸口の前に据え付け、それにまた

がって、両腕で椅子の背に持たれていた。［C-1-2］ 

Sur le trottoir d’en face, le marchand de tabac a sorti une chaise, l’a installée devant sa 

porte et l’a enfourchée en s’appuyant des deux bras sur le dossier.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」, 

「目的語」「動詞句」「副詞句」et「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Sur le trottoir ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾛｯﾄゎ-ﾙ adv. 歩道では                            「副詞句」 

d’en face, ﾄﾞﾝ･ﾌｧｽ adj. 正面の                                 「形容詞句」 

le marchand ﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 商人が                                         「主語」 

de tabac ﾄﾞｩ･ﾀﾊﾞ adj. タバコ屋の                                「形容詞句」 

a sorti ｱ･ｿﾙﾃｨ 3 単現･完了形(sortir)v.t 外に出した                        「動詞句」 

une chaise, ﾕﾝﾇ･ｼｪｰｽﾞ n.f 椅子を                                       「目的語」 

l’ ﾗ pron それを                                                       「目的語」 

a installée ｱ･ｱﾝｽﾀﾚ 3 単現･完了形.f(installer)v.t 据え付けた                「動詞句」 

devant sa porte ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｻ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 戸口の前へ                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

l’ ﾗ pron それに                                                       「目的語」 

a enfourchée ｱ･ｵﾝﾌﾙｼｪ 3 単現･完了形(enfourcher)v.t またがった           「動詞句」 

en +現在分詞 ｵﾝ ジェロンディフ adv. 〜しながら                         「副詞句」 

s’appuyant ｻﾋﾟｭｲﾖﾝ 現在分詞(s’appuyer)v.pr (sur に) もたれかかる 「動詞句」 

des deux bras ﾃﾞ･ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾗ adv. 両腕によって                     「副詞句」 

sur le dossier. ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾞｼｴ adv. その背に                        「副詞句」 

 

ちょっと前は満員だった路面電車は、ほとんど空になっていた。［C-1-2］ 

Les trams tout à l’heure bondés étaient presque vides.        「主語」「動詞」「補語」 

Les trams ﾚ･ﾄﾗﾑ pl.n.m 路面電車は                                       「主語」 
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tout à l’heure ﾄｩ･ﾀ･ﾚｰﾙ adv. さっきは、ちょっと前は         「副詞句」 

bondés ﾎﾞﾝﾃﾞ adj.pl 満員の                                        「形容詞」 

étaient ｴﾃ 3 複半 (être)v.i 〜だった                                       「動詞」 

presque vides. ﾌﾟﾚｽｷ･ｳﾞｨｯﾄﾞ adj.pl ほとんど空の                           「補語」 

 

路面電車は、郊外の競技場から、ステップと手すりにひとかたまりになった観客を乗せて戻

って来た。［C-1-2］ 

Ils ramenaient du stade de banlieue des grappes de spectateurs perchés sur les 

marchepieds et les rambardes.                   「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Ils ｲﾙ pron.pl（des tramways の代用）路面電車は                          「主語」 

ramenaient ﾗﾑﾈ 3 複半(ramener)v.t 連れ戻した                             「動詞」 

du stade de banlieue ｼﾞｭ･ｽﾀｯﾄﾞ･ﾄﾞｩ･ﾎﾞﾝﾘｩ adv. 郊外の競技場から          「副詞句」 

des grappes ﾃﾞ･ｸﾞﾗｯﾌﾟ pl.n.f ひとかたまりを                             「目的語」 

de spectateurs ﾃﾞ･ｽﾍﾟｸﾀﾃｰﾙ adj. 観客の                        「形容詞句」 

perchés ﾍﾟﾙｼｪ 過去分詞(percher)adj.pl とまっている            「形容詞句」 

sur les marchepieds ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾏﾙｼｭﾋﾟｴ adv. ステップに    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

les rambardes. ﾚ･ﾛﾝﾊﾞｰﾙﾄﾞ pl.n.f 手すりに              「副詞句」 

 

後に続く路面電車は選手たちを乗せてきた。小さなカバンによって選手たちを見分けるこ

とが出来たのだ。［C-1-2］ 

Les tramways suivants ont ramené les joueurs que j’ai reconnus à leurs petites valises. 

「主語」「動詞句」「目的語」 

Les tramways ﾚｽ･ﾄﾗﾑｳｪ pl.n.m 路面電車が                                 「主語」 

suivants ｼｭｲｳﾞｫﾝ adj.pl 次の                                      「形容詞」 

ont ramené ｵﾝ･ﾗﾑﾈ 3 複現･完了形(ramener)v.t 連れ戻した                 「動詞句」 

les joueurs ﾚ･ｼﾞｭｴｰﾙ pl.n.m 選手たちを                                  「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                「主語」 

ai reconnus ｴ･ﾙｺﾆｭ 1 単現･完了形(reconnaître) 

v.t (à で) 〜と分かった                                     「動詞句」 

à leurs petites valises. ｱ･ﾚｰﾙ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞｧﾘｰｽﾞ 

 adv. 彼らの小さなカバンで                                  「副詞句」 
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その時、街灯が突然点灯して、その光が、夜に先駆けて登っていた星たちを色あせさせた。 

［C-1-2］ 

Les lampes de la rue se sont alors allumées brusquement et elles ont fait pâlir les 

premières étoiles qui montaient dans la nuit.  

「主語」「動詞句」「副詞」et「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Les lampes de la rue ﾚ･ﾛﾝﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｭｰ pl.n.f 街灯が                        「主語」 

se sont alors allumées ｽ･ｿﾝ･ｱﾛｰ･ｱﾘｭﾒ 3 複現･完了形(s’allumer+alors) 

   v.pr その時明かりが灯った                                           「動詞句」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 不意に、突然                                  「副詞」 

et ｴ conj. すると 

elles ｴﾙ pron.pl 街灯の光が                                               「主語」 

ont fait ｵﾝ･ﾌｪ 3 複現･完了形･使役(faire+不定詞)v.t 〜させた               「動詞句」 

pâlir ﾊﾟﾘｰﾙ 不定詞 v.i 青ざめる、色あせる                                  「補語」 

les premières étoiles ﾚ･ﾌﾟﾙﾐｪｰﾙ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ pl.n.f 最初の星たちを             「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

montaient ﾓﾝﾃ 3 複半(monter)v.i 登っていた               「動詞」 

dans la nuit. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 夜に先駆けて               「副詞句」 

 

僕は、人々や光で溢れた歩道をそのように眺めるのに目が疲れてきたことを感じた。 

［C-1-2］ 

J’ai senti mes yeux se fatiguer à regarder ainsi les trottoirs avec leur chargement 

d’hommes et de lumières.                          「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai senti ｴ･ｿﾝﾃｨ 1 単現･完了形(sentir)v.t (O+不定詞) O が〜するのを感じた   「動詞句」 

mes yeux ﾒ･ｼﾞﾕ pl.n.m(oeil) 両目が                                     「目的語」 

se fatiguer à regarder ｽ･ﾌｧﾃｨｹﾞ･ｱ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞(se fatiguer à+不定詞) 

   v.t 〜を見るのに疲れる                                                「補語」 

ainsi ｱﾝｼ adv. そのように                                          「副詞」 

les trottoirs ﾚ･ﾄﾛｯﾄﾜｰﾙ pl.n.m 歩道を                              「目的語」 

avec leur chargement ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚｰﾙ･ｼｬﾙｼﾞｭﾓﾝ 

 adv. 荷物をもった                                   「形容詞句」 

   chargé ｼｬﾙｼﾞｪ adj. 荷物を持った、(de で)一杯の 

d’hommes et de lumières. ﾄﾞﾑ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾘｭﾐｪｰﾙ 

 adj. 人々や光の                            「形容詞句」 
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街灯は濡れた歩道をきらめかせ、路面電車は規則的な間隔で、輝く髪の毛や、微笑みや、銀

のブレスレットに照り返しの輝きを与えた。［C-1-2］ 

Les lampes faisaient luire le pavé mouillé, et les tramways, à intervalles réguliers, 

mettaient leurs reflets sur des cheveux brillants, un sourire ou un bracelet d’argent.  

「主語」「動詞」「補語」「目的語」 

et「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」,「目的語」ou「目的語」 

Les lampes ﾚ･ﾛﾝﾌﾟ pl.n.f 街灯は                                          「主語」 

faisaient ﾌｾﾞ 3 複半･使役(faire)v.t (O+不定詞) O に〜させた                  「動詞」 

luire ﾘｭｲｰﾙ 不定詞 v.i きらめく                                            「補語」 

le pavé ﾙ･ﾊﾟｳﾞｪ n.m 歩道を                                            「目的語」 

mouillé, ﾑｲｪ adj. 濡れた                                        「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

les tramways, ﾚ･ﾄﾗﾑｳｪ pl.n.m 路面電車は                                  「主語」 

à intervalles réguliers, ｱ･ｱﾝﾃﾙｳﾞｧﾙ･ﾚｷﾞｭﾘｴ adv. 規則的な間隔で            「副詞句」 

mettaient ﾒﾃ 3 複半(mettre)v.t 置いた、連れて来た                         「動詞」 

leurs reflets ﾚｰﾙ･ﾙﾌﾚ pl.n.m その照り返しを                             「目的語」 

sur ｼｭｰﾙ adv. 〜の上に                                                 「副詞句」 

des cheveux brillants, ﾃﾞ･ｼｭｳﾞ･ﾌﾞﾘﾖﾝ 

 pl.n.m 輝く髪の毛                                           「目的語」 

un sourire ｱﾝ･ｽﾘｰﾙ n.m 微笑み                                  「目的語」 

ou ｳ conj. または 

un bracelet d’argent. ｱﾝ･ﾌﾞﾗｽﾚ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ n.m 銀のブレスレット     「目的語」 
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僕は思った。とにかくやっと日曜日が終わる。母さんはもう埋葬されている。僕はまた仕事

に戻ることになる。結局、何も変わったものは無い、ただ元の生活に戻るのだと。 

［C-1-2］ 

J’ai pensé que c’était toujours un dimanche de tiré, que maman était maintenant 

enterrée, que j’allais reprendre mon travail et que, somme toute, il n’y avait rien de 

changé.             「主語」「動詞句」「目的語」, 「目的語」, 「目的語」et「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.t(+que と) 思った                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’était ...de tiré, ｾﾃ...ﾄﾞｩ･ﾃｨﾚ 3 単現･完了形(se tirer)v.i やっと終わった「動詞句」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. とにかく                                      「副詞」 

un dimanche ｱﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ n.m 日曜日が                              「主語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんは                                          「主語」 

était maintenant enterrée, ｴﾃ･ﾏﾝﾄｩﾉﾝ･ｵﾝﾃﾚ 3 単半･受動(enterrer+ maintenant) 

   v.t 今はもう埋葬されている                                   「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

allais reprendre ｱﾚ･ﾙﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 1 単半･近接未来(aller+不定詞) 

   v.t 取り戻すことになるのだろう                               「動詞句」 

mon travail ﾓﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ n.m 仕事を                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

que, ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

somme toute, ｿﾑ･ﾄｩｯﾄ adv. 結局                                「副詞句」 

il n’y avait ｲﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ 3 単半･否定(il’y avoir)v.t 無かった          「動詞句」 

rien de changé. ﾘｱﾝ･ﾄﾞｩ･ｼｮﾝｼﾞｪ pron 変わったものは何も（〜ない）「目的語」 
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「目的語」の例文 

単に「目的語」と表示したり、「間接目的語」や「直接目的語」と表示する場合がある。 

 

ある日、粉屋が息子たちに全財産を残して亡くなりました。［A-3］ 

Un beau jour, le meunier mourut en laissant ses biens à ses enfants. 

「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」 

Un beau jour, ｱﾝ･ﾎﾞ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                  「副詞句」 

le meunier ﾙ･ﾑﾆｴ n.m 粉屋が                                             「主語」 

mourut ﾑﾘ 3 単過(mourir)v.i 死んだ                                       「動詞」 

en laissant ｵﾝ･ﾚｯｿﾝ ジェルンディオ(laisser)v.t 〜を残して                 「副詞句」 

ses biens ｾ･ﾋﾞﾔﾝ pl.n.m 全財産を                            「直接目的語」 

à ses enfants. ｱ･ｾ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv. 息子たちに                    「間接目的語」 

 

長男は水車小屋を相続し、次男はロバを引き取りましたが、末っ子には猫が残されました。 

［A-3］ 

L’aîné hérita du moulin, le cadet récupéra l’âne et le plus jeune se retrouva avec le chat. 

「主語」「動詞」「目的語」, 「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「補語」 

L’aîné ﾚﾈ n.m（新つづりは ainé）長男は                                   「主語」 

hérita ｴﾘﾀ 3 単過(hériter)v.t 相続した                                     「動詞」 

du moulin, ｼﾞｭ･ﾑﾗﾝ n.m 水車小屋を                                     「目的語」 

le cadet ﾙ･ｶﾃﾞ n.m 次男は                                                「主語」 

récupéra ﾚｸﾍﾟﾗ 3 単過(récupérer)v.t 回収した、引き取った                  「動詞」 

l’âne ﾗｰﾇ n.m ロバを                                                   「目的語」 

et ｴ conj. そして 

le plus jeune ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭﾝﾇ n.m 末っ子は                                  「主語」 

se retrouva ｽ･ﾙﾄﾙｳﾞｧ 3 単過(se retrouver)v.pr（ある状態に）なった        「動詞句」 

avec le chat. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ｼｬ adv. 猫と一緒に                                 「補語」 

 

「水車小屋とロバがあれば、協力して働けば、兄さんたちは食べていけるかもしれないな」 

［A-3］ 

《Avec un moulin et un âne, mes frères pourront gagner leur vie en travaillant ensemble.                        

《「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Avec un moulin et un âne, ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾑｰﾗﾝ･ｴ･ｱﾝ･ｱｰﾇ 

   adv.（仮定・条件）水車小屋とロバがあれば                            「副詞句」 

mes frères ﾒ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 兄さんたちは                                    「主語」 

pourront gagner ﾌﾟﾛﾝ･ｶﾞﾆｪ 3 複未･推測(pouvoir+不定詞) 
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  v.t 〜を稼ぐことが出来るかもしれない                                 「動詞句」 

leur vie ﾚｰﾙ･ｳﾞｨｰ n.f 生活費を                                          「目的語」 

en travaillant ensemble. ｵﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾖﾝ･ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ ジェロンディフ 

adv.（条件）協力して働けば                                          「副詞句」 

 

「自分は、このネコで何が出来るというんだ？」［A-3］ 

Quant à moi, qu’est-ce que je pourrai faire de ce chat? 

《「副詞句」,「目的語」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Quant à moi, ｺﾝ･ﾀ･ﾑゎ adv. 自分はどうかというと                        「副詞句」 

qu’est-ce que ｹｽ･ｸ pron 何を                                           「目的語」 

je ｼﾞｭ pron おれは                                                       「主語」 

pourrai faire ﾌﾟｰﾚ･ﾌｪｰﾙ 1 単未･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t することが出来る                                                「動詞句」 

de ce chat? ﾄﾞｩ･ｽ･ｼｬ adv. このネコで                                    「副詞句」 

 

「このネコを食べてしまったら、その毛皮でチョッキ位は作れるだろうが、その後は？」 

［A-3］ 

Quand je l’aurai mangé, je me ferai bien un gilet avec sa peau, mais après? 

《「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」,「副詞句」》 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時、〜したら                                     「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron おれが                                               「主語」 

l’ ﾙ pron このネコを                                            「目的語」 

aurai mangé, ｵｰﾚ･ﾓﾝｼﾞｪ 1 単未･完了形(manger)v.t 食べてしまった  「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron おれは                                                       「主語」 

me ﾑ pron 自分のために                                           「間接目的語」 

ferai ﾌﾚ 1 単未(faire)v.t 作れるだろう                                     「動詞」 

bien un gilet ﾋﾞﾔﾝ･ｱﾝ･ｼﾞﾚ n.m 少なくてもチョッキくらいは           「直接目的語」 

  bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 少なくとも、たっぷり 

avec sa peau, ｱｳﾞｪｯｷ･ｻ･ﾎﾟｰ adv. その毛皮で                              「副詞句」 

mais après? ﾒ･ｱﾌﾟﾚ adv. しかしその後は？                               「副詞句」 

 

このため息を聞いていたネコは彼をなぐさめました。［A-3］ 

 Le Chat qui écoutait ces soupirs, le rassura :              「主語」「目的語」「動詞」 

Le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

écoutait ｴｸﾃ 3 単半(écouter)v.t 聞いた                            「動詞」 
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ces soupirs, ｾ･ｽﾋﾟｰﾙ pl.n.m このため息を                       「目的語」 

le ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

rassura : ﾗｼｭﾗ 3 単過(rassurer)v.t 慰めた                                  「動詞」 

 

「心配しないでください、ご主人様。私はあなたの手伝いが出来ます。袋を一つとやぶの中

を歩くために長靴を一足作ってください。きっと上手くいきますから。」［A-3］ 

《Ne vous inquiétez pas, Maître. Je suis prêt à vous aider : fabriquez-moi un sac et une 

paire de bottes pour marcher dans les broussailles. Je vous assure que ça va s’arranger.》 

《「動詞句」「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」： 

「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Ne vous inquiétez pas, ﾇ･ｳﾞ･ｻﾞﾝｷｴﾃ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(s’inquiéter) 

   v.pr 心配しないでください                                           「動詞句」 

Maître. ﾒｰﾄﾙ n.m ご主人様                                           「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis prêt à +不定詞 ｼｭｲ･ﾌﾟﾚ･ﾀ 1 単現 v. 〜することができます             「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                   「目的語」 

aider : ｴﾃﾞ 不定詞 v.t 手伝う                                      「動詞」 

fabriquez-moi ﾌｧﾌﾞﾘｹ･ﾑゎ 命・2 複現(fabriquer+moi) 

   v.t 〜を作ってください                                              「動詞句」 

un sac ｱﾝ･ｻｯｸ n.m 袋                                                  「目的語」 

et ｴ conj. そして 

une paire de bottes ﾕﾝﾇ･ﾍﾟｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾎﾞｯﾄ n.f 長靴を一足             「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

marcher ﾏﾙｼｪ 不定詞 v.i 歩く                                      「動詞」 

dans les broussailles. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾌﾞﾙｻｲﾕ adv. やぶの中を               「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 

assure ｱｼｭｰﾙ 1 単現(assurer)v.t 保証します、誓います                      「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

ça ｻ pron それは                                            「主語」 

va s’arranger.》ｳﾞｧ･ｻﾛﾝｼﾞｪ 3 単現･近接未来(aller+不定詞) 

   v.pr 上手くいくだろう                                   「動詞句」 

 aller ｱﾚ v.i 進行する s’arranger ｻﾛﾝｼﾞｪ v.pr うまくいく、解決する 
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しかし彼は、自分のネコがハツカネズミを捕まえたり木の上で曲芸をするのが器用にでき

て、賢いことを知っていたので、このネコが信用できると思いました。［A-3］ 

Mais comme il savait que son animal était malin --- il était très habile pour attraper les 

souris ou faire des tours d’acrobatie dans les arbres --- il se dit qu’il pouvait lui faire 

confiance.                              Mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

savait ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                            「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

son animal ｿﾝ･ｱﾆﾏﾙ n.m 彼のネコは                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半（être）v.i 〜だった                          「動詞」 

malin ﾏﾗﾝ adj. 賢い                                        「補語」 

il ｲﾙ pron それは                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半（être）v.i 〜だった                          「動詞」 

très habile ﾄﾚ･ｻﾞﾋﾞｰﾙ adj. とても器用な                     「補語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するのに                   「副詞句」 

attraper ｱﾄﾗﾍﾟ 不定詞 v.t 捕まえる              「動詞」 

les souris ﾚ･ｽｰﾘ pl.n.f ハツカネズミを         「目的語」 

ou ｳ conj. または 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 〜する                                 「動詞」 

des tours d’acrobatie ﾃﾞ･ﾄｩｰﾙ･ﾀﾞｸﾛﾊﾞｼｰ pl.n.m 曲芸         「目的語」 

dans les arbres ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ adv. 木の上で                「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

se dit ｽ･ﾃﾞｨ 3 単過(se dire)v.pr 思った                                   「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

pouvait lui faire confiance. ﾌﾟｳﾞｪ･ﾘｭｲ･ﾌｪｰﾙ･ｺﾝﾌｨｵﾝｽ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 彼を信用できる                                            「動詞句」 

  faire confiance à qn （人）を信用する 

 

ネコは袋をウサギの好きな種で満たし、草むらの中に横になって死んだふりをした。［A-3］ 

Il remplit son sac de leurs graines préférées et s’étendit dans l’herbe pour faire le mort. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞句」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron ネコは                                                        「主語」 

remplit ﾛﾝﾌﾟﾘ 3 単過(remplir)v.t (de で) 満たした                           「動詞」 
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son sac ｿﾝ･ｻｯｸ n.m 袋を                                               「目的語」 

de leurs graines préférées ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ｸﾞﾚﾇ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ adv. ウサギの好きな種で   「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’étendit ｾﾄﾝﾃﾞｨ 3 単過(s’étendre)v.pr 横になった                         「動詞句」 

dans l’herbe ﾄﾞﾝ･ﾚﾙﾌﾞ adv. 草むらの中に                                 「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞(faire+定冠詞+形容詞)v.i 〜のふりをする            「動詞」 

le mort. ﾙ･ﾓｰﾙ adj. 死んだ                                         「補語」 

 

玉座に座った王様の前で、ネコはうやうやしくお辞儀をし、丁重に獲物を差し出しました。 

［A-3］ 

Devant Sa Majesté assise sur le trône, le Chat fit une révérence très respectueuse et 

présenta le gibier avec précautions : 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」et「動詞」「目的語」「副詞句」 

Devant ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ prep 〜の前で                                          「副詞句」 

Sa Majesté ｻ･ﾏｼﾞｪｽﾃ n.f 陛下、王様                              「目的語」 

assise ｱｼｽ 過去分詞.f(asseoir)adj. 座った                   「形容詞」 

sur le trône, ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾛｰﾇ adv. 王座に                       「副詞句」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                 「主語」 

fit ﾌｨ 3 単過(faire)v.t 〜をした                                            「動詞」 

une révérence ﾕﾝﾇ･ﾚｳﾞｪﾛﾝｽ n.f 最敬礼、お辞儀                           「目的語」 

très respectueuse ﾄﾚ･ﾚｽﾍﾟｸﾁｭｰｽﾞ adj.f とてもうやうやしい       「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

présenta ﾌﾟﾚｿﾞﾝﾀ 3 単過(présenter)v.t 差し出した                          「動詞」 

le gibier ﾙ･ｼﾞﾋﾞｴ n.m 獲物を                                           「目的語」 

avec précautions : ｱｳﾞｪｯｷ･ﾌﾟﾚｺｼｮﾝ adv. 慎重に、丁重に                   「副詞句」 

 

「陛下！」ネコは上品な口調で言った。「このウサギは、カラバ公爵が、（声を大きくして）

かの善良なるカラバ公爵がご自身で狩りをして、あなた様にお届けするようにと私をよこ

したものでございます。」［A-3］ 

《Votre Majesté, dit-il d’un ton distingué, voici un lapin que Monsieur le Marquis de 

Carabas, (d’un ton plus haut) le bon Marquis de Carabas, chassa lui-même et m’envoya 

vous l’apporter. 

《「呼びかけ」》, 「動詞」「主語」「副詞句」,《「動詞」「補語」「形容詞節」》 

Votre Majesté, ｳﾞｫﾄﾙ･ﾏｼﾞｪｽﾃ adv. 陛下                                「呼びかけ」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 
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il ｲﾙ pron ネコは                                                        「主語」 

d’un ton distingué, ﾀﾞﾝ･ﾄﾝ･ﾃﾞｨｽﾀﾝｹﾞ adv. 上品な口調で                    「副詞句」 

 ton ﾄﾝ n.m 口調、語調、調子 distingué ﾃﾞｨｽﾀﾝｹﾞ adj. 上品な 

voici ｳﾞゎｼ adv.v.i これは〜です                                          「動詞」 

un lapin ｱﾝ･ﾗﾊﾟﾝ n.m ウサギ                                             「補語」 

que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

Monsieur le Marquis de Carabas,ﾑｼｭ･ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ 

 n.m カラバ公爵が                                            「主語」 

 (d’un ton plus haut) ﾀﾞﾝ･ﾄﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｵ adv. （声を大きくして）     「副詞句」 

le bon Marquis de Carabas, ﾙ･ﾎﾞﾝ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ 

 n.m かの善良なるカラバ公爵が                                「主語」 

chassa ｼｬｯｻ 3 単過(chasser)v.t 狩りで仕留めた                     「動詞」 

lui-même ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ adv. 自分で                                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

m’ ﾑ pron 私に                                                「目的語」 

envoya ｵﾝｳﾞﾜｲﾔ 3 単過(envoyer qn+不定詞)v.t（人を）〜しに行かせた「動詞」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                「間接目的語」 

l’ ﾙ pron その獲物を                                  「直接目的語」 

apporter. ｱﾎﾟﾙﾃ 不定詞 v.t 持ってくる                         「動詞」 

 

君がご主人に報告する時に、「私は贈り物に満足している」と礼を言ってくれ。［A-3］ 

Tu remercieras ton maître en lui disant que je suis content de son cadeau.》 

「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」「直接目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君が                                                         「主語」 

remercieras ﾙﾒﾙｼﾗ 2 単現･依頼(remercier)v.t 礼を言ってくれ                「動詞」 

ton maître ﾄﾝ･ﾒｰﾄﾙ n.m 君の主人に                                 「間接目的語」 

en +現在分詞 ｵﾝ ジェロンディフ adv. 〜する時に                         「副詞句」 

lui ﾘｭｲ adv. 彼に                                           「間接目的語」 

disant ﾃﾞｨｿﾞﾝ 現在分詞(dire)v.t 報告する                           「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                              「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                「動詞」 

content ｺﾝﾄﾝ adj. 満足である                                   「補語」 

de son cadeau.》ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｷｬﾄﾞ adv. 贈り物に対して         「副詞句」 
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この贈り物に喜んで、王様はネコに杯を勧めるほどの仲になりました。こうして毎回同じ方

法で、ネコは〈カラバ公爵からの〉獲物を王様に届け続けました。［A-3］ 

Ravi de ce cadeau, celui-ci invita le Chat à prendre un verre. Ainsi, toujours de la même 

manière, le Chat continua de rapporter du gibier《de la part du Marquis de Carabas》. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」 

Ravi ﾗｳﾞｨ 過去分詞･受動(ravir)v.t (de に) 心を奪われて、喜んで           「副詞句」 

de ce cadeau, ﾄﾞｩ･ｽ･ｷｬﾄﾞｰ adv. この贈り物によって               「副詞句」 

celui-ci ｽﾘｭｲ･ｼ pron 王様は                                               「主語」 

invita ｱﾝｳﾞｨﾀ 3 単過(inviter)v.t (qn à+不定詞) （人）に〜するよう勧めた      「動詞」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコに                                               「目的語」 

à prendre ｱ･ﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.t を呑む                                     「補語」 

un verre. ｱﾝ･ｳﾞｪｰﾙ n.m 1 杯                                       「目的語」 

Ainsi, ｵﾝｼ adv. こうして                                                 「副詞」 

toujours de la même manière, ﾄｳｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｰﾑ･ﾏﾆｪｰﾙ 

   adv. いつも同じ方法で                                               「副詞句」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                 「主語」 

continua de rapporter ｺﾝﾁﾇｱ･ﾄﾞｩ･ﾗﾎﾟﾙﾃ 3 単過･継続(continuer de+不定詞) 

   v.t 届け続けた                                                      「動詞句」 

du gibier ｼﾞｭ･ｼﾞﾋﾞｴ n.m 獲物を                                        「目的語」 

《de la part du Marquis de Carabas》.ﾄﾞｫｳ･ﾗ･ﾊﾟｰﾙ･ｼﾞｭ･ﾅﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ 

   adj. 〈カラバ公爵からの〉                                 「形容詞句」 

 

「なんて素晴らしい天気でしょう、でもなんて暑いんでしょう！では、川に水浴に行ってみ

てはいかがでしょうか？だんな様！きっと気持ちがよくなると思いますよ」［A-3］ 

《Quel temps magnifique, mais quelle chaleur! Et si vous alliez vous baigner à la rivière, 

Maître? Je suis sûr que cela vous ferait du bien.》 

《「感嘆」mais「感嘆」┃Et「主語」「動詞句」「間接目的語」「呼びかけ」 

「主語」「動詞」「補語」》 

Quel temps magnifique, ｹﾙ･ﾄﾝ･ﾏﾆﾌｨｷ int. なんて素晴らしい天気でしょう     「感嘆」 

mais ﾒ conj. でも 

quelle chaleur! ｹﾙ･ｼｬﾚｰﾙ int. なんと暑いのでしょう！                       「感嘆」 

Et ｴ conj. それでは 

si ｼ conj.（独立節・勧誘）〜したらどうでしょうか？ 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

alliez +不定詞 ｱﾘｴ 接・2 複現(aller+不定詞)v.i 〜しに行ってみる           「動詞句」 

vous baigner ｳﾞ･ﾍﾞﾆｪ 不定詞(se baigner)v.pr 水浴をする           「動詞句」 
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à la rivière, ｱ･ﾗ･ﾘｳﾞｨｪｰﾙ adv. 川に                                  「間接目的語」 

Maître? ﾒｰﾄﾙ n.m だんな様                                           「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現（être）v.i 〜である                                       「動詞」 

sûr ｼｭｰﾙ adj.(que 〜であることを) 確信した                               「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

cela ｽﾗ pron それは                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                     「目的語」 

ferait ﾌﾚ 条・3 単現(faire)v.t するだろう                       「動詞」 

du bien.》ｼﾞｭ･ﾋﾞﾔﾝ adj. 快適な                               「補語」 

 

「陛下！カラバ侯爵が水浴をしているすきに、盗賊たちが服を盗んでいったのです」 

［A-3］ 

《Votre Majesté, des brigands ont volé les habits de Monsieur le Marquis de Carabas 

pendant qu’il se baignait.         《「呼びかけ」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Votre Majesté, ｳﾞｫﾄﾙ･ﾏｼﾞｪｽﾃ n.f 陛下                                  「呼びかけ」 

des brigands ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｺﾞﾝ pl.n.m 盗賊たちが                                 「主語」 

ont volé ｵﾝ･ｳﾞｫﾚ 3 複現･完了形(voler)v.t 盗んだ                           「動詞句」 

les habits ﾚ･ｻﾞﾋﾞ pl.n.m 衣服を                                         「目的語」 

de Monsieur le Marquis de Carabas ﾄﾞｩ･ﾑｼｭ･ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩｶﾗﾊﾞ 

   adj. カラバ侯爵様の                                        「形容詞句」 

pendant qu’ ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｷ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

se baignait. ｽ･ﾍﾞﾆｪ 3 単半(se baigner)v.pr 水浴していた           「動詞句」 

 

「それはお気の毒な！」と、王様は声を上げました。「急いで、衣服を持って行って差し上

げなさい！」［A-3］ 

--- Le pauvre! s’exclama le roi. Vite, apportez-lui des vêtements!》 

《「感嘆」》,「動詞句」「主語」┃《「副詞」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Le pauvre! ﾙ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ int. それはお気の毒な！                             「感嘆」 

s’exclama ｾｸｽｸﾗﾏ 3 単過(s’exclamer)v.pr 声を上げた                     「動詞句」 

le roi. ﾙ･ﾙゎ n.m 王様が                                                「主語」 

Vite, ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに、急いで                                         「副詞」 

apportez ｱﾎﾟﾙﾃ 命・2 複現(apporter)v.t 持って行きなさい                  「動詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

des vêtements!》ﾃﾞ･ｳﾞｪｯﾄｩﾓﾝ pl.n.m 衣服を                         「直接目的語」 
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カラバ侯爵、実は、粉屋の息子は生まれつき美男子だったので、堂々たる衣装を着ると大い

に品格が増して見えた。［A-3］ 

 Comme le Marquis de Carabas, c’est-à-dire le fils du meunier, était beau garçon de 

nature, sa nouvelle tenue majestueuse lui donna beaucoup d’allure. 

「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

le Marquis de Carabas, ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ n.m カラバ侯爵は          「主語」 

c’est-à-dire ｾ･ﾀ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. 実は〜だ                       「副詞句」 

le fils du meunier, ﾙ･ﾌｨｽ･ｼﾞｭ･ﾑﾆｪ n.m 粉屋の息子   「目的語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

beau garçon ﾎﾞ･ｷﾞｬﾙｿﾝ n.m 美男子、ハンサム                      「補語」 

de nature, ﾄﾞｩ･ﾅﾁｭｰﾙ adv. 生まれつき                      「副詞句」 

sa nouvelle tenue majestueuse ｻ･ﾇｳﾞｪﾙ･ﾄｩﾆｭ･ﾏｼﾞｪｽﾄｩｰｽﾞ 

  n.f 彼の新しい堂々たる衣装は                                           「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

donna ﾄﾞﾅ 3 単過(donner)v.t 与えた                                       「動詞」 

beaucoup d’allure. ﾎﾞｸ･ﾀﾞﾘｭｰﾙ n.f 大いなる品格を                    「直接目的語」 

  彼を主語にして翻訳する 

 

王様は公爵を馬車の中へ招き入れました。ハンサムな青年が王女様の正面に座ると、彼女は

赤くなった顔を隠そうとして、さりげなく扇子を開きました。［A-3］ 

 Le roi invita le marquis dans le carrosse. Lorsque le bel homme s’assit en face de la 

princesse, celle-ci ouvrit discrètement son éventail afin de cacher son visage rougissant. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

invita ｱﾝｳﾞｨﾀ 3 単過(inviter)v.t 招いた                                     「動詞」 

le marquis ﾙ･ﾏﾙｷ n.m 侯爵を                                           「目的語」 

dans le carrosse. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｷｬﾛｽ adv. 馬車の中へ                            「副詞句」 

Lorsque ﾛﾙｽｷ conj. 〜する時                                            「副詞節」 

le bel homme ﾙ･ﾍﾞ･ﾛﾑ n.m ハンサムな青年が                        「主語」 

s’assit ｻｼ 3 単過(s’asseoir)v.pr 座った                             「動詞句」 

en face de la princesse, ｵﾝ･ﾌｧｽ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ adv. 王女の正面に     「副詞句」 

celle-ci ｾﾙ･ｼ pron 王女様は                                               「主語」 

ouvrit ｳｳﾞﾘ 3 単過(ouvrir)v.t 開いた                                       「動詞」 
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discrètement ﾃﾞｨｽｸﾚﾄﾓﾝ adv. さりげなく                                   「副詞」 

son éventail ｿﾝ･ｴｳﾞｫﾝﾀｲﾕ n.m 扇子を                                    「目的語」 

afin de +不定詞 ｱﾌｧﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜するために                              「副詞句」 

cacher ｶｼｪ 不定詞 v.t 隠す                                         「動詞」 

son visage rougissant. ｿﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾙｼﾞｿﾝ n.m 赤くなった顔を     「目的語」 

 

「もしあなた方が、この牧場はカラバ侯爵のものだと、よく言っておきますがカラバ侯爵で

すよ、もしそのように言わなかったならあなた方は細かく刻まれてパテにされてしまうと

断言します。」［A-3］ 

Si vous ne dites pas que ce pré appartient au Marquis de Carabas, je dis bien, Monsieur 

le Marquis de Carabas, je vous assure que vous serez tous hachés et bons pour du pâté!》 

《「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなた方が                                         「主語」 

ne dites pas ﾇ･ﾃﾞｨｯﾄ･ﾊﾟ 2 複現･否定(dire) 

v.t (que+直説法) 〜と言わない                                   「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

ce pré ｽ･ﾌﾟﾚ n.m この牧場は                              「主語」 

appartient ｱﾊﾟﾙﾃｨｱﾝ 3 単現(appartenir)v.i (a の) 所有である 「動詞」 

au Marquis de Carabas, ｵ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ adv. カラバ侯爵の「副詞句」 

je dis bien, ｼﾞｭ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞﾔﾝ adv. 良く言っておきますよ      「副詞節」 

Monsieur le Marquis de Carabas, ﾑｼｭｰ･ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ 

 n.m カラバ侯爵ですよ                        「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなた方に                                           「間接目的語」 

assure ｱｼｭｰﾙ 1 単現(assurer)v.t (que+直説法) 〜だと断言します              「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

vous ｳﾞ pron あなた方は                                      「主語」 

serez ｽﾚ 2 複未(être)v.i 〜になるだろう                         「動詞」 

tous hachés ﾄｩ･ｱｼｪ adj.pl 細かく刻まれた                      「補語」 

et ｴ conj. そして 

bons pour du pâté!》ﾎﾞﾝ･ﾌﾟｰﾙ･ｼﾞｭ･ﾊﾟﾃ adj.pl パテに適した       「補語」 
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ついにネコは大きな城の前に到着しました。その宮殿は豪華でしたが、恐ろしい人食い鬼が

住んでいました：じつは、いまネコが通り抜けてきた牧場や畑や景色などの全ては、この人

食い鬼のものだったのです。［A-3］ 

 Enfin, le Chat arriva devant un grand château. Le palais était somptueux mais était 

habité par un terrible ogre : en fait, tout les prés, les champs et les paysages que venait 

de traverser le Chat appartenaient à celui-ci ... 

「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」mais「動詞句」「副詞句」 

：「副詞句」「主語」「動詞」「間接目的語」 

Enfin, ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに                                                 「副詞」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                 「主語」 

arriva ｱﾘｰｳﾞｧ 3 単過(arriver)v.i 到着した                                  「動詞」 

devant un grand château. ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｱﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｼｬﾄｫ adv. 大きな城の前に      「副詞句」 

Le palais ﾙ･ﾊﾟﾚ n.m その宮殿は                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

somptueux ｿﾝﾌﾟﾁｭ adj. 豪華な                                            「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

était habité ｴﾃ･ｱﾋﾞﾃ 3 単半･受動(habiter)v.t 住まれていた                 「動詞句」 

par un terrible ogre : ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ﾃﾘｰﾌﾞﾙ･ｵｰｸﾞﾙ adv. 恐ろしい人食い鬼によって「副詞句」 

en fait, ｵﾝ･ﾌｪ adv. 実は、実際は                                        「副詞句」 

tout ﾄｩ adj. 全ての〜は                                                  「主語」 

les prés, ﾚ･ﾌﾟﾚ pl.n.m(pré) 牧場                                   「目的語」 

les champs ﾚ･ｼｮﾝ pl.n.m 畑                                       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les paysages ﾚ･ﾍﾟｲｻﾞｰｼﾞｭ pl.n.m 景色                             「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

venait de traverser ｳﾞﾈ･ﾄﾞｩ･ﾀﾗｳﾞｪﾙｾ 3 単半･近接過去(venir de+不定詞) 

   v.t いま通り抜けてきた                               「動詞句」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコが                                  「主語」 

appartenaient ｱﾊﾟﾙﾄｩﾈ 3 複半(appartenir)v.i (à の) 所有だった              「動詞」 

à celui-ci ... ｱ･ｽﾘｭｲ･ｼ adv. この人食い鬼の                           「間接目的語」 

 

「聞くところによると、あなたは、例えばライオンや象などあらゆる種類の動物に変わるこ

とができるそうですね？本当にそんなことが出来るのでしょうか？」［A-3］ 

 《On m’a dit que vous pouvez vous transformer en toutes sortes d’animaux, un lion ou 

un éléphant, par exemple. Est-ce vraiment possible?  

《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」┃「動詞」「主語」「補語」》 
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On m’a dit que ｵﾝ･ﾏ･ﾃﾞｨ･ｸ adv. 聞くところによると〜                    「副詞句」 

  「人は私に〜と言った」→「聞くところによると〜」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

pouvez +不定詞 ﾌﾟｳﾞｪ 2 複現 v. 〜ができる                               「動詞句」 

vous transformer ｳﾞ･ﾄﾛﾝｽﾌｫﾙﾒ 不定詞 v.pr 変わる                 「動詞句」 

en toutes sortes d’animaux, ｵﾝ･ﾄｩｯﾄ･ｿﾙﾄ･ﾀﾞﾆﾓ adv. あらゆる種類の動物に  「副詞句」 

un lion ou un éléphant, ｳﾝ･ﾘｵﾝ･ｳ･ｳﾝ･ｴﾚﾌｫﾝ n.m ライオンや象など         「目的語」 

par exemple. ﾊﾟｰ･ﾚｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾙ adv. 例えば                         「副詞句」 

Est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

vraiment possible? ｳﾞﾚﾓﾝ･ﾎﾟｯｼｰﾌﾞﾙ adj. 本当に可能な                      「補語」 

 

「ところで」と、ネコは話を続けた。「これも噂で聞いたことですが、あなたは、小さい生

き物にも姿を変えることが出来るそうですね。例えばハツカネズミにはなれますか？」 

［A-3］ 

Dites-moi, poursuivit-il de son air malicieux, j’ai aussi entendu dire que vous pouvez vous 

métamorphoser en de petites créatures, comme par exemple une souris? 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「主語」「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」》 

Dites-moi, ﾃﾞｨｯﾄ･ﾑゎ adv. ところで、ちょっと伺いますが                 「副詞句」 

  直訳は「私に話してください」だが、 

  前後関係のない話しを始める時に Dites-moi「ところで」を使う、 

  ちょっと関係のある話の場合は、À propos「ところで」を使う 

poursuivit ﾌﾟｰﾙｼｭｲｰｳﾞｨ 3 単過(poursuivre)v.t 続けた                        「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

文頭に副詞が置かれたので、「動詞」「主語」の順序に倒置された 

de son air malicieux, ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｴｰﾙ･ﾏﾙｼｳ adv. いたずらっぽい様子で          「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai aussi entendu dire ｴ･ｵｼ･ｵﾝﾄﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ 1 単現･完了形(entendre dire+que+直説法) 

   v.t 〜ということも聞いた、噂を聞いた                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜と言う事を                                               「目的語」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                           「主語」 

pouvez +不定詞 ﾌﾟｳﾞｪ 2 複現･可能(pouvoir+不定詞)v. 〜出来る     「動詞句」 

vous métamorphoser ｳﾞ･ﾒﾀﾓﾙﾌｫｾﾞ 不定詞(se métamorphoser) 

   v.pr (en に) 姿を変える                               「動詞句」 

en de petites créatures, ｴﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｸﾚｱﾁｭｰﾙ 

 adv. 小さい生き物に                              「間接目的語」 
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comme par exemple une souris? ｺﾑ･ﾊﾟｰﾙ･ｴｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾙ･ﾕﾝﾇ･ｽﾘ 

   adv. 例えばハツカネズミにはどうですか？                             「副詞句」 

 

するとネコは、あっという間にその生き物に飛びかかり、一口で食べてしまいました。 

［A-3］ 

Alors, en un rien de temps, celui-ci sauta sur la créature pour la dévorer d’une bouchée! 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」,「副詞句」 

 

Alors, ｱﾛｰ adv. すると、その時                                           「副詞」 

en un rien de temps, ｵﾝ･ｱﾝ･ﾘｱﾝ･ﾄﾞｩ･ﾄﾝ adv. 瞬く間に                     「副詞句」 

celui-ci ｽﾘｭｲ･ｼ pron ネコは                                               「主語」 

sauta ｿﾀ 3 単過(sauter)v.i（sur, à に）飛びかかった                        「動詞」 

sur la créature ｼｭｰﾙ･ﾗ･ｸﾚｱﾁｭｰﾙ adv. その生き物に                    「間接目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ prep（継続）そして〜した                            「副詞句」 

la ﾗ pron そのネズミを                                         「目的語」 

dévorer ﾃﾞｳﾞｫﾚ 不定詞 v.t 貪り食う                                「動詞」 

d’une bouchée! ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾌﾞｯｼｪ adv. 一口で                          「副詞句」 

 

長靴をはいたネコはというと、彼は大きな領地の領主となり、気晴らしをしたい時にだけネ

ズミ狩りをしました。［A-3］ 

Quant au Chat botté, lui, se retrouva comme grand seigneur et chassa les souris 

uniquement lorsqu’il voulait se divertir. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「補語」et「動詞」「目的語」「副詞節」 

Quant au ｺﾝﾄ adv.(quant à le) 〜については                             「副詞句」 

Chat botté, ｼｬ･ﾎﾞﾃ n.m 長靴をはいたネコ                        「目的語」 

lui, ﾘｭｲ pron 彼は                                                       「主語」 

se retrouva ｽ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｧ 3 単過(se retrouver)v.pr 〜になった                「動詞句」 

comme grand seigneur ｺﾑ･ｸﾞﾛﾝ･ｾﾆｪｰﾙ n.m 大きな領地の領主                「補語」 

et ｴ conj. そして 

chassa ｼｬｻ 3 単過(chasser)v.t 狩りをした                                  「動詞」 

les souris ﾚ･ｽﾘ pl.n.f ネズミを                                          「目的語」 

uniquement lorsqu’ ｲﾆｷﾓﾝ･ﾛﾙｽｷ conj. 〜する時だけ                       「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

voulait se divertir. ｳﾞﾚ･ｽ･ﾃﾞｩｳﾞｪﾙﾁｰﾙ 3 単半･願望(vouloir+不定詞 se divertir) 

   v.pr 気晴らしをしたい                                       「動詞句」 
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王子様がどこから来たのかを理解するためには、僕には長い時間が必要だった。［B-3］ 

Il me fallut longtemps pour comprendre d’où il venait.  

「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 非人称主語 

me ﾑ pron 私にとって                                             「間接目的語」 

fallut ﾌｧﾘｭ 3 単過(falloir)v.h 必要だった                                    「動詞」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ n.m 長い時間が                                           「主語」 

pour comprendre ﾌﾟｰﾙ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞｩﾙ adv. 知るためには               「副詞句：fallut」 

d’où ﾄﾞｩ adv. どこから〜するということを                  「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                      「主語」 

venait ｳﾞﾈ 3 単半(venir)v.i 来た                       「動詞」 

 

王子さまは僕に多くの質問をしたが、僕の質問には決して耳を傾けてくれないように見え

た。［B-3］ 

Le petit prince, qui me posait beaucoup de questions, ne semblait jamais entendre les 

miennes.                                              「主語」「動詞句」「目的語」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

qui ｷ conj. （彼は）〜する                              「形容詞節：prince」 

me ﾑ pron 私に                           「間接目的語」 

posait ﾎﾟｾﾞ 3 単半(poser)v.t（質問を）した        「動詞」 

beaucoup de questions ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ｹｽﾁｮﾝ 

   n.f 沢山の質問を                       「直接目的語」 

ne semblait jamais entendre ﾇ･ｿﾝﾌﾞﾚ･ｼﾞｬﾒ･ｵﾝﾄﾝﾄﾞｩﾙ 3 単半･否定(sembler+不定詞) 

   v.t 決して耳を傾けないように見えた                                  「動詞句」 

les miennes ﾚ･ﾐｴﾝﾇ pl.n.f 僕の質問に                                    「目的語」 

 

こうして、彼がはじめて僕の飛行機に気づいたとき（僕は、飛行機の絵は描かない。僕には

複雑すぎる絵だ）、彼はこう訊いた：［B-3］ 

Ainsi, quand il aperçut pour la première fois mon avion (je ne dessinerai pas mon avion, 

c’est un dessin beaucoup trop compliqué pour moi) il me demanda:  

「副詞」,「副詞節」（「主語」「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」） 

「主語」「間接目的語」「動詞」: 

Ainsi ｱﾝｼ adv. こうして                                                  「副詞」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

aperçut ｱﾍﾟﾙｼｭ 3 単過(apercevoir)v.t 見た                          「動詞」 
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pour la première fois ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾙﾐｪｰﾙ･ﾌｧ adv. 初めて     「副詞句：aperçut」 

mon avion ﾓ･ﾅｳﾞｨﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                           「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne dessinerai pas ﾇ･ﾃﾞｼﾇﾚ･ﾊﾟ 1 単未･否定(dessiner)v.t 描かない            「動詞句」 

mon avion ﾓ･ﾅｳﾞｨﾖﾝ n.m 飛行機を                                      「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un dessin ｱﾝ･ﾃﾞｯｻﾝ n.m 絵                                               「補語」 

beaucoup trop compliqué pour moi ﾎﾞｸ･ﾄﾛ･ｺﾝﾌﾟﾘｹ･ﾌﾟｰﾙ･ﾑﾜ 

   adj. 僕には難しすぎる                               「形容詞句：dessin」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

demanda ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(demander)v.t 尋ねた                              「動詞」 

 

僕は、空を飛ぶんだということを教えることができて、誇らしかった。すると、彼は大声で

言った。［B-3］ 

Et j’étais fier de lui apprendre que je volais. Alors il s’écria: 

Et「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「副詞」「主語」「動詞句」： 

Et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

fier ﾌｨｪｰﾙ adj. (de を) 誇らしい                                           「補語」 

de ﾄﾞｩ prep (+不定詞句)（理由）〜をして                                「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                         「間接目的語」 

apprendre ｱﾌﾟﾛﾝﾄﾞｩﾙ 不定詞 v.t 教える                           「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                    「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                       「主語」 

volais ｳﾞｫﾚ 1 単半(voler)v.i そらを飛ぶ                   「動詞」 

Alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’écria ｾｸﾘｱ 3 単過(s’écrier)v.pr 叫んだ                                   「動詞句」 
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そう言って、王子さまは可愛らしくけらけらと笑って、僕をひどく苛立たせた。［B-3］ 

Et le petit prince eut un très joli éclat de rire qui m’irrita beaucoup.  

Et「主語」「動詞」「目的語」「主語」「目的語」「動詞」「副詞」 

Et ｴ conj. そして 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

eut ｲ 3 単過(avoir)v.t（行為を）〜した                                     「動詞」 

un très joli éclat de rire ｱﾝ･ﾄﾚ･ｼﾞｮﾘ･ｴｸﾗ･ﾄﾞｩ･ﾘｰﾙ 

 n.m けらけらと可愛らしい笑いを                                     「目的語」 

qui ｷ pron それが（連続的に翻訳する）                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                         「目的語」 

irrita ｲﾘﾀ 3 単過(irriter)v.t 苛々させた                                     「動詞」 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても、ひどく                                 「副詞：irrita」 

 

ぼくが出逢った不慮の災難を、僕は人にはまじめに受け取って欲しいんだ。［B-3］ 

Je désire que l’on prenne mes malheurs au sérieux.         「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

désire ﾃﾞｼﾞｰﾙ 1 単現(désirer)v.t 希望する                                  「動詞」 

que ｸ pron 〜ということを                                             「目的語」 

l’on ﾛﾝ n. 人は（et, ou, que, si の後や文頭では on→l’on と書く）    「主語」 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.t 受け止める                  「動詞」 

mes malheurs ﾒ･ﾏﾙｰﾙ pl.n.m 僕の災難を                       「目的語」 

au sérieux ｵ･ｾﾘｩ adv. まじめに                       「副詞句：prenne」 

 

すぐさま、王子様が（こんなところに）いるという不思議さのなかに、光のかがよいが垣間

見えた。そこで僕は唐突に尋ねた。［B-3］ 

J’entrevis aussitôt une lueur, dans le mystère de sa présence, et j’interrogeai 

brusquement:  「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」et「主語」「動詞」「副詞」： 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

entrevis ｵﾝﾄｩﾙｳﾞｨ 1 単過(entrevoir)v.t 垣間見た                            「動詞」 

aussitôt ｵｼﾄ adv. すぐに、ただちに                                       「副詞」 

une lueur ﾕﾝﾇ･ﾘｭｴｰﾙ n.f ほのかな光                                     「目的語」 

dans le mystère ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾐｽﾃｰﾙ adv. 神秘の中に                            「副詞句」 

de sa présence ﾄﾞｩ･ｻ･ﾌﾟﾚｿﾞﾝｽ adj. 彼の存在という   「形容詞句：mystère」 

et ｴ conj. そして 

interrogeai ｱﾝﾃﾛｼﾞｪ 1 単過(interroger)v.t 尋ねた                            「動詞」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 唐突に、不意に、急に                          「副詞」 
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しかしながら、彼は僕に返事をしない。僕の飛行機を見ながら、静かに首を振っていた： 

［B-3］ 

Mais il ne me répondit pas. Il hochait la tête doucement tout en regardant mon avion: 

Mais「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」： 

Mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ne ...répondit pas ﾇ...ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ･ﾊﾟ 3 単過(répondre)v.i (à に) 答えなかった    「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

hochait ｵｯｼｪ 3 単半(hocher)v.t（頭を）振っていた                          「動詞」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                                  「目的語」 

doucement ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ adv. 静かに                                           「副詞」 

tout en regardant ﾄｩ･ﾄﾝ･ﾙｷﾞｬﾙﾄﾞﾝ ジェロンディフ adv. 見ながら           「副詞句」 

   tout はジェロンディフを強調している 

mon avion ﾓ･ﾅｳﾞｨﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                          「目的語」 

 

それから、僕の描いた羊の絵をポケットから取り出して、彼の宝物の観相にふけった。 

［B-3］ 

Puis, sortant mon mouton de sa poche, il se plongea dans la contemplation de son trésor. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

sortant ｿﾙﾄﾝ 現在分詞(sortir) adv. 〜を取り出して                        「副詞句」 

mon mouton ﾓﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 僕の描いた羊の絵を                     「目的語」 

de sa poche ﾄﾞｩ･ｻ･ﾎﾟｯｼｭ adv. 彼のポケットから                   「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

se plongea ｽ･ﾌﾟﾛﾝｼﾞｬ 3 単過(se plonger)v.pr ひたった                     「動詞句」 

dans la contemplation ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｺﾝﾄﾝﾌﾟﾗｼｮﾝ adv. 観想に                     「副詞句」 

de son trésor ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾄﾚｿﾞｰﾙ adj. 彼の宝物の    「形容詞句：contemplation」 

 

王子様が『他の星』から来たらしいという半ば打ち明け話に、僕がどんなに好奇心をそそら

れたか、君たちには想像がつくだろう。［B-3］ 

Vous imaginez combien j’avais pu être intrigué par cette demi-confidence sur 《les autres 

planètes》.                                              「主語」「動詞」「目的語」 

Vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像できるだろう                       「動詞」 
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combien ｺﾝﾋﾞﾔﾝ adv. どれほど〜ということを                            「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

avais pu être intrigué ｱｳﾞｪ･ﾋﾟｭ･ｴｰﾄﾙ･ｱﾝﾄﾘｹﾞ 1 単半･完了形･推測(pouvoir+受動不定詞) 

   v.t 好奇心をそそられただろう                                「動詞句」 

par ﾊﾟｰﾙ prep 〜に対して                                      「副詞句」 

cette demi-confidence ｾｯﾄ･ﾄﾞｩﾐ･ｺﾝﾌｨﾄﾞﾝｽ 

 n.f この半ば打ち明け話に                            「目的語」 

sur 《les autres planètes》ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

 adv. 他の惑星に関する                               「副詞句」 

 

「坊や、どこから来たの。君のとこって、どこなの。僕の羊をどこへ連れて行きたいの？」 

［B-3］ 

《D’où viens-tu, mon petit bonhomme? Où est-ce “chez toi”? Où veux-tu emporter mon 

mouton?》                     《「副詞句」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「主語」 

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」》 

《D’où ﾄﾞｩ adv. どこから                                               「副詞句」 

viens ｳﾞｨﾔﾝ 2 単現(venir)v.i 来た                                          「動詞」 

tu, mon petit bonhomme ﾁｭ･ﾓﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ pron. 坊や                       「主語」 

Où ｳ adv. どこ                                                          「副詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜にある                                             「動詞」 

ce “chez toi” ｽ･ｼｪ･ﾄｩﾜ n. 君のとこ                                         「主語」 

Où ｳ adv. どこへ                                                        「副詞」 

veux ...emporter ｳﾞ...ｵﾝﾎﾟﾙﾃ 2 単現(vouloir+不定詞)v.t 連れて行きたい      「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

mon mouton》 ﾓﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 僕の羊を                                    「目的語」 

 

黙って考え込んでから、彼はこう答えた：［B-3］ 

Il me répondit après un silence méditatif:    「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」: 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i (à に) 答えた                         「動詞」 

après ｱﾌﾟﾚ prep 〜の後で                                    「副詞句：répondit」 

un silence méditatif: ｱﾝ･ｼﾛﾝｽ･ﾒﾃﾞｨﾀﾃｨﾌ n.m 瞑想的な沈黙 「目的語」 

→ 黙って考え込んでから 
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この提案が、王子様にひどくショックを与えたようだった：［B-3］ 

La proposition parut choquer le petit prince:                「主語」「動詞」「補語」： 

La proposition ﾗ･ﾌﾟﾛﾎﾟｼﾞｼｮﾝ n.f この提案が                                「主語」 

parut ﾊﾟﾘｭ 3 単過(paraître)v.i (+補語／不定詞) 〜のように思われた           「動詞」 

choquer ｼｮｹ 不定詞 v.t ショックを与えている                              「補語」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様に                         「目的語」 

 

彼は僕にひどく疲れていないかと尋ね、母さんの年齢も知りたがった。［C-1-3］ 

Il m’a demandé si je n’étais pas trop fatigué et il a voulu savoir aussi l’âge de maman.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                              「主語」 

n’étais pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 1 単半･否定(être)v.i 〜でなかった             「動詞句」 

trop fatigué ﾄﾛ･ﾌｧﾁｹﾞ adj. かなり疲れた                         「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a voulu savoir ｱ･ｳﾞﾘｭ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 3 単現･完了形･願望(vouloir+不定詞 savoir) 

   v.t 知りたがった、訊ねた                                            「動詞句」 

aussi ｵｼ adv. もまた                                                     「副詞」 

l’âge de maman. ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ n.m 母さんの年齢                        「目的語」 

 

僕の事務机の上には沢山の船荷証券が山積みになっていて、僕はそれらをすべて綿密に調

べなければならなかった。［C-1-3］ 

Il y avait un tas de connaissements qui s’amoncelaient sur ma table et il a fallu que je 

les dépouille tous.                                 「動詞句」「目的語」et「副詞節」 

Il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(il y avoir)v.t 〜があった                        「動詞句」 

un tas de ｱﾝ･ﾀ･ﾄﾞｩ adj. 沢山の〜                              「形容詞句」 

connaissements ｺﾈｽﾓﾝ pl.n.m 船荷証券                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

s’amoncelaient ｻﾓﾝｽﾚ 3 複半(s’amonceler) 

v.pr 積み重なっていた                               「動詞句」 

sur ma table ｼｭｰﾙ･ﾏ･ﾀｰﾌﾞﾙ adv. 僕の事務机の上に        「副詞句」 

et  
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il a fallu que +接続法 ｲ･ﾗ･ﾌｧﾘｭ･ｸ conj. 〜しなければならなかった          「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

les ﾚ pron それらを                                             「目的語」 

dépouille ﾃﾞﾌﾟｲﾕ 1 単現(dépouiller)v.t（資料を）綿密に調べる         「動詞」 

tous.  ﾄｩ adj.m.pl すべての         「形容詞：les = connaissements」 

船荷証券（ふなにしょうけん）connaissements： 

貿易における船積書類のひとつ。 船会社など運送業者が発行し、貨物の引き受けを証明し、

当該貨物受け取りの際の依拠とする。 英語では Bill of Lading 、B/L と略す。 船積書類の

うち、もっとも重要な書類である。 

 

昼食を食べに行くために会社を出る前に、僕は手を洗った。正午はこの瞬間が大好きだ。 

［C-1-3］ 

Avant de quitter le bureau pour aller déjeuner, je me suis lavé les mains. A midi, j’aime 

bien ce moment.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」 

Avant de +不定詞 ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜する前に                             「副詞句」 

quitter ｷﾃ 不定詞 v.t 〜を離れる                                    「動詞」 

le bureau ﾙ･ﾋﾞｭﾛｰ n.m 会社を                                    「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                             「副詞句」 

aller déjeuner, ｱﾚ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ 不定詞(aller+不定詞) 

   v.i 昼食を食べに行く                                  「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me suis lavé ﾑ･ｼｭｲ･ﾗｳﾞｪ 1 単現･完了形(se laver)v.pr 自分の〜を洗った      「動詞句」 

les mains. ﾚ･ﾏﾝ pl.n.f 手を                                             「目的語」 

A midi, ｱ･ﾐﾃﾞｨ adv. 正午は                                             「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aime bien ｴｰﾑ･ﾋﾞﾔﾝ 1 単現(aimer)v.t とても好きだ                        「動詞句」 

ce moment. ｽ･ﾓﾓﾝ n.m この時間が、この瞬間が                          「目的語」 

 

会社は海に面しているので、太陽で焼き付くような港の中の貨物船を眺めて時間を潰した。 

［C-1-3］ 

Le bureau donne sur la mer et nous avons perdu un moment à regarder les cargos dans 

le port brûlant de soleil.  

「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Le bureau ﾙ･ﾋﾞｭﾛｰ n.m 会社は                                           「主語」 

donne ﾄﾞﾝﾇ 3 単現(donner)v.i(sur に) 面している                           「動詞」 
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sur la mer ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾒｰﾙ adv. 海に                                        「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕たちは                                                    「主語」 

avons perdu ｱｳﾞｫﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ 1 複現･完了形(perdre)v.t（時間を）潰した       「動詞句」 

un moment ｱﾝ･ﾓﾓﾝ n.m 少しの間                                       「目的語」 

à +不定詞 ｱ adv.（手段）〜をして                                       「副詞句」 

regarder ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞 v.t 見る、眺める                          「動詞」 

les cargos ﾚ･ｯｷｬﾙｺﾞ pl.n.m 貨物船を                             「目的語」 

dans le port ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾎﾟｰﾙ adv. 港の中の                  「形容詞句」 

brûlant ﾌﾞﾘｭﾛﾝ 現在分詞(brûler) 

v.i(de で) 燃えている、焼き付いている        「副詞句」 

de soleil. ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ adv. 太陽によって     「副詞句」 

 

その時、トラックがチェーンとエンジンの轟音に包まれて到着した。［C-1-3］ 

A ce moment, un camion est arrivé dans un fracas de chaînes et d’explosions.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

A ce moment, ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. その時、当時                                「副詞句」 

un camion ｱﾝ･ｶﾐﾖﾝ n.m トラックが                                       「主語」 

  camionnette ｶﾐｵﾈｯﾄ n.f 小型トラック poids lourd ﾌﾟゎ･ﾙｰﾙ n.m 大型トラック 

est arrivé ｴ･ｱﾘｳﾞｪ 3 単現･完了形(arriver)v.i 到着した                     「動詞句」 

dans ﾄﾞﾝ prep 〜の中から                                              「副詞句」 

un fracas ｱﾝ･ﾌﾗｶ n.m 大音響                                    「目的語」 

de chaînes ﾄﾞｩ･ｼｪｰﾇ adj. チェーンの                    「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

d’explosions. ﾃﾞｸｽﾌﾟﾛｼﾞｫﾝ adj.（エンジンの）爆音の      「形容詞句」 

 

エマヌエルが僕に「あれに乗らないか」と尋ねたので、僕は駆け出した。［C-1-3］ 

Emmanuel m’a demandé «si on y allait» et je me suis mis à courir.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」 

Emmanuel ｴﾏﾇｴﾙ n.m エマヌエルが                                       「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

«si ｼ conj.（勧誘）〜しないかという事を                             「直接目的語」 

on ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）俺たちは                     「主語」 

y ｲ adv. あれに、トラックに                                   「副詞」 

allait» ｱﾚ 3 単半(aller)v.i 行く、乗る                            「動詞」 
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et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me suis mis à courir. ﾑ･ｼｭｲ･ﾐ･ｱ･ｸﾘｰﾙ 1 単現･完了形(se mettre à+不定詞) 

   v.pr 走り始めた                                                     「動詞句」 

 

僕はもう何も見えなかった。そしてとにかく走る衝動しか感じなかった。僕らの周囲は、ウ

ィンチや機械類が一杯で、水平線の上でマストが踊っていて、僕らが走るすぐ横には船体が

並んでいた。［C-1-3］ 

Je ne voyais plus rien et ne sentais que cet élan désordonné de la course, au milieu des 

treuils et des machines, des mâts qui dansaient sur l’horizon et des coques que nous 

longions.               「主語」「動詞句」「目的語」et「動詞句」「目的語」,「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voyais plus ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半･否定(voir+ ne...plus)v.t もう見えなかった「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も（〜ない）                                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

ne sentais que ﾇ･ｿﾝﾃｸ 1 単半･否定(sentir+ne...que)v.t 〜しか感じなかった  「動詞句」 

cet élan ｾｯﾄ･ｴﾛﾝ n.m あの衝動                                          「目的語」 

désordonné ﾃﾞｿﾞﾙﾄﾞﾈ adj. 無秩序な、不規則な                    「形容詞」 

de la course, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｸﾙｽ adj. 走ることの                 「形容詞句」 

au milieu ｵ･ﾐﾘﾕ adv. (de の) 真ん中で                                   「副詞句」 

des treuils ﾃﾞ･ﾄﾛｲ pl.n.m ウィンチ                               「目的語」 

et ｴ conj. そして 

des machines, ﾃﾞ･ﾏｼﾇ pl.n.f 機械                                 「目的語」 

des mâts ﾃﾞ･ﾏ pl.n.m マスト                                    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

dansaient ﾄﾞﾝｾ 3 複半(danser)v.i 踊っていた       「動詞」 

sur l’horizon ｼｭｰﾙ･ﾛﾘｿﾞﾝ adv. 水平線の上で      「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

des coques ﾃﾞ･ｺｯｸ pl.n.f 船体                                    「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                            「形容詞節」 

nous longions. ﾇ･ﾛﾝｼﾞｮﾝ 1 複半(se longer) 

v.pr 〜に沿って走った                        「動詞句」 
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僕たちは汗びっしょりでセレストの店に着いた。セレストは、太った腹に前掛けそして白い

口髭という風貌で、いつものように店にいた。［C-1-3］ 

Nous sommes arrivés en nage chez Céleste. Il était toujours là, avec son gros ventre, son 

tablier et ses moustaches blanches.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

sommes arrivés ｿﾑ･ｻﾞﾘｳﾞｪ 1 複現･完了形(arriver)v.i 着いた               「動詞句」 

en nage ｵﾝ･ﾅｰｼﾞｭ adv. 汗びっしょりで                                  「副詞句」 

chez Céleste. ｼｪ･ｾﾚｽﾄ adv. セレストの店に                          「間接目的語」 

Il ｲﾙ pron セレストは                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i いた                                              「動詞」 

toujours là, ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ﾗ adv. いつものようにそこに                        「副詞句」 

avec ｱｳﾞｪｯｷ adv. 〜を着て、〜の様子で                                 「副詞句」 

son gros ventre, ｿﾝ･ｸﾞﾛ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ n.m 太った腹                    「目的語」 

son tablier ｿﾝ･ﾀﾌﾞﾘｴ n.m 前掛け                                「目的語」 

et ｴ conj. そして 

ses moustaches blanches. ｾ･ﾑｽﾀｼｭ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ pl.n.f 白い口ひげ       「目的語」 

 

部屋に上がって行く途中、暗い階段で、同じ階に住むサラマノという老人と鉢合わせした。 

［C-1-3］ 

En montant, dans l’escalier noir, j’ai heurté le vieux Salamano, mon voisin de palier.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

En montant, ｵﾝ･ﾓﾝﾄﾝ ジェルンディオ(monter)v.i 部屋に上がって行く時     「副詞句」 

dans l’escalier noir, ﾄﾞﾝ･ﾚｽｶﾘｪ･ﾇゎ-ﾙ adv. 暗い階段で                     「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai heurté ｴ･ｳﾙﾃ 1 単現･完了形(heurter)v.t ぶつかった、鉢合わせした、遭遇した「動詞句」 

le vieux Salamano, ﾙ･ｳﾞｨﾕｰ･ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノという老人に              「目的語」 

mon voisin ﾓﾝ･ｳﾞゎｻﾞﾝ n.m（同格）隣人の                     「形容詞句」 

de palier. ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾘｴ adj. 同じ階の                    「形容詞句」 

 

彼は犬と一緒にいた。彼らが一緒にいるのを見かけるようになって 8 年になる。［C-1-3］ 

Il était avec son chien. Il y a huit ans qu’on les voit ensemble.  

「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

avec son chien. ｱｳﾞｪｯｷ･ｿﾝ･ｼｬﾝ adv. 犬と一緒に                             「補語」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「目的語」の例文 疥癬 かいせん： 69 / 668 

Il y a huit ans qu’ ｲ･ﾘ･ﾔ･ﾕｨ･ﾀﾝ･ｷ adv. 8 年前から〜する                   「副詞句」 

on ｵﾝ pron 私は                                                         「主語」 

les ﾚ pron 彼らを                                                      「目的語」 

voit ｳﾞゎ 3 単現(voir)v.t 見かけている                                     「動詞」 

ensemble. ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒にいる                                       「補語」 

 

そのスパニュエル犬は皮膚病だった。疥癬だと思うのだが。それがその犬のほとんどの体毛

を失わせており、犬の体を出来物や褐色のかさぶたで覆っていた。［C-1-3］ 

L’épagneul a une maladie de peau, le rouge, je crois, qui lui fait perdre presque tous ses 

poils et qui le couvre de plaques et de croûtes brunes.  

「主語」「動詞」「目的語」, 「目的語」「主語」「動詞」,「形容詞節」,「形容詞節」 

L’épagneul ﾚﾊﾟﾆｭｴﾙ n. そのスパニュエル犬は                               「主語」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t ある                                                  「動詞」 

une maladie de peau, ﾕﾝﾇ･ﾏﾗﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟｰ n.f 皮膚病                     「目的語」 

le rouge, ﾙ･ﾙｰｼﾞｭ n. 赤い皮膚病、疥癬                                   「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

crois, ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t (que) 〜と思う                                 「動詞」 

qui ｷ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 

lui ﾘｭｲ pron その犬に                                        「目的語」 

fait perdre ﾌｪ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾙ 3 単現･使役(faire+不定詞)v.t 失わせる      「動詞句」 

presque tous ses poils ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｩ･ｾ･ﾌﾟﾜﾙ pl.n.m ほとんどの体毛を 「目的語」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 

le ﾙ pron 犬を                                               「目的語」 

couvre ｸｰﾌﾞﾙ 3 単現(couvrir)v.t (de で) 覆っている                「動詞」 

de plaques ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾗｷ adv. 出来物で                             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de croûtes brunes. ﾄﾞｩ･ｸﾙｰﾄ･ﾌﾞﾘｭﾇ adv. 褐色のかさぶたで        「副詞句」 

疥癬 かいせん： 

疥癬虫（ヒゼンダニ）の寄生によっておこる伝染性の皮膚病。下腹部などに散発する赤い丘

疹、指の間に多発する小水疱と線状の皮疹が特徴でとてもかゆい。 
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彼の顔には赤味を帯びたかさぶたがあり、体毛は黄色で少なかった。犬は、飼い主の老人か

ら、鼻面を前に突き出し、首を伸ばして背中を曲げて歩くしぐさを受け継いでいた。 

［C-1-3］ 

Il a des croûtes rougeâtres sur le visage et le poil jaune et rare. Le chien, lui, a pris de 

son patron une sorte d’allure voûtée, le museau en avant et le cou tendu.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t ある                                                  「動詞」 

des croûtes rougeâtres ﾃﾞ･ｸﾙｰﾄ･ﾙｼﾞｬｰﾄﾙ pl.n.f 赤味を帯びたかさぶた       「目的語」 

sur le visage ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adv. 顔に                                「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

le poil ﾙ･ﾌﾟゎﾙ n.m 体毛は                                             「目的語」 

jaune et rare. ｼﾞｮｰﾇ･ｴ･ﾗｰﾙ adj. 黄色でわずか                   「形容詞句」 

Le chien, ﾙ･ｼｬﾝ n.m その犬は                                            「主語」 

lui, ﾘｭｲ pron 彼から                                               「間接目的語」 

a pris ｱ･ﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(prendre)v.t 受け取った                        「動詞句」 

de son patron ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 飼い主から                         「間接目的語」 

une sorte d’ ﾕﾝﾇ･ｿﾙﾄ･ﾄﾞｩ n.f 一種の〜のようなものを                 「直接目的語」 

allure voûtée, ｱﾘｭｰﾙ･ｳﾞﾃ n.f 背中を曲げた歩き方              「目的語」 

le museau ﾙ･ﾐｭｿﾞｰ n.m 鼻面を〜して                        「副詞句」 

en avant ｵﾝ･ｱｳﾞｫﾝ adv. 前に                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

le cou ﾙ･ｸ n.m 首を                                 「目的語」 

tendu. ﾄﾝﾃﾞｭ adj. 伸ばした                   「形容詞」 

 

犬が尿をしたくなった時でも、老人はその時間を与えずに犬を引っ張っていくので、そのス

パニュエル犬は自分の後ろに小さなしずくの痕跡をまき散らしながら引きずられていく。 

［C-1-3］ 

Quand le chien veut uriner, le vieux ne lui en laisse pas le temps et il le tire, l’épagneul 

semant derrière lui une traînée de petites gouttes.  

「副詞節」「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」「動詞句」「直接目的語」 

et「主語」「動詞」, 「目的語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞節」 

le chien ﾙ･ｼﾔﾝ n.m 犬が                                           「主語」 

veut uriner, ｳﾞ･ｲﾘﾈ 3 単現･願望(vouloir+不定詞)v.i 放尿したい      「動詞句」 
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le vieux ﾙ･ｳﾞｨﾕ n.m 老人は                                               「主語」 

ne ...laisse pas ﾇ...ﾚｽ･ﾊﾟ 3 単現･否定(laisser)v.t 与えない、残さない        「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 犬に                                                  「間接目的語」 

en ｵﾝ adv. 放尿するための                                                「副詞」 

le temps ﾙ･ﾄﾝ n.m 時間を                                          「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

le ﾙ pron 仮の目的語（真の目的語は l’épagneul semant 以降） 

tire, ﾁﾙ 3 単現(tirer)v.t 引っ張る                                          「動詞」 

l’épagneul ﾚﾊﾟﾆｭｴﾙ n.m そのスパニュエル犬を                           「目的語」 

semant ｽﾓﾝ 現在分詞(semer)v.t まき散らしている               「形容詞句」 

derrière lui ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾘｭｲ adv. 自分の後ろに              「副詞句」 

une traînée ﾕﾝﾇ･ﾄﾚﾈ n.f 細長い跡を                    「目的語」 

de petites gouttes. ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾁｯﾄ･ｸﾞｯﾄ 

 adj. 小さなしずくの                      「形容詞句」 

絶対分詞構文 ： 

現在分詞や過去分詞は主語の動作や状態を表すのがふつうです。しかし、稀に現在分詞や過

去分詞が独自の主語をともなって用いられる場合があります。現在分詞は主語の能動的な

動作、過去分詞は主語の受動的状態を表します。 

この文の semant は tire の目的語である l’épagneul の状況を説明している。 

→ 老人は、自分の後ろに小さな滴の一筋をまき散らしているスパニュエル犬を引っ張る 

→ 引っ張った結果として、一筋の滴をまき散らす 

 

彼は、「薄汚い死にぞこないめ！」と叫ぶばかりだった。僕は、彼が犬の上に体を傾けて犬

の首輪のどこかを調整していることに気が付いた。［C-1-3］ 

Il disait seulement : « Salaud ! Charogne ! » Je le devinais, penché sur son chien, en train 

d’arranger quelque chose sur le collier.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

seulement : ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけ                                             「副詞」 

«Salaud ! Charogne!» ｻﾛｰ･ｼｬﾛｰﾆｭ int. 「薄汚い死にぞこないめ！」         「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

le ﾙ pron 彼が                                                         「目的語」 

devinais, ﾄﾞｩｳﾞｨﾈ 1 単半(deviner)v.t 見抜いた、気づいた                    「動詞」 

penché ﾎﾟﾝｼｪ 過去分詞(pencher)adj. 体を傾けた                            「補語」 
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sur son chien, ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ｼﾔﾝ adv. 犬の上に                           「副詞句」 

en train d’arranger ｵﾝ･ﾄﾛﾝ･ﾀﾞﾛﾝｼﾞｪ adv. 整えながら                      「副詞句」 

  en train de+不定詞 「〜をしながら」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かを                              「目的語」 

sur le collier. ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｺﾘｴ adv. 犬の首輪の上で                     「副詞句」 

  collier ｺﾘｴ n.m（犬などの）首輪 

 

この界隈の噂では、彼は複数の女によって生活しているということだ。しかし、僕が彼に職

業を聞くと、倉庫の管理人であるという返事だった。［C-1-3］ 

Dans le quartier, on dit qu’il vit des femmes. Quand on lui demande son métier, pourtant, 

il est «magasinier». 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Dans le quartier, ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｸゎﾙﾁｴ adv. この界隈では                        「副詞句」 

   quartier ｸゎﾙﾁｴ n.m 街、界隈、地区 

on ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）（不特定の）人々は                       「主語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単現(dire)v.t 言っている                                         「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

vit ｳﾞｨ 3 単現(vivre)v.i(de 〜によって) 生活している                「動詞」 

des femmes. ﾃﾞ･ﾌｧﾑ adv.(de les femmes) 複数の女によって        「副詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

on ｵﾝ pron 僕が                                                  「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                           「間接目的語」 

demande ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ 1 単現(demander)v.t 尋ねる                       「動詞」 

son métier, ｿﾝ･ﾒﾁｴ n.m 彼の職業を                           「直接目的語」 

pourtant, ﾌﾟﾙﾄﾝ adv. しかしながら                                 「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

«magasinier». ﾏｶﾞｼﾞﾆｴ n.m 倉庫係、倉庫の管理                            「補語」 

 

僕らは階段を上った。そして別れようという時に彼が言った：「俺の部屋に腸詰とワインが

あるんだが、もしよかったら一緒に軽い食事をしませんか？．．．」［C-1-3］ 

Nous sommes montés et j’allais le quitter quand il m’a dit: «J’ai chez moi du boudin et 

du vin. Si vous voulez manger un morceau avec moi?...» 

「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞節」：「直接目的語」 

Nous ﾇ pron 僕らは                                                     「主語」 
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sommes montés ｿﾑ･ﾓﾝﾃ 1 複現･完了形(monter)v.i 上がった                「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

allais +不定詞 ｱﾚ 1 単現･近接未来(aller+不定詞)v. 〜するとこころである    「動詞句」 

le ﾙ pron 彼と                                                         「目的語」 

quitter ｷﾃ 不定詞 v.t 別れる                                            「動詞句」 

quand ｺﾝ conj. その時〜する                                           「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                            「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                        「動詞句」 

«J’ ｼﾞｭ pron おれは〜であるということを                    「直接目的語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t ある                              「動詞」 

chez moi ｼｪ･ﾑゎ adv. 俺の部屋に                     「副詞句」 

du boudin et du vin. ｼﾞｭ･ﾌﾞﾀﾞﾝ･ｴ･ｼﾞｭ･ｳﾞｧﾝ 

 pl.n.m 腸詰とワイン                              「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                              「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君が「主語」 

voulez manger ｳﾞﾚ･ﾓﾝｼﾞｪ 2 複現･勧誘(vouloir+不定詞：二人称主語) 

   v.t よろしければ食べませんか？             「動詞句」 

un morceau ｱﾝ･ﾓﾙｿ n.m 軽い食事を            「目的語」 

avec moi?...» ｱｳﾞｪｯｷ･ﾑゎ adv. 一緒に           「副詞句」 

 

僕はこれで自分で料理しなくて済むと思って、彼の申し出を受け入れた。彼のところも、窓

のない台所がついた寝室が 1 つあるだけだった。［C-1-3］ 

J’ai pensé que cela m’éviterait de faire ma cuisine et j’ai accepté. Lui aussi n’a qu’une 

chambre, avec une cuisine sans fenêtre.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser que+直説法)v.t 〜だと思った        「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cela ｽﾗ pron このことは                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                 「目的語」 

éviterait ｴｳﾞｨﾄｩﾚ 条・3 単現(éviter de+不定詞)v.t 〜しないようにする 「動詞」 

   彼の誘いを受け入れたら（仮定）、料理をしなくてもよい（結果に対する話者の思い） 

de faire ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 〜することを                          「補語」 

ma cuisine ﾏ･ｷｭｲｼﾞｰﾇ n.f 自分の料理を                     「目的語」 
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et ｴ conj. そして、それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai accepté. ｴ･ｱｸｾﾌﾟﾃ 1 単現･完了形(accepter)v.t 申し出を受け入れた        「動詞句」 

Lui aussi ﾘｭｲ･ｵｼ pron 彼も                                               「主語」 

n’a qu’ ﾅ･ｸ 3 単現･否定(avoir+ne...que)v.t 〜しかない                     「動詞句」 

une chambre, ﾕﾝﾇ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 寝室が 1 つ                                「目的語」 

avec une cuisine ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ｷｭｲｼﾞﾇ adv. 台所つきの              「副詞句」 

sans fenêtre. ｿﾝ･ﾌﾈｰﾄﾙ adv. 窓なしで                     「副詞句」 

 

それで俺は、奴に膝蹴りを 1 発と顔面にパンチを 2 発食らわしてやった。奴の顔は血まみ

れになった。［C-1-3］ 

Alors je lui ai donné un coup de genou et deux taquets. Il avait la figure en sang.  

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 奴に                                                  「間接目的語」 

ai donné ｴ･ﾄﾞﾈ 1 単現･完了形(donner)v.t 与えた、おみまいした            「動詞句」 

un coup ｱﾝ･ｸｰ n.m 一撃を                                          「直接目的語」 

de genou ﾄﾞｩ･ｼﾞｭﾇｰ adj. 膝の                              「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

deux taquets. ﾄﾞｩ･ﾀｹ pl.n.m（俗･古風）顔面への殴打、パンチを 2 発    「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 奴は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（ある状態に）なった                            「動詞」 

la figure ﾗ･ﾌｨｷﾞｭｰﾙ n.f 顔                                              「目的語」 

en sang. ｵﾝ･ｿﾝ adv. 血まみれの                                           「補語」 

 

俺は奴に、気が済んだかと訊いた。［C-1-3］ 

Je lui ai demandé s’il avait son compte. 「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 奴に                                                  「間接目的語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander)v.t 訊いた                「動詞句」 

s’ ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 奴が                                               「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 取った                              「動詞」 

son compte. ｿﾝ･ｺﾝﾄ n.m 自分の取り分を、利益を              「目的語」 
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  → 満足したかどうかということを 

 

すると彼は僕に、丁度この件で相談したかったのだと言った。そしてその理由として、僕が

人生というものをわきまえた男なので、彼の力になることが出来るし、そうしたら彼は僕の

親友になるだろうと言うのだった。［C-1-3］ 

Alors il m’a déclaré que, justement, il voulait me demander un conseil au sujet de cette 

affaire, que moi, j’étais un homme, je connaissais la vie, que je pouvais l’aider et 

qu’ensuite il serait mon copain.  

「副詞」,「主語」「間接目的語」「動詞句」 

「直接目的語」, 「直接目的語」, 「直接目的語」et「直接目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと言った            「動詞句」 

que, ｸ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

justement, ｼﾞｭｽﾄｩﾓﾝ adv. ちょうど、まさに                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

voulait ...demander ｳﾞﾚ...ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 頼みたかった                                        「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                       「間接目的語」 

un conseil ｱﾝ･ｺﾝｾｲﾕ n.m アドバイスを、助言を          「直接目的語」 

au sujet de cette affaire, ｵ･ｼｭｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｱﾌｪｰﾙ 

 adv. この件に関して                                    「副詞句」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

moi, j’ ﾑゎ･ｼﾞｭ pron 僕が                                     「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                    「動詞」 

un homme, ｱﾝ･ﾉﾑ n.m 男                                     「補語」 

je ｼﾞｭ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

connaissais ｺﾈｾ 1 単半(connaître)v.t 知っている  「動詞」 

la vie, ﾗ･ｳﾞｨｰ n.f 人生というものを           「目的語」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が「主語」 

pouvais ...aider ﾌﾟｳﾞｪ...ｴﾃﾞ 1 単半･可能･時制の一致(pouvoir+不定詞) 

   v.t 手助けができる                                      「動詞句」 

l’ ﾙ pron 彼を                                             「目的語」 

et ｴ conj. そして 
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qu’ ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから、その後に                      「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼が                                              「主語」 

serait ｽﾚ 条・3 単現(être)v.i（話者の考え）〜になるだろう       「動詞」 

mon copain. ﾓﾝ･ｺﾊﾟﾝ n.m 僕の親友                            「補語」 

 

彼が喧嘩した相手の男は、その女の兄弟だった。彼は自分が女を養ってきたと言った。 

［C-1-3］ 

L’homme avec qui il s’était battu était le frère de cette femme. Il m’a dit qu’il l’avait 

entretenue.   「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

L’homme ﾛﾑ pron その男は                                               「主語」 

avec qui ｱｳﾞｪｯ･ｷ pron（目的語）に〜する                         「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                            「主語」 

s’était battu ｾﾃ･ﾊﾞﾁｭ 3 単半･完了形(se battre) 

v.pr 互いに殴り合った                                 「動詞句」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

le frère ﾙ･ﾌﾚｰﾙ n.m 兄弟                                                 「補語」 

de cette femme. ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ﾌｧﾑ adj. この女の                       「形容詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

l’ ﾗ pron その女を                                         「目的語」 

  過去分詞 entretenu が女性形 -e になっているため 

avait entretenue. ｱｳﾞｪ･ｵﾝﾄﾙﾄｩﾆｭ 3 単半･完了形.f(entretenir) 

v.t 養ってきた                                          「動詞句」 

 

僕は何も答えなかったが、彼はすぐに付け加えた。自分は界隈で言われていることは知って

いるが、女に対しては良心に恥じることはない、そして倉庫係をしていると。［C-1-3］ 

Je n’ai rien répondu et pourtant il a ajouté tout de suite qu’il savait ce qu’on disait dans 

le quartier, mais qu’il avait sa conscience pour lui et qu’il était magasinier. 

「主語」「動詞句」「目的語」et 

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」mais「目的語」et「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai ...répondu ﾈ...ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形･否定(répondre)v.t 答えなかった   「動詞句」 
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rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

pourtant ﾌﾟｰﾙﾄﾝ adv. けれども                                           「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a ajouté ｱ･ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajouter)v.t 付け加えた                    「動詞句」 

tout de suite ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ﾕｲｯﾄ adv. すぐに                                   「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

savait ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っている                           「動詞」 

ce qu’ ｽ･ｸ pron 〜ということを                                 「目的語」 

on ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）人々が                   「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言っている                      「動詞」 

dans le quartier, ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｸゎﾙﾁｴ adv. 界隈で                「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

qu’ ｸ pron 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                 「動詞」 

sa conscience ｻ･ｺﾝｼｬﾝｽ n.f 良心が                               「目的語」 

pour lui ﾌﾟｰﾙ･ﾘｭｲ adv. 彼女に対する                             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ pron 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                   「動詞」 

magasinier. ﾏｶﾞｼﾞﾆｴ n.m 倉庫係                                   「補語」 

 

僕はすでにワインを 1 リットルほど飲んでいたので、こめかみの辺りがすごく熱かった。 

［C-1-3］ 

J’avais bu près d’un litre de vin et j’avais très chaud aux tempes.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais bu ｱｳﾞｪ･ﾋﾞｭ 1 単半･完了形(boire)v.t （すでに）飲んでいた           「動詞句」 

près d’+数量表現 ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ adj. およそ〜の                       「形容詞句」 

un litre de vin ｱﾝ･ﾘﾄﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｧﾝ n.m 1 リットルのワインを                 「目的語」 

et ｴ conj. それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t（状態）〜だった                                「動詞」 
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très chaud ﾄﾚ･ｼｮ n.m 強い熱さ、とても熱い                             「目的語」 

aux tempes. ｵ･ﾄﾝﾌﾟ adv. こめかみのあたりが                             「副詞句」 

 

僕は自分のタバコが切れたので、レーモンのを吸っていた。［C-1-3］ 

Je fumais les cigarettes de Raymond parce qu’il ne m’en restait plus.  

「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

fumais ﾌｭﾒ 1 単半(fumer)v.t（タバコを）吸っていた                        「動詞」 

les cigarettes ﾚ･ｼｶﾞﾚｯﾄ pl.n.f タバコを                                   「目的語」 

de Raymond ﾄﾞｩ･ﾚｰﾓﾝ adj. レーモンの                          「形容詞句」 

parce qu’ ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                                         「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称 

ne ...restait plus. ﾇ･ﾚｽﾃ･ﾌﾟﾘｭ 3 単半･否定(rester) 

v.h もう残っていなかった                                     「動詞句」 

m’ ﾑ pron 僕の                                             「間接目的語」 

en ｵﾝ adv. タバコは                                               「副詞」 

 

しかしレーモンは、自分では肝心なその手紙が書けないので、それを書くために僕のことを

思いついたと言った。［C-1-3］ 

Mais Raymond m’a dit qu’il ne se sentait pas capable de faire la lettre qu’il fallait et qu’il 

avait pensé à moi pour la rédiger.  

Mais「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「直接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                           「主語」 

m’ ﾑ on 僕に                                                       「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                             「主語」 

ne se sentait pas ﾇ･ｽ･ｿﾝﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(se sentir) 

v.pr 自分を〜と思わない                                「動詞句」 

capable de +不定詞 ｶﾊﾟｰﾌﾞﾙ･ﾄﾞｩ adj. 〜することができる       「補語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t（手紙を）書く                     「動詞」 

la lettre ﾗ･ﾚｯﾄﾙ n.m その手紙を                      「目的語」 

qu’ ｸ pron 〜する                          「形容詞節」 

il fallait ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半(falloir) 

v.h 必要である（肝心な）          「動詞句」 
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et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

avait pensé ｱｳﾞｪ･ﾎﾟﾝｾ 3 単半･完了形(penser) 

v.i(à のことを) 考えた                                   「動詞句」 

à moi ｱ･ﾑﾜ adv. 僕のことを                             「間接目的語」 

pour la rédiger. ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾚﾃﾞｨｼﾞｪ adv. 手紙を書くために        「副詞句」 

 

彼は、ナイトテーブルの引き出しの中から、方眼紙を 1 枚と赤い木製の小さなペン軸それ

に紫色のインクが入った四角いインク瓶を取り出してきた。［C-1-3］ 

Il a pris dans un tiroir de sa table de nuit une feuille de papier quadrillé, une enveloppe 

jaune, un petit porte-plume de bois rouge et un encrier carré d’encre violette.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a pris ｱ･ﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(prendre)v.t 持ってきた、取り出してきた        「動詞句」 

dans un tiroir ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾃｨﾙﾜｰﾙ adv. 引き出しの中から                     「副詞句」 

de sa table de nuit ﾄﾞｩ･ｻ･ﾀｰﾌﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾆｭｲ adj. ナイトテーブルの  「形容詞句」 

une feuille de papier ﾕﾝﾇ･ﾌｲｨﾕ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾋﾟｴ n.f 紙を 1 枚                    「目的語」 

quadrillé, ｷｬﾄﾞﾘｴ adj. 方眼の入った                              「形容詞」 

une enveloppe jaune, ﾕﾝﾇ･ｵﾝｳﾞﾛｯﾌﾟ･ｼﾞｮｰﾇ n.f 黄色の封筒を                「目的語」 

un petit porte-plume ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾟﾙﾄ･ﾌﾟﾘｭｰﾑ n.m 小さなペン軸を            「目的語」 

de bois rouge ﾄﾞｩ･ﾌﾞゎ･ﾙｰｼﾞｭ adj.（素材）赤い木製の            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

un encrier ｱﾝ･ｵﾝｸﾘｴ n.m インク瓶を                                    「目的語」 

carré ｷｬﾚ adj. 四角い                                         「形容詞句」 

d’encre ﾄﾞﾝｸﾙ adj. インクの                          「形容詞句」 

violette. ｳﾞｨｵﾚｯﾄ adj.f(violet) 紫色の           「形容詞」 

 

彼が僕に女の姓を告げた時、僕は女がモール人だと分かった。［C-1-3］ 

Quand il m’a dit le nom de la femme, j’ai vu que c’était une Mauresque.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                             「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                          「動詞句」 

le nom de la femme, ﾙ･ﾉﾑ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌｧﾑ n.m 女の姓を             「直接目的語」 
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  nom de la femme 姓、ファミリーネーム 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 分かった                              「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                  「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                         「動詞」 

une Mauresque. ﾕﾝﾇ･ﾓﾚｽｷ n.f ムーア人の女性                       「補語」 

ムーア人： 

ヨーロッパ人が，北西アフリカ(マグリブ)のイスラム教徒を指す呼称。モール人。 

 

僕は、自分の耳の中で鳴り響く、自分の血が脈打つ音しか聞こえなかった。僕はじっと動か

ないでいた。［C-1-3］ 

Je n’entendais que les coups de mon sang qui bourdonnait à mes oreilles. Je suis resté 

immobile.                   「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’entendais ﾇ･ｵﾝﾄﾝﾃﾞ 1 単半･否定(entendre) 

v.t(ne ...que 〜しか) 聞こえなかった                                  「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということしか                                           「目的語」 

les coups ﾚ･ｸｰ pl.n.m 打つ音                                    「目的語」 

de mon sang ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｿﾝ adj. 自分の血の                 「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                    「形容詞節」 

bourdonnait ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ 3 単半(bourdonner) 

v.i ぶんぶんいう                     「動詞」 

à mes oreilles. ｱ･ﾒ･ｵﾚｲﾕ 

 adv. 僕の耳に                 「間接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis resté ｼｭｲ･ﾚｽﾃ 1 単現･完了形(rester)v.i 〜のままでいた                「動詞句」 

immobile. ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. 動かない                                           「補語」 
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「補語」の例文 

「主語」「動詞」「補語」の場合： 

「補語」は名詞または形容詞が使用され、「主語」の性質または状態を表す。 

「主語」「動詞」「目的語」「補語」の場合： 

   「補語」が名詞または形容詞の場合には、「目的語」の性質または状態を表す。 

   「補語」が「動詞」の場合には、「目的語」の動作を表す。 

主動詞が使役・放任の動詞または知覚動詞などの場合。 

 

子供たちがまだ幼過ぎて働くことが出来ないので、家族は貧しい生活を送っていました。 

［A-4］ 

La famille vivait misérablement, car les enfants étaient encore trop jeunes pour pouvoir 

gagner leur vie.                                 「主語」「動詞」「副詞句」「副詞節」 

La famille ﾗ･ﾌｧﾐｰﾕ n.f 家族は                                             「主語」 

vivait ｳﾞｨｳﾞｪ 3 単半(vivre)v.i 暮らしていた                                 「動詞」 

misérablement, ﾐｾﾞﾗﾌﾞﾙﾓﾝ adv. 貧しく                                  「副詞句」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.f 子供たちは                             「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                 「動詞」 

encore trop jeunes ｵﾝｺｰﾙ･ﾄﾛ･ｼﾞｭﾝﾇ adj.pl. まだ幼過ぎる             「補語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ(trop...pour+不定詞)adv. ．．．すぎて〜できない   「副詞句」 

pouvoir gagner ﾌﾟｳﾞゎ-ﾙ･ｶﾞﾆｪ 不定詞･可能 

v.t 稼ぐことが出来る                                  「動詞句」 

leur vie. ﾚｰﾙ･ｳﾞｨｰ n.f 生活費を                           「目的語」 

 

子供たちの中で一番年下の男の子は、一番体が弱く、内気でした。そして親指と同じくらい

小さかったので、家族の皆は「親指小僧」と呼んでいました。［A-4］ 

Parmi tous ces enfants, le plus jeune garçon était le plus fragile, le plus timide et comme 

il était aussi petit qu’un pouce, on l’appela le“Petit Poucet”. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」et「副詞節」「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Parmi tous ces enfants, ﾊﾟﾙﾐ･ﾄｩ･ｾ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv. 子供たちの中で            「副詞句」 

le plus jeune garçon ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｷﾞｬﾙｿﾝ n.f 一番年下の男の子は            「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

le plus fragile, ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾗｼﾞﾙ adj. 一番体が弱い                             「補語」 

le plus timide ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾁﾐｯﾄﾞ adj. 一番内気な                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 
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il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                    「動詞」 

aussi petit ｵｼ･ﾌﾟﾃｨ adj. 同じくらい小さな                           「補語」 

qu’un pouce, ｶﾝ･ﾌﾟｰｽ adv. 親指と比べて                      「副詞句」 

on ｵﾝ pron 家族の皆は（動詞は三人称単数形）                             「主語」 

l’ ｲﾙ pron 彼を                                                        「目的語」 

appela ｱﾌﾟﾗ 3 単過(appeler)v.t 呼んだ                                     「動詞」 

le“Petit Poucet”. ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｾ n.m 「親指小僧」                          「補語」 

 

「息子たちが、飢えのために死にかかっているのをこれ以上見ていることはできない。もう、

子供たちを森の中に置き去りにするしかない．．．」［A-4］ 

 《Je ne peux plus voir mes fils en train de mourir de faim! Il n’y a plus qu’à les laisser 

dans la forêt... 

《「主語」「動詞句」「目的語」「補語」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

《Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                      「主語」 

ne peux plus voir ﾇ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ｳﾞゎ-ﾙ 1 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞+plus) 

   v.t これ以上見ていられない                                          「動詞句」 

mes fils ﾒ･ﾌｨｽ pl.n.m 息子たちが                                       「目的語」 

en train de mourir ｵﾝ･ﾄﾛﾝ･ﾄﾞｩ･ﾑﾘｰﾙ 不定詞･進行形(en train de+不定詞) 

   v.i 死にかかっている                                                  「補語」 

de faim! ﾄﾞｩ･ﾌｧﾑ adv. 空腹のために、飢えのために                  「副詞句」 

Il n’y a plus qu’à +不定詞 3 単現(Il y a à+不定詞+ne...que+plus) 

   v.t もう〜するしかない                                              「動詞句」 

  avoir à+不定詞 「〜しなければならない」 ne...que〜 「〜しかない」 

les ﾚ pron.pl 子供たちを                                               「目的語」 

laisser ﾚｯｾ 不定詞 v.t 置き去りにする                                   「動詞句」 

dans la forêt... ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌｫﾚ adv. 森の中に                                 「副詞句」 

 

彼女がいくら嘆いて懇願しても無駄だった。しかし息子たちをこれ以上苦しませることは

出来ないので、結局、夫の言う事に従った。［A-4］ 

 Elle eut beau s’apitoyer, mais ne pouvant elle non plus continuer de laisser ses fils 

souffrir, obéit finalement à son mari. 

「主語」「動詞句」,mais「副詞句」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

eut beau s’apitoyer, ｲ･ﾎﾞ･ｻﾋﾟﾄゎｲｴ 3 単過･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v.pr いくら嘆いて懇願しても無駄だった                               「動詞句」 
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  s’apitoyer ｻﾋﾟﾄゎｲｴ v.pr 自分を哀れむ、同情を引いて懇願する 

mais ﾒ conj. しかし 

ne pouvant +不定詞 ﾇ･ﾌﾟｳﾞｫﾝ 現在分詞 v. 〜出来ないので                   「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                               「主語」 

non plus continuer de laisser+不定詞 ﾉﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｺﾝﾃｨﾇｴ･ﾄﾞｩ･ﾚｯｾ 不定詞･使役･否定 

   (continuer de laisser+不定詞)v.t もうこれ以上このまま〜させておく「動詞句」 

ses fils ｾ･ﾌｨｽ pl.n.m 息子たちを                                   「目的語」 

souffrir, ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞 v.i 苦しむ                                     「補語」 

obéit ｵﾍﾞｲ 3 単過(obéir)v.i 従った                                         「動詞」 

finalement ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. 結局、最後には                                  「副詞」 

à son mari. ｱ･ｿﾝ･ﾏﾘ adv. 夫の言う事に                              「間接目的語」 

 

この森は、10 歩も進めば簡単に道に迷うと思われる程、深くて鬱蒼としていました。 

［A-4］ 

 Celle-ci était tellement profonde et dense, qu’on pouvait facilement se perdre au bout 

de dix pas.                                                 「主語」「動詞」「補語」 

Celle-ci ｾﾙ･ｼ pron この森は                                              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tellement profonde et dense, ﾃﾙﾓﾝ･ﾌﾟﾛﾌｫﾝﾄﾞｩ･ｴ･ﾄﾞﾝｽ adj. とても深く鬱蒼とした「補語」 

   profond ﾌﾟﾛﾌｫﾝ adj. 深い dense ﾄﾞﾝｽ adj. 濃い、密集した 

qu’ ｸ conj. 〜するほど                                             「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                                             「主語」 

pouvait facilement se perdre ﾌﾟｳﾞｪ･ﾌｧｼﾙﾓﾝ･ｽ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾙ 3 単半･可能性(pouvoir+不定詞) 

   v.pr 簡単に道に迷ってしまうかもしれない                 「動詞句」 

au bout de ｵ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ adv. 〜の後に                          「副詞句」 

dix pas. ﾃﾞｨ･ﾊﾟ pl.n.m 10 歩                                「目的語」 

 

少したってから子供たちは、自分たちが森の中に取り残されていることに気づきました。 

［A-4］ 

 Peu après, les enfants se rendirent compte qu’ils étaient seuls dans la forêt. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少したってから                                 「副詞句」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちは                                   「主語」 

se rendirent ｽ･ﾛﾝﾃﾞｨｰﾙ 3 複過(se rendre) 

v.pr(compte que) 〜であることに気付いた                             「動詞句」 

  se rendre compte de qch [que+直説法] 「〜が分かる、に気付く」 
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compte qu’ ｺﾝﾄ･ｸ n.m 〜という考えが                                   「目的語」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                             「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜になっている                           「動詞」 

seuls ｽﾙ adj.pl 自分たちだけの                                    「補語」 

dans la forêt. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌｫﾚ adv. 森の中で                           「副詞句」 

 

彼らが至る所を探し、両親を求めて力の限り叫んでも、まったく無駄でした。［A-4］ 

Ils eurent beau chercher à droite et à gauche, crier de toute leur force après leurs parents, 

tout cela en vain. 

「主語」「動詞句」「副詞句」,「動詞句」「副詞句」,「主語」「補語」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

eurent beau +不定詞 ｲｰﾙ･ﾎﾞ 3 複過･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v. 〜しても無駄だった                                               「動詞句」 

chercher ｼｪﾙｼｪ 不定詞 v.t 探す                                  「動詞句」 

à droite et à gauche, ｱ･ﾄﾞﾛゎｯﾄ･ｴ･ｱ･ｺﾞｰｼｭ adv. 至る所を                  「副詞句」 

crier ｸﾘｴ 不定詞 v.i 叫ぶ                                               「動詞句」 

de toute leur force ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ﾚｰﾙ･ﾌｫﾙｽ adv. 力の限り                     「副詞句」 

après leurs parents, ｱﾌﾟﾚ･ﾚｰﾙ･ﾊﾟﾛﾝ adv. 両親を求めて                    「副詞句」 

tout cela ﾄｳ･ｽﾗ pron これらすべては                                      「主語」 

en vain. ｵﾝ･ｳﾞｧﾝ adj. 無駄な                                             「補語」 

 

アイデアは良かったのですが、あいにく小さなパンくずはすべて小鳥たちに食べられてし

まっていました。［A-4］ 

 L’idée était bonne, mais ses petites miettes furent malheureusement toutes mangées 

par les oiseaux!  

「主語」「動詞」「補語」mais「主語」「動詞句」「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

L’idée ﾘﾃﾞｰ n.f アイデアは                                                「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bonne, ﾎﾞﾝﾇ adj.f 良い                                                   「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

ses petites miettes ｾ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾐｪｯﾄ pl.n.f 小さなパンくずは                   「主語」 

furent ...mangées ﾌｭｰﾙ...ﾓﾝｼﾞｪ 3 複過･受動 f.pl(manger) 

v.t 食べられてしまっていた                                          「動詞句」 

malheureusement ﾏﾙﾙｰｽﾞﾓﾝ adv. あいにく                                 「副詞」 

toutes ﾄｩｯﾄ pron.f.pl すべて（のパンくず）が                              「主語」 

par les oiseaux! ﾊﾟｰﾙ･ﾚ･ｽﾞゎｿﾞ adv. 小鳥たちによって                    「副詞句」 
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可愛そうな親指小僧！可哀そうな子供たち！皆、すっかり途方に暮れてしまいました。 

［A-4］ 

Pauvre Petit Poucet! Pauvres enfants! Les voilà complètement perdus... 

「感嘆」┃「感嘆」┃「補語」「動詞句」「副詞」「補語」 

Pauvre ﾎﾟｰｳﾞﾙ adj. かわいそうな                                  「形容詞」 

Petit Poucet! ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｾ n.m 親指小僧                                      「感嘆」 

Pauvre ﾎﾟｰｳﾞﾙ adj. かわいそうな                                  「形容詞」 

enfants! ｵﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たち                                           「感嘆」 

Les ...perdus... ﾚ...ﾍﾟﾙｼﾞｭ 過去分詞(se perdre)v.pr 途方に暮れた              「補語」 

voilà ｳﾞゎﾗ adv. v.i そこにいた                                          「動詞句」 

complètement ｺﾝﾌﾟﾚﾄｩﾓﾝ adv. すっかり                                    「副詞」 

 

「狼に食われるくらいなら、むしろあなたの夫に食われるほうがましです。もしかすると、

僕たちを見逃してくれるかもしれないし．．．」［A-4］ 

Nous préférons autant que ce soit votre mari qui nous mange. Peut-être que par chance, 

il aura pitié de nous...》                    《「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」》 

Nous ﾇ pron.pl 僕たちは                                                 「主語」 

préférons ﾌﾟﾚﾌｪﾛﾝ 1 複現(préférer)v.t 〜のほうを好む                       「動詞」 

autant que +接続法 ｵｰﾄﾝ･ｸ conj. むしろ〜する事を                       「目的語」 

ce ｽ pron 仮の主語（真の主語は qui 以降） 

soit ｽゎ 接・3 単現･話者の想像(être)v.i 〜である                    「動詞」 

votre mari ｳﾞｫﾄﾙ･ﾏﾘ n.m あなたの夫                               「補語」 

qui ｷ pron（主語）〜する人は                                     「主語」 

nous ﾇ pron 私たちを                                     「目的語」 

mange. ﾓﾝｼﾞｭ 3 単現(manger)v.t 食べる                       「動詞」 

Peut-être ﾌﾟﾃｰﾄﾙ adv. ひょっとすると〜かもしれない                     「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

par chance, ﾊﾟｰﾙ･ｼｮﾝｽ adv. 幸運にも                      「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                            「主語」 

aura pitié de ｵｰﾗ･ﾋﾟﾁｴ･ﾄﾞｩ 3 単未･推量(avoir pitié de) 

v.t 〜を哀れに思うかもしれない、〜を見逃すかもしれない「動詞句」 

nous...》ﾇ pron 僕たちを                                 「目的語」 
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結局、女は彼らを中に入らせて、子供たちが暖炉の前で体を温めている間に、翌日まで彼ら

をかくまう方法を探していました。［A-4］ 

 Finalment, la femme les laissa entrer et pendant que les enfants se réchauffaient 

devant la cheminée, elle cherchait un moyen de les cacher jusqu’au lendemain. 

「副詞」「主語」「目的語」「動詞」「補語」et「副詞節」「主語」「動詞」「目的語」 

Finalment, ｼﾅﾙﾓﾝ adv. 結局                                               「副詞」 

la femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 女は                                                  「主語」 

les ﾚ pron 彼らを                                                      「目的語」 

laissa ﾚｯｻ 3 単過･使役(laisser)v.t(O+不定詞) O に〜させた                   「動詞」 

entrer ｵﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 入る                                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｸ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちが                            「主語」 

se réchauffaient ｽ･ﾚｼｮﾌｪ 3 複半(se réchauffer)v.pr 体を温めていた  「動詞句」 

devant la cheminée, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾗ･ｼｭﾐﾈ adv. 暖炉の前で              「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

cherchait ｼｪﾙｼｪ 3 単半(chercher)v.t 探していた                             「動詞」 

un moyen ｱﾝ･ﾑゎｲﾖﾝ n.m 方法を                                        「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adj. 〜するための                              「形容詞句」 

les ﾚ pron 彼らを                                     「目的語」 

cacher ｶｯｼｪ 不定詞 v.t 隠す、かくまう                    「動詞」 

jusqu’au lendemain. ｼﾞｭｽｺ･ﾛﾝﾄﾞｩﾓﾝ adv. 翌日まで        「副詞句」 

 

その時、人食い鬼が家に戻ってくるのが聞こえました。女はすぐに、子供たちをベッドのし

たに押し込みました。［A-4］ 

 C’est alors qu’on entendit l’ogre revenir à la maison. Sur-le-champ, la femme entraîna 

les enfants sous le lit. 

「動詞」「補語」「主語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                    「補語」 

   強調構文（その時〜した、〜したのはその時である） 

qu’ ｸ conj. 〜したのは                                                    「主語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                    「主語」 

entendit ｵﾝﾄﾝﾃﾞｨ 3 単過(entendre)v.t(O+不定詞) O が〜するのが聞こえた「動詞」 

l’ogre ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼が                                       「目的語」 
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revenir ﾙｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i 戻ってくる                                 「補語」 

à la maison. ｱ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adv. 家に                          「間接目的語」 

Sur-le-champ, ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｼｮﾝ adv. すぐに、直ちに                           「副詞句」 

la femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 女は                                                  「主語」 

entraîna ｵﾝﾄﾚﾅ 3 単過(entraîner)v.t 引っ張りいれた、連れて行った           「動詞」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちを                                  「目的語」 

sous le lit. ｽ･ﾙ･ﾘ adv. ベッドの下に                                     「副詞句」 

 

「あなた．．．お帰りなさい」と、妻は冷静にしていようと努めた。［A-4］ 

--- Vous... Vous voilà... Sa femme s’efforça de rester calme. 

《「呼びかけ」,「主語」「動詞句」》,「主語」「動詞句」「補語」 

--- Vous... ｳﾞ pron あなた                                             「呼びかけ」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

voilà... ｳﾞゎﾗ adv. v.i ここにいる、戻ってきた                            「動詞句」 

Sa femme ｻ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

s’efforça de rester ｾﾌｫﾙｻ･ﾄﾞｩ･ﾚｽﾃ 3 単過･努力(s’efforcer de+不定詞 rester) 

   v.pr 〜のままでいようと努めた                                       「動詞句」 

calme. ｶﾙﾑ adj. 落ち着いた、冷静な                                       「補語」 

 

「おお、そこに見えるのはご馳走じゃあないか！」と人食い鬼は歓声をあげた。「すぐに、

包丁を持って来い！」［A-4］ 

 《Mais c’est un festin que je vois là! L’ogre poussa un cri de joie. Vite, mon couteau!》 

《「副詞」「主語」「動詞」「補語」》,「主語」「動詞」「目的語」, 《「副詞」「目的語」》 

《Mais ﾒ adv.（驚き）おお！                                             「副詞」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un festin ｱﾝ･ﾌｪｽﾀﾝ n.m ご馳走                                           「補語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                          「主語」 

vois ｳﾞゎ 1 単現(voir)v.t 見える                             「動詞」 

là! ﾗｰ adv. そこに                                         「副詞」 

L’ogre ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼は                                             「主語」 

poussa ﾌﾟｯｻ 3 単過(pousser)v.t（声を）発した                              「動詞」 

un cri de joie. ｱﾝ･ｸﾘ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭゎ n.m 喜びの叫びを、歓声を                「目的語」 

Vite, ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに                                                  「副詞」 

mon couteau!》ﾓﾝ･ｸﾄ n.m 俺の包丁を                                   「目的語」 
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  動詞が省略されている emporte ｵﾝﾎﾟﾙﾄｩ 命・2 単現(emporter)v.t 持って来い 

 

子供たちが鬼の前で怯えている間に、妻は人食い鬼に子供たちに手を出さないように頼み

込んでいました。［A-4］ 

 Tandis que les enfants restaient terrifiés devant le monstre, sa femme le supplia de les 

laisser :                                「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Tandis que ﾄﾝﾃﾞｨ･ｸ conj. 〜する間に                                    「副詞節」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちが                            「主語」 

restaient ﾚｽﾃ 3 複半(rester)v.i 〜のままでいた                      「動詞」 

terrifiés ﾃﾘﾌｨｴ 過去分詞･受動(terrifier)adj.pl 怯えた                「補語」 

devant le monstre, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾙ･ﾓﾝｽﾄﾙ adv. 鬼の前で                「副詞句」 

sa femme ｻ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

le ﾙ pron 人食い鬼に                                                   「目的語」 

supplia ｽﾌﾟﾘｱ 3 単過(supplier)v.t(qn de+不定詞) 懇願した                   「動詞」 

de les laisser : ﾄﾞｩ･ﾚ･ﾚｯｾ 不定詞(+les) v.t 彼らに構わない、ほうっておく     「補語」 

 

娘たちはまだあまり危険ではなかったのですが、彼らのかぎ型の鼻や鋭い歯はすでに父親

のものに似ていました。［A-4］ 

Celles-ci n’étaient pas encore trop méchantes, mais leur nez crochu et leur dents pointues 

ressemblaient déjà à ceux du père. 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」mais「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Celles-ci ｾﾙ･ｼ pron.pl 娘たちは                                           「主語」 

n’étaient pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 複半･否定(être)v.i 〜でなかった                       「動詞」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ                                                   「副詞」 

trop méchantes, ﾄﾛ･ﾒｼｮﾝﾄ adj.f.pl（否定文で）あまり危険な                 「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

leur nez ﾚｰﾙ･ﾈ n.m 彼等の鼻は                                           「主語」 

crochu ｸﾛｼｭ adj. かぎ型の                                        「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

leur dents ﾚｰﾙ･ﾄﾞﾝ pl.n.f 彼らの歯は                                      「主語」 

pointues ﾌﾟゎﾝﾁｭ adj.f.pl 鋭い                                     「形容詞」 

ressemblaient ﾙｿﾝﾌﾞﾚ 3 複半(ressembler)v.i(à に) 似ていた                  「動詞」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. すでに                                                   「副詞」 

à ceux du père. ｱ･ｽｰ･ｼﾞｭ･ﾍﾟｰﾙ adv. 父親のそれらに                   「間接目的語」 
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子供たちはとても疲れていたので、すぐに寝付きました。［A-4］ 

Les garçons étaient tellement fatigués qu’ils s’endormirent tout de suite. 

「主語」「動詞」「補語」qu’「主語」「動詞句」「副詞句」 

Les garçons ﾚ･ｷﾞｬﾙｿﾝ pl.n.m 子供たちは                                   「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

tellement fatigués ﾃﾙﾓﾝ･ﾌｧﾁｹﾞ adj.pl とても疲れた                         「補語」 

qu’ ｸ conj.（結果）大変．．．なので〜する 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

s’endormirent ｿﾝﾄﾞﾙﾐｰﾙ 3 複過(s’endormir)v.pr 寝付いた                  「動詞句」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                 「副詞句」 

 

しかし末っ子だけは目を覚ましたままでした：彼は、兄たちが頭に被っている帽子を娘たち

の冠と取り換えるために、家じゅうが寝付くのを待っていたのです。［A-4］ 

Mais seul le benjamin resta réveillé : il attendait que toute la maison se fût endormie 

pour remplacer les bonnets que portaient ses s sur leur tête avec les couronnes des filles...               

Mais「主語」「動詞」「補語」：「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

seul le benjamin ｽｰﾙ･ﾙ･ﾊﾞﾝｼﾞｬﾏﾝ n.m 末っ子だけは                         「主語」 

resta ﾚｽﾀ 3 単過(rester)v.i 〜のままでいた                                 「動詞」 

réveillé : ﾚｳﾞｪｲｪ 過去分詞(réveiller)adj. 目覚めた                           「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

attendait ｱﾄﾝﾃﾞ 3 単半(attendre)v.t 待っていた                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

toute la maison ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家中が                             「主語」 

se fût endormie ｽ･ﾌｭ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐｰ 接・3 単半･完了形.f(s’endormir) 

v.pr 寝付いた                                                 「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

remplacer ﾛﾝﾌﾟﾗｾ 不定詞 v.t 取り替える                            「動詞」 

les bonnets ﾚ･ﾎﾞﾈ pl.n.m 帽子を                                 「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

portaient ﾎﾟﾙﾃ 3 複半(porter)v.t かぶっていた      「動詞」 

ses frères ｾ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 兄たちが                 「主語」 

sur leur tête ｼｭｰﾙ･ﾚｰﾙ･ﾃｯﾄ adv. 頭に            「副詞句」 

avec les couronnes des filles... ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚ･ｸﾛﾝｳ･ﾃﾞ･ﾌｨｰﾕ 

   adv. 娘たちの冠と                                            「副詞句」 
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まだ目覚めていた親指小僧は、人食い鬼が自分に近づいてくるのを感じました。［A-4］ 

 Le Petit Poucet, toujours éveillé, le sentit s’approcher de lui.  「主語」「動詞」「補語」 

Le Petit Poucet, ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                              「主語」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. 相変わらず、まだ〜の                  「副詞」 

éveillé, ｴｳﾞｪｲｪ 過去分詞(éveiller)adj. 目覚めていた                  「形容詞」 

le ﾙ pron 人食い鬼が                                                   「目的語」 

sentit ｿﾝﾃｨ 3 単過(sentir)v.t 感じた                                        「動詞」 

s’approcher ｻﾌﾟﾛｼｪ 不定詞 v.pr(de に) 近づく                              「補語」 

de lui. ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 自分に                                   「間接目的語」 

 

翌日、人食い鬼は妻に子供たちを起こしに行くように言いつけました。［A-4］ 

 Le lendemain, l’ogre demanda à sa femme d’aller réveiller les garçons. 

「副詞句」「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Le lendemain, ﾙ･ﾛﾝﾄﾞｩﾓﾝ n.m 翌日                                      「副詞句」 

l’ogre ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼は                                              「主語」 

demanda ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(demander)v.t 求めた、言いつけた                  「動詞」 

à sa femme ｱ･ｻ･ﾌｧﾑ adv. 妻に                                      「間接目的語」 

d’aller réveiller ﾀﾞﾚ･ﾚｳﾞｪｲｴ 不定詞(aller+不定詞) 

   v.i 起こしに行く                                                      「補語」 

les garçons. ﾚ･ｷﾞｬﾙｿﾝ pl.n.m 男の子たちを                         「目的語」 

 

しかし妻は、娘たちが自分たちが流した血の海で横たわっているのを見て、ショックで気を

失いました。［A-4］ 

Mais lorsqu’elle vit ses filles nager dans leur sang, la femme s’évanouit par choc. 

Mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

lorsqu’ ﾛﾙｽｷ conj. 〜した時                                            「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                               「主語」 

vit ｳﾞｨ 3 単過･知覚動詞(voir)v.t(O+不定詞 O が〜するのを) 見た      「動詞」 

ses filles ｾ･ﾌｨｰﾕ pl.n.f 娘たちが                                  「目的語」 

nager ﾅｼﾞｪ 不定詞 v.i 泳いでいる                                   「補語」 

dans leur sang, ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｿﾝ adv. 自分たちが流した血の海で    「副詞句」 

la femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                  「主語」 

s’évanouit ｾｳﾞｧﾇｲ 3 単過(s’évanouir)v.pr 気を失った                      「動詞句」 

par choc. ﾊﾟﾙ･ｼｮｯｷ adv. ショックのために                                「副詞句」 
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バケツ一杯の水を妻の顔にかけて目覚めさせた後で、怒りで真っ赤になった人食い鬼は、7

里の長靴を履いて大急ぎで子供たちを探しに飛び出していきました。［A-4］ 

 Après avoir jeté un seau d’eau à la figure de sa femme pour la faire revenir à elle, l’ogre, 

rouge de colère, chaussa ses bottes de sept lieues et se lança à la recherche des garçons... 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」et「動詞句」「間接目的語」 

Après +不定詞･完了形 ｱﾌﾟﾚ adv. 〜した後で                              「副詞句」 

avoir jeté ｱｳﾞゎ-ﾙ･ｼﾞｭﾃ 不定詞･完了形(jeter)v.t 投げかけた         「動詞句」 

un seau d’eau ｱﾝ･ｿｰ･ﾄﾞｰ n.m バケツ一杯の水を                   「目的語」 

à la figure de sa femme ｱ･ﾗ･ﾌｨｷﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｻ･ﾌｧﾑ adv. 妻の顔に      「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                            「副詞句」 

la ﾗ pron 彼女を                                       「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞･使役 v.t 〜させる                         「動詞」 

revenir ﾙｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i 戻る                             「補語」 

à elle, ｱ･ｴﾙ adv. 自分自身に                    「間接目的語」 

  → 目覚めさせるために 

l’ogre, ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼は                                             「主語」 

rouge de colère, ﾙｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｺﾚｰﾙ adj. 怒りで真っ赤になった        「形容詞句」 

chaussa ｼｮｻ 3 単過(chausser)v.t（靴を）履いた                             「動詞」 

ses bottes ｾ･ﾎﾞｯﾄ pl.n.f 長靴を                                          「目的語」 

de sept lieues ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ﾘｭｰ adj. 7 里の（1 里は 4Km）            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

se lança ｽ･ﾛﾝｻ 3 単過(sse lancer)v.pr 大急ぎで飛び出した                  「動詞句」 

à la recherche ｱ･ﾗ･ﾙｼｪﾙｼｭ adv. 捜索に                               「間接目的語」 

des garçons... ﾃﾞ･ｷﾞｬﾙｿﾝ adj. 子供たちの                   「形容詞句」 

 

そうです、不思議な力をもった 7 里の長靴は、それを履いた者がたった数歩で何里も走り

里回れるようにしてくれるのでした。［A-4］ 

Oui, les bottes de sept lieues étant magiques permettaient à celui qui les chaussait de 

parcourir en quelques pas des lieues et des lieues... 

「応答」,「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Oui, ｳｨ adv. そうです                                                    「応答」 

les bottes de sept lieues ﾚ･ﾎﾞｯﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ﾘｭｰ pl.n.f 7 里の長靴は             「主語」 

étant ｴﾄﾝ 現在分詞(être)v.i 〜である                             「形容詞句」 

magiques ﾏｼﾞｯｷ adj. 不思議な力をもった                   「補語」 

permettaient ﾍﾟﾙﾒﾃ 3 複半(permettre)v.t 可能にした                        「動詞」 

à celui ｱ･ｽﾘｭｲ adv. 人に                                            「間接目的語」 
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qui ｷ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

les ﾚ pron.pl 長靴を                               「目的語」 

chaussait ｼｮｾ 3 単半(chausser)v.t 履いた              「動詞」 

de parcourir ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾙｸﾘｰﾙ 不定詞 v.t 走り回る                              「補語」 

en quelques pas ｵﾝ･ｹﾙｸ･ﾊﾟ adv. 数歩で                             「副詞句」 

des lieues et des lieues... ﾃﾞ･ﾘｭｰ･ｴ･ﾃﾞ･ﾘｭｰ pl.n.f 何里も              「目的語」 

 

親指小僧と兄たちが家まであと 100 歩のところに来たとき、彼らは人食い鬼が途方もない

速度で自分たちのほうへ近づいてくるのに気づきました。［A-4］ 

 Le Petit Poucet et ses frères n’étaient plus qu’à cent pas de leur maison, quand ils virent 

l’ogre s’approcher vers eux à une vitesse extraordinaire. 

「主語」「副詞句」「動詞」「副詞句」,quand「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Le Petit Poucet et ses frères ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ･ｴ･ｾ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 親指小僧と兄たちは「主語」 

n’ ...plus qu’à cent pas de leur maison,  ﾇ...ﾌﾟﾘｭ･ｸゎ･ｿﾝ･ﾊﾟﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ﾒｿﾞﾝ 

 adv. 自分たちの家から 100 歩しかないところに                        「副詞句」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i（存在）〜にいた                                 「動詞」 

quand ｺﾝ その時                                                        「副詞」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

virent ｳﾞｨｰﾙ 3 複過･知覚(voir)v.t 見えた、気が付いた                       「動詞」 

l’ogre ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼が                                            「目的語」 

s’approcher ｻﾌﾟﾛｼｪ 不定詞 v.pr 近づいてくる                               「補語」 

vers eux ｳﾞｪｰﾙ･ｲ adv. 彼らのほうに                                 「副詞」 

à une vitesse ｱ･ﾕﾝﾇ･ｳﾞｨﾃｽ adv. 速度で                             「副詞句」 

extraordinaire. ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾈｰﾙ adj. 途方もない              「形容詞」 

 

その間に、親指小僧は兄たちに家に戻るように言いました。［A-4］ 

 Pendant ce temps, le Petit Poucet ordonna à ses frères de regagner la maison. 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Pendant ce temps, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｽ･ﾄﾝ adv. その間に、鬼が寝ている間に          「副詞句」 

le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                               「主語」 

ordonna ｵﾙﾄﾞﾅ 3 単過･使役(ordonner)v.t 命じた                            「動詞」 

à ses frères ｱ･ｾ･ﾌﾚｰﾙ adv. 兄たちに                                     「目的語」 

de regagner ﾄﾞｩ･ﾙｶﾞﾆｪ 不定詞 v.t 戻る                                     「補語」 

la maison. ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家に                                        「目的語」 
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運に恵まれて、親指小僧はやっと自分の家に戻りました。家族はみな大喜びで彼を迎え、皆

一緒に幸せに暮らしました。［A-4］ 

Avec la fortune, le Petit Poucet retourna enfin chez lui. Toute la famille l’accueillit avec 

grande joie et vécut heureuse ensemble... 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

et「動詞」「補語」「副詞」 

Avec la fortune, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗ･ﾌｫﾙﾁｭﾇ adv. 運に恵まれて                      「副詞句」 

le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                               「主語」 

retourna ﾙﾄｩﾙﾅ 3 単過(retourner)v.i 戻った                                「動詞」 

enfin chez lui. ｵﾝﾌｧﾝ･ｼｪ･ﾘｭｲ adv. やっと自分の家に                   「間接目的語」 

Toute la famille ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾌｧﾐｰﾕ n.f 家族はみな                               「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

accueillit ｱｸｲｲ 3 単過(accueillir)v.t 迎えた                                 「動詞」 

avec grande joie ｱｳﾞｪｯｷ･ｸﾞﾛﾝ･ｼﾞｭﾜ adv. 大喜びで                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

vécut ｳﾞｪｷｭ 3 単過(vivre)v.i 暮らした                                      「動詞」 

heureuse ｳﾙｰｽﾞ adj.f 幸せな                                              「補語」 

ensemble... ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. みんな揃って、皆一緒に                          「副詞」 

 

つまり、王子様の出身地の惑星が、せいぜい一軒の家より大きいぐらいだということ！ 

［B-4］ 

c’est que sa planète d’origine était à peine plus grande qu’une maison! 

「主語」「動詞」「補語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

sa planète d’origine ｻ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ﾄﾞﾘｼﾞﾇ n.f 彼の出身地の惑星は          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

à peine plus grande ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾌﾟﾘｭ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ 

 adj. かろうじて少し大きい                                       「補語」 

à peine ほとんどない、せいぜい、かろうじて 

qu’une maison ｷｭﾝﾇ･ﾒｿﾞﾝ adv. 一軒の家よりも      「副詞句：grande」 
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地球とか木星とか火星とか金星とかのように、名前の付いている大きな惑星の他に何百と

いう星があって、それらが、時には小さすぎて望遠鏡でもなかなか見えないということを、

良く知っていた。［B-4］ 

Je savais bien qu’en dehors des grosses planètes comme la Terre, Jupiter, Mars, Vénus, 

auxquelles on a donné des noms, il y en a des centaines d’autres qui sont quelquefois si 

petites qu’on a beaucoup de mal à les apercevoir au télescope.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

savais ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                                   「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                              「副詞：savais」 

qu’ ｸ conj. 〜と言う事を                                                「目的語」 

「目的語」の内容は、「副詞句」「動詞句」「主語」「形容詞節」という複雑な構成 

en dehors des grosses planètes ｺﾝ･ﾄﾞｩｵｰ･ﾃﾞ･ｸﾞﾛｽ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

   adv. 大きな惑星以外に                                       「副詞句」 

en dehors de 〜以外の、grosses planètes 大きな惑星 

comme ｺﾑ conj. 〜のような                                   「形容詞句」 

la Terre, Juppiter, Mars, Vénus ﾗ･ﾃｰﾙ･ｼﾞｭﾋﾟﾃﾙ･ﾏﾙｽ･ｳﾞｪﾆｭｽ 

   pl.n.f 地球とか木星とか火星とか金星とか             「目的語」 

auxquelles ｵｹﾙ adv. (à lesquelles) それらに〜する     「形容詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                               「主語」 

a donné ｱ･ﾄﾞﾈ 3 単現･完了形(donner) 

v.t（名前を）与えた、付けた               「動詞句」 

des noms ﾃﾞ･ﾉﾝ pl.n.m 名前を            「直接目的語」 

il y en a ｲ･ﾘ･ｵ･ﾅ 3 単現(avoir)v.t ある                            「動詞句」 

des centaines d’autres ﾃﾞ･ｿﾝﾃｰﾇ･ﾄﾞｰﾄﾙ 

 n. 何百という名前の無い惑星が                                 「主語」 

  autres 別の（惑星） → 名前の付けられていない惑星 

qui ｷ pron それらは（autres）〜する                          「形容詞節」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                          「動詞」 

quelquefois ｹﾙｸﾌゎ adv. 時には                          「副詞」 

si petites ｼ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ adj. 大変小さいので                  「補語」 

qu’ ｸ conj.（si ... que 〜）（大変．．．なので）〜する      「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                                 「主語」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t ある                          「動詞」 

beaucoup de mal ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾏﾙ n.m 大変な苦労が   「目的語」 

à les apercevoir ｱ･ﾚ･ｻﾞﾍﾟﾙｽｳﾞゎ-ﾙ 
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 adv. それらを見るのに                       「副詞句」 

au télescope ｵ･ﾃﾚｽｺﾌﾟ adv. 望遠鏡で             「副詞句」 

 

たとえば、それを「小惑星 3251 番」と呼ぶ。［B-4］ 

Il l’appelle par exemple: 《l’astéroïde 3251》. 

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」:《「補語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

l’ ﾗ pron その惑星を                                                「間接目的語」 

appelle ｱﾍﾟﾙ 3 単現(appler)v.t ．．．を〜と呼ぶ、名づける                    「動詞」 

par exemple ﾊﾟｰ･ﾚｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾙ adv. 例えば                                 「副詞句」 

l’astéroïde 3251 ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾄﾛゎﾐﾙ･ﾄﾞｩｿﾝ･ｻﾝｺｰﾝﾃ･ｱﾝ 

 n.m 《小惑星 3251 番》と                                             「補語」 

 

僕には王子様の出身の惑星が小惑星 B612 番であると信ずるに足る真面目な理由がある。 

［B-4］ 

J’ai de sérieuses raisons de croire que la planète d’où venait le petit prince est l’astéroïde 

B612.                                                   「主語」「動詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t （僕には〜が）ある                                   「動詞」 

de sérieuses raisons ﾄﾞｩ･ｾﾘｭｰｽﾞ･ﾚｿﾞﾝ pl.n.f 真面目な理由が               「目的語」 

  形容詞+名詞に不定冠詞 des がつく時は de に変わる 

de croire ﾄﾞｩ･ｸﾙゎ-ﾙ adj. 〜と信ずるだけの                            「形容詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                     「目的語」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星                         「主語」 

d’où ﾄﾞｩ adv. そこから                               「形容詞節」 

venait ｳﾞﾈ 3 単半(venir)v.i 来た                 「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   n.m 王子様が                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                             「動詞」 

l’astéroïde B612 ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾍﾞ･ｼ･ｿﾝ･ﾄﾞｩｰｽﾞ 

   n.m 《小惑星 B612 番》                               「補語」 
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ところが着ていた服が理由で、誰も彼を信用しようとしなかった。大人の人というのは、そ

んなものなのだ。［B-4］ 

Mais personne ne l’avait cru à cause de son costume. Les grande personnes sont comme 

ça.              Mais「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f 誰も                                                 「主語」 

ne l’avait cru ﾇ･ﾗｳﾞｪ･ｸﾘｭ 3 単現･完了形･否定(croire +l’) 

   v.t 彼を信用しなかった                                      「動詞句」「目的語」 

à cause de son costume ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｺｽﾁｭｰﾑ adv. 彼の服のせいで         「副詞句」 

Les grande personnes ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pl.n.f 大人というのは               「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

comme ça ｺﾑ･ｻ pron そのようなもの                                       「補語」 

 

すると今度は、みんなが彼の見解に同意した。［B-4］ 

Et cette fois-ci tout le monde fut de son avis.      Et「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Et ｴ conj. そして 

cette fois-ci ｾｯﾄ･ﾌゎ･ｼ adv. 今度という今度は                            「副詞句」 

  -ci は強意 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron すべての人が                                「主語」 

fut ﾌｭ 3 単過(être)v.i 〜だった                                            「動詞」 

de son avis ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾅｳﾞｨ adv. 彼と同意見の、彼に同意した                   「補語」 

  être de son avis 人の意見に同意する 

 

小惑星 B612 番について、このように些細な事を君たちに語ったのは、またその番号を明か

したのは、大人の人たちが原因。［B-4］ 

  Si je vous ai raconté ces détails sur l’astéroïde B612 et si je vous ai confié son numéro, 

c’est à cause des grandes personnes.   「副詞節」et「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Si ｼ conj.（事実の提示：主節 c’est ...で理由を説明する）〜であるのは       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

vous ｳﾞ pron 君たちに                                     「間接目的語」 

ai raconté ｴ･ﾗｺﾝﾃ 1 単現･完了形(raconter)v.t 語った              「動詞句」 

ces détails sur l’astéroïde B612 ｾ･ﾃﾞﾀｲﾕ･ｼｭｰﾙ･ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾍﾞ･ｼ･ｿﾝ･ﾄﾞｩｰｽﾞ 

   pl.n.m 小惑星 B612 に関する些細なことを                 「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj.（事実の提示：主節 c’est ...で理由を説明する）〜であるのは       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                「主語」 
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vous ｳﾞ pron 君たちに                                    「間接目的語」 

ai confié ｴ･ｺﾝﾌｨｴ 1 単現･完了形(confier)v.t 打ち明けた           「動詞句」 

son numéro ｿﾝ･ﾆｭﾒﾛ n.m その番号を                       「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à cause des grandes personnes ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ 

   adv. 大人たちのせいで                                                 「補語」 

 

かくして、もし彼らに、「王子様が存在していたという証拠、それは、王子様が素敵だった、

にこにこしていた、羊を欲しがったということだ。［B-4］ 

  Ainsi, si vous leur dites, 《La preuve que le petit prince a existé c’est qu’il était 

ravissant, qu’il riait, et qu’il voulait un mouton.  

「副詞」, si「主語」「間接目的語」「動詞」,《「主語」「動詞」「補語」 

Ainsi ｱﾝｼ adv. こんなわけで                                              「副詞」 

si ｼ conj. もし〜すると                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君が                                              「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                      「間接目的語」 

dites ﾃﾞｨｯﾄ 2 複現(dire)v.t （次のように）言う                    「動詞」 

La preuve ﾗ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ n.f 証拠                                              「主語」 

que ｸ conj. 〜ということ                              「形容詞節：preuve」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様が        「主語」 

a existé ｱ･ｴｸﾞｼﾞｽﾃ 3 単現･完了形(exister) 

   v.i 存在していた                           「動詞句」 

c’ ｽ pron それ（証拠）は                                                 「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                  「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                    「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                     「動詞」 

ravissant ﾗｳﾞｨｿﾝ adj. すばらしい                                    「補語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                  「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                    「主語」 

riait ﾘｴ 3 単半(rire)v.i 笑っていた                                   「動詞」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                  「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                    「主語」 

voulait ｳﾞﾚ 3 単半(vouloir)v.t 欲しがった                            「動詞」 
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un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                      「目的語」 

 

人が羊を欲しがれば、その人が存在している証拠になる」などと言えば、彼らは肩をすくめ、

君たちを子ども扱いするだろう！［B-4］ 

Quand on veut un mouton, c’est la preuve qu’on existe》, elles hausseront les épaules et 

vous traiteront d’enfant!       「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」》, 

「主語」「動詞」「目的語」et「目的語」「動詞」「補語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜すると                                               「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                「主語」 

veut ｳﾞ 3 単現(vouloir)v.t 欲しがる                               「動詞」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                   「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                            「動詞」 

la preuve ﾗ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ n.f 証拠                                             「補語」 

qu’ ｸ conj.（同格）〜という                           「形容詞節：preuve」 

on ｵﾝ pron その人が                          「主語」 

existe ｴｸﾞｼﾞｽﾄｩ 3 単現 (exister)v.i 存在している 「動詞」 

elles ｴﾙ pron.pl. 彼らは                                                  「主語」 

hausseront ｵｾﾛﾝ 3 複未(hausser)v.t すくめるだろう                         「動詞」 

les épaules ﾚ･ｾﾞﾎﾟｰﾙ pl.n.f 肩を                                         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

vous ｳﾞ pron 君を                                                     「目的語」 

traiteront ﾄﾚﾃﾛﾝ 3 複未(traiter)v.t 扱うだろう                              「動詞」 

d’enfant ﾄﾞﾝﾌｫﾝ adj. 子供として                                           「補語」 

 

しかしながら、「王子様の出身である星は、B612 番という小惑星だった」と言えば、大人た

ちは納得し、そっとしておいてくれるだろう。［B-4］ 

Mais si vous leur dites: 《La planète d’où il venait est l’astéroïde B612》, alors elles seront 

convaincues, et elles vous laisseront tranquille avec leurs questions.  

Mais si「主語」「間接目的語」「動詞」:《「主語」「動詞」「補語」》, 

「副詞」「主語」「動詞句」et「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君が                                              「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                      「間接目的語」 

dites ﾃﾞｨｯﾄ 2 複現(dire)v.t 言う                                   「動詞」 
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La planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星は                                       「主語」 

d’où ﾄﾞｩ adj. そこから                                          「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                           「主語」 

venait ｳﾞﾈ 3 単半(venir)v.i 来た                            「動詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

l’astéroïde B612 ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾍﾞ･ｼ･ｿﾝ･ﾄﾞｩｰｽﾞ n.m 小惑星 B612                  「補語」 

alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

elles ｴﾙ pron.pl.f. 大人たちは                                             「主語」 

seront convaincues ｽﾛﾝ･ｺﾝｳﾞｧﾝｷｭ 3 複未･受動(convaincre) 

   v.t 納得するだろう（納得させられるだろう）                          「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

vous ｳﾞ pron 君を                                                     「目的語」 

laisseront ﾚｽﾛﾝ 3 複未(laisser)v.t 〜のままにしておくだろう                 「動詞」 

tranquille ﾄﾛﾝｷﾙ adj. 静かな                                              「補語」 

avec leurs questions ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚｰﾙ･ｹｽﾁｮﾝ adv. 彼らの質問から          「副詞句」 

 

彼の事をここに書こうとしているのは、彼を忘れない為。友達を忘れるのは、悲しい事だ。 

［B-4］ 

Si j’essaie ici de le décrire, c’est afin de ne pas l’oublier. C’est triste d’oublier un ami.  

Si「主語」「動詞句」「副詞」, 「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「補語」「主語」 

Si ... c’est 〜 ｼ...ｾ 〜conj.（事実の提示）．．．であるのは〜だからだ 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                          「主語」 

essaie ... de le décrire ｴｾ...ﾄﾞｩ･ﾙ･ﾃﾞｸﾘｰﾙ 1 単現(essayer de+不定詞+le) 

   v.t 彼のことを書こうとしている                                       「動詞句」 

ici ｲｼ adv. ここに                                                        「副詞」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

afin de+不定詞 ｱﾌｧﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜するため                                  「補語」 

ne pas l’oublier ﾇ･ﾊﾟ･ﾙﾌﾞﾘｴ 不定詞句 n. 彼を忘れない                 「動詞」 

C’ ｽ pron 形式主語 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

triste ﾄﾘｽﾄ adj. 悲しい                                                   「補語」 

d’oublier un ami ﾄﾞｩﾌﾞﾘｴ･ｱ･ﾅﾐ 不定詞句 n. 友達を忘れること                「主語」 
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誰もが友達を持ったことがあるわけではないんだ。それに、ぼくも数字にしか興味がない大

人たちと同じような人間になるかもしれない。［B-4］ 

Tout le monde n’a pas eu un ami. Et je puis devenir comme les grandes personnes qui ne 

s’intéressent plus qu’aux chiffres.  

「主語」「動詞句」「目的語」┃Et「主語」「動詞句」「補語」 

Tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n.m すべての人が、誰もが                        「主語」 

n’a pas eu ﾅ･ﾊﾟ･ｼﾞｭ 3 単現･完了形･否定(avoir) 

v.t （部分否定）持ったことがある訳ではない                          「動詞句」 

un ami ｱ･ﾅﾐ n.m 友達を                                               「目的語」 

Et ｴ conj.（強調）しかも 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

puis devenir ﾋﾟｭｲ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ 1 単現･推量(pouvoir+不定詞) 

   v.i (puis は peux の文語) 〜になるかもしれない                         「動詞句」 

comme les grandes personnes ｺﾑ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ 

   adv. 大人たちのように                                                 「補語」 

qui ｷ pron 〜する                                              「形容詞節」 

ne s’intéressent ﾇ･ｻﾝﾃﾚｽ 3 複現･否定(s’intéresser) 

   v.pr (à に) 興味がない                                「動詞句」 

plus qu’aux chiffres ﾌﾟﾘｭ･ｺ･ｼﾌﾙ 

 adv. 数字にしか                                  「間接目的語」 

 

だから僕が絵具箱と鉛筆も買ったのは、そのためなんだ。［B-4］ 

C’est donc pour ça encore que j’ai acheté une boîte de couleurs et des crayons.  

「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

donc pour ça encore ﾄﾞﾝ･ﾌﾟｰﾙ･ｻ･ｵﾝｺｰﾙ adv. だからその為でも                「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

ai acheté ｴ･ｱｼｭﾃ 1 単現･完了形(acheter)v.t 買った                  「動詞句」 

une boîte de couleurs et des crayons ﾕﾝﾇ･ﾌﾞゎｯﾄ･ﾄﾞｩ･ｸﾚｰﾙ･ｴ･ﾃﾞ･ｸﾚﾖﾝ 

   pl.n. 絵具箱と鉛筆を                                          「目的語」 
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6 歳の時、中の見えないボア大蛇と中の見えるボア大蛇を描いたほかに、これといった絵を

描いたことがなかった僕が、この年になってまた絵を描くのは、辛いことなんだ！［B-4］ 

C’est dur de se remettre au dessin, à mon âge, quand on n’a jamais fait d’autres 

tentatives que celle d’un boa fermé et celle d’un boa ouvert, à l’âge de six ans!  

「動詞」「補語」「主語」「副詞句」 

C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

dur ﾃﾞｭｰﾙ adj. 困難な、辛い                                              「補語」 

de se remettre ﾄﾞｩ･ｽ･ﾙﾒｯﾄﾙ n.(de+不定詞 se remettre)  

   (à qch) また〜し始めることは                                          「主語」 

au dessin ｵ･ﾃﾞｻﾝ adv. 絵を描くことを                         「間接目的語」 

à mon âge ｱ･ﾓ･ﾅｰｼﾞｭ adv. この年になって                               「副詞句」 

quand ｺﾝ adj. 〜の時                                   「形容詞節：âge」 

on ｵﾝ pron 自分は                                 「主語」 

n’a jamais fait ﾅ･ｼﾞｬﾒ･ﾌｪ 1 単現･完了形･否定(faire) 

   v.t したことがなかった                        「動詞句」 

d’autres tentatives ﾄﾞｰﾄﾙ･ﾄﾝﾀﾃｨｳﾞ 

 pl.n.f 別のことを                             「目的語」 

que ｸ conj.（否定分で）〜以外に               「形容詞句」 

celle d’un boa fermé et celle d’un boa ouvert ｾﾙ･ﾀﾞﾝ･ﾎﾞｱ･ﾌｪﾙﾒ･ｴ･ｾﾙ･ﾀﾞﾝ･ﾎﾞｱ･ｳｳﾞｪｰﾙ 

   pl.n.f 中の見えないボア大蛇と中の見えるボア大蛇 

「目的語」 

à l’âge de six ans ｱ･ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 歳の時に 

「副詞句」 

 

僕の友達は、一度だって説明してくれなかった。ひょっとして、僕を自分と同じような人間

だと思っていたのかもしれない。［B-4］ 

Mon ami ne donnait jamais d’explications. Il me croyait peut-être semblable à lui.  

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞」「補語」 

Mon ami ﾓ･ﾅﾐ n.m 僕の友達は                                            「主語」 

ne donnait jamais ﾇ･ﾄﾞﾈ･ｼﾞｬﾒ 3 単半･否定(donner) 

v.t 決してくれなかった                                              「動詞句」 

d’explications ﾃﾞｸｽﾌﾟﾘｶｼｮﾝ pl.n.f 説明を                                 「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私を                                                       「目的語」 

croyait ｸﾙﾜｲｴ 3 単半(croire)v.t 思っていた                                  「動詞」 
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peut-être ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ adv. 多分                                              「副詞」 

semblable à lui ｿﾝﾌﾞﾗﾌﾞﾙ･ｱ･ﾘｭｲ adj. 彼と同じような人間                    「補語」 

 

そんな時は彼に説明しなればならない。昨日は土曜日だったので、マリーが約束通りにやっ

て来た。［C-1-4］ 

Il faut alors lui donner des explications. Hier, c’était samedi et Marie est venue, comme 

nous en étions convenus. 「動詞句」「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「副詞」「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞句」「副詞節」 

Il faut +不定詞 ｲ･ﾌｫ 3 単現(falloir)v.h 〜しなければならない               「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. そんな時には                                            「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

donner ﾄﾞﾈ 不定詞 v.t（動作を）する                                    「動詞句」 

des explications. ﾃﾞ･ｾﾞｸｽﾌﾟﾘｶｼｵﾝ pl.n.f 説明を                       「直接目的語」 

Hier, ｲｪｰﾙ adv. 昨日は                                                   「副詞」 

c’ ｽ pron（日付）                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

samedi ｻﾑﾃﾞｨ n.m 土曜日                                                「補語」 

et ｴ conj. そして 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーが                                                   「主語」 

est venue, ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i やって来た                     「動詞句」 

comme ｺﾑ conj. 〜のように                                             「副詞節」 

nous ﾇ pron.pl 僕たちが                                          「主語」 

en ｵﾝ adv. それについて                                          「副詞」 

étions convenus. ｴﾁﾖﾝ･ｺﾝｳﾞﾆｭ 1 複半･完了形.pl(convenir) 

v.i 決めていた                                               「動詞句」 

 

僕はドレスの上から、彼女の引き締まった乳房を思い浮かべた。日に焼けた褐色の肌は、彼

女を花の姿にしていた。［C-1-4］ 

On devinait ses seins durs et le brun du soleil lui faisait un visage de fleur.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

On ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）僕は                                   「主語」 

devinait ﾄﾞｩｳﾞｨﾈ 3 単半(deviner)v.t 推察した、想像した                    「動詞」 

ses seins ｾ･ｻﾝ pl.n.m 彼女の乳房を                                     「目的語」 

durs ﾃﾞｭｰﾙ adj. 固い、引き締まった                             「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

le brun ﾙ･ﾌﾞﾗﾝ n.m その褐色は                                           「主語」 
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du soleil ｼﾞｭ･ｿﾚｲﾕ adj. 太陽による                               「形容詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女を                                                    「目的語」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.t にしていた                                     「動詞」 

un visage de fleur. ｱﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾌﾚｰﾙ n.m 花の姿                      「補語」 

 

午後 4 時の太陽はもうそれほど暑くなかったが、海水は生ぬるくて、小さな波が長くゆっ

たりと岸に寄せていた。マリーが一つ遊びを教えてくれた。［C-1-4］ 

Le soleil de quatre heures n’était pas trop chaud, mais l’eau était tiède, avec de petites 

vagues longues et paresseuses. Marie m’a appris un jeu.  

「主語」「動詞」「補語」mais「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽は                                              「主語」 

de quatre heures ﾄﾞｩ･ｷｬﾄ･ﾚｰﾙ adj. 午後 4 時の                    「形容詞句」 

n’était pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être)v.i 〜でなかった                         「動詞」 

trop chaud, ﾄﾛ･ｼｮ adj.（否定文で）あまり暑く〜ない                       「補語」 

mais ﾒ conj. それでも 

l’eau ﾛ n.f 水は                                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tiède, ﾁｴｰﾄﾞｩ adj. 生ぬるい                                               「補語」 

avec de ｱｳﾞｪｯｷ･ﾄﾞｩ adv.（様態）〜の状態である                          「副詞句」 

petites vagues ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞｧｰｸﾞ pl.n.f 小さい波                     「目的語」 

longues ﾛﾝｸﾞ adj.f.pl 長い                               「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

paresseuses. ﾊﾟﾚｽｰｽﾞ adj.f.pl ゆったりとした             「形容詞」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーは                                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a appris ｱ･ｱﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(apprendre)v.t 教えた                      「動詞句」 

un jeu. ｱﾝ･ｼﾞｭｰ n.m 遊びを                                         「直接目的語」 

 

だが、しばらく遊んでいると、口が塩の苦さで焼けたようになってしまった。［C-1-4］ 

Mais au bout de quelque temps, j’avais la bouche brûlée par l’amertume du sel.  

Mais「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「補語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

au bout de ｵ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ prep 〜の終わりに、〜の後で                        「副詞句」 

quelque temps, ｹﾙｸ･ﾄﾝ n.m しばらく                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t（avoir +O+C）（体の状態）O が C になった        「動詞」 

la bouche ﾗ･ﾌﾞｰｼｭ n.f 口が                                             「目的語」 

brûlée ﾌﾞﾘｭﾚ adj. 焼けた                                                 「補語」 

par l’amertume ﾊﾟｰﾙ･ﾗﾒﾙﾁｭｰﾑ adv. 苦さによって                         「副詞句」 

du sel. ｼﾞｭ･ｾﾙ adj. 塩の                                      「形容詞句」 

 

僕はマリーを抱き寄せた。それから大急ぎでバスに乗り、町に戻って、僕の部屋に入り、ベ

ッドに飛び込んだ。［C-1-4］ 

Je l’ai tenue contre moi et nous avons été pressés de trouver un autobus, de rentrer, 

d’aller chez moi et de nous jeter sur mon lit.  

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女を                                                       「目的語」 

ai tenue ｴ･ﾄｩﾆｭ 1 単現･完了形(tenir)v.t 抱いた                           「動詞句」 

contre moi ｺﾝﾄﾙ･ﾑゎ adv. 僕に向かって                                  「副詞句」 

  → 抱き寄せた 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ porn 僕たちは                                                    「主語」 

avons été pressés ｱｳﾞｫﾝ･ｾﾞﾃ･ﾌﾟﾚｯｾ 1 複現･完了形･受動･使役(presser) 

   v.t(+de+不定詞) 〜するように急き立てられた、大急いで〜した          「動詞句」 

de trouver ﾄﾞｩ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 不定詞 v.t 拾う、乗る                               「補語」 

un autobus, ｱﾝ･ｵﾄﾋﾞｭｽ n.m バスを                                「目的語」 

de rentrer, ﾄﾞｩ･ﾛﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 戻る                                       「補語」 

d’aller ﾀﾞﾚ 不定詞 v.i 〜に行く                                            「補語」 

chez moi ｼｪ･ﾑゎ adv. 僕の部屋に                                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de nous jeter ﾄﾞｩ･ﾇ･ｼﾞｭﾃ 不定詞(se jeter)v.pr 飛び込む                      「補語」 

sur mon lit. ｼｭｰﾙ･ﾓﾝ･ﾘ adv. 僕のベッドに                           「副詞句」 

→ 「浜辺でバスに乗り、アパートのベッドに飛び込む」までの、情欲に動かされた慌ただ

しい行動が 1 つの長い動詞句（avons été pressés+ de+不定詞）によって描かれている。 

 能動態の文で考えると、「presser nous de+不定詞」の nous が「目的語」なので、後に続

く一連の「de+不定詞」は目的語の動作を表す「補語」である。受動態によって、自分の意

識的な行動ではなく、衝動に突き動かされた行動であることを表している。 
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僕は窓を開けたままにしておいた。日に焼けた僕らの体の上を、夏の夜が流れていくのを感

じるのは心地よかった。［C-1-4］ 

J’avais laissé ma fenêtre ouverte et c’était bon de sentir la nuit d’été couler sur nos corps 

bruns.                  「主語」「動詞句」「目的語」「補語」et「動詞」「補語」「主語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais laissé ｱｳﾞｪ･ﾚｯｾ 1 単半･完了形(laisser)v.t(laisser+O+C) 

   v.t O を C のままにしておいた                                        「動詞句」 

ma fenêtre ﾏ･ﾌﾈｰﾄﾙ n.f 窓を                                            「目的語」 

ouverte ｳｳﾞｪﾙﾄ adj.f 開いた                                              「補語」 

et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は de sentir 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bon ﾎﾞﾝ adj. 快適な                                                      「補語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 n. 〜することは                                    「主語」 

sentir ｿﾝﾁｰﾙ 不定詞･知覚動詞 v.t 感じる                              「動詞」 

la nuit d’été ﾗ･ﾆｭｲ･ﾃﾞﾃ n.f 夏の夜を                                「目的語」 

couler ｸﾚ 不定詞(nuit の動作)v.i 流れる                               「補語」 

sur nos corps ｼｭｰﾙ･ﾉ･ｺｰﾙ adv. 僕らの体の上を                 「副詞句」 

bruns. ﾌﾞﾗﾝ adj. 褐色の、日に焼けた                  「形容詞」 

 

その時、レーモンの部屋で口論の物音が響き渡った。［C-1-4］ 

C’est à ce moment que les bruits d’une dispute ont éclaté chez Raymond. 

「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 節）強調構文「その時〜した」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à ce moment ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時に                                       「補語」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

les bruits ﾚ･ﾌﾞﾘｭｲ pl.n.m 物音が                                    「主語」 

d’une dispute ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾃﾞｨｽﾋﾟｭｯﾄ adj. 口論の                  「形容詞句」 

ont éclaté ｵﾝ･ｴｸﾗﾃ 3 複現･完了形(éclater)v.i 響き渡った、起こった    「動詞句」 

chez Raymond. ｼｪ･ﾚｰﾓﾝ adv. レーモンの部屋で                      「副詞句」 

 

マリーは、ひどいと言ったが、僕は何も答えなかった。［C-1-4］ 

Marie m’a dit que c’était terrible et je n’ai rien répondu.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーは                                                   「主語」 
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m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                     「動詞」 

terrible ﾃﾘﾌﾞﾙ adj. ひどい                                     「補語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’ai ...répondu. ﾈ...ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形･否定(repondre)v.t 答えなかった   「動詞句」 

rien ﾙﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

 

彼女は僕に警官を呼びに行くように頼んだが、僕は警官は嫌いだと答えた。［C-1-4］ 

Elle m’a demandé d’aller chercher un agent, mais je lui ai dit que je n’aimais pas les 

agents. 

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」mais「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                        「目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t(+de+不定詞) 

   v.t 〜するように頼んだ                                              「動詞句」 

d’aller chercher ﾀﾞﾚ･ｼｪﾙｼｪ 不定詞(aller+chercher)v.t 呼びに行く             「補語」 

un agent, ｱﾝ･ｱｼﾞｮﾝ n.m 警官を                                    「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                             「主語」 

n’aimais pas ﾈﾒ･ﾊﾟ 1 単半･否定･時制の一致(aimer) 

v.t 好きではない                                         「動詞句」 

les agents. ﾚ･ｻﾞｼﾞｮﾝ pl.n.m 警官を                           「目的語」 

 

警官は拾ってもよいとレーモンに言い渡し、さらに付け加えた：「だが、この次同じことが

あれば、警官はただの道化者ではないことを思い知らせるからな」［C-1-4］ 

L’agent a déclaré qu’il le pouvait et il a ajouté: «Mais la prochaine fois, tu sauras qu’un 

agent n’est pas un guignol.»        「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」： 

《Mais「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」》 
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L’agent ﾗｼﾞｮﾝ n.m 警官は                                                「主語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t 言い渡した                  「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron レーモンは                                            「主語」 

le ﾙ pron それを（拾うこと）                                   「目的語」 

pouvait ﾌﾟｳﾞｪ 3 単半･許可(pouvoir)v.t してもかまわない             「動詞」 

et ｴ conj. そして、さらに 

il ｲﾙ pron 警官は                                                        「主語」 

a ajouté: ｱ･ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajouter)v.t 付け加えた                    「動詞句」 

«Mais ﾒ conj. だが 

la prochaine fois, ﾗ･ﾌﾟﾛｼｪﾝﾇ･ﾌゎ adv. この次は                           「副詞句」 

  再び警官に対してくわえ煙草で喋った場合には 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

sauras ｿﾗ 2 単未･意志(savoir)v.t 知るだろう                               「動詞」 

   話者の意志として、「〜を思い知らせてやる」の意味になる 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

un agent ｱ･ﾅｼﾞｮﾝ n.m 警官は                                    「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                       「動詞」 

un guignol.» ｱﾝ･ｷﾞﾆｮﾙ n.m 人形芝居の道化者、指人形、滑稽な人    「補語」 

ギニョール guignol ： 

1808 年にフランスのローラン・ムルゲによって作られた指人形芝居の主人公の名。現在は

子供向けの娯楽として、ギニョールが面白おかしく悪者を退治する勧善懲悪の話やピノッ

キオなどのおとぎ話が主な出し物になっている。 

 

警官は彼に口を閉じるように言ってから、女は帰るようにと言い渡し、レーモンは警察署か

ら呼び出されるまで部屋に留まるように言い渡した。［C-1-4］ 

L’agent lui a dit de fermer ça, que la fille devait partir et lui rester dans sa chambre en 

attendant d’être convoqué au commissariat.  

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」,「目的語」 

L’agent ﾗｼﾞｮﾝ n.m 警官は                                                「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                      「目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

de fermer ﾄﾞｩ･ﾌｪﾙﾒ 不定詞 v.t 閉じる                                      「補語」 

ça, ｻ pron（gueule の代用）口を                                   「目的語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la fille ﾗ･ﾌｨｰﾕ n.f 女は                                            「主語」 
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devait partir ﾄﾞｩｳﾞｪ･ﾊﾟﾙﾃｰﾙ 3 単半･義務･時制の一致(devoir+不定詞) 

   v.i 帰るべきだ                                                「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

lui ﾘｭｲ pron 彼は                                                 「主語」 

rester ﾚｽﾃ 3 単半･義務･時制の一致(devoir+不定詞) 

   v.i 留まらなければならない                                    「動詞句」 

dans sa chambre ﾄﾞﾝ･ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. 部屋の中に                    「副詞句」 

en attendant ｵﾝ･ｱﾄﾝﾄﾞﾝ ジェルンディオ(attendre) 

adv.(de+不定詞) 〜するまで待って                              「副詞句」 

d’être convoqué ﾃﾞｰﾄﾙ･ｺﾝｳﾞｫｹ 不定詞･受動(convoquer) 

v.t 呼び出される                                       「動詞句」 

au commissariat. ｵ･ｺﾐｻﾘｱ adv. 警察署から                  「副詞句」 

 

そこでレーモンは釈明した：「俺は酔っちゃいませんぜ、お巡りのだんな。ただ俺はお巡り

さんの前にいると、震えてしまうんです。どうしようもないんだ」［C-1-4］ 

A ce moment, Raymond lui a expliqué: «Je ne suis pas soûl, monsieur l’agent. Seulement, 

je suis là, devant vous, et je tremble, c’est forcé.»  

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞」「補語」「呼びかけ」 

「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞」,「主語」「動詞」「補語」》 

A ce moment, ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時、そこで                              「副詞句」 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                           「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

a expliqué: ｱ･ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 3 単現･完了形(expliquer)v.t 説明した、釈明した      「動詞句」 

«Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                       「主語」 

ne suis pas ﾇ･ｼｭｲ･ﾊﾟ 1 単現･否定(être)v.i 〜でない                          「動詞」 

soûl, ｽﾙ adj. 酔った                                                      「補語」 

monsieur l’agent. ﾑｼｭ･ﾗｼﾞｮﾝ n.m お巡りのだんな                       「呼びかけ」 

Seulement, ｽﾙﾓﾝ adv. ただ                                               「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i（存在）いる                                      「動詞」 

là, devant vous, ﾗｰ･ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｳﾞ adv. お巡りさんの前に                   「副詞句」 

et ｴ conj. すると、だから 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

tremble, ﾄﾛﾝﾌﾞﾙ 1 単現(trembler)v.i 震える                                「動詞」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 
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forcé.» ﾌｫﾙｾ adj. 不可抗力の、避けがたい                                  「補語」 

 

マリーと僕は昼食の支度を終えたが、マリーは空腹ではなかったので、僕がほとんど全部食

べた。彼女は 1 時に帰り、僕は少し眠った。［C-1-4］ 

Marie et moi avons fini de préparer le déjeuner. Mais elle n’avait pas faim, j’ai presque 

tout mangé. Elle est partie à une heure et j’ai dormi un peu. 

「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Marie et moi ﾏﾘｰ･ｴ･ﾑゎ pl.n マリーと僕は                                 「主語」 

avons fini de préparer ｱｳﾞｫﾝ･ﾌｨﾆ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 1 複現･完了形(finir de+不定詞) 

   v.t 〜を支度するのを終えた                                          「動詞句」 

le déjeuner. ﾙ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ n.m 昼食                                         「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

n’avait pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(avoir)v.t（+無冠詞名詞）〜でなかった     「動詞句」 

faim, ﾌｧﾑ n.f 空腹（状態を表す「目的語」）                                「補語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ...mangé. ｴ...ﾓﾝｼﾞｪ 1 単現･完了形(manger)v.t 食べた                    「動詞句」 

presque tout ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｩ pron ほとんど全部を                             「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                     「主語」 

est partie ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形.f(partir)v.i 帰った                       「動詞句」 

à une heure ｱ･ﾕ･ﾈｰﾙ adv. 1 時に                                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dormi ｴ･ﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(dormir)v.i 眠った                         「動詞句」 

un peu. ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

 

それは彼も同じ意見だった。そして警官が何をしても無駄で、女が受けた殴打については何

も変わらないと指摘した。［C-1-4］ 

C’était aussi son avis, et il a observé que l’agent avait beau faire, il ne changerait rien 

aux coups qu’elle avait reçus.  

「主語」「動詞」「副詞」「補語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

aussi ｵｼ adv. もまた、同様に                                             「副詞」 
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son avis, ｿ･ﾅｳﾞｨ n.m 彼の意見                                            「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a observé ｱ･ｵﾌﾟｾﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(observer)v.t 指摘した                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

l’agent ﾗｼﾞｮﾝ n.m 警官が                                         「主語」 

avait beau +不定詞 ｱｳﾞｪ･ﾎﾞ 3 単半･無駄(avoir beau+不定詞) 

v.t 〜しても無駄だ                                           「動詞句」 

faire, ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

ne changerait rien ﾇ･ｼｮﾝｼﾞｭﾚ･ﾘﾔﾝ 条・3 単現･否定(changer) 

v.t 変えないだろう                                           「動詞句」 

aux coups ｵ･ｸｰ adv. 殴打について                                  「副詞」 

qu’ ｸ pron.pl（目的語）〜する                            「形容詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                「主語」 

avait reçus. ｱｳﾞｪ･ﾙｼｭ 3 単半･完了形(recevoir) 

v.t 受け取った、食らった                       「動詞句」 

 

彼は僕に、彼の証人になってもらう必要があると言った。［C-1-4］ 

Il m’a dit qu’il fallait que je lui serve de témoin.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                          「直接目的語」 

il fallait ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半･非人称・時制の一致(il falloir) 

v.h(que+接続法) 〜が必要である                           「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                    「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                     「目的語」 

serve ｾﾙｳﾞ 接・1 単現(servir) 

v.i(à qn de+無冠詞名詞)（人）に〜の役目を果たす       「動詞」 

de témoin. ﾄﾞｩ･ﾃﾑゎﾝ adv. 証人として                    「補語」 
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僕は、彼が自分に対してとても親切に感じたので、楽しいひと時だと思った。［C-1-4］ 

Je le trouvais très gentil avec moi et j’ai pensé que c’était un bon moment. 

「主語」「目的語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

le ﾙ pron 彼が                                                         「目的語」 

trouvais ﾄﾙｳﾞｪ 1 単半(trouver)v.t(qn+C 人が) 〜だと思った                  「動詞」 

très gentil ﾄﾚ･ｼﾞｮﾝﾃｲ adj. とても思いやりのある、親切な                    「補語」 

avec moi ｱｳﾞｪｯｷ･ﾑゎ adv. 僕に対して                               「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.t(que+直説法) と思った           「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

c’ ｽ pron これは                                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                        「動詞」 

un bon moment. ｱﾝ･ﾎﾞﾝ･ﾓﾓﾝ n.m 楽しいひと時                     「補語」 

 

彼は自分の部屋のドアを閉じた。僕は彼が行ったり来たりするのが聞こえた。それから彼の

ベッドがきしんだ。［C-1-4］ 

Il a fermé sa porte et je l’ai entendu aller et venir. Son lit a craqué.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」「補語」┃「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a fermé ｱ･ﾌｪﾙﾒ 3 単現･完了形(fermer)v.t 閉じた                          「動詞句」 

sa porte ｻ･ﾎﾟﾙﾄ n.f 彼の部屋のドアを                                    「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾙ pron 彼が                                                         「目的語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚(entendre) 

v.t（O+不定詞）O が〜するのが聞こえた                              「動詞句」 

aller et venir. ｱﾚ･ｴ･ｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i 行ったり来たりする                    「補語」 

Son lit ｿﾝ･ﾘ n.m 彼のベッドが                                            「主語」 

a craqué. ｱ･ｸﾗｯｹ 3 単現･完了形(craquer)v.i きしんだ                      「動詞句」 
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「副詞」の例文 

「副詞」は空間的な位置、順序、時間、様態や条件・原因・理由などを説明する。 

 

パリの詩人であるピエール・グラングワール氏に捧ぐ［A-5］ 

 À Monsieur Pierre Gringoire, poète à Paris.                             「副詞句」 

À ｱ prep 〜に（捧げる）                                               「副詞句」 

Monsieur Pierre Gringoire, ﾐｯｼｭｰ･ﾋﾟｪｰﾙ･ｸﾞﾗﾝｸﾞゎ-ﾙ 

 n.m ピエール・グラングワール氏                              「目的語」 

poète à Paris. ﾎﾟｴｯﾄ･ｱ･ﾊﾟﾘ adj.（同格）パリの詩人である  「形容詞句」 

 

君がどうしてそんなことをしたのか、僕にはわからない。少し考えてみろよ！［A-5］ 

 Je ne comprends pas pourquoi tu as fais ça. Réfléchis un peu!  

「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne comprends pas ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝ･ﾊﾟ 1 単現･否定(comprendre)v.t 分からない     「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. なぜ〜したかということが                          「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                    「主語」 

as fais ｱ･ﾌｪ 2 単現･完了形(faire)v.t した                            「動詞句」 

ça. ｻ pron そんなことを                                           「目的語」 

Réfléchis ﾚﾌﾚｼ 命・2 単現(réfléchir)v.i 考えなさい                          「動詞」 

un peu! ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

 

君は、パリの大きな新聞社でのコラムの仕事を断って、詩を書いて生計を立てることに決め

たんだって！［A-5］ 

Tu as refusé un travail de chroniqueur dans un grand journal à Paris, et tu as choisi de 

vivre en écrivant des poésies!「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

as refusé ｱ･ﾙﾌｭｾﾞ 2 単現･完了形(refuser)v.t 断った                       「動詞句」 

un travail ｱﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ n.m 仕事を                                       「目的語」 

de chroniqueur ﾄﾞｩ･ｸﾛﾆｹｰﾙ adj. コラムの                       「形容詞句」 

dans un grand journal à Paris, ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｼﾞｭﾙﾅﾙ･ｱ･ﾊﾟﾘ 

   adv. パリの大きな新聞社での                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

as choisi de vivre ｱ･ｼｭﾜｼﾞ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨｰｳﾞﾙ 2 単現･完了形･決心(choisir de+不定詞) 

   v.i 生活すると決めた                                                「動詞句」 
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en écrivant ｵﾝ･ｴｸﾘｳﾞｫﾝ ジェロンディフ(écrire)v.t（手段）〜を書いて       「副詞句」 

des poésies! ﾃﾞ･ﾎﾟｴｼﾞｰ pl.n.f 詩を                               「目的語」 

 

君は自由を求めていたのかい？よしそれじゃあ、君に、スガンさんの羊の話をしてやろう。 

［A-5］ 

 Tu as souhaité la liberté? Eh bien, je vais te raconter l’histoire de la chèvre de M.Seguin.         

「主語」「動詞句」「目的語」 

「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

as souhaité ｱ･ｽｴﾃ 2 単現･完了形(souhaiter)v.t 望んでいた、願っていた     「動詞句」 

la liberté? ﾗ･ﾘﾍﾞﾙﾃ n.f 自由を                                           「目的語」 

Eh bien, ｴｰ･ﾋﾞﾔﾝ adv. よし、じゃあ、それでは                           「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

vais +不定詞 ｳﾞｪ 1 単現･近接未来(aller+不定詞)v. 〜しよう                「動詞句」 

te ﾄｩ pron 君に                                                   「間接目的語」 

raconter ﾗｺﾝﾃ 不定詞 v.t 語る                                           「動詞句」 

l’histoire ﾘｽﾄゎ-ﾙ n.f 話を                                          「直接目的語」 

de la chèvre de M.Seguin. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

   adj. スガンさんの羊の                                  「形容詞句」 

 

注意して聞けよ、そうすれば気ままに生きるとどうなるかが分かるだろう。［A-5］ 

Écoute bien et tu verras ce qui arrive en vivant en liberté... 

「動詞」「副詞」et「主語」「動詞」「目的語」 

Écoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 注意して聞けよ                         「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

et ｴ conj. そうすれば 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未･推測(voir)v.t 分かるだろう                              「動詞」 

ce ｽ pron そのことが                                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）何が〜する                                「形容詞節」 

arrive ｱﾘｳﾞ 3 単現(arriver)v.i（出来事が）起こる          「動詞」 

en vivant ｵﾝ･ｳﾞｨｳﾞｫﾝ ジェレオンディフ(vivre) 

v.i 生きていると                                   「副詞句」 

en liberté... ｵﾝ･ﾘﾍﾞﾙﾃ adv. 気ままに                    「副詞句」 
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スガンさんは、飼っている山羊に対して運がよくありませんでした。［A-5］ 

 M.Seguin n’avait jamais de chance avec ses chèvres. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

M.Seguin ﾑｯｼｭｰ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                   「主語」 

n’avait jamais ﾅｳﾞｪ･ｼﾞｬﾒ 3 単半･否定(avoir)v.t なかった                   「動詞句」 

de chance ﾄﾞｩ･ｼｮｰﾝｽ n.f 幸運                                           「目的語」 

avec ses chèvres. ｱｳﾞｪｯｷ･ｾ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. 自分の山羊に対して               「副詞句」 

 

彼はすべての山羊を同じようにして失いました：彼は山羊を囲いの中につなぎましたが無

駄でした。朝になると、山羊はロープを切って、山に逃げて行ってしまうのでした。 

［A-5］ 

Il les perdait toutes de la même manière: il avait beau les attacher dans son enclos, au 

matin les chèvres avaient cassé la corde pour s’en aller à la montagne. 

「主語」「目的語」「動詞」「目的語」「副詞句」： 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」, 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

les ﾚ pron.pl 山羊たちを                                               「目的語」 

perdait ﾍﾟﾙﾃﾞ 3 単半(perdre)v.t 失った                                     「動詞」 

toutes ﾄｯﾄ pron すべてを                                               「目的語」 

de la même manière: ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｰﾑ･ﾏﾆｪｰﾙ adv. 同じようなやり方で            「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait beau +不定詞 ｱｳﾞｪ･ﾎﾞ 3 単半･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v. 〜しても無駄だった                                               「動詞句」 

les ﾚ pron 山羊を                                                      「目的語」 

attacher ｱﾀｼｪ 不定詞 v.t つなぐ                                         「動詞句」 

dans son enclos, ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｵﾝｸﾛ adv. 囲いの中に                            「副詞句」 

au matin ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝には                                            「副詞句」 

les chèvres ﾚ･ｼｪｰｳﾞﾙ pl.n.f 山羊は                                        「主語」 

avaient cassé ｱｳﾞｪ･ｶｯｾ 3 複半･完了形(casser)v.t 切った                   「動詞句」 

la corde ﾗ･ｺﾙﾄﾞ n.f ロープを                                            「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（継続）そして〜する                             「副詞句」 

s’en aller ｿﾝ･ﾅﾚ 不定詞 v.pr 立ち去る                             「動詞句」 

à la montagne. ｱ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山に                             「副詞句」 
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山の上では、オオカミが山羊を食べようと待ち構えていました。それでも、スガンさんがい

くら注意しても、オオカミの恐怖があろうと、山羊が危険を冒して自然の中に入っていくの

を止めることは出来ませんでした。［A-5］ 

Là-haut le loup les attendait pour les manger. Pourtant, ni les soins de M.Seguin, ni la 

peur du loup ne les empêchaient de s’aventure dans la nature. 

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

「副詞」「主語」「副詞」「目的語」「動詞句」「補語」 

Là-haut ﾗ･ｵｰ adv. 山の上では                                          「副詞句」 

le loup ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミが                                              「主語」 

les ﾚ pron.pl 山羊を                                                   「目的語」 

attendait ｱﾄﾝﾃﾞ 3 単半(attendre)v.t 待ち受けていた                         「動詞」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的）〜するために                            「副詞句」 

les ﾚ pron 山羊を                                              「目的語」 

manger. ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞 v.t 食べる                                  「動詞」 

Pourtant, ﾌﾟﾙﾄﾝ adv. それでも                                            「副詞」 

ni les soins ﾆ･ﾚ･ｽゎﾝ pl.n.m 注意も                                       「主語」 

de M.Seguin, ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ adj. スガンさんの                   「形容詞句」 

ni la peur ﾆ･ﾗ･ﾍﾟｰﾙ n.f 恐怖も                                            「主語」 

du loup ｼﾞｭ･ﾙｰ adj. オオカミの                                  「形容詞句」 

ne ﾇ adv. 〜ない                                                         「副詞」 

les ﾚ pron 山羊を                                                      「目的語」 

empêchaient ｵﾝﾍﾟｼｪ 3 複半(empêcher)v.t(de+不定詞) 〜するのを妨げた     「動詞句」 

de s’aventurer ﾄﾞｩ･ｻｳﾞｫﾝﾁｭﾚ 不定詞 v.pr 危険を冒す                        「補語」 

dans la nature. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾅﾁｭｰﾙ adv. 自然の中に入って                 「副詞句」 

 

山羊たちは、独立心が強かった。そしてその性格のために、彼らはいつもスガンさんの小さ

な囲いの中に繋がれているのが退屈でした。［A-5］ 

 Les chèvres étaient des chèvres indépendantes, et par leur caractère, elles s’ennuyaient 

d’être toujours enchaînées dans le petit enclos de M.Seguin. 

「主語」「動詞」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Les chèvres ﾚ･ｼｪｰｳﾞﾙ pl.n.f 山羊たちは                                    「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

des chèvres indépendantes, ﾃﾞ･ｼｪｰｳﾞﾙ･ｱﾝﾃﾞﾎﾟﾝﾄﾞﾝﾄｩ adj. 独立心の強い山羊の「補語」 

et ｴ conj. そして 

par leur caractère, ﾊﾟｰﾙ･ﾚｰﾙ･ｷｬﾗｸﾃｰﾙ adv. 彼らの性格のために            「副詞句」 

elles ｴﾙ pron.pl 彼らは                                                  「主語」 
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s’ennuyaient d’+不定詞 ｿﾝﾆｭｲｴ･ﾄﾞｩ 3 複半･退屈(s’ennuyer de+不定詞) 

   v. 〜するのに退屈していた                                           「動詞句」 

être toujours enchaînées ｴｰﾄﾙ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ｵﾝｼｪﾈ 不定詞･受動.f.pl(enchaîner) 

   v.t いつも繋がれている                                       「動詞句」 

dans le petit enclos ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ｵﾝｸﾛ adv. 小さな囲いの中に               「副詞句」 

de M.Seguin. ﾄﾞｩ･ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ adj. スガンさんの                  「形容詞句」 

 

山羊の性格をよく知らなかったスガンさんは、がっかりしました。［A-5］ 

 M.Seguin, connaissant mal le caractère de ses chèvres, était découragé. 

「主語」「動詞」「補語」 

M.Seguin, ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                     「主語」 

connaissant ｺﾈｿﾝ 現在分詞(connaître)v.t 〜を知っている           「形容詞句」 

mal ﾏﾙ adv. 不十分に、あまり〜ない                        「副詞」 

le caractère de ses chèvres, ﾙ･ｷｬﾗｸﾃｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｼｪｰｳﾞﾙ 

 n.m 山羊の性格を                                     「目的語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

découragé. ﾃﾞｸﾗｼﾞｪ adj. がっかりした、落胆した                           「補語」 

 

「もうたくさんだ！もうこれ以上、山羊の世話なんかしないぞ！」と、ある日、言った。 

［A-5］ 

 《Non, c’est assez! Plus jamais je ne m’occuperai de chèvres.》dit-il un jour. 

《「感嘆」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

「動詞」「主語」「副詞句」 

《Non, ﾉﾝ adv. いや！                                                   「感嘆」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

assez! ｱｾ adv. 十分な、たくさんの                                        「補語」 

Plus ﾌﾟﾘｭ adv. もう、これ以上                                           「副詞」 

jamais ｼﾞｬﾒ adv. 決して〜ない                                            「副詞」 

je ｼﾞｭ pron わしは                                                       「主語」 

ne m’occuperai ﾇ･ﾓｸﾌﾟﾚ 1 単未･意志･否定(s’occuper)v.pr(de〜の) 世話をしない「動詞句」 

de chèvres.》ﾄﾞｩ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. 山羊の                                 「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

un jour. ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                           「副詞句」 
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それでも彼は最後にもう一度だけ運を試そうと決めて、7 匹目の山羊を買いました。 

［A-5］ 

 Malgré cela, il tenta une dernière fois sa chance et acheta une septième chèvre. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」et「動詞」「目的語」 

Malgré cela, ﾏﾙｸﾞﾚ･ｽﾗ adv. それにも拘らず                              「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

tenta ﾃﾝﾀ 3 単過(tenter)v.t 試してみた                                     「動詞」 

une dernière fois ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾘｴｰﾙ･ﾌゎ adv. 最後にもう一度                    「副詞句」 

sa chance ｻ･ｼｮﾝｽ n.f 運を                                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

acheta ｱｼｭﾀ 3 単過(achter)v.t 買った                                      「動詞」 

une septième chèvre. ﾕﾝﾇ･ｾｯﾁｪｰﾑ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 7 匹目の山羊を               「目的語」 

 

彼は、若い内なら彼のところに慣れるだろうと思って、今回は若い山羊を買いました。 

［A-5］ 

Il choisit cette fois-ci une jeune chèvre, en pensant qu’ainsi, elle pourrait s’habituer chez 

lui dès son plus jeune âge.              「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

choisit ｼｮゎｼﾞ 3 単過(choisir)v.t 選んだ                                    「動詞」 

cette fois-ci ｾｯﾄ･ﾌゎ･ｼ adv. 今回は                                      「副詞句」 

une jeune chèvre, ﾕﾝﾇ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 若い山羊を                      「目的語」 

en pensant ｵﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝ ジェロンディフ(penser)v.t(que) 〜と考えて          「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

ainsi, ｵﾝｼ adv. 〜のように                                「副詞」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                      「主語」 

pourrait s’habituer ﾌﾟﾚ･ｻﾋﾞﾁｭｴ 条・3 単現･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.pr 慣れてくれるだろう                             「動詞句」 

chez lui ｼｪ･ﾘｭｲ adv. 彼のところに                       「副詞句」 

dès ﾃﾞ prep 〜から                                    「副詞句」 

son plus jeune âge. ｿﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭﾝ･ﾅｰｼﾞｭ 

 n.m ずっと若い年齢                         「目的語」 

 

「山羊が、俺のところにうんざりしないようにやり遂げるぞ！」［A-5］ 

 《Je ferai tout pour qu’elle ne s’ennuie pas chez moi!》 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

《Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                      「主語」 
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ferai ﾌﾚ 1 単未･意志(faire)v.t する                                         「動詞」 

tout ﾄｩ pron すべてを                                                 「目的語」 

pour ﾌﾟｰﾙ prep 〜のために                                             「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                       「主語」 

ne s’ennuie pas ﾇ･ｿﾝﾆｭｲ･ﾊﾟ 3 単現･否定(s’ennuyer) 

v.pr うんざりしない                                  「動詞句」 

chez moi!》ｼｪ･ﾑゎ adv. 俺のところに                     「副詞句」 

 

毛並みは雪のように真っ白で、目は優しさであふれ、小さなひげはよく手入れされていて、

ひずめは新品の靴のようだった。［A-5］ 

Sa fourrure était blanche comme la neige, ses yeux pleins de tendresse, sa petite barbe 

était bien soignée et ses sabots ressemblaient à des chaussures neuves. 

「主語」「動詞」「補語」,「主語」、「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「間接目的語」 

Sa fourrure ｻ･ﾌｰﾘｭｰﾙ n.f その毛並みは                                    「主語」 

était ｴﾃ 3 単半 (être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

blanche ﾌﾞﾛﾝｼｭ adj. 白                                                   「補語」 

comme la neige, ｺﾑ･ﾗ･ﾈｰｼﾞｭ adv. 雪のように                        「副詞句」 

ses yeux ｾ･ｼﾞﾕ pl.n.m 目                                                 「主語」 

pleins de ﾌﾟﾗﾝ･ﾄﾞｩ adj. 〜で一杯の                               「形容詞句」 

tendresse, ﾄﾝﾄﾞﾚｽ n.f 優しさ                             「目的語」 

sa petite barbe ｻ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾊﾞﾙﾌﾞ n.f 小さなひげ                             「主語」 

était ｴﾃ 3 単半 (être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

bien soignée ﾋﾞﾔﾝ･ｽゎﾆｪ adj.f よく手入れされた                           「補語」 

et ｴ conj. そして 

ses sabots ｾ･ｻﾎﾞ pl.n.m ひずめは                                         「主語」 

ressemblaient ﾙｿﾝﾌﾞﾚ 3 複半(ressembler)v.i(à) 〜のようだった               「動詞」 

à des chaussures neuves. ｱ･ﾃﾞ･ｼｮｼｭｰﾙ･ﾇｰｳﾞ adv. 新しい靴             「間接目的語」 

  chaussure ｼｮｼｭｰﾙ n.f 靴 neuves ﾇｰｳﾞ adj.f.pl(neuf) 新しい 

 

その上とても大人しくて、乳を搾るときは身動きしないし、椀の中に脚を突っ込むこともな

い、天使みたいな山羊だ。［A-5］ 

Elle était aussi très sage: elle ne bougeait pas quand on la trayait et ne mettait jamais 

sa patte dans son écuelle. Oui, c’était un ange! 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」：「主語」「動詞句」「副詞節」 

et「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「感嘆」「主語」「動詞」「補語」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  119 / 668 

Elle ｴﾙ pron その山羊は                                                  「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

aussi ｵｼ adv. 〜もまた、その上                                           「副詞」 

très sage: ﾄﾚ･ｻｰｼﾞｭ adj. とてもおとなしい                                 「補語」 

elle ｴﾙ pron その山羊は                                                  「主語」 

ne bougeait pas ﾇ･ﾓﾝｼﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(bouger)v.i 身動きしなかった       「動詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

la ﾗ pron それから                                             「目的語」 

trayait ﾄﾗｲｪ 3 単半(traire)v.t 乳を搾る                             「動詞」 

et ｴ conj. そして 

ne mettait jamais ﾇ･ﾒﾃ･ｼﾞｬﾒ 3 単半･否定(mettre)v.t 入れなかった          「動詞句」 

sa patte ｻ･ﾊﾟｯﾄ n.f 脚を                                                「目的語」 

dans son écuelle. ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｴｷｭｴﾙ adv. 椀の中に                            「副詞句」 

Oui, ｳｨｰ adv. そうだ                                                     「感嘆」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

un ange! ｱﾝ･ｵﾝｼﾞｭ n.m 天使                                              「補語」 

 

スガンさんは、山羊を住ませるために牧場の一番いい場所を探し、山羊が存分に動き回れる

ようにとても長いロープを手に取った。［A-5］ 

 M.Seguin chercha le plus bel endroit de son pré pour installer sa chevrette, et pris une 

corde trè longue pour qu’elle puisse largement bouger. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞」「目的語」「副詞節」 

M.Seguin ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                    「主語」 

chercha ｼｪﾙｼｬ 3 単過(chercher)v.t 探した                                  「動詞」 

le plus bel endroit ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾍﾞﾙ･ｵﾝﾄﾞｩﾙﾜ n.m 一番いい場所を               「目的語」 

de son pré ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾌﾟﾚ adj. 彼の牧場で                         「形容詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                   「副詞句」 

installer ｱﾝｽﾀﾚ 不定詞 v.t 住まわせる                              「動詞」 

sa chevrette, ｻ･ｼｭｳﾞﾚｯﾄ n.f 彼の山羊を                           「目的語」 

et ｴ conj. そして 

pris ﾌﾟﾘ 3 単過(prendre)v.t 手に取った                                    「動詞」 

une corde trè longue ﾕﾝﾇ･ｺﾙﾄﾞ･ﾄﾚ･ﾛﾝｸﾞ n.f とても長いロープを            「目的語」 

pour qu’ +接続法 ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するように                              「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                              「主語」 
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puisse largement bouger. ﾋﾟｭｲｽ･ﾗﾙｼﾞｭﾓﾝ･ﾌﾞｰｼﾞｪ 接・3 単現･可能･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.i 存分に動き回れるだろう                                   「動詞句」 

 

彼はときどき、山羊が快適に過ごしているかどうかを見に来ました。そして嬉しそうに草を

食べているのを見るたびに、安心するのでした。［A-5］ 

Il venait parfois regarder si elle se sentait bien, et à chaque fois qu’il la voyait prenant 

du plaisir à brouter l’herbe, il était rassuré: 

「主語」「動詞句」「副詞節」et「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

venait parfois regarder ｳﾞﾈ･ﾊﾟｰﾙﾌゎ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単半･来る(venir+不定詞+ parfois) 

   v.t ときどき見に来た                                                「動詞句」 

   parfois ﾊﾟﾙﾌゎ adv. ときには、ときどき 

si ｼ conj. 〜かどうか                                                  「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                              「主語」 

se sentait ｽ･ｾﾝﾃ 3 単半(se sentir)v.pr 感じている                 「動詞句」 

bien, ﾋﾞｴﾝ adj. 快適な                                           「補語」 

et ｴ conj. そして 

à chaque fois qu’ ｱ･ｼｬｯｷ･ﾌゎ･ｸ conj. 〜するたびに                        「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

la ﾗ pron 山羊を                                                「目的語」 

voyait ｳﾞゎｲｴ 3 単半(voir)v.t 見る                                  「動詞」 

prenant du plaisir ﾌﾟﾙﾉﾝ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ 現在分詞(prendre du plaisir) 

   adj. 喜んでいる                                                「補語」 

à brouter l’herbe, ｱ･ﾌﾞﾙﾃ･ﾚﾙﾌﾞ 不定詞 v.t 草を食べることに   「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

était rassuré: ｴﾃ･ﾗｼｭﾚ 3 単半･受動(rassurer)v.t 安心した                  「動詞句」 

 

ある日、山羊は山を見ていて、こんなことを思いました：［A-5］ 

 Un jour, alors qu’elle regardait la montgne, elle se dit:  「副詞句」,「主語」「動詞句」 

Un jour, ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ adv. ある日                                          「副詞句」 

alors qu’ ｱﾛｰ･ｷ adv. 〜していた時                                       「副詞節」 

elle ｴﾙ pron.f 山羊が                                             「主語」 

regardait ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単半(regarder)v.t 見ていた                     「動詞」 

la montgne, ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ n.f 山を                                  「目的語」 

elle ｴﾙ pron 山羊は                                                      「主語」 

se dit: ｽ･ﾃﾞｨ 3 単過(se dire)v.pr 心の中で思った                          「動詞句」 
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「あそこは素晴らしいに違いない。綱も囲いもなくて、好きなだけ飛び跳ねることが出来る

だろう」［A-5］ 

 《Ça doit être bien là-bas. Sans corde ni enclos, on pourrait gambader autant qu’on veut.             

《「主語」「動詞句」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞節」》 

《Ça ｻ pron それは                                                      「主語」 

doit être ﾄﾞｩゎ･ｴｰﾄﾙ 3 単現･推定(devoir+不定詞)v.i 〜に違いない           「動詞句」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adj. 素晴らしい                                                「補語」 

là-bas. ﾗ･ﾊﾞｰ adv. あそこでは                                     「副詞句」 

Sans corde ｿﾝ･ｺﾙﾄﾞ adv. 綱はなくて                                     「副詞句」 

ni enclos, ﾆ･ｵﾝｸﾛ adv. 囲いもない                                「副詞句」 

on ｵﾝ pron 自分は                                                       「主語」 

pourrait gambader ﾌﾟﾚ･ｺﾞﾝﾊﾞﾃﾞ 条・3 単現･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.i 飛び跳ねることができるだろう                                    「動詞句」 

autant qu’ ｵｰﾄﾝ･ｷ conj. 〜と同じくらい                                  「副詞節」 

on ｵﾝ pron 自分が                                                「主語」 

veut. ｳﾞ 3 単現(vouloir)v.t 望む                                    「動詞」 

 

それで毎日が長くて退屈に思われてきて、草原の草も前ほど美味しくないと思われました。 

［A-5］ 

 Alors, les jours lui parurent longs et ennuyeux, l’herbe de la prairie lui semblait moins 

bonne. 

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」, 「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」 

Alors, ｱﾛｰ adv. それで                                                   「副詞」 

les jours ﾚ･ｼﾞｭｰﾙ pl.n.m 毎日が                                           「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 山羊にとって                                          「間接目的語」 

parurent ﾊﾟﾘｭｰﾙ 3 複過(paraître)v.i 〜のように見えた                       「動詞」 

longs et ennuyeux, ﾛﾝ･ｴ･ｵﾝﾆｭｲﾕ adj. 長くて退屈な                          「補語」 

l’herbe de la prairie ﾚﾙﾌﾞ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾚｰﾘｰ n.f 草原の草は                      「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 山羊にとって                                          「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜に思われた                            「動詞」 

moins bonne. ﾑゎﾝ･ﾎﾞﾝﾇ adj.f 前ほど旨くない                              「補語」 
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山羊は少しづつ痩せていき、ミルクはほんのわずかしか出なくなりました。［A-5］ 

Comme elle maigrissait petit à petit, son lait devint rare. 

「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 山羊は                                              「主語」 

maigrissait ﾒｸﾞﾘｾ 3 単半･進行形(maigrir)v.i 痩せていった           「動詞」 

petit à petit, ﾌﾟﾃｨ･ﾀ･ｱﾌﾟﾃｨ adv. 少しづつ                        「副詞句」 

son lait ｿﾝ･ﾚ n.m ミルクは                                               「主語」 

devint ﾄﾞｩｳﾞｧﾝ 3 単過(devenir)v.i 〜になった                               「動詞」 

rare. ﾗｰﾙ adj. 少ない                                                     「補語」 

 

ヤギが山のほうへ頭を上げて、ため息に似た小さな鳴き声を漏らすのを、彼はしばしば目に

していた。［A-5］ 

On la voyait souvent lever la tête vers la montagne et laisser échapper un léger cri qui 

ressemblait à un soupir.          「主語」「目的語」「動詞」「副詞」「補語」et「補語」 

On ｵﾝ pron 彼は                                                        「主語」 

la ﾗ pron ヤギが                                                      「目的語」 

voyait ｳﾞゎｲｴ 3 単半･知覚(voir)v.t（VO+不定詞）O が〜するのを見ていた    「動詞」 

souvent ｽｳﾞｫﾝ adv. しばしば                                             「副詞」 

lever ﾙｳﾞｪ 不定詞 v.t 持ち上げる、上げる                                  「補語」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                            「目的語」 

vers la montagne ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山のほうへ                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

laisser échapper ﾚｯｾ･ｴｼｬﾍﾟ 不定詞･放任 v.t（思わず）漏らす                 「補語」 

un léger cri ｱﾝ･ﾚｼﾞｪ･ｸﾘ n.m 小さな鳴き声を                        「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

ressemblait ﾙｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半･時制の一致(ressembler) 

v.i（à に）似ている                             「動詞」 

à un soupir. ｱ･ｳﾝ･ｽﾋﾟｰﾙ adv. ため息に         「間接目的語」 

 

スガンさんは、ヤギの体調が悪い事に気付きましたが、正確な理由は知りませんでした。 

［A-5］ 

 M.Seguin avait remarqué que sa chévre n’allait pas bien, mais il ne savait pas 

exactement la raison. 

「主語」「動詞句」「目的語」,mais「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

M.Seguin ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                    「主語」 
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avait remarqué ｱｳﾞｪ･ﾙﾏﾙｹ 3 単半･完了形(remarquer)v.t 気づいた          「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

sa chévre ｻ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 彼のヤギは                                 「主語」 

n’allait pas ﾅﾚ･ﾊﾟ 3 単半･否定･時制の一致(aller) 

v.i（健康状態が）〜でない                                    「動詞句」 

bien, ﾋﾞﾔﾝ adv. よい                                              「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ne savait pas ﾇ･ｻｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(savoir)v.t 知らなかった              「動詞句」 

exactement ｴｸﾞｻﾞｸﾄｩﾓﾝ adv. 正確に                                       「副詞」 

la raison. ﾗ･ﾚｿﾞﾝ n.f その理由を                                        「目的語」 

 

乳しぼりの後で、ヤギが主人に向かって次のように言うまでは：［A-5］ 

Jusqu’au jour où la chèvre s’adressa à son maître finissant de la traire:     「副詞句」 

Jusqu’au jour ｼﾞｭｽｺ･ｼﾞｭｰﾙ adv. その日まで                              「副詞句」 

où ｳ adv. 〜する                                             「形容詞節」 

la chèvre ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギが                             「主語」 

s’adressa ｻﾄﾞﾚｯｻ 3 単過(s’adresser)v.pr（à に）話しかけた「動詞句」 

à son maître ｱ･ｿﾝ･ﾒｰﾄﾙ adv. 飼い主に、主人に       「間接目的語」 

finissant ﾌｨﾆｿﾝ adj. 終わりに                           「副詞句」 

de la traire: ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄﾚｰﾙ adj. 乳しぼりの        「形容詞句」 

 

「旦那様、ここにいるのが退屈です。私を山に行かせてください」［A-5］ 

 《Monsieur, je m’ennuie ici. Laissez-moi partir dans la montagne.  

《「呼びかけ」「主語」「動詞句」「副詞」┃「動詞」「目的語」「補語」》 

《Monsieur, ﾑｯｼｭ adv. だんな様                                       「呼びかけ」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

m’ennuie ﾓﾝﾆｭｲ 1 単現(s’ennyer)v.pr 退屈した                            「動詞句」 

ici. ｲｼ adv. ここに                                                       「副詞」 

Laissez ﾚｯｾ 命・2 複現･放任(laisser)v.t 〜させてください                   「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                     「目的語」 

partir ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 不定詞 v.i 行く                                            「補語」 

dans la montagne. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中へ                      「副詞句」 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  124 / 668 

「だが、山にはオオカミがいるのを知っているだろう？見つかったら、どうするんだい？」 

［A-5］ 

--- Mais tu sais bien que dans la montagne il y a le loup! Que feras-tu s’il te trouve? 

《Mais「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「主語」「副詞節」》 

--- Mais ﾒ conj. しかし 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

sais ｾ 2 単現(savoir)v.t 知っている                                        「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

dans la montagne ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中には                    「副詞」 

il y a ｲ･ﾘ･ﾔ 3 単現(il y avoir)v.t 〜がいる                         「動詞句」 

le loup! ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミが                                   「目的語」 

Que ｸ pron 何を                                                      「目的語」 

feras ﾌﾗ 2 単未･意思(faire)v.t するつもりだ                                「動詞」 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

s’ ｼ conj. もし〜すると                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron オオカミが                                             「主語」 

te ﾄｩ pron お前を                                               「目的語」 

trouve? ﾄｩﾙｰｳﾞ 3 単現(trouver)v.t 見つける                          「動詞」 

 

「困った子だね！オオカミはお前の角なんか恐れやしないんだよ。お前よりずっと立派な

角がある山羊たちだって、みんな食われてしまったんだから」［A-5］ 

--- Malheureuse! Le loup n’aura pas peur de tes cornes. Des chèvre autrement encornées 

que toi ont toutes été mangées. 

《「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」》 

--- Malheureuse! ﾏﾙﾙｰｽﾞ n.f(Malheureux) 困った子だね！               「呼びかけ」 

   Malheureux(se) ﾏﾙﾙｰ(ｽﾞ) n.m, n.f 困った人、不幸な人 

Le loup ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミは                                             「主語」 

n’aura pas ﾉｰﾗ･ﾊﾟ 3 単未･推測･否定(avoir)v.t 持たないだろう              「動詞句」 

peur ﾍﾟｰﾙ n.f(de に対して) 恐怖、恐れ                                  「目的語」 

de tes cornes. ﾄﾞｩ･ﾃ･ｺﾙﾇ adv. お前の角に対して                          「副詞句」 

Des chèvre ﾃﾞ･ｼｪｰｳﾞﾙ pl.n.f 山羊たちは                                   「主語」 

autrement encornées que toi ｵｰﾄﾙﾓﾝ･ｵﾝｺﾙﾈ･ｸ･ﾄｩﾜ 

   過去分詞(encorner)adj.f.pl お前よりずっと立派な角がある       「形容詞句」 

ont toutes été mangées. ｵﾝ･ﾄｩｯﾄ･ｴﾃ･ﾓﾝｼﾞｪ 3 複現･完了形･受動.f.pl(manger+toutes) 

   v.t みんな食われた                                                  「動詞句」 
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「私の山羊の中で一番強かったあのルノード婆さんさえも、オオカミと一晩中戦ったけれ

ども、朝には食われてしまったんだ。」［A-5］ 

Même la vieille Renaude, la plus forte de mes chèvres, s’était battue toute la nuit avec le 

loup... mais au matin il l’a dévorée. 

《「主語」「動詞句」「副詞句」mais「副詞句」「主語」「目的語」「動詞句」》 

Même la vieille Renaude, ﾒｰﾑ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ adv. ルノード婆さんさえも    「主語」 

   vieille ｳﾞｨｴｲﾕ adj.f(vieux) 年とった 

la plus forte ﾗ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌｫｰﾙ adj. 一番強い                           「形容詞句」 

de mes chèvres, ﾄﾞｩ･ﾒ･ｼｪｰｳﾞﾙ adj. 私の山羊の中で       「形容詞句」 

s’était battue ｾﾃ･ﾊﾞﾁｭ 3 単半･完了形(se battre)v.pr 戦った                 「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中                                    「副詞句」 

avec le loup... ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ﾙｰ adv. オオカミと                              「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

au matin ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝には                                            「副詞句」 

il ｲﾙ pron オオカミは                                                    「主語」 

l’ ﾗ pron 山羊を                                                       「目的語」 

a dévorée. ｱ･ﾃﾞｳﾞｫﾚ 3 単現･完了形(dévorer)v.t 貪り食った                 「動詞句」 

 

「なんだって？こいつも、狼に食われたいとは！いや、お前にそんな危険は冒させない！」 

［A-5］ 

--- Ça alors, encore une chèvre qui veut se faire manger par le coup! Non, il n’est pas 

question que je te laisse courir ce danger. 

《「感嘆」,「主語」┃「副詞」,「動詞」「補語」「主語」》 

--- Ça alors, ｻ･ｱﾛｰ adv. なんだって？                                      「感嘆」 

encore une chèvre ｵﾝｯｺｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f またこのヤギが                   「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

veut +不定詞 ｳﾞ 3 単現･願望(vouloir+不定詞) 

v.t 〜することを望む                                 「動詞句」 

se faire +不定詞 ｽ･ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 自分を〜させる  「動詞句」 

manger ﾓﾝｼﾞｭ 不定詞 v.t 食う             「動詞句」 

par le coup! ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ｸｰ adv. 狼に                        「副詞句」 

Non, ﾉﾝ adv. いや                                                       「副詞」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que je 以降） 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

question ｹｽﾁｮﾝ n.f 問題                                                  「補語」 
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que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                   「主語」 

te ﾄｩ pron お前に                                                「目的語」 

laisse ﾚｯｽ 1 単現･使役(laisser)v.t 〜させる                            「動詞」 

courir ｸﾘｰﾙ 不定詞 v.t（危険を）冒す                                 「補語」 

ce danger. ｽ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ n.m そんな危険を                        「目的語」 

 

「それでは、お前が逃げ出さないように、家畜小屋に閉じ込めておくことにしよう」［A-5］ 

Et pour que tu ne t’échappes, je t’enfermerai dans l’étable. 》 

《Et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」》 

Et ｴ conj. そして 

pour que ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するために                                      「副詞節」 

tu ﾁｭ pron お前が                                                「主語」 

ne t’échappes, ﾇ･ﾃｼｬｯﾌﾟ 2 単現･否定(s’ échapper)v.pr 逃げない      「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

t’ ﾄｩ pron お前を                                                      「目的語」 

enfermerai ｵﾝﾌｪﾙﾑﾚ 1 単未･意思(enfermer)v.t 閉じ込めておく                「動詞」 

dans l’étable. 》ﾄﾞﾝ･ｴﾀｰﾌﾞﾙ adv. 家畜小屋に                              「副詞句」 

 

こうしてスガンさんはヤギを家畜小屋に連れていき、厳重にドアを閉めました。［A-5］ 

 Ainsi, M.Seguin emporta sa chèvre à l’étable et ferma la porte à double tour. 

「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞」「目的語」「副詞句」 

Ainsi, ｵﾝｼ adv. こうして                                                 「副詞」 

M.Seguin ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                    「主語」 

emporta ｵﾝﾎﾟﾙﾀ 3 単過(emporter)v.t を連れて行った                        「動詞」 

sa chèvre ｻ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギを                                          「目的語」 

à l’étable ｱ･ﾚﾀｰﾌﾞﾙ adv. 家畜小屋に                                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

ferma ﾌｪﾙﾏ 3 単過(fermer)v.t 閉めた                                      「動詞」 

la porte ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ n.f ドアを                                              「目的語」 

à double tour. ｱ･ﾄﾞｩｳﾞﾙ･ﾄｩｰﾙ adv. 厳重に                                「副詞句」 

  「鍵を 2 度回して」から、「厳重に」となる 
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しかし彼は窓が開いたままだということを忘れていたので、ヤギはそこを通り抜けて、すぐ

に逃げていきました。［A-5］ 

Cependant, comme il avait oublié que la fenêtre était ouverte, elle passa à travers et 

s’enfuit aussitôt.            「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」et「動詞句」「副詞」 

Cependant, ｽﾎﾟﾝﾄﾞﾝ conj. しかしながら 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

avait oublié ｱｳﾞｪ･ｳﾌﾞﾘｴ 3 単半･完了形(oublier)v.t 忘れていた       「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

la fenêtre ﾗ･ﾌﾈｰﾄﾙ n.f 窓が                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                 「動詞」 

ouverte, ｳｳﾞｪﾙﾄ adj.f 開いた                               「補語」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

passa ﾊﾟｯｻ 3 単過(passer)v.i 通って行った                                 「動詞」 

à travers ｱ･ﾄﾗｳﾞｪｰﾙ adv.（窓を）通り抜けて                             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’enfuit ｿﾝﾌｭｲ 3 単過(s’enfuir)v.pr 逃げて行った                          「動詞句」 

aussitôt. ｵｼﾄ adv. すぐに                                                 「副詞」 

 

君は笑うかい、グランゴワール？実は、君はこのヤギにとても似ているんだよ。だから、話

の続きを聞きたまえ。君がどこまで笑って居られるか見届けてやろう。［A-5］ 

 Tu rigoles, Gringoire? Figure-toi que tu ressembles beaucoup à cette pauvre chèvre. 

Ècoute donc la suite de l’histoire, nous verrons si tu riras toujours. 

「主語」「動詞」「呼びかけ」┃「動詞句」「目的語」 

「動詞」「副詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

rigoles, ﾘｺﾞﾙ 2 単現･疑問文(rigoler)v.i 笑うかい？                           「動詞」 

Gringoire? ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n.m グランゴワール                             「呼びかけ」 

Figure-toi ﾌｨｷﾞｭｰﾙ･ﾄｩﾜ 命・2 単現(figurer) 

v.t(que 〜ということを)想像しなさい                                  「動詞句」 

figure-toi que... 「〜を想像しなさい、実は〜なんですよ」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                  「主語」 

ressembles ﾙｿﾝﾌﾞﾙ 2 単現(ressembler)v.i 似ている                   「動詞」 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても                                         「副詞」 

à cette pauvre chèvre. ｱ･ｾｯﾄ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. このヤギに   「間接目的語」 
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Ècoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 聞きなさい                             「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. だから                                                    「副詞」 

la suite ﾗ･ｼｭｲｯﾄ n.f 続きを                                             「目的語」 

de l’histoire, ﾄﾞｩ･ﾘｽﾄゎ-ﾙ adj. 話の                            「形容詞句」 

nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

verrons ｳﾞｪﾛﾝ 1 複未(voir)v.t 分かるだろう                                「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                      「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

riras ﾘﾗ 2 単未(rire)v.i 笑っている                                 「動詞」 

toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつまでも                                 「副詞」 

 

ロープや杭から解放されて、若いヤギは山のほうへ駆け出していきました。［A-5］ 

 Libérée de sa corde et de son pieu, la jeune chèvre s’élança en joie vers la montagne. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Libérée ﾘﾍﾞﾚ 過去分詞･受動･理由(libérer)adj. 〜から解放されて           「副詞句」 

de sa corde ﾄﾞｩ･ｻ･ｺﾙﾄﾞ adv. ロープから                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de son pieu, ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾋﾟﾕ adv. 杭から                            「副詞句」 

la jeune chèvre ﾗ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 若いヤギは                             「主語」 

s’élança ｾﾗﾝｻ 3 単過(s’ élancer)v.pr 駆け出した                           「動詞句」 

en joie ｵﾝ･ｼﾞｭゎ adv. 喜んで                                            「副詞句」 

vers la montagne. ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山のほうへ                       「副詞句」 

 

山の上では、ヤギの目に入るすべてのものが新鮮でいままでいた場所とは全く違って見え

ました。まさに楽園です！［A-5］ 

Là-haut, tout ce qui s’offrait à ses yeux lui parut nouveau et tellement différent de 

l’endroit d’où elle venait. Unparadis! 

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」┃「補語」 

Là-haut, ﾗ･ｵｰ n.m 高いところは                                        「副詞句」 

tout ce ﾄｩ･ｽ pron すべてのものが                                         「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

s’offrait ｿﾌﾚ 3 単半･時制の一致(s’offrir)v.pr 見える         「動詞句」 

à ses yeux ｱ･ｾ･ｼﾞﾕ adv. ヤギの目に                      「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

parut ﾊﾟﾘｭ 3 単過(paraître)v.i 〜のように見えた                            「動詞」 

nouveau ﾇｳﾞｫ adj. 新しい                                                「補語」 
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et ｴ conj. そして 

tellement différent ﾃﾙﾓﾝ･ｯﾃﾞｨﾌｪﾛﾝ adj. 全く異なる                         「補語」 

de l’endroit ﾄﾞｩ･ﾛﾝﾄﾞﾙゎ adv. 場所とは                            「副詞句」 

d’où elle venait. ﾄﾞｩ･ｴﾙ･ｳﾞﾈ adj. 彼女が来た             「形容詞節」 

Un paradis! ｱﾝ･ﾊﾟﾗﾃﾞｨ n.m 楽園                                          「補語」 

 

木々は木の葉でヤギをやさしく撫でてくれたし、新鮮な草は牧場の草よりずっと美味しい

し、様々な野花があちらこちらに咲いていた．．．これほどの自由を味わったのは全く初めて

だったので、ヤギは大満足でした。［A-5］ 

 Les arbres la caressaient de leur feuillage, l’herbe fraîche était bien meilleure que celle 

du pré, des variétés de fleurs sauvages fleurissaient ici et là... La chèvre se sentait 

comblée, car c’était bien la première fois qu’elle pouvait goûter à une telle liberté. 

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「補語」「副詞節」 

Les arbres ﾚ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ pl.n.m 木々は                                        「主語」 

la ﾗ pron.f ヤギを                                                     「目的語」 

caressaient ｶﾚｾ 3 複半(caresser)v.t（やさしく）撫でた                      「動詞」 

de leur feuillage, ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ﾌｲﾔｰｼﾞｭ adv.（手段）木の葉で                  「副詞句」 

l’herbe fraîche ﾚﾙﾌﾞ･ﾌﾚｯｼｭ n.f 新鮮な草は                                  「主語」 

  herbe ｴﾙﾌﾞ n.f 草、牧草 fraîche ﾌﾚｯｼｭ adj.f(frais) 新鮮な、涼しい 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bien meilleure ﾋﾞﾔﾝ･ﾒｲｪｰﾙ adj. すごく美味しい                             「補語」 

que celle du pré, ｸ･ｾﾙ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾚ adv. 牧場のものよりも               「副詞句」 

des variétés de fleurs sauvages ﾃﾞ･ｳﾞｧﾘｴﾃ･ﾄﾞｩ･ﾌﾚｰﾙ･ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ 

   pl.n.f 様々な野花が                                                    「主語」 

  variété ｳﾞｧﾘｴﾃ n.f 多様 sauvage ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ adj. 野生の 

fleurissaient ﾌﾙﾘｾ 3 複半(fleurir)v.i 花が咲いていた                         「動詞」 

ici et là... ｲｼ･ｴ･ﾗ adv. あちらこちらに                                   「副詞句」 

La chèvre ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギは                                            「主語」 

se sentait ｽ･ｿﾝﾃ 3 単半(se sentir)v.pr 自分を〜だと感じた                 「動詞句」 

comblée, ｺﾝﾌﾞﾚ adj. すっかり満足した                                     「補語」 

car ｶｰﾙ conj. なぜなら〜なので                                         「副詞節」 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は qu’elle 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

bien la première fois ﾋﾞﾔﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾙﾐｴｰﾙ･ﾌゎ n.f 全く初めて             「補語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということは                                        「主語」 
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elle ｴﾙ pron ヤギが                                         「主語」 

pouvait goûter ﾌﾟｳﾞｪ･ｸﾞﾃ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 味わうことができた                                 「動詞句」 

à une telle liberté. ｱ･ﾕﾝﾇ･ﾃﾙ･ﾘｳﾞｪﾙﾃ n.f これほどの自由を    「目的語」 

 

すっかり喜んだヤギは、森の中を飛び跳ねて、あおむけに寝転がったり丘の上を転げまわっ

て楽しんだ。［A-5］ 

 Toute contente, elle gambadait dans la forêt, se vautrait les pattes en l’air, et s’amusait 

à se rouler dans les collines. 

「主語」「動詞」「副詞句」,「動詞句」「副詞句」et「動詞句」「副詞句」 

Toute contente, ﾄｩｯﾄ･ｺﾝﾄﾝﾄ adj.f（状態）すっかり喜んで             「副詞句」 

   または「形容詞句」として主語 elle と結合して、「すっかり喜んだヤギは」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

gambadait ｺﾞﾝﾊﾞﾃﾞ 3 単半(gambader)v.i（陽気に）飛び跳ねた               「動詞」 

dans la forêt, ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌｫﾚ adv. 森の中を                                  「副詞句」 

se vautrait ｽ･ｳﾞｫﾄﾚ 3 単半(se vautrer)v.pr 寝転がった                     「動詞句」 

les pattes ﾚ･ﾊﾟｯﾄ pl.n.f（状態）脚を〜にして                             「副詞句」 

en l’air, ｵﾝ･ﾚｰﾙ adv. 上にあげて                                  「副詞句」 

et ｴ  

s’amusait à se rouler ｻﾐｭｾﾞ･ｱ･ｽ･ﾙﾚ 3 単半･遊戯(s’amuser à+不定詞) 

  v.pr 転げまわって楽しんだ                                            「動詞句」 

  s’amuser à+不定詞 「〜して楽しむ」se rouler ｽ･ﾙﾚ v.pr 転げまわる 

dans les collines. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｺﾘｰﾇ adv. 丘の上を                              「副詞句」 

 

なんという幸せ！ヤギはとても嬉しくなり、茂みや峰やくぼ地を通って飛び跳ねました。 

［A-5］ 

Quel bonheur! Elle était tellement contente qu’elle sautillait à travers les buissons, les 

pics et les ravins.        「感嘆」┃「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Quel bonheur! ｸｪﾙ･ﾎﾞﾈｰﾙ adv. なんという幸せ！                            「感嘆」 

Elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tellement contente ﾃﾙﾓﾝ･ｺﾝﾄﾝﾄ adj.f とてもうれしい                        「補語」 

qu’ ｸ adv.(tellement...que)（結果）それで〜する 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

sautillait ｿﾁｴ 3 単半(sautiller)v.i 飛び跳ねた                               「動詞」 

à travers ｱ･ﾄﾗｳﾞｪｰﾙ prep 〜を通り抜けて                                「副詞句」 
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les buissons, ﾚ･ﾋﾞｭｲｿﾝ pl.n.m 茂みを                            「目的語」 

les pics ﾚ･ﾋﾟｯｸ pl.n.m 峰を                                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les ravins. ﾚ･ﾗｳﾞｧﾝ pl.n.m くぼ地を、峡谷、沢                   「目的語」 

 

上へ、下へ、右へ、そして左へ。ピョン・ピョン・ピョン．．．山の中に、スガンさんのヤギ

が 10 頭もいると思われたかもしれません。［A-5］ 

En haut, en bas, à droite puis à gauche. Hop! Hop! Hop!... On aurait pensé qu’il y avait 

dix chèvres de M. Seguin dans la montagne. 

「副詞句」┃「擬音」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

En haut, ｵﾝ･ｵ adv. 上へ                                                「副詞句」 

en bas, ｵﾝ･ﾊﾞｰ adv. 下へ                                               「副詞句」 

à droite ｱ･ﾄﾞﾛﾜｯﾄ adv. 右へ                                             「副詞句」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. そして                                                    「副詞」 

à gauche. ｱ･ｺﾞｰｼｭ adv. 左へ                                            「副詞句」 

Hop! Hop! Hop!... ｵｯﾌﾟ･ｵｯﾌﾟ･ｵｯﾌﾟ int. ピョン・ピョン・ピョン              「擬音」 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

aurait pensé ｵｰﾚ･ﾎﾟﾝｾ 条・3 単現･完了形･推量(penser) 

v.t(que 〜と) 思ったかもしれない                                     「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半･時制の一致(il y avoir)v.t がいる          「動詞句」 

dix chèvres ﾃﾞｨ･ｼｪｰｳﾞﾙ pl.n.f 10 頭のヤギが                       「目的語」 

de M. Seguin ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ adj. スガンさんの          「形容詞句」 

dans la montagne. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中に                    「副詞句」 

 

ヤギは湧き水で涼み、平らな岩の上で横になって、見事な毛並みを日に当てて乾かした。 

［A-5］ 

Au torrent, elle se rafraîchit avec l’eau de la source, et en s’allongeant sur une roche plate, 

fit sécher sa magnifique fourrure blanche au soleil. 

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」et「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Au torrent, ｵ･ﾄﾛﾝ adv.（場所）急流で                                   「副詞句」 

elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                                    「主語」 

se rafraîchit ｽ･ﾗﾌﾚｼ 3 単過(se rafraîchir)v.pr 涼んだ                      「動詞句」 

avec l’eau ｱｳﾞｪｯｷ･ﾛ adv.（手段）水で                                    「副詞句」 

de la source, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｽﾙｽ adj. 水源の、泉の                      「形容詞句」 

   eau de source （泉の）湧き水 
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et ｴ conj. そして 

en s’allongeant ｵﾝ･ｻﾛﾝｼﾞｮﾝ ジェロンディフ(s’allonger)v.pr 寝そべって      「副詞句」 

sur une roche plate, ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾛｯｼｭ･ﾌﾟﾗｯﾄ adv. 平らな岩の上で     「副詞句」 

fit sécher ﾌｨ･ｾｯｼｪ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 〜を乾かした              「動詞句」 

sa magnifique fourrure blanche ｻ･ﾏﾆﾌｨｷ･ﾌｰﾘｭｰﾙ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ 

 n.f 見事な白い毛並みを                                              「目的語」 

au soleil. ｵ･ｿﾚｲﾕ adv. 日に当てて                                        「副詞句」 

 

その日、後になって、エニシダの花をくわえながら高原を歩いていると、ずっと遠くの下の

ほうに、スガンさんの家と囲いが目に入りました。［A-5］ 

 Plus tard dans la journée, s’avançant sur un plateau avec une fleur de cytise aux dents, 

elle aperçut en bas, au loin, la maison de M. Seguin et son enclos. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Plus tard ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 後になって                                     「副詞句」 

dans la journée, ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. その日のうちに                「副詞句」 

s’avançant ｻｳﾞｫﾝｿﾝ 現在分詞(s’avancer)v.pr（時間）歩いている時に        「副詞句」 

sur un plateau ｼｭｰﾙ･ｱﾝ･ﾌﾟﾗﾄｰ adv. 高原を                       「副詞句」 

avec une fleur de cytise ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ ･ﾄﾞｩ･ｼﾁｰｽﾞ 

 adv. エニシダの花を持って                                  「副詞句」 

aux dents, ｵ･ﾄﾞﾝ adv.（手段）歯で                      「副詞句」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

aperçut ｱﾍﾟﾙｼｭ 3 単過(apercevoir)v.t 見えた、目に入った                    「動詞」 

en bas, ｵﾝ･ﾊﾞｰ adv. 下のほうに                                         「副詞句」 

au loin, ｵ･ﾙﾜﾝ adv. 遠くに                                              「副詞句」 

la maison de M. Seguin ﾗ･ﾒｿﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.f スガンさんの家         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

son enclos. ｿﾝ･ｵﾝｸﾛ n.m 囲い                                   「目的語」 

 

「なんてちっぽけなの！」ヤギは大笑いして言いました。「あんなところでどうやって暮ら

していたのか不思議なくらいだわ」［A-5］ 

 《Que c’est petit! dit-elle en éclatant de rire. Je me demande comment j’ai pu vivre là-

dedans.》              《「感嘆」「主語」「動詞」「補語」 

「動詞」「主語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

《Que ｸ int. なんて                                                      「感嘆」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 
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petit! ﾌﾟﾃｨ adj. 小さい                                                   「補語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

en éclatant de rire. ｵﾝ･ｴｸﾗﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾘｰﾙ ジェロンディフ(éclater de rire) 

   adv. 大笑いしながら                                                 「副詞句」 

  éclater de rire 大笑いする、どっと笑う、吹き出す 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

me demande ﾑ･ﾄﾞｫｳﾓﾝﾄﾞｩ 1 単現(se demander)v.pr 不思議に思う、自問する「動詞句」 

comment ｺﾓﾝ adv. どのように〜するかということを                      「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                  「主語」 

ai pu vivre ｴ･ﾋﾟｭ･ｳﾞｨｰｳﾞﾙ 1 単現･完了形･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.i 暮らすことができた                                       「動詞句」 

là-dedans.》ﾗ･ﾄﾞｩﾄﾞﾝ adv. あんなところで                        「副詞句」 

 

ヤギは今自分が大きくなってしかも自由になった気がしました：何も恐れるものはありま

せん。［A-5］ 

La chèvre se sentait maintenant grande et libre: elle n’avait plus peur de rien. 

「主語」「動詞句」「副詞」「補語」：「主語」「動詞句」「間接目的語」 

La chèvre ﾙ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギは                                            「主語」 

se sentait ｽ･ｿﾝﾃ 3 単半(se sentir)v.pr 自分が〜だと感じた                 「動詞句」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今                                               「副詞」 

grande et libre: ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ｴ･ﾘｰﾌﾞﾙ adj. 大きくて自由な                       「補語」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

n’avait plus peur ﾅｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭﾍﾟｰﾙ 3 単半･否定(voir)v.t もう恐れなかった     「動詞句」 

de rien. ﾄﾞｩ･ﾘﾔﾝ adv. 何も                                          「間接目的語」 

  avoir peur de+名詞「〜を恐れる」avoir peur de+不定詞「〜することを恐れる」 

 

ある時ヤギは、偶然に、山葡萄を食べているカモシカの群れに出会いました。［A-5］ 

 Une fois, elle rencontra par hasard un troupeau de chamois en train de manger des 

raisins sauvages.                       「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Une fois, ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. ある時                                           「副詞句」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

rencontra ﾛﾝｺﾝﾄﾗ 3 単過(rencontrer)v.t 出会った                            「動詞」 

par hasard ﾊﾟｰﾙ･ｱｻﾞｰﾙ adv. たまたま、偶然                              「副詞句」 

un troupeau ｱﾝ･ﾄﾙﾎﾟｰ n.m 群れに                                       「目的語」 

de chamois ﾄﾞｩ･ｼｬﾑゎ adj. カモシカの                          「形容詞句」 
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en train de manger ｵﾝ･ﾄﾗﾝ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝｼﾞｪ 

 adj. 食べている最中の                             「形容詞句」 

des raisins sauvages. ﾃﾞ･ﾚｻﾞﾝ･ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ 

 pl.n.m 山ぶどうを                         「目的語」 

 

カモシカの雄たちは若くて白いヤギをお姫様のように迎えました。［A-5］ 

Les messieurs chamois accuillirent la jeune chèvre blanche comme une princesse. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Les messieurs chamois ﾚ･ﾒｯｼｭｰ･ｼｬﾑゎ pl.n.m カモシカの雄たちは           「主語」 

accuillirent ｱｸｲｲｰﾙ 3 複過(accueillir)v.t 迎えた                             「動詞」 

la jeune chèvre blanche ﾗ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ n.f 若くて白いヤギを      「目的語」 

comme une princesse. ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ adv. お姫様のように                「副詞句」 

 

彼らは皆とても親切で、おいしい果物を一緒に味わうためにヤギを最高の場所へ連れて行

きました。［A-5］ 

Tout très galants, ils l’amenèrent à la meilleure place pour goûter ensemble au délicieux 

fruit.                                           「主語」「目的語」「動詞」「副詞節」 

Tout très galants, ﾄｩ･ﾄﾚ･ｷﾞｬﾛﾝ adj.pl（状況）皆とても親切な      「形容詞句」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

l’ ﾗ pron ヤギを                                                       「目的語」 

amenèrent ｱﾑﾈｰﾙ 3 複過(amener)v.t 連れて行った                          「動詞」 

à la meilleure place ｱ･ﾗ･ﾒｲｪｰﾙ･ﾌﾟﾗｽ adv. 最高の場所へ                   「副詞句」 

pour goûter ﾌﾟｰﾙ･ｸﾞﾃ adv.（目的）味わうために                         「副詞句」 

   goûter à+名詞 「〜を味わう」 

ensemble ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                                   「副詞」 

au délicieux fruit. ｵ･ﾃﾞﾘｼｳ･ﾌﾘｭｲ adv. おいしい果物を        「間接目的語」 

 

ブランケットは、雄たちの中で若くて黒いカモシカに惹き付けられていました。［A-5］ 

 Parmi les messieurs, Blanquette fut attirée par un jeune chamois noir. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Parmi ﾊﾟﾙﾐ prep 〜の中で                                              「副詞句」 

les messieurs, ﾚ･ﾒｯｼｭｰ 

 pl.n.m（les messieurs chamois の省略）カモシカの雄たち        「目的語」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f（スガンさんのヤギの名前）ブランケットは           「主語」 

fut attirée ﾌｭ･ｱﾁﾚ 3 単過･受動.f(attirer)v.t 引き付けられていた             「動詞句」 

par un jeune chamois noir. ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｬﾑゎ-ﾙ･ﾇゎ-ﾙ 
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 adv. 若くて黒いカモシカに                                           「副詞句」 

 

そこでこっそりと、2 頭だけでしばらく森の中に入っていきました。［A-5］ 

Alors, discrètement, ils s’aventurèrent tous les deux dans le bois pendant un moment. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Alors, ｱﾛｰ adv. それで                                                   「副詞」 

discrètement, ﾃﾞｨｽｸﾚｯﾄﾓﾝ adv. こっそりと                                 「副詞」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

s’aventurèrent ｻｳﾞｫﾝﾁｭﾚｰﾙ 3 複過(s’aventurer)v.pr 思い切って〜をした     「動詞句」 

tous les deux ﾄｩ･ﾚ･ﾄﾞｩ adv. 2 頭だけで                                   「副詞句」 

dans le bois ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾌﾞゎ adv. 森の中へ                                   「副詞句」 

pendant un moment. ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｱﾝ･ﾓﾓﾝ adv. しばらくの間                    「副詞句」 

  s’aventurer dans le bois 「思い切って森の中に入る、危険を冒して森に入る」 

 

グランゴワール、彼らが何を話し合ったかを知りたいのなら、苔の中に潜んでいる、おしゃ

べりな湧き水に聞くがいいさ。［A-5］ 

 Si tu veux savoir ce dont ils discutaient, Gringoire, demande donc aux sources bavardes 

qui se cachent dans la mousse.    「副詞節」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

veux savoir ｳﾞ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 2 単現･願望(vouloir+不定詞)v.t 知りたい   「動詞句」 

ce ｽ pron それを                                              「目的語」 

dont ﾄﾞﾝ pron（目的語）〜する                      「形容詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らが                          「主語」 

discutaient, ﾃﾞｨｽｷｭﾃ 3 複半(discuter) 

v.t（何について）話し合った                「動詞」 

Gringoire, ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n. グランゴワール                        「呼びかけ」 

demande ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ 命・2 単現(demander)v.t 聞きなさい                      「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それならば                                                「副詞」 

aux sources bavardes ｵ･ｽﾙｽ･ﾊﾞｳﾞｧﾙﾄﾞｩ adv. お喋りな湧き水に         「間接目的語」 

  sources ｽﾙｽ pl.n.f(soource) 泉 bavardes ﾊﾞｳﾞｧﾙﾄﾞｩ adj.f.pl(bavard) おしゃべりな 

qui ｷ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

se cachent ｽ･ｶｯｼｭ 3 複現(se cacher)v.pr 潜んでいる  「動詞句」 

dans la mousse. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾑｰｽ adv. 苔の中に           「副詞句」 
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徐々に風が冷たくなってきて、太陽が沈もうとしていました。［A-5］ 

 Peu à peu, le vent se rafraîchit, le soleil se préparait à se coucher. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」,「主語」「動詞句」 

Peu à peu, ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しずつ、徐々に                               「副詞句」 

le vent ﾙ･ｳﾞｫﾝ n.m 風は                                                  「主語」 

se rafraîchit, ｽ･ﾗﾌﾚｼ 3 単過(se rafraîchir)v.pr 冷たくなった                「動詞句」 

le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽は                                               「主語」 

se préparait à +不定詞 ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ･ｱ 3 単半･準備(se préparer à+不定詞) 

   v.pr 〜しようとしていた                                             「動詞句」 

se coucher. ｽ･ｸｼｪ 不定詞 v.pr（日が）沈む                        「動詞句」 

 

「おや、もう？」と、ヤギは驚きました。一日中遊んでいたので、時間が過ぎたことに気が

付かなかったのです。［A-5］ 

《Déja?》s’étonna la chèvre, car en s’amusant toute la journée, elle n’avait pas vu le 

temps passer.                               《「感嘆」》「動詞句」「主語」,「副詞節」 

《Déja?》ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう？                                              「感嘆」 

s’étonna ｾﾄﾅ 3 単過(s’éttoner)v.pr 驚いた                                「動詞句」 

la chèvre, ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギは                                            「主語」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

en s’amusant ｵﾝ･ｻﾐｭｿﾞﾝ ジェロンディフ(s’amuser) 

adv.（原因・理由）遊んでいたので                             「副詞句」 

toute la journée, ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 一日中                 「副詞句」 

elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                              「主語」 

n’avait pas vu ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｳﾞｭ 3 単半･完了形･知覚動詞･否定(voir) 

v.t(SVO+不定詞)（O が〜するのを）気がつかなかった            「動詞句」 

le temps ﾙ･ﾄﾝ n.m 時間                                          「目的語」 

passer. ﾊﾟｾ 不定詞･目的語の動作 v.t（時間が）過ぎる                 「補語」 

 

ヤギが再び視線を谷の方へ下げると、霧の中にほとんど隠れた、スガンさんの小さい家が見

えました。［A-5］ 

Quand elle baissa de nouveau son regard vers la vallée, elle remarqua la petite maison 

de M. Seguin, presque cachée dans le brouillard. 「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜するとき、〜すると                                   「副詞節」 

elle ｴﾙ pron ヤギが                                              「主語」 

baissa ﾍﾞｯｻ 3 単過(baisser)v.t 下げた                              「動詞」 

de nouveau ﾄﾞｩ･ﾇｳﾞｫ adv. もう一度、再び                       「副詞句」 
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son regard ｿﾝ･ﾙｷﾞｬｰﾙ n.m 視線を                               「目的語」 

vers la vallée, ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ｳﾞｧﾚ adv. 谷の方へ                       「副詞句」 

elle ｴﾙ pron ヤギは                                                      「主語」 

remarqua ﾙﾏﾙｶ 3 単過(remarquer)v.t 気づいた、見えた                      「動詞」 

la petite maison de M. Seguin, ﾗ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾒｿﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

 n.f スガンさんの小さい家                                            「目的語」 

presque cachée ﾌﾟﾚｽｷ･ｶｼｪ adj. ほとんど隠れた                  「形容詞句」 

  cachée ｶｼｪ 過去分詞･受動(cacher)adj.f 隠れた、隠された 

dans le brouillard. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾌﾞﾙｲﾔｰﾙ adv. 霧の中に         「副詞句」 

 

夜が近づくにつれて、不気味な雰囲気になってきました。［A-5］ 

À l’approche de la nuit, l’atmosphère devenait inquiétante. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

À l’approche ｱ･ﾗﾌﾟﾛｯｼｭ adv. 接近に従って                               「副詞句」 

de la nuit, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾆｭｲ adj. 夜の                                「形容詞句」 

l’atmosphère ﾗﾄﾓｽﾌｪｰﾙ n.f 空気は、雰囲気は                               「主語」 

devenait ﾄﾞｩｳﾞﾈ 3 単半(devenir)v.i 〜になった                              「動詞」 

inquiétante. ｱﾝｷｪﾄﾝﾄｩ adj.f 不安にさせる、不気味な                        「補語」 

 

「うおう、うおう」と、森の中に遠吠えが鳴り響きました。あれはオオカミの鳴き声．．．オ

オカミだわ！ヤギはそのことをすっかり忘れていました。［A-5］ 

 《Hou! Hou!...》un hurlement retentit dans la montagne: un cri de loup... Le loup! Elle 

l’avait complètement oublié. 

《「鳴き声」》「主語」「動詞」「副詞句」：「補語」...「補語」┃「主語」「目的語」「動詞句」 

《Hou! Hou!...》ｳｰ･ｳｰ int.（オオカミの鳴き声）うおう、うおう            「鳴き声」 

un hurlement ｱﾝ･ﾕﾙﾙﾓﾝ n.m（動物の）遠吠えが                            「主語」 

retentit ﾙﾄﾝﾃｨ 3 単過(retentir)v.i 鳴り響いた                               「動詞」 

dans la montagne: ﾀﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 森の中に                           「副詞句」 

un cri de loup... ｱﾝ･ｸﾘ･ﾄﾞｩ･ﾙｰ n.m オオカミの鳴き声                        「補語」 

Le loup! ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミ！                                            「補語」 

Elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                                    「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

avait complètement oublié. ｱｳﾞｪ･ｺﾝﾌﾟﾚｯﾄﾓﾝ･ｳﾌﾞﾘｴ 3 単半･完了形(oublier) 

   v.t 完全に忘れていた                                                「動詞句」 
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「ブウー」と、谷間で角笛が鳴りました。スガンさんが、最後に自分の子ヤギを呼んでいた

のです。［A-5］ 

 《Bouhou!...》Au même moment, une trompe sonna dans la vallée. C’était M. Seguin 

qui appelait une dernière fois sa chevrette. 

《「笛の音」》「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」 

《Bouhou!...》ﾌﾞｳｰ adv. ブウー                                         「笛の音」 

Au même moment, ｵ･ﾒｰﾑ･ﾓﾓﾝ adv. 同時に                               「副詞句」 

une trompe ﾕﾇ･ﾄﾛﾝﾌﾟ n.f 角笛が、らっぱが                                 「主語」 

sonna ｿﾅ 3 単過(sonner)v.i 鳴った                                        「動詞」 

dans la vallée. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｳﾞｧﾚ adv. 谷間で                                   「副詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は qui 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

M. Seguin ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさん                                       「補語」 

qui ｷ pron 〜する人は                                                   「主語」 

appelait ｱﾌﾟﾚ 3 単半(appler)v.t 呼んでいた                           「動詞」 

une dernière fois ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ﾌﾜ adv. 最後に                      「副詞句」 

sa chevrette. ｻ･ｼｭｳﾞﾚｯﾄ n.f 子ヤギを                              「目的語」 

 

ブランケットは戻りたいと思いましたが、ロープや囲いや昔の退屈な生活を思い出して、や

っぱり山に残ることにしました。［A-5］ 

Blanquette eut envie de revenir, mais en se rappelant de la corde, de l’enclos, et de son 

ancienne vie ennuyeuse, elle décida finalement de rester. 

「主語」「動詞句」mais「副詞句」「主語」「動詞句」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f ブランケットは                                    「主語」 

eut envie de revenir, ｲ･ｵﾝｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾙｳﾞﾆｰﾙ 3 単過･願望(avoir envie de+不定詞) 

   v.i 戻りたいと思った                                                「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

en se rappelant ｵﾝ･ｽ･ﾗﾌﾟﾛﾝ ジェロンディフ(se rappeler)v.pr(de を) 

adv.（原因）思い出して                                              「副詞句」 

de la corde, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｺﾙﾄﾞ adv. ロープを                        「間接目的語」 

de l’enclos, ﾄﾞｩ･ﾛﾝｸﾛ adv. 囲いを                            「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

de son ancienne vie ennuyeuse, ﾄﾞ･ｿﾝ･ｵﾝｼｴﾝﾇ･ｳﾞｨｰ･ｵﾝﾆｭｲﾕｰｽﾞ 

 adv. 昔の退屈な生活を                                   「間接目的語」 

elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                                     「主語」 

décida finalement de rester. ﾃﾞｼﾀﾞ･ﾌｨﾅﾙﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾚｽﾃ 3 単過･決断(decider de+不定詞) 
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   v.i 結局残ることに決めた                                            「動詞句」 

 

それに代わって若いヤギは、すぐ近くの後ろの枝の間の暗闇の中から、何かが近づいてくる

のが聞こえました。［A-5］ 

 À la place, la jeune chèvre entendit quelque chose qui s’approchait tous près, derrière, 

dans l’ombre, entre les feuillages.               「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」 

À la place, ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｽ adv. その代わりに                                  「副詞句」 

la jeune chèvre ﾗ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 若いヤギは                             「主語」 

entendit ｵﾝﾄﾝﾃﾞｨ 3 単過(entendre)v.t 聞いた                               「動詞」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ pron 何かを                                   「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

s’approchait ｻﾌﾟﾛｼｪ 3 単半(s’approcher)v.pr 近づいてきた 「動詞句」 

tous près, ﾄｩ･ﾌﾟﾚ adv. すぐ近くに                       「副詞句」 

derrière, ﾃﾞﾘｪｰﾙ adv. 後ろに                             「副詞」 

dans l’ombre, ﾄﾞﾝ･ﾛﾝﾌﾞﾙ adv. 暗闇の中で                「副詞句」 

entre les feuillages. ｵﾝﾄﾙ･ﾚ･ﾌｲﾔｰｼﾞｭ adv. 枝の間で       「副詞句」 

 

辺りはもう真っ暗になっていましたが、真っすぐ伸びた長い耳のある巨大な黒いシルエッ

トや意地悪く光る 2 つの目が見えました。［A-5］ 

Bien qu’il fasse désormais tout noir, on pouvait reconnaître une énorme silhouette noire 

avec de longues oreilles redressées et deux yeux qui luisaient méchamment. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Bien qu’ +接続法 conj. 〜にもかかわらず、〜ではあるが                   「副詞節」 

il ｲﾙ pron（天候・明暗など） 

fasse ﾌｧｽ 接・3 単現(faire)v.h（天候・明暗など）〜である           「動詞」 

désormais ﾃﾞｿﾞﾙﾒ adv. その時以来                               「副詞句」 

tout noir, ﾄｩ･ﾇゎ-ﾙ adj. 真っ暗の                                  「補語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                          「主語」 

pouvait reconnaître ﾌﾟｳﾞｪ･ﾙｺﾈｰﾄﾙ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 見分けることができた                                             「動詞句」 

une énorme silhouette noire ﾕﾝﾇ･ｴﾉﾙﾑ･ｼﾙｴｯﾄ･ﾇゎ-ﾙ n.f 巨大な黒いシルエットを「目的語」 

avec de longues oreilles ｱｳﾞｪｯｷ･ﾄﾞｩ･ﾛﾝｸﾞ･ｵﾚｲﾕ adv. 長い耳の        「形容詞句」 

redressées ﾙﾄﾞﾚｯｾ adj.f.pl 真っすぐになった、真っすぐ伸びた「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

deux yeux ﾄﾞｩ･ｼﾞｩ pl.n.m 2 つの目を                                    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 
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luisaient ﾘｭｲｾﾞ 3 複半(luire)v.i 輝く、光る                「動詞」 

méchamment. ﾒｼｬﾓﾝ adv. 意地悪く                       「副詞」 

 

一晩中戦い続けて、朝には貪り食われてしまったルノード婆さんの話を思い出して、ブラン

ケットはすぐに食べられてしまったほうがましだと思ったでしょう。［A-5］ 

 En se rappelant l’histoire de la vielle Renaude qui se battit toute la nuit et qui se fit 

dévorer au matin, Blanquette aurait préféré se faire manger tout de suite. 

「副詞句」, 「主語」「動詞句」「副詞句」 

En se rappelant ｵﾝ･ｽ･ﾗﾌﾟﾛﾝ ジェロンディフ(se rappeler)adv. 〜を思い出して「副詞句」 

l’histoire ﾘｽﾄゎ-ﾙ n.f 話を                                       「目的語」 

de la vielle Renaude ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ 

 adj. ルノード婆さんの                               「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se battit ｽ･ﾊﾞﾁ 3 単過(se battre)v.pr 戦った       「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

se fit dévorer ｽ･ﾌｨ･ﾃﾞｳﾞｫﾚ 3 単過･使役(se faire+不定詞：〜される) 

   v.t 貪り食われた                              「動詞句」 

au matin, ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝に                       「副詞句」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f ブランケットは                                    「主語」 

aurait préféré +不定詞 ｵｰﾚ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ 条・3 単現･完了形･推量(préférer+不定詞) 

   v. 〜するほうがましだと思ったでしょう                               「動詞句」 

se faire manger ｽ･ﾌｪｰﾙ･ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞･使役 v.pr 食べられる         「動詞句」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                 「副詞句」 

 

そのほうが余り苦しまないで済むでしょう。しかし驚いたことに、彼女はオオカミをまっす

ぐ見つめて、頭を下げて角を前に出して、勇敢なヤギのように戦いに備えました。［A-5］ 

Elle souffrirait moins. Mais non, étonnamment, elle fixa tout droit le loup, baissa la tête 

pour mettre ses cornes en avant, et se prépara au combat comme une brave chèvre. 

「主語」「動詞句」┃Mais「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」, 

「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

souffrirait moins. ｽﾌﾘﾚ･ﾑゎﾝ 条・3 単現･推量･否定(souffrir+moins) 

   v.i あまり苦しまないだろう（と思った）                              「動詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 
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non, ﾉﾝ adv. いいえ                                                      「副詞」 

étonnamment, ｴﾄﾅﾓﾝ adv. 驚いたことに                                   「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

fixa ﾌｨｸｻ 3 単過(fixer)v.t（相手を）見つめた                                「動詞」 

tout droit ﾄｩ･ﾄﾞｩﾙゎ adv. まっすぐに                                    「副詞句」 

le loup, ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミを                                           「目的語」 

baissa ﾍﾞｯｻ 3 単過(baisser)v.t 下げた                                      「動詞」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                                  「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（継続）そして〜する                             「副詞句」 

mettre ﾒｯﾄﾙ 不定詞 v.t 置く、〜に向ける                           「動詞」 

ses cornes ｾ･ｺﾙﾇ pl.n.f 角を                                     「目的語」 

en avant, ｵﾝ･ｱｳﾞｫﾝ adv. 前に                                    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

se prépara ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗ 3 単過(se préparer)v.pr 準備した                     「動詞句」 

au combat ｵ･ｺﾝﾊﾞ adv. 戦いに                                      「間接目的語」 

comme une brave chèvre. ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾞﾗｳﾞ･ｼｪｰﾌﾞﾙ adv. 勇敢なヤギのように   「副詞句」 

 

もちろん、自分の角でオオカミを倒せないことは分かっていましたが、たやすく食べられて

しまうよりも、ルノード婆さんのように最後まで抵抗してみようと思ったのです。［A-5］ 

 Bien sûr, elle savait que ses cornes ne pouvaient pas abattre un loup, mais au lieu de 

se laisser manger aisément, elle essaya de résister jusqu’à la fin, comme la vieille 

Renaude...「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」,mais「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Bien sûr, ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん                                       「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

savait ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                                   「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ses cornes ｾ･ｺﾙﾇ pl.n.f 彼女の角は                                 「主語」 

ne pouvaient pas abattre ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｱﾊﾞｯﾄﾙ 3 複半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜を打ち負かせない                                       「動詞句」 

un loup, ｱﾝ･ﾙｰ n.m オオカミを                                  「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

au lieu de +不定詞 ｵ･ﾘｳ･ﾄﾞｩ adv. 〜するより、〜しないで                 「副詞句」 

se laisser manger ｽ･ﾚｯｾ･ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞･放任(se laisser+不定詞) 

   v.pr 食べられるままになる                                   「動詞句」 

aisément, ｴｾﾞﾓﾝ adv. たやすく                                    「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 
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essaya de +不定詞 ｴｯｾｲﾔ･ﾄﾞｩ 3 単過･努力(essayer de+不定詞) 

   v. 〜しようと試みた                                                 「動詞句」 

résister ﾚｼﾞｽﾃ 不定詞 v.i 抵抗する                               「動詞句」 

jusqu’à la fin, ｼﾞｭｽｶ･ﾗ･ﾌｧﾝ adv. 最後まで                                「副詞句」 

comme la vieille Renaude... ｺﾑ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ adv. ルノード婆さんのように「副詞句」 

 

 

ああ、グランゴワール！このブランケットがどれほど勇敢だったかを、君が知ったら良かっ

たのになあ！［A-5］ 

 Ah! Gringoire, si tu savais comme elle était courageuse, cette Blanquette. 

「感嘆」「呼びかけ」si「動詞」「主語」「目的語」 

Ah! ｱｰ int. ああ！                                                       「感嘆」 

Gringoire, ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n.m グランゴワール                             「呼びかけ」 

si ｼ conj.（願望）もし〜ならばなあ                                     「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                   「主語」 

savais ｻｳﾞｪ 2 単半･仮定法過去(savoir)v.t 知った                      「動詞」 

comme ｺﾑ adv. どれほど〜であるかを                              「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                              「動詞」 

courageuse, ｸﾗｼﾞｭｰｽﾞ adj.f 勇敢な                            「補語」 

cette Blanquette. ｾｯﾄ･ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f このブランケットが          「主語」 

 

一晩中、勇ましくオオカミに立ち向かったんだ。時々、星空のほうへ視線を上げて、朝にな

るのをうかがっていたんだ。［A-5］ 

Toute la nuit elle s’opposa vaillamment au loup. De temps en temps, elle levait les yeux 

vers le ciel étoile pour guetter l’arrivée du jour. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中                                    「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’opposa ｿﾎﾟｻﾞ 3 単過(s’opposer)v.pr(à に) 立ち向かった                   「動詞句」 

vaillamment ｳﾞｧﾔﾓﾝ adv. 勇ましく、けなげに                              「副詞」 

au loup. ｵ･ﾙｰ adv. オオカミに                                      「間接目的語」 

De temps en temps, ﾄﾞｩ･ﾄﾝ･ｿﾞﾝ･ﾄﾝ adv. 時々                             「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

levait ﾙｳﾞｪ 3 単半(lever)v.t 上げた                                         「動詞」 
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les yeux ﾚ･ｼﾞｳ pl.n.m 目を、視線を                                     「目的語」 

vers ｳﾞｪｰﾙ prep 〜の方へ                                              「副詞句」 

le ciel étoile ﾙ･ｼﾙ･ｴﾄｩﾜｰﾙ n.m 星空                              「目的語」 

pour +不定詞 adv.（継続）そして〜する                                  「副詞句」 

guetter ｹﾞﾃ 不定詞 v.t うかがう、待ちわびる                        「動詞」 

l’arrivée ﾗﾘｳﾞｪ n.f 到着                                          「目的語」 

du jour. ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰﾙ adj. 朝の                             「形容詞句」 

 

「朝まで持ちこたえられたら良いのだけれど」と、彼女はつぶやいていた。［A-5］ 

 《Pourvu que je tienne jusqu’au matin...》murmurait-elle alors. 

《Pourvu que「主語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」「副詞」 

《Pourvu que ﾌﾟｰﾙｳﾞｭ･ｷ conj.（願望）〜すればよいのだが 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                         「主語」 

tienne ﾁｴﾝﾇ 接・1 単現･願望(tenir)v.i 持ちこたえる                         「動詞」 

jusqu’au matin...》ｼﾞｭｽｺ･ﾏﾀﾝ adv. 朝まで                                「副詞句」 

murmurait ﾐｭﾙﾐｭﾚ 3 単半(murmurer)v.i つぶやいていた                     「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

alors. ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

 

少しずつ、朝のほのかな明かりが空を照らし始めました。それでも、ブランケットは相手を

角で突き続けました。［A-5］ 

 Peu à peu, la lueur du matin vint éclairer le ciel. Pourtant, Blanquette continuait à 

donner des coups de cornes à son adversaire. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Peu à peu, ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しずつ                                       「副詞句」 

la lueur ﾗ･ﾘｭｴｰﾙ n.f ほのかな明かりが                                     「主語」 

du matin ｼﾞｭ･ﾏﾀﾝ adj. 朝の                                     「形容詞句」 

vint éclairer ｳﾞｧﾝ･ｴｸﾚﾚ 3 単過･しに来る(venir+不定詞) 

   v.t 照らし始めた                                                    「動詞句」 

le ciel. ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空を                                                 「目的語」 

Pourtant, ﾌﾟｰﾙﾄﾝ adv. それでも                                           「副詞」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f ブランケットは                                    「主語」 

continuait à donner ｺﾝﾁﾇｴ･ｱ･ﾄﾞﾈ 3 単半･継続(continuer à+不定詞) 

   v.t 〜を与え続けた                                                  「動詞句」 

des coups ﾃﾞ･ｸｰ pl.n.m 打撃を                                          「目的語」 

de cornes ﾃﾞ･ｺﾙﾇ adv.（手段）角で                                      「副詞句」 
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à son adversaire. ｱ･ｿﾝ･ｱﾄﾞｳﾞｪﾙｾｰﾙ adv. 相手に                           「副詞句」 

 

オオカミは容赦なくブランケットを鋭い牙で攻撃した。それから日の光が地平線を照らし

始めると、オンドリが目を覚ました。［A-5］ 

Sans pitié, celui-ci l’attaquait de ses crocs acérés. Puis, un rayon de soleil vint éclairer 

l’horizon: le coq se réveilla.     「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」：「主語」「動詞句」 

Sans pitié, ｿﾝ･ﾋﾟﾁｴ adv. 無情にも、情け容赦なく                         「副詞句」 

celui-ci ｽﾘｭｲ･ｼ pron オオカミは                                           「主語」 

l’ ﾗ pron ブランケットを                                                「目的語」 

attaquait ｱﾀｹ 3 単半(attaquer)v.t 攻撃した                                 「動詞」 

de ses crocs ﾄﾞｩ･ｾ･ｸﾛ adv.（手段）牙で                                  「副詞句」 

acérés. ｱｯｾﾚ adj.pl 鋭い                                         「形容詞」 

Puis, ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

un rayon ｱﾝ･ﾚｲﾖﾝ n.m 光が                                               「主語」 

de soleil ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ adj. 太陽の                                    「形容詞句」 

vint éclairer ｳﾞｧﾝ･ｴｸﾚﾚ 3 単過･しに来る(venir+不定詞) 

   v.t 照らし始めた                                                    「動詞句」 

l’horizon: ﾛﾘｿﾞﾝ n.m 地平線を                                          「目的語」 

le coq ﾙ･ｺｯｷ n.m オンドリが                                              「主語」 

se réveilla. ｽ･ﾚｳﾞｪｲﾔ 3 単過(se réveiller)v.pr 目を覚ました                 「動詞句」 

 

「ああ、朝だわ！」と、弱々しくブランケットが言った。彼女はすぐに攻撃を止めて、注意

深く草の上に横たわった。［A-5］ 

 《Voilà le jour...!》dit faiblement Blanquette. À cet instant elle cessa les coups et 

s’allongea sagement dans l’herbe. 

《「感嘆」》,「動詞」「副詞」「主語」 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」et「動詞句」「副詞句」 

《Voilà le jour...!》ｳﾞゎﾗ･ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ int. ああ、朝だわ！                       「感嘆」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

faiblement ﾌｪｰﾌﾞﾙﾓﾝ adv. 弱々しく                                        「副詞」 

Blanquette. ﾌﾞﾛﾝｹｯﾄ n.f ブランケットが                                   「主語」 

À cet instant ｱ･ｾ･ｱﾝｽﾄﾝ adv. すぐに、この瞬間に                         「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

cessa ｾｻ 3 単過(cesser)v.t やめた、中止した                                「動詞」 

les coups ﾚ･ｸｰ pl.n.m 打撃を、攻撃を                                   「目的語」 
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et ｴ conj. そして 

s’allongea ｻﾛﾝｼﾞｬ 3 単過(s’allonger)v.pr 横たわった、寝そべった           「動詞句」 

sagement ｻｼﾞｭﾓﾝ adv. 慎重に、おとなしく                                 「副詞」 

dans l’herbe. ﾄﾞﾝ･ﾚﾙﾌﾞ adv. 草の上に                                    「副詞句」 

 

彼女の白い毛皮は、今では、血で真っ赤に染まっていました。［A-5］ 

Sa fourrure blanche était désormais couverte de sang. 

「主語」「動詞句」「副詞」「動詞句」「副詞句」 

Sa fourrure blanche ｻ･ﾌｰﾘｭｰﾙ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ n.f 彼女の白い毛皮は                  「主語」 

était ...couverte ｴﾃ...ｸｳﾞｪﾙﾄ 3 単半･状態受動(couvrir)v.t(de に) 覆われていた「動詞句」 

désormais ﾃﾞｿﾞﾙﾒ adv. 今では                                            「副詞」 

de sang. ﾄﾞｩ･ｿﾝ adv.（手段）血によって                                 「副詞句」 

 

オオカミがすかさずその上にとびかかり、ヤギを食べてしまいました。［A-5］ 

 Le loup, sans tarder, sauta dessus pour la manger. 

「主語」「副詞句」「動詞」「副詞句」 

Le loup, ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミが                                            「主語」 

sans tarder, ｿﾝ･ﾀﾙﾃﾞ adv. すぐに、ぐずぐずせずに                        「副詞句」 

sauta ｿﾀ 3 単過(sauter)v.i(sur に) 飛び乗った                              「動詞」 

dessus ﾄﾞｩｼｭ adv. その上に                                               「副詞」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（継続）そして〜した                             「副詞句」 

la ﾗ pron ヤギを                                                「目的語」 

manger. ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞 v.t 食べた                                    「動詞」 

 

さあ、グランゴワール。スガンさんのヤギの話はこれで終わりだ。［A-5］ 

 Voilà Gringoire, ainsi se termine l’histoire de la chèvre de M. Seguin. 

「呼びかけ」「副詞」「動詞句」「主語」 

Voilà Gringoire, ｳﾞゎﾗ･ｸﾞﾗﾝｺﾞゎ-ﾙ adv. さあ、グランゴワール            「呼びかけ」 

ainsi ｱﾝｼ adv. これで                                                    「副詞」 

se termine ｽ･ﾃﾙﾐﾇ 3 単現(se terminer)v.pr 終わる                         「動詞句」 

l’histoire ﾘｽﾄﾜｰﾙ n.f 話は                                                 「主語」 

de la chèvre de M. Seguin. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

   adj. スガンさんのヤギの                                      「形容詞句」 
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もし僕が作り話をしていると思うのなら、プロヴァンスに行けば分かると思うよ。そこでは

誰もが、一晩中オオカミと戦って朝には食べられてしまった、スガンさんのヤギの話を君に

話すだろう。［A-5］ 

Si tu crois que je l’ai inventée, tu verras qu’en Provence, tout le monde te parlera de la 

cabro de moussu Seguin qui s’est battue toute la nuit avec le loup et s’est fait manger au 

matin.                                        「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                  「主語」 

crois ｸﾙゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                    「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                            「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                           「目的語」 

ai inventée, ｴ･ｱﾝｳﾞｫﾝﾃ 1 単現･完了形(inventer)v.t でっち上げた「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未(voir)v.t 分かるだろう、知るだろう                       「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

en Provence, ｵﾝ･ﾌﾟﾛｳﾞｫﾝｽ adv. プロヴァンスでは                  「副詞句」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 誰でもが                            「主語」 

te ﾄｩ pron 君に                                             「間接目的語」 

parlera ﾊﾟﾙﾙﾗ 3 単未(parler)v.i 話すだろう                          「動詞」 

de la cabro de moussu Seguin ﾄﾞｩ･ﾗ･ｶﾌﾞﾛ･ﾄﾞｩ･ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

   adv. スガンさんのヤギのことを                            「間接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

s’est battue ｾ･ﾊﾞﾁｭ 3 単現･完了形(su battre) 

v.pr 戦った                               「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中          「副詞句」 

avec le loup ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ﾙｰ adv. オオカミと      「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’est fait manger ｾ･ﾌｪ･ﾏﾝｼﾞｪ 3 単現･完了形･使役(se faire+manger) 

   v.t 食べられてしまった                     「動詞句」 

au matin. ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝には                   「副詞句」 

 

僕の言うことがよく分かるだろう、グランゴワール。［A-5］ 

 Tu m’entends bien, Gringoire.        「主語」「目的語」「動詞」「副詞」,「呼びかけ」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

m’ ﾑ pron 僕の言うことを                                              「目的語」 
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entends ｵﾝﾄﾝ 2 単現(entendre)v.t 分かる                                   「動詞」 

bien, ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                     「副詞」 

Gringoire. ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n.m グランゴワール                             「呼びかけ」 

 

日ごとに、僕は、王子様の惑星について、旅立ちについて、そして旅行について、何かを知

るようになった。［B-5］ 

Chaque jour j’apprenais quelque chose sur la planète, sur le départ, sur le voyage.  

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」 

Chaque jour ｼｬｯｷ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 日ごとに、毎日                            「副詞句」 

apprenais ｱﾌﾟﾙﾈ 1 単半(apprendre)v.t（情報を）知った                      「動詞」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ pron 何かを                                   「目的語」 

sur la planète, sur le départ, sur le voyage 

 ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾃﾞﾊﾟｰﾙ･ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｳﾞﾜﾔｰｼﾞｭ 

adj. 惑星、出発、旅行などに関する                           「形容詞句：chose」 

 

（王子様が）たまたま口にする（思いがけない）考え事によって、実にゆっくりと話が分か

ってきた。［B-5］ 

Ça venait tout doucement, au hasard des réflexions.        「主語」「動詞」「副詞句」 

Ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

venait ｳﾞﾈ 3 単半(venir)v.i（考えが）浮かんできた、分った                  「動詞」 

tout doucement ﾄｩ･ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ adv. 本当にゆっくりと                       「副詞句」 

au hasard des réflexions ｵ･ｱｻﾞｰﾙ･ﾃﾞ･ﾚﾌﾚｸｼｵﾝ 

adv. 偶然聞かされた王子様の考え事を通じて                     「副詞句」 

  au hasard de... 偶然の〜を通じて réflexion n.f 考察、意見 

 

このようにして、三日目にバオバブの惨事を知った。［B-5］ 

C’est ainsi que, le troisième jour, je connus le drame des baobabs. 

「動詞」「副詞句」「主語」 

C’ ｽ pron 形式主語（真の主語は que 節：強調構文） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. このようにして                                          「副詞句」 

que ｸ conj. 〜することは                                                 「主語」 

le troisième jour ﾙ･ﾄｩﾛﾜｼﾞｴｰﾑ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 3 日目に                   「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

connus ｺﾆｭ 1 単過(connaître)v.t 知った                              「動詞」 

le drame ﾙ･ﾄﾞﾗﾑ n.m 惨劇を                                      「目的語」 
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des baobabs ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの          「形容詞句：drame」 

 

今度もまた、あの羊のおかげだった。それというのは、王子様が深刻な疑念にとりつかれで

もしたように、唐突に、僕にこう聞いたのだ：［B-5］ 

Cette fois-ci encore ce fut grâce au mouton, car brusquement le petit prince m’interrogea,  

comme pris d’un doute grave:        「副詞句」「主語」「動詞」「補語」,  

car「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」： 

Cette fois-ci encore ｾｯﾄ･ﾌゎ･ｼ･ｵﾝｺｰﾙ adv. 今回もまた                     「副詞句」 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

fut ﾌｭ 3 単過(être)v.i 〜だった                                            「動詞」 

grâce au mouton ｸﾞﾗｰｽ･ｵ･ﾑﾄﾝ adv. あの羊のおかげ                         「補語」 

  grâce à... 〜のおかげ、au ← à le 

car ｶｰﾙ conj. 〜というのは                                             「副詞節」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 不意に、突然                          「副詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様が                          「主語」 

m’ ﾑ pron 私に                                             「間接目的語」 

interrogea ｱﾝﾃﾛｼﾞｬ 3 単過(interroger)v.t 尋ねた                     「動詞」 

comme ｺﾑ adv. 〜のように                                      「副詞句」 

pris ﾌﾟﾘ 過去分詞 v.t（疑念に）取りつかれた（受動）       「動詞」 

d’un doute grave ﾀﾞﾝ･ﾄﾞｩｯﾄ･ｸﾞﾗｰｳﾞ adv. 深刻な疑念に    「副詞句」 

 

「したがって、羊はバオバブも食べるんだね」［B-5］ 

《Par conséquent ils mangent aussi les baobabs?》 

《「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」》 

Par conséquent ils mangent aussi les baobabs?      

Par conséquent ﾊﾟｰﾙ･ｺﾝｾｺﾝ adv. 従って                                  「副詞句」 

ils ｲﾙ pl.pron 羊は                                                       「主語」 

mangent ﾓﾝｼﾞｭ 3 複現(manger)v.t 食べる                                  「動詞」 

aussi les baobabs ｵｼ･ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブも                        「目的語」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて、教会のように大きな木であること、王子様が象

の群れ全体を連れて行っても、その群れはたった一本のバオバブも食べつくせないだろう

ということを気づかせた。［B-5］ 

Je fis remarquer au petit prince que les baobabs ne sont pas des arbustes, mais des 

arbres grands comme des églises et que, si même il emportait avec lui tout un troupeau 

d’éléphants, ce troupeau ne viendrait pas à bout d’un seul baobab. 
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「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

fis remarquer ﾌｨ･ﾙﾏﾙｹ 1 単過･使役(faire+不定詞 remarquer +à qn) 

v.t（人に〜を）気づかせた                                           「動詞句」 

  不定詞は au petit prince の動作を表す「補語」の働きをしている 

au petit prince ｵ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ adv. 王子様に                          「間接目的語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                      「主語」 

ne sont pas ﾇ･ｿﾝ･ﾊﾟ 3 複現(être)v.i 〜ではない               「動詞句」 

des arbustes ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾋﾞｭｽﾄ pl.n.m 低木                        「補語」 

mais ﾒ conj. それどころか 

des arbres grands ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ･ｸﾞﾛﾝ pl.n.m 大きな木            「補語」 

comme des églises ｺﾑ･ﾃﾞ･ｾﾞｸﾞﾘｰｽﾞ adj. 教会のように「形容詞句：arbres」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

si même ｼ･ﾒｰﾑ adv. たとえ〜しても                        「副詞節」 

il ｲﾙ pron 王子様が                                 「主語」 

emportait ｵﾝﾎﾟﾙﾃ 3 単半(emporter)v.t 連れてくる      「動詞」 

avec lui ｱｳﾞｪｯｷ･ﾘｭｲ adv. 一緒に                    「副詞句」 

tout un troupeau d’éléphants ﾄｩ･ﾀﾝ･ﾄﾙﾎﾟ･ﾃﾞﾚﾌｫﾝ 

   n.m 象の群れ全体を                            「目的語」 

ce troupeau ｽ･ﾄﾙﾎﾟ n.m その群れは                          「主語」 

ne viendrait pas à bout d’ ﾇ･ｳﾞｨﾔﾝﾄﾞﾚ･ﾊﾟ･ｱ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ 条・3 単半･否定･推量 

   v.t 〜を食べつくせないだろう                           「動詞句」 

  venir à bout de... 〜を終える、に打ち勝つ、〜を食べつくす 

un seul baobab ｱﾝ･ｽﾙ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブさえも    「目的語」 

 

「バオバブでも、大きくなる前は、小さいんだよね」［B-5］ 

《Les baobabs, avant de grandir, ça commence par être petit. 

《「主語」「副詞句」「主語」「動詞」「補語」》 

Les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                                 「主語」 

avant de grandir ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾞｩ･ｸﾞﾛﾝﾃﾞｨｰﾙ adv.(avnat de+不定詞) 

   大きくなる前は                                                     「副詞句」 

ça ｻ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

commence ｺﾓﾝｽ 3 単現(commencer par)v.i 〜から始まる                     「動詞」 

par être petit ﾊﾟｰﾙ･ｴｰﾄﾙ･ﾌﾟﾃｨ adv. 小さい状態から                        「副詞句」 
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「そのとおり！でも、なぜ、小さなバオバブを君の羊たちが食べるのを望むの」［B-5］ 

--- C’est exact! Mais pourquoi veux-tu que tes moutons mangent les petits baobabs?》 

《「主語」「動詞」「補語」┃Mais「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

C’ ｽ pron それは                                                       「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                            「動詞」 

exact ｴｸﾞｻﾞ adj. 正しい、その通りだ                                     「補語」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして                                           「副詞」 

veux ｳﾞ 2 単現(vouloir)v.t 望む                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                        「主語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                              「目的語」 

tes moutons ﾃ･ﾑﾄﾝ pl.n.m 君の羊が                               「主語」 

mangent ﾓﾝｼﾞｭ 接・3 複現(manger)v.t 食べる                      「動詞」 

les petits baobabs ﾚ･ﾌﾟﾃｨ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m 小さいバオバブを       「目的語」 

 

それで僕は、自分一人でその問題を解くのに、大きな努力が必要だった。［B-5］ 

Et il me fallut un grand effort d’intelligence pour comprendre à moi seul ce problème. 

Et「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

me ﾑ pron 私にとって                                              「間接目的語」 

fallut ﾌｧﾘｭ 3 単過(falloir+名詞)v.h 〜が必要だった                          「動詞」 

un grand effort d’intelligence ｱﾝ･ｸﾞﾛﾝﾃﾞﾌｫｰﾙ･ﾀﾞﾝﾃﾘｼﾞｮﾝｽ 

 n.m 知能の大きな努力が                                               「主語」 

pour comprendre ﾌﾟｰﾙ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ adv. 〜を理解するために                「副詞句」 

à moi seul ｱ･ﾑゎ･ｽﾙ adv. 自分一人で                             「副詞句」 

ce problème ｽ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾑ n.m その問題を                          「目的語」 

それで、必要だった、その問題を一人で理解するために。 

 

実のところ、王子様の惑星には、あらゆる惑星と同じように、良い草と悪い草があった。 

［B-5］ 

Et en effet, sur la planète du petit prince, il y avait, comme sur toutes les planètes, de 

bonnes herbes et de mauvaises herbes.         「副詞句」「動詞句」「副詞句」「主語」 

Et en effet ｴ･ｵ･ﾈﾌｪ adv. そして確かに                                   「副詞句」 

sur la planète du petit prince ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 
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il y avait ｲ･ﾘ･ﾔｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                「動詞句」 

comme sur toutes les planètes ｺﾑ･ｼｭｰﾙ･ﾄｯﾄ･ﾚ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

 adv. あらゆる惑星と同じように                                       「副詞句」 

de bonnes herbes et de mauvaises herbes ﾄﾞｩ･ﾎﾞﾝﾇ･ｴﾙﾌﾞ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾓｳﾞｪｰｽﾞ･ｴﾙﾌﾞ 

   pl.n.f 良い草と悪い草が                                                「主語」 

 

でも、種というのは目に見えない。土の中でそのうちのどれか一つの種が芽を覚ます気にな

るまで、眠っている。［B-5］ 

Mais les graines sont invisibles. Elles dorment dans le secret de la terre jusqu’à ce qu’il 

prenne fantaisie à l’une d’elles de se réveiller.  

Mais「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

les graines ﾚ･ｸﾞﾚｰﾇ pl.n.f 種は                                            「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現（être）v.i 〜である                                        「動詞」 

invisibles ｱﾝｳﾞｨｼﾞｰﾌﾞﾙ adj. 目に見えない                                  「補語」 

Elles ｴﾙ pl.n.f 種たちは                                                  「主語」 

dorment ﾄﾞﾙﾑ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                      「動詞」 

dans le secret de la terre ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｽｸﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｰﾙ ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｽｸﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｰﾙ 

   adv. 地面の中で                                                     「副詞句」 

jusqu’à ｼﾞｭｽｶ adv. 〜するまで                                          「副詞句」 

ce qu’ ｽ･ｸ pron 〜ということ                                   「目的語」 

il ｲﾙ pron 形式主語 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.i 起こる               「動詞」 

fantaisie ﾌｫﾝﾃｼﾞｰ n.f 気まぐれが                         「主語」 

à l’une d’elles ｱ･ﾘｭﾝﾇ･ﾃﾞﾙ adv. 種のどれか一つが     「間接目的語」 

de se réveiller ﾄﾞｩ･ｽ･ﾚｳﾞｪｲｪ adj. 目を覚まそうという「形容詞句：fantaisie」 

 

それから背伸びをする。そして、はじめはおずおずと、日光の方へ、魅力的な小さな罪のな

い小枝を伸ばす。［B-5］ 

Alors elle s’étire, et pousse d’abord timidement vers le soleil une ravissante petite 

brindille inoffensive.          「副詞」「主語」「動詞句」et「動詞」「副詞句」「目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. それから                                                  「副詞」 

elle ｴﾙ pron それは                                                      「主語」 

s’étire ｾﾃｨﾙ 3 単現(s’étirer)v.pr 背伸びをする                             「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

pousse ﾌﾟｽ 3 単現(pousser)v.t 伸ばす                                      「動詞」 

d’abord timidement ﾀﾞﾎﾞｰﾙ･ﾁﾐｯﾄﾞﾓﾝ adv. 最初は遠慮がちに                「副詞句」 
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vers le soleil ｳﾞｪｰﾙ･ﾙ･ｿﾚｲﾕ adv. 日光の方へ                              「副詞句」 

une ravissante petite brindille inoffensive ﾕﾝﾇ･ﾗｳﾞｨｿﾝﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾕ･ｲﾉﾌｫﾝｼﾌ 

n.f うっとりするような、罪のない小枝を                              「目的語」 

 

赤カブや薔薇の木の小枝なら、それが芽を出すままにさせておけば良い。［B-5］ 

S’il s’agit d’une brindille de radis ou de rosier, on peut la laisser pousser comme elle veut. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞節」 

S’ ｽ conj. もし〜である                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

s’agit ｻｼﾞ 3 単現(s’agir de+qch)v.h 〜に関わることである          「動詞句」 

d’une brindille ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾕ n.f 小枝                            「主語」 

de radis ou de rosier ﾄﾞｩ･ﾗﾃﾞｨ･ｳ･ﾄﾞｩ･ﾛｼﾞｴ 

 adj. 赤カブやバラの木の                    「形容詞句：brindille」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

peut ... laisser pousser ﾌﾟ...ﾚｾ･ﾌﾟｾ 3 単現･可能･放任(pouvoir+不定詞) 

   v.i 伸びるままにさせて構わない                                       「動詞句」 

la ﾗ pron 小枝が                                                       「目的語」 

comme elle veut ｺﾑ･ｴﾙ･ｳﾞ adv. 小枝が望むように                         「副詞節」 

もしそれが赤カブやバラの小枝なら、枝が伸びたい放題にさせておけば良い。 

 

しかし、悪い植物なら、気づくやいなやすぐ抜き取らねばならない。［B-5］ 

Mais s’il s’agit d’une mauvaise plante, il faut arracher la plante aussitôt, dès qu’on a su 

la reconnaître.                            Mais「副詞節」,「動詞」「主語」「副詞節」 

Mais ﾒ conj. しかし 

s’ ｽ conj. もし〜である                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

s’agit ｻｼﾞ 3 単現(s’agir de+qch)v.h 〜に関わることである          「動詞句」 

d’une mauvaise plante ｼﾞｭﾝﾇ･ﾓｳﾞｪｰｽﾞ･ﾌﾟﾗﾝﾄ n.f 悪い植物             「主語」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

faut ﾌｫ 3 単現(falloir+不定詞)v.h 〜しなければならない                     「動詞」 

arracher ｱﾗｼｪ 不定詞 v.t 引き抜くこと                                     「主語」 

la plante ﾗ･ﾌﾟﾗﾝﾄ n.f その植物を                                 「目的語」 

aussitôt ｵｼﾄ adv. ただちに                                         「副詞」 

dès qu’ ﾃﾞ･ｸ adv. 〜するやいなや                                        「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                                                 「主語」 

a su ...reconnaître ｱ･ｽ...ﾙｺﾈｰﾄﾙ 3 単現･完了形(savoir+不定詞) 
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   v.t 見分けることができた                                     「動詞句」 

la ﾗ pron それを                                               「目的語」 

 

ところで王子様の星には、恐ろしい種があった．．．。バオバブの種だ。［B-5］ 

Or il y avait des graines terribles sur la planète du petit prince ... c’étaient les graines de 

baobabs.                    Or「動詞句」「主語」「副詞句」...「主語」「動詞」「補語」 

Or ｵｰﾙ conj. ところで 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t があった                              「動詞句」 

des graines terribles ﾃﾞ･ｸﾞﾚｰﾇ･ﾃﾘﾌﾞﾙ pl.n.m 恐ろしい種が                   「主語」 

sur la planète du petit prince ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   adv. 王子様の星には                                                 「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

les graines de baobabs ﾚ･ｸﾞﾚｰﾇ･ﾄﾞｩ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブの種            「補語」 

 

その惑星の地面には、それがはびこっていた。一本のバオバブでも、とりかかるのが遅すぎ

ると、もう絶対に片づけられなくなる。［B-5］ 

Le sol de la planète en était infesté. Or un baobab, si l’on s’y prend trop tard, on ne peut 

jamais plus s’en débarrasser.  

「主語」「副詞」「動詞句」┃Or「目的語」, 「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Le sol de la planète ﾙ･ｿﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.m その惑星の地面は                「主語」 

en ｵﾝ pron (de graines de baobabs の代用) それに                           「副詞」 

était infesté ｴﾃ･ｱﾝﾌｪｽﾃ 3 単半･受動(infester)v.t はびこられていた           「動詞句」 

Or ｵｰﾙ conj. ところが 

un baobab ｱﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブでも                           「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

l’ ﾙ pron それを                                               「目的語」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

s’y prend ｼ･ﾌﾟﾛﾝ 3 単現(s’y prendre)v.t 取り掛かる               「動詞句」 

trop tard ﾄﾛ･ﾀｰﾙ adv. あまりに遅く                             「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

ne peut jamais plus s’en débarrasser ﾇ･ﾌﾟ･ｼﾞｬﾒ･ﾌﾟﾘｭ･ｿﾝ･ﾃﾞﾊﾞﾗｯｾ 

   3 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞 se débarrasser+en) 

v.t 絶対にそれを片づけられない                                       「動詞句」 

   se débarrasser de ... を処分する、を片づける 
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それは惑星全体にはびこる。根でもってそれに穴をあける。そして星が小さすぎてバオバブ

が多すぎると、それらは星を破裂させてしまうのだ。［B-5］ 

Il encombre toute la planète. Il la perfore de ses racines. Et si la planète est trop petit, 

et si les baobabs sont trop nombreux, ils la font éclater. 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Et「副詞節」, et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

encombre ｵﾝｺﾝﾌﾞﾙ 3 単現(encombrer)v.t（場所を）ふさぐ、はびこる          「動詞」 

toute la planète ﾄｯﾄ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ adv. 惑星全体に                           「副詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

la ﾗ pron 惑星に                                                      「目的語」 

perfore ﾍﾟﾙﾌｫｰ 3 単現(perforer de)v.t 〜で穴をあける                        「動詞」 

de ses racines ﾄﾞｩ･ｾ･ﾗｼｰﾇ adv.（道具）根によって                        「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星が                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

trop petit ﾄﾛ･ﾌﾟﾃｨ adj. 小さすぎる                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブが                         「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                  「動詞」 

trop nombreux ﾄﾛ･ﾉﾝﾌﾞﾙ adj. 多すぎる                           「補語」 

ils ｲﾙ pron.pl バオバブは                                                 「主語」 

la ﾗ pron 惑星を                                                      「目的語」 

font éclater ﾌｫﾝ･ｴｸﾗﾃ 3 複現･使役(faire+不定詞 éclater) 

   v.i 破裂させてしまう                                                「動詞句」 

 

そしてある日、王子様は、僕の所の子供たちの頭によく入るように、美しいデッサンを描き

上げることに専念するように勧めた。［B-5］ 

Et un jour il me conseilla de m’appliquer à réussir un beau dessin, pour bien faire entrer 

ça dans la téte des enfants de chez moi.  

「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」,「副詞句」 

Et un jour ｴ･ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m そしてある日                                「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  155 / 668 

conseilla ｺﾝｾｲﾔ 3 単過(conseiller à qn de+不定詞 m’appliquer) 

   v. 〜するように勧めた                                               「動詞句」 

de m’appliquer à réussir ﾄﾞｩ･ﾏﾌﾟﾘｹ･ｱ･ﾚﾕｼｰﾙ 不定詞(m’appliquer+不定詞) 

   v.t（絵を）描きあげることに専念する                             「直接目的語」 

un beau dessin ｱﾝ･ﾎﾞ･ﾃﾞｻﾝ n.m 美しい絵を                 「目的語」 

pour ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                           「副詞句」 

bien faire entrer ﾋﾞﾔﾝ･ﾌｪｰﾙ･ｵﾝﾄﾚ 不定詞 v.t しっかりと入らせる   「動詞句」 

ça ｻ pron それを                                             「目的語」 

dans la téte ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾃｰﾄ adv. 頭の中に                           「副詞句」 

des enfants de chez moi ﾃﾞ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ･ﾄﾞｩ･ｼｪ･ﾑゎ 

   adj. 僕のところの子供たちの                「形容詞句：téte」 

 

「彼らがいつか旅行をするような場合、」と、彼は言った。「役に立つかもしれないよ。仕事

を後回しにする事は、時には差し障りがないこともある。」［B-5］ 

《S’ils voyagent un jour, me disait-il, ça pourra leur servir. Il est quelquefois sans 

inconvénient de remettre à plus tard son travail.  

《「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「動詞」「補語」「主語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らが                                              「主語」 

voyagent ｳﾞﾜﾔｼﾞｭ 3 複現(voyager) 

v.i 旅行する                                                    「動詞」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m（未来）いつか                              「副詞句」 

me ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

pourra ...servir ﾌﾟﾗ...ｾﾙｳﾞｨｰﾙ 3 単未・推量 

(pouvoir+不定詞 servir)v.i (à qn)（人の）役に立つかもしれない          「動詞句」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らの                                              「間接目的語」 

Il ｲﾙ 形式主語 

est ｴ (être)v.i 〜である                                                   「動詞」 

quelquefois sans inconvénient ｹﾙｸﾌゎ･ｿﾝ･ｱﾝｺﾝｳﾞｪﾆﾔﾝ 

 adj. 時には支障がない                                                 「補語」 

de remettre ﾄﾞｩ･ﾙﾒｯﾄﾙ 不定詞 延期することが                              「主語」 

à plus tard ｱ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 後回しに                              「副詞句」 
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son travail ｿﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ n.m 仕事を                                「目的語」 

 

「だけど、バオバブに関しては、そんなことをしたらおしまいさ。怠け者が住んでいた星を

知っているけど、その人は三本のバオバブを放っておいたんだよ．．．」［B-5］ 

Mais, s’il s’agit des baobabs, c’est toujours une catastrophe. J’ai connu une planète, 

habitée par un paresseux. Il avait négligé trois arbustes ...》 

《Mais「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

s’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

s’agit ｻｼﾞ 3 単現(s’agir de...)v.pr 〜に関すること                 「動詞句」 

des baobabs ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブの                      「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

toujours une catastrophe ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ｷｬﾀｽﾄﾛﾌ n.f 悲惨な結果に決まっている 「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai connu ｴ･ｺﾆｭ 1 単現･完了形(connaître)v.t 知っている                    「動詞句」 

une planète ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f ある星を                                    「目的語」 

habitée ｱﾋﾞﾃ p.p.adj.f(habiter) 〜が住んでいた      「形容詞句：planète」 

  他動詞の過去分詞は受動的な意味になる「住まれていた」 

par un paresseux ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ﾊﾟﾚｽｰ adv. 怠け者が「副詞句」 

  「怠け者に住まれていた」を能動文に翻訳する 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait négligé ｱｳﾞｪ･ﾈｸﾞﾘｼﾞｪ 3 単半･完了形(négliger)v.t 放っておいた        「動詞句」 

trois arbustes. ﾄｩﾛゎ･ｻﾞﾙﾋﾞｭｽﾄ pl.n.m 3 本のバオバブを                   「目的語」 

 

バオバブの危険さはあまり知られていないし、小惑星で道に迷った人が冒す危険というの

はあまりにも大きいので、一度だけ、僕の慎みに例外を設けて、こう言いたい。「おーい、

子供たちよ、バオバブには注意するんだよ！」［B-5］ 

Mais le danger des baobabs est si peu connu, et les risques courus par celui qui 

s’égarerait dans un astéroïde sont si considérables, que, pour une fois, je fais exception 

à ma réserve. Je dis: 《Enfants! Faites attention aux baobabs!》 

Mais「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「補語」 

que「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」:《「呼びかけ」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」》 
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Mais ﾒ conj. しかし 

le danger des baobabs ﾙ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m バオバブの危険性           「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

si peu connu ｼ･ﾌﾟ･ｺﾆｭ adj. ほとんど知られていない                         「補語」 

et ｴ conj. それに 

les risques ﾚ･ﾘｽｷ pl.n.m 危険                                             「主語」 

courus ｸﾘｭ 過去分詞 adj. 冒された                       「形容詞句：risques」 

par celui ﾊﾟｰﾙ･ｽﾘｭｲ adv. 誰かによって              「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する                       「形容詞節：celui」 

s’égarerait ｾｶﾞﾙﾚ 条・3 単現(s’égarer) 

   v.pr 道に迷う                  「動詞句」 

dans un astéroïde ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾄﾞ 

   adv. 小惑星で                 「副詞句」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

si considérables ｼ･ｺﾝｼﾃﾞﾗｰﾌﾞﾙ adj. とても甚大な                           「補語」 

que ｸ conj.(si...que) だから 

pour une fois ﾌﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. 一度だけ、例外的に                      「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

fais ﾌｪ 1 単現(faire)v.t 作る                                               「動詞」 

exception ｴｸｾﾌﾟｼｮﾝ n.f 例外を                                           「目的語」 

à ma réserve ｱ･ﾏ･ﾚｾﾞﾙｳﾞ adv. 僕の控えめな態度に                        「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単現(dire)v.t 言う                                               「動詞」 

Enfants ｵﾝﾌｫﾝ pl.n. 子供たちよ                                       「呼びかけ」 

Faites ﾌｪｯﾄ 命・2 複現(faire)v.t しなさい                                  「動詞」 

attention ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 注意を                                         「直接目的語」 

aux baobabs ｵ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                              「間接目的語」 

 

僕が与えたこの教訓はその苦労に値していた。君たちは、不思議に思うかもしれない： 

［B-5］ 

La leçon que je donnais en valait la peine. Vous vous demanderez peut-être: 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」: 

La leçon ﾗ･ﾙｿﾝ n.f 教訓                                                   「主語」 

que ｸ pron 〜する                                             「形容詞節：leçon」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                          「主語」 

donnais ﾄﾞﾈ 1 単半(donner)v.t 与えた                       「動詞」 
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en ｵﾝ adj. そうしたことの(de cela)                             「形容詞句：peine」 

valait ｳﾞｧﾚ 3 単半(valoir)v.i 〜の価値がある                                「動詞」 

la peine ﾗ･ﾍﾟｰﾇ n.f 苦労、骨折り                                          「補語」 

Vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

vous demanderez ｳﾞ･ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞｩﾚ 2 複未･推量(se demander) 

   v.pr 不思議に思うかもしれない                                       「動詞句」 

peut-être: ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ adv. もしかしたら                                    「副詞句」 

 

試みてはみたけど、うまくいかなかったんだ。バオバブの絵を描いたときは、急を要すると

いう気持ちで僕は活気づいていたんだよ。［B-5］ 

J’ai essayé mais je n’ai pas pu réussir. Quand j’ai dessiné les baobabs j’ai été animé par 

le sentiment de l’urgence. 

「主語」「動詞句」mais「主語」「動詞句」┃「副詞節」「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai essayé ｴ･ｴｾｲｴ 1 単現･完了形(essayer)v.t 試してみた                     「動詞句」 

mais ﾒ conj. だけど 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’ai pas pu réussir ﾈ･ﾊﾟ･ﾋﾟｭ･ﾚﾕｼｰﾙ 1 単現･完了形･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.i うまくいかなかった                                               「動詞句」 

Quand ｺﾝ adv. 〜する時                                                「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

ai dessiné ｴ･ﾃﾞｼﾈ 1 単現･完了形(dessiner)v.t デッサンした         「動詞句」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブを                         「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                          「主語」 

ai été animé ｴ･ｴﾃ･ｱﾝｲﾒ 1 単現･完了形･受動(animer) 

v.t 活気づけられていた                                               「動詞句」 

par le sentiment de l’urgence ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ｿﾝﾃｨﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾙﾙｼﾞｮﾝｽ 

   adv. 急を要するという感情に                                         「副詞句」 

 

彼の友人の 1 人が（レーモンはその友人に僕のことを話していたのだ）アルジェの近くに

ある彼の別荘で日曜日に 1 日過ごすしてはどうかと僕を招待しているを言うのだ。［C-1-5］ 

Il m’a dit qu’un de ses amis (il lui avait parlé de moi) m’invitait à passer la journée de 

dimanche dans son cabanon, près d’Alger.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

un de ses amis ｱﾝ･ﾄﾞｩ･ｾ･ｻﾞﾐ n.m 彼の友人の 1 人が             「主語」 

 (il ｲﾙ pron レーモンは                                 「主語」 

lui ﾘｭｲ pron その友人に                          「間接目的語」 

avait parlé ｱｳﾞｪ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単半･完了形(parler) 

v.i 話していた                                    「動詞句」 

de moi) ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 僕のことを                 「間接目的語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                            「目的語」 

invitait ｱﾝｳﾞｨﾃ 3 単半(inviter)v.t(qn à+不定詞 人に〜するように) 

v.t 招待した                                              「動詞」 

à passer ｱ･ﾊﾟｾ 不定詞 v.t 過ごす                              「補語」 

la journée ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ n.f 1 日を                          「目的語」 

de dimanche ﾄﾞｩ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ adj. 日曜日の      「形容詞句」 

dans son cabanon, ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｶﾊﾞﾉﾝ adv. 彼の別荘に       「副詞句」 

près d’Alger. ﾌﾟﾚ･ﾀﾞﾙｼﾞｪ adv. アルジェの近くにある    「副詞句」 

 

僕は是非そうしたいのだが、既に女友達と 1 日過ごす約束があると答えた。［C-1-5］ 

J’ai répondu que je le voulais bien, mais que j’avais promis ma journée à une amie. 

「主語」「動詞句」「目的語」mais「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai répondu ｴ･ﾚﾎﾟﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形(répondre)v.t 答えた                  「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

le ﾙ pron それを                                               「目的語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半･時制の一致(vouloir)v.t 〜したい                 「動詞」 

bien, ﾋﾞﾔﾝ adv. とても                                           「副詞」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

avais promis ｱｳﾞｪ･ﾌﾟﾛﾐ 1 単半･完了形(promettre) 

v.t(qch à qn 人に何を) 既に約束した                           「動詞句」 

ma journée ﾏ･ｼﾞｭﾙﾈ n.f 1 日を                                   「目的語」 

à une amie. ｱ･ﾕﾝﾇ･ｱﾐ adv. 女友達に                          「間接目的語」 
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友人の奥さんは、男たちの中で一人きりにならずに済むので、とても喜ぶだろう。［C-1-5］ 

La femme de son ami serait très contente de ne pas être seule au milieu d’un groupe 

d’hommes.                                        「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

La femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

de son ami ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｱﾐ adj. 友人の                                「形容詞句」 

serait ｽｰﾚ 条・3 単現･未来の推測(être)v.i 〜だろう                          「動詞」 

très contente ﾄﾚ･ｺﾝﾄﾝﾄ adj.f とても喜んだ                                 「補語」 

de +不定詞･否定形 ﾄﾞｩ 不定詞･理由 v.i 〜しないので                      「副詞句」 

ne pas être ﾇ･ﾊﾟ･ｾﾞｰﾄﾙ 不定詞･否定形 v.i 〜でない                「動詞句」 

seule ｽﾙ adj. 一人きり                                           「補語」 

au milieu ｵ･ﾐﾘﾕ adv. 真ん中で                                  「副詞句」 

d’un groupe d’hommes. ﾀﾞﾝ･ｸﾞﾙﾌﾟ･ﾄﾞﾑ adj. 男たちの     「形容詞句」 

 

僕は、社長が私用電話が嫌いなことを知っているので、電話をすぐに切りたかった。 

［C-1-5］ 

J’ai voulu raccrocher tout de suite parce que je sais que le patron n’aime pas qu’on nous 

téléphone de la ville.                          「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai voulu raccrocher ｴ･ｳﾞﾘｭ･ﾗｸﾛｼｪ 1 単現･完了形･願望(vouloir+不定詞) 

   v.i（受話器を置いて）切りたかった                                   「動詞句」 

tout de suite ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                  「副詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので、〜だから                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

sais ｾ 1 単現(savoir)v.t 知っている                                「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

le patron ﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                              「主語」 

n’aime pas ﾈｰﾑ･ﾊﾟ 3 単現･否定(aimer)v.t 好まない          「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                               「目的語」 

on ｵﾝ pron 誰かが                                 「主語」 

nous ﾇ pron 僕らに                          「間接目的語」 

téléphone ﾃﾚﾌｫﾇ 3 単現(téléphoner)v.i 電話してくる   「動詞」 

de la ville. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨﾙ adv. 町から、仕事以外で     「副詞句」 
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しかしレーモンは僕に待ってくれとせがんで、この招待の件は夜に伝えても良かったのだ

が、実は別に知らせておきたい事があると言った。［C-1-5］ 

Mais Raymond m’a demandé d’attendre et il m’a dit qu’il aurait pu me transmettre cette 

invitation le soir, mais qu’il voulait m’avertir d’autre chose.  

Mais「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

et「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」mais「直接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                           「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                        「目的語」 

a demandé d’+不定詞 ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ･ﾄﾞｩ 3 単現･完了形･願望(demander à qn de+不定詞) 

  v.t （人に）〜するように頼んだ                                       「動詞句」 

attendre ｱﾄﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.i 待つ                                           「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形((dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

aurait pu +不定詞 ｵｰﾚ･ﾋﾟｭ 条・3 単現･完了形･推測・語調緩和(pouvoir+不定詞) 

  v. 〜することが出来たのだが                              「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                        「間接目的語」 

transmettre ﾄﾛﾝｽﾒﾄﾙ 不定詞 v.t 伝える                       「動詞句」 

cette invitation ｾｯﾄ･ｱﾝｳﾞｨﾀｼｵﾝ n.f この招待の話を        「直接目的語」 

le soir, ﾙ･ｽゎ-ﾙ adv. 夜に                                   「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

voulait+不定詞 ｳﾞﾚ 3 単半･願望(vouloir)v. 〜したかった       「動詞句」 

m’ ﾑ pron 僕に                                        「間接目的語」 

avertir ｱｳﾞｪﾙﾁｰﾙ 不定詞 v.t(de を) 知らせる                  「動詞句」 

d’autre chose. ﾄﾞｰﾄﾙ･ｼｮｰｽﾞ n.f 別のことを                「直接目的語」 

条件法 過去 ：語調緩和 

条件法過去は過去における未来完了の意味を表し、推測や語調緩和を表現する。 
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「今晩、君が戻った時に、アパートの近くでそいつを見かけたら、教えてくれ」僕は、分か

ったと答えた。［C-1-5］ 

«Si tu le vois près de la maison ce soir en rentrant, avertis-moi.» J’ai dit que c’était 

entendu.            《「副詞節」,「動詞」「間接目的語」》,「主語」「動詞句」「目的語」 

«Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

le ﾙ pron そいつを                                            「目的語」 

vois ｳﾞゎ 2 単現(voir)v.t 見る                                    「動詞」 

près de la maison ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adv. アパートの近くで         「副詞句」 

ce soir en rentrant, ｽ･ｽゎ-ﾙ･ｵﾝ･ﾚﾝﾄｩﾛﾝ adv. 今晩戻った時に       「副詞句」 

avertis ｱｳﾞｪﾙﾃｨ 命・2 単現(avertir)v.t 知らせてくれ                        「動詞」 

moi.» ﾑゎ pron 俺に                                               「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                  「主語」 

était entendu. ｴﾃ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 3 単半･受動(entendre)v.t 了解された     「動詞句」 

 

社長はパリに事務所を開設するつもりであった。そこで大企業と直接取引ができればよい

と考えていた。そこで彼は、僕がパリに行く気があるかどうかを知りたかったのだ。 

［C-1-5］ 

Il avait l’intention d’installer un bureau à Paris qui traiterait ses affaires sur la place, et 

directement, avec les grandes compagnies et il voulait savoir si j’étais disposé à y aller.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                         「動詞」 

l’intention ﾗﾝﾄﾝｼｮﾝ n.f 意図                                             「目的語」 

d’ +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 adj. 〜するという                        「形容詞句」 

installer ｱﾝｽﾀﾚ 不定詞 v.t 開設する                       「動詞」 

  avoir l’intention de+不定詞 「〜するつもりである」 

un bureau ｱﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ n.m 事務所を                     「目的語」 

à Paris ｱ･ﾊﾟﾘ adv. パリに                             「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

traiterait ﾄﾚﾄｩﾚ 条・3 単現(traiter)v.t 取り扱いたい「動詞」 

ses affaires ｾ･ｻﾞﾌｪｰﾙ pl.n.f 彼の事業を          「目的語」 

sur la place, ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗｽ adv. そこで、その場所で「副詞句」 
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et ｴ conj. そして 

directement, ﾃﾞｨﾚｸﾄｩﾓﾝ adv. 直接に               「副詞」 

avec les grandes compagnies ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ｺﾝﾊﾟﾆｰ 

 adv. 大企業と                               「副詞句」 

et ｴ conj. そして、それで 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

voulait savoir ｳﾞﾚ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 3 単半･願望(vouloir+不定詞)v.t 知りたかった    「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                        「動詞」 

disposé à +不定詞 ﾃﾞｨｽﾎﾟｾﾞ･ｱ adj.（〜する気が）ある                「補語」 

y ｲ adv. そこに「副詞」 

aller. ｱﾚ 不定詞 v.i 行く「動詞」 

 

僕はとりあえず、ええ、と言ったが、結局のところそういうことには関心がないと付け加え

た。すると社長は僕に、生活を変えるということに興味がないのかと尋ねた。［C-1-5］ 

J’ai dit que oui mais que dans le fond cela m’était égal. Il m’a demandé lors si je n’étais 

pas intéressé par un changement de vie.  

「主語」「動詞句」「目的語」mais「目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞」「直接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

oui ｳｨｰ adv. ええ                                           「応答･肯定」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

dans le fond ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾌｫﾝ adv. 結局のところ、実際は                「副詞句」 

cela ｽﾗ pron それは                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとっては                                     「間接目的語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                        「動詞」 

égal. ｴｶﾞﾙ adj. どうでもよい、関心がない                          「補語」 

Il ｲﾙ pron 社長は                                                        「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

lors ﾛｰﾙ adv. その時、すると                                             「副詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 
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je ｼﾞｭ pron 僕は                                              「主語」 

n’étais pas intéressé ﾈﾃ･ﾊﾟ･ｱﾝﾃﾚｯｾ 1 単半･受動･否定･時制の一致(intéresser) 

   v.t 興味がない、関心を引かれない                          「動詞句」 

par un changement de vie. ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ｼｮﾝｼﾞｭﾓﾝ・ﾄﾞｩ・ｳﾞｨｰ 

   adv. 生活を変えることに対して                            「副詞句」 

 

それで僕は仕事に戻った。社長に不満を抱かせたくはなかったが、僕には自分の生活を変え

る理由は見当たらなかった。［C-1-5］ 

Je suis retourné travailler alors. J’aurais préféré ne pas le mécontenter, mais je ne voyais 

pas de raison pour changer ma vie.  

「主語」「動詞句」「副詞」┃「主語」「動詞句」,mais「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis retourné travailler ｼｭｲ･ﾙﾄｩﾙﾈ･ﾄﾗｳﾞｧｲｴ 1 単現･完了形･復帰(retourner) 

   v.i（+不定詞）仕事に戻った                                          「動詞句」 

alors. ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais préféré ｵｰﾚ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ 条・1 単現･完了形･語調緩和(préférer+不定詞) 

   v.t 〜したかったのだが                                              「動詞句」 

ne pas le mécontenter, ﾇ･ﾊﾟ･ﾙ･ﾒｺﾝﾄﾝﾃ 不定詞･否定(mécontenter+le) 

   v.t 彼に不満を抱かせない                                            「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voyais pas ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾊﾟ 1 単半･否定(voir)v.t 見えなかった              「動詞句」 

de raison ﾄﾞｩ･ﾚｿﾞﾝ n.f 理由は                                          「目的語」 

pour changer ma vie. ﾌﾟｰﾙ･ｼｮﾝｼﾞｪ･ﾏ･ｳﾞｨｰ 

 adj. 自分の生活を変えるための                             「形容詞句」 

 

しかし、学業を諦めなければならなくなった時に、野心などは重要なことではないとすぐに

理解したのだ。［C-1-5］ 

Mais quand j’ai dû abandonner mes études, j’ai très vite compris que tout cela était sans 

importance réelle.                       Mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

ai dû abandonner ｴ･ｼﾞｭ･ｱﾎﾞﾝﾄﾞﾈ 1 単現･完了形･必要(devoir+不定詞) 

   v.t 諦めなければならなかった                                「動詞句」 
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mes études, ﾒ･ｴﾁｭｰﾄﾞ pl.n.f 学業を                              「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai très vite compris ｴ･ﾄﾚ･ｳﾞｨｯﾄ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre+ très vite) 

   v.t すぐに理解した                                                  「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tout cela ﾄｩ･ｽﾗ pron それはすべて                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                         「動詞」 

sans importance réelle. ｿﾝ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝｽ･ﾚｴﾙ n.f 重要ではない事実        「補語」 

  sans importance adj. 重要でない réel ﾚｴﾙ n.m（n.f réelle）現実、事実、問題 

 

自分としてはどちらでもいいが、彼女がそれを望むのなら、結婚しても構わないと答えた。 

［C-1-5］ 

J’ai dit que cela m’était égal et que nous pourrions le faire si elle le voulait.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cela ｽﾗ pron それは                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとって                                      「間接目的語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                       「動詞」 

égal ｴｶﾞﾙ adj. どちらでもよい                                    「補語」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

nous ﾇ pron.pl 僕らは                                            「主語」 

pourrions +不定詞 ﾌﾟﾘｵﾝ 条・1 複現･語調緩和(pouvoir+不定詞) 

   v. 〜しても構わないのだが                                    「動詞句」 

le ﾙ pron 結婚を                                               「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t(行為を) する                                「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                         「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                       「主語」 

le ﾙ pron 結婚を                                        「目的語」 

voulait. ｳﾞﾚ 3 単半･時制の一致(vouloir)v.t 望む              「動詞」 
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それは全然重要ではない、もし彼女が望むなら結婚してもよい、と僕は彼女に説明した。 

［C-1-5］ 

Je lui ai expliqué que cela n’avait aucune importance et que si elle le désirait, nous 

pouvions nous marier. 「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

ai expliqué ｴ･ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 1 単現･完了形(expliquer)v.t 説明した                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

cela ｽﾗ pron それは                                          「主語」 

n’avait ﾅｳﾞｪ 3 単半･否定･時制の一致(avoir)v.t 〜がない        「動詞句」 

aucune importance ｵｷｭﾝﾇ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝｽ n.f どんな重要性も〜ない  「目的語」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                     「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                   「主語」 

le ﾙ pron それを（結婚すること）                    「目的語」 

désirait, ﾃﾞｼﾞﾚ 3 単半･時制の一致(desirer)v.t 望む       「動詞」 

nous ﾇ pron.pl 僕らは                                        「主語」 

pouvions nous marier. ﾌﾟｳﾞｨﾖﾝ･ﾇ･ﾏﾘｴ 1 複半･時制の一致(pouvoir+不定詞 se marier) 

   v.pr 結婚してもよい                                      「動詞句」 

 

もっとも、それを尋ねたのは彼女のほうで、僕のほうは「それでいい」と言っただけだ。 

［C-1-5］ 

D’ailleurs, c’était elle qui le demandait et moi je me contentais de dire oui.  

「副詞句」,「動詞」「補語」「主語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

D’ailleurs, ﾀﾞｲﾕｰﾙ adv. そもそも、もっとも                              「副詞句」 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は qui 以降）強調構文 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女                                                        「補語」 

qui ｷ pron 〜する人は                                                   「主語」 

le ﾙ pron それを                                                 「目的語」 

demandait ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半(demander)v.t 尋ねた                      「動詞」 

et ｴ conj. そして 

moi je ﾑゎ･ｼﾞｭ pron 僕のほうは                                           「主語」 

me contentais de dire ﾑ･ｺﾝﾄﾝﾃ･ﾄﾞｩ･ﾃﾞｨｰﾙ 1 単半(se contenter de+不定詞) 

   v.t 言ったにすぎない、言っただけだ                                  「動詞句」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「副詞」の例文  167 / 668 

  se contenter de+不定詞 「〜するにとどめる、〜するに過ぎない」 

oui. ｳｨｰ adv. 承知したと                                               「目的語」 

 

また少し黙り込んだ後で、僕は風変わりだ、きっとそのせいで僕を愛しているのだろう、だ

がしかしきっといつか同じ理由で僕を嫌いになるかもしれない、と彼女は呟いた。 

［C-1-5］ 

Après un autre moment de silence, elle a murmuré que j’étais bizarre, qu’elle m’aimait 

sans doute à cause de cela mais que peut-être un jour je la dégoûterais pour les mêmes 

raisons.            「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」,「目的語」mais「目的語」 

Après un autre moment de silence, ｱﾌﾟﾚ･ｱﾝ･ｵｰﾄﾙ･ﾓﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ｼﾛﾝｽ 

   adv. また少し黙り込んだ後で                                         「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a murmuré ｱ･ﾐｭﾙﾐｭﾚ 3 単現･完了形(murmurer)v.t つぶやいた             「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                        「動詞」 

bizarre, ﾋﾞｻﾞｰﾙ adj. 風変わりな                                   「補語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

aimait ｴﾒ 3 単半･時制の一致(aimer)v.t 愛している                  「動詞」 

sans doute ｿﾝ･ﾄﾞｩｯﾄ adv. きっと                                「副詞句」 

à cause de cela ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞｩ･ｽﾗ adv. そのせいで                   「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

peut-être ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ adv. きっと                                   「副詞句」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ adv. いつか                                    「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

la ﾗ pron 彼女に                                                「目的語」 

dégoûterais ﾃﾞｸﾞｯﾄﾚ 条・1 単現･推測(dégoûter) 

v.t うんざりさせる、嫌いにさせるかもしれない                   「動詞」 

pour les mêmes raisons. ﾌﾟｰﾙ･ﾚ･ﾒｰﾑ･ﾚｿﾞﾝ adv. 同じ理由で         「副詞句」 

  僕が彼女に嫌いにさせる → 彼女が僕を嫌いになる 
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他に言うことが無かったので黙っていると、彼女は僕の腕を取って、僕と結婚したいとはっ

きりと言った。［C-1-5］ 

Comme je me taisais, n’ayant rien à ajouter, elle m’a pris le bras en souriant et elle a 

déclaré qu’elle voulait se marier avec moi.  

「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Comme ｺﾑ conj.（ちょうど）〜する時に                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

me taisais, ﾑ･ﾃｾﾞ 1 単半(se taire)v.pr 黙っていた                 「動詞句」 

n’ayant ﾈﾖﾝ 現在分詞･否定形･理由(avoir)v.t 〜がなかったので     「副詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                               「目的語」 

à ajouter, ｱ･ｱｼﾞｭﾃ 不定詞 v.t 付け足すべき      「形容詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕の                                                    「間接目的語」 

a pris ｱ･ﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(prendre)v.t 取った                            「動詞句」 

le bras ﾙ･ﾌﾞﾗ n.m 腕を                                             「直接目的語」 

en souriant ｵﾝ･ｽﾘﾖﾝ ジェロンディフ(sourire)v.i 微笑みながら              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと言った            「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

voulait se marier ｳﾞﾚ･ｽ･ﾏﾘｴ 3 単半・願望･時制の一致(vouloir+不定詞) 

   v.pr 結婚したい                                             「動詞句」 

avec moi. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾑゎ adv. 僕と                                 「副詞句」 

 

僕はセレステの店で夕食をとった。僕がもう食べ始めていた時に、奇妙な小柄の女が入って

きて、僕に、相席をしてもよいかと尋ねた。［C-1-5］ 

J’ai dîné chez Céleste. J’avais déjà commencé à manger lorsqu’il est entré une bizarre 

petite femme qui m’a demandé si elle pouvait s’asseoir à ma table.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dîné ｴ･ﾃﾞｨﾈ 1 単現･完了形(dîner)v.i 夕食をとった                      「動詞句」 

chez Céleste. ｼｪ･ｾﾚｽﾄ adv. セレストの店で                               「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais déjà commencé à manger ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｼﾞｬ･ｺﾓﾝｾ･ｱ･ﾓﾝｼﾞｪ 1 単半･完了形･開始 

   (commencer à+不定詞+ déjà)v.i すでに食事を始めていた                「動詞句」 
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lorsqu’ ﾛﾙｽｷ conj. 〜した時には                                         「副詞節」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は une bizarre petite femme） 

  実際の主語が長いので、仮の主語が使われた 

est entré ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形(entrer)v.i 入ってきた              「動詞句」 

  il が仮の主語なので、実際の主語の性別に影響されず、過去分詞は男性形のままである 

une bizarre petite femme ﾕﾝﾇ･ﾋﾞｻﾞｰﾙ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾌｧﾑ 

   n.f 奇妙な小柄の女が                                          「主語」 

qui ｷ pron（主語）そして〜する 

m’ ﾑ pron 僕に                                            「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた         「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                           「直接目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                   「主語」 

pouvait s’asseoir ﾌﾟｳﾞｪ･ｻｽﾜｰﾙ 3 単半･許可(pouvoir+不定詞) 

   v.pr 座ってもよいか                              「動詞句」 

à ma table. ｱ･ﾏ･ﾀｰﾌﾞﾙ adv. 僕のテーブルに            「副詞句」 

 

前菜を待っている間、女はハンドバッグを開け、そこから小さな四角い紙と鉛筆を取り出し、

前もって勘定を計算し、それにチップを追加した丁度の金額をポケットから取り出して、そ

れを目の前に置いた。［C-1-5］ 

En attendant les hors-d’oeuvre, elle a ouvert son sac, en a sorti un petit carré de papier 

et un crayon, a fait d’avance l’addition, puis a tiré d’un gousset, augmentée du pourboire, 

la somme exacte qu’elle a placée devant elle.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞」「動詞句」「目的語」, 

「動詞句」「副詞句」「目的語」,「副詞」「動詞句」「副詞句」「目的語」「副詞節」 

En attendant ｵ･ﾅﾄﾝﾄﾞﾝ ジェロンディフ(attendre)v.t 待っている間に        「副詞句」 

les hors-d’oeuvre, ﾚ･ｵｰﾙ･ﾄﾞｩｰｳﾞﾙ pl.n.m 前菜を                   「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a ouvert ｱ･ｳｳﾞｪｰﾙ 3 単現･完了形(ouvrire)v.t 開けた                       「動詞句」 

son sac, ｿﾝ･ｻｯｸ n.m ハンドバッグを                                     「目的語」 

en ｵﾝ adv. そこから(de son sac)                                           「副詞」 

a sorti ｱ･ｿﾙﾃｨ 3 単現･完了形(sortir)v.t(de から) 取り出した                「動詞句」 

un petit carré ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ｷｬﾚ n.m 小さな四角いものを                      「目的語」 

de papier ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾋﾟｴ adj. 紙の                                「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

un crayon, ｱﾝ･ｸﾚﾖﾝ n.m 鉛筆を                                         「目的語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形(faire)v.t 〜した                                「動詞句」 
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d’avance ﾀﾞｳﾞｫﾝｽ adv. あらかじめ、前もって                            「副詞句」 

l’addition, ﾗﾃﾞｨｼｫﾝ n.f 勘定の計算を                                    「目的語」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

a tiré ｱ･ﾁﾚ 3 単現･完了形(tirer)v.t 取り出した                           「動詞句」 

d’un gousset, ﾀﾞﾝ･ｸﾞｾ adv. ポケットから                                「副詞句」 

augmentée ｵｸﾞﾓﾝﾃ 過去分詞･受動(augmenter)adj.f 追加された「形容詞句」 

du pourboire, ｼﾞｭ･ﾌﾟﾙｳﾞゎ-ﾙ adv. チップの分を   「間接目的語」 

la somme ﾗ･ｿﾑ n.f 金額を                                              「目的語」 

exacte ｴｸﾞｻﾞｸﾄｩ adj.f 丁度の                                    「形容詞」 

qu’ ｸ pron（目的語）それを〜した                                      「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                               「主語」 

a placée ｱ･ﾌﾟﾗｾ 3 単現･完了形.f(placer)v.t 置いた                 「動詞句」 

  過去分詞 placée は「直接目的語」la somme に性･数一致している 

devant elle. ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾃﾙ adv. 自分の前に                         「副詞句」 

 

それから女は立ち上がり、先程と同様に自動人形のように正確な仕草でジャケットを着て、

出て行った。［C-1-5］ 

Puis elle s’est levée, a remis sa jaquette avec les mêmes gestes précis d’automate et elle 

est partie. 「副詞」「主語」「動詞句」,「動詞句」「目的語」「副詞句」et「主語」「動詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’est levée, ｾ･ﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(se lever)v.pr 立ち上がった               「動詞句」 

a remis ｱ･ﾙﾐ 3 単現･完了形(remettre)v.t 再び着た                        「動詞句」 

sa jaquette ｻ･ｼﾞｬｹｯﾄ n.f ジャケットを                                  「目的語」 

avec les mêmes gestes précis ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚ･ﾒｰﾑ･ｼﾞｪｽﾄｩ･ﾌﾟﾚｼ 

   adv. 相変わらずの正確なしぐさで                                     「副詞句」 

d’automate ﾄﾞﾄﾏｯﾄ adj. 自動人形の                             「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

est partie. ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形(partir)v.i 出て行った                    「動詞句」 
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女は歩道の縁石の上に乗った、それから、信じられないほどの速度と正確さで、足を踏み外

したり、振り向いたりすることもなく、縁石の上を伝って行った。［C-1-5］ 

Elle s’était placée sur la bordure du trottoir et avec une vitesse et une sûreté incroyables, 

elle suivait son chemin sans dévier et sans se retourner.  

「主語」「動詞句」「副詞句」et「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 女は                                                        「主語」 

s’était placée ｾﾃ･ﾌﾟﾗｾ 3 単半･完了形.f(se placer)v.pr 自分の身を置いた      「動詞句」 

   過去分詞 placée は「直接目的語」se（再帰代名詞：彼女）に性･数一致 

sur la bordure ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾎﾞﾙﾃﾞｭｰﾙ adv.（歩道の）縁石の上に                 「副詞句」 

du trottoir ｼﾞｭ･ﾄﾛｯﾄゎ-ﾙ adj. 歩道の                            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

avec ｱｳﾞｪｯｷ adv.（様態）〜で                                           「副詞句」 

une vitesse ﾕﾝﾇ･ｳﾞｨﾃｽ n.f 速度                                  「目的語」 

et ｴ conj. そして 

une sûreté ﾕﾝﾇ･ｼｭﾙﾃ n.f 正確さ                                  「目的語」 

incroyables, ｱﾝｸﾛﾜｲﾔﾌﾞﾙ adj.pl 信じられない              「形容詞」 

elle ｴﾙ pron 女は                                                        「主語」 

suivait ｼｭｲｳﾞｪ 3 単半(suivre)v.t（道を）たどっていった、つたっていった     「動詞」 

son chemin ｿﾝ･ｼｭﾏﾝ n.m 自分の道を                                    「目的語」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜しないで                                       「副詞句」 

dévier ﾃﾞｳﾞｨｴ 不定詞 v.i（道を）踏み外す                          「動詞」 

et ｴ conj. そして 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜しないで                                       「副詞句」 

se retourner. ｽ･ﾙﾄｩﾙﾈ 不定詞 v.pr 振り返る                       「動詞句」 
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動詞の利用形態について 

 

法と時制 

法とは、言語表現の内容に対する話し手の態度（見聞きしたままの事実の叙述か、主観的想

定か、可能性の表現か、など）が反映された動詞の形態のことであり、時制は、その表現内

容の時間的関係が動詞の形になって表れたものである。そして動詞が人称ごとに変化する、

英語でいう「定形動詞」に相当するものに直説法、条件法、接続法、命令法の 4 種類の法

を持つとされる。しかしこのうち条件法は、直説法過去未来と見るほうが良い。 

一方、英語の「不定形動詞」に相当する不定法には、不定詞、現在分詞、過去分詞という 3

つの形がある。「不定形動詞」は文の構成要素としては、「主語」、「補語」、「動詞句」、「副詞

句」あるいは「形容詞句」として利用される。 

 

直説法 

物事を見聞きし、了解したままの「事実」として述べる、もっとも広く用いられる法で

ある。動詞そのものが活用変化する「単純時制」が 4 つ、〈助動詞 avoir または être の

変化形+過去分詞〉という結合の形「複合時制」が 4 つ、計 8 つの時制が含まれている。 

 

接続法 

見聞きしたままの「（客観的）事実」を表現する直説法に対し、接続法は、考え・感じ・

願いという精神活動を介して、事物を「（主観的）想念」の形で表す。この対立はとき

に、「確実・現実性（直説法）」対「不確実・非現実性（接続法）」の一面を持つ。同時

にもっぱら従属節内で用いられるという構文上の際立った特徴を備え、ときに見られ

る独立節での使用は、主節が省略された従属節でのものと考えることが出来る。 

接続法には単純時制「現在」「半過去」と、複合時制「過去」「大過去」の 4 つの時制が

ある。 

 

条件法 

過去における未来、非現実の仮定、語調緩和または遠まわしの非難・後悔などの表現

に用いられる。条件法には「現在」と「過去」の 2 つの時制がある。 

 

命令法 

相手に指示や依頼をするときに使用される。一人称複数および二人称単数・複数に対

する活用がある。依頼や提案の表現にも利用される。 
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動詞の活用例 

 

aimer エメ vt

現在分詞 aimant 過去分詞 aimé

直・現在 直・半過去 直・単純過去 直・単純未来

aime aimais aimai aimerai

aimes aimais aimas aimeras

aime aimait aima aimera

aimons aimions aimâmes aimerons

aimez aimiez aimâtes aimerez

aiment aimaient aimèrent aimeront

tu, nous,vousに

命・現在 接・現在 接・半過去 条・現在

aime aimasse aimerais

aime aimes aimasses aimerais

aime aimât aimerait

aimons aimions aimassions aimerions

aimez aimiez aimassiez aimeriez

aiment aimassent aimeraient

愛する、（が）好きである、好む

 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

動詞の利用形態について 動詞の活用例 174 / 668 

 

finir フィニール ir vt

現在分詞 finissan t 過去分詞 fini

直・現在 直・半過去 直・単純過去 直・単純未来

finis finissais finis finirai

finis finissais finis finiras

finit finissait finit finira

finissons finissions finîmes finirons

finissez finissiez finîtes finirez

finissent finissaient finirent finiront

tu, nous,vousに

命・現在 接・現在 接・半過去 条・現在

finisse finisse finirais

finis finisses finisses finirais

finisse finît finirait

finissons finissions finissions finirions

finissez finissiez finissiez finiriez

finissent finissent finiraient

終える、完成する
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prendre プロンドル vt

現在分詞 prenant 過去分詞 pris

直・現在 直･半過去 直・単純過去 直･単純未来

prends prenais pris prendrai

prends prenais pris prendras

prend prenait prit prendra

prenons prenions prîmes prendrons

prenez preniez prîtes prendrez

prennent prenaient prirent prendront

tu, nous,vousに

命・現在 接･現在 接･半過去 条・現在

prenne prisse prendrais

prends prennes prisses prendrais

prenne prît prendrait

prenons prenions prissions prendrions

prenez preniez prissiez prendriez

prennent prissent prendraient

取る、飲む
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recevoir ルスヴォワール vt

現在分詞 recevan t 過去分詞 reçu

直・現在 直・半過去 直・単純過去 直・単純未来

reçois recevais reçus recevrai

reçois recevais reçus recevras

reçoit recevait reçut recevra

recevons recevions reçûmes recevrons

recevez receviez reçûtes recevrez

reçoivent recevaient reçurent recevront

tu, nous,vousに

命・現在 接・現在 接・半過去 条・現在

reçoive reçusse recevrais

reçois reçoives reçusses recevrais

reçoive reçût recevrait

recevons recevions reçussions recevrions

recevez receiez reçussiez recevriez

reçoivent reçussent recevraient

受け取る、受け入れる
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動詞の用法 

直説法・現在の用法 

● 現在の事柄：「〜する」「〜している」 

● 確実な未来の事柄 

 

直説法・複合過去（現在完了）の用法 

現在と何らかのつながりを持つ過去の事柄を表します。 

現在完了 ← avoirまたはêtreの現在形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 現在の時点で完了した行為：「もう〜してしまった」 

● 現在と関係のあるまだ過ぎ去っていない期間内（今日、今週、今月、今年など）の行為 

● 現在までの経験を表します 

 

直説法・半過去の用法 

● 過去における継続的行為・状態を表す。 

● 過去における習慣・反復的行為を表す。 

● 描写 

● 過去における現在 

 

直説法・大過去（半過去完了）の用法 

半過去の完了形で、過去のある時点より前に行われた事柄を表す時制です。 

半過去完了 ← avoirまたはêtreの半過去形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 過去のある時点までに完了した行為：「（その時までに）すでに〜してしまっていた」 

● 過去のある時点までの経験：「（その時までに）すでに〜したことがあった」 

 

直説法・単純過去（過去）の用法 

● 単純過去は新聞や小説などで過去の出来事を客観的に述べるときに使われます。 

 

直説法・前過去（過去完了）の用法 

一般に従属節において用いられ、単純過去に示される主節の直前に完了した行為を示す。 

単純過去完了 ← avoirまたはêtreの単純過去形 + 過去分詞（語尾は不変）  
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直説法・単純未来（未来）の用法 

● 未来の事柄に対する推量や話し手の意志を表します：「〜するだろう･〜するつもりだ」 

● 現在の事柄についての推量を表します：「〜だろう」 

 

直説法・前未来（未来完了）の用法 

未来完了 ← avoirまたはêtreの単純未来形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 未来のある時点までに完了していると推測される行為や状態を表します：「（そのときに

は）〜してしまっているだろう」 

● 現在完了の推量を表します：「（今頃はもう）〜してしまっているだろう」 

 

接続法・現在の用法 

接続法は特定の主動詞に導かれた従属節の中とか命令の表現などに使われます。 

接続法は「不確かな」あるいは「まだ実現していない」事柄を話し手の頭の中で考えられた

こととして主観的に述べる表現法です。形式上は、接続詞（que など）に導かれる従属節（名

詞節・形容詞節・副詞節）の中で、 

特定の表現 + que + 接続法  

という構文でよく用いられます。 

● 名詞節で、主節の動詞が「願望・依頼・勧告・命令・許可・禁止」など意志を表すとき。 

● 名詞節で、主節の動詞が「疑惑・否定」などを表すとき。 

● 名詞節で、主節の動詞が喜怒哀楽・恐れなどの「感情」を表すとき。 

● 名詞節で、主節が「必要性・可能性」など価値判断を表す無人称表現で。 

● 関係代名詞 que などによって導かれる形容詞節で、関係詞の内容が「不特定」または

「否定」の意味を表すとき。 

● 「目的」を表す副詞節で。 

● 「時」を表す副詞節で、内容が未来のとき。 

● 「譲歩」を表す副詞節で、内容が仮定的なとき及び慣用表現で。 

 

接続法・過去（現在完了）の用法 

接続法現在完了 ← avoirまたはêtreの接続法現在形 + 過去分詞（語尾は不変）  

接続法現在に「完了」の意味が加わった時制で、接続法現在と同様に、接続法が要求される

従属節の中で用いられます。 
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接続法・半過去の用法 

● 主節が過去あるいは条件法の時に、接続法半過去や大過去が用いられます。 

 

接続法・大過去（半過去完了）の用法 

接続法半過去完了 ← avoirまたはêtreの接続法半過去形 + 過去分詞（語尾は不変）  

接続法半過去に「完了」の意味が加わった時制で、接続法が要求される従属節の中で用いられる。 

同時または未来 過去または未来完了

直説法現在・未来 接続法現在 接続法過去
直説法過去、条件法 接続法半過去 接続法大過去

主節
従属節

 

 

条件法・現在の用法（過去未来） 

● 現在または未来の事実に反する仮定の帰結 

● 現在または未来の語調緩和 

● 過去における未来 

● 間接話法における条件法現在 

 

条件法・過去（現在完了）の用法（過去未来完了） 

条件法過去 ← avoirまたはêtreの条件法現在形 + 過去分詞（語尾は不変）  

● 過去の事実に反する仮定の帰結 

条件節 主節（帰結文）

Si + 直説法大過去, 条件法過去
 

● 過去の語調緩和 

● 過去の推測 

● 過去における未来完了 

● 間接話法における条件法過去 

 

条件法 現在・過去 ：用法の文例 

条件法は、事実の反対を仮定して語るときに使用する叙法です。 

● 現在または未来の事実に反する仮定の帰結 

仮定を表す条件節は〈si+直説法半過去〉で示され、その帰結文である主節に〈条件法現在〉

が用いられます。 

Si le géneral n’obéissit pas, ce ne serait pas la faute du géneral. 

もし将軍が従わないとしても、それは彼の過失ではないであろう。 
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● 現在または未来の語調緩和 

Je voudrais voir un coucher de soleil. 僕は夕陽が見たいんです。 

● 現在または未来の推測、反語 

Pourquoi un chapeau ferait-il peur? どうして帽子が怖いんだね？ 

● 過去における未来 

主節が過去時制のとき、従属節に用いられて、過去における未来を表します。 

Je pensais qu’ils se marieraient. 彼らが結婚するだろうと思っていた。 

● 間接話法における条件法現在 

主節が過去時制のとき、直接話法を間接話法に変えると、〈時制の一致〉により、従属節の

直説法単純未来が条件法現在に変わります。 

Il m’a dit qu’il voyagerait en Europe. 彼はヨーロッパ旅行をするだろうと言った。 

（Il m’a dit: 《Je voyagerai en Europe.》） 直接話法 

● 条件法過去（avoir／être の条件法現在+過去分詞）の用法 

・ 過去の事実に反する仮定の帰結 

S’il avait fait beau, nous serions allés à la montagne. 

晴れていれば僕たちは山へ行っただろうに。（そうならなかった） 

・ 過去の語調緩和 

J’aurais voulu acheter ces bijoux. そのアクセサリーを買いたかったのに。 

・ 過去の推測 

Il y aurait eu un grave accident. 大きな事故があったらしい。 

● 主節が過去時制の時、従属節に〈時制の一致〉として用いられて、過去における未来完

了を表します。 

Je croyais qu’elle serait rentrée avant onze heures. 

私は彼女が 11 時までには帰っているだろうと思っていた。 

● 主節が過去時制の時、直接話法を間接話法に変えると、〈時制の一致〉によって、従属節

の直説法前未来が条件法過去に変わります。 

Il m’a dit qu’il aurait fini son travail qunad je reviendrais. 

彼は僕が戻ってくるときには自分の仕事を終えているだろうと言った。 
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命令法 

動詞は tu, nous, vous に対する 3 種類の命令形を持っています。 

直説法現在の活用形から主語を除いた形が命令法になります。 

tuに対して nousに対して vousに対して
動詞 〜しなさい 〜しましょう 〜してください

aimer aime aimons aimez
venir viens venos venez
finir finis finissons finissez
donner donne donnons donnez
aller va allons allez
faire fais faisons faites
avoir aie ayons ayez
être sois soyons soyez
savoir sache sachons sachez
vouloir veuille veuillons veuillez  

nous に対する命令形は「〜しましょう」という勧誘の意味になります。 

否定命令は動詞を ne...pas (plus, jamais)ではさみ、動作の禁止を意味します。 

 

命令法の例文 

S’il vous plaît... dessine-moi un mouton! お願いです．．．僕にヒツジの絵をかいて！ 

Allons voir un coucher de soleil... 夕陽を見に行こうよ．．． 

J’ai soif aussi... cherchons un puits... 僕も、のどが渇いている．．．井戸を探しに行こう

よ．．． 

Soyez mes amis, je suis seul. 友達になってよ、ぼく、ひとりぼっちなんだ。 

Ayons du courage. 勇気をもとう。 

N’aie pas peur. 怖がるな。 

Ne traine pas comme ça, c’est agaçant. 

 そんなふうにぐずぐずいていてはだめよ。いらいらしてくるじゃないの。 

Je vais repartir! --- Ne pars pas. 

 また旅に出ます。―― 去ってはいかん。 
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使役・放任・知覚動詞 

 

使役・放任・知覚動詞の構文は、「主語」「動詞」「目的語」「補語」の形となり、 

「補語」は動詞の不定詞や過去分詞または現在分詞が用いられて、「目的語」の動作を表す。 

使役・放任の場合には、「動詞」+「補語」を「動詞句」として翻訳することが多い。 

この構文で補語が形容詞の場合は、目的語の性質・状態などを表す。 

 

laisser 使役・放任 

laisser qn [qch]+不定詞  

（人）に自由に〜させておく、〜させる、〜するがままにしておく 

不定詞が自動詞の時：  

J’ai laissé gagner ma fille. 私は（ゲームで）娘を勝たせておいた。 

Je les ai laissé partir. 私は彼らを立ち去るに任せた。 

不定詞が他動詞の時： 

Il laisse croire qu’il est riche. 彼は金持ちであることを暗ににおわせている。 

J’ai laissé Marie faire la vaisselle. 私はマリーに食器を洗わせておいた。 

 

faire 使役 

faire+不定詞 〜させる 

注意：複合時制の時、女性形の目的語が先に有っても、過去分詞 fait は性･数一致しない。 

 

不定詞が自動詞の時：  

Le soleil fait fondre la neige. 太陽が雪を溶かす。 

Il nous a fait entrer. 彼は我々を中へ入らせた。（fait は不変） 

Cette chanson le [lui] faisait songer à sa jeuness. 

   この歌は彼に若いころのことを思わせた。 

不定詞が他動詞の時： 

On a fait soigner les blessés. 負傷者の手当てをさせた。 

Faites-les soigner. 彼らの手当てをさせなさい。 

Je ferai faire cette réparation à un spécialiste. 

                          私はこの修理を専門家にやらせるつもりだ。 

Faites-le (s’)asseoir. 彼を座らせなさい。 

（不定詞が代名動詞の時、再帰代名詞 se は省略されることが多いが、文意を明らかにする

ために残すこともある） 
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知覚動詞：écouter, entendre, regarder, voir, sentir など 

 

知覚動詞 qn [qch] +不定詞 

             （人）（何）が〜するのが聞こえる（見える．．．） 

 

On entend les merles siffler.（siffler les merles も可）つぐみがさえずるのが聞こえる。 

Il regardait la neige tomber.（tomber la neige も可）彼は雪が降るのを眺めていた。 

Je vois Michel marcher dans la rue. ミシェルが通りを歩いているのが見える。 

Je n’aime pas voir souffrir. 私は人が苦しむのを見るのは嫌いだ。 

（voir の主語となる目的語なしで） 

Je l’ai souvent vue pleurer. 私はよく彼女が泣いているのを見た。 

（l’が女性の場合、過去分詞 vu が性･数一致する） 

sentir la terre trembler (trembler la terre も可) 地面が揺れるのを感じる 

Il sentait le sommeil le gagner. 彼は眠気が襲ってくるのを感じた。 
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「動詞」の例文 

直説法・現在と直説法現在完了 

 

「それでは、君に家のすべての鍵を預けよう。」［A-2］ 

Je vous confie donc les différentes clefs de la maison :  

《「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」「直接目的語」》 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron 君に                                                 「間接目的語」 

confie ｺﾝﾌｨ 1 単現(confier)v.t 預ける                                       「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それでは                                                   「副詞」 

les différentes clefs ﾚ･ﾃﾞｨﾌｪﾛﾝﾄ･ｸﾚ pl.n.f 様々なカギを、全ての鍵を    「直接目的語」 

de la maison : ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adj. 家の                         「形容詞句」 

 

「これは宝石を保管している金庫の鍵だ。」［A-2］ 

voilà celles de mon coffret oú je range mes pierres précieuses,            《「副詞句」》 

voilà ｳﾞゎﾗ adv. これは〜だ                                            「副詞句」 

celles ｾﾙ pl.pron 鍵                                            「目的語」 

de mon coffret ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｺｯﾌﾙ adj. 金庫の                「形容詞句」 

oú ｳ pron 〜する                                    「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                               「主語」 

range ﾛﾝｼﾞｭ 1 単現(ranger)v.t しまっている      「動詞」 

mes pierres précieuses, ﾒ･ﾋﾟｴｰﾙ･ﾌﾟﾚｼｭｰｽﾞ 

 pl.n.f 宝石を                              「目的語」 

 

「この小さい鍵は、大きい廊下の突き当りにある小部屋の鍵だ。」［A-2］ 

 《Cette petite clef est celle du cabinet au bout de la grande galerie.  

《「主語」「動詞」「補語」》 

Cette petite clef ｾｯﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｸﾚ n.f この小さい鍵は                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

celle du cabinet ｾﾙ･ｼﾞｭ･ｷｬﾋﾞﾈ pron.f 小部屋の鍵                            「補語」 

au bout ｵ･ﾌﾞ adv. 突き当りにある                                   「副詞句」 

de la grande galerie. ﾄﾞｫｳ･ﾗ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ｷﾞｬﾙﾘｰ adj. 大きい廊下の「形容詞句」 

 

「鍵を自由に使っても構わない。」［A-2］ 

vous pourrez vous en servir librement.                   《「主語」「動詞句」「副詞」》 

vous ｳﾞ pron 君は                                                       「主語」 
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pourrez +不定詞 ﾌﾟﾚ 2 複現･許可(pouvoir+不定詞)v. 〜しても構わない      「動詞句」 

vous en servir ｳﾞ･ｿﾞﾝ･ｾﾙｳﾞｨｰﾙ 不定詞(se servir+en) 

   v.pr それらを使う                                            「動詞句」 

  se servir ｽ･ｾﾙｳﾞｨｰﾙ v.pr 使う en すべての鍵のうちのどれでも 

librement. ﾘｰﾌﾞﾙﾓﾝ adv. 自由に                                           「副詞」 

 

「そしてこれなんて、金メッキで縁取りされたこの鏡に気がつきましたか？」［A-2］ 

--- Ça alors! Avez-vous remarqué ce miroir avec ses bordures de vermeil!》 

《「感嘆」┃「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ça alors! ｻ･ｱﾛｰ adv. そしてこれなんて                                     「感嘆」 

Avez ...remarqué ｱｳﾞｪ...ﾙﾏﾙｹ 2 複現･完了形(remarquer)v.t 気づきましたか？「動詞句」 

vous ｳﾞ pron 皆さん                                                     「主語」 

ce miroir ｽ･ﾐﾙゎ-ﾙ n.m この鏡に                                        「目的語」 

avec ses bordures ｱｳﾞｪｯｷ･ｾ･ﾎﾞﾙｼﾞｭｰﾙ adj. 縁取りが付いた        「形容詞句」 

de vermeil!》ﾄﾞｩ･ｳﾞｪﾙﾒｲﾕ adj. 銀に金メッキをした      「形容詞句」 

 

「あなたが戻られて、とても嬉しいわ！」［A-2］ 

《Que je suis contente de vous retrouver!》 《「副詞」「主語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

Que ｸ int. なんと、とても（強調）                                        「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

contente ｺﾝﾄﾝﾄ adj.f 嬉しい                                               「補語」 

  je が女性なので content が女性形になっている 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（原因）〜して                                      「副詞句」 

vous retrouver! ｳﾞ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｪ 不定詞(se retrouver) 

  v.pr あなたが戻って来る                                      「動詞句」 

 再帰代名詞がこの動作の主語を示している 

 

「おや！小部屋の鍵が見当たらないぞ。」と彼が尋ねた。「どこにあるのかね？」［A-2］ 

《Tiens, je ne trouve pas la clef du cabinet, demanda-t-il. Où est-elle donc? 

《「感嘆」「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「副詞」「動詞」「主語」「副詞」》 

Tiens, ﾃｨﾔﾝ int. おや                                                     「感嘆」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ne trouve pas ﾇ･ﾄﾙｰｳﾞ･ﾊﾟ 1 単現･否定(trouver)v.t 見当たらない            「動詞句」 

la clef du cabinet, ﾗ･ｸﾚ･ｼﾞｭ･ｷｬﾋﾞﾈ n.f 小部屋の鍵が                       「目的語」 

demanda ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(demander)v.t 尋ねた                             「動詞」 
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il. ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

Où ｳ adv. どこに                                                        「副詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜にある                                             「動詞」 

elle ｴﾙ pron 鍵は                                                        「主語」 

donc? ﾄﾞﾝ adv. それじゃあ                                                「副詞」 

 

「さあ、私には分かりません．．．」妻はほとんど目を上げることができませんでした。 

［A-2］ 

--- Je ne sais pas ... La femme ne pouvait à peine lever les yeux. 

《「主語」「動詞句」》, 「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne sais pas ... ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない、知らない         「動詞句」 

La femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

ne pouvait à peine lever ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾙｳﾞｪ 3 単半･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t ほとんど上げることが出来なかった                                「動詞句」 

  à peine ｱ･ﾍﾟｰﾇ ほとんど〜ない（否定文で pas の代わりに用いる） 

les yeux. ﾚ･ｼﾞｩ pl.n.m 目を                                             「目的語」 

 

「死ななければならないのなら」と妻は答えた。「少し時間を下さい、せいぜい神に祈るた

めの時間だけでも！」［A-2］ 

--- Puisqu’il faut mourir, répondit la femme, laissez-moi un peu de temps, juste le temps 

de prier Dieu.   《「副詞節」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Puisqu’ ﾋﾟｭｲｽｷ conj. 〜である以上、〜ならば                            「副詞節」 

il faut mourir, ｲﾌｫ･ﾑﾘｰﾙ 3 単現･必要(falloir+不定詞) 

 v.i 死ななければならない                                    「動詞句」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

la femme, ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

laissez ﾚｾ 命・2 複現(laisser)v.t 残してください、与えてください            「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私に                                                 「間接目的語」 

un peu de temps, ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾄﾝ n.m 時間を少し                      「直接目的語」 

juste le temps de prier Dieu. ｼﾞｭｽﾄ･ﾙ･ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｴ･ﾃﾞｨｳ 

  n.m せいぜい神に祈るための時間                       「直接目的語」 

 

「私には、きらめいている空と緑に色づいている草しか見えないわ。」［A-2］ 

--- Je vois seulement le soleil qui poudroie et l’herbe qui verdoie.》 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 
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Je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 

vois ｳﾞゎ 1 単現(voir)v.t 見える                                          「動詞」 

seulement ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけ、〜しか．．．ない                             「副詞」 

le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 空だけが                                          「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                           「形容詞節」 

poudroie ﾌﾟﾄﾞﾛゎ 3 単現(poudroyer)v.i きらめいている            「動詞」 

et ｴ conj. そして 

l’herbe ﾚﾙﾌﾞ n.f 草が                                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                           「形容詞節」 

verdoie.》ｳﾞｪﾙﾄﾞゎ 3 単現(verdoyer)v.i 緑に色づいている          「動詞」 

 

「お前は、すぐに降りてくるのか、来ないのか？青ひげの声はますます高くなった。」 

［A-2］ 

《Tu vas descendre, oui ou non?! La voix de la Barbe Bleue s’élevait de plus en plus. 

《「主語」「動詞句」「確認」┃「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

vas descendre, ｳﾞｧ･ﾃﾞｿﾝﾄﾞﾙ 2 単現･近未来(aller+不定詞) 

   v.i すぐ降りてくる                                                  「動詞句」 

oui ou non?! ｳｨ･ｳ･ﾉﾝ adv. そうなのか？違うのか？                          「確認」 

La voix de la Barbe Bleue ﾗ･ｳﾞゎ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙｰ n.f 青ひげの声は        「主語」 

s’élevait ｾﾙｳﾞｪ 3 単半(s’élever)v.pr 高くなった                           「動詞句」 

de plus en plus. ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ･ｿﾞﾝ･ﾌﾟﾘｭ adv. ますます、次第に                「副詞句」 

 

「今、参ります！」と妻は答えた。「アンヌ、アンヌ姉さん！今も、まだ何も見えないの？」 

［A-2］ 

--- J’arrive, répondit la femme. Anne, ma soeur Anne! Et maintenant, ne vois-tu toujours 

rien venir?             《「主語」「動詞」》,「動詞」「主語」,《「呼びかけ」 

Et「副詞」「動詞句」「主語」「副詞」「目的語」「補語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

arrive, ｱﾘｳﾞ 1 単現･近未来(arriver)v.i すぐ行きます                         「動詞」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

la femme. ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

Anne, ma soeur Anne! ｱﾝﾇ･ﾏ･ｾｰﾙ･ｱﾝﾇ adv. 「アンヌ、アンヌ姉さん」    「呼びかけ」 

Et ｴ conj. そして 

maintenant, ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今は                                            「副詞」 

ne vois ﾇ･ｳﾞゎ 2 単現･否定(voir)v.t 見えない                             「動詞句」 
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tu ﾁｭ pron あなたは                                                      「主語」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. 相変わらず                                         「副詞」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

venir? ｳﾞﾐｰﾙ 不定詞 v.i 来る                                              「補語」 

 

こうして、僕は 6 年前、サハラ砂漠での故障まで、本心で話せる人もなく、一人で暮らして

いた。僕のエンジンの中で何かが壊れたのだった。［B-2］ 

  J’ai ainsi vécu seul, sans personne avec qui parler véritablement, jusqu’ à une panne 

dans le désert du Sahara, il y a six ans. Quelque chose s’était cassé dans mon moteur.  

「主語」「動詞句」「補語」,「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ainsi vécu ｴ･ｱﾝｼ･ｳﾞｪｷｭ 1 単現･完了形(vivre)v.i それで暮らしていた      「動詞句」 

seul ｽﾙ adj. 一人の（状態で）                                            「補語」 

sans ｿﾝ prep 〜のない                                                 「副詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f 人                                          「目的語」 

avec qui ｱｳﾞｪｯｷ adj. その人と                           「形容詞節」 

parler véritablement ﾊﾟﾙﾚ･ｳﾞｪﾘﾀﾌﾞﾙﾓﾝ v.i 本心で話す「動詞句」 

→ 本心で話す相手もなく 

jusqu’a ｼﾞｭｽｶ prep 〜まで(jusque)                                      「副詞句」 

une panne ﾕﾝﾇ･ﾊﾟﾝﾇ n.f 故障                                    「目的語」 

dans le désert du Sahara ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙ･ｼﾞｭ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠での 「副詞句」 

il y a six ans ｲﾘ･ｱ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 年前                               「副詞句」 

→ 6 年前、サハラ砂漠での故障まで 

Quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かが                                       「主語」 

s’était cassé ｾﾃ･ｶｾ 3 単半･完了形(se casser)v.pr 壊れた                    「動詞句」 

   再帰動詞の完了形では、再帰代名詞が助動詞(être)の前に置かれる 

dans mon moteur ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾓﾃｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                   「副詞句」 

 

だから、第一日目の晩、僕は人の住んでいるあらゆる地域から千マイルも離れた砂の上で眠

った。［B-2］ 

  Le premier soir je me suit donc endormi sur le sable à mille milles de toute terre 

habitée.                                                   「主語」「動詞」「補語」 

Le premier soir ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ｽゎ-ﾙ n.m 第一日目の晩                          「副詞句」 

me suit donc endormi ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞﾝ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(s’endormir+donc) 

v.pr だから、僕は眠った                                             「動詞句」 

sur le sable ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｻｰﾌﾞﾙ adv. 砂の上で                                 「副詞句」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 直説法・現在と直説法現在完了 192 / 668 

à mille milles de toute terre habitée ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む全ての土地から千マイル離れた                              「副詞句」 

  à mille milles ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ adv. 千マイル離れた 

 de toute terre ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ adv. 全ての土地から 

 habitée ｱﾋﾞﾃ adj.f 人が住んでいる（terre に性･数一致） 

 

だから、夜明けに、おかしな可愛らしい声が僕を目覚めさせた時の僕の驚きを、君達は想像

できるよね。［B-2］ 

Alors vous imaginez ma surprise, au lever du jour, quand une drôle de petite voix m’a 

réveillé.                      「副詞」「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「副詞節」 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的）だから                                         「副詞」 

vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像する（だろう）                     「動詞」 

ma surprise ﾏ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ n.f 僕の驚きを                                 「目的語」 

au lever du jour ｵ･ﾙｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 夜明けに                         「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき（〜したならば）                             「副詞節」 

une drôle de petite voix ﾕﾝﾇ･ﾄﾞﾛｰﾙﾄﾞｩ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞゎ 

   n.f おかしな可愛らしい声が                                    「主語」 

  un(e) drôle de ｱﾝ(ﾕﾝﾇ)･ﾄﾞﾛｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 奇妙な〜、おかしな〜 

  petit(e) ﾌﾟﾃｨ(ｯﾄ) adj. 可愛い、いとしい、小さい 

m’ ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

a réveillé ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こした            「動詞句」 

 

「どうか．．．僕におとなしい羊の絵を描いて！」［B-2］ 

《S’il vous plaît ... dessine-moi un mouton! 

《「副詞節」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron それが（非人称主語）                                  「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                     「間接目的語」 

plaît ﾌﾟﾚ 3 単現(plaire)v.i 気に入る                                「動詞」 

→ もしあなたの気に入れば、済みませんが、どうか 

dessine ﾃﾞｼﾇ 命・3 単現(dessiner)v.t 描いてください                        「動詞」 

moi ﾑゎ adv. 私に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑｰﾄﾝ n.m（去勢した）おとなしい羊を                  「直接目的語」 
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僕は、さながら雷に打たれでもしたみたいに、飛び起きた。［B-2］ 

J’ai sauté sur mes pieds comme si j’avais été frappé par la foudre.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai sauté ｴ･ｿﾃ 1 単現･完了形(sauter)v.i 飛びあがった                      「動詞句」 

sur mes pieds ｼｭｰﾙ･ﾒ･ﾋﾟｴ adv. 起きて、立って                           「副詞句」 

  → 飛び起きた 

comme si ｺﾑ･ｼ conj. まるで〜かのように                                 「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

avais été frappé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾌﾗﾍﾟ 1 単半･完了形･受動(frapper) 

   v.t 打たれた                                                 「動詞句」 

par la foudre ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌｰﾄﾞｩﾙ adv. 雷に                            「副詞句」 

 

目を良くこすった。辺りをよく見た。［B-2］ 

J’ai bien frotté mes yeux. J’ai bien regardé. 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien frotté ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾛﾃ 1 単現･完了形(frotter)v.t よくこすった            「動詞句」 

mes yeux ﾒ･ｼﾞｭｰ pl.n.m 両目を                                         「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien regardé ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(regarder)v.t よく見まわした  「動詞句」 

 

すると全く不思議な男の子が、真剣に僕を見つめているのが見えた。［B-2］ 

Et j’ai vu un petit bonhomme tout à fait extraordinaire qui me considérait gravement.  

Et「主語」「動詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた                                「動詞句」 

un petit bonhomme ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m 男の子が                          「目的語」 

tout à fait extraordinaire ﾄｩ･ﾀ･ﾌｪ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾈｰﾙ adj. 全く不思議な「形容詞句」 

qui ｷ conj. それは〜する                                        「形容詞節」 

me ﾑ pron 私を                                         「目的語」 

considérait ｺﾝｼﾃﾞﾚ 3 単半(considérer)v.t 見つめていた        「動詞」 

gravement ｸﾞﾗｰｳﾞﾓﾝ adv. 真剣に                           「副詞」 
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後になって、僕が描いた一番良い肖像画がこれだ。［B-2］ 

Voilà le meilleur portrait que, plus tard, j’ai réussi à faire de lui.    「副詞句」「主語」 

Voilà ｳﾞゎﾗ adv.（副詞・動詞の機能をかねる）ここに〜がある             「副詞句」 

le meilleur portrait ﾙ･ﾒｲｪｰﾙ･ﾎﾟﾙﾄﾚ n.m 最良の肖像画                       「主語」 

que ｸ conj. それは〜する                                       「形容詞節」 

plus tard ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 後になって                      「副詞句」 

ai réussi à faire ｴ･ﾚﾕｼ･ｱ･ﾌｪｰﾙ 1 単現･完了形(réussir à+不定詞) 

   v.t 上手く描くことができた                           「動詞句」 

de lui ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 彼を                            「間接目的語」 

 

しかし、もちろん、僕の絵は実物よりもはるかに魅力に欠けている。［B-2］ 

Mais mon dessin, bien sûr, est beaucoup moins ravissant que le modèle.  

Mais「主語」「副詞句」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

mon dessin ﾓﾝ･ﾃﾞｯｻﾝ n.m 僕の絵は                                        「主語」 

bien sûr ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん                                       「副詞句」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

beaucoup moins ravissant ﾎﾞｸ･ﾑゎﾝ･ﾗｳﾞｨｿﾝ adj. はるかに魅力に欠ける       「補語」 

que le modèle ｸ･ﾙ･ﾓﾃﾞﾙ adv. 実物よりも                             「副詞句」 

 

そこで僕は、驚きですっかり丸くなった目で、その出現者を見つめた。［B-2］ 

  Je regardai donc cette apparition avec des yeux tout ronds d’étonnement.  

                                        「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

regardai ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単過(regarder)v.t 見つめた                              「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それ故、それで                                             「副詞」 

cette apparition ｾｯﾄ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f この出現者を                           「目的語」 

avec des yeux ｱｳﾞｪｯｷ･ﾃﾞ･ｼﾞｭ adv. 両目で                                「副詞句」 

tout ronds d’étonnement ﾄｩ･ﾛﾝ･ﾃﾞﾄﾝﾇﾓﾝ 

 adj. 驚きですっかり丸くなった                       「形容詞句：yeux」 

 

神秘というものがあまりにも感銘深い時には、人はあえて従わない訳にはいかない。［B-2］ 

Quand le mystère est trop impressionnant, on n’ose pas désobéir.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜の時には                                             「副詞節」 

le mystère ﾙ･ﾐｽﾃｰﾙ n.m 神秘が                                   「主語」 
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est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                     「動詞」 

trop impressionnant ﾄﾛ･ｱﾝﾌﾟﾚｼｮﾉﾝ adj. あまりにも感動的な         「補語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

n’ose pas désobéir ﾉｽﾞ･ﾊﾟ･ﾃﾞｿﾞﾍﾞｲｰﾙ 3 単現･否定(oser +不定詞) 

v.t あえて従わない訳にはいかない、自然と従ってしまうものだ           「動詞句」 

 

「良く見て．．．これはおとなしい羊じゃなくて、オスだよ。角がある．．．」［B-2］ 

《Tu vois bien ... ce n’est pas un mouton, c’est un bélier. Il a des cornes ...》 

《「呼びかけ」「動詞」「副詞」--- 

「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語》 

Tu ﾁｭ pron 君                                                       「呼びかけ」 

vois ｳﾞゎ 命・2 単現(voir)v.t 見なさい                                     「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

ce ｽ pron これは                                                         「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現・否定(être)v.i 〜でない                             「動詞句」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m （去勢した）やさしい雄羊                          「補語」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un bélier ｱﾝ･ﾍﾞﾘｴ n.m （去勢していない）雄羊                             「補語」 

Il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

a ｱ 3 単現(avoi)v.t ある                                                   「動詞」 

des cornes ﾃﾞ･ｺﾙﾇ pl.n.f 角                                              「目的語」 

 

「これは箱だよ。君の欲しい羊はこの中にいるよ」［B-2］ 

《Ça c’est la caisse. Le mouton que tu veux est dedans.》 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」》 

《Ça c’ ｻ･ｽ pron これは                                                  「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

la caisse ﾗ･ｹｰｽ n.f 箱                                                    「補語」 

Le mouton ﾙ･ﾑﾄﾝ n.m 羊は                                               「主語」 

que ｸ conj. 〜する                                          「形容詞節：mouton」 

tu ﾁｭ pron 君が                                       「主語」 

veux ｳﾞ 2 単現(vouloir)v.t 欲しがっている                「動詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i いる                                                  「動詞」 

dedans ﾄﾞｩﾄﾞﾝ adv. 中に                                                  「副詞」 
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「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊には、草がうんと必要だと思

う？」［B-2］ 

《C’est tout à fait comme ça que je le voulais! Crois-tu qu’il faille beaucoup d’herbe à ce 

mouton?                      《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

《C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

tout à fait comme ça ﾄｩ･ﾀﾌｪ･ｺﾑ･ｻ n. 全くこんなの                          「補語」 

que ｸ conj. 〜するものは                                                 「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

le ﾙ pron それを（dessiner）                                    「目的語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半(vouloir)v.t 望んでいる                            「動詞」 

Crois ｸﾛゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

faille ﾌｧｲﾕ 接・3 単現(falloir)v.h 必要だと                         「動詞」 

beaucoup d’herbe ﾎﾞｸ･ﾃﾞﾙﾌﾞ n.f 沢山の草が                       「主語」 

à ce mouton ｱ･ｽ･ﾑﾄﾝ adv. この羊に                        「間接目的語」 

 

「それほど小さくもないな．．．おや！眠っちゃったよ．．．」［B-2］ 

《Pas si petit que ça... Tiens! Il s’est endormi ...》 

《「補語」┃「感嘆」┃「主語」「動詞句」》 

《Pas si petit ﾊﾟ･ｼ･ﾌﾟﾃｨ adj.（部分否定）そんなに小さくない                  「補語」 

que ça ｸ･ｻ adv. それ程                                              「副詞」 

Tiens ﾃｨｱﾝ int.（驚き）おや                                              「感嘆」 

Il ｲﾙ pron 羊が                                                         「主語」 

s’est endormi ｾ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐ 3 単現･完了形(s’endormir)v.i 眠った               「動詞句」 

 

こうして、僕はその王子さまと知り合いになった。［B-2］ 

Et c’est ainsi que je fis la connaissance du petit prince.      Et「動詞」「副詞」「主語」 

Et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron 形式主語 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. このように                                                「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                   「主語」 
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fis ﾌｨ 3 単過(faire)v.t 〜になった                                    「動詞」 

la connaissance du petit prince ﾗ･ｺﾈｿﾝｽ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   n.f 王子様と知り合い                                          「目的語」 

faire la connaissance de qn. 「人と知り合いになる」 

   C’est ... que 節 「〜は．．．である」という強調構文 

 

少しずつ僕に全容を明かしたのは、たまたま発せられた言葉だった。［B-3］ 

Ce sont des mots prononcés par hasard qui, peu à peu, m’ont tout révélé. 

「主語」「動詞」「補語」 

Ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

des mots ﾃﾞ･ﾓ pl.n.m 言葉                                                「補語」 

prononcés par hasard ﾌﾟﾛﾉﾝｾ･ﾊﾟｰﾙ･ｱｻﾞｰﾙ 

 adj. たまたま発せられた                                 「形容詞句：mots」 

qui ｷ pron （その言葉は）〜する                            「形容詞節：mots」 

peu à peu ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しずつ                      「副詞句」 

m’ ﾑ pron 僕に                                   「間接目的語」 

ont ...révélé ｵﾝ...ﾚｳﾞｪﾚ 3 複現･完了形(révéler) 

   v.t（未知の事実を）明かした                       「動詞句」 

tout ﾄｩ pron すべてを                           「直接目的語」 

 

「なんだって！じゃあ、君は空から落っこちたんだ！」［B-3］ 

《Comment! tu es tombé du ciel!         《「聞き返し」┃「主語」「動詞句」「副詞句」》 

《Comment! ｺﾓﾝ adv. なんだって！                                   「聞き返し」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

es tombé ｴ･ﾄﾝﾍﾞ 2 単現･完了形(tomber)v.i 落ちた                         「動詞句」 

du ciel ｼﾞｭ･ｼｴﾙ adv. 空から                                     「副詞句：tombé」 

 

ぼくが出逢った不慮の災難を、僕は人にはまじめに受け取って欲しいんだ。［B-3］ 

Je désire que l’on prenne mes malheurs au sérieux.         「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

désire ﾃﾞｼﾞｰﾙ 1 単現(désirer)v.t 希望する                                  「動詞」 

que ｸ pron 〜ということを                                             「目的語」 

l’on ﾛﾝ n. 人は（et, ou, que, si の後や文頭では on→l’on と書く）    「主語」 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.t 受け止める                  「動詞」 

mes malheurs ﾒ･ﾏﾙｰﾙ pl.n.m 僕の災難を                       「目的語」 
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au sérieux ｵ･ｾﾘｩ adv. まじめに                       「副詞句：prenne」 

 

王子様が『他の星』から来たらしいという半ば打ち明け話に、僕がどんなに好奇心をそそら

れたか、君たちには想像がつくだろう。［B-3］ 

Vous imaginez combien j’avais pu être intrigué par cette demi-confidence sur 《les autres 

planètes》.                                              「主語」「動詞」「目的語」 

Vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像できるだろう                       「動詞」 

combien ｺﾝﾋﾞﾔﾝ adv. どれほど〜ということを                            「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

avais pu être intrigué ｱｳﾞｪ･ﾋﾟｭ･ｴｰﾄﾙ･ｱﾝﾄﾘｹﾞ 1 単半･完了形･推測(pouvoir+受動不定詞) 

   v.t 好奇心をそそられただろう                                「動詞句」 

par ﾊﾟｰﾙ prep 〜に対して                                      「副詞句」 

cette demi-confidence ｾｯﾄ･ﾄﾞｩﾐ･ｺﾝﾌｨﾄﾞﾝｽ 

 n.f この半ば打ち明け話に                            「目的語」 

sur 《les autres planètes》ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

 adv. 他の惑星に関する                               「副詞句」 

 

「坊や、どこから来たの。君のとこって、どこなの。僕の羊をどこへ連れて行きたいの？」 

［B-3］ 

《D’où viens-tu, mon petit bonhomme? Où est-ce “chez toi”? Où veux-tu emporter mon 

mouton?》                     《「副詞句」「動詞」「主語」┃「副詞」「動詞」「主語」 

「副詞」「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」》 

《D’où ﾄﾞｩ adv. どこから                                               「副詞句」 

viens ｳﾞｨﾔﾝ 2 単現(venir)v.i 来た                                          「動詞」 

tu, mon petit bonhomme ﾁｭ･ﾓﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ pron. 坊や                       「主語」 

Où ｳ adv. どこ                                                          「副詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜にある                                             「動詞」 

ce “chez toi” ｽ･ｼｪ･ﾄｩﾜ n. 君のとこ                                         「主語」 

Où ｳ adv. どこへ                                                        「副詞」 

veux ...emporter ｳﾞ...ｵﾝﾎﾟﾙﾃ 2 単現(vouloir+不定詞)v.t 連れて行きたい      「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

mon mouton》 ﾓﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 僕の羊を                                    「目的語」 
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「自分の前をまっすぐといっても、そう遠くへ行ける物ではない．．．」［B-3］ 

《Droit devant soi on ne peut pas aller bien loin ... 》 

《「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」》 

《Droit devant soi ﾄﾞｩﾛゎ･ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｽゎ 

 adv.（譲歩）自分の前を真直ぐといっても                              「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

ne peut pas aller ﾇ･ﾌﾟ･ﾊﾟ･ｻﾞﾚ 3 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.i 行けるものではない                                              「動詞句」 

bien loin》 ﾋﾞﾔﾝ･ﾙゎﾝ adv.（否定文で）それほど遠くへ                    「副詞句」 

 

つまり、王子様の出身地の惑星が、せいぜい一軒の家より大きいぐらいだということ！ 

［B-4］ 

c’est que sa planète d’origine était à peine plus grande qu’une maison! 

「主語」「動詞」「補語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

sa planète d’origine ｻ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ﾄﾞﾘｼﾞﾇ n.f 彼の出身地の惑星は          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

à peine plus grande ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾌﾟﾘｭ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ 

 adj. かろうじて少し大きい                                       「補語」 

à peine ほとんどない、せいぜい、かろうじて 

qu’une maison ｷｭﾝﾇ･ﾒｿﾞﾝ adv. 一軒の家よりも      「副詞句：grande」 

 

地球とか木星とか火星とか金星とかのように、名前の付いている大きな惑星の他に何百と

いう星があって、それらが、時には小さすぎて望遠鏡でもなかなか見えないということを、

良く知っていた。［B-4］ 

Je savais bien qu’en dehors des grosses planètes comme la Terre, Jupiter, Mars, Vénus, 

auxquelles on a donné des noms, il y en a des centaines d’autres qui sont quelquefois si 

petites qu’on a beaucoup de mal à les apercevoir au télescope.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

savais ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                                   「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                              「副詞：savais」 

qu’ ｸ conj. 〜と言う事を                                                「目的語」 

「目的語」の内容は、「副詞句」「動詞句」「主語」「形容詞節」という複雑な構成 
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en dehors des grosses planètes ｺﾝ･ﾄﾞｩｵｰ･ﾃﾞ･ｸﾞﾛｽ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

   adv. 大きな惑星以外に                                       「副詞句」 

en dehors de 〜以外の、grosses planètes 大きな惑星 

comme ｺﾑ conj. 〜のような                                   「形容詞句」 

la Terre, Juppiter, Mars, Vénus ﾗ･ﾃｰﾙ･ｼﾞｭﾋﾟﾃﾙ･ﾏﾙｽ･ｳﾞｪﾆｭｽ 

   pl.n.f 地球とか木星とか火星とか金星とか             「目的語」 

auxquelles ｵｹﾙ adv. (à lesquelles) それらに〜する     「形容詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                               「主語」 

a donné ｱ･ﾄﾞﾈ 3 単現･完了形(donner) 

v.t（名前を）与えた、付けた               「動詞句」 

des noms ﾃﾞ･ﾉﾝ pl.n.m 名前を            「直接目的語」 

il y en a ｲ･ﾘ･ｵ･ﾅ 3 単現(avoir)v.t ある                            「動詞句」 

des centaines d’autres ﾃﾞ･ｿﾝﾃｰﾇ･ﾄﾞｰﾄﾙ 

 n. 何百という名前の無い惑星が                                 「主語」 

  autres 別の（惑星） → 名前の付けられていない惑星 

qui ｷ pron それらは（autres）〜する                          「形容詞節」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                          「動詞」 

quelquefois ｹﾙｸﾌゎ adv. 時には                          「副詞」 

si petites ｼ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ adj. 大変小さいので                  「補語」 

qu’ ｸ conj.（si ... que 〜）（大変．．．なので）〜する      「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                                 「主語」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t ある                          「動詞」 

beaucoup de mal ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾏﾙ n.m 大変な苦労が   「目的語」 

à les apercevoir ｱ･ﾚ･ｻﾞﾍﾟﾙｽｳﾞゎ-ﾙ 

 adv. それらを見るのに                       「副詞句」 

au télescope ｵ･ﾃﾚｽｺﾌﾟ adv. 望遠鏡で             「副詞句」 

 

僕には王子様の出身の惑星が小惑星 B612 番であると信ずるに足る真面目な理由がある。 

［B-4］ 

J’ai de sérieuses raisons de croire que la planète d’où venait le petit prince est l’astéroïde 

B612.                                                   「主語」「動詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t （僕には〜が）ある                                   「動詞」 

de sérieuses raisons ﾄﾞｩ･ｾﾘｭｰｽﾞ･ﾚｿﾞﾝ pl.n.f 真面目な理由が               「目的語」 

  形容詞+名詞に不定冠詞 des がつく時は de に変わる 

de croire ﾄﾞｩ･ｸﾙゎ-ﾙ adj. 〜と信ずるだけの                            「形容詞句」 
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que ｸ conj. 〜ということ                                     「目的語」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星                         「主語」 

d’où ﾄﾞｩ adv. そこから                               「形容詞節」 

venait ｳﾞﾈ 3 単半(venir)v.i 来た                 「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   n.m 王子様が                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                             「動詞」 

l’astéroïde B612 ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾍﾞ･ｼ･ｿﾝ･ﾄﾞｩｰｽﾞ 

   n.m 《小惑星 B612 番》                               「補語」 

 

当時、その天文学者は、国際天文学会でその発見を堂々と発表した。［B-4］ 

  Il avait fait alors une grande démonstration de sa découverte à un congrès 

international d’astronomie.             「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait fait ｱｳﾞｪ･ﾌｪ 3 単現･完了形(faire)v.t 〜をした                        「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. 当時                                                      「副詞」 

une grande démonstration ﾕﾝﾇ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾃﾞﾓﾝｽﾄﾗｼｮﾝ n.f 立派な論証を        「目的語」 

de sa découverte ﾄﾞｩ･ｻ･ﾃﾞｸｳﾞｪﾙﾄ adj. 彼の発見について  「形容詞句：démonstration」 

à un congrès international d’astronomie ｱ･ｱﾝ･ｺﾝｸﾞﾚ･ｱﾝﾃﾙﾅｼｮﾅﾙ･ﾀﾞｽﾄﾛﾉﾐｰ 

   adv. 国際天文学会で                                                 「副詞句」 

 

小惑星 B612 番について、このように些細な事を君たちに語ったのは、またその番号を明か

したのは、大人の人たちが原因。［B-4］ 

  Si je vous ai raconté ces détails sur l’astéroïde B612 et si je vous ai confié son numéro, 

c’est à cause des grandes personnes.   「副詞節」et「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Si ｼ conj.（事実の提示：主節 c’est ...で理由を説明する）〜であるのは       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

vous ｳﾞ pron 君たちに                                     「間接目的語」 

ai raconté ｴ･ﾗｺﾝﾃ 1 単現･完了形(raconter)v.t 語った              「動詞句」 

ces détails sur l’astéroïde B612 ｾ･ﾃﾞﾀｲﾕ･ｼｭｰﾙ･ﾗｽﾃﾛｲﾄﾞ･ﾍﾞ･ｼ･ｿﾝ･ﾄﾞｩｰｽﾞ 

   pl.n.m 小惑星 B612 に関する些細なことを                 「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj.（事実の提示：主節 c’est ...で理由を説明する）〜であるのは       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                「主語」 

vous ｳﾞ pron 君たちに                                    「間接目的語」 

ai confié ｴ･ｺﾝﾌｨｴ 1 単現･完了形(confier)v.t 打ち明けた           「動詞句」 
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son numéro ｿﾝ･ﾆｭﾒﾛ n.m その番号を                       「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à cause des grandes personnes ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾃﾞ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ 

   adv. 大人たちのせいで                                                 「補語」 

 

「その人はどんな声？好きな遊びは何？蝶々のコレクションをしているの？」［B-4］ 

《Quel est le son de sa voix? Quels sont les jeux qu’il préfère? Est-ce qu’il collectionne les 

papillons?》 

《「補語」「動詞」「主語」┃「補語」「動詞」「主語」┃「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」》 

Quel ｹﾙ adj. どんな                                                      「補語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

le son de sa voix? ﾙ･ｿﾝ･ﾄﾞｩ･ｻ･ｳﾞゎ n.m その人の声の響きは                 「主語」 

Quels ｹﾙ pron 何                                                        「補語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

les jeux ﾚ･ｼﾞｭｰ pl.n.m (jeu) 遊び                                          「主語」 

qu’ ｸ pron 〜すること                                   「形容詞節：jeux」 

il ｲﾙ pron その人が                                「主語」 

préfère? ﾌﾟﾚﾌｪｰﾙ 3 単現(préférer)v.t 好きである      「動詞」 

Est-ce qu’... collectionne ｴｽ･ｸ...ｺﾚｸｼｮﾝﾇ 3 単現･疑問(collectionner) 

   v.t 集めているの？                                                  「動詞句」 

il ｲﾙ pron その人は                                                      「主語」 

les papillons? ﾚ･ﾊﾟﾋﾟﾖﾝ pl.n.m 蝶を                                     「目的語」 

 

大人の人たちに「窓にジェラニウムがあって、屋根には鳩がいる、バラ色のレンガ造りの美

しい家を見たよ．．．」と言ったとしても、彼らはその家をうまく想像することができない。 

［B-4］ 

Si vous dites aux grandes personnes: 《J’ai vu une belle maison en briques roses, avec 

des géranium aux fenêtres et des colombes sur le toit ... 》, elles ne parviennent pas à 

s’imaginer cette maison.  

Si「主語」「動詞」「間接目的語」： 

《「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞句」》, 「主語」「動詞句」「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君たちが                                            「主語」 

dites ﾃﾞｨｯﾄ 2 複現(dire)v.t 言う                                    「動詞」 

aux grandes personnes ｵ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ adv. 大人たちに      「間接目的語」 
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J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見た                                  「動詞句」 

une belle maison ﾕﾝﾇ･ﾍﾞﾙ･ﾒｿﾞﾝ n.f 美しい家を                           「目的語」 

en briques roses ｵﾝ･ﾌﾞﾘｯｷ･ﾛｰｽﾞ adj. バラ色の煉瓦造りの「形容詞句：maison」 

avec ｱｳﾞｪｯｷ adv. 〜がある                                             「副詞句」 

des géranium aux fenêtres ﾃﾞ･ｼﾞｪﾗﾆｵﾑ･ｵ･ﾌﾈｰﾄﾙ 

 pl.n.m 窓にはジェラニウム                                   「目的語」 

et ｴ conj. と 

des colombes sur le toit ﾃﾞ･ｺﾛﾝﾌﾞ･ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄｩﾜ pl.n.f 屋根には鳩    「目的語」 

elles ｴﾙ pron 大人たちは                                                  「主語」 

ne parviennent pas à s’imaginer ﾇ･ﾊﾟﾙｳﾞｨｴﾝﾇ･ﾊﾟ･ｱ･ｼﾏｼﾞﾈ 3 複現･可能･否定 

(parvenir à+不定詞 s’imaginer)v.pr うまく思い描くことができない       「動詞句」 

cette maison ｾｯﾄ･ﾒｿﾞﾝ n.f この家を                                     「目的語」 

 

大人たちって、そういうもの。彼らを恨んだりしてはいけない。子供は大人たちに対して非

常に寛大でなければいけない。［B-4］ 

Elles sont comme ça. Il ne faut pas leur en vouloir. Les enfants doivent être très 

indulgents envers les grandes personnes. 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

「主語」「動詞句」「補語」 

Elles ｴﾙ pron 大人たちは                                                 「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

comme ça ｺﾑ･ｻ pron そのようなもの                                       「補語」 

Il ｲﾙ pron 非人称主語 

ne faut pas +不定詞 ﾇ･ﾌｫ･ﾊﾟ 3 単現･否定(falloir+不定詞)v.h 〜してはならない「動詞句」 

leur en vouloir ﾚｰﾙ･ｵﾝ･ｳﾞﾙゎ-ﾙ 不定詞(en vouloir a qn.) 

   彼らを恨んではいけない                                 「間接目的語」「動詞句」 

en vouloir a qn. （〜を）恨む、悪く思う、leur = à + eux 彼らを 

Les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n. 子供たちは                                     「主語」 

doivent être ﾄﾞｩゎ-ｳﾞ･ｴｰﾄﾙ 3 複現･必要(devoir+不定詞) 

   v.i 〜でなければならない                                             「動詞句」 

très indulgents ﾄﾚ･ｱﾝﾃﾞｨﾙｼﾞｮﾝ adj. 非常に寛大な                            「補語」 

envers les grandes personnes ｵﾝｳﾞｪｰﾙ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ 

   adv. 大人たちに対して                                         「副詞句」 
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誰もが友達を持ったことがあるわけではないんだ。それに、ぼくも数字にしか興味がない大

人たちと同じような人間になるかもしれない。［B-4］ 

Tout le monde n’a pas eu un ami. Et je puis devenir comme les grandes personnes qui ne 

s’intéressent plus qu’aux chiffres.  

「主語」「動詞句」「目的語」┃Et「主語」「動詞句」「補語」 

Tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n.m すべての人が、誰もが                        「主語」 

n’a pas eu ﾅ･ﾊﾟ･ｼﾞｭ 3 単現･完了形･否定(avoir) 

v.t （部分否定）持ったことがある訳ではない                          「動詞句」 

un ami ｱ･ﾅﾐ n.m 友達を                                               「目的語」 

Et ｴ conj.（強調）しかも 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

puis devenir ﾋﾟｭｲ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ 1 単現･推量(pouvoir+不定詞) 

   v.i (puis は peux の文語) 〜になるかもしれない                         「動詞句」 

comme les grandes personnes ｺﾑ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ 

   adv. 大人たちのように                                                 「補語」 

qui ｷ pron 〜する                                              「形容詞節」 

ne s’intéressent ﾇ･ｻﾝﾃﾚｽ 3 複現･否定(s’intéresser) 

   v.pr (à に) 興味がない                                「動詞句」 

plus qu’aux chiffres ﾌﾟﾘｭ･ｺ･ｼﾌﾙ 

 adv. 数字にしか                                  「間接目的語」 

 

このようにして、三日目にバオバブの惨事を知った。［B-5］ 

C’est ainsi que, le troisième jour, je connus le drame des baobabs. 

「動詞」「副詞句」「主語」 

C’ ｽ pron 形式主語（真の主語は que 節：強調構文） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. このようにして                                          「副詞句」 

que ｸ conj. 〜することは                                                 「主語」 

le troisième jour ﾙ･ﾄｩﾛﾜｼﾞｴｰﾑ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 3 日目に                   「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

connus ｺﾆｭ 1 単過(connaître)v.t 知った                              「動詞」 

le drame ﾙ･ﾄﾞﾗﾑ n.m 惨劇を                                      「目的語」 

des baobabs ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adj. バオバブの          「形容詞句：drame」 
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それから背伸びをする。そして、はじめはおずおずと、日光の方へ、魅力的な小さな罪のな

い小枝を伸ばす。［B-5］ 

Alors elle s’étire, et pousse d’abord timidement vers le soleil une ravissante petite 

brindille inoffensive.          「副詞」「主語」「動詞句」et「動詞」「副詞句」「目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. それから                                                  「副詞」 

elle ｴﾙ pron それは                                                      「主語」 

s’étire ｾﾃｨﾙ 3 単現(s’étirer)v.pr 背伸びをする                             「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

pousse ﾌﾟｽ 3 単現(pousser)v.t 伸ばす                                      「動詞」 

d’abord timidement ﾀﾞﾎﾞｰﾙ･ﾁﾐｯﾄﾞﾓﾝ adv. 最初は遠慮がちに                「副詞句」 

vers le soleil ｳﾞｪｰﾙ･ﾙ･ｿﾚｲﾕ adv. 日光の方へ                              「副詞句」 

une ravissante petite brindille inoffensive ﾕﾝﾇ･ﾗｳﾞｨｿﾝﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾕ･ｲﾉﾌｫﾝｼﾌ 

n.f うっとりするような、罪のない小枝を                              「目的語」 

 

赤カブや薔薇の木の小枝なら、それが芽を出すままにさせておけば良い。［B-5］ 

S’il s’agit d’une brindille de radis ou de rosier, on peut la laisser pousser comme elle veut. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞節」 

S’ ｽ conj. もし〜である                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

s’agit ｻｼﾞ 3 単現(s’agir de+qch)v.h 〜に関わることである          「動詞句」 

d’une brindille ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾕ n.f 小枝                            「主語」 

de radis ou de rosier ﾄﾞｩ･ﾗﾃﾞｨ･ｳ･ﾄﾞｩ･ﾛｼﾞｴ 

 adj. 赤カブやバラの木の                    「形容詞句：brindille」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

peut ... laisser pousser ﾌﾟ...ﾚｾ･ﾌﾟｾ 3 単現･可能･放任(pouvoir+不定詞) 

   v.i 伸びるままにさせて構わない                                       「動詞句」 

la ﾗ pron 小枝が                                                       「目的語」 

comme elle veut ｺﾑ･ｴﾙ･ｳﾞ adv. 小枝が望むように                         「副詞節」 

もしそれが赤カブやバラの小枝なら、枝が伸びたい放題にさせておけば良い。 

 

その惑星の地面には、それがはびこっていた。一本のバオバブでも、とりかかるのが遅すぎ

ると、もう絶対に片づけられなくなる。［B-5］ 

Le sol de la planète en était infesté. Or un baobab, si l’on s’y prend trop tard, on ne peut 

jamais plus s’en débarrasser.  

「主語」「副詞」「動詞句」┃Or「目的語」, 「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Le sol de la planète ﾙ･ｿﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.m その惑星の地面は                「主語」 
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en ｵﾝ pron (de graines de baobabs の代用) それに                           「副詞」 

était infesté ｴﾃ･ｱﾝﾌｪｽﾃ 3 単半･受動(infester)v.t はびこられていた           「動詞句」 

Or ｵｰﾙ conj. ところが 

un baobab ｱﾝ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブでも                           「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

l’ ﾙ pron それを                                               「目的語」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

s’y prend ｼ･ﾌﾟﾛﾝ 3 単現(s’y prendre)v.t 取り掛かる               「動詞句」 

trop tard ﾄﾛ･ﾀｰﾙ adv. あまりに遅く                             「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

ne peut jamais plus s’en débarrasser ﾇ･ﾌﾟ･ｼﾞｬﾒ･ﾌﾟﾘｭ･ｿﾝ･ﾃﾞﾊﾞﾗｯｾ 

   3 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞 se débarrasser+en) 

v.t 絶対にそれを片づけられない                                       「動詞句」 

   se débarrasser de ... を処分する、を片づける 

 

それは惑星全体にはびこる。根でもってそれに穴をあける。そして星が小さすぎてバオバブ

が多すぎると、それらは星を破裂させてしまうのだ。［B-5］ 

Il encombre toute la planète. Il la perfore de ses racines. Et si la planète est trop petit, 

et si les baobabs sont trop nombreux, ils la font éclater. 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Et「副詞節」, et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

encombre ｵﾝｺﾝﾌﾞﾙ 3 単現(encombrer)v.t（場所を）ふさぐ、はびこる          「動詞」 

toute la planète ﾄｯﾄ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ adv. 惑星全体に                           「副詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

la ﾗ pron 惑星に                                                      「目的語」 

perfore ﾍﾟﾙﾌｫｰ 3 単現(perforer de)v.t 〜で穴をあける                        「動詞」 

de ses racines ﾄﾞｩ･ｾ･ﾗｼｰﾇ adv.（道具）根によって                        「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星が                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

trop petit ﾄﾛ･ﾌﾟﾃｨ adj. 小さすぎる                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブが                         「主語」 
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sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                  「動詞」 

trop nombreux ﾄﾛ･ﾉﾝﾌﾞﾙ adj. 多すぎる                           「補語」 

ils ｲﾙ pron.pl バオバブは                                                 「主語」 

la ﾗ pron 惑星を                                                      「目的語」 

font éclater ﾌｫﾝ･ｴｸﾗﾃ 3 複現･使役(faire+不定詞 éclater) 

   v.i 破裂させてしまう                                                「動詞句」 

 

目が覚める時、僕が社長に 2 日間の休暇を願い出た時に、どうして不満げな様子をしてい

たのかがやっと分かった：それは今日が土曜日だからなのだ。［C-1-2］ 

En me réveillant, j’ai compris pourquoi mon patron avait l’air mécontent quand je lui ai 

demandé mes deux jours de congé : c’est aujourd’hui samedi.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」：「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

En +現在分詞 ｵﾝ adv. 〜する時に                                       「副詞句」 

me réveillant, ﾑ･ﾚｳﾞｪｲﾖﾝ 現在分詞(se réveiller)v.pr 目覚める       「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre)v.t 分かった、理解した      「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ pron どうして〜したかということを                     「目的語」 

mon patron ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長が                                  「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（特徴を）していた                       「動詞」 

l’air mécontent ﾚｰﾙ･ﾒｺﾝﾄﾝ n.m 不満げな様子を                    「目的語」 

quand ｺﾝ conj. 〜した時に                                      「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                    「間接目的語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander) 

v.t 求めた、願い出た                                   「動詞句」 

mes deux jours de congé : ﾒ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｺﾝｼﾞｪ 

 n.m 2 日間の休暇を                                「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾃﾞｭｲ adv. 今日は                                        「副詞」 

samedi. ｻﾑﾃﾞｨ n.m 土曜日                                                「補語」 
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僕はそのことを忘れていたのだが、起きようとした時にこの考えが頭に浮かんだのだ。 

［C-1-2］ 

Je l’avais pour ainsi dire oublié, mais en me levant, cette idée m’est venue.  

「主語」「目的語」「動詞句」mais「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron そのことを                                                    「目的語」 

avais pour ainsi dire oublié, ｱｳﾞｪ･ﾌﾟｰﾙ･ｵﾝｼ･ﾃﾞｨｰﾙ･ｳﾌﾞﾘｴ 1 単半･完了形(oublier) 

   v.t ほとんど忘れていた                                              「動詞句」 

 pour ainsi dire ﾌﾟｰﾙ･ｵﾝｼ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. ほとんど、いわば 

mais ﾒ conj. しかし 

en me levant, ｵﾝ･ﾑ･ﾙｳﾞｫﾝ adv.（en+現在分詞 se lever）起きる時に         「副詞句」 

cette idée ｾｯﾄ･ｲﾃﾞ n.f この考えが                                         「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

est venue. ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i やってきた                     「動詞句」 

 

当然ながら社長は、僕が日曜を含めて 4 連休を取ることになると思ったはずだ。それでは

彼も嬉しいはずがないだろう。［C-1-2］ 

Mon patron, tout naturellement, a pensé que j’aurais ainsi quatre jours de vacances avec 

mon dimanche et cela ne pouvait pas lui faire plaisir.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Mon patron, ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                         「主語」 

tout naturellement, ﾄｩ･ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. ごく自然に、当然ながら              「副詞句」 

a pensé ｱ･ﾎﾟﾝｾ 3 単現･完了形(penser)v.t (que) 〜と思った                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aurais ｵﾚ 条・1 単現(avoir)v.t 〜をするだろう                       「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. それでは                                           「副詞」 

quatre jours de vacances ｸゎﾄﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｧｺﾝｽ n.f 4 連休を      「目的語」 

avec mon dimanche ｱｳﾞｪｯｷ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ adv. 日曜日も含めて       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

cela ｽﾗ pron これは                                                      「主語」 

ne pouvait pas ...faire plaisir. ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ...ﾌｪｰﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ 3 単半･可能性･否定･使役 

   v.t 〜を喜ばせなかったに違いない                                    「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼を                                                      「目的語」 

 「彼」を主語にして翻訳する 
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しかし（一方では）、母さんの葬儀が今日ではなく昨日だったのは僕が悪い訳ではないし、

（他方では、）いずれにしても僕は土曜と日曜は休んでいたはずなのだ。［C-1-2］ 

Mais d’une part, ce n’est pas de ma faute si on a enterré maman hier au lieu d’aujourd’hui 

et d’autre part, j’aurais eu mon samedi et mon dimanche de toute façon.  

Mais「副詞句」,「動詞」「補語」「主語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

d’une part, ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾊﾟｰﾙ adv. 一方では                                    「副詞句」 

ce ｽ pron 仮の主語(真の主語は si 以降) 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

de ma faute ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾌｫｰﾄ adj. 僕の間違い                                   「補語」 

si ｼ conj.（事実の提示）〜ということは                                    「主語」 

on ｵﾝ pron 人が                                                    「主語」 

a enterré ｱ･ｵﾝﾃﾚ 3 単現･完了形(emterrer)v.t の葬儀を行った          「動詞句」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんを                                           「目的語」 

hier ｲｪｰﾙ adv. 昨日                                                  「副詞」 

au lieu d’ ｵ･ﾘｳ･ﾄﾞｩ adv. 〜の代わりに、〜ではなく                    「副詞句」 

aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾃﾞｭｲ n.m 今日                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

d’autre part, ﾄﾞｰﾄﾙ･ﾊﾟｰﾙ adv. 他方では                                  「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais eu ｵｰﾚ･ｲ 条・1 単現･完了形(avoir)v.t 取っていただろう             「動詞句」 

mon samedi et mon dimanche ﾓﾝ･ｻﾑﾃﾞｨ･ｴ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ 

  pl.n.m 土曜と日曜の休みを                                            「目的語」 

de toute façon. ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ﾌｧｿﾝ adv. いずれにしても                       「副詞句」 

 

もちろん、だからといって社長の気持ちが分からない訳ではない。［C-1-2］ 

Bien entendu, cela ne m’empêche pas de comprendre tout de même mon patron. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「補語」 

Bien entendu, ﾋﾞﾔﾝ･ﾅﾝﾄﾝｼﾞｭ adv. もちろん、当然                         「副詞句」 

cela ｽﾗ pron このことは                                                  「主語」 

ne m’empêche pas ﾇ･ﾓﾝﾍﾟｼｭ･ﾊﾟ 3 単現･否定(empêcher+me) 

   v.t 僕の邪魔をしない                                                「動詞句」 

de comprendre ﾄﾞｩ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.t 〜を理解する                      「補語」 

tout de même ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ﾒｰﾑ adv. それでも、にもかかわらず            「副詞句」 

mon patron. ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長を                                  「目的語」 
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僕はひげを剃っている間に、何をしようかと自問して、海水浴をしに行く事に決めた。 

［C-1-2］ 

Pendant que je me rasais, je me suis demandé ce que j’allais faire et j’ai décidé d’aller me 

baigner.              「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」 

Pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｸ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

me rasais, ﾑ･ﾗｾﾞ 1 単半(se raser)v.pr ひげを剃っている             「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis demandé ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(se demander)v.pr 自問した「動詞句」 

ce que ｽ･ｸ pron（目的語）〜ということを                              「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

allais faire ｱﾚ･ﾌｪｰﾙ 3 単半･近接未来(aller+不定詞) 

   v.t これからする                                            「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ai décidé d’aller ｴ･ﾃﾞｼﾃﾞ･ﾀﾞﾚ 1 単現･完了形･決断(decider de+不定詞) 

   v.i 行く事に決めた                                                  「動詞句」 

me baigner. ﾑ･ﾍﾞﾆｪ 不定詞(aller+不定詞)v.pr 海水浴をしに         「動詞句」 

 

海の中で僕はマリー・カルドナに再会した。彼女は僕の会社の元タイピストだったが、当時、

僕は彼女をものにしようと思っていた。［C-1-2］ 

J’ai retrouvé dans l’eau Marie Gardona, une ancienne dactylo de mon bureau dont j’avais 

eu envie à l’époque.    「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」, 

「間接目的語」「主語」「動詞句」「直接目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai retrouvé ｴ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形(retrouver)v.t 再会した               「動詞句」 

dans l’eau ﾄﾞﾝ･ﾛ adv. 海の中で                                         「副詞句」 

Marie Gardona, ﾏﾘｰ･ｶﾙﾄﾞﾅ n. マリー・カルドナに                        「目的語」 

une ancienne dactylo ﾕﾝﾇ･ｱﾝｼｴﾝﾇ･ﾀﾞｸﾃｨﾛ n.f（同格）元タイピストの「形容詞句」 

de mon bureau ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adj. 僕の会社の            「形容詞句」 

dont ﾄﾞﾝ pron 彼女に                                              「間接目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais eu ｱｳﾞｪ･ｼﾞ 1 単半･完了形(avoir)v.t 持っていた                      「動詞句」 

envie ｵﾝｳﾞｨｰ n.f 欲望を                                            「直接目的語」 

à l’époque. ｱ･ﾚﾎﾟｷ adv. 当時                                            「副詞句」 
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気持ちがよかった。僕はふざけたふりをして、頭を後ろにのけ反らせて、彼女の腹の上に頭

を乗せた。［C-1-2］ 

Il faisait bon et, comme en plaisantant, j’ai laissé aller ma tête en arrière et je l’ai posée 

sur son ventre.    「動詞句」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

et「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Il faisait ｲﾙ･ﾌｾﾞ 3 単半･非人称(faire)v.h 〜だった                         「動詞句」 

bon ﾎﾞﾝ adj. 気持ちが良い                                                「補語」 

et, ｴ conj. そして 

comme en plaisantant, ｺﾑ･ｵﾝ･ﾌﾟﾚｿﾞﾝﾄﾝ adv.（comme+en+現在分詞 plaisanter） 

   adv. ふざけているように、ふりをして                                 「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai laissé aller ｴ･ﾚｯｾ･ｱﾚ 1 単現･完了形･使役(laisser+不定詞)v.t 行かせた    「動詞句」 

ma tête ﾏ･ﾃｯﾄ n.f 自分の頭を                                           「目的語」 

en arrière ｵﾝ･ｱﾘｴｰﾙ adv. 後ろの方へ                                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾗ pron 頭を                                                         「目的語」 

ai posée ｴ･ﾎﾟｾﾞ 1 単現･完了形.f(poser)v.t 置いた、のせた                  「動詞句」 

sur son ventre. ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ adv. 彼女の腹の上に                      「副詞句」 

 

僕は彼女に追いつき、彼女の腰のあたりに手をまわした。それから僕らは一緒に泳いだ。 

［C-1-2］ 

Je l’ai rattrapée, j’ai passé ma main autour de sa taille et nous avons nagé ensemble.  

「主語」「目的語」「動詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

et「主語」「動詞句」「副詞」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女に                                                       「目的語」 

ai rattrapée, ｴ･ﾗﾄﾗﾍﾟ 1 単現･完了形(rattraper)v.t 追いついた              「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai passé ｴ･ﾊﾟｾ 1 単現･完了形(passer)v.t 動かした                         「動詞句」 

ma main ﾏ･ﾏﾝ n.f 自分の手を                                           「目的語」 

autour de sa taille ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｻ･ﾀｲﾕ adv. 彼女の腰のあたりに              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕らは                                                      「主語」 

avons nagé ｱｳﾞｫﾝ･ﾅｼﾞｪ 1 複現･完了形(nager)vi 泳いだ                    「動詞句」 

ensemble. ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                                            「副詞」 
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僕らの着替えが終わると、僕が黒のネクタイをしているのを見て、彼女はとても驚いた顔を

した。そして不幸があったのかと僕に尋ねた。［C-1-2］ 

Quand nous nous sommes rhabillés, elle a eu l’air très surprise de me voir avec une 

cravate noire et elle m’a demandé si j’étais en deuil.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

et「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜すると、〜した時                                     「副詞節」 

nous ﾇ pron 僕らが                                               「主語」 

nous sommes rhabillés, ﾇ･ｿﾑ･ﾗﾋﾞｪ 1 複現･完了形(se rhabiller) 

v.pr 着替えした                                              「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a eu ｱ･ｲ 3 単現･完了形(avoir)v.t（特徴）〜だった                         「動詞句」 

l’air ﾚｰﾙ n.m 様子                                                     「目的語」 

très surprise ﾛﾃ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｽﾞ adj.f とても驚いた                   「形容詞句」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（原因）〜して                                      「副詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

voir ｳﾞゎ-ﾙ 不定詞 v.t 見る                                        「動詞」 

avec une cravate noire ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ｸﾗｳﾞｧｯﾄ･ﾇゎ-ﾙ 

   adj. 黒のネクタイをした                            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                              「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i（存在）〜にいる             「動詞」 

en deuil. ｵﾝ･ﾄﾞｩｲﾕ adv. 喪に服して、近親の死に、喪服の中に   「副詞句」 

 

それで、僕はベッドの上で体の向きを変えて、枕の中にマリーの髪が残した潮の香りを探し、

その後 10 時まで眠った。［C-1-2］ 

Alors, je me suis retourné dans mon lit, j’ai cherché dans le traversin l’odeur de sel que 

les cheveux de Marie y avaient laissée et j’ai dormi jusqu’à dix heures.  

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Alors, ｱﾛｰ adv. それで                                                   「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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me suis retourné ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾄｩﾙﾈ 1 単現･完了形(se retourner) 

v.pr 向きを変えた、（元の場所へ）戻った                              「動詞句」 

  この場面では、ベッドから起き出していないので、ベッドの上で向きを変えた 

dans mon lit, ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾘ adv. ベッドの中に                                「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai cherché ｴ･ｼｪﾙｼｪ 1 単現･完了形(chercher)v.t 探した                     「動詞句」 

dans le traversin ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾄﾗｳﾞｪﾙｻﾝ adv. 枕の中に                          「副詞句」 

l’odeur de sel ﾛﾃﾞｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｾﾙ n.f 潮の香りを                               「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

les cheveux de Marie ﾚ･ｼｭｳﾞ･ﾄﾞｩ･ﾏﾘｰ pl.n.m マリーの髪が 「主語」 

y ｲ adv. そこに                                         「副詞」 

avaient laissée ｱｳﾞｪ･ﾚｯｾ 3 複現･完了形(laisser)v.t 残した 「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dormi ｴ･ﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(dormir)v.i 眠った                         「動詞句」 

jusqu’à dix heures. ｼﾞｭｽｶ･ﾃﾞｨ･ｾﾞｰﾙ adv. 10 時まで                        「副詞句」 

 

僕は自分で卵を料理して、それを大皿から直接食べた。パンは切らしていたが、それを買う

ために降りたくなかったので、パンは無しで済ませた。［C-1-2］ 

Je me suis fait cuire des oeufs et je les ai mangés à même le plat, sans pain parce que je 

n’en avais plus et que je ne voulais pas descendre pour en acheter. 

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis fait cuire ﾑ･ｼｭｲｵ･ﾌｪ･ｷｭｲｰﾙ 1 単現･完了形(se faire+不定詞) 

   v.t 自分のために料理した                                            「動詞句」 

  se は「自分のために」、faire cuire は「料理する」の意味 

des oeufs ﾃﾞ･ｳｯﾌ pl.n.m 卵を                                           「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

les ﾚ pron 調理した卵を                                                「目的語」 

ai mangés ｴ･ﾓﾝｼﾞｪ 1 単現･完了形(manger)v.t 食べた                      「動詞句」 

à même le plat, ｱ･ﾒｰﾑ･ﾙ･ﾌﾟﾗ adv. 調理用の大皿から直に                   「副詞句」 

 料理は鍋から盛り皿 plat に盛り付け、取り皿 assiette ｱｼｴｯﾄ に取り分けて食べる 

sans pain ｿﾝ･ﾊﾟﾝ adv. パンは無しで                                     「副詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 
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n’en avais plus ﾉﾝ･ｱｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半･否定(avoir+en) 

   v.t それを切らしていた                                       「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜なので（副詞節の続き） 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne voulais pas descendre ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ･ﾃﾞｿﾝﾄﾞﾙ 1 単半･否定･願望(vouloir+不定詞) 

   v.i 降りたくなかった                                         「動詞句」 

pour en acheter. ﾌﾟｰﾙ･ｵﾝ･ｱｼｭﾃ adv. パンを買いに行くために       「副詞句」 

 

もはや僕はこの部屋の中だけで、少しへこんだ麦わら詰めの椅子と、姿見が黄ばんだ箪笥と、

化粧台と銅製のベッドに囲まれて暮らしている。［C-1-2］ 

Je ne vis plus que dans cette pièce, entre les chaises de paille un peu creusées, l’armoire 

dont la glace est jaunie, la table de toilette et le lit de cuivre.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne vis plus que ﾇ･ｳﾞｨ･ﾌﾟﾘｭ･ｸ 1 単現(vivre+ne...plus que) 

   v.i もはや〜だけで暮らしている                                      「動詞句」 

dans cette pièce, ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ﾋﾟｴｽ adv. この部屋の中                         「副詞句」 

entre ｵﾝﾄﾙ prep 〜の間で                                              「副詞句」 

les chaises ﾚ･ｼｪｰｽﾞ pl.n.f 椅子                                  「目的語」 

de paille ﾄﾞｩ･ﾊﾟｲﾕ adj. 麦わらを詰めた                 「形容詞句」 

un peu creusées, ｱﾝ･ﾌﾟ･ｸﾙｾﾞ adj. 少しへこんだ 「形容詞句」 

l’armoire ﾗﾙﾑゎ-ﾙ n.f 箪笥                                      「目的語」 

dont ﾄﾞﾝ pron（主語）それは〜する                    「形容詞節」 

la glace ﾗ･ｸﾞﾗｽ n.f 姿見は                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                     「動詞」 

jaunie, ｼﾞｮﾆｰ adj.f 黄ばんだ                      「補語」 

la table ﾗ･ﾀｰﾌﾞﾙ n.f 台                                         「目的語」 

de toilette ﾄﾞｩ･ﾄｩﾜﾚｯﾄ adj. 化粧の                     「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

le lit ﾙ･ﾘ n.m ベッド                                           「目的語」 

de cuivre. ﾄﾞｩ･ｷｭｲｰｳﾞﾙ adj. 銅製の                     「形容詞句」 
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向かいの歩道では、タバコ屋の主人が椅子を外に出して、戸口の前に据え付け、それにまた

がって、両腕で椅子の背に持たれていた。［C-1-2］ 

Sur le trottoir d’en face, le marchand de tabac a sorti une chaise, l’a installée devant sa 

porte et l’a enfourchée en s’appuyant des deux bras sur le dossier.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」, 

「目的語」「動詞句」「副詞句」et「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Sur le trottoir ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾛｯﾄゎ-ﾙ adv. 歩道では                            「副詞句」 

d’en face, ﾄﾞﾝ･ﾌｧｽ adj. 正面の                                 「形容詞句」 

le marchand ﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 商人が                                         「主語」 

de tabac ﾄﾞｩ･ﾀﾊﾞ adj. タバコ屋の                                「形容詞句」 

a sorti ｱ･ｿﾙﾃｨ 3 単現･完了形(sortir)v.t 外に出した                        「動詞句」 

une chaise, ﾕﾝﾇ･ｼｪｰｽﾞ n.f 椅子を                                       「目的語」 

l’ ﾗ pron それを                                                       「目的語」 

a installée ｱ･ｱﾝｽﾀﾚ 3 単現･完了形.f(installer)v.t 据え付けた                「動詞句」 

devant sa porte ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｻ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 戸口の前へ                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

l’ ﾗ pron それに                                                       「目的語」 

a enfourchée ｱ･ｵﾝﾌﾙｼｪ 3 単現･完了形(enfourcher)v.t またがった           「動詞句」 

en +現在分詞 ｵﾝ ジェロンディフ adv. 〜しながら                         「副詞句」 

s’appuyant ｻﾋﾟｭｲﾖﾝ 現在分詞(s’appuyer)v.pr (sur に) もたれかかる 「動詞句」 

des deux bras ﾃﾞ･ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾗ adv. 両腕によって                     「副詞句」 

sur le dossier. ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾞｼｴ adv. その背に                        「副詞句」 

 

そうしている間に、空は少しづつ晴れてきた。しかし雲が通過すると、路面に雨の前触れの

様な跡を残していったので、路面はさらに黒っぽくなった。［C-1-2］ 

Il s’est découvert peu à peu cependant. Mais le passage des nuées avait laissé sur la rue 

comme une promesse de pluie qui l’a rendue plus sombre.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Mais「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

Il ｲﾙ pron 空は                                                          「主語」 

s’est découvert ｾ･ﾃﾞｸｳﾞｪｰﾙ 3 単現･完了形(se découvrir)v.pr（空が）晴れた  「動詞句」 

peu à peu ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しづつ                                        「副詞句」 

cependant. ｽﾎﾟﾝﾄﾞﾝ adv. そうしている間に                                 「副詞」 

Mais ﾒ conj. しかし 

le passage ﾙ･ﾊﾟｻｰｼﾞｭ n.m 通過は                                         「主語」 

des nuées ﾃﾞ･ﾆｴ adj. 雲の                                      「形容詞句」 
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avait laissé ｱｳﾞｪ･ﾚｯｾ 3 単半･完了形(laisser)v.t 跡を残した                「動詞句」 

sur la rue ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾘｭｰ adv. 路面に                                      「副詞句」 

comme ｺﾑ adv. 〜のように                                             「副詞句」 

une promesse ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾛﾒｽ n.f 約束、見込み、前触れ               「目的語」 

de pluie ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭｲ adj. 雨の                          「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）（継続）それが〜する                                 「副詞節」 

l’ ﾗ pron（la rue の代用）路面を                                 「目的語」 

a rendue ｱ･ﾛﾝﾃﾞｭ 3 単現･完了形.f(rendre)v.t (+C) 〜にした         「動詞句」 

plus sombre. ﾌﾟﾘｭ･ｿﾝﾌﾞﾙ adj. もっと黒っぽい                       「補語」 

 

また少し日が傾いてきた。屋根の上では空が赤みを帯びてきており、日が暮れるに従って通

りは活気づいてきた。［C-1-2］ 

La journée a tourné encore un peu. Au-dessus des toits, le ciel est devenu rougeâtre et, 

avec le soir naissant, les rues se sont animées.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞句」 

La journée ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ n.f 昼間、日中は                                     「主語」 

a tourné ｱ･ﾄｩﾙﾈ 3 単現･完了形(tourner)v.i 回った                        「動詞句」 

encore un peu. ｵﾝｺｰﾙ･ｱﾝ･ﾌﾟ adv. さらに少し                             「副詞句」 

Au-dessus des toits, ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾃﾞ･ﾄｩﾜ adv. 屋根の上には                   「副詞句」 

le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空が                                                   「主語」 

est devenu ｴ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(devenir)v.i 〜になっていた           「動詞句」 

rougeâtre ﾙｼﾞｬｰﾄﾙ adj. 赤みを帯びた                                      「補語」 

et, ｴ conj. そして 

avec le soir naissant, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ｽゎ-ﾙ･ﾈｿﾝ adv. 日が暮れるに従って         「副詞句」 

  avec ｱｳﾞｪｯｷ prep（同時性）〜と同時に、〜とともに 

les rues ﾚ･ﾘｭ pl.n.f 通りは                                                「主語」 

se sont animées. ｽ･ｿﾝ･ｱﾆﾒ 3 複現･完了形.f.pl(s’animer)v.pt 活気づいた      「動詞句」 

 

その時、街灯が突然点灯して、その光が、夜に先駆けて登っていた星たちを色あせさせた。 

［C-1-2］ 

Les lampes de la rue se sont alors allumées brusquement et elles ont fait pâlir les 

premières étoiles qui montaient dans la nuit.  

「主語」「動詞句」「副詞」et「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Les lampes de la rue ﾚ･ﾛﾝﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｭｰ pl.n.f 街灯が                        「主語」 

se sont alors allumées ｽ･ｿﾝ･ｱﾛｰ･ｱﾘｭﾒ 3 複現･完了形(s’allumer+alors) 
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   v.pr その時明かりが灯った                                           「動詞句」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 不意に、突然                                  「副詞」 

et ｴ conj. すると 

elles ｴﾙ pron.pl 街灯の光が                                               「主語」 

ont fait ｵﾝ･ﾌｪ 3 複現･完了形･使役(faire+不定詞)v.t 〜させた               「動詞句」 

pâlir ﾊﾟﾘｰﾙ 不定詞 v.i 青ざめる、色あせる                                  「補語」 

les premières étoiles ﾚ･ﾌﾟﾙﾐｪｰﾙ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ pl.n.f 最初の星たちを             「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

montaient ﾓﾝﾃ 3 複半(monter)v.i 登っていた               「動詞」 

dans la nuit. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 夜に先駆けて               「副詞句」 
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直説法・半過去と半過去完了 

 

むかしむかし、3 人の息子と一緒に暮らしている粉屋がいました。［A-3］ 

Il était une fois, un meunier qui vivait avec ses trois fils.           「動詞句」「主語」 

Il était une fois, ｲ･ﾚﾃ･ﾕﾝﾇ･ﾌゎ 3 単半(être)v.i むかしむかし〜がいました    「動詞句」 

un meunier ｱﾝ･ﾑﾆｴ n.m 粉屋                                             「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                        「形容詞節」 

vivait ｳﾞｨｳﾞｪ 3 単半(vivre)v.i 暮らしていた                   「動詞」 

avec ses trois fils. ｱｳﾞｪｯｷ･ｾ･ﾄﾙゎ･ﾌｨｽ adv. 3 人の息子と一緒に「副詞句」 

 

彼の全財産といえば、水車小屋とロバと猫が一匹ずつだけだった。［A-3］ 

Tout ce qu’il possédait était un moulin, un âne et un chat.     「主語」「動詞」「補語」 

Tout ce ﾄｩｯﾄ･ｽ pron 全てのもの                                           「主語」 

qu’ ｸ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                           「主語」 

possédait ﾎﾟｾﾃﾞ 3 単半(posséder)v.t 持っていた              「動詞」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

un moulin, ｱﾝ･ﾑﾗﾝ n.m 水車小屋                                          「補語」 

un âne ｱﾝ･ｱｰﾇ n.m 一匹のロバ                                            「補語」 

et ｴ conj. そして 

un chat. ｱﾝ･ｼｬ n.m ネコが一匹                                           「補語」 

 

当然、この末っ子は分け前に満足できませんでした。［A-3］ 

Naturellement, ce dernier n’était pas content du partage : 

「副詞」「主語」「動詞句」「補語」 

Naturellement, ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. 当然                                         「副詞」 

ce dernier ｽ･ﾃﾞﾙﾆｪ n.m この末っ子は                                      「主語」 

n’était pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être)v.i 〜でなかった                       「動詞句」 

content ｺﾝﾄﾝ adj. (de に) 満足な                                          「補語」 

du partage : ｼﾞｭ･ﾊﾟﾙﾀｰｼﾞｭ adv. 分け前に対して                      「副詞句」 

 

このため息を聞いていたネコは彼をなぐさめました。［A-3］ 

 Le Chat qui écoutait ces soupirs, le rassura :              「主語」「目的語」「動詞」 

Le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

écoutait ｴｸﾃ 3 単半(écouter)v.t 聞いた                            「動詞」 
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ces soupirs, ｾ･ｽﾋﾟｰﾙ pl.n.m このため息を                       「目的語」 

le ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

rassura : ﾗｼｭﾗ 3 単過(rassurer)v.t 慰めた                                  「動詞」 

 

しかし彼は、自分のネコがハツカネズミを捕まえたり木の上で曲芸をするのが器用にでき

て、賢いことを知っていたので、このネコが信用できると思いました。［A-3］ 

Mais comme il savait que son animal était malin --- il était très habile pour attraper les 

souris ou faire des tours d’acrobatie dans les arbres --- il se dit qu’il pouvait lui faire 

confiance.                              Mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

savait ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                            「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

son animal ｿﾝ･ｱﾆﾏﾙ n.m 彼のネコは                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半（être）v.i 〜だった                          「動詞」 

malin ﾏﾗﾝ adj. 賢い                                        「補語」 

il ｲﾙ pron それは                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半（être）v.i 〜だった                          「動詞」 

très habile ﾄﾚ･ｻﾞﾋﾞｰﾙ adj. とても器用な                     「補語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するのに                   「副詞句」 

attraper ｱﾄﾗﾍﾟ 不定詞 v.t 捕まえる              「動詞」 

les souris ﾚ･ｽｰﾘ pl.n.f ハツカネズミを         「目的語」 

ou ｳ conj. または 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 〜する                                 「動詞」 

des tours d’acrobatie ﾃﾞ･ﾄｩｰﾙ･ﾀﾞｸﾛﾊﾞｼｰ pl.n.m 曲芸         「目的語」 

dans les arbres ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ adv. 木の上で                「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

se dit ｽ･ﾃﾞｨ 3 単過(se dire)v.pr 思った                                   「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

pouvait lui faire confiance. ﾌﾟｳﾞｪ･ﾘｭｲ･ﾌｪｰﾙ･ｺﾝﾌｨｵﾝｽ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 彼を信用できる                                            「動詞句」 

  faire confiance à qn （人）を信用する 
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ネコは、長靴をはき袋をかついで、ウサギがたくさんいる草原に狩りに出かけました。 

［A-3］ 

 Avec ses bottes et son sac, le Chat partit en chasse dans la prairie, où se trouvaient 

beaucoup de lapins.                            「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Avec ses bottes et son sac, ｱｳﾞｪｯｷ･ｾ･ﾎﾞｯﾄ･ｴ･ｿﾝ･ｻｯｸ 

 adv. 長靴をはき、袋をかついで                                       「副詞句」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                 「主語」 

partit ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単過(partir)v.i 出発した                                    「動詞」 

en chasse ｵﾝ･ｼｬｽ adv. 狩りをしに                                      「副詞句」 

dans la prairie, ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾚﾘｰ adv. 草原に                                「副詞句」 

où ｳ pron そこに〜する                                             「形容詞節」 

se trouvaient ｽ･ﾄﾙｰｳﾞｪ 3 複半(se trouver)v.pr 〜がいる          「動詞句」 

beaucoup de lapins. ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾗﾊﾟﾝ pl.n.m ウサギがたくさん        「主語」 

 

夏のある日、王様が美しい王女様と一緒に川辺に散歩に出かけるという知らせを、ネコが聞

きつけました。［A-3］ 

 Le Chat apprit, un beau jour d’été, que le roi allait faire une promenade au bord de la 

rivière en compagnie de sa fille, une charmante princesse. 

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                「主語」 

apprit, ｱﾌﾟﾘ 3 単過(apprendre)v.t 聞きました                              「動詞」 

un beau jour d’été, ｱﾝ･ﾎﾞ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾃﾞﾃ adv. ある夏の日に                   「副詞句」 

 un beau jour ｱﾝ･ﾎﾞ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様が                                           「主語」 

allait faire ｱﾚ･ﾌｪｰﾙ 3 単半･近接未来･時制の一致(aller+不定詞) 

   v.t 〜をする予定だ                                           「動詞句」 

une promenade ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ n.f 散歩を                         「目的語」 

au bord de la rivière ｵ･ﾎﾞｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｳﾞｨｪｰﾙ adv. 川辺を           「副詞句」 

en compagnie de sa fille, ｵﾝ･ｺﾝﾊﾟﾆｰ･ﾄﾞｩ･ｻ･ﾌｨｰﾕ adv. 娘と一緒に   「副詞句」 

une charmante princesse. ﾕﾝﾇ･ｼｬﾙﾓﾝﾄ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ 

 n.f（同格）美しい王女                                「目的語」 
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実を言えば、主人は泳ぎたいという気持ちは全くなかったのですが、いつもネコがよい助言

をしてくれるので、川に行く事にしました。［A-3］ 

 À vrai dire, le maître n’avait pas vraiment envie de nager; mais comme le Chat lui 

donnait à chaque fois de bons conseils, il décida d’y aller. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」mais「副詞節」,「主語」「動詞句」 

À vrai dire, ｱ･ｳﾞﾚ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. 実の所、実を言えば                        「副詞句」 

le maître ﾙ･ﾒｰﾄﾙ n.m 主人は                                              「主語」 

n’avait pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(avoir)v.t 無かった                        「動詞句」 

vraiment ｳﾞﾚﾓﾝ adv. まったく                                            「副詞」 

envie de nager; ｵﾝｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾅｼﾞｪ n.f 泳ぎたいという気持ち                「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコが                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                           「間接目的語」 

donnait ﾄﾞﾈ 3 単半(donner)v.t くれていた                           「動詞」 

à chaque fois ｱ･ｼｬｯｷ･ﾌゎ adv. いつも、毎回                       「副詞句」 

de bons conseils, ﾄﾞｩ･ﾎﾞﾝ･ｺﾝｾｲﾕ pl.n.m よい助言を             「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

décida d’y aller. ﾃﾞｼﾀﾞ･ﾃﾞｨ･ｱﾚ 3 単過･決断(décider+不定詞) 

   v.i 川に行く事を決めた                                              「動詞句」 

 

「われわれは散歩をしていたところです、できれば一緒に散歩を続けられたらうれしいの

だが、侯爵。」［A-3］ 

 《Nous étions en train de faire une promenade, et serions ravis de continuer en votre 

compagnie, Marquis.》         《「主語」「動詞」「補語」et「動詞」「補語」「副詞句」》 

Nous ﾇ pron 我々は                                                     「主語」 

étions ｴﾁｵﾝ 1 複半(être)v.i 〜だった                                       「動詞」 

en train de +不定詞 ｵﾝ･ﾄﾗﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜する最中                            「補語」 

  être en train de +不定詞  「〜している最中である」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                           「動詞」 

une promenade, ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ n.f 散歩                             「目的語」 

et ｴ conj. そして 

serions ｽﾘﾖﾝ 条・1 複現･勧誘(être)v.i 〜だろう                             「動詞」 

ravis ﾗｳﾞｨ adj.pl うれしい                                                「補語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（条件）〜すれば                                    「副詞句」 

continuer ｺﾝﾃｨﾆｭｴ 不定詞 v.i 続ける                                「動詞」 
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en votre compagnie, ｵﾝ･ｳﾞｫﾄｵﾙ･ｺﾝﾊﾟﾆｰ adv. 貴方と一緒に           「副詞句」 

Marquis.》ﾏﾙｷ n.m 公爵                                       「呼びかけ」 

 

あちらでカラバ侯爵のもの、こちらでもカラバ侯爵のもの、これほどの富を目にして王様は

カラバ侯爵に魅了されてしまいました。［A-3］ 

Monsieur le Marquis de Carabas par-ci, Monsieur le Marquis de Carabas par-là, le roi 

était enchanté de découvrir une telle richesse. 「目的語」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Monsieur le Marquis de Carabas par-ci, ﾑｼｭ･ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ･ﾊﾟｰﾙ･ｼ 

   n. あちらでカラバ侯爵                                               「目的語」 

Monsieur le Marquis de Carabas par-là, ﾑｼｭ･ﾙ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ･ﾊﾟｰﾙ･ﾗ 

   n. こちらでもカラバ侯爵                                             「目的語」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

était enchanté ｴﾃ･ｵﾝｼｮﾝﾃ 3 単半･受動(enchanter)v.t 魅了されてしまった    「動詞句」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（理由）〜して                                      「副詞句」 

découvrir ﾃﾞｸｳﾞﾘｰﾙ 不定詞 v.t 目にする                             「動詞」 

une telle richesse. ﾕﾝﾇ･ﾃﾙ･ﾘｼｪｽ n.f これほどの富を                「目的語」 

  tel, telle ﾃﾙ adj. それほどの、そのような 

 

ついにネコは大きな城の前に到着しました。その宮殿は豪華でしたが、恐ろしい人食い鬼が

住んでいました：じつは、いまネコが通り抜けてきた牧場や畑や景色などの全ては、この人

食い鬼のものだったのです。［A-3］ 

 Enfin, le Chat arriva devant un grand château. Le palais était somptueux mais était 

habité par un terrible ogre : en fait, tout les prés, les champs et les paysages que venait 

de traverser le Chat appartenaient à celui-ci ... 

「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」mais「動詞句」「副詞句」 

：「副詞句」「主語」「動詞」「間接目的語」 

Enfin, ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに                                                 「副詞」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                 「主語」 

arriva ｱﾘｰｳﾞｧ 3 単過(arriver)v.i 到着した                                  「動詞」 

devant un grand château. ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｱﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｼｬﾄｫ adv. 大きな城の前に      「副詞句」 

Le palais ﾙ･ﾊﾟﾚ n.m その宮殿は                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

somptueux ｿﾝﾌﾟﾁｭ adj. 豪華な                                            「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

était habité ｴﾃ･ｱﾋﾞﾃ 3 単半･受動(habiter)v.t 住まれていた                 「動詞句」 

par un terrible ogre : ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ﾃﾘｰﾌﾞﾙ･ｵｰｸﾞﾙ adv. 恐ろしい人食い鬼によって「副詞句」 
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en fait, ｵﾝ･ﾌｪ adv. 実は、実際は                                        「副詞句」 

tout ﾄｩ adj. 全ての〜は                                                  「主語」 

les prés, ﾚ･ﾌﾟﾚ pl.n.m(pré) 牧場                                   「目的語」 

les champs ﾚ･ｼｮﾝ pl.n.m 畑                                       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les paysages ﾚ･ﾍﾟｲｻﾞｰｼﾞｭ pl.n.m 景色                             「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

venait de traverser ｳﾞﾈ･ﾄﾞｩ･ﾀﾗｳﾞｪﾙｾ 3 単半･近接過去(venir de+不定詞) 

   v.t いま通り抜けてきた                               「動詞句」 

le Chat ﾙ･ｼｬ n.m ネコが                                  「主語」 

appartenaient ｱﾊﾟﾙﾄｩﾈ 3 複半(appartenir)v.i (à の) 所有だった              「動詞」 

à celui-ci ... ｱ･ｽﾘｭｲ･ｼ adv. この人食い鬼の                           「間接目的語」 

 

驚きと感動が続いた後で、王女様は侯爵に夢中になり、王様はそのことに大喜びでした。 

［A-3］ 

 Après tant de surprises et tant d’émotions, la princesse était devenue folle du marquis, 

et le roi en était bien ravi. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」et「主語」「副詞句」「動詞」「補語」 

Après ｱﾌﾟﾚ prep 〜の後で                                              「副詞句」 

tant de surprises ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ pl.n.f 沢山の驚き              「目的語」 

  tant de+名詞 「沢山の〜」 

et ｴ conj. そして 

tant d’émotions, ﾄﾝ･ﾃﾞﾓｼｵﾝ pl.n.f 沢山の感動                      「目的語」 

la princesse ﾗ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ n.f 王女様は                                        「主語」 

était devenue ｴﾃ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｭ 3 単半･完了形(devenir)v.i 〜になった              「動詞」 

folle ﾌｫﾙ adj.f(fou) (de に) 夢中な                                         「補語」 

du marquis, ｼﾞｭ･ﾏﾙｷ adv. 侯爵に                                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

en ｵﾝ adv. それに                                                      「副詞句」 

  王女が侯爵に夢中になったことなどを指す 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bien ravi. ﾋﾞﾔﾝ･ﾗｳﾞｨ adj. 大喜びの                                        「補語」 
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長い間、穏やかな日の入りしか気晴らしではなかったんだね。［B-6］ 

Tu n’avais eu longtemps pour distraction que la douceur des couchers de soleil.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

n’avais eu ...que ﾅｳﾞｪ･ｼﾞｨ...ｸ 3 単半･完了形･否定(avoir) 

   v.t 〜しか持たなかった                                              「動詞句」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間                                              「副詞」 

pour distraction ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞｨｽﾄﾗｸｼｮﾝ adv.（目的）気晴らしとして             「副詞句」 

la douceur des couchers de soleil ﾗ･ﾄﾞｩｾｰﾙ･ﾃﾞ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ 

   n.f 穏やかな日の入り                                                 「目的語」 

 

けれども、君の小さな星の上だったら、椅子を二、三歩引っ張るだけで充分だった。［B-6］ 

Mais, sur ta si petite planète, il te suffisait de tirer ta chaise de quelques pas.  

Mais「副詞句」,「間接目的語」「動詞」「主語」 

Mais ﾒ conj. だけど 

sur ta si petite planète ｼｭｰﾙ･ﾀ･ｼ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

   adv. とっても小さい君の星の上なら                                   「副詞句」 

il ｲﾙ pron 形式主語（真の主語は de tirer 以降） 

te ﾄｩ pron 君にとって、君が                                       「間接目的語」 

suffisait ｼﾌｨｾ 3 単半(suffire de+不定詞)v.i 〜するだけで十分だった           「動詞」 

de tirer ﾄﾞｩ･ﾃｨﾚ 不定詞句 v.t 〜を引くことが                               「主語」 

ta chaise ﾀ･ｼｪｰｽﾞ n.f 椅子を                                     「目的語」 

de quelques pas ﾄﾞｩ･ｹﾙｸ･ﾊﾟ adv. ほんの二、三歩だけ              「副詞句」 

 

だから君は、見たいと思うたびごとに、たそがれを眺めていたのだよね．．．［B-6］ 

Et tu regardais le crépuscule chaque fois que tu le désirais ... 

Et「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Et ｴ conj. それで 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

regardais ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 2 単半(regarder)v.t 見た                                 「動詞」 

le crépuscule ﾙ･ｸﾚﾌﾟｽｷｭｰﾙ n.m たそがれを                               「目的語」 

chaque fois ｼｬｯｸ･ﾌゎ n.f 毎回                                           「副詞句」 

que ｸ pron 〜する                                       「形容詞節：fois」 

tu ﾁｭ pron 君が                                    「主語」 

le ﾙ pron それを                                  「目的語」 
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désirais ﾃﾞｼﾞﾚ 2 単半(désirer)v.t 望んだ               「動詞」 

 

そして、少したって、こう付け加えたものだね：［B-6］ 

Et un peu plus tard tu ajoutais :                        Et「副詞句」「主語」「動詞」: 

Et ｴ conj. そして 

un peu plus tard ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 少し後で                          「副詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

ajoutais ｱｼﾞｭﾃ 2 単半(ajouter)v.t 付け加えた                               「動詞」 

 

「それじゃあ、44 回も日の入りを見た日は、よっぽど悲しかったんだね。」［B-6］ 

---- Le jour des quarante-quatre fois, tu étais donc tellement triste?》 

                        《「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」「補語」》 

Le jour ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m その日                                            「副詞句」 

des quarante-quatre fois ﾃﾞ･ｷｬﾛﾝﾄｩ･ｯｷｬﾄﾙ･ﾌゎ adj. 44 回の  「形容詞句：jour」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

étais ｴﾃ 2 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それじゃあ                                                 「副詞」 

tellement triste ﾃﾙﾓﾝ･ﾄｩﾘｽﾄ adj. とても悲しい                              「補語」 

 

僕はそれを知らなかった。その時は、あまりにも固く締まりすぎているエンジンのボルトを

外すのに、僕は大わらわだった。［B-7］ 

Je ne le savais pas. J’étais alors très occupé à essayer de dévisser un boulon trop serré 

de mon moteur.「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「主語」「副詞」「補語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne ...savais pas ﾇ...ｻｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(savoir)v.t 知らなかった            「動詞句」 

le ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半 (être)v.i 〜であった                                       「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                     「副詞」 

très occupé ﾄﾚ･ｿﾞｷｭﾍﾟ adj. 大忙し                                         「補語」 

à essayer de dévisser ｱ･ｴｯｾｲｴ･ﾄﾞｩ･ﾃﾞｳﾞｨｯｾ 

 adv.（目的）取り外そうとするのに                                    「副詞句」 

un boulon ｱﾝ･ﾌﾞﾛﾝ n.m ボルトを                               「目的語」 

trop serré ﾄﾛ･ｾﾚ adj. きつく締まりすぎた     「形容詞句：boulon」 

de mon moteur ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾓﾄｩｰﾙ adj. エンジンの  「形容詞句：boulon」 
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故障が大変深刻だということが分かってきたうえに、飲み水も底を尽きかけていたので、最

悪の事態がたいへん心配だった。［B-7］ 

J’étais très soucieux car ma panne commençait de m’apparaître comme très grave, et 

l’eau à boire qui s’épuisait me faisait craindre le pire. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」et「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半 (être)v.i 〜であった                                       「動詞」 

très soucieux ﾄﾚ･ｽｼｭｰ adj. とても心配そうな                               「補語」 

car ｶｰﾙ conj. なぜなら                                                 「副詞節」 

ma panne ﾏ･ﾊﾟﾝﾇ n.f 故障は                                       「主語」 

commençait de m’apparaître ｺﾓﾝｾ･ﾄﾞｩ･ﾏﾊﾟﾚｰﾄﾙ 3 単半･開始(commencer de+不定詞+me) 

   v.i 私に分かり始めてきた                                      「動詞句」 

comme très grave ｺﾑ･ﾄﾚ･ｸﾞﾗｰｳﾞ adj. どれほど重大な                 「補語」 

et ｴ conj. そして 

l’eau à boire ﾛ･ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ n.f 飲み水が                                      「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                             「形容詞節」 

s’épuisait ｾﾋﾟｭｲｾﾞ 3 単半(s’épuiser)v.pr 底を尽きかけていた「動詞句」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

faisait craindre ﾌｾﾞ･ｸﾗﾝﾄﾞﾙ 3 単半･使役(faire+不定詞) 

  v.t 恐れさせていた                                                   「動詞句」 

le pire ﾙ･ﾋﾟｰﾙ n.m 最悪の事態を                                    「直接目的語」 

 

王子様は、いったん質問をしだすと決して諦めなかった。［B-7］ 

Le petit prince ne renonçait jamais à une question, une fois qu’il l’avait posée.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

ne renonçait jamais ﾇ･ﾙﾉﾝｾ･ｼﾞｬﾒ 3 単半･否定(renoncer) 

v.i (à を) 決して諦めなかった                                        「動詞句」 

à une question ｱ･ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ adv. 質問を                             「間接目的語」 

une fois qu’ ﾕﾝﾇ･ﾌゎ･ｸ adv. 一度〜する                     「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                    「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                 「目的語」 

avait posée ｱｳﾞｪ･ﾎﾟｾﾞ 3 単半･完了形(poser) 

   v.t（質問を）した                             「動詞句」 
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僕はボルトに苛立っていたので、いい加減に答えた：［B-7］ 

J’étais irrité par mon boulon et je répondis n’importe quoi : 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」et「主語」「動詞」「副詞句」: 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

irrité ｲﾘﾃ adj. いらだっている                                            「補語」 

par mon boulon ﾊﾟｰﾙ･ﾓﾝ･ﾌﾞﾛﾝ adv. ボルトのせいで                       「副詞句」 

et ｴ conj. それで 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

répondis ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

n’importe quoi ﾅﾝﾎﾟﾙﾄ･ｸゎ adv. でたらめに、いいかげんに                「副詞句」 

 

僕は何も答えなかった。その瞬間心の中で思っていた：［B-7］ 

Je ne répondis rien. À cet instant-là je me disais : 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」: 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne répondis ﾇ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 1 単過･否定(répondre)v.t 答えなかった             「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

À cet instant-là ｱ･ｾｯﾀﾝｽﾄﾝ･ﾗ adv. この瞬間                               「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me disais ﾑ･ﾃﾞｨｾﾞ 1 単半(se dire)v.pr 思っていた                         「動詞句」 

 

彼は僕を見ていた。僕は片手にカナヅチを持ち、手の指は機械油で汚れ、彼には大変醜く見

えるものを覗き込んでいた。［B-7］ 

Il me voyait, mon marteau à la main, et les doigts noirs de cambouis, penché sur un objet 

qui lui semblait très laid.      「主語」「目的語」「動詞」,「補語」et「補語」,「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

voyait ﾌﾞゎｲｴ 3 単半(voir)v.t 見ていた                                     「動詞」 

mon marteau ﾓﾝ･ﾏﾙﾄｰ n.m（僕の状況を説明）ハンマーを                   「補語」 

à la main ｱ･ﾗ･ﾏﾝ adv. 手に持ち                                 「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

les doigts noirs ﾚ･ﾄﾞゎ･ﾇゎ-ﾙ pl.n.m 黒い指                                「補語」 

de cambouis ﾄﾞｩ･ｺﾝﾋﾞｨ adj. 機械油で汚れた              「形容詞句：doigts」 

penché ﾎﾟﾝｼｪ adj. 身をかがめていた                                       「補語」 

sur un objet ｼｭｰﾙ･ｱﾝ･ｵﾌﾞｼﾞｪ adv. 物の上に                「副詞句：penché」 
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qui ｷ pron それは〜する                                「形容詞節：objet」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                           「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜に見える       「動詞」 

très laid ﾄﾚ･ﾚ adj. とても醜い                     「補語」 

 

彼は本当にひどく、苛立っていた。すっかり金色に染まった髪を風になびかせて：［B-7］ 

Il était vraiment très irrité. Il secouait au vent des cheveux tout dorés : 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」: 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

vraiment ｳﾞﾚﾓﾝ adv. 本当に                                   「副詞：irrité」 

très irrité ﾄﾚ･ｼﾞﾘﾃ adj. ひどく苛立った                                    「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

secouait ｽｸｴ 3 単半(secouer)v.t（髪を）なびかせていた                      「動詞」 

au vent ｵ･ｳﾞｫﾝ adv. 風に                                               「副詞句」 

des cheveux ﾃﾞ･ｼｭｳﾞ pl.n.m 髪の毛を                                   「目的語」 

tout dorés: ﾄｩ･ﾄﾞﾚ adj. すべて金色の                 「形容詞句：cheveux」 

 

王子様は今では青くなって怒っていた。［B-7］ 

 Le petit prince était maintenant tout pâle de colère.   「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今では                                           「副詞」 

tout pâle de colère ﾄｩ･ﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｺﾚｰﾙ adj. 怒りで真っ青な                   「補語」 

 

でも、羊がもし花を食べてしまえば、その人にとっては、ふいに星という星が消えたみたい

になってしまうんだ。［B-7］ 

Mais, si le mouton mange la fleur, c’est pour lui comme si, brusquement, toutes les étoiles 

s’éteignaient!                     Mais「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

le mouton ﾙ･ﾑﾄﾝ n.m 羊が                                        「主語」 

mange ﾓﾝｼﾞｭ 3 単現(manger)v.t 食べる                            「動詞」 

la fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花を                                         「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ(être)v.i 〜である                                                   「動詞」 
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pour lui ﾌﾟｰﾙ･ﾘｭｲ adv. その人にとって                                  「副詞句」 

comme si ｺﾑ･ｼ adv. このようなもの                                       「補語」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 不意に                                 「副詞」 

toutes les étoiles ﾄｯﾄ･ﾚ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ pl.n.f すべての星が                  「主語」 

s’éteignaient ｾﾃﾆｪ 3 複半(s’éteindre)v.pr 消えてしまった            「動詞句」 

 

彼はもうそれ以上なにも言うことができなかった。いきなりすすり泣いた。日が暮れていた。 

［B-7］ 

Il ne put rien dire de plus. Il éclata brusquement en sanglots. La nuit était tombée. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」┃「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ne put rien dire ﾇ･ﾋﾟｭ･ﾘﾔﾝ･ﾁﾞｰﾙ 3 単過･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t なにも言えなかった                                              「動詞句」 

  ne ... rien 「何も〜ない」 

de plus ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ adv. もうそれ以上                                     「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

éclata ｴｸﾗﾀ 3 単過(éclater)v.i (en+無冠詞名詞) 〜を爆発させた               「動詞」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 急に、不意に                                  「副詞」 

en sanglots ｵﾝ･ｿﾝｸﾞﾛ adv. すすり泣きを                             「間接目的語」 

La nuit ﾗ･ﾆｭｲ n.f 夜は（日が）                                           「主語」 

était tombée ｴﾃ･ﾄﾝﾍﾞ 3 単半･完了形(tomber)v.i（日が）暮れていた         「動詞句」 

 

僕は道具を手放していた。カナヅチも、ボルトも、のどの渇きも、死の恐怖も、もう意に介

さなかった。［B-7］ 

J’avais lâché mes outils. Je me moquais bien de mon marteau, de mon boulon, de la soif 

et de la mort.       「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais lâché ｱｳﾞｪ･ﾗｼｪ 3 単半･完了形(lâcher)v.t 手放していた               「動詞句」 

mes outils ﾒ･ｽﾞﾃｨ pl.n.m 道具を                                        「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me moquais ﾑ･ﾓｹ 3 単半(se moquer)v.pr 意に介さなかった                 「動詞句」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv.（否定・強調）まったく                                     「副詞」 

de mon marteau, de mon boulon, de la soif et de la mort  

   ﾄﾞｩ･ﾓ mm･ﾏﾙﾄｰ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾌﾞﾛﾝ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｽゎﾌ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾓｰﾙ 

   n. カナヅチも、ボルトも、のどの渇きも、死ぬことさえ                 「目的語」 
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一つの星の上に、惑星の上に、僕の星、この地球の上に、慰めてあげなければならない一人

の王子様が存在していた！［B-7］ 

Il y avait, sur une étoile, une planète, la mienne, la Terre, un petit prince à consoler!  

「動詞句」「副詞句」「主語」「形容詞句」 

Il y avait ｲ･ﾘ･ﾔｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                                「動詞句」 

sur une étoile, une planète, la mienne, la Terre 

   ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ｴﾄゎ-ﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ﾗ･ﾐｴﾝﾇ･ﾗ･ﾃｰﾙ 

   adv. 一つの星の上に、惑星の上に、僕の星、この地球の上に             「副詞句」 

un petit prince ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 一人の王子様が                          「主語」 

à consoler ｱ･ｺﾝｿﾚ adj. 慰めるべき                        「形容詞句：prince」 

  à+不定詞 「〜すべき」 

 

王子様の惑星の上には、花びらが一重の、少しも場所ふさぎにならない、誰の邪魔もしない、

きわめて素朴な花があった。［B-8］ 

Il y avait toujours eu, sur la planète du petit prince, des fleurs très simples, ornées d’un 

seul rang de pétales, et qui ne tenaient point de place, et qui ne dérangeaient personne.  

「動詞句」「副詞句」「主語」 

Il y avait toujours eu ｲﾘ･ｱｳﾞｪ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ｲ 3 単半･完了形(avoir)v.t あった    「動詞句」 

sur la planète du petit prince ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   adv. 王子様の惑星には                                               「副詞句」 

des fleurs très simples ﾃﾞ･ﾌﾚｰﾙ･ﾄﾚ･ｻﾝﾌﾟﾙ pl.n.f とても素朴な花が            「主語」 

ornées d’ ｵﾙﾈ･ﾄﾞｩ adj. 〜で飾られた                            「形容詞句：fleurs」 

un seul rang de pétales ｱﾝ･ｽﾙ･ﾗﾝｸﾞ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟﾀﾙ n.m 一重の花びら「目的語」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron それは                                           「主語」 

ne tenaient point ﾇ･ﾄｩﾈ･ﾌﾟゎﾝ 3 複半･否定(tenir) 

v.t（場所を）占めない                                   「動詞句」 

de place ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾗｽ n.f 場所を                               「目的語」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron それは                                           「主語」 

ne dérangeaient ﾇ･ﾃﾞﾛﾝｼﾞｪ 3 複半･否定(déranger) 

   v.t 邪魔をしない                                        「動詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f（否定文で）誰も                        「目的語」 
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それらの花は、ある朝、草のあいだから現れ、その晩には消えてしまうのだった。［B-8］ 

Elles apparaissaient un matin dans l’herbe, et puis elles s’éteignaient le soir.  

「主語」「動詞」「副詞句」et「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Elles ｴﾙ pl.n.f 花たちは                                                  「主語」 

apparaissaient ｱﾊﾟﾚｾ 3 複半(apparaître)v.i 現れた                          「動詞」 

un matin ｱﾝ･ﾏﾀﾝ n.m ある朝                                           「副詞句」 

dans l’herbe ﾄﾞﾝ･ﾚﾙﾌﾞ adv. 草の間から                                   「副詞句」 

et puis ｴ･ﾋﾟｭｲ conj. そしてそれから                                     et「副詞」 

elles ｴﾙ pl.n.f 花たちは                                                  「主語」 

s’éteignaient ｾﾃﾆｪ 3 複半(s’éteindre)v.pr 消えた                          「動詞句」 

le soir ﾙ･ｽゎ-ﾙ n.m その晩には                                          「副詞句」 

 

ところが王子様のその花は、どこからともなく運ばれてきた種から、ある日芽を出したのだ

った。それで王子様は、ほかの芽とは違うその芽をすぐそばで見張っていた。［B-8］ 

Mais celle-là avait germé un jour, d’une graine apportée d’on ne sait où, et le petit prince 

avait surveillé de très près cette brindille qui ne ressemblait pas aux autres brindilles.  

「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

celle-là ｾﾙ･ﾗ n.f その花は                                                「主語」 

avait germé ｱｳﾞｪ･ｼﾞｪﾙﾒ 3 単半･完了形(germer)v.i 芽を出した              「動詞句」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                           「副詞句」 

d’une graine apportée ﾃﾞｭﾝﾇ･ｸﾞﾚｰﾇ･ｱﾎﾟﾙﾃ 過去分詞･受動 

   adv. 運ばれてきた種から                                     「副詞句：germé」 

d’ ﾄﾞｩ adv. 〜から                                                     「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人は                                                 「主語」 

ne sait ﾇ･ｾ 3 単現･否定(savoir)v.t 知らない                       「動詞句」 

où ｳ adv. 何処か                                                 「副詞」 

et ｴ conj. それで 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

avait surveillé ｱｳﾞｪ･ｼｭｰﾙｳﾞｪｲｪ 3 単半･完了形(surveiller)v.t 見張っていた   「動詞句」 

de très près ﾄﾞｩ･ﾄﾚ･ﾌﾟﾚ adv. すぐそばで                                 「副詞句」 

cette brindille ｾｯﾄ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾕ n.f この小枝を                             「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                  「形容詞節：brindille」 

ne ressemblait pas ﾇ･ﾙｿﾝﾌﾞﾚ･ﾊﾟ 3 単半･否定 

   v.i (à に)似ていない                      「動詞句」 

aux autres brindilles ｵ･ｿﾞｰﾄﾙ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨｰﾕ 
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   adv. 他の小枝に                     「間接目的語」 

 

大きな蕾が育っていくのを目撃した王子様は、そこから奇跡が現れてくるのを感じていた。

ところが花は、緑の部屋のかげで美しくなるためのお化粧を止めそうにない。［B-8］ 

Le petit prince, qui assistait à l’installation d’un bouton énorme, sentait bien qu’il en 

sortirait une apparition miraculeuse, mais la fleur n’en finissait pas de se préparer à être 

belle, à l’abri de sa chambre verte.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」mais「主語」「動詞句」「副詞句」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                      「形容詞節：prince」 

assistait ｱｼｽﾃ 3 単半(assister)v.i(à)を目撃していた   「動詞」 

à l’installation ｱ･ﾗﾝｽﾀﾗｼｮﾝ adv. 取り付けを        「目的語」 

d’un bouton énorme ﾀﾞﾝ･ﾌﾞﾄﾝ･ｴﾉﾙﾑ 

 adj. 巨大な蕾の       「形容詞句：l’installation」 

sentait ｿﾝﾃ 3 単半(sentir)v.t 感じていた                                   「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 十分に                                                    「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

il ｲﾙ pron 形式主語 

en ｵﾝ adv. そこから                                              「副詞」 

sortirait ｿﾙﾃｨｰﾚ 条・3 単現(sortir)v.i（結果が）生じる               「動詞」 

une apparition miraculeuse ﾕﾝﾇ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ･ﾐﾗｷｭﾙｰｽﾞ n.f 奇跡の出現    「主語」 

mais ﾒ conj. しかし 

la fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花は                                                  「主語」 

n’en finissait pas de se préparer ﾉﾝ･ﾌｨﾆｾ･ﾊﾟ･ﾄﾞｩ･ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 3 単半･終了･否定 

   v.pr その中でずっとお化粧を続けていた                               「動詞句」 

à être belle ｱ･ｴｰﾄﾙ･ﾍﾞﾙ adv. 美しくなるために                            「副詞句」 

à l’abri de ｱ･ﾗﾌﾞﾘ･ﾄﾞｩ adv. 〜に守られて                          「副詞句」 

sa chambre verte ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ･ｳﾞｪﾙﾄ n.f 緑の部屋            「目的語」 

 

念入りに色彩を選んでいた。ゆっくりと服を着て、花弁を一枚一枚ととのえていた。［B-8］ 

Elle choisissait avec soin ses couleurs. Elle s’habillait lentement, elle ajustait un à un 

ses pétales.          「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

「主語」「動詞句」「副詞」, 「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 花は                                                        「主語」 

choisissait ｼｭゎｼﾞｾ 3 単半(choisir)v.t 選んでいた                            「動詞」 

avec soin ｱｳﾞｪｯｷ･ｽゎﾝ adv. 入念に、念入りに                             「副詞句」 
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ses couleurs ｾ･ｸﾚｰﾙ pl.n.f 色彩を                                        「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 花は                                                        「主語」 

s’habillait ｻﾋﾞｨｴ 3 単半(s’habiller)v.pr 服を着ていた                       「動詞句」 

lentement ﾛﾝﾄｩﾓﾝ adv. ゆっくりと                                         「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

ajustait ｱｼﾞｭｽﾃ 3 単半(ajuster)v.t 整えていた                               「動詞」 

un à un ｱ･ﾅ･ｱﾝ adv. 一枚一枚                                           「副詞句」 

ses pétales ｾ･ﾍﾟﾀﾙ pl.n.m 花びらを                                      「目的語」 

 

ヒナゲシの花のような、しわしわの姿を見せたくなかった。［B-8］ 

Elle ne voulait pas sortir toute fripée comme les coquelicots.  

「主語」「動詞句」「補語」 

Elle ｴﾙ n.f 彼女は                                                        「主語」 

ne voulait pas sortir ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ･ｿﾙﾃｨｰﾙ 3 単半･願望･否定(vouloir+不定詞) 

   v.i 外に出たくなかった                                               「動詞句」 

toute fripée ﾄｯﾄｩ･ﾌﾘﾍﾟ adj. 皺だらけの状態で                               「補語」 

comme les coquelicots ｺﾑ･ﾚ･ｺｸﾘｺ adv. ヒナゲシのように        「副詞句：fripée」 

 

だから、彼女の神秘的なお化粧は、幾日も幾日も続いた。［B-8］ 

Sa toilette mystérieuse avait donc duré des jours et des jours.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Sa toilette mystérieuse ｻ･ﾄｩﾜﾚｯﾄ･ﾐｽﾃﾘｭｰｽﾞ n.f 彼女の神秘的なお化粧は       「主語」 

avait donc duré ｱｳﾞｪ･ﾄﾞﾝ･ﾃﾞｭﾚ 3 単半･完了形(durer)v.i だから続いた       「動詞句」 

des jours et des jours ﾃﾞ･ｼﾞｭｰﾙ･ｴ･ﾃﾞ･ｼﾞｭｰﾙ pl.n.m 何日も何日も           「副詞句」 

 

こうして、ついにある朝、ちょうど日の出の時刻に、彼女は姿を見せた。［B-8］ 

Et puis voici qu’un matin, justement à l’heure du lever du soleil, elle s’était montrée.  

Et「副詞句」,「主語」「動詞句」 

Et ｴ conj. そして 

puis voici qu’un matin ｴ･ﾋﾟｭｲ･ｳﾞゎｼ･ｶﾝ･ﾏﾀﾝ adv. そしてついにある朝      「副詞句」 

justement à l’heure ｼﾞｭｽﾄｩﾓﾝ･ｱ･ﾚｰﾙ adv. ちょうどの時刻に                「副詞句」 

du lever du soleil ｼﾞｭ･ﾙｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｿﾚｲﾕ adj. 日の出の      「形容詞句：heure」 

elle ｴﾙ n.f 彼女は                                                        「主語」 

s’était montrée ｾﾃ･ﾓﾝﾄﾚ 3 単半･完了形(se montrer) 

   v.pr 姿を現した                                                     「動詞句」 
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「朝食の時間だと思うわ。恐れ入りますがあたくしのことを考えていただけないでしょう

か．．．」やがて彼女はそう付け加えた。［B-8］ 

《C’est l’heure, je crois, du petit déjeuner, avait-elle bientôt ajouté, auriez-vous la bonté 

de penser à moi ...》 《「動詞」「補語」,「副詞節」》,「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」, 

《「動詞」「主語」「目的語」》 

C’ ｽ pron 形式主語 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

l’heure ﾙｰﾙ n.f 時間                                                      「補語」 

je crois ｼﾞｭ･ｸﾙゎ adv. 私は思うのだけれど                               「副詞節」 

du petit déjeuner ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ adj. 朝食の                  「形容詞句：heure」 

avait ...ajouté ｱｳﾞｪ...ｱｼﾞｭﾃ 3 単半･完了形(ajouter)v.t 付け加えた           「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

bientôt ﾋﾞﾔﾝﾄ adv. やがて                                                「副詞」 

auriez ｵﾘｴ 条・2 複現(avoir)v.t 持っていただけないでしょうか               「動詞」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

la bonté ﾗ･ﾎﾞﾝﾃ n.f 優しさ                                              「目的語」 

de penser à moi  ﾄﾞｩ･ﾎﾟﾝｾ･ｱ･ﾑゎ adj. 私のことを考える  「形容詞句：bonté」 

 

彼は僕にひどく疲れていないかと尋ね、母さんの年齢も知りたがった。［C-1-3］ 

Il m’a demandé si je n’étais pas trop fatigué et il a voulu savoir aussi l’âge de maman.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                              「主語」 

n’étais pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 1 単半･否定(être)v.i 〜でなかった             「動詞句」 

trop fatigué ﾄﾛ･ﾌｧﾁｹﾞ adj. かなり疲れた                         「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a voulu savoir ｱ･ｳﾞﾘｭ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 3 単現･完了形･願望(vouloir+不定詞 savoir) 

   v.t 知りたがった、訊ねた                                            「動詞句」 

aussi ｵｼ adv. もまた                                                     「副詞」 

l’âge de maman. ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ n.m 母さんの年齢                        「目的語」 
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いつだったか、それについて社長に指摘したことがある。彼は、そのことは遺憾なことだと

答えたが、続けて、それでも取るに足らない些細なことだと言った。［C-1-3］ 

J’en ai fait la remarque un jour à mon patron. Il m’a répondu qu’il trouvait cela 

regrettable, mais que c’était tout de même un détail sans importance.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「直接目的語」「副詞句」「間接目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」mais「直接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

en ｵﾝ adv. それについて                                                「副詞句」 

ai fait ｴ･ﾌｪ 1 単現･完了形(faire)v.t（行為を）した                         「動詞句」 

la remarque ﾗ･ﾙﾏﾙｷ n.f 指摘                                        「直接目的語」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ adv. ある日、いつだったか                             「副詞句」 

à mon patron. ｱ･ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 社長に                               「間接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

a répondu ｱ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 3 単現･完了形(répondre)v.t (que+直説法) 〜だと答えた「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                               「主語」 

trouvait ﾄﾙｳﾞｪ 3 単半(trouver)v.t 〜だと思う                    「動詞」 

cela ｽﾗ pron そのこと                                       「目的語」 

regrettable, ﾙｸﾞﾚﾀﾌﾞﾙ adj. 遺憾な                               「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

c’ ｽ pron それは                                             「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                               「動詞」 

tout de même ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ﾒｰﾑ adv. それでも、にもかかわらず      「副詞句」 

un détail ｱﾝ･ﾃﾞﾀｲﾕ n.m 些細なこと                             「補語」 

sans importance. ｿﾝ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝｽ 

 adj. 重要でない、取るに足らない                    「形容詞句」 

 

エマヌエルが僕に「あれに乗らないか」と尋ねたので、僕は駆け出した。［C-1-3］ 

Emmanuel m’a demandé «si on y allait» et je me suis mis à courir.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」 

Emmanuel ｴﾏﾇｴﾙ n.m エマヌエルが                                       「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

«si ｼ conj.（勧誘）〜しないかという事を                             「直接目的語」 
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on ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）俺たちは                     「主語」 

y ｲ adv. あれに、トラックに                                   「副詞」 

allait» ｱﾚ 3 単半(aller)v.i 行く、乗る                            「動詞」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me suis mis à courir. ﾑ･ｼｭｲ･ﾐ･ｱ･ｸﾘｰﾙ 1 単現･完了形(se mettre à+不定詞) 

   v.pr 走り始めた                                                     「動詞句」 

 

トラックは僕らを追い越して行った。そこで僕らはそれを追って疾走を始めた。僕は騒音と

埃に包み込まれた。［C-1-3］ 

Le camion nous a dépassés et nous nous sommes lancés à sa poursuite. J’étais noyé dans 

le bruit et la poussière.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Le camion ﾙ･ｶﾐｵﾝ n.m トラックは                                        「主語」 

nous ﾇ pron 僕らを                                                    「目的語」 

a dépassés ｱ･ﾃﾞﾊﾟｾ 3 単現･完了形(dépasser)v.t 追い越して行った          「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕らは                                                      「主語」 

nous sommes lancés ﾇ･ｿﾑ･ﾛﾝｾ 1 複現･完了形(se lancer à la poursuite) 

v.pr その追跡にとりかかった                                         「動詞句」 

à sa poursuite. ｱ･ｻ･ﾌﾟｰﾙｼｭｲｯﾄ adv. 追跡を                    「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais noyé ｴﾃ･ﾇゎｲｴ 1 単半･受動(noyer)v.t 水浸しになった                 「動詞句」 

dans ﾄﾞﾝ prep 〜の中に                                                「副詞句」 

le bruit ﾙ･ﾌﾞﾘｭｲ n.m 騒音                                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

la poussière. ﾗ･ﾌﾟｼｴｰﾙ n.f 埃                                           「目的語」 

 

僕はもう何も見えなかった。そしてとにかく走る衝動しか感じなかった。僕らの周囲は、ウ

ィンチや機械類が一杯で、水平線の上でマストが踊っていて、僕らが走るすぐ横には船体が

並んでいた。［C-1-3］ 

Je ne voyais plus rien et ne sentais que cet élan désordonné de la course, au milieu des 

treuils et des machines, des mâts qui dansaient sur l’horizon et des coques que nous 

longions.               「主語」「動詞句」「目的語」et「動詞句」「目的語」,「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voyais plus ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半･否定(voir+ ne...plus)v.t もう見えなかった「動詞句」 
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rien ﾘﾔﾝ pron 何も（〜ない）                                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

ne sentais que ﾇ･ｿﾝﾃｸ 1 単半･否定(sentir+ne...que)v.t 〜しか感じなかった  「動詞句」 

cet élan ｾｯﾄ･ｴﾛﾝ n.m あの衝動                                          「目的語」 

désordonné ﾃﾞｿﾞﾙﾄﾞﾈ adj. 無秩序な、不規則な                    「形容詞」 

de la course, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｸﾙｽ adj. 走ることの                 「形容詞句」 

au milieu ｵ･ﾐﾘﾕ adv. (de の) 真ん中で                                   「副詞句」 

des treuils ﾃﾞ･ﾄﾛｲ pl.n.m ウィンチ                               「目的語」 

et ｴ conj. そして 

des machines, ﾃﾞ･ﾏｼﾇ pl.n.f 機械                                 「目的語」 

des mâts ﾃﾞ･ﾏ pl.n.m マスト                                    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                             「形容詞節」 

dansaient ﾄﾞﾝｾ 3 複半(danser)v.i 踊っていた       「動詞」 

sur l’horizon ｼｭｰﾙ･ﾛﾘｿﾞﾝ adv. 水平線の上で      「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

des coques ﾃﾞ･ｺｯｸ pl.n.f 船体                                    「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                            「形容詞節」 

nous longions. ﾇ･ﾛﾝｼﾞｮﾝ 1 複半(se longer) 

v.pr 〜に沿って走った                        「動詞句」 

 

僕たちは息が切れてしまった。トラックは、埃と太陽の中を、埠頭のでこぼこした敷石の上

を跳びはねるように走っていた。エマニュエルは息をするのも忘れるほど笑っていた。 

［C-1-3］ 

Nous étions hors de souffle, le camion sautait sur les pavés inégaux du quai, au milieu 

de la poussière et du soleil. Emmanuel riait à perdre haleine. 

「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「副詞」,「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

étions ｴﾁｵﾝ 1 複半(être)v.i 〜だった                                       「動詞」 

hors de souffle, ｵｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｽｰﾌﾙ adv. 息が切れた                              「補語」 

  hors ｵｰﾙ prep 〜を超えた、はずれた souffle ｽｰﾌﾙ n.m 息 

le camion ﾙ･ｶﾐｵﾝ n.m トラックは                                         「主語」 

sautait ｿﾃ ｿﾃ 3 単半(sauter)v.i 跳ねて走った                               「動詞」 

sur les pavés ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾊﾟｳﾞｪ adv. 敷石の上を                                「副詞」 

inégaux ｲﾈご adj.pl でこぼこした                                  「形容詞」 

du quai, ｼﾞｭ･ｹ adj. 埠頭の                               「形容詞句」 

au milieu ｵ･ﾐﾘｭ adv.(de の) 真ん中で、〜に囲まれて                      「副詞句」 
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de la poussière ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟｼｪｰﾙ adv. ほこりに                       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

du soleil. ｼﾞｭ･ｿﾚｲﾕ adv. 太陽に                                  「目的語」 

Emmanuel ｴﾏﾆｭｴﾙ n.m エマニュエルは                                    「主語」 

riait ﾘｴ 3 単半(rire)v.i 笑っていた                                         「動詞」 

à perdre ｱ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾙ 不定詞･程度 adv. 〜を忘れるほどに                     「副詞句」 

haleine. ｱﾚﾝﾇ n.f 息を                                           「目的語」 

 

彼は僕に「なんとかやっているか？」と尋ねた。僕は、「ああ、なんとか。」と答え、「腹が

減っている」と続けた。［C-1-3］ 

Il m’a demandé si «ça allait quand même». Je lui ai dit que oui et que j’avais faim.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

«ça ｻ pron 状況は                                            「主語」 

allait ｱﾚ 3 単半(aller)v.i うまく進んでいる                      「動詞」 

quand même». ｺﾝ･ﾒｰﾑ adv. なにはともあれ、それでも、やはり 「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que oui ｸ･ｳｨ conj. ああ                                                  「応答」 

et ｴ conj. そして 

que j’avais faim. ｸ･ｼﾞｬｳﾞｪ･ﾌｧﾑ conj. 腹がへっている                       「応答」 

 

もう仕事に遅れそうな時間なので、路面電車に乗るために走った。午後はずっと働いた。 

［C-1-3］ 

Il était tard et j’ai couru pour attraper un tram. J’ai travaillé tout l’après-midi.  

「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 時間は                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tard ﾀｰﾙ adj. 遅い                                                       「補語」 

et ｴ conj. それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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ai couru ｴ･ｸﾘｭ 1 単現･完了形(courir)v.i 走った                           「動詞句」 

pour attraper ﾌﾟｰﾙ・ｱﾄﾗﾍﾟ adv. 捕まえる、乗るために                    「副詞句」 

un tram. ｱﾝ･ﾄﾗﾑ n.m 路面電車に                                「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai travaillé ｴ･ﾄﾗｳﾞｧｲｪ 1 単現･完了形(travailler)v.i 働いた                  「動詞句」 

tout l’après-midi. ﾄｩ･ﾗﾌﾟﾚ･ﾐﾃﾞｨ adv. 午後はずっと                        「副詞句」 

昼食と昼休み： 

1940 年頃には、スペインやフランスの労働者たちは、昼食の時間が 2 時間～3 時間あって、

自宅に戻って食事をしたり昼寝をしていた。 

 

空は緑色で、僕は満足した気分だった。けれどもジャガイモを茹でておきたかったので、真

っすぐ僕の部屋に帰った。［C-1-3］ 

Le ciel était vert, je me sentais content. Tout de même, je suis rentré directement chez 

moi parce que je voulais me préparer des pommes de terre bouillies. 

「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞句」「補語」 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

Le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

vert, ｳﾞｪｰﾙ adj. 緑色の                                                   「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me sentais ﾑ･ｿﾝﾃ 1 単半(se sentir)v.pr 自分を〜だと感じていた            「動詞句」 

content. ｺﾝﾄﾝ adj. 満足した                                               「補語」 

Tout de même, ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ﾒｰﾑ adv. けれども、それでも                      「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

suis rentré ｼｭｲ･ﾛﾝﾄﾚ 1 単現･完了形(rentrer)v.i 帰った、帰宅した           「動詞句」 

directement ﾃﾞｨﾚｸﾄﾓﾝ adv. まっすぐに、直接に                             「副詞」 

chez moi ｼｪ･ﾑゎ adv. 僕の部屋に                                        「副詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

voulais me préparer ｳﾞﾚ･ﾑ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 1 単半・願望(vouloir+不定詞 se préparer) 

   v.pr 調理したかった                                         「動詞句」 

des pommes de terre ﾃﾞ･ﾎﾟﾑ･ﾄﾞｩ･ﾃｰﾙ pl.n.f ジャガイモを          「目的語」 

bouillies. ﾌﾞｲｲ adj.f.pl ゆでた                                     「補語」 
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僕が階段で偶然出会った時、彼は犬をののしっているところだった。彼が犬に、「薄汚い死

にぞこないめ！」と言うと、犬はつらそうに呻いていた。僕は、「今晩は」と声をかけたが、

彼はまだののしり続けていた。［C-1-3］ 

Quand je l’ai rencontré dans l’escalier, Salamano était en train d’insulter son chien. Il 

lui disait: «Salaud ! Charogne!» et le chien gémissait. J’ai dit: «Bonsoir», mais le vieux 

insultait toujours. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

et「主語」「動詞」┃「主語」「動詞句」「目的語」mais「主語」「動詞」「副詞」 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                  「目的語」 

ai rencontré ｴ･ﾛﾝｺﾝﾄﾚ 1 単現･完了形(rencontrer)v.t 偶然出会った   「動詞句」 

dans l’escalier, ﾄﾞﾝ･ﾚｽｶﾘｴ adv. 階段で                            「副詞句」 

Salamano ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノは                                           「主語」 

était en train d’ +不定詞 ｴﾃ･ｵﾝ･ﾄﾗﾝ･ﾄﾞｩ 3 単半･近接動作(être en train de+不定詞) 

   v. 〜するところだった                                               「動詞句」 

insulter ｱﾝｼｭﾙﾃ 不定詞 v.t ののしる                                「動詞」 

son chien. ｿﾝ･ｼｬﾝ n.m 犬を                                             「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 犬に                                                  「間接目的語」 

disait: ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言っていた                                    「動詞」 

«Salaud ! Charogne!» ｻﾛｰ･ｼｬﾛｰﾆｭ int. 「薄汚い死にぞこないめ！」     「直接目的語」 

  Salaud ｻﾛｰ n.m 下劣なやつ Charogne ｼｬﾛｰﾆｭ n.f（動物の）腐った死骸 

et ｴ conj. そして 

le chien ﾙ･ｼﾔﾝ n.m 犬は                                                  「主語」 

gémissait. ｼﾞｪﾐｾ 3 単半(gémir)v.i（苦痛に）呻いていた                      「動詞」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit: ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

«Bonsoir», ﾎﾞﾝｽゎ-ﾙ adv. 「今晩は」                                     「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

le vieux ﾙ･ｳﾞｨﾕ n.m 老人は                                               「主語」 

insultait ｱﾝｼｭﾙﾃ 3 単半(insulter)v.t 罵っていた                             「動詞」 

toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. 相変わらず、まだ                                   「副詞」 
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彼は、「薄汚い死にぞこないめ！」と叫ぶばかりだった。僕は、彼が犬の上に体を傾けて犬

の首輪のどこかを調整していることに気が付いた。［C-1-3］ 

Il disait seulement : « Salaud ! Charogne ! » Je le devinais, penché sur son chien, en train 

d’arranger quelque chose sur le collier.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

seulement : ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけ                                             「副詞」 

«Salaud ! Charogne!» ｻﾛｰ･ｼｬﾛｰﾆｭ int. 「薄汚い死にぞこないめ！」         「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

le ﾙ pron 彼が                                                         「目的語」 

devinais, ﾄﾞｩｳﾞｨﾈ 1 単半(deviner)v.t 見抜いた、気づいた                    「動詞」 

penché ﾎﾟﾝｼｪ 過去分詞(pencher)adj. 体を傾けた                            「補語」 

sur son chien, ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ｼﾔﾝ adv. 犬の上に                           「副詞句」 

en train d’arranger ｵﾝ･ﾄﾛﾝ･ﾀﾞﾛﾝｼﾞｪ adv. 整えながら                      「副詞句」 

  en train de+不定詞 「〜をしながら」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かを                              「目的語」 

sur le collier. ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｺﾘｴ adv. 犬の首輪の上で                     「副詞句」 

  collier ｺﾘｴ n.m（犬などの）首輪 

 

それから彼は犬を引っ張りながら立ち去ったが、犬は 4 本の足で立ったまま、引っ張られ

て、うなっていた。［C-1-3］ 

Puis il est parti en tirant la bête qui se laissait traîner sur ses quatre pattes, et gémissait.                                      

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est parti ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形(partir)v.i 立ち去った                     「動詞句」 

en tirant ｵﾝ･ﾁﾛﾝ ジェロンディフ(tirer)v.t 引っ張りながら                  「副詞句」 

la bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f 動物を、犬を                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se laissait traîner ｽ･ﾚｯｾ･ﾄﾚﾈ 3 単現･使役(se laisser+不定詞) 

   v.pr 引っ張られるままになっていた            「動詞句」 

sur ses quatre pattes, ｼｭｰﾙ･ｾ･ｸｧﾄﾙ･ﾊﾟｯﾄ 

 adv. 4 本の足で立って                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

gémissait. ｼﾞｪﾐｾ 3 単半(gémir)v.i 呻いていた        「動詞」 
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部屋は汚く、ベッドは乱れたままだった。彼はまず石油ランプに火をつけた。それからポケ

ットからかなり薄汚い包帯を取り出して、右手をくるんだ。［C-1-3］ 

La chambre était sale et le lit défait. Il a d’abord allumé sa lampe à pétrole, puis il a sorti 

un pansement assez douteux de sa poche et a enveloppé sa main droite.  

「主語」「動詞」「補語」et「主語」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」, 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」et「動詞句」「目的語」 

La chambre ﾗ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 部屋は                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

sale ｻﾙ adj. 汚い                                                        「補語」 

et ｴ conj. そして 

le lit ﾙ･ﾘ n.m ベッドは                                                   「主語」 

défait. ﾃﾞﾌｪ adj. 乱れた、散らかった                                      「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a d’abord allumé ｱ･ﾀﾞﾎﾞｰﾙ･ｱﾘｭﾒ 3 単現･完了形(allumer+ d’abord) 

   v.t（明かりを）まずつけた                                           「動詞句」 

  d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. まず第一に allumer ｱﾘｭﾒ v.t 火をつける、電気をつける 

sa lampe à pétrole, ｻ･ﾛﾝﾌﾟ･ｱ･ﾍﾟﾄﾛｰﾙ n.f 石油ランプを                     「目的語」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a sorti ｱ･ｿﾙﾃｨ 3 単現･完了形(sortir)v.t 取り出した                        「動詞句」 

un pansement ｱﾝ･ﾎﾟﾝｽﾓﾝ n.m 包帯を                                    「目的語」 

assez douteux ｱｾ･ﾄﾞｩﾄｩ adj. かなり薄汚い                      「形容詞句」 

de sa poche ﾄﾞｩ･ｻ･ﾎﾟｯｼｭ adv. ポケットから                              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

a enveloppé ｱ･ｵﾝｳﾞﾛﾍﾟ 3 単現･完了形(envelopper)v.t くるんだ、巻いた     「動詞句」 

sa main droite. ｻ･ﾏﾝ･ﾄﾞﾙゎｯﾄ n.f 右手を                                 「目的語」 

 

すると彼は僕に、丁度この件で相談したかったのだと言った。そしてその理由として、僕が

人生というものをわきまえた男なので、彼の力になることが出来るし、そうしたら彼は僕の

親友になるだろうと言うのだった。［C-1-3］ 

Alors il m’a déclaré que, justement, il voulait me demander un conseil au sujet de cette 

affaire, que moi, j’étais un homme, je connaissais la vie, que je pouvais l’aider et 

qu’ensuite il serait mon copain.  

「副詞」,「主語」「間接目的語」「動詞句」 

「直接目的語」, 「直接目的語」, 「直接目的語」et「直接目的語」 
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Alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと言った            「動詞句」 

que, ｸ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

justement, ｼﾞｭｽﾄｩﾓﾝ adv. ちょうど、まさに                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

voulait ...demander ｳﾞﾚ...ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 頼みたかった                                        「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                       「間接目的語」 

un conseil ｱﾝ･ｺﾝｾｲﾕ n.m アドバイスを、助言を          「直接目的語」 

au sujet de cette affaire, ｵ･ｼｭｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｱﾌｪｰﾙ 

 adv. この件に関して                                    「副詞句」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

moi, j’ ﾑゎ･ｼﾞｭ pron 僕が                                     「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                    「動詞」 

un homme, ｱﾝ･ﾉﾑ n.m 男                                     「補語」 

je ｼﾞｭ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

connaissais ｺﾈｾ 1 単半(connaître)v.t 知っている  「動詞」 

la vie, ﾗ･ｳﾞｨｰ n.f 人生というものを           「目的語」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が「主語」 

pouvais ...aider ﾌﾟｳﾞｪ...ｴﾃﾞ 1 単半･可能･時制の一致(pouvoir+不定詞) 

   v.t 手助けができる                                      「動詞句」 

l’ ﾙ pron 彼を                                             「目的語」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから、その後に                      「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼が                                              「主語」 

serait ｽﾚ 条・3 単現(être)v.i（話者の考え）〜になるだろう       「動詞」 

mon copain. ﾓﾝ･ｺﾊﾟﾝ n.m 僕の親友                            「補語」 
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彼は最初はためらいがちに話し始めた。「付き合っている女がいるんだ．．．言ってみれば、

愛人ってとこかな」［C-1-3］ 

Il hésitait d’abord un peu. «J’ai connu une dame... c’était pour autant dire ma maîtresse.»           

「主語」「動詞」「副詞句」 

《「主語」「動詞句」「目的語」...「主語」「動詞」「副詞句」「補語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

hésitait ｴｼﾞﾃ 3 単半(hésiter)v.i ためらっていた                             「動詞」 

d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. 最初は                                             「副詞句」 

un peu. ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

 «J’ ｼﾞｭ pron 俺は                                                       「主語」 

ai connu ｴ･ｺﾆｭ 1 単現･完了形(connaître)v.t 〜と知り合いだ、付き合っている「動詞句」 

une dame... ﾕﾝﾇ･ﾀﾞﾑ n.f 1 人の女                                        「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                                「動詞」 

pour autant dire ﾌﾟｰﾙ･ｵｰﾄﾝ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. 言ってみれば、いわば              「副詞句」 

ma maîtresse.» ﾏ･ﾒﾄﾚｽ n.f(新つづり maitresse) 愛人                        「補語」 

 

彼が喧嘩した相手の男は、その女の兄弟だった。彼は自分が女を養ってきたと言った。 

［C-1-3］ 

L’homme avec qui il s’était battu était le frère de cette femme. Il m’a dit qu’il l’avait 

entretenue.   「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

L’homme ﾛﾑ pron その男は                                               「主語」 

avec qui ｱｳﾞｪｯ･ｷ pron（目的語）に〜する                         「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                            「主語」 

s’était battu ｾﾃ･ﾊﾞﾁｭ 3 単半･完了形(se battre) 

v.pr 互いに殴り合った                                 「動詞句」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

le frère ﾙ･ﾌﾚｰﾙ n.m 兄弟                                                 「補語」 

de cette femme. ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ﾌｧﾑ adj. この女の                       「形容詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

l’ ﾗ pron その女を                                         「目的語」 

  過去分詞 entretenu が女性形 -e になっているため 
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avait entretenue. ｱｳﾞｪ･ｵﾝﾄﾙﾄｩﾆｭ 3 単半･完了形.f(entretenir) 

v.t 養ってきた                                          「動詞句」 

 

彼は生活するのに必要な分だけ女に与えていた。彼は女の部屋の家賃を彼自身で払ってや

っていたし、食費として 1 日あたり 20 フランを女に与えていたと言うのだ。［C-1-3］ 

Il lui donnait juste de quoi vivre. Il payait lui-même le loyer de sa chambre et il lui 

donnait vingt francs par jour pour la nourriture.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

et「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 女に                                                  「間接目的語」 

donnait ﾄﾞﾈ 3 単半(donner)v.t 与えていた                                  「動詞」 

juste ｼﾞｭｽﾄ adv. ちょうど                                              「副詞句」 

de quoi vivre. ﾄﾞｩ･ｸゎ･ｳﾞｨｰｳﾞﾙ adv. 生活するのに必要な                  「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

payait ﾍﾟｲｴ 3 単半(payer)v.t 支払っていた                                 「動詞」 

lui-même ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ pron 彼自身で                                        「副詞句」 

le loyer ﾙ･ﾙゎｲｴ n.m 家賃を                                            「目的語」 

de sa chambre ﾄﾞｩ･ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adj. 女の部屋の                   「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 女に                                                  「間接目的語」 

donnait ﾄﾞﾈ 3 単半(donner)v.t 与えていた                                  「動詞」 

vingt francs ｳﾞｧﾝ･ﾌﾛﾝ pl.n.m 20 フラン                              「直接目的語」 

par jour ﾊﾟｰﾙ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 1 日あたり                                     「副詞句」 

pour la nourriture. ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾇﾘﾁｭｰﾙ adv. 食費として                「副詞句」 

 

けれども俺はいつも女に言っていたんだ。「どうして、半日でも働こうとしないんだ？お前

がそうすれば、あれやこれや細々したことについて随分楽になるんだ」［C-1-3］ 

Pourtant, je lui disais : «Pourquoi tu travailles pas une demi-journée? Tu me soulagerais 

bien pour toutes ces petites choses.  

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」： 

《「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」》 

Pourtant, ﾌﾟｰﾙﾄﾝ adv. しかし、けれども                                   「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 女に                                                  「間接目的語」 
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disais : ﾃﾞｨｾﾞ 1 単半･習慣(dire)v.t いつも言っていた                        「動詞」 

«Pourquoi ﾌﾟﾙｸｧ adv. どうして                                           「副詞」 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

travailles pas ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ･ﾊﾟ 2 単現･否定(travailler)v.i 働かない              「動詞句」 

une demi-journée? ﾕﾝﾇ･ﾄﾞｩﾐ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. ほんの半日                       「副詞句」 

Tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

me ﾑ pron 俺を                                                       「目的語」 

soulagerais ｽﾗｼﾞｭﾚ 条・2 単現(soulager)v.t 楽にするだろうに               「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 大いに                                                   「副詞」 

pour toutes ces petites choses. ﾌﾟｰﾙ･ﾄｯﾄ･ｾ･ﾌﾟﾃｨ･ｼｮｰｽﾞ 

   adv. あれやこれや細々したことについて                               「副詞句」 

 

アパートは静まり返っており、階段の底から、陰鬱な息吹が立ち上っていた。［C-1-3］ 

La maison était calme et des profondeurs de la cage d’escalier montait un souffle obscur 

et humide.                       「主語」「動詞」「補語」et「副詞句」「動詞」「主語」 

La maison ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f アパートは                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

calme ｶﾙﾑ adj. 静かな                                                   「補語」 

et ｴ conj. そして 

des ﾃﾞ prep.pl 〜から                                                  「副詞句」 

profondeurs ﾌﾟﾛﾌｫﾝﾃﾞｰﾙ pl.n.f 奥、底                             「目的語」 

de la cage d’escalier ﾄﾞｩ･ﾗ･ｶｰｼﾞｭ･ﾃﾞｽｶﾘｴ adj. 階段枠の    「形容詞句」 

montait ﾓﾝﾃ 3 単半(monter)v.i 上ってきた                                  「動詞」 

un souffle ｱﾝ･ｽｰﾌﾙ n.m 息吹が                                            「主語」 

obscur ｵﾌﾟｽｷｭｰﾙ adj. 暗い                                         「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

humide. ｲﾐｯﾄﾞ adj. 湿った                                         「形容詞」 

 

僕は、自分の耳の中で鳴り響く、自分の血が脈打つ音しか聞こえなかった。僕はじっと動か

ないでいた。［C-1-3］ 

Je n’entendais que les coups de mon sang qui bourdonnait à mes oreilles. Je suis resté 

immobile.                   「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’entendais ﾇ･ｵﾝﾄﾝﾃﾞ 1 単半･否定(entendre) 

v.t(ne ...que 〜しか) 聞こえなかった                                  「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということしか                                           「目的語」 
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les coups ﾚ･ｸｰ pl.n.m 打つ音                                    「目的語」 

de mon sang ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｿﾝ adj. 自分の血の                 「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                    「形容詞節」 

bourdonnait ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ 3 単半(bourdonner) 

v.i ぶんぶんいう                     「動詞」 

à mes oreilles. ｱ･ﾒ･ｵﾚｲﾕ 

 adv. 僕の耳に                 「間接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis resté ｼｭｲ･ﾚｽﾃ 1 単現･完了形(rester)v.i 〜のままでいた                「動詞句」 

immobile. ｲﾝﾓﾋﾞﾙ adj. 動かない                                           「補語」 
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直説法・過去と過去完了 

 

子供たちの中で一番年下の男の子は、一番体が弱く、内気でした。そして親指と同じくらい

小さかったので、家族の皆は「親指小僧」と呼んでいました。［A-4］ 

Parmi tous ces enfants, le plus jeune garçon était le plus fragile, le plus timide et comme 

il était aussi petit qu’un pouce, on l’appela le“Petit Poucet”. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」et「副詞節」「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Parmi tous ces enfants, ﾊﾟﾙﾐ･ﾄｩ･ｾ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv. 子供たちの中で            「副詞句」 

le plus jeune garçon ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｷﾞｬﾙｿﾝ n.f 一番年下の男の子は            「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

le plus fragile, ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾗｼﾞﾙ adj. 一番体が弱い                             「補語」 

le plus timide ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾁﾐｯﾄﾞ adj. 一番内気な                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                    「動詞」 

aussi petit ｵｼ･ﾌﾟﾃｨ adj. 同じくらい小さな                           「補語」 

qu’un pouce, ｶﾝ･ﾌﾟｰｽ adv. 親指と比べて                      「副詞句」 

on ｵﾝ pron 家族の皆は（動詞は三人称単数形）                             「主語」 

l’ ｲﾙ pron 彼を                                                        「目的語」 

appela ｱﾌﾟﾗ 3 単過(appeler)v.t 呼んだ                                     「動詞」 

le“Petit Poucet”. ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｾ n.m 「親指小僧」                          「補語」 

 

ある年、夫婦はもはや子供たちを養う事が出来なくなってしまいました。［A-4］ 

 Il arriva une année où les parents ne purent plus nourrir les enfants.   「動詞」「主語」 

Il ｲﾙ pron 非人称 

arriva ｱﾘｳﾞｧ 3 単過(arriver)v.h（出来事が）〜が起こった、生じた        「動詞」 

une année ﾕﾝﾇ･ｱﾝﾈ n.f 年が                                           「主語」 

où ｳ adv. その時に〜する                                    「形容詞節」 

les parents ﾚ･ﾊﾟﾛﾝ pl.n.m 両親が                        「主語」 

ne purent plus nourrir ﾇ･ﾋﾟｰﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾇﾘｰﾙ 3 複過･可能･否定(pouvoir+不定詞+plus) 

   v.t もはや養えなくなった                           「動詞句」 

les enfants. ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちを                「目的語」 
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それである晩、絶望した父親は、子供たちを捨てることを決めました。［A-4］ 

Alors un soir, le père désespéré décida de les abandonner. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

un soir, ｱﾝ･ｽゎ-ﾙ adv. ある晩に                                         「副詞句」 

le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親は                                                「主語」 

désespéré ﾃﾞｾﾞｽﾍﾟﾚ adj. 絶望した                                  「形容詞」 

décida de +不定詞 ﾃﾞｼﾀﾞ･ﾄﾞｩ 3 単過･決定(decider de+不定詞) 

   v. 〜することを決めた                                               「動詞句」 

les ﾚ pron.pl 子供たちを                                               「目的語」 

abandonner. ｱﾎﾞﾝﾄﾞﾈ 不定詞 v.t 捨てる                                  「動詞句」 

 

彼女がいくら嘆いて懇願しても無駄だった。しかし息子たちをこれ以上苦しませることは

出来ないので、結局、夫の言う事に従った。［A-4］ 

 Elle eut beau s’apitoyer, mais ne pouvant elle non plus continuer de laisser ses fils 

souffrir, obéit finalement à son mari. 

「主語」「動詞句」,mais「副詞句」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

eut beau s’apitoyer, ｲ･ﾎﾞ･ｻﾋﾟﾄゎｲｴ 3 単過･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v.pr いくら嘆いて懇願しても無駄だった                               「動詞句」 

  s’apitoyer ｻﾋﾟﾄゎｲｴ v.pr 自分を哀れむ、同情を引いて懇願する 

mais ﾒ conj. しかし 

ne pouvant +不定詞 ﾇ･ﾌﾟｳﾞｫﾝ 現在分詞 v. 〜出来ないので                   「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                               「主語」 

non plus continuer de laisser+不定詞 ﾉﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｺﾝﾃｨﾇｴ･ﾄﾞｩ･ﾚｯｾ 不定詞･使役･否定 

   (continuer de laisser+不定詞)v.t もうこれ以上このまま〜させておく「動詞句」 

ses fils ｾ･ﾌｨｽ pl.n.m 息子たちを                                   「目的語」 

souffrir, ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞 v.i 苦しむ                                     「補語」 

obéit ｵﾍﾞｲ 3 単過(obéir)v.i 従った                                         「動詞」 

finalement ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. 結局、最後には                                  「副詞」 

à son mari. ｱ･ｿﾝ･ﾏﾘ adv. 夫の言う事に                              「間接目的語」 
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両親が話し合っている間、子供たちは自分たちの寝室で眠っていたので、誰もどんな運命が

彼らを待ち受けているかと言う事に気づきませんでした。［A-4］ 

 Pendant que les parents discutaient, les enfants dormaient dans leur chambre et 

personne ne se douta de ce que le destin leur préparait... 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｷ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

les parents ﾚ･ﾊﾟﾛﾝ pl.n.m 両親が                                   「主語」 

discutaient, ﾃﾞｨｽｷｭﾃ 3 複半(discuter)v.t 話し合っていた               「動詞」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちは                                    「主語」 

dormaient ﾄﾞﾙﾒ 3 複半(dormir)v.i 眠っていた                               「動詞」 

dans leur chambre ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. 自分たちの寝室で                 「副詞句」 

et ｴ conj. それで 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                                         「主語」 

ne se douta ﾇ･ｽ･ﾄﾞｩﾀ 3 単過･否定(se douter)v.pr (de に) 気付かなかった    「動詞句」 

de ce ﾄﾞｩ･ｽ adv. ことに                                            「間接目的語」 

que ｸ pron（直接目的語）何を〜するかという               「形容詞節」 

le destin ﾙ･ﾃﾞｽﾀﾝ n.m 運命が                         「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                           「間接目的語」 

préparait... ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 条・3 単現(préparer)v.t 用意している「動詞」 

 

翌日、木こりの妻は子供たち一人ひとりに最後のパン切れを与えて、家族は一緒に家をでて

森へ向かいました。［A-4］ 

 Le lendemain, la bûcheronne donna à chaque enfant leur dernier morceau de pain, et 

la famille quitta la maison pour la forêt. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」et 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Le lendemain, ﾙ･ﾛﾝﾄﾞｩﾓﾝ n.m 翌日                                      「副詞句」 

la bûcheronne ﾗ･ﾋﾞｭｼｭﾛﾝﾇ n.f 木こりの妻は                                「主語」 

donna ﾄﾞﾝﾅ 3 単過(donner)v.t 与えた                                      「動詞」 

à chaque enfant ｱ･ｼｬｯｷ･ｵﾝﾌｫﾝ adv. 子供たち皆に                     「間接目的語」 

leur dernier morceau de pain, ﾚｰﾙ･ﾃﾞﾙﾆｪ･ﾓﾙｿ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾝ 

   n.m 最後のパン切れを                                           「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

la famille ﾗ･ﾌｧﾐｰﾕ n.f 家族は                                             「主語」 

quitta ｷﾀ 3 単過(quitter)v.t（場所を）出た、離れた                         「動詞」 

la maison ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家を                                              「目的語」 
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pour la forêt. ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌｫﾚ adv. 森に向かって                              「副詞句」 

 

少したってから子供たちは、自分たちが森の中に取り残されていることに気づきました。 

［A-4］ 

 Peu après, les enfants se rendirent compte qu’ils étaient seuls dans la forêt. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少したってから                                 「副詞句」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちは                                   「主語」 

se rendirent ｽ･ﾛﾝﾃﾞｨｰﾙ 3 複過(se rendre) 

v.pr(compte que) 〜であることに気付いた                             「動詞句」 

  se rendre compte de qch [que+直説法] 「〜が分かる、に気付く」 

compte qu’ ｺﾝﾄ･ｸ n.m 〜という考えが                                   「目的語」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                             「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜になっている                           「動詞」 

seuls ｽﾙ adj.pl 自分たちだけの                                    「補語」 

dans la forêt. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌｫﾚ adv. 森の中で                           「副詞句」 

 

彼らが至る所を探し、両親を求めて力の限り叫んでも、まったく無駄でした。［A-4］ 

Ils eurent beau chercher à droite et à gauche, crier de toute leur force après leurs parents, 

tout cela en vain. 

「主語」「動詞句」「副詞句」,「動詞句」「副詞句」,「主語」「補語」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

eurent beau +不定詞 ｲｰﾙ･ﾎﾞ 3 複過･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v. 〜しても無駄だった                                               「動詞句」 

chercher ｼｪﾙｼｪ 不定詞 v.t 探す                                  「動詞句」 

à droite et à gauche, ｱ･ﾄﾞﾛゎｯﾄ･ｴ･ｱ･ｺﾞｰｼｭ adv. 至る所を                  「副詞句」 

crier ｸﾘｴ 不定詞 v.i 叫ぶ                                               「動詞句」 

de toute leur force ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ﾚｰﾙ･ﾌｫﾙｽ adv. 力の限り                     「副詞句」 

après leurs parents, ｱﾌﾟﾚ･ﾚｰﾙ･ﾊﾟﾛﾝ adv. 両親を求めて                    「副詞句」 

tout cela ﾄｳ･ｽﾗ pron これらすべては                                      「主語」 

en vain. ｵﾝ･ｳﾞｧﾝ adj. 無駄な                                              「補語」 
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アイデアは良かったのですが、あいにく小さなパンくずはすべて小鳥たちに食べられてし

まっていました。［A-4］ 

 L’idée était bonne, mais ses petites miettes furent malheureusement toutes mangées 

par les oiseaux!  

「主語」「動詞」「補語」mais「主語」「動詞句」「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

L’idée ﾘﾃﾞｰ n.f アイデアは                                                「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bonne, ﾎﾞﾝﾇ adj.f 良い                                                   「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

ses petites miettes ｾ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾐｪｯﾄ pl.n.f 小さなパンくずは                   「主語」 

furent ...mangées ﾌｭｰﾙ...ﾓﾝｼﾞｪ 3 複過･受動 f.pl(manger) 

v.t 食べられてしまっていた                                          「動詞句」 

malheureusement ﾏﾙﾙｰｽﾞﾓﾝ adv. あいにく                                 「副詞」 

toutes ﾄｩｯﾄ pron.f.pl すべて（のパンくず）が                              「主語」 

par les oiseaux! ﾊﾟｰﾙ･ﾚ･ｽﾞゎｿﾞ adv. 小鳥たちによって                    「副詞句」 

 

泥だらけの地面や未開の茂みを歩き回って、彼らは森の出口にたどり着きました：そこには

光が漏れ出している家がありました。［A-4］ 

En parcourant la terre boueuse et la broussaille sauvage, ils arrivèrent à la sortie du 

bois : là se trouvait la maison d’où s’échappait la lumière. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」：「副詞」「動詞句」「主語」 

En +現在分詞 ジェロンディフ adv. 〜をしながら                          「副詞句」 

parcourant ﾊﾟﾙｸﾛﾝ 現在分詞(parcourir)v.t を歩き回る                「動詞」 

la terre boueuse ﾗ･ﾃｰﾙ･ﾌﾞｳｰｽﾞ n.f 泥だらけの地面を               「目的語」 

et ｴ conj. そして 

la broussaille sauvage, ﾗ･ﾌﾞﾙｻｲﾕ･ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ n.f 未開の茂みを        「目的語」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

arrivèrent ｱｯﾘｳﾞｪｰﾙ 3 複過(arriver)v.i 着いた                               「動詞」 

à la sortie ｱ･ﾗ･ｿﾙﾃｨｰ adv. 出口に                                    「間接目的語」 

du bois : ｼﾞｭ･ﾌﾞゎ adj. 森の                               「形容詞句」 

là ﾗ adv. そこには                                                       「副詞」 

se trouvait ｽ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 3 単半(se trouver)v.pr あった                        「動詞句」 

la maison ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家が                                                「主語」 

d’où ﾄﾞｩ adv. そこから〜する                                    「形容詞節」 

s’échappait ｾｼｬﾍﾟ 3 単半(s’échapper)v.pr 漏れていた        「動詞句」 

la lumière. ﾗ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 光が                               「主語」 
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親指小僧がドアをノックすると、1 人の女がドアを開けに来ました。［A-4］ 

 Le Petit Poucet frappa à la porte. Une femme vint lui ouvrir. 

「主語」「動詞」「間接目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                               「主語」 

frappa ﾌﾗﾊﾟ 3 単過(frapper)v.i (à を) たたいた、ノックした                 「動詞」 

à la porte. ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. ドアを                                    「間接目的語」 

Une femme ﾕﾝﾇ･ﾌｧﾑ n.f 1 人の女が                                        「主語」 

vint ...ouvrir. ｳﾞｧﾝ...ｳｳﾞﾘｰﾙ 3 単過･目的(venir+不定詞)v.t 開けにきた        「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron （la porte の代用）それを                                  「目的語」 

 

僕が思うには、王子様は逃げ出すために野生の鳥たちの渡りを利用したのだ。［B-9］ 

Je crois qu’il profita, pour son évasion, d’une migration d’oiseaux sauvages.  

「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t 思っている                                     「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

il ｲﾙ pron 王子様は                                              「主語」 

profita ﾌﾟﾛﾌｨﾀ 3 単過(profiter) 

v.i(de を) 利用した                                            「動詞」 

pour son évasion ﾌﾟｰﾙ･ｿﾝ･ｴｳﾞｧｼﾞｮﾝ 

   adv. 脱出のために                                           「副詞句」 

d’une migration ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾐｸﾞﾗｼｮﾝ 

 adv.（鳥の）渡りを                                      「間接目的語」 

d’oiseaux sauvages ﾄﾞｫｳﾜｿﾞ･ｿｳﾞｧｰｼﾞｭ 

   adj. 野鳥の                                     「形容詞句：migration」 

 

出発の朝、彼は自分の星をきちんと整えた。念入りに活火山の煤払いをした。［B-9］ 

Au matin du départ il mit sa planète bien en ordre. Il ramona soigneusement ses volcans 

en activité.                            「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Au matin du départ ｵ･ﾏﾀﾝ･ｼﾞｭ･ﾃﾞﾊﾟｰﾙ adv. 出発の朝                      「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

mit ﾐ 3 単過(mettre)v.t (mettre ... en ordre) を整理した                     「動詞」 

sa planète ｻ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f 自分の星を                                     「目的語」 

bien en ordre ﾋﾞﾔﾝ･ｵﾝ･ｵﾙﾄﾞｩﾙ adv. よく整理された状態に                 「副詞句」 
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Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ramona ﾗﾓﾅ 3 単過(ramoner)v.t 煤払いをした                              「動詞」 

soigneusement ｽゎﾆｭｰｽﾞﾓﾝ adv. 念入りに                                  「副詞」 

ses volcans en activité ｾ･ｳﾞｫﾙｺﾝ･ｵﾝ･ｱｸﾃｨｳﾞｨﾃ pl.n.m 活火山を             「目的語」 

 

だから休火山も同じように、煤払いをした。［B-9］ 

Il ramona donc également le volcan éteint.        「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ramona ﾗﾓﾅ 3 単過(ramoner)v.t 煤払いをした                              「動詞」 

donc également ﾄﾞﾝ･ｴｶﾞﾙﾓﾝ adv. だから同様に                           「副詞句」 

le volcan éteint ﾙ･ｳﾞｫﾙｺﾝ･ｴﾀﾝ n.m 休火山も                              「目的語」 

 

王子様は、ちょっとばかり憂鬱そうに、バオバブの最新の芽を抜くこともした。［B-9］ 

Le petit prince arracha aussi, avec un peu de mélancolie, les dernières pousses de 

baobabs.                                       「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

arracha ｱﾗｼｬ 3 単過(arracher)v.t 引き抜いた                               「動詞」 

aussi ｵｼ adv. もまた                                                     「副詞」 

avec un peu de mélancolie ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾒﾛﾝｺﾘｰ adv. ちょっと憂鬱そうに「副詞句」 

les dernières pousses de baobabs ﾚ･ﾃﾞﾘﾆｪｰﾙ･ﾌﾟｽ･ﾄﾞｩ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ 

   pl.n.f 最新のバオバブの新芽を                                        「目的語」 

 

ところがこうしたやりなれた仕事が、その朝は、彼にはこの上もなく甘美なものに思われた。 

［B-9］ 

Mais tous ces travaux familiers lui parurent, ce matin-là, extrêmement doux.  

Mais「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

tous ces travaux familiers ﾄｩ･ｾ･ﾄﾗｳﾞｫ･ﾌｧﾐﾘｪ 

 pl.n.m この慣れ親しんだ仕事が                                         「主語」 

  travaux ﾄﾗｳﾞｫ pl.n.m(travail) 仕事、familier adj. 慣れ親しんだ 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

parurent ﾊﾟﾘｭｰﾙ 3 複過(paraître)v.i 〜と思われた                           「動詞」 

ce matin-là ｽ･ﾏﾀﾝ･ﾗ adv. その朝は                                      「副詞句」 

extrêmement doux ｴｸｽﾄﾚｰﾑﾓﾝ･ﾄﾞｩ adj. とても甘い                          「補語」 
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そして、これを最後に花に水をかけ、覆いをかけようとしていたとき、王子様は自分のうち

に泣き出したい欲求を見出した。［B-9］ 

Et, quand il arrosa une dernière fois la fleur, et se prépara à la mettre à l’abri sous son 

globe, il se découvrit l’envie de pleurer.      Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                              「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

arrosa ｱﾛｻﾞ 3 単過(arroser)v.t 水をかけた                           「動詞」 

une dernière fois ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ﾌゎ adv. 最後にもう一度            「副詞句」 

la fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花に                                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

se prépara + à+不定詞 ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗ 3 単過(se préparer à+不定詞) 

   v.pr 〜を準備していた                                         「動詞句」 

à la mettre ｱ･ﾗ･ﾒｯﾄﾙ à+不定詞 v.t 彼女に置く              「動詞句」 

à l’abri ｱ･ﾗﾌﾞﾘ adv. 安全な場所に                                 「副詞句」 

sous son globe ｽ･ｿﾝ･ｸﾞﾛｰﾌﾞ adv. 球形の覆いの下の                  「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                           「主語」 

se découvrit ｽ･ﾃﾞｸｳﾞﾘ 3 単過(se découvrir)v.pr 自分の内に〜を発見した     「動詞句」 

l’envie de pleurer ﾛﾝｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾙﾚ n.f 泣きたいという欲求を              「目的語」 

 

花は咳をした。けれども、風邪をひいていたからではなかった。［B-9］ 

La fleur toussa. Mais ce n’était pas à cause de son rhume. 

「主語」「動詞」┃Mais「主語」「動詞句」「補語」 

La fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花は                                                 「主語」 

toussa ﾄｩｻ 3 単過(tousser)v.i 咳をした                                    「動詞」 

Mais ﾒ conj. しかし 

ce ｽ pron これは                                                        「主語」 

n’était pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être)v.i 〜でなかった                       「動詞句」 

à cause de ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞｩ adv.（原因）〜のためで                             「補語」 

son rhume ｿﾝ･ﾘｭｰﾑ n.m 風邪                                      「目的語」 

 

「あたくし、馬鹿だったわ」と彼女はついに口をきいた。［B-9］ 

《J’ai été sotte, lui dit-elle enfin.  

《「主語」「動詞句」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」「副詞」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai été ｴ･ｴﾃ 1 単現･完了形(être)v.i 〜だった                               「動詞句」 
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sotte ｿｯﾄ n.f(sot) ばか                                                    「補語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに                                                   「副詞」 

 

咎めだてる様子が全然ないので、王子様はびっくりした。［B-9］ 

Il fut surpris par l’absence de reproches.            「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

fut ﾌｭ 3 単過(être)v.i 〜だった                                            「動詞」 

surpris ｼｭﾙﾌﾟﾘ adj. 驚いた                                               「補語」 

par ﾊﾟｰﾙ adv.（原因・理由）〜のために、〜なので                        「副詞句」 

l’absence ﾗﾌﾟｿﾝｽ n.f 欠如、無いこと                             「目的語」 

de reproches ﾄﾞｩ･ﾙﾌﾟﾛｼｭ adj. 非難の         「形容詞句：absence」 

→ 何も非難する様子がないので 

 

「そうよ、あたくし、あなたが好きよ」と彼女は言った。［B-9］ 

《Mais oui, je t’aime, lui dit la fleur.  

《「応答」「主語」「目的語」「動詞」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

Mais oui ﾒ･ｳｨｰ adv. いえ、そうよ                                         「応答」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

t’ ﾄｩ pron あなたを                                                    「目的語」 

aime ｴﾑ 1 単現(aimer)v.t 好きよ                                          「動詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

la fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花が                                                  「主語」 

 

そう言って、無邪気にも花は四つの棘を見せた。それからこう付け加えた：［B-9］ 

Et elle montrait naïvement ses quatre épines. Puis elle ajouta : 

Et「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「副詞」「主語」「動詞」： 

Et ｴ conj. そして 

elle ｴﾙ pron 花は                                                        「主語」 

montrait ﾓﾝﾄﾚ 3 単半(montrer)v.t 見せた                                   「動詞」 

naïvement ﾅｲｰｳﾞﾓﾝ adv. 無邪気に                                         「副詞」 

ses quatre épines ｾ･ｸゎﾄﾙ･ｴﾋﾟｰﾇ pl.n.f 4 つの棘を                         「目的語」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 
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elle ｴﾙ pron 花は                                                        「主語」 

ajouta ｱｼﾞｭﾀ 3 単過(ajouter)v.t 付け加えた                                 「動詞」 

 

「やあ！家来が来た！」王様は王子様に気付くと、大声で言った。［B-10］ 

《Ah! Voilà un sujet!》, s’écria le roi quand il aperçut le petit prince.  

《「感嘆」》,「動詞」「主語」「副詞節」 

Ah! Voilà un sujet! ｱｰ･ｳﾞゎﾗ･ｱﾝ･ｼｭｼﾞｪ int. あー、あそこに家臣が来た！      「感嘆」 

s’écria ｾ･ｸﾘｱ 3 単過(s’écrier)v.pr 叫んだ                                    「動詞」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

il ｲﾙ pron 王様が                                                 「主語」 

aperçut ｱﾍﾟﾙｼｭ 3 単過(apercevoir)v.t ちらっと見た                   「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様を                         「目的語」 

 

王子様は自問した：［B-10］ 

Et le petit prince se demanda :                                Et「主語」「動詞句」: 

Et ｴ conj. そして 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

se demanda ｽ･ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(se demander)v.pr 自問した                 「動詞句」 

 

「もっとよく見えるように、近う寄れ」誰かに対してついに王様になることができて非常 

に鼻が高くなった王様は、そういった。［B-10］ 

《Approche-toi que je te voie mieux》, lui dit le roi qui était tout fier d’être enfin roi pour 

quelqu’un.               《「動詞」「主語」「副詞節」》, 「間接目的語」「動詞」「主語」 

Approche ｱﾌﾟﾛｼｭ 命・2 単現(approcher)v.i 近くに来なさい                  「動詞」 

toi ﾄゎ pron お前は                                                      「主語」 

que ｸ conj.（命令の目的を表す）〜のために                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron わしが                                               「主語」 

te ﾄｩ pron お前を                                             「目的語」 

voie ｳﾞゎ 接・1 単現(voir)v.t 見えるように                         「動詞」 

mieux ﾐﾕ adv. もっとよく                                        「副詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜になった                               「動詞」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 直説法・過去と過去完了 258 / 668 

tout fier ﾄｩ･ﾌｨｴ adj. 誇らしい                                   「補語」 

d’ ﾄﾞｩ adv.（原因）〜のために                                 「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i なる                                「動詞」 

enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに、やっと                         「副詞」 

roi ﾙゎ n.m 王様                                       「補語」 

pour quelqu’un ﾌﾟｰﾙ･ｹﾙｶﾝ adj. 誰かに対して    「形容詞句」 

 

王子様は、腰かける場所を目で探したが、星全体がみごとな白貂のコートですっかりふさが

れてしまっていた。［B-10］ 

Le petit prince chercha des yeux où s’asseoir, mais la planète était tout encombrée par 

le magnifique manteau d’hermine.  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」mais「主語」「動詞句」「副詞句」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

chercha ｼｪﾙｼｬ 3 単過(chercher)v.t 探した                                   「動詞」 

des yeux ﾃﾞ･ｼﾞｭ adv.（de les yeux）両目で                               「副詞句」 

où s’asseoir ｳ･ｻｽゎ-ﾙ adv. 座るべき場所を                                「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f 星は                                              「主語」 

était tout encombrée ｴﾃ･ﾄｩ･ﾄﾝｺﾝﾌﾞﾚ 3 単半･受動(encombrer) 

v.t 全体がふさがれていた                                             「動詞句」 

par le magnifique manteau d’hermine ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾏﾆﾌｨｷ･ﾓﾝﾄ･ﾃﾞﾙﾐﾝﾇ 

   adv.（動作主）白貂の見事なマントによって                            「副詞句」 

 

だから立ったままでいた。そして疲れていたので、あくびをしていまった。［B-10］ 

Il resta donc debout, et, comme il était fatigué, il bâilla. 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」et「副詞節」,「主語」「動詞」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

resta ﾚｽﾀ 3 単過(rester)v.i 〜のままでいた                                  「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それで                                                     「副詞」 

debout ﾃﾞﾌﾞｰ adj. 立った                                                 「補語」 

et ｴ conj. そして 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                                「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                    「動詞」 

fatigué ﾌｧﾃｨｹﾞ adj. 疲れた                                         「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 
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bâilla ﾊﾞｲﾔ 3 単過(bâiller)v.i あくびをした                                  「動詞」 

 

「あくびを我慢できなかったのです」と王子様は、すっかり恐縮して答えた。［B-10］ 

--- Je ne peux pas m’en empêcher, répondit le petit prince tout confus.  

《「主語」「動詞句」》,「動詞」「主語」「副詞句」, 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne peux pas m’en empêcher ﾇ･ﾌﾟ･ﾊﾟﾓﾝ･ｵﾝﾍﾟｼｪ 1 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.pr あくびを我慢できなかった                                       「動詞句」 

  m’empêcher de bâiller「あくびを我慢する」 より de bâiller を en に代えた 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

tout confus ﾄｩ･ｺﾝﾌｭ adv. すっかり恐縮して                               「副詞句」 

 

「その命令ではおじけづいて．．．もう二度とできませんよ．．．」王子様はすっかり顔を赤ら

めて、そう言った。［B-10］ 

---Ça m’intimide ... je ne peux plus ..., fit le petit prince tout rougissant. 

《「主語」「目的語」「動詞」... 「主語」「動詞句」》 ,「動詞」「主語」「副詞句」 

Ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

m’ ﾑ pron 私を                                                        「目的語」 

intimide ｱﾝﾃｨﾐﾄﾞｩ 3 単現(intimider)v.t 怖気づかせる                        「動詞」 

→ 自分を「主語」に替えて翻訳する 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 

ne peux plus ﾇ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ 1 単現･否定(pouvoir)v.i もうできない             「動詞句」 

fit ﾌｨ 3 単過(faire)v.t 答えた、言った                                     「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

tout rougissant ﾄｩ･ﾙｼﾞｿﾝ adv. すっかり赤面して                         「副詞句」 

 

そして白貂の毛皮のマントの垂れを、もったいぶって引き寄せた。［B-10］ 

qui ramena majestuesement un pan de son manteau d’hermine. 

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する、そして〜する                              「形容詞節」 

ramena ﾗﾑﾅ 3 単過(ramener)v.t 引き寄せた                      「動詞」 

majestuesement ﾏｼﾞｪｽﾁｭｰｽﾞﾓﾝ adv. 厳かに                       「副詞」 

un pan ｱﾝ･ﾊﾟﾝ n.m すそを                                    「目的語」 

de son manteau ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾓﾝﾄｰ adj. マントの          「形容詞句」 

d’hermine ﾃﾞﾙﾐﾝﾇ adj. 白貂の                      「形容詞句」 
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「質問をするように命じる」と王様は急いで言った。［B-10］ 

--- Je t’ordonne de m’interroger, se hâta de dire le roi. 

《「主語」「目的語」「動詞」「補語》」,「動詞句」「主語」 

Je ｼﾞｭ pron わしは                                                      「主語」 

t’ ﾄｩ pron お前に                                                      「目的語」 

ordonne ｵﾙﾄﾞﾝﾇ  1 単現(ordonner)v.t 命じる                               「動詞」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ v. 〜することを                                          「補語」 

m’ ﾑ pron わしに                                           「間接目的語」 

interroger ｱﾝﾃﾛｼﾞｪ 不定詞(interroger)v.t 質問する                   「動詞」 

se hâta de dire ｽ･ｱﾀ･ﾄﾞｩ･ﾃﾞｨｰﾙ 3 単過･急ぎ(se hâter de+不定詞) 

   v.t 急いで言った                                                    「動詞句」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

 

王様は、控えめな身振りで自分の惑星とほかの惑星とほかの星たちを指差した。［B-10］ 

Le roi d’un geste discret désigna sa planète, les autres planètes et les étoiles. 

「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」 

Le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

d’un geste discret ﾀﾞﾝ･ｼﾞｪｽﾄ･ﾃﾞｨｽｸﾚ adv. 控えめな身振りで                「副詞句」 

désigna ﾃﾞｼﾞﾆｬ 3 単過(désigner)v.t 指差した                               「動詞」 

sa planète ｻ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f 自分の惑星                                      「目的語」 

les autres planètes ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ pl.n.f ほかの惑星                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les étoiles ﾚ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ pl.n.f ほかの星                                     「目的語」 

 

たいした権力だな、と王子様は驚嘆した。［B-10］ 

Un tel pouvoir émerveilla le petit prince.                  「主語」「動詞」「目的語」 

Un tel pouvoir ｱﾝ･ﾃﾙ･ﾌﾟｳﾞゎ-ﾙ n.m それほどのすごい権力は                 「主語」 

émerveilla ｴﾒﾙｳﾞｪｲﾔ 3 単過(emerveiller)v.t 感嘆させた                      「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様を                               「目的語」 

→ 王子様はすごい権力に感嘆した 

 

「そのとおり。誰であれ、それぞれ自分でできることをするように要請しなければいけな

い。」と、王様は答えた。「権威というものはまず道理に基づいている。」［B-10］ 

--- Exact. Il faut exiger de chacun ce que chacun peut donner, reprit le roi.  

L’autorité repose d’abord sur la raison.《「補語」┃「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」 
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《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Exact ｴｸﾞｻﾞ adj. そのとおり(C’est exact.)                                  「補語」 

Il faut +不定詞 ｲﾙ･ﾌｫ 3 単現(falloir+不定詞)v.h 〜しなければならない      「動詞句」 

exiger ｴｸﾞｼﾞｼﾞｪ 不定詞 n. 求めること                                     「主語」 

de chacun ﾄﾞｩ･ｼｬｶﾝ adv. 誰に対しても                       「間接目的語」 

ce que ｽ･ｸ n.m 〜するものを                               「直接目的語」 

chacun ｼｬｶﾝ pron 誰もが                             「主語」 

peut donner ﾌﾟ･ﾄﾞﾈ 3 単現･可能(pouvoir+不定詞) 

v.t できる                                       「動詞句」 

reprit ﾙﾌﾟﾘ 3 単過(reprendre)v.t また言った                                「動詞」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

L’autorité ﾛﾄﾘﾃ n.f 権威は                                                「主語」 

repose ﾙﾎﾟｰｽﾞ 3 単現(reposer)v.i (sur に)立っているものである               「動詞」 

d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. まず第一に                                         「副詞句」 

sur la raison ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾚｿﾞﾝ adv. 道理の上に                               「副詞句」 

 

「それじゃあ、僕の日の入りのことは？」と王子様はまた言った。彼は、いったん言い出し

た質問は、絶対に忘れなかった。［B-10］ 

--- Alors mon coucher de soleil? rappela le petit prince qui jamais n’oubliait une question 

une fois qu’il l’avait posée.                     《「副詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

Alors ｱﾛｰ adv. それじゃあ                                                「副詞」 

mon coucher de soleil ﾓﾝ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ n.m 僕の日の入りのことは？       「目的語」 

rappela ﾗﾌﾟﾗ 3 単過(appeler)v.t 叫んだ                                    「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                           「形容詞節：prince」 

  （形容詞的な翻訳をしないで）王子様の説明を連続的に翻訳する。 

jamais n’oubliait ｼﾞｬﾒ･ﾇﾌﾞﾘｴ 3 単半･否定(oublier) 

v.t 決して忘れなかった                              「動詞句」 

une question ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ n.f 質問を                      「目的語」 

une fois qu’ +直説法 ﾕﾝﾇ･ﾌゎ･ｸ 

   adv. いったん〜したら                              「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                 「主語」 

l’ ｲﾙ pron それを                             「目的語」 

avait posée ｱｳﾞｪ･ﾎﾟｾﾞ 3 単半･完了形(poser) 

   v.t（質問を）提起した                      「動詞句」 
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王子様はあくびをした。見損なった日の入りを悔やんでいた。それに、もうすでにいくらか

退屈していた。［B-10］ 

Le petit prince bâilla. Il regrettait son coucher de soleil manqué. Et puis il s’ennuyait 

déjà un peu :                           「主語」「動詞」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Et「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」: 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

bâilla ﾊﾞｲﾔ 3 単過(bâiller)v.i あくびをした                                 「動詞」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

regrettait ﾙｸﾞﾚﾃ 3 単半(regretter)v.t 後悔していた、悔やんでいた            「動詞」 

son coucher de soleil ｿﾝ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ n.m 日の入りを                    「目的語」 

manqué ﾓﾝｹ adj.（機会を）逸した、見損なった                   「形容詞」 

Et puis ｴ･ﾋﾟｭｲ conj. その上、おまけに 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’ennuyait ｿﾝﾆｭｲｴ 3 単半(s’ennuyer)v.pr 退屈していた                     「動詞句」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もうすでに                                               「副詞」 

un peu ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少しばかり                                          「副詞句」 

 

「こんにちは」と王子様は言った。「おかしな帽子をかぶってますね」［B-11］ 

《Bonjour, dit le petit prince. Vous avez un drôle de chapeau. 

《「挨拶」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「目的語」》 

Bonjour ﾎﾞﾝｼﾞｭｰﾙ n.m おはよう                                          「挨拶」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

avez ｱｳﾞｪ 2 複現(avoir)v.t（着用・携行）〜している                        「動詞」 

un drôle de chapeau ｱﾝ･ﾄﾞﾛｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｼｬﾎﾟｰ n.m おかしな帽子を             「目的語」 

 

「挨拶するためなんだよ」と見栄張り男は答えた。［B-11］ 

--- C’est pour saluer, lui répondit le vaniteux.  

《「主語」「動詞」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

pour saluer ﾌﾟｰﾙ･ｻﾙｴ adv. 挨拶するため                                   「補語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

le vaniteux ﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｰ n.m 見栄っ張りは                                   「主語」 
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「あ、そう？」と王子様は言ったがよくわからない。［B-11］ 

---- Ah oui? dit le petit prince qui ne comprit pas.          《「応答」》,「動詞」「主語」 

Ah oui? ｱｰ･ｳｨ int. あ、そう？                                            「応答」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様                                   「主語」 

qui ｷ pron 〜する（王子様の状態を表している）                   「形容詞節」 

ne comprit pas ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾘ･ﾊﾟ 3 単過･否定(comprendre) 

v.t 分かっていなかった                                「動詞句」 

→ この形容詞節は副詞句的に翻訳する 「あ、そう」とよく分からないまま言った。 

 

「拍手しなさい」と見栄張り男はすすめた。［B-11］ 

---- Frappe tes mains l’une contre l’autre》, conseilla donc le vaniteux. 

《「動詞」「目的語」副詞句》,「動詞」「副詞」「主語」 

Frappe ﾌﾗﾌﾟ 命・2 単現(frapper)v.t 打ちつけなさい                         「動詞」 

tes mains ﾃ･ﾏﾝ pl.n.f 両手を                                            「目的語」 

l’une contre l’autre ﾘｭﾝﾇ･ｺﾝﾄﾙ･ﾛｰﾄﾙ adv. 一方を他方に対して              「副詞句」 

  男性名詞に対しては、l’un contre l’autre を使用する 

→ 「拍手をしなさい」と翻訳する 

conseilla ｺﾝｾｲﾔ 3 単過(conseiller)v.t 勧めた                                 「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. すると                                                     「副詞」 

le vaniteux ﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｩ n.m 見栄っ張りは                                    「主語」 

 

五分間の実習の後、王子様は遊びの単調さに疲れてしまった：［B-11］ 

Après cinq minutes d’exercice le petit prince se fatigua de la monotonie du jeu : 

「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」： 

Après ｱﾌﾟﾚ adv. 〜のあとで                                            「副詞句」 

cinq minutes d’exercice ｻﾝｸ･ﾐﾆｭｯﾄ･ﾃﾞｸﾞｾﾞﾙｼｽ n.m 5 分間の実習     「目的語」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

se fatigua ｽ･ﾌｧﾃｨｶﾞ 3 単過(se fatiguer +de)v.pr 〜に飽きてしまった        「動詞句」 

de la monotonie du jeu ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾓﾉﾄﾆｰ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰ adv. 遊びの単調さに     「間接目的語」 

  monotonie ﾓﾉﾄﾆｰ n.f 単調、退屈 
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しかし、見栄張り男は彼の話を聞いていなかった。見栄張りたちというのは、ほめ言葉だけ

にしか耳を貸さないんだ。［B-11］ 

Mais le vaniteux ne l’entendit pas. Les vaniteux n’entendent jamais que les louanges. 

Mais「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

le vaniteux ﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｩ n.m 見栄っ張りは                                    「主語」 

ne l’entendit pas ﾇ･ﾛﾝﾄﾝﾃﾞｨ･ﾊﾟ 3 単過･否定(entendre+le) 

   v.t 彼の言うことを聞いていなかった                                  「動詞句」 

Les vaniteux ﾚ･ｳﾞｧﾆﾄｩ pl.n.m 見栄っ張りというものは                      「主語」 

n’entendent jamais ﾉﾝﾄﾝﾄﾞｩ･ｼﾞｬﾒ 3 複現･否定(entendre) 

   v.t 決して聞かない                                                  「動詞句」 

que les louanges ｸ･ﾚ･ﾙﾜﾝｼﾞｭ pl.n.f 褒め言葉しか                          「目的語」 

  ne ... que〜 「〜しか...しない」 

 

その呑み助は、空の瓶と酒のいっぱい入った瓶の寄せ集めの前に、黙ってすわっていた。 

［B-12］ 

qu’il trouva installé en silence devant une collection de bouteilles vides et une collection 

de bouteilles pleines.                                       「主語」「動詞」「補語」 

qu’ ｸ pron（目的語：buveur の代用）〜する  

  「その呑兵衛は〜していた」と翻訳する 

il ｲﾙ pron 王子様は                                                      「主語」 

trouva ﾄｩﾙｳﾞｧ 3 単過(trouver)v.t（呑兵衛が〜の状態だと）分かった          「動詞」 

  qu’ は trouva の「目的語」 

installé ｱﾝｽﾀﾚ adj.m 座った（状態）                                      「補語」 

en silence ｵﾝ･ｼﾛﾝｽ adv. 黙って                                    「副詞句」 

devant ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ adv. 〜の前で                                     「副詞句」 

une collection de bouteilles vides ﾕﾝﾇ･ｺﾚｸｼｮﾝﾄﾞｩ･ﾌﾞﾃｲﾕ･ｳﾞｨｯﾄﾞ 

n.f 空き瓶の寄せ集め                                    「目的語」 

et ｴ conj. と 

une collection de bouteilles pleines ﾕﾝﾇ･ｺﾚｸｼｮﾝﾄﾞｩ･ﾌﾞﾃｲﾕ･ﾌﾟﾚﾝﾇ 

  n.f 酒で満杯の瓶の寄せ集め                              「目的語」 

 

「飲んでるんだ」と呑み助は陰気な様子で答えた。［B-12］ 

---- Je bois, répondit le buveur, d’un air lugubre. 

《「主語」「動詞」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 
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bois ﾌﾞゎ 1 単現(boire)v.t 飲んでいる                                      「動詞」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.t 答えた                               「動詞」 

le buveur ﾙ･ﾋﾞｭｳﾞｪｰﾙ n.m 呑兵衛は                                       「主語」 

d’un air lugubre ﾀﾞ･ﾈｰﾙ･ﾘｭｷﾞｭｰﾌﾞﾙ adv. 陰鬱な様子で                     「副詞句」 

 

「何を忘れるためなの」と王子様は訊いた。王子様は、もうすでに彼を憐れんでいた。 

［B-12］ 

---- Pour oublier quoi? s’enquit le petit prince qui déja le plaignait. 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」,「主語」「副詞」「目的語」「動詞」 

Pour oublier ﾌﾟｰﾙ･ｳﾌﾞﾘｴ adv. 忘れるため？                              「副詞句」 

quoi ｸゎ pron 何を                                             「目的語」 

s’enquit ｿﾝｷ 3 単過(s’enquérir)v.pr 詳しく聞いた                            「動詞」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

  「その王子様は〜する」と翻訳する 

déja ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                            「副詞」 

le ﾙ pron 彼を                                                「目的語」 

plaignait ﾌﾟﾚﾆｪ 3 単半(plaindre)v.t 哀れんでいた                  「動詞」 

 

「恥ずかしいということを忘れるためだよ」と呑み助は、うつむいて打ち明けた。［B-12］ 

---- Pour oublier que j’ai honte, avoua le buveur en baissant la tête. 

《「副詞句」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

Pour oublier ﾌﾟｰﾙ･ｳﾌﾞﾘｴ adv. 忘れるためだよ                            「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 自分が                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t 持つ、ある                            「動詞」 

honte ｵﾝﾄ n.f 恥ずかしさ                                「目的語」 

  avoir honte de ... 「〜を恥じる、〜を恥ずかしがる」 

avoua ｱｳﾞｱ 3 単過(avouer)v.t 打ち明けた                                   「動詞」 

le buveur ﾙ･ﾋﾞｭｳﾞｪｰﾙ n.m 呑兵衛は                                       「主語」 

en baissant ｵﾝ･ﾍﾞｯｿﾝ (baisser)adv. 下げながら、うなだれて               「副詞句」 

la tête ﾗ･ﾃｰﾄ n.f 頭を                                           「目的語」 
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「酒を飲むのが恥ずかしいのさ」。そう言い終わって、呑み助は決定的に沈黙のなかに閉じ

こもってしまった。［B-12］ 

---- Honte de boire!》acheva le buveur qui s’enferma définitivement dans le silence. 

《「目的語」》,「動詞」「主語」 

Honte ｵﾝﾄｩ n.f 恥ずかしさ                                             「目的語」 

de boire ﾄﾞｩ･ﾌﾞゎ-ﾙ adj. 酒を飲むことに対する                  「形容詞句」 

acheva ｱｼｭｳﾞｧ 3 単過(achever)v.t 言い終えた                               「動詞」 

le buveur ﾙ･ﾋﾞｭｳﾞｪｰﾙ n.m 呑兵衛は                                       「主語」 

qui ｷ pron（結果の説明）〜する                                      「形容詞節」 

s’enferma ｿﾝﾌｪﾙﾏ 3 単過(s’enfermer)v.pr 閉じこもった          「動詞句」 

définitivement ﾃﾞﾌｨﾆﾃｨｳﾞﾓﾝ adv. 決定的に                       「副詞」 

dans le silence ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｼﾛﾝｽ adv. 沈黙の中に                    「副詞句」 

 

その人はあまりの忙しさに、王子様がやってきても、顔を上げさえしなかった。［B-13］ 

Cet homme était si occupé qu’il ne leva même pas la tête à l’arrivée du petit prince. 

「主語」「動詞」「補語」 

Cet homme ｾｯﾄ･ｵﾑ n.m この男の人は                                     「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

si occupé qu’ ｼ･ｵｷｭﾍﾟ･ｸ adj. あまり忙しすぎて（〜する）                    「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は（結果の説明）                                     「副詞節」 

ne leva même pas ﾇ･ﾙｳﾞｧ･ﾒｰﾑ･ﾊﾟ 3 単過･否定(lever) 

v.t 上げさえしなかった                                   「動詞句」 

  même ﾒｰﾑ adv. 〜さえ（leva を修飾している） 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                       「目的語」 

à l’arrivée ｱ･ﾗﾘｳﾞｪ adv. 到着に対して                        「副詞句」 

du petit prince ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ adj. 王子様の        「形容詞句」 

 

「こんにちは」と王子様は言った。「タバコの火が消えてますよ」［B-13］ 

Bonjour, lui dit celui-ci. Votre cigarette est éteinte. 

《「挨拶」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Bonjour ﾎﾞﾝｼﾞｭｰﾙ int. こんにちは                                         「挨拶」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

celui-ci ｽﾘｭｲ･ｼ pron（後者）王子様は                                      「主語」 

Votre cigarette ｳﾞｫﾄﾙ･ｼｶﾞﾚｯﾄ n.f タバコが                                 「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 
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éteinte ｴﾀﾝﾄ adj. 消えた                                                  「補語」 

 

《この男は、あの酔っ払いさんみたいな理屈を言っているな》と王子様は心の中で思った。 

［B-13］ 

Celui-là, se dit en lui-même le petit prince, il raisonne un peu comme mon ivrogne. 

《「主語」》,「動詞句」「副詞句」「主語」,《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron この男は                                            「主語」 

  Celui はものを表すのが普通だが、-là を付けて人を指すと軽蔑の意味が含まれる。 

  この-là には遠近の意味はない。 

se dit ｽ･ﾃﾞｨ 3 単過(se dire)v.pr 心の中で思った                           「動詞句」 

en lui-même ｵﾝ･ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ adv. 自分自身で                                「副詞句」 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

raisonne ﾚｿﾞﾇ 3 単現(raisonner)v.i 理屈を言っている                        「動詞」 

un peu comme mon ivrogne ｱﾝ･ﾌﾟ･ｺﾑ･ﾓﾝ･ｲｳﾞﾛﾆｭ 

 adv. 少しあの酔っ払いみたいに                                       「副詞句」 

 

この星に着いたとき、王子様は点灯夫にうやうやしく挨拶をした。［B-14］ 

 Lorsqu’il aborda la planète, il salua respectueusement l’allumeur : 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Lorsqu’ ﾛﾙｽｸ conj. 〜の時に                                            「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

aborda ｱﾎﾞﾙﾀﾞ 3 単過(aborder)v.i 到着した                          「動詞」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f この星に                                 「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

salua ｻﾙｱ 3 単過(saluer)v.t 挨拶した                                       「動詞」 

respectueusement ﾚｽﾍﾟｸﾁｭｰｽﾞﾓﾝ adv. うやうやしく                         「副詞」 

l’allumeur ﾗﾘｭﾒｰﾙ n.m この点灯夫に                                    「目的語」 

 

「指示があったんだよ。おはよう」と点灯夫は答えた。［B-14］ 

---- C’est la consigne, répondit l’allumeur. Bonjour. 

《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」,《「挨拶」》 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

la consigne ﾗ･ｺﾝｼｰﾆｭ n.f 命令、指示                                       「補語」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 
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l’allumeur ﾗﾘｭﾒｰﾙ n.m 点灯夫は                                          「主語」 

Bonjour ﾎﾞﾝｼﾞｭｰﾙ n.m おはよう                                           「挨拶」 

 

それから、赤いチェックのハンケチで自分の額を拭いた。［B-14］ 

Puis il s’épongea le front avec un mouchoir à carreaux rouges. 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’épongea ｾﾎﾟﾝｼﾞｬ 3 単過(s’éponger)v.pr 自分の〜をぬぐった               「動詞句」 

le front ﾙ･ﾌﾛﾝ n.m 額を                                                「目的語」 

avec un mouchoir ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾑｼｭﾜｰﾙ adv. ハンカチで                      「副詞句」 

à carreaux rouges ｱ･ｷｬﾛ･ﾙｰｼﾞｭ adj. 赤いチェックの              「形容詞句」 

 

王子様は彼をじっと見た。そして、こんなにも指示に忠実なその点灯夫を好きになった。 

［B-14］ 

Le petit prince le regarda et il aima cet allumeur qui était tellement fidèle à la consigne.  

「主語」「目的語」「動詞」et「主語」「動詞」「目的語」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

le ﾙ pron 彼を                                                        「目的語」 

regarda ﾙｷﾞｬﾙﾀﾞ 3 単過(regarder)v.t じっと見た                           「動詞」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

aima ｴﾏ 3 単過(aimer)v.t 好きになった                                    「動詞」 

cet allumeur ｾｯﾄ･ｱﾘｭﾒｰﾙ n.m この点灯夫を                              「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                 「動詞」 

tellement fidèle ﾃﾙﾓﾝ･ﾌｨﾃﾞｰﾙ adj. とても忠実な                   「補語」 

à la consigne. ｱ･ﾗ･ｺﾝｼｰﾆｭ adv. 指示に                          「副詞句」 

 

昔、自分で椅子を移動させて、日の入りを何度も見ようとしていたことを思い出した。 

［B-14］ 

Il se souvint des couchers de soleil que lui-même allait autrefois chercher, en tirant sa 

chaise.                                                「主語」「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

se souvint ｽ･ｽｳﾞｧﾝ 3 単過(se souvenir)v.pr (de) を思い出した              「動詞句」 

des couchers de soleil ﾃﾞ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ pl.n.m 日の入り                   「目的語」 
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que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

lui-même ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ pron 彼自身が                               「主語」 

allait autrefois chercher, ｱﾚ･ｵｰﾄﾙﾌゎ･ｼｪﾙｼｪ 3 単半･習慣(aller+不定詞) 

   v.t 昔、探し求めていた                                    「動詞句」 

en tirant sa chaise. ｵﾝ･ﾃｨﾛﾝ･ｻ･ｼｪｰｽﾞ adv. 椅子を引いて         「副詞句」 

 

王子様は哀惜の溜息をつき、さらにこう思った：［B-14］ 

Il eut un soupir de regret et se dit encore : 

「主語」「動詞」「目的語」et「動詞句」「副詞」： 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

eut ｲ 3 単過(avoir)v.t 持った、した                                        「動詞」 

un soupir ｱﾝ･ｽﾋﾟｰﾙ n.m ため息を                                       「目的語」 

de regret ﾄﾞｩ･ﾙｸﾞﾚ adj. 後悔の                                 「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

se dit ｽ･ﾃﾞｨ 3 単過(se dire)v.t 思った                                    「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. また                                                   「副詞」 

 

もう少し後に、町はずれに住んでいる若者たちが通りかかった。彼らの身なりは、ヘアラッ

カーでかためて光沢のある髪、赤いネクタイ、刺繍付きの飾りハンカチをつけた体にピチピ

チの上着そして先端が角ばった短靴という具合だ。［C-1-2］ 

Un peu plus tard passèrent les jeunes gens du faubourg, cheveux laqués et cravate rouge, 

le veston très cintré, avec une pochette brodée et des souliers à bouts carrés.  

「副詞句」「動詞」「主語」,「目的語」 

Un peu plus tard ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. もう少し後に                      「副詞句」 

passèrent ﾊﾟｾｰﾙ 3 複過(passer)v.t 通りかかった                            「動詞」 

les jeunes gens ﾚ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼﾞｮﾝ pl.n.m 若者たち                              「主語」 

du faubourg, ｼﾞｭ･ﾌｫﾌﾞｰﾙ adj. 町はずれに住んでいる               「形容詞句」 

  若者たちの服装などを説明している。動詞(porter など)は省略されている。 

cheveux laqués ｼｭｳﾞ･ﾗｹ pl.n.m ヘアラッカーでかためて光沢のある髪       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

cravate rouge, ｸﾗｳﾞｧｯﾄ･ﾙｰｼﾞｭ n.f 赤いネクタイ                           「目的語」 

le veston ﾙ･ｳﾞｪｽﾄﾝ n.m 上着                                            「目的語」 

très cintré, ﾄﾚ･ｻﾝﾄﾚ adj. 体にピチピチの                        「形容詞句」 

avec une pochette brodée ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ﾎﾟｼｪｯﾄ･ﾌﾞﾛﾃﾞ 

 adv. 刺繍付きの飾りハンカチのついた              「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 
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des souliers ﾃﾞ･ｽﾘｴ pl.n.m 短靴                                         「目的語」 

à bouts carrés. ｱ･ﾌﾞ･ｶﾚ adj. 先端が角ばった                    「形容詞句」 

 

市街の映画館から戻ってくる観客たちは、少し後に着いた。彼らはもっとおごそかな感じに

見えた。［C-1-2］ 

Ceux qui revenaient des cinémas de la ville arrivèrent un peu plus tard. Ils semblaient 

plus graves.                     「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Ceux ｽ pron.pl(celui の男性複数形) 観客たちは                             「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

revenaient ﾙｳﾞﾈ 3 複半(revenir)v.i 戻って来た               「動詞」 

des cinémas de la ville ﾃﾞ･ｼﾈﾏ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨﾙ 

 adv. 市街の映画館から                                「副詞句」 

arrivèrent ｱﾘｳﾞｪｰﾙ 3 複過(arriver)v.i 着いた                                「動詞」 

un peu plus tard. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 少し後で                          「副詞句」 

Ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

semblaient ｿﾝﾌﾞﾚ 3 複半(sembler)v.i 〜のように見えた                      「動詞」 

plus graves. ﾌﾟﾘｭ･ｸﾞﾗｰｳﾞ adj. もっとおごそかな                            「補語」 

 

その晩、マリーが僕を呼びに来て、彼女と結婚しようと思っているのかと僕に尋ねた。 

［C-1-5］ 

Le soir, Marie est venue me chercher et m’a demandé si je voulais me marier avec elle. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」et「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Le soir, ﾙ･ｽゎ-ﾙ adv. その晩                                            「副詞句」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーが                                                   「主語」 

est venue +不定詞 ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単過･完了形(venir+不定詞)v. 〜しに来た        「動詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

chercher ｼｪﾙｼｪ 不定詞 v.t 呼ぶ、迎える                                  「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかを                                             「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                             「主語」 

voulais 不定詞 ｳﾞﾚ 1 単半･時制の一致(vouloir+不定詞) 

v. 〜したい                                             「動詞句」 

me marier ﾑ･ﾏﾘｴ 不定詞(se marier)v.pr(avec と) 結婚する     「動詞句」 

avec elle. ｱｳﾞｪ･ｯｹﾙ adv. 彼女と                              「副詞句」 
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直説法・未来と未来完了 

 

注意して聞けよ、そうすれば気ままに生きるとどうなるかが分かるだろう。［A-5］ 

Écoute bien et tu verras ce qui arrive en vivant en liberté... 

「動詞」「副詞」et「主語」「動詞」「目的語」 

Écoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 注意して聞けよ                         「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

et ｴ conj. そうすれば 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未･推測(voir)v.t 分かるだろう                              「動詞」 

ce ｽ pron そのことが                                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）何が〜する                                「形容詞節」 

arrive ｱﾘｳﾞ 3 単現(arriver)v.i（出来事が）起こる          「動詞」 

en vivant ｵﾝ･ｳﾞｨｳﾞｫﾝ ジェレオンディフ(vivre) 

v.i 生きていると                                   「副詞句」 

en liberté... ｵﾝ･ﾘﾍﾞﾙﾃ adv. 気ままに                    「副詞句」 

 

「もうたくさんだ！もうこれ以上、山羊の世話なんかしないぞ！」と、ある日、言った。 

［A-5］ 

 《Non, c’est assez! Plus jamais je ne m’occuperai de chèvres.》dit-il un jour. 

《「感嘆」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

「動詞」「主語」「副詞句」 

《Non, ﾉﾝ adv. いや！                                                   「感嘆」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

assez! ｱｾ adv. 十分な、たくさんの                                        「補語」 

Plus ﾌﾟﾘｭ adv. もう、これ以上                                           「副詞」 

jamais ｼﾞｬﾒ adv. 決して〜ない                                            「副詞」 

je ｼﾞｭ pron わしは                                                       「主語」 

ne m’occuperai ﾇ･ﾓｸﾌﾟﾚ 1 単未･意志･否定(s’occuper)v.pr(de〜の) 世話をしない「動詞句」 

de chèvres.》ﾄﾞｩ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. 山羊の                                 「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

un jour. ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                           「副詞句」 
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「山羊が、俺のところにうんざりしないようにやり遂げるぞ！」［A-5］ 

 《Je ferai tout pour qu’elle ne s’ennuie pas chez moi!》 

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

《Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                      「主語」 

ferai ﾌﾚ 1 単未･意志(faire)v.t する                                         「動詞」 

tout ﾄｩ pron すべてを                                                 「目的語」 

pour ﾌﾟｰﾙ prep 〜のために                                             「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                       「主語」 

ne s’ennuie pas ﾇ･ｿﾝﾆｭｲ･ﾊﾟ 3 単現･否定(s’ennuyer) 

v.pr うんざりしない                                  「動詞句」 

chez moi!》ｼｪ･ﾑゎ adv. 俺のところに                     「副詞句」 

 

「だが、山にはオオカミがいるのを知っているだろう？見つかったら、どうするんだい？」 

［A-5］ 

--- Mais tu sais bien que dans la montagne il y a le loup! Que feras-tu s’il te trouve? 

《Mais「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「目的語」「動詞」「主語」「副詞節」》 

--- Mais ﾒ conj. しかし 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

sais ｾ 2 単現(savoir)v.t 知っている                                        「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

dans la montagne ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中には                    「副詞」 

il y a ｲ･ﾘ･ﾔ 3 単現(il y avoir)v.t 〜がいる                         「動詞句」 

le loup! ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミが                                   「目的語」 

Que ｸ pron 何を                                                      「目的語」 

feras ﾌﾗ 2 単未･意思(faire)v.t するつもりだ                                「動詞」 

tu ﾁｭ pron お前は                                                       「主語」 

s’ ｼ conj. もし〜すると                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron オオカミが                                             「主語」 

te ﾄｩ pron お前を                                               「目的語」 

trouve? ﾄｩﾙｰｳﾞ 3 単現(trouver)v.t 見つける                          「動詞」 
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「困った子だね！オオカミはお前の角なんか恐れやしないんだよ。お前よりずっと立派な

角がある山羊たちだって、みんな食われてしまったんだから」［A-5］ 

--- Malheureuse! Le loup n’aura pas peur de tes cornes. Des chèvre autrement encornées 

que toi ont toutes été mangées. 

《「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」》 

--- Malheureuse! ﾏﾙﾙｰｽﾞ n.f(Malheureux) 困った子だね！               「呼びかけ」 

   Malheureux(se) ﾏﾙﾙｰ(ｽﾞ) n.m, n.f 困った人、不幸な人 

Le loup ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミは                                             「主語」 

n’aura pas ﾉｰﾗ･ﾊﾟ 3 単未･推測･否定(avoir)v.t 持たないだろう              「動詞句」 

peur ﾍﾟｰﾙ n.f(de に対して) 恐怖、恐れ                                  「目的語」 

de tes cornes. ﾄﾞｩ･ﾃ･ｺﾙﾇ adv. お前の角に対して                          「副詞句」 

Des chèvre ﾃﾞ･ｼｪｰｳﾞﾙ pl.n.f 山羊たちは                                   「主語」 

autrement encornées que toi ｵｰﾄﾙﾓﾝ･ｵﾝｺﾙﾈ･ｸ･ﾄｩﾜ 

   過去分詞(encorner)adj.f.pl お前よりずっと立派な角がある       「形容詞句」 

ont toutes été mangées. ｵﾝ･ﾄｩｯﾄ･ｴﾃ･ﾓﾝｼﾞｪ 3 複現･完了形･受動.f.pl(manger+toutes) 

   v.t みんな食われた                                                  「動詞句」 

 

「それでは、お前が逃げ出さないように、家畜小屋に閉じ込めておくことにしよう」［A-5］ 

Et pour que tu ne t’échappes, je t’enfermerai dans l’étable. 》 

《Et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」》 

Et ｴ conj. そして 

pour que ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するために                                      「副詞節」 

tu ﾁｭ pron お前が                                                「主語」 

ne t’échappes, ﾇ･ﾃｼｬｯﾌﾟ 2 単現･否定(s’ échapper)v.pr 逃げない      「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

t’ ﾄｩ pron お前を                                                      「目的語」 

enfermerai ｵﾝﾌｪﾙﾑﾚ 1 単未･意思(enfermer)v.t 閉じ込めておく                「動詞」 

dans l’étable. 》ﾄﾞﾝ･ｴﾀｰﾌﾞﾙ adv. 家畜小屋に                              「副詞句」 

 

君は笑うかい、グランゴワール？実は、君はこのヤギにとても似ているんだよ。だから、話

の続きを聞きたまえ。君がどこまで笑って居られるか見届けてやろう。［A-5］ 

 Tu rigoles, Gringoire? Figure-toi que tu ressembles beaucoup à cette pauvre chèvre. 

Ècoute donc la suite de l’histoire, nous verrons si tu riras toujours. 

「主語」「動詞」「呼びかけ」┃「動詞句」「目的語」 

「動詞」「副詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 
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rigoles, ﾘｺﾞﾙ 2 単現･疑問文(rigoler)v.i 笑うかい？                           「動詞」 

Gringoire? ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n.m グランゴワール                             「呼びかけ」 

Figure-toi ﾌｨｷﾞｭｰﾙ･ﾄｩﾜ 命・2 単現(figurer) 

v.t(que 〜ということを)想像しなさい                                  「動詞句」 

figure-toi que... 「〜を想像しなさい、実は〜なんですよ」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                  「主語」 

ressembles ﾙｿﾝﾌﾞﾙ 2 単現(ressembler)v.i 似ている                   「動詞」 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても                                         「副詞」 

à cette pauvre chèvre. ｱ･ｾｯﾄ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. このヤギに   「間接目的語」 

Ècoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 聞きなさい                             「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. だから                                                    「副詞」 

la suite ﾗ･ｼｭｲｯﾄ n.f 続きを                                             「目的語」 

de l’histoire, ﾄﾞｩ･ﾘｽﾄゎ-ﾙ adj. 話の                            「形容詞句」 

nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

verrons ｳﾞｪﾛﾝ 1 複未(voir)v.t 分かるだろう                                「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                      「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

riras ﾘﾗ 2 単未(rire)v.i 笑っている                                 「動詞」 

toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつまでも                                 「副詞」 

 

もし僕が作り話をしていると思うのなら、プロヴァンスに行けば分かると思うよ。そこでは

誰もが、一晩中オオカミと戦って朝には食べられてしまった、スガンさんのヤギの話を君に

話すだろう。［A-5］ 

Si tu crois que je l’ai inventée, tu verras qu’en Provence, tout le monde te parlera de la 

cabro de moussu Seguin qui s’est battue toute la nuit avec le loup et s’est fait manger au 

matin.                                        「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                  「主語」 

crois ｸﾙゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                    「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                            「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                           「目的語」 

ai inventée, ｴ･ｱﾝｳﾞｫﾝﾃ 1 単現･完了形(inventer)v.t でっち上げた「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未(voir)v.t 分かるだろう、知るだろう                       「動詞」 
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qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

en Provence, ｵﾝ･ﾌﾟﾛｳﾞｫﾝｽ adv. プロヴァンスでは                  「副詞句」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 誰でもが                            「主語」 

te ﾄｩ pron 君に                                             「間接目的語」 

parlera ﾊﾟﾙﾙﾗ 3 単未(parler)v.i 話すだろう                          「動詞」 

de la cabro de moussu Seguin ﾄﾞｩ･ﾗ･ｶﾌﾞﾛ･ﾄﾞｩ･ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

   adv. スガンさんのヤギのことを                            「間接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

s’est battue ｾ･ﾊﾞﾁｭ 3 単現･完了形(su battre) 

v.pr 戦った                               「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中          「副詞句」 

avec le loup ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ﾙｰ adv. オオカミと      「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’est fait manger ｾ･ﾌｪ･ﾏﾝｼﾞｪ 3 単現･完了形･使役(se faire+manger) 

   v.t 食べられてしまった                     「動詞句」 

au matin. ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝には                   「副詞句」 

 

「きっと、ちょうどいいよ。実に小さな羊をあげたんだから」［B-2］ 

--- Ça suffira sûrement. Je t’ai donné un tout petit mouton.》 

《「主語」「動詞」「副詞」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

--- Ça ｻ pron それは                                                     「主語」 

suffira ｼﾌｨﾗ 3 単未･推量(suffire)v.i 十分だろう                             「動詞」 

sûrement ｼｭｰﾙﾓﾝ adv. きっと                                     「副詞：suffira」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

t’ ﾄｩ pron 君に                                                    「間接目的語」 

ai donné ｴ･ﾄﾞﾈ 1 単現･完了形(donner)v.t あげた                          「動詞句」 

un tout petit mouton ｱﾝ･ﾄｩ･ﾌﾟﾃｨ･ﾑﾄﾝ n.m 全く小さい羊を             「直接目的語」 

 

こうして、彼がはじめて僕の飛行機に気づいたとき（僕は、飛行機の絵は描かない。僕には

複雑すぎる絵だ）、彼はこう訊いた：［B-3］ 

Ainsi, quand il aperçut pour la première fois mon avion (je ne dessinerai pas mon avion, 

c’est un dessin beaucoup trop compliqué pour moi) il me demanda:  

「副詞」,「副詞節」（「主語」「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「補語」） 

「主語」「間接目的語」「動詞」: 

Ainsi ｱﾝｼ adv. こうして                                                  「副詞」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞節」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 直説法・未来と未来完了 276 / 668 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

aperçut ｱﾍﾟﾙｼｭ 3 単過(apercevoir)v.t 見た                          「動詞」 

pour la première fois ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌﾟﾙﾐｪｰﾙ･ﾌｧ adv. 初めて     「副詞句：aperçut」 

mon avion ﾓ･ﾅｳﾞｨﾖﾝ n.m 僕の飛行機を                           「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne dessinerai pas ﾇ･ﾃﾞｼﾇﾚ･ﾊﾟ 1 単未･否定(dessiner)v.t 描かない            「動詞句」 

mon avion ﾓ･ﾅｳﾞｨﾖﾝ n.m 飛行機を                                      「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un dessin ｱﾝ･ﾃﾞｯｻﾝ n.m 絵                                               「補語」 

beaucoup trop compliqué pour moi ﾎﾞｸ･ﾄﾛ･ｺﾝﾌﾟﾘｹ･ﾌﾟｰﾙ･ﾑﾜ 

   adj. 僕には難しすぎる                               「形容詞句：dessin」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

demanda ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(demander)v.t 尋ねた                              「動詞」 

 

「君がくれた箱が良かったのは、夜の間、それが羊の家の役に立つからだよ」［B-3］ 

《Ce qui est bien, avec la caisse que tu m’as donnée, c’est que, la nuit, ça lui servira de 

maison.                               《「主語」「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」》 

《Ce qui est bien ｽ･ｷ･ｴ･ﾋﾞﾔﾝ n. それが良いのは                            「主語」 

Ce ｽ pron それ                                                 「主語」 

qui ｷ pron 〜ということ                          「形容詞節：Ce」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adj. 良い                         「補語」 

avec la caisse ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗ･ｹｽ adv. 箱によって                               「副詞句」 

que ｸ pron 〜する                                     「形容詞節：caisse」 

tu ﾁｭ pron 君が                                  「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                             「間接目的語」 

as donnée ｱ･ﾄﾞﾈ 2 単現･完了形.f(donner)( la caisse に性･数一致) 

v.t くれた                                   「動詞句」 

c’ ｽ pron それが                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ pron 〜ということ                                                 「補語」 

la nuit ﾗ･ﾆｭｲ n.f 夜の間は                                       「副詞句」 

ça ｻ pron それが                                                 「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に（羊に）                                   「間接目的語」 
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servira ｾﾙｳﾞｨｰﾗ 3 単未(servir) 

v.i (à qn de+無冠詞名詞) （人に）〜として役立つ                  「動詞」 

de maison ﾄﾞｩ･ﾒｿﾞﾝ adv. 家として                               「副詞句」 

 

「―もちろん、そうさ。それに君がいい子なら、綱もあげよう。昼の間羊をつないでおくた

めさ。それから、棒杭も。」［B-3］ 

--- Bien sûr. Et si tu es gentil, je te donnerai aussi une corde pour l’attacher pendant le 

jour. Et un piquet.》 

《「応答」┃Et「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Et「目的語」》 

---Bien sûr ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん、その通り                             「応答」 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

es ｴ 2 単現(être)v.i 〜である                                      「動詞」 

gentil ｼﾞｮﾝﾃｨ adj.（子供が）いい子の                             「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

te ﾄｩ pron 君に                                                    「間接目的語」 

donnerai ﾄﾞﾝﾇﾚ 1 単未(donner)v.t あげよう                                 「動詞」 

aussi une corde ｵｼ･ﾕﾝﾇ･ｺﾙﾄﾞｩ n.f 綱も                               「直接目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ prep 〜するために                                   「副詞句」 

l’ ﾙ pron 羊を                                                 「目的語」 

attacher ｱﾀｼｪ 不定詞 v.t つないでおく                             「動詞」 

pendant le jour ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 昼の間                     「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

un piquet》 ｱﾝ･ﾋﾟｹ n.m 棒杭                                           「目的語」 

 

「―でも、つないでおかないと、どことかまわず行っちまうよ。そして迷子になっちまう．．．」 

［B-3］ 

《--- Mais si tu ne l’attaches pas, il ira n’importe où, et il se perdra.》 

《---Mais ﾒ conj. しかし 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

ne l’attaches pas ﾇ･ﾗﾀｯｼｭ･ﾊﾟ 2 単現･否定(attacher) 

v.t 羊をつながない                        「動詞句」「目的語」「動詞句」 

ira ｲﾗ 3 単未(aller)v.i 行ってしまう                                        「動詞」 
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n’importe où ﾅﾝﾎﾟﾙﾄ･ｳ adv. どこへでも                                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron ヒツジは                                                      「主語」 

se perdra》 ｽ･ﾍﾟﾙﾄﾞｩﾗ 3 単未(se perdre)v.pr 道に迷うだろう               「動詞句」 

 

人が羊を欲しがれば、その人が存在している証拠になる」などと言えば、彼らは肩をすくめ、

君たちを子ども扱いするだろう！［B-4］ 

Quand on veut un mouton, c’est la preuve qu’on existe》, elles hausseront les épaules et 

vous traiteront d’enfant!       「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」》, 

「主語」「動詞」「目的語」et「目的語」「動詞」「補語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜すると                                               「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                「主語」 

veut ｳﾞ 3 単現(vouloir)v.t 欲しがる                               「動詞」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                   「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                            「動詞」 

la preuve ﾗ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ n.f 証拠                                             「補語」 

qu’ ｸ conj.（同格）〜という                           「形容詞節：preuve」 

on ｵﾝ pron その人が                          「主語」 

existe ｴｸﾞｼﾞｽﾄｩ 3 単現 (exister)v.i 存在している 「動詞」 

elles ｴﾙ pron.pl. 彼らは                                                  「主語」 

hausseront ｵｾﾛﾝ 3 複未(hausser)v.t すくめるだろう                         「動詞」 

les épaules ﾚ･ｾﾞﾎﾟｰﾙ pl.n.f 肩を                                         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

vous ｳﾞ pron 君を                                                     「目的語」 

traiteront ﾄﾚﾃﾛﾝ 3 複未(traiter)v.t 扱うだろう                              「動詞」 

d’enfant ﾄﾞﾝﾌｫﾝ adj. 子供として                                           「補語」 

 

結局、僕はもっと大切な細部を間違えてしまいそうだ。［B-4］ 

Je me tromperai enfin sur certains détails plus importans.  

「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me tromperai ﾑ･ﾄﾛﾝﾌﾟﾚ 1 単未･推量(se tromper) 

v.pr (sur について) 間違えるかもしれない                             「動詞句」 

enfin ｵﾝﾌｫﾝ adv. 結局                                                    「副詞」 

sur certains détails ｼｭｰﾙ･ｾﾙﾀﾝ･ﾃﾞﾀｲﾕ adv. ある細部について           「間接目的語」 
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plus importans ﾌﾟﾘｭ･ｻﾞﾝﾎﾟﾙﾄﾝ adj. もっと大切な   「形容詞句：détails」 

 

「彼らがいつか旅行をするような場合、」と、彼は言った。「役に立つかもしれないよ。仕事

を後回しにする事は、時には差し障りがないこともある。」［B-5］ 

《S’ils voyagent un jour, me disait-il, ça pourra leur servir. Il est quelquefois sans 

inconvénient de remettre à plus tard son travail.  

《「副詞節」》,「間接目的語」「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「動詞」「補語」「主語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らが                                              「主語」 

voyagent ｳﾞﾜﾔｼﾞｭ 3 複現(voyager) 

v.i 旅行する                                                    「動詞」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m（未来）いつか                              「副詞句」 

me ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言った                                        「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

pourra ...servir ﾌﾟﾗ...ｾﾙｳﾞｨｰﾙ 3 単未・推量 

(pouvoir+不定詞 servir)v.i (à qn)（人の）役に立つかもしれない          「動詞句」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らの                                              「間接目的語」 

Il ｲﾙ 形式主語 

est ｴ (être)v.i 〜である                                                   「動詞」 

quelquefois sans inconvénient ｹﾙｸﾌゎ･ｿﾝ･ｱﾝｺﾝｳﾞｪﾆﾔﾝ 

 adj. 時には支障がない                                                 「補語」 

de remettre ﾄﾞｩ･ﾙﾒｯﾄﾙ 不定詞 延期することが                              「主語」 

à plus tard ｱ･ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 後回しに                              「副詞句」 

son travail ｿﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ n.m 仕事を                                「目的語」 

 

僕が与えたこの教訓はその苦労に値していた。君たちは、不思議に思うかもしれない： 

［B-5］ 

La leçon que je donnais en valait la peine. Vous vous demanderez peut-être: 

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」: 

La leçon ﾗ･ﾙｿﾝ n.f 教訓                                                   「主語」 

que ｸ pron 〜する                                             「形容詞節：leçon」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                          「主語」 

donnais ﾄﾞﾈ 1 単半(donner)v.t 与えた                       「動詞」 
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en ｵﾝ adj. そうしたことの(de cela)                             「形容詞句：peine」 

valait ｳﾞｧﾚ 3 単半(valoir)v.i 〜の価値がある                                「動詞」 

la peine ﾗ･ﾍﾟｰﾇ n.f 苦労、骨折り                                          「補語」 

Vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

vous demanderez ｳﾞ･ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞｩﾚ 2 複未･推量(se demander) 

   v.pr 不思議に思うかもしれない                                       「動詞句」 

peut-être: ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ adv. もしかしたら                                    「副詞句」 

 

「このボルトがまだいうことをきかないなら、カナヅチで叩いて吹っ飛ばしてやろう」 

［B-7］ 

《Si ce boulon résiste encore, je le ferai sauter d’un coup de marteau.》 

《「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ce boulon ｽ･ﾌﾞﾛﾝ n.m このボルトが                                「主語」 

résiste ﾚｼﾞｽﾄｩ 3 単現(résister)v.i 抵抗する                          「動詞」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ                                            「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

le ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

ferai sauter ﾌﾚ･ｿﾃ 1 単未･使役(faire+不定詞)v.i 飛ばしてやる              「動詞句」 

d’un coup de marteau ﾀﾞﾝ･ｸ･ﾄﾞｩ･ﾏﾙﾄｰ adv. 金槌で叩いて                  「副詞句」 

 

《君が愛している花は、大丈夫だよ．．．君の羊に口輪を描いてあげる．．．［B-8］ 

《La fleur que tu aimes n’est pas en danger ... Je lui dessinerai une muselière, à ton 

mouton ...              《「主語」「動詞句」「補語」 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」 

La fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花は                                                 「主語」 

que ｸ pron 〜する                                      「形容詞節：fleur」 

tu ﾁｭ pron 君が                                   「主語」 

aimes ｴﾑ 2 単現(aimer)v.t 愛している               「動詞」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                              「動詞句」 

en danger ｵﾝ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ adv. 危険な状態                                      「補語」 

→ 危険ではない → 大丈夫だ 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に(à ton mouton の先出)                              「間接目的語」 

  スペイン語でも間接目的語代名詞を動詞の前において、前置詞付きの「間接目的語」を動

詞の後ろに置く 
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dessinerai ﾃﾞｼﾇﾚ 1 単未(desinner)v.t 描いてあげる                          「動詞」 

une muselière ﾕﾝﾇ･ﾐｭｽﾞﾘｴｰﾙ n.f 口輪を                              「直接目的語」 

à ton mouton ｱ･ﾄﾝ･ﾑﾄﾝ adv. 君の羊に                                「間接目的語」 

 

「夕方になったら、覆いをかけてください。あなたのとこって、とても寒いのね。［B-8］ 

《Le soir vous me mettrez sous globe. Il fait très froid chez vous.  

「副詞句」「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Le soir ﾙ･ｽゎ-ﾙ n.m 夜には                                             「副詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                                   「主語」 

me ﾑ pron 私を                                                       「目的語」 

mettrez ﾒｯﾄﾚ 2 複未(mettre)v.t 入れる                                     「動詞」 

sous globe ｽ･ｸﾞﾛﾌﾞ adv. 覆いの下に                                     「副詞句」 

→ 花は動かせないので、「花に覆いをかける」という意味 

Il ｲﾙ pron 天候など                                                      「主語」 

fait ﾌｪ 3 単現(faire)v.h 〜である                                          「動詞」 

très froid ﾄﾚ･ﾌﾛゎ adj. とても寒い                                         「補語」 

chez vous ｼｪ･ｳﾞ adv. あなたのところは                                  「副詞句」 

 

「そんなに風邪をひいている訳ではないの．．．夜の涼しい風があたくしに元気をもたらす

でしょう。あたくし花なんだから」［B-9］ 

--- Je ne suis pas si enrhumée que ça ... L’air frais de la nuit me fera du bien. Je suis une 

fleur.                 《「主語」「動詞句」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「補語」》 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne suis pas ﾇ･ｼｭｲ･ﾊﾟ 1 単現(être)v.i 〜ではない                           「動詞句」 

si enrhumée ｼ･ｵﾝﾘｭﾒ adj.f ひどく風邪をひいた                             「補語」 

que ça ｸ･ｻ adv. それほど                                         「副詞句」 

L’air frais ﾚｰﾙ･ﾌﾚ n.m 冷たい空気が                                       「主語」 

de la nuit ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾆｭｲ adj. 夜の                              「形容詞句：air」 

me ﾑ pron 私を                                                       「目的語」 

fera ﾌﾗ 3 単未(faire)v.t (faire A de B) A を B にするでしょう                  「動詞」 

du bien ｼﾞｭ･ﾋﾞﾔﾝ n.m よいこと、元気                                     「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ (être)v.i 〜である                                                「動詞」 

une fleur ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花                                                 「補語」 
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「蝶々って本当に綺麗に思われる。蝶々でなかったら、だれがあたくしを訪ねてくれるのか

しら。［B-9］ 

Il paraît que c’est tellement beau. Sinon qui me rendra visite?  

《「動詞」「主語」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 形式主語（真の主語は que 節） 

paraît ﾊﾟﾚ 3 単現(paraître)v.i 〜のように思われる                          「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

c’ ｽ pron それ（蝶々）は                                          「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                      「動詞」 

tellement beau ﾃﾙﾓﾝ･ﾎﾞ adj. とても美しい                          「補語」 

Sinon qui ｼﾉﾝ･ｷ pron（蝶々）以外に誰が                                  「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

rendra ﾛﾝﾄﾞﾗ 3 単未(rendre)v.t 与えてくれるだろう                         「動詞」 

visite ｳﾞｨｼﾞｯﾄ n.f 訪問を                                           「直接目的語」 

 

「もし国民に向かって、海に身投げをするよう命令したりしたら、革命が起こるよ。 

［B-10］ 

Si tu ordonnes à ton peuple d’aller se jeter à la mer, il fera la révolution.  

《「副詞節」,「動詞句」「主語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                  「主語」 

ordonnes ｵﾙﾄﾞﾝﾇ 2 単現(ordonner)v.t 命じる                        「動詞」 

à ton peuple ｱ･ﾄﾝ･ﾌﾟｰﾌﾟﾙ adv. 国民に                        「間接目的語」 

d’aller se jeter à la mer ﾀﾞﾚ･ｽ･ｼﾞｭﾃ･ｱ･ﾗ･ﾒｰﾙ 

   不定詞 v.i 海に身投げに行くように                              「補語」 

il fera ｲﾙ･ﾌﾗ 3 単未･非人称(faire)v.h 生じる、起こるだろう                「動詞句」 

la révolution ﾗ･ﾚｳﾞｫﾘｭｼｮﾝ n.f 革命が                                      「主語」 

 

しかし、裁判するたびに、彼の命を大切にするために、恩赦を与えるのだ。［B-10］ 

Mais tu le gracieras chaque fois pour l’économiser.  

Mais「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

le ﾙ pron ネズミを                                                     「目的語」 

gracieras ｸﾞﾗｼｴﾗ 2 単未(gracier)v.t 恩赦を与えて欲しい                     「動詞」 

chaque fois ｼｬｯｸ･ﾌゎ adv. 毎回                                         「副詞句」 
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pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

l’ ﾙ pron 彼の命を                                              「目的語」 

économiser ｴｺﾉﾐｾﾞ 不定詞 v.t 大切にする                           「動詞」 

 

「ね．．．君が休みたいときに休める方法を知ってるよ．．．」［B-14］ 

《Tu sais ... je connais un moyen de te reposer quand tu voudras ... 

《「呼びかけ」,「主語」「動詞」「目的語」》 

Tu sais ﾁｭ･ｾ adv. ね．．．                                             「呼びかけ」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

connais ｺﾈ 1 単現(connaître)v.t 知っている                                 「動詞」 

un moyen de +不定詞 ｱﾝ･ﾑﾜｨﾔﾝ･ﾄﾞｩ n.m 〜する方法を                    「目的語」 

te reposer ﾄｩ･ﾙﾎﾟｾﾞ 不定詞(se reposer)v.pr 休む                   「動詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するときに                                    「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                           「主語」 

voudras ｳﾞﾄﾞﾗ 2 単未(vouloir)v.t 望む、希望する             「動詞」 

 

「休みたいときには、歩きさえすればいい．．．そうすれば、昼間が自分の好きなだけ、続く

ことになるよ」［B-14］ 

Quand tu voudras te reposer tu marcheras ... et le jour durera aussi longtemps que tu 

voudras.                    《「副詞節」「主語」「動詞」,et「主語」「動詞」「副詞句」》 

Quand ｺﾝ conj. 〜するときは                                           「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                  「主語」 

voudras te reposer ｳﾞﾄﾞﾗ･ﾄｩ･ﾙﾎﾟｾﾞ 2 単未･願望(vouloir+不定詞) 

   v.pr 休みたい                                                「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

marcheras ﾏﾙｼｭﾗ 2 単未･助言(marcher)v.i 歩けばよい                       「動詞」 

et ｴ conj. そうすれば 

le jour ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 昼が                                                 「主語」 

durera ｼﾞｭﾙﾗ 3 単未(durer)v.i 続くだろう                                  「動詞」 

aussi longtemps ｵｯｼ･ﾛﾝﾄﾝ adv. それだけ長く                             「副詞句」 

que tu voudras. ｸ･ﾁｭ･ｳﾞﾄﾞﾗ adj. 君が望むだけ                          「形容詞節」 

 

彼は少し微笑み、立ち去る前に、僕に言った：「今夜は、犬が吠えないで欲しいですが。い

つもうちの犬じゃないかって思うんです」［C-1-5］ 

Il a souri un peu et avant de partir, il m’a dit: «J’espère que les chiens n’aboieront pas 

cette nuit. Je crois toujours que c’est le mien.» 
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「主語」「動詞句」「副詞句」et「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「副詞」「目的語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a souri ｱ･ｽﾘ 3 単現･完了形(sourire)v.i 微笑んだ                           「動詞句」 

un peu ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

avant de partir, ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ adv. 立ち去る前に                    「副詞句」 

  partir ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ v.i 出発する、立ち去る、帰っていく 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

«J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

espère ｴｽﾍﾟｰﾙ 1 単現(espérer)v.t 希望する                                  「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

les chiens ﾚ･ｼﾔﾝ pl.n 犬が                                         「主語」 

n’aboieront pas ﾅﾌﾞゎﾛﾝ 3 複未･否定(aboyer)v.i 吠えないだろう     「動詞句」 

cette nuit. ｾｯﾄ･ﾆｭｲ adv. 今晩は                                  「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t(que 〜だと) 思う                                「動詞」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつも                                             「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron あれは                                                  「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                      「動詞」 

le mien.» ﾙ･ﾐﾔﾝ pron.m 私の犬                                     「補語」 

 

「もし乱闘になったら、マソン、お前は、2 人目を相手にしてくれ」［C-1-6］ 

«S’il y a de la bagarre, toi, Masson, tu prendras le deuxième.  

《「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」》 

«S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

il y a ｲ･ﾘ･ﾔ 3 単現(il y avoir)v.t 〜がある                          「動詞句」 

de la bagarre, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾊﾞｶﾞｰﾙ n.f けんか、乱闘                      「目的語」 

toi, Masson, tu ﾄｩﾜ･ﾏｿﾝ･ﾁｭ n.m マソン、おまえは                          「主語」 

prendras ﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾗ 2 単未･依頼(prendre)v.t 対応する、引き受ける             「動詞」 

le deuxième. ﾙ･ﾄﾞｩｼﾞｴｰﾑ n.m 2 人目を                                   「目的語」 
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僕はとにかく言った：「相手はまだ話していない。この状況で撃てば、君が卑怯者になる」 

［C-1-6］ 

Je lui ai seulement dit: «Il ne t’a pas encore parlé. Ça ferait vilain de tirer comme ça.»  

「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」┃「動詞」「補語」「主語」》 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai seulement dit: ｴ･ｽﾙﾓﾝ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire+ seulement) 

   v.t とにかく言った                                                  「動詞句」 

«Il ｲﾙ pron 奴は                                                         「主語」 

ne ...a pas encore parlé. ﾇ...ｱ･ﾊﾟ･ｿﾞﾝｺｰﾙ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形･否定 

   v.i まだ話していない                                                「動詞句」 

t’ ﾄｩ pron 君に                                                    「間接目的語」 

Ça ｻ pron 仮の主語（真の主語は de tirer 以降） 

ferait ﾌﾚ 3 単未(faire)v.i 〜になるだろう                                   「動詞」 

vilain ｳﾞｨﾗﾝ adj. 卑怯な                                                  「補語」 

de tirer ﾄﾞｩ･ﾁﾚ 不定詞 v.t 撃つことは                                      「主語」 

comme ça.» ｺﾑ･ｻ adv. この状況で                                  「副詞句」 

 

それからレーモンが言った：「それなら、俺が奴を侮辱してやる、そして奴が応じてきたら、

俺が撃ってやる」［C-1-6］ 

Puis Raymond a dit : «Alors, je vais l’insulter et quand il répondra, je le descendrai.»  

「副詞」「主語」「動詞句」： 

《「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」》 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンが                                           「主語」 

a dit : ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

«Alors, ｱﾛｰ adv. それなら                                                 「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                         「主語」 

vais...insulter ｳﾞｪ...ｱﾝｼｭﾙﾃ 1 単現･近接未来･意思(aller+不定詞) 

   v.t 侮辱してやる                                                    「動詞句」 

l’ ﾙ pron 奴を                                                         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

quand ｺﾝ conj. 〜したとき                                             「副詞節」 

il ｲﾙ pron 奴が                                                  「主語」 

répondra, ﾚﾎﾟﾝﾄﾞﾗ 3 単未(répondre)v.i 応じてくる                  「動詞」 
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je ｼﾞｭ pron 俺が                                                         「主語」 

le ﾙ pron 奴を                                                         「目的語」 

descendrai.» ﾃﾞｿﾝﾄﾞﾚ 1 単未･意思(descendre)v.t 撃ってやる                  「動詞」 

 

「だめだ！」と、僕はレーモンに言った。「素手で 1 対 1 で相手をしろ、そして僕に君のリ

ボルバーをよこせ。もう一人が加わったり、そいつがナイフを取り出したりしたら、僕がそ

いつを撃ってやる」［C-1-6］ 

«Non, ai-je dit à Raymond. Prends-le d’homme à homme et donne-moi ton revolver. Si 

l’autre intervient, ou s’il tire son couteau, je le descendrai.» 

《「呼びかけ」, 「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」》, 

「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」,《「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」》 

«Non, ﾉﾝ adv.（否定）だめだ、やめろ                                    「呼びかけ」 

ai ...dit ｴ...ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                              「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

à Raymond. ｱ･ﾚｰﾓﾝ adv. レーモンに                                 「間接目的語」 

Prends ﾌﾟﾛﾝ 命・2 単現(prendre)v.t 相手にしろ                             「動詞」 

le ﾙ pron そいつを                                                     「目的語」 

d’homme à homme ﾄﾞﾑ･ｱ･ｵﾑ adv. 男同士で、素手で 1 対 1 で              「副詞句」 

   生身の体で、しかも 1 対 1 で 

et ｴ conj. そして 

donne ﾄﾞﾇ 命・2 単現(donner)v.t よこせ                                    「動詞」 

moi ﾑﾜ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

ton revolver. ﾄﾝ･ﾙｳﾞｫﾙｳﾞｪ n.m 君のリボルバーを                     「直接目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

l’autre ﾛｰﾄﾙ pron もう一人が                                      「主語」 

intervient, ｱﾝﾃﾙｳﾞｨﾔﾝ 3 単現(intervenir)v.i 参加する、加わる         「動詞」 

ou ｳ conj. それとも 

s’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron そいつが                                               「主語」 

tire ﾁﾙ 3 単現(tirer)v.t 取り出す                                    「動詞」 

son couteau, ｿﾝ･ｸﾄｰ n.m ナイフを                                「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

le ﾙ pron そいつを                                                     「目的語」 

descendrai.» ﾄﾞｩｿﾝﾄﾞﾚ 1 単未･意思(descendre)v.t 撃つ、撃ち殺す             「動詞」 
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彼は微笑んで言った：「そう言うことも出来るでしょう。しかし、法律がそうなっているの

です。もしあなたが弁護士を決めないのであれば、こちらのほうで官選の弁護士を指名しよ

うと思います」［C-2-1］ 

Il a souri en disant: «C’est un avis. Pourtant, la loi est là. Si vous ne choisissez pas 

d’avocat, nous en désignerons un d’office.»  

「主語」「動詞句」「副詞句」：《「主語」「動詞」「補語」 

「副詞」「主語」「動詞」「補語」┃「副詞節」「主語」「目的語」「動詞」「目的語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a souri ｱ･ｽﾘ 3 単現･完了形(sourire)v.i 微笑んだ                           「動詞句」 

en disant: ｵﾝ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ adv.(dire) 言いながら、言って                         「副詞句」 

«C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un avis. ｱ･ﾅｳﾞｨ n.m 1 つの意見                                           「補語」 

Pourtant, ﾌﾟﾙﾄﾝ adv. それでも、しかしながら                             「副詞」 

la loi ﾗ･ﾙゎ n.f 法律が                                                   「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

là. ﾗｰ adv. そう、そのような                                              「補語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                           「主語」 

ne choisissez pas ﾇ･ｼｮﾜｼﾞｾ･ﾊﾟ 2 複現･否定(choisir)v.t 決めない    「動詞句」 

d’avocat, ﾀﾞｳﾞｫｶ n.m 弁護士を                                  「目的語」 

nous ﾇ pron 私たちが                                                    「主語」 

en ...un d’office.» ｵﾝ...ｱﾝ･ﾄﾞﾌｨｽ n.m 官選の弁護士を                       「目的語」 

désignerons ﾃﾞｼﾞﾇﾛﾝ 1 複未(désigner)v.t 指名します                        「動詞」 

 

「そして、仮に私が何も反論することが出来なければ、そのことが、検察側にとって強力な

論拠になってしまうでしょう」［C-2-1］ 

Et ce sera un gros argument pour l’accusation, si je ne trouve rien à répondre.»  

《Et「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」》 

Et ｴ conj. そして 

ce ｽ pron このことは                                                    「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未･推測(être)v.i 〜になるだろう                                「動詞」 

un gros argument ｱﾝ･ｸﾞﾛ･ｱﾙｷﾞｭﾓﾝ n.m 強力な論拠                         「補語」 

pour l’accusation, ﾌﾟｰﾙ･ﾗｷｭｻﾞｼｵﾝ adv. 検察側にとって               「副詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                  「主語」 
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ne trouve rien à répondre.» ﾇ･ﾄｩﾙｰｳﾞ･ﾘﾔﾝ･ｱ･ﾚﾎﾟﾝﾄﾞﾙ 接・1 単現･発見･否定･推測 

   v.t 何も答えることができない                                  「動詞句」 

  trouver à+不定詞 「〜できる、〜する手段を見つける」 

 

マリーがもう一度叫んだ：「あなたが出てきたら、私たちは結婚するのよ！」［C-2-2］ 

Elle a crié de nouveau: «Tu sortiras et on se mariera!»  

「主語」「動詞句」「副詞句」：《「主語」「動詞」et「主語」「動詞句」》 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a crié ｱ･ｸﾘｴ 3 単現･完了形(crier)v.i 叫んだ                               「動詞句」 

de nouveau: ﾄﾞｩ･ﾇｳﾞｫ adv. もう一度                                     「副詞句」 

«Tu ﾁｭ pron あなたが                                                    「主語」 

sortiras ｿﾙﾁﾗ 2 単未･仮定(sortir)v.i 出てきたら                             「動詞」 

et ｴ conj. そして 

on ｵﾝ pron 私たちは                                                     「主語」 

se mariera!» ｽ･ﾏﾘｴﾗ 3 単未･推定(se marier)v.pr 結婚する                  「動詞句」 

 

「そもそも」と、彼は付け加えた。「あなたの審議は、今会期の最重要案件ではないので、

裁判所は急いで処理するでしょう」［C-2-3］ 

«D’ailleurs, avait-il ajouté, la cour sera pressée parce que votre affaire n’est pas la plus 

importante de la session.  

《「副詞句」》,「動詞句」「主語」「動詞句」,《「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」》 

«D’ailleurs, ﾀﾞｲﾕｰﾙ adv. それに、そもそも                               「副詞句」 

avait... ajouté, ｱｳﾞｪ...ｱｼﾞｭﾃ 3 単半･完了形(sjouter)v.t 付け加えた           「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

la cour ﾗ･ｸｰﾙ n.f 裁判所は                                                「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未･推測(être)v.i 〜だろう                                      「動詞」 

pressée ﾌﾟﾚｯｾ adj.f 急いでいる                                           「補語」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

votre affaire ｳﾞｫﾄﾙ･ｱﾌｪｰﾙ n.f あなたの審議は、事件                 「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                        「動詞」 

la plus importante ﾗ･ﾌﾟﾘｭ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝﾄ n.f 最重要な件                 「補語」 

de la session. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｾｼｮﾝ adj. 会期の                     「形容詞句」 

 

「すぐ後に、尊属殺人が待ち構えていますから」［C-2-3］ 

Il y a un parricide qui passera tout de suite après.»            《「動詞句」「目的語」》 

Il y a ｲ･ﾘ･ｱ 3 単現(il y avoir)v.t 〜がある                                 「動詞句」 
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un parricide ｳﾝ･ﾊﾟﾘｼﾄﾞ n.m 尊属殺人                                    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

passera ﾊﾟｽﾗ 3 単未(passer)v.i やって来る、予定になっている「動詞」 

tout de suite après.» ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ･ｱﾌﾟﾚ adv. すぐ後に     「副詞句」 

 

「しかし陪審員の皆さんは、〈他人であればコーヒーを勧めても構わないが、自分を生んで

くれた母親のなきがらの前では、息子はそれを断るべきだろう〉と結論付けるでしょう」 

［C-2-3］ 

Et ils concluront qu’un étranger pouvait proposer du café, mais qu’un fils devait le 

refuser devant le corps de celle qui lui avait donné le jour.»  

《Et「主語」「動詞句」「目的語」,mais「目的語」》 

Et ｴ conj. そして 

ils ｲﾙ pron.pl（les Jurés の代用）陪審員は                                 「主語」 

concluront ｺﾝｷｭﾙﾛﾝ 3 複未･推測(conclure)v.t（〜と）結論を出すだろう      「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

un étranger ｱ･ﾈﾄﾛﾝｼﾞｪ n.m 他人は                                 「主語」 

pouvait proposer ﾌﾟｳﾞｪ･ﾌﾟﾛﾎﾟｾﾞ 3 単半･可能性･時制の一致(pouvoir+不定詞) 

   v.t 勧めることができるかもしれない                           「動詞句」 

du café, ｼﾞｭ･ｷｬﾌｪ n.m コーヒーを                               「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

un fils ｱﾝ･ﾌｨｽ n.m 息子は                                         「主語」 

devait ...refuser ﾄﾞｩｳﾞｪ...ﾙﾌｭｾﾞ 3 単半･必然･時制の一致(devoir+不定詞) 

   v.t 断るべきである                                           「動詞句」 

le ﾙ pron.m（café の代用）それを                                「目的語」 

devant le corps ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾙ･ｺｰﾙ adv. 遺体の前では                  「副詞句」 

de celle ﾄﾞｩ･ｾﾙ adj. その体の                           「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜した                     「形容詞節」 

lui ﾘｭｲ pron（被告を指す）彼に    「間接目的語」 

avait donné ｱｳﾞｪ･ﾄﾞﾈ 3 単半･完了形(donner) 

v.t 与えた                          「動詞句」 

le jour.» ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 生命を        「直接目的語」 

   donner le jour à un enfant 「子供を産む」 
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それで、今度は検事が言った：「陪審員の皆さんは十分に意味を理解するでしょう」 

［C-2-3］ 

Le procureur a dit alors à son tour: «MM. les Jurés apprécieront.»  

「主語」「動詞句」「副詞句」：《「主語」「動詞」》 

Le procureur ﾙ･ﾌﾟﾛｷｭﾚｰﾙ n.m 検事は                                      「主語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

à son tour: ｱ･ｿﾝ･ﾄｩｰﾙ adv. 彼の番で、今度は                             「副詞句」 

«MM. les Jurés ﾒｯｼｭｰ･ﾚ･ｼﾞｭﾚ pl.n.m 陪審員の皆さんは                      「主語」 

apprécieront.» ｱﾌﾟﾚｼｴﾛﾝ 3 複未･推量(apprécier)v.t 高く評価するだろう        「動詞」 

 

「私はその事を証明してご覧にいれましょう、皆さん。しかも、2 通りのやり方で」 

［C-2-3］ 

«J’en ferai la preuve, messieurs, et je la ferai doublement.  

《「主語」「副詞」「動詞」「目的語」,「呼びかけ」,et「主語」「目的語」「動詞」「副詞」》 

«J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

en ｵﾝ adv. それについて                                                  「副詞」 

ferai ﾌﾚ 1 単未･意思(faire)v.t（動作を）しましょう                          「動詞」 

la preuve, ﾗ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ n.f 証拠、証明                                      「目的語」 

   faire la preuve 証明する 

messieurs, ﾒｯｼｭｰ pl.n.m 皆さん                                       「呼びかけ」 

et ｴ conj. そして、しかも 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

la ﾗ pron（preuve の代用）それを                                       「目的語」 

ferai ﾌﾚ 1 単未･意思(faire)v.t（動作を）しましょう                          「動詞」 

doublement. ﾄﾞｩﾌﾞﾙﾓﾝ adv. 2 通りに                                       「副詞」 

 

「まず最初は、事実が放つ目が眩むほどの光の下で。次に、この罪深い魂の心理分析を私に

与えてくれるであろう、薄暗い照明の中で」［C-2-3］ 

Sous l’aveuglante clarté des faits d’abord et ensuite dans l’éclairage sombre que me 

fournira la psychologie de cette âme criminelle.»            《「副詞句」et「副詞句」》 

Sous ｽ prep（位置）〜の下で                                           「副詞句」 

l’aveuglante clarté ﾗｳﾞｸﾞﾛﾝﾄｩ･ｸﾗﾙﾃ n.f 目が眩むほどの光           「目的語」 

   aveuglante ｱｳﾞｸﾞﾛﾝﾄｩ adj.f(aveuglant) 目を眩ませる clarté ｸﾗﾙﾃ n.f 明かり、光 

des faits ﾃﾞ･ﾌｪ 

 adj.（所有）事実の、事実の持つ、事実が放つ          「形容詞句」 
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d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. まず第一に、最初に                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから、次に                                      「副詞」 

dans ﾄﾞﾝ prep（場所）〜の中で                                         「副詞句」 

l’éclairage sombre ﾚｸﾚﾗｰｼﾞｭ･ｿﾝﾌﾞﾙ n.m 薄暗い照明                「目的語」 

   éclairage ｴｸﾚﾗｰｼﾞｭ n.m 照明、明かり sombre ｿﾝﾌﾞﾙ adj. 薄暗い 

que ｸ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

me ﾑ pron 私に                            「間接目的語」 

fournira ﾌﾙﾆﾗ 3 単未･推量(fournir)v.t 与えるであろう「動詞」 

la psychologie ﾗ･ﾌﾟｼｺﾛｼﾞｰ n.f 心理分析を     「直接目的語」 

de cette âme criminelle.» ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｱｰﾑ･ｸﾘﾐﾈﾙ 

 adj. この罪深い魂の            「形容詞句」 

   âme ｱｰﾑ n.f 魂、霊魂 criminelle ｸﾘﾐﾈﾙ adj. 罪のある 

 

「私はそう確信しています、皆さん」と、彼は声を高めて付け加えた。「皆さんは私の考え

が大胆すぎるとは思わないでしょう。もし私が、その被告人席に座っている男が、本法廷が

明日、裁かなければならない父親殺しと同じ罪も同様にあると言ったとしても。」［C-2-4］ 

«J’en suis persuadé, messieurs, a-t-il ajouté en élevant la voix, vous ne trouverez pas ma 

pensée trop audacieuse, si je dis que l’homme qui est assis sur ce banc est coupable aussi 

du meurtre que cette cour devra juger demain.  

《「主語」「補語」「動詞」「補語」「呼びかけ」》,「動詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」「補語」「副詞節」》 

«J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

en ｵﾝ adv. そのことを                                         「間接目的語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

persuadé, ﾍﾟﾙｼｭｱﾃﾞ adj.(de を) 確信した                                   「補語」 

   J’en suis persuadé. 私はそう信じている。 

messieurs, ﾒｯｼｭｰ pl.n.m 皆さん                                       「呼びかけ」 

a... ajouté ｱ...ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajouter)v.t 付け加えた                  「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

en élevant la voix, ｵﾝ･ｴﾙｳﾞｫﾝ･ﾗ･ｳﾞゎ ジェロンディフ･同時(élever) 

adv. 声を高めて                                                     「副詞句」 

vous ｳﾞ pron.pl 皆さんは                                                 「主語」 

ne trouverez pas ﾇ･ﾄｩﾙｰｳﾞﾚ･ﾊﾟ 2 複未･否定(trouver)v.t 思わないだろう     「動詞句」 

ma pensée ﾏ･ﾎﾟﾝｾ n.f 私の考えが                                       「目的語」 

trop audacieuse, ﾄﾛ･ｵﾀﾞｼｭｰｽﾞ adj. 大胆すぎる、大げさすぎる                「補語」 
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si ｼ conj.（譲歩）もし〜であっても                                      「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                  「主語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単現･仮定(dire)v.t 言う                                   「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

l’homme ﾛﾑ n.m 男が                                      「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                         「形容詞節」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                 「動詞」 

assis ｱｼ adj. 座っている                      「補語」 

sur ce banc ｼｭｰﾙ･ｽ･ﾎﾞﾝ 

 adv. その被告人席に                     「副詞句」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                「動詞」 

coupable ｸﾊﾟｰﾌﾞﾙ adj. 罪のある                              「補語」 

aussi du meurtre ｵｼ･ｼﾞｭ･ﾒﾙﾄﾙ adj. 殺人もまた         「副詞句」 

que ｸ pron（目的語）〜する                「形容詞節」 

cette cour ｾｯﾄ･ｸｰﾙ n.f 本法廷が        「主語」 

devra juger ﾄﾞｩｳﾞﾗ･ｼﾞｭｼﾞｪ 3 単未･義務(devoir+不定詞) 

   v.t 裁かなければならない         「動詞句」 

demain. ﾄﾞｩﾏﾝ adv. 明日              「副詞」 

 

「いずれにしても」と、弁護士が僕に言った。「上訴という手段があります。この方法なら、

良い結果が得られると確信しています」［C-2-4］ 

«De toute façon, m’a dit mon avocat, il y a le pourvoi. Mais je suis persuadé que l’issue 

sera favorable.» 

《「副詞句」》, 「間接目的語」「動詞句」「主語」,《Mais「主語」「動詞」「補語」》 

«De toute façon, ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ﾌｧｿﾝ adv. ともかく、いずれにせよ              「副詞句」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

mon avocat, ﾓ･ﾅｳﾞｫｶ n.m 弁護士は                                        「主語」 

il y a ｲ･ﾘ･ﾔ 3 単現･存在(il y avoir)v.t 〜がある                            「動詞句」 

le pourvoi. ﾙ･ﾌﾟﾙｳﾞゎ n.m 上訴が、抗告                                 「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

persuadé ﾍﾟﾙｼｭｱﾃﾞ adj.(que 〜ということに) 確信している                  「補語」 

que ｸ conj.（形容詞の補語・理由・原因）〜について                 「副詞節」 

l’issue ﾘｼｭｰ n.f 結果は                                       「主語」 
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sera ｽﾗ 3 単未･変化(être)v.i 〜になるだろう                    「動詞」 

favorable.» ﾌｧｳﾞｫﾗｰﾌﾞﾙ adj. 有利な、好都合な                  「補語」 

 

弁護士は僕と別れる時に言った：「まず陪審長が回答を読み上げます。あなたは、裁判長が

判決を言い渡す時まで、入廷することが出来ません」［C-2-4］ 

Mon avocat m’a quitté en disant: «Le président du jury va lire les réponses. On ne vous 

fera entrer que pour l’énoncé du jugement.»     「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Mon avocat ﾓ･ﾅｳﾞｫｶ n.m 僕の弁護士は                                    「主語」 

m’ ﾑ pron 僕と                                                        「目的語」 

a quitté ｱ･ｷﾃ 3 単現･完了形(quitter)v.t 別れた                            「動詞句」 

en disant: ｵﾝ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ ジェロンディフ･同時(dire)v.t 言いながら             「副詞句」 

«Le président du jury ﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞﾄﾞﾝ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭﾘｰ n.m 陪審長が           「主語」 

va lire ｳﾞｧ･ﾘｰﾙ 3 単現･近接未来(aller+不定詞)v.t 読む予定だ        「動詞句」 

les réponses. ﾚ･ﾚﾎﾟﾝｽ pl.n.f 回答を                               「目的語」 

On ｵﾝ pron 法廷は                                               「主語」 

ne ...fera entrer ﾇ...ﾌﾗ･ｵﾝﾄﾚ 3 単未･使役･否定(faire+不定詞 entrer) 

   v.t 入らせないだろう                                         「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                          「目的語」 

   vous を「主語」にして翻訳する 

que ｸ conj.（ne...que）〜しか                                    「副詞句」 

pour l’énoncé ﾌﾟｰﾙ･ﾚﾉﾝｾ adv. 陳述のため                   「副詞句」 

du jugement.» ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰｼﾞｭﾓﾝ adj. 判決の         「形容詞句」 
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司祭に話すことは何もないし、話したくない。彼とはすぐに会うことになるのだから。 

［C-2-4］ 

Je n’ai rien à lui dire, je n’ai pas envie de parler, je le verrai bien assez tôt.  

「主語」「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞句」「目的語」, 

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai ﾈ 1 単現･否定(avoir)v.t 〜がない                                    「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

à lui dire, ｱ･ﾘｭｲ･ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 adj.（目的）彼に話すべき         「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai pas ﾈ･ﾊﾟ 1 単現･否定(avoir)v.t 〜がない                             「動詞句」 

envie de parler, ｵﾝｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾙﾚ n.f 話したいという願望                 「目的語」 

   avoir envie de+不定詞 「〜したい、〜したいと思う」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

le ﾙ pron 彼に                                                        「目的語」 

verrai ｳﾞﾚ 1 単未･確信(voir)v.t 会うに違いない                             「動詞」 

bien assez tôt. ﾋﾞﾔﾝ･ｱｾ･ﾄ adv. すぐに                                    「副詞句」 
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接続法・現在と現在完了 

 

「私が留守の間に退屈しないように、君が好きなように気晴らしをしていなさい。」［A-2］ 

 《Pour que vous ne vous ennuyiez pas pendant mon absence, divertissez-vous comme 

vous voulez.                                      《「副詞句」,「動詞句」「副詞句」》 

Pour que ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

n. 〜ということ                                                「目的語」 

vous ｳﾞ pron お前が                                      「主語」 

ne vous ennuyiez pas ﾇ･ｳﾞ･ｵﾝﾆｭｲｴ･ﾊﾟ 接・2 複現･否定(s’ennuyer) 

   v.pr 退屈しない（だろう）                            「動詞句」 

pendant mon absence, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ｱﾌﾟｿﾝｽ adv. 私が留守の間に「副詞句」 

divertissez-vous ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃｨｾ･ｳﾞ 命・2 複現(se divertir) 

v.pr 気晴らしをしなさい                                             「動詞句」 

comme ｺﾑ adv. 〜のように                                             「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君が                                                「主語」 

voulez. ｳﾞﾚ 2 複現(vouloir)v.t 望む                                 「動詞」 

 

部屋は真っ暗で、窓は閉まっていた。中に何があるか分かるには、時間がかかった。［A-2］ 

 La chambre était toute noire, les fenêtres closes. Il fallut un moment avant que la jeune 

femme ne sache ce qui se trouvait à l’intérieur. 

「主語」「動詞」「補語」, 「主語」「補語」┃「動詞句」「主語」「副詞節」 

La chambre ﾗ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 部屋は                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

toute noire, ﾄｩｯﾄ･ﾇゎ-ﾙ adj. 真っ暗な                                      「補語」 

les fenêtres ﾚ･ﾌﾈｰﾄﾙ pl.n.f 窓は                                           「主語」 

closes. ｸﾛｰｽﾞ adj.pl.f 閉まった（動詞は省略）                              「補語」 

Il fallut +名詞 ｲﾙ･ﾌｧﾘｭ 3 単過(falloir)v.h（非人称）〜が必要だった          「動詞句」 

un moment ｱﾝ･ﾓﾓﾝ n.m 時間が                                           「主語」 

avant que +接続法 ｱｳﾞｫﾝ･ｸ conj. 〜する前に                             「副詞節」 

la jeune femme ﾗ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾌｧﾑ n.f 若い妻が                           「主語」 

ne sache ﾇ･ｻｯｼｭ 接・3 単現(savoir+虚辞の ne)v.t 分かる            「動詞句」 

ce ｽ pron もの                                                  「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                             「形容詞節」 

se trouvait ｽ･ﾄﾙｳﾞｪ 3 単半(se trouver)v.pr あった          「動詞句」 

à l’intérieur. ｱ･ﾗﾝﾃﾘｴｰﾙ adv. 部屋の中に                   「副詞句」 
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「なんて素晴らしい天気でしょう、でもなんて暑いんでしょう！では、川に水浴に行ってみ

てはいかがでしょうか？だんな様！きっと気持ちがよくなると思いますよ」［A-3］ 

《Quel temps magnifique, mais quelle chaleur! Et si vous alliez vous baigner à la rivière, 

Maître? Je suis sûr que cela vous ferait du bien.》 

《「感嘆」mais「感嘆」┃Et「主語」「動詞句」「間接目的語」「呼びかけ」 

「主語」「動詞」「補語」》 

Quel temps magnifique, ｹﾙ･ﾄﾝ･ﾏﾆﾌｨｷ int. なんて素晴らしい天気でしょう     「感嘆」 

mais ﾒ conj. でも 

quelle chaleur! ｹﾙ･ｼｬﾚｰﾙ int. なんと暑いのでしょう！                       「感嘆」 

Et ｴ conj. それでは 

si ｼ conj.（独立節・勧誘）〜したらどうでしょうか？ 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

alliez +不定詞 ｱﾘｴ 接・2 複現(aller+不定詞)v.i 〜しに行ってみる           「動詞句」 

vous baigner ｳﾞ･ﾍﾞﾆｪ 不定詞(se baigner)v.pr 水浴をする           「動詞句」 

à la rivière, ｱ･ﾗ･ﾘｳﾞｨｪｰﾙ adv. 川に                                  「間接目的語」 

Maître? ﾒｰﾄﾙ n.m だんな様                                           「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現（être）v.i 〜である                                       「動詞」 

sûr ｼｭｰﾙ adj.(que 〜であることを) 確信した                               「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

cela ｽﾗ pron それは                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                     「目的語」 

ferait ﾌﾚ 条・3 単現(faire)v.t するだろう                       「動詞」 

du bien.》ｼﾞｭ･ﾋﾞﾔﾝ adj. 快適な                               「補語」 

 

「まったく可能だとも！」と、怪物は堂々と答えた。「それではお前が納得するように、そ

れを証明して見せてやろう。いち、に、さん！」［A-3］ 

--- Tout à fait possible, répondit fièrement le monstre. Et pour que vous en ayez la preuve, 

je vais vous le démontrer : un... deux... trois! 》 

《「応答」》,「動詞」「副詞」「主語」, 

《Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」「動詞句」：「掛け声」》 

Tout à fait possible, ﾄｩ･ﾀ･ﾌｪ･ﾎﾟｯｼｰﾌﾞﾙ adj. まったく可能だ                  「応答」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

fièrement ﾌｨｴｰﾙﾓﾝ adv. 堂々と                                            「副詞」 

le monstre. ﾙ･ﾓﾝｽﾄﾙ n.m 怪物は                                           「主語」 

Et ｴ conj. そして 
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pour que +接続法 ﾌﾟｰﾙ･ｸ conj. 〜するために                             「副詞節」 

vous ｳﾞ pron お前が                                             「主語」 

en ｵﾝ adv. その                                            「間接目的語」 

ayez ｴｨｴ 接・2 複現(avoir)v.t 持つ                                 「動詞」 

la preuve, ﾗ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ n.f 証拠を                                   「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                                         「主語」 

vais ...démontrer : ｳﾞｪ...ﾃﾞﾓﾝﾄﾚ 1 単現･近接未来(aller+不定詞) 

   v.t 証明してやろう                                                  「動詞句」 

vous ｳﾞ pron お前に                                               「間接目的語」 

le ﾙ pron それを                                                   「直接目的語」 

un... deux... trois! 》ｱﾝ･ﾄﾞｩ･ﾄﾙゎ adv. いち、に、さん                     「掛け声」 

 

「侯爵、そなたさえよければ、娘の婿になってくださらんか？」［A-3］ 

 《Cela ne dépendra que de vous, Marquis, que vous soyez l’époux de ma fille.》 

《「動詞句」「間接目的語」,「呼びかけ」「主語」》 

《Cela ｽﾗ pron 仮の主語(真の主語は que 以降) 

ne dépendra que ﾇ･ﾃﾞﾎﾟﾝﾄﾞﾗ･ｸ 3 単未(dépendre)v.i (de に) よる、次第である「動詞句」 

  ne ... que 〜 「〜だけ」という強調の意味 

de vous, ﾄﾞｩ･ｳﾞ adv. あなたに                                      「間接目的語」 

Marquis, ﾏﾙｷ n. 侯爵                                                「呼びかけ」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

vous ｳﾞ pron そなたは                                             「主語」 

soyez ｽゎｲｴ 接・2 複現(être)v.i 〜になる                             「動詞」 

l’époux ﾚﾌﾟｰ n.m 夫                                                「補語」 

de ma fille.》ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾌｨｰﾕ adj. 娘の                          「形容詞句」 

 

「狼に食われるくらいなら、むしろあなたの夫に食われるほうがましです。もしかすると、

僕たちを見逃してくれるかもしれないし．．．」［A-4］ 

Nous préférons autant que ce soit votre mari qui nous mange. Peut-être que par chance, 

il aura pitié de nous...》                    《「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞句」》 

Nous ﾇ pron.pl 僕たちは                                                 「主語」 

préférons ﾌﾟﾚﾌｪﾛﾝ 1 複現(préférer)v.t 〜のほうを好む                       「動詞」 

autant que +接続法 ｵｰﾄﾝ･ｸ conj. むしろ〜する事を                       「目的語」 

ce ｽ pron 仮の主語（真の主語は qui 以降） 

soit ｽゎ 接・3 単現･話者の想像(être)v.i 〜である                    「動詞」 

votre mari ｳﾞｫﾄﾙ･ﾏﾘ n.m あなたの夫                               「補語」 
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qui ｷ pron（主語）〜する人は                                     「主語」 

nous ﾇ pron 私たちを                                     「目的語」 

mange. ﾓﾝｼﾞｭ 3 単現(manger)v.t 食べる                       「動詞」 

Peut-être ﾌﾟﾃｰﾄﾙ adv. ひょっとすると〜かもしれない                     「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

par chance, ﾊﾟｰﾙ･ｼｮﾝｽ adv. 幸運にも                      「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                            「主語」 

aura pitié de ｵｰﾗ･ﾋﾟﾁｴ･ﾄﾞｩ 3 単未･推量(avoir pitié de) 

v.t 〜を哀れに思うかもしれない、〜を見逃すかもしれない「動詞句」 

nous...》ﾇ pron 僕たちを                                 「目的語」 

 

しかしながら、親指小僧が盗みを犯したと考えることに気分が悪くなる人たちがいます。こ

のような人たちが語っている次のような話があります。［A-4］ 

 Il existe néanmoins des personnes qui ont du mal à croire que le Petit Poucet ait pu 

commettre ce vol. Voici donc ce que racontent ces derniers. 

「動詞句」「副詞」「主語」┃「動詞句」「副詞」「主語」 

Il existe ｲﾙ･ｴｸﾞｼﾞｽﾄｩ 3 単現･非人称(exister)v.h（= il y a）〜がいる         「動詞句」 

néanmoins ﾈｱﾝﾑゎﾝ adv. しかしながら                                     「副詞」 

des personnes ﾃﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pl.n.f 人々が                                     「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

ont ｵﾝ 3 複現(avoir)v.t 持つ、ある                          「動詞」 

du mal ｼﾞｭ･ﾏﾙ n.m 気分の悪さ                           「目的語」 

à croire ｱ･ｸﾙゎ-ﾙ 不定詞･限定･条件 adv. 〜と思うことに     「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                        「目的語」 

le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧が   「主語」 

ait pu commettre ｴ･ﾋﾟｭ･ｺﾒｯﾄﾙ 接・3 単現･完了形･可能性(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜を犯してしまっただろうと         「動詞句」 

ce vol. ｽ･ｳﾞｫﾙ n.m 盗みを                 「目的語」 

Voici ｳﾞゎｼ adv.,v.i ここに〜がある                                      「動詞句」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それで                                                     「副詞」 

ce ｽ pron 話が                                                          「主語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

racontent ﾗｺﾝﾄｩ 3 複現(raconter)v.t 語る                    「動詞」 

ces derniers. ｾ･ﾃﾞﾙﾆｴ pl.n このような人たちが              「主語」 

il y a と il existe ： 

il y a は、Il y avoir+「目的語」という構文で、il は不特定の「主語」。誰かが「目的語」を
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持っているという意味なので、「目的語」が単数でも複数でも「動詞」は単数形である。 

il existe は、Il exister+「主語」という構文で Il は仮の主語（三人称単数）なので、意味上

の「主語」が単数でも複数でも「動詞」は単数形である。 

 

スガンさんは、山羊を住ませるために牧場の一番いい場所を探し、山羊が存分に動き回れる

ようにとても長いロープを手に取った。［A-5］ 

 M.Seguin chercha le plus bel endroit de son pré pour installer sa chevrette, et pris une 

corde trè longue pour qu’elle puisse largement bouger. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞」「目的語」「副詞節」 

M.Seguin ﾑｯｼｭ･ｽｶﾞﾝ n.m スガンさんは                                    「主語」 

chercha ｼｪﾙｼｬ 3 単過(chercher)v.t 探した                                  「動詞」 

le plus bel endroit ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾍﾞﾙ･ｵﾝﾄﾞｩﾙﾜ n.m 一番いい場所を               「目的語」 

de son pré ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾌﾟﾚ adj. 彼の牧場で                         「形容詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

installer ｱﾝｽﾀﾚ 不定詞 v.t 住まわせる                              「動詞」 

sa chevrette, ｻ･ｼｭｳﾞﾚｯﾄ n.f 彼の山羊を                           「目的語」 

et ｴ conj. そして 

pris ﾌﾟﾘ 3 単過(prendre)v.t 手に取った                                    「動詞」 

une corde trè longue ﾕﾝﾇ･ｺﾙﾄﾞ･ﾄﾚ･ﾛﾝｸﾞ n.f とても長いロープを            「目的語」 

pour qu’ +接続法 ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するように                              「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                              「主語」 

puisse largement bouger. ﾋﾟｭｲｽ･ﾗﾙｼﾞｭﾓﾝ･ﾌﾞｰｼﾞｪ 接・3 単現･可能･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.i 存分に動き回れるだろう                                   「動詞句」 

 

辺りはもう真っ暗になっていましたが、真っすぐ伸びた長い耳のある巨大な黒いシルエッ

トや意地悪く光る 2 つの目が見えました。［A-5］ 

Bien qu’il fasse désormais tout noir, on pouvait reconnaître une énorme silhouette noire 

avec de longues oreilles redressées et deux yeux qui luisaient méchamment. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Bien qu’ +接続法 conj. 〜にもかかわらず、〜ではあるが                   「副詞節」 

il ｲﾙ pron（天候・明暗など） 

fasse ﾌｧｽ 接・3 単現(faire)v.h（天候・明暗など）〜である           「動詞」 

désormais ﾃﾞｿﾞﾙﾒ adv. その時以来                               「副詞句」 

tout noir, ﾄｩ･ﾇゎ-ﾙ adj. 真っ暗の                                  「補語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                          「主語」 

pouvait reconnaître ﾌﾟｳﾞｪ･ﾙｺﾈｰﾄﾙ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 
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   v.t 見分けることができた                                             「動詞句」 

une énorme silhouette noire ﾕﾝﾇ･ｴﾉﾙﾑ･ｼﾙｴｯﾄ･ﾇゎ-ﾙ n.f 巨大な黒いシルエットを「目的語」 

avec de longues oreilles ｱｳﾞｪｯｷ･ﾄﾞｩ･ﾛﾝｸﾞ･ｵﾚｲﾕ adv. 長い耳の        「形容詞句」 

redressées ﾙﾄﾞﾚｯｾ adj.f.pl 真っすぐになった、真っすぐ伸びた「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

deux yeux ﾄﾞｩ･ｼﾞｩ pl.n.m 2 つの目を                                    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

luisaient ﾘｭｲｾﾞ 3 複半(luire)v.i 輝く、光る                「動詞」 

méchamment. ﾒｼｬﾓﾝ adv. 意地悪く                       「副詞」 

 

「朝まで持ちこたえられたら良いのだけれど」と、彼女はつぶやいていた。［A-5］ 

 《Pourvu que je tienne jusqu’au matin...》murmurait-elle alors. 

《Pourvu que「主語」「動詞」「副詞句」》,「動詞」「主語」「副詞」 

《Pourvu que ﾌﾟｰﾙｳﾞｭ･ｷ conj.（願望）〜すればよいのだが 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                         「主語」 

tienne ﾁｴﾝﾇ 接・1 単現･願望(tenir)v.i 持ちこたえる                         「動詞」 

jusqu’au matin...》ｼﾞｭｽｺ･ﾏﾀﾝ adv. 朝まで                                「副詞句」 

murmurait ﾐｭﾙﾐｭﾚ 3 単半(murmurer)v.i つぶやいていた                     「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

alors. ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

 

僕がその時、人の住んでいる地域から千マイルも離れたところにいたということを忘れな

いで欲しい。［B-2］ 

N’oubliez pas que je me trouvais à mille milles de toute région habitée.  

「動詞句」「目的語」 

N’oubliez pas ﾇﾌﾞﾘｴ･ﾊﾟ 接・2 複現･否定･願望(oublier) 

   v.t 忘れないで欲しい                                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

me trouvais ﾑ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単半(se trouver)v.pr（場所に）いた        「動詞句」 

à mille milles de toute région habitée ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾚｼﾞｮﾝ･ｱﾋﾞﾃ 

   adv. 僕が人が住むすべての土地から千マイル離れた所に         「副詞句」 

 

「これは年寄りだよ。うんと長生きする羊が欲しいんだ」［B-2］ 

《Celui-là est trop vieux. Je veux un mouton qui vive longtemps.》 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 
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Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron.m これは                                            「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

trop vieux ﾄﾛ･ｳﾞｭ adj. 年を取り過ぎた                                     「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

veux ｳﾞ 1 単現(vouloir)v.t 欲しい                                          「動詞」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                            「目的語」 

qui ｷ conj. 〜するような                             「形容詞節：mouton」 

vive ｳﾞｨｳﾞ 接・3 単現(vivre)v.i 生きるような      「動詞」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間                   「副詞句」 

 

「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊には、草がうんと必要だと思

う？」［B-2］ 

《C’est tout à fait comme ça que je le voulais! Crois-tu qu’il faille beaucoup d’herbe à ce 

mouton?                      《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

《C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

tout à fait comme ça ﾄｩ･ﾀﾌｪ･ｺﾑ･ｻ n. 全くこんなの                          「補語」 

que ｸ conj. 〜するものは                                                 「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

le ﾙ pron それを（dessiner）                                    「目的語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半(vouloir)v.t 望んでいる                            「動詞」 

Crois ｸﾛゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

faille ﾌｧｲﾕ 接・3 単現(falloir)v.h 必要だと                         「動詞」 

beaucoup d’herbe ﾎﾞｸ･ﾃﾞﾙﾌﾞ n.f 沢山の草が                       「主語」 

à ce mouton ｱ･ｽ･ﾑﾄﾝ adv. この羊に                        「間接目的語」 

 

ぼくが出逢った不慮の災難を、僕は人にはまじめに受け取って欲しいんだ。［B-3］ 

Je désire que l’on prenne mes malheurs au sérieux.         「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

désire ﾃﾞｼﾞｰﾙ 1 単現(désirer)v.t 希望する                                  「動詞」 

que ｸ pron 〜ということを                                             「目的語」 

l’on ﾛﾝ n. 人は（et, ou, que, si の後や文頭では on→l’on と書く）    「主語」 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.t 受け止める                  「動詞」 
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mes malheurs ﾒ･ﾏﾙｰﾙ pl.n.m 僕の災難を                       「目的語」 

au sérieux ｵ･ｾﾘｩ adv. まじめに                       「副詞句：prenne」 

 

なぜなら、僕はこの本を軽々しく読んで貰いたくないから。［B-4］ 

Car je n’aime pas qu’on lise mon livre à la légère.      Car「主語」「動詞句」「目的語」 

Car ｶｰﾙ conj. なぜなら 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’aime pas ﾈｰﾑ･ﾊﾟ 1 単現･否定 v.t 〜を望まない                          「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

on ｵﾝ pron 人々が                                               「主語」 

lise ﾘｰｽﾞ 接・3 単現(lire)v.t 読む                                  「動詞」 

mon livre ﾓﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ n.m この本を                               「目的語」 

à la légère ｱ･ﾗ･ﾚｼﾞｪｰﾙ adv. 軽々しく                            「副詞句」 

 

「そのとおり！でも、なぜ、小さなバオバブを君の羊たちが食べるのを望むの」［B-5］ 

--- C’est exact! Mais pourquoi veux-tu que tes moutons mangent les petits baobabs?》 

《「主語」「動詞」「補語」┃Mais「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》 

C’ ｽ pron それは                                                       「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                            「動詞」 

exact ｴｸﾞｻﾞ adj. 正しい、その通りだ                                     「補語」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして                                           「副詞」 

veux ｳﾞ 2 単現(vouloir)v.t 望む                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                        「主語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                              「目的語」 

tes moutons ﾃ･ﾑﾄﾝ pl.n.m 君の羊が                               「主語」 

mangent ﾓﾝｼﾞｭ 接・3 複現(manger)v.t 食べる                      「動詞」 

les petits baobabs ﾚ･ﾌﾟﾃｨ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m 小さいバオバブを       「目的語」 

 

でも、種というのは目に見えない。土の中でそのうちのどれか一つの種が芽を覚ます気にな

るまで、眠っている。［B-5］ 

Mais les graines sont invisibles. Elles dorment dans le secret de la terre jusqu’à ce qu’il 

prenne fantaisie à l’une d’elles de se réveiller.  

Mais「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞句」 

les graines ﾚ･ｸﾞﾚｰﾇ pl.n.f 種は                                            「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現（être）v.i 〜である                                        「動詞」 

invisibles ｱﾝｳﾞｨｼﾞｰﾌﾞﾙ adj. 目に見えない                                  「補語」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 接続法・現在と現在完了 303 / 668 

Elles ｴﾙ pl.n.f 種たちは                                                  「主語」 

dorment ﾄﾞﾙﾑ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                      「動詞」 

dans le secret de la terre ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｽｸﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｰﾙ ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｽｸﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｰﾙ 

   adv. 地面の中で                                                     「副詞句」 

jusqu’à ｼﾞｭｽｶ adv. 〜するまで                                          「副詞句」 

ce qu’ ｽ･ｸ pron 〜ということ                                   「目的語」 

il ｲﾙ pron 形式主語 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.i 起こる               「動詞」 

fantaisie ﾌｫﾝﾃｼﾞｰ n.f 気まぐれが                         「主語」 

à l’une d’elles ｱ･ﾘｭﾝﾇ･ﾃﾞﾙ adv. 種のどれか一つが     「間接目的語」 

de se réveiller ﾄﾞｩ･ｽ･ﾚｳﾞｪｲｪ adj. 目を覚まそうという「形容詞句：fantaisie」 

 

「花がなぜ、まったく役に立たないとげを作るのに、あれほど多くの苦労を自らに与えてい

るのかを理解しようとすることが、まじめじゃないと言うの？」［B-7］ 

Et ce n’est pas sérieux de chercher à comprendre pourquoi elles se donnent tant de mal 

pour se fabriquer des épines qui ne servent jamais à rien?  

《Et「動詞句」「補語」「主語」》 

Et ｴ conj. そして 

ce ｽ pron 形式主語（真の主語は de chercher 以降） 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                              「動詞句」 

sérieux ｾﾘﾕ adj. 真面目な                                                「補語」 

de chercher à comprendre ﾄﾞｩ･ｼｪﾙｼｪ･ｱ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞句(de chercher à+不定詞) 

   n. 〜を理解しようと努めること                                         「主語」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. その理由を                                   「目的語」 

elles ｴﾙ pron 花たちが                                       「主語」 

se donnent ｽ･ﾄﾞﾝﾇ 3 複現(se donner)v.pr 自らに与える        「動詞句」 

tant de mal ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾏﾙ n. たくさんの苦労を                  「目的語」 

pour+不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                        「副詞句」 

se fabriquer ｽ･ﾌｧﾌﾞﾘｹ 不定詞 v.pr 作る               「動詞句」 

des épines ﾃﾞ･ｾﾞﾋﾟｰﾇ pl.n.f とげを                   「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                            「形容詞節：épines」 

ne servent jamais ﾇ･ｾﾙｳﾞ･ｼﾞｬﾒ 接・3 複現･否定(servir) 

   v.t 役に立たないと思われる         「動詞句」 

à rien ｱ･ﾘﾔﾝ adv. 何のためにも    「間接目的語」 
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「そして、僕の星以外にはどこにも存在しない、この世でたった一輪の花を僕が知っていて、

その花を小さな羊が、ある朝、何をしているのか気づかないまま、このようにただの一撃で

消滅させてしまうかもしれないということが、大事じゃないというのか！」［B-7］ 

Et si je connais, moi, une fleur unique au monde, qui n’existe nulle part, sauf dans ma 

planète, et qu’un petit mouton peut anéantir d’un seul coup, comme ça, un matin, sans 

se rendre compte de ce qu’il fait, ce n’est pas important ça!》 

《Et si「主語」「動詞」「主語」「目的語」 

「主語」「動詞句」「補語」「主語」》 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

connais ｺﾈ 1 単現(connâitre)v.t 知っている                         「動詞」 

moi ﾑゎ pron（強調）僕が                                        「主語」 

une fleur unique ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ･ｲﾆｷ n.f 一本しかない花を              「目的語」 

au monde ｵ･ﾓﾝﾄﾞ adv. この世で                  「副詞句：unique」 

qui ｷ pron 〜する                                     「形容詞節：fleur」 

n’existe ﾈｸﾞｼﾞｽﾄｩ 接・3 単現･否定(exister)v.i 存在しない「動詞句」 

nulle part ﾇﾙ･ﾊﾟｰﾙ adv. どこにも                      「副詞句」 

sauf dans ma planète ｿﾌ･ﾄﾞﾝ･ﾏ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ 

   adv. 僕の星以外は                         「副詞句」 

→そして僕の星以外にはどこにも存在しない、この世でたった一輪の花を僕が知っていて 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ pron 〜する                                      「形容詞節：fleur」 

un petit mouton ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾑﾄﾝ n.m 小さな羊が        「主語」 

peut anéantir ﾌﾟ･ｱﾈｵﾝﾃｨｰﾙ 3 単現・可能性(pouvoir+不定詞) 

   v.t 消滅させるかもしれない                    「動詞句」 

d’un seul coup ﾀﾞﾝ･ｽﾙ･ｸｰ adv.（手段）ただの一撃で「副詞句」 

comme ça ｺﾑｻ adv. このように                   「副詞句」 

un matin ｱﾝ･ﾏﾀﾝ adv. ある朝                     「副詞句」 

sans se rendre compte de ｿﾝ･ｽ･ﾛﾝﾄﾞﾙ･ｺﾝﾄ･ﾄﾞｩ 

   adv. 〜に気づかずに                          「副詞句」 

  se rendre compte de 「〜に気づく」 

ce qu’il fait ｽ･ｷﾙ･ﾌｪ 

 n.m 自分が何をしているかということ  「目的語」 

→ そして、ある朝、小さな羊が、自分が何をしているか分からないうちに、ただの一撃

で消滅させてしまうかもしれない（そのような花を知っていたとしたら） 
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ce ｽ pron そのことが                                                    「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                              「動詞句」 

important ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝ adj. 重要な                                            「補語」 

ça ｻ pron（強調）そのことが                                             「主語」 

 

「もし誰かが、何百万、何千万とある星のうちの一つにしか存在しない一輪の花を愛してい

るなら、それだけでその星たちを眺めるときに十分幸福になれる。」［B-7］ 

《Si quelqu’un aime une fleur qui n’existe qu’à un exemplaire dans les millions et les 

millions d’étoiles, ça suffit pour qu’il soit heureux quand il les regarde.  

《Si「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞」「副詞節」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

quelqu’un ｹﾙｶﾝ n.m 誰かが                                       「主語」 

aime ｴｰﾑ 3 単現(aimer)v.t 愛している                             「動詞」 

une fleur ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ n.f 一輪の花を                              「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                              「形容詞節：fleur」 

n’existe qu’ ﾈｸﾞｼﾞｽﾄ･ｸ 接・3 単現･否定(exister) 

  v.i しか存在しない                    「動詞句」 

à un exemplaire dans les millions et les millions d’étoiles 

   ｱ･ｱﾝ･ｴｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾚｰﾙ･ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾐﾘﾖﾝ･ｴ･ﾚ･ﾐﾘﾖﾝ･ﾃﾞﾄｩﾜｰﾙ 

   adv. 何百万、何千万の星の中の一つに  「副詞句」 

→ もし誰かが何百万、何千万の星の中の一つにしか存在しない一輪の花を愛しているなら 

ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

suffit ｼﾌｨ 3 単現(suffire)v.i (à pour+que+接続法)  

v.i （〜するために）十分である                                        「動詞」 

pour qu’ ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するために                                      「副詞節」 

il ｲﾙ pron その人が                                              「主語」 

soit ｽゎ 接・3 単現(être)v.i 〜になる                              「動詞」 

heureux ｳﾙｰ adj. 幸せ                                           「補語」 

quand ｺﾝ adv. 〜するとき                                      「副詞節」 

il ｲﾙ pron その人が                                      「主語」 

les ﾚ pl.pron その星たちを                             「目的語」 

regarde ﾙｷﾞｬﾙﾄﾞ 3 単現(regarder)v.t 見る                  「動詞」 
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「蝶々と知り合いになりたかったら、二、三匹の毛虫には我慢しなくちゃ。」［B-9］ 

--- Il faut bien que je supporte deux ou trois chenilles si je veux connaître les papillons.  

《「動詞句」「副詞」「主語」「副詞節」》 

Il faut ｲﾙ･ﾌｫ 3 単現(falloir)v.h（非人称）〜しなければならない             「動詞句」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく、しっかり                                            「副詞」 

que +接続法 ｸ conj. 〜ということ                                         「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                   「主語」 

supporte ｼｭﾎﾟﾙﾄ 接・1 単現(supporter)v.t 我慢する                   「動詞」 

deux ou trois chenilles ﾄﾞｩ･ｳ･ﾄﾙゎ･ｼｭﾆｰﾕ pl.n.f 2〜3 匹の毛虫        「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                 「主語」 

veux connaître ｳﾞ･ｺﾈｰﾄﾙ 1 単現･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 知り合いになりたい                                      「動詞句」 

les papillons ﾚ･ﾊﾟﾋﾟﾖﾝ pl.n.m 蝶々                              「目的語」 

 

「もっとよく見えるように、近う寄れ」誰かに対してついに王様になることができて非常 

に鼻が高くなった王様は、そういった。［B-10］ 

《Approche-toi que je te voie mieux》, lui dit le roi qui était tout fier d’être enfin roi pour 

quelqu’un.               《「動詞」「主語」「副詞節」》, 「間接目的語」「動詞」「主語」 

Approche ｱﾌﾟﾛｼｭ 命・2 単現(approcher)v.i 近くに来なさい                  「動詞」 

toi ﾄゎ pron お前は                                                      「主語」 

que ｸ conj.（命令の目的を表す）〜のために                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron わしが                                               「主語」 

te ﾄｩ pron お前を                                             「目的語」 

voie ｳﾞゎ 接・1 単現(voir)v.t 見えるように                         「動詞」 

mieux ﾐﾕ adv. もっとよく                                        「副詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜になった                               「動詞」 

tout fier ﾄｩ･ﾌｨｴ adj. 誇らしい                                   「補語」 

d’ ﾄﾞｩ adv.（原因）〜のために                                 「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i なる                                「動詞」 

enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに、やっと                         「副詞」 

roi ﾙゎ n.m 王様                                       「補語」 
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pour quelqu’un ﾌﾟｰﾙ･ｹﾙｶﾝ adj. 誰かに対して    「形容詞句」 

 

「ではきみが金持ちになると、何の役に立つの？」 

「誰かが他の星を見つけたら、買うことができる」［B-13］ 

---- Et à quoi cela te sert-il d’être riche ? 

---- À acheter d’autres étoiles, si quelqu’un en trouve.》          

《Et「間接目的語」「主語」「間接目的語」「動詞」「主語」》 

《「間接目的語」「副詞節」》 

Et ｴ conj. それで 

à quoi ｱ･ｸゎ adv. 何に                                            「間接目的語」 

cela ｽﾗ pron そのこと                                                  「主語」 

te ﾄｩ pron 君にとって                                            「間接目的語」 

sert ｾｰﾙ 3 単現(servir)v.i (à に) 役に立つ                                 「動詞」 

il ｲﾙ 形式主語（疑問文を作る） 

d’être riche ﾃﾞｰﾄﾙ･ﾘｯｼｭ 不定詞 n. 金持ちになることは                      「主語」 

À acheter d’autres étoiles ｱ･ｱｼｭﾃ･ﾄﾞｰﾄﾙ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ 

 adv. 他の星を買うことに（役立つ）                                「間接目的語」 

si ｼ conj. もし〜するならば                                            「副詞節」 

quelqu’un ｹﾙｶﾝ pron 誰かが                                     「主語」 

en ｵﾝ pron 星を                                              「目的語」 

trouve ﾄﾙｰｳﾞ 接・3 単現(trouver)v.t 見つけることがある           「動詞」 

 

「もし僕がマフラーを持っていたら、それを首にまきつけたり、持ち歩いたりできる。」 

［B-13］ 

《Moi, si je possède un foulard, je puis le mettre autour de mon cou et l’emporter.  

《「主語」,「副詞節」,「主語」「動詞句」》 

Moi ﾑゎ pron 僕が                                                       「主語」 

si ｼ adv. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

possède ﾎﾟｾｰﾄﾞｩ 接・3 単現(posséder)v.t 持っているとする          「動詞」 

un foulard ｱﾝ･ﾌﾗｰﾙ n.m マフラーを                              「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

puis +不定詞 ﾋﾟｭｲ 1 単現(pouvoir+不定詞)v.t 〜することができる          「動詞句」 

le mettre ﾙ･ﾒｯﾄﾙ 不定詞 v.t それを置く                  「目的語」「動詞句」 

autour de mon cou ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｸ adv. 首の周りに               「副詞句」 

et ｴ conj. そして 
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l’emporter ﾛﾝﾎﾟﾙﾃ 不定詞 v.t それを持ち歩く            「目的語」「動詞句」 

 

だけど、探検家に証拠の提出を求める」［B-15］ 

Mais on exige de l’explorateur qu’il fournisse des preuves.  

Mais「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

on ｵﾝ pron（動詞はは人称単数）わしは                                    「主語」 

exige ｴｸﾞｼﾞｼﾞｭ 3 単現(exiger)v.t 強く求める                                「動詞」 

de l’explorateur ﾄﾞｩ･ﾚｸｽﾌﾟﾛﾗﾃｰﾙ adv. その探検家に                   「間接目的語」 

qu’ ｸ conj. 〜することを                                            「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                              「主語」 

fournisse ﾌﾙﾆｽ 接・3 単現(fournir)v.t 提出する                  「動詞」 

des preuves. ﾃﾞ･ﾌﾟﾙｰｳﾞ pl.n.f 証拠を                         「目的語」 

 

才気をひけらかそうとすると、人はちょっとばかし嘘をつくことがある。［B-17］ 

Quand on veut faire de l’esprit, il arrive que l’on mente un peu.  

「副詞節」,「動詞句」「主語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

veut +不定詞 ｳﾞ 3 単現･願望 v. 〜しようとする                   「動詞句」 

faire de l’esprit, ﾌｪｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾚｽﾌﾟﾘ 不定詞 v.t 才気をひけらかす「動詞句」 

il arrive ｲ･ﾗﾘｳﾞ 3 単現(arriver que)v.t 〜がある                          「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                              「主語」 

l’on ﾛﾝ pron 人は                                                  「主語」 

mente ﾓﾝﾄ 接・3 単現(mentir)v.i 嘘をつく（だろう）                 「動詞」 

un peu. ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                          「副詞句」 

 

「誰もが、いつかは自分の星に戻ることができるように、星たちはきらめいているのかな、

と思うことがある。」［B-17］ 

《Je me demande, dit-il, si les étoiles sont éclairées afin que chacun puisse un jour 

retrouver la sienne.              《「主語」「動詞句」》, 「動詞」「主語」,《「目的語」》 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me demande, ﾑ･ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ 1 単現(se demander)v.pr 自問する                「動詞句」 

dit-il, ﾃﾞｨ･ﾃｨﾙ 3 単過(dire)v.t 彼は言った                            「動詞」「主語」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

les étoiles ﾚ･ｾﾞﾄﾜｰﾙ pl.n.f 星たちは                                「主語」 
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sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                   「動詞」 

éclairées ｴｸﾚﾚ adj.pl.f. 輝いた                                     「補語」 

afin que ｱﾌｧﾝ･ｸ conj. 〜するために                               「副詞節」 

chacun ｼｬｸﾝ pron 誰もが                                   「主語」 

puisse un jour retrouver ﾋﾟｭｲｽ･ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾙﾄﾙｳﾞｪ 接・3 単現･可能 

(pouvoir+不定詞+ un jour)v.i いつかは戻ることができる「動詞句」 

la sienne. ﾗ･ｼｴﾝﾇ pron.f 自分の星に                     「目的語」 

 「僕は自問する、誰もが自分の星に戻れるように、星たちは輝いているのだろうかと」 

 

彼は僕に、ごまかしがあったと思うかと訊いた。僕としては、確かにごまかしがあったと思

うと答えた。それから、自分は女に思い知らせるべきかそれと僕が彼の立場だったらどうす

るかと尋ねた。僕は自分だったらどうするかは全くわからないが、女を懲らしめたいという

気持ちは理解できると答えた。［C-1-3］ 

Il m’a demandé si je pensais qu’il y avait de la tromperie, et moi, il me semblait bien qu’il 

y avait de la tromperie, si je trouvais qu’on devait la punir et ce que je ferais à sa place, 

je lui ai dit qu’on ne pouvait jamais savoir, mais je comprenais qu’il veuille la punir. 「主

語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

et「副詞」「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」, 

「直接目的語」et「直接目的語」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                              「主語」 

pensais ﾎﾟﾝｾ 1 単半(penser)v.t 思う                             「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                   「目的語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(il y avoir)v.t あった          「動詞句」 

de la tromperie, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄﾛﾝﾌﾟﾘｰ n.f ごまかし           「目的語」 

et ｴ conj. そして 

moi, ﾑゎ pron 僕としては                                                「副詞」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は qu’il y avait de la tromperie） 

me ﾑ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜のように思われる                      「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 確かに                                                    「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということが                                               「主語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(il y avoir)v.t あった                      「動詞句」 
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de la tromperie, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄﾛﾝﾌﾟﾘｰ n.f ごまかし                       「目的語」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                              「主語」 

trouvais ﾄﾙｳﾞｪ 1 単半(trouver)v.t(que+直説法) 〜であると思う    「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                   「目的語」 

on ｵﾝ pron 自分は                                     「主語」 

devait ...punir ﾄﾞｩｳﾞｪ...ﾋﾟｭﾆｰﾙ 3 単半･義務(devoir+不定詞) 

v.t 罰するべきである                              「動詞句」 

la ﾗｰ pron 女を                                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

ce ｽ pron そのことを                                              「直接目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                              「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                   「主語」 

ferais ﾌﾚ 条・1 単現(faire)v.t するだろう             「動詞」 

à sa place, ｱ･ｻ･ﾌﾟﾗｽ adv. かれの立場では           「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

on ｵﾝ pron 僕は                                             「主語」 

ne pouvait jamais savoir, ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ｼﾞｬﾒ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 3 単半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 全くわからない                                      「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                            「主語」 

comprenais ｺﾝﾌﾟﾙﾈ 1 単半(comprendre)v.t 理解する            「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                 「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                      「主語」 

veuille ...punir.  ｳﾞｲﾕ...ﾋﾟｭﾆｰﾙ 接・3 単現･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 〜を罰したがる                              「動詞句」 

la ﾗ pron 女を                                    「目的語」 

 

彼は僕に、彼の証人になってもらう必要があると言った。［C-1-4］ 

Il m’a dit qu’il fallait que je lui serve de témoin.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                          「直接目的語」 

il fallait ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半･非人称・時制の一致(il falloir) 

v.h(que+接続法) 〜が必要である                           「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                    「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                     「目的語」 

serve ｾﾙｳﾞ 接・1 単現(servir) 

v.i(à qn de+無冠詞名詞)（人）に〜の役目を果たす       「動詞」 

de témoin. ﾄﾞｩ･ﾃﾑゎﾝ adv. 証人として                    「補語」 

 

その日曜日は、僕はなかなか目が覚めず、マリーが僕を呼び起こし、最後には僕を揺り起こ

さなければならないほどだった。［C-1-6］ 

Le dimanche, j’ai eu de la peine à me réveiller et il a fallu que Marie m’appelle et me 

secoue.                  「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」et「動詞句」「主語」 

Le dimanche, ﾙ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ n.m その日曜日に                              「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai eu ｴ･ｲ 1 単現･完了形(avoir)v.t 〜があった                             「動詞句」 

de la peine ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾍﾟｰﾇ n.f 苦労                                         「目的語」 

  peine ﾍﾟｰﾇ n.f 苦労、骨折り（不可算名詞なので部分冠詞 de la を使用する） 

à +不定詞 ｱ adv.（目的）〜するのに                                    「副詞句」 

me réveiller ﾑ･ﾚｳﾞｪｲｪ 不定詞(se réveiller)v.pr 起きる、目が覚める        「動詞句」 

et  

il a fallu que +接続法 ｲ･ﾗ･ﾌｧﾘｭ･ｷ 3 単現･完了形(il falloir que+接続法) 

   v.h 〜しなければならなかった                                        「動詞句」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーが〜すること                                         「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                   「目的語」 

appelle ｱﾍﾟﾙ 接・3 単現(appeler)v.t 呼び起こす                        「動詞」 

et ｴ conj. そして 

me ﾑ pron 僕を                                                   「目的語」 

secoue. ｽｸ 接・3 単現(secouer)v.t 揺り起こす                          「動詞」 

 

マリーはすぐに出かけようと言った。［C-1-6］ 

Elle a voulu qu’on parte tout de suite.                    「主語」「動詞句」「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a voulu ｱ･ｳﾞﾘｭ 3 単現･完了形(vouloir)v.t 望んだ、希望した                「動詞句」 
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qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

on ｵﾝ pron 私たちは                                             「主語」 

parte ﾊﾟﾙﾄｩ 接・3 単現(partir)v.i 出発する                         「動詞」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                          「副詞句」 

 

マリーは一緒に泳ぎたいと言った。［C-1-6］ 

Marie a voulu que nous nagions ensemble.               「主語」「動詞句」「目的語」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーは                                                   「主語」 

a voulu ｱ･ｳﾞﾘｭ 3 単現･完了形(vouloir)(que+接続法 〜するのを) 望んだ     「動詞句」 

que ｸ conj. 〜することを                                               「目的語」 

nous ﾇ pron 僕たちが                                             「主語」 

nagions ﾅｼﾞｮﾝ 接・1 複現(nager)v.i 泳ぐ                            「動詞」 

ensemble. ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                                     「副詞」 

 

バタ足の小さな水音が、午前中僕が疲れを感じるまでずっと、僕たちの後ろについてきた。 

［C-1-6］ 

Le petit bruit de l’eau battue nous a suivis dans le matin jusqu’à ce que je me sente 

fatigué.                                      「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Le petit bruit ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾞﾘｭｲ n.m 小さな音が                                「主語」 

de l’eau battue ﾄﾞｩ･ﾛ･ﾊﾞﾁｭ adj. 打ちつけられた水の                「形容詞句」 

nous ﾇ pron 僕たちに                                                  「目的語」 

a suivis ｱ･ｼｭｲｳﾞｨ 3 単現･完了形(suivre)v.t の後に付いてきた               「動詞句」 

dans le matin ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾏﾀﾝ adv. 午前中                                    「副詞句」 

jusqu’à ｼﾞｭｽ･ｶ adv. 〜まで                                             「副詞句」 

ce ｽ pron その時                                               「目的語」 

que ｸ pron（同格）〜する                              「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                 「主語」 

me sente ﾑ･ｿﾝﾄ 接・1 単現(se sentir) 

v.pr 自分が〜だと感じる                     「動詞句」 

fatigué. ﾌｧﾁｹﾞ adj. 疲れた                        「補語」 

 

「そして、仮に私が何も反論することが出来なければ、そのことが、検察側にとって強力な

論拠になってしまうでしょう」［C-2-1］ 

Et ce sera un gros argument pour l’accusation, si je ne trouve rien à répondre.»  

《Et「主語」「動詞」「補語」,「副詞節」》 

Et ｴ conj. そして 
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ce ｽ pron このことは                                                    「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未･推測(être)v.i 〜になるだろう                                「動詞」 

un gros argument ｱﾝ･ｸﾞﾛ･ｱﾙｷﾞｭﾓﾝ n.m 強力な論拠                         「補語」 

pour l’accusation, ﾌﾟｰﾙ･ﾗｷｭｻﾞｼｵﾝ adv. 検察側にとって               「副詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                  「主語」 

ne trouve rien à répondre.» ﾇ･ﾄｩﾙｰｳﾞ･ﾘﾔﾝ･ｱ･ﾚﾎﾟﾝﾄﾞﾙ 接・1 単現･発見･否定･推測 

   v.t 何も答えることができない                                  「動詞句」 

   trouver à+不定詞 「〜できる、〜する手段を見つける」 

 

「あなたは望むのですか？」と、彼は叫んだ。「私の人生が無意味になることを」［C-2-1］ 

«Voulez-vous, s’est-il exclamé, que ma vie n’ait pas de sens?»  

《「動詞」「主語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」,《「目的語」》 

«Voulez ｳﾞﾚ 2 複現･疑問文(vouloir)v.t 望むのですか                         「動詞」 

vous, ｳﾞ pron あなたは                                                  「主語」 

s’est ...exclamé, ｾ...ｴｸｽｸﾗﾒ 3 単現･完了形(s’exclamer)v.pr 叫んだ           「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

   願望に対する従属節は接続法を用いる 

ma vie ﾏ･ｳﾞｨｰ n.f 私の人生が                                      「主語」 

n’ait pas ﾈ･ﾊﾟ 接・3 単現･否定･推量(avoir)v.t なくなるだろう       「動詞句」 

de sens?» ﾄﾞｩ･ｿﾝ n.m 意味が                                     「目的語」 

 

独房に移ってから 1 度、僕は看守にタバコを返してくれないだろうかと頼んでみた。 

［C-2-2］ 

Une fois en cellule, j’ai demandé qu’on me les rende.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Une fois ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. 1 度                                              「副詞句」 

en cellule, ｵﾝ･ｾﾘｭﾙ adv. 独房で                                   「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander)v.t 頼んだ                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

on ｵﾝ pron 看守が                                               「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                            「間接目的語」 

les ﾚ pron.pl タバコを                                      「直接目的語」 

rende. ﾚﾝﾄﾞｩ 接・3 単現･願望(rendre)v.t 返してくれないだろうか     「動詞」 
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「そして、いくらか価値がありそうなのは、あなたの事件と親殺しだけだったのです。」 

［C-2-3］ 

Et il n’y avait que votre histoire et celle du parricide qui vaillent quelque chose.»  

《Et「動詞句」「目的語」「主語」》 

Et ｴ conj. そして 

il n’y avait que ｲﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ･ｷ 3 単半･否定･限定･存在(il’y avoir+ne...que) 

  v.t 〜しかなかった                                                   「動詞句」 

votre histoire ｳﾞｫﾄﾙ･ｲｽﾄゎ-ﾙ n.f あなたの事件                            「目的語」 

et ｴ conj. そして 

celle ｾﾙ pron 事件                                                      「目的語」 

du parricide ｼﾞｭ･ﾊﾟﾘｼﾄﾞ adj. 親殺しの                          「形容詞句」 

qui ｷ pron.pl（主語、先行詞なしで）〜は                                  「主語」 

vaillent ｳﾞｧﾕ 接・3 複現･推量(valoir)v.i 価値があると思われる          「動詞」 

   価値を示す名詞が「補語」になる 

quelque chose.» ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f いくらか                              「補語」 

   Combien vaut cette bague? --- Ça vaut dix mille francs.  

   その指輪はいくらですか？―― 1 万フランです。 

 

僕の意見を聞こうともせずに、僕の運命は決定されようとしている。［C-2-4］ 

Mon sort se réglait sans qu’on prenne mon avis.          「主語」「動詞句」「副詞句」 

Mon sort ﾓﾝ･ｿｰﾙ n.m 僕の運命が                                          「主語」 

se réglait ｽ･ﾚｸﾞﾚ 3 単半･再帰受動･時制の一致(se régler) 

v.pr 取り決められようとしている                                     「動詞句」 

sans ｿﾝ prep 〜なしに                                                 「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                        「目的語」 

on ｵﾝ pron 人々が                                        「主語」 

prenne ﾌﾟﾚﾝﾇ 接・3 単現(prendre)v.t 受け取る、採用する     「動詞」 

mon avis. ﾓ･ﾅｳﾞｨ n.m 僕の意見を                         「目的語」 

 

ここで検事は僕の方に振り向き、僕を打ちのめすような言葉を浴びせながら僕を指さした

が、実のところ僕にはどうしてそんなことをするのか分からなかった。［C-2-4］ 

A ce moment, il s’est tourné vers moi et m’a désigné du doigt en continuant à m’accabler 

sans qu’en réalité je comprenne bien pourquoi.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」et「目的語」「動詞句」「副詞句」 

A ce moment, ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時、ここで                              「副詞句」 
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il ｲﾙ pron 検事は                                                        「主語」 

s’est tourné ｾ･ﾄﾙﾈ 3 単現･完了形(se tourner)v.pr(vers の方に) 振り向いた   「動詞句」 

vers moi ｳﾞｪｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕の方に                                       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a désigné ｱ･ﾃﾞｼﾞﾆｪ 3 単現･完了形(désigner)v.t 指し示した                「動詞句」 

du doigt ｼﾞｭ･ﾄﾞｩﾜ adv.（手段）指で                                     「副詞句」 

en continuant à m’accabler ｵﾝ･ｺﾝﾁﾆｭｵﾝ･ｱ･ﾏｶﾌﾞﾚ ジェロンディフ(continuer) 

   adv.(+à+不定詞) 僕に攻撃的な言葉を浴びせ続けながら                  「副詞句」 

   continuer à+不定詞 「〜し続ける」accabler ｱｶﾌﾞﾚ v.t（悪口を）浴びせる、打ちのめす 

sans qu’ +接続法 ｿﾝ･ｷ conj.（結果）〜することなしに                     「副詞節」 

en réalité ｵﾝ･ﾚｱﾘﾃ adv. 実のところ、実際は                      「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

comprenne ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾇ 接・1 単現･否定文(comprendre)v.t 分からない    「動詞」 

bien pourquoi. ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうしてかよく〜ない            「副詞句」 

 

「皆さん、私は驚いています」と、彼は付け加えた。「皆さんが、この養老院のことで、こ

れほど大騒ぎをするとは」［C-2-4］ 

«Je m’étonne, messieurs, a-t-il ajouté, qu’on ait mené si grand bruit autour de cet asile.  

《「主語」「動詞句」,「呼びかけ」》,「動詞句」「主語」「動詞句」,《「目的語」》 

«Je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 

m’étonne, ﾒﾄﾇ 3 単現(s’étonner)v.pr 驚いている                           「動詞句」 

messieurs, ﾒｯｼｭｰ pl.n.m 皆さん                                       「呼びかけ」 

a... ajouté, ｱ...ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajouter)v.t 付け加えた                  「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

   精神活動を表す動詞（ここでは s’étonner）に導かれる節は、接続法を使用する 

on ｵﾝ pron（動詞は三人称単数形）皆さんは                         「主語」 

ait mené ｴ･ﾑﾈ 接・3 単現･完了形(mener)v.t 〜に至った            「動詞句」 

si grand bruit ｼ･ｸﾞﾗﾝ･ﾌﾞﾘｭｲ n.m これほどの大騒ぎ                「目的語」 

autour de cet asile. ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｱｼﾞｰﾙ adv. この養老院のことで  「副詞句」 

 

僕自身に何かが起こる時には、僕はその場に居たいと思う。［C-2-5］ 

Quand il m’arrive quelque chose, je préfère être là.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞」 

Quand ｺﾝ conj.（仮定･条件）〜する時は                                 「副詞節」 
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il ｲﾙ pron 非人称 

m’ ﾑ pron 僕に                                             「間接目的語」 

arrive ｱﾘｳﾞ 3 単現･非人称(il arrive qch)v.h（à qn 人に）起こる       「動詞」 

quelque chose, ｹﾙｷ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かが                                「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

préfère être ﾌﾟﾚﾌｪｰﾙ･ｴｰﾄﾙ 接・1 単現･願望･帰結･存在(préférer+不定詞) 

   v.i 〜にいたいと思う                                                「動詞句」 

   préférer+不定詞 「〜するほうがよい、〜したいと思う」 

là. ﾗｰ adv. そこに                                                        「副詞」 

 

だから結局僕は、昼間は少しだけ眠って、夜は一晩中、空からガラス窓に光が差し込むのを

辛抱強く待った。［C-2-5］ 

C’est pourquoi j’ai fini par ne plus dormir qu’un peu dans mes journées et, tout le long 

de mes nuits, j’ai attendu patiemment que la lumière naisse sur la vitre du ciel. 

C’est pourquoi「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

C’est pourquoi ｾ･ﾌﾟﾙｸゎ conj. それゆえ、だから 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai fini par ne plus dormir ｴ･ﾌｨﾆ･ﾊﾟｰﾙ･ﾇ･ﾌﾟﾘｭ･ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 1 単現･完了形･結局 

   (finir par+不定詞)v.i 結局もう眠らなかった                            「動詞句」 

qu’un peu ｸゎﾝﾌﾟ adv.(ne que) 少ししか                                 「副詞句」 

dans mes journées ﾄﾞﾝ･ﾒ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 昼間には                            「副詞句」 

et, ｴ conj. そして 

tout le long de mes nuits, ﾄ･ﾙ･ﾛﾝ･ﾄﾞ･ﾒ･ﾆｭｲ adv. 夜の間中は                「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai attendu ｴ･ｱﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形(attendre)v.t 待った                    「動詞句」 

patiemment ﾊﾟｼｬﾓﾝ adv. 辛抱強く                                         「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

la lumière ﾗ･ﾘｭﾐｴｰﾙ n.f 光が                                      「主語」 

naisse ﾈｽ 接・3 単現(naître)v.i 生まれる、（光が）さす               「動詞」 

sur la vitre ｼｭｰﾙ･ﾗ･ｳﾞｨｰﾄﾙ adv. ガラス窓の上に                   「副詞句」 

du ciel. ｼﾞｭ･ｼｴﾙ adv.（場所）空から                      「副詞句」 
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ほんの微かな摩擦音を、僕が足音と聞き間違えて戸口に駆け寄ったとしても、戸口の板に耳

を押し当てて、狂ったように待ち続け、自分の呼吸の音が聞こえて、それがしゃがれていて、

犬の喘ぎ声に良く似ていると気付いて怯えたとしても、結局の所、僕の心臓は破裂しない。

僕はまた 24 時間儲けたのだ。［C-2-5］ 

Même si le moindre glissement me jetait à la porte, même si, l’oreille collée au bois, 

j’attendais éperdument jusqu’à ce que j’entende ma propre respiration, effrayé de la 

trouver rauque et si pareille au râle d’un chien, au bout du compte mon coeur n’éclatait 

pas et j’avais encore gagné vingt-quatre heures. 

「副詞節」,「副詞句」「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Même si ﾒｰﾑ･ｼ conj. たとえ〜であっても                                「副詞節」 

le moindre glissement ﾙ･ﾑゎﾝﾄﾞﾙ･ｸﾞﾘｽﾓﾝ n.m ほんの微かな摩擦音が  「主語」 

   何かの擦れる音を、足音ではないかと聞き間違えたとしたら 

me ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

jetait ｼﾞｭﾃ 3 単半･仮定(jeter)v.t（場所に）押しやった、駆けよらせた  「動詞」 

à la porte, ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 戸口へ                                 「副詞句」 

même si, ﾒｰﾑ･ｼ conj. たとえ〜であっても                                「副詞節」 

l’oreille ﾛﾚｲﾕ n.f（様態）耳で                                    「副詞句」 

collée ｺﾚ adj(collé).f ぴったりついた                      「形容詞」 

au bois, ｵ･ﾌﾞゎ adv.（戸口の）木材に              「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

attendais ｱﾄﾝﾃﾞ 1 単半･時制の一致(attendre)v.i 待つ                 「動詞」 

éperdument ｴﾍﾟﾙｼﾞｭﾓﾝ adv. 狂ったように                           「副詞」 

jusqu’à ｼﾞｭｽｶ prep（時間）〜まで、（結果）そして〜する      「副詞句」 

ce que ｽ･ｸ conj. 〜ということ                       「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                               「主語」 

entende ｵﾝﾄﾝﾄﾞｩ 接・1 単現(entendre)v.t 聞く   「動詞」 

ma propre respiration, ﾏ･ﾌﾟﾛﾌﾟﾙ･ﾚｽﾋﾟﾗｼｮﾝ 

 n.f 自分の呼吸音を                       「目的語」 

effrayé ｴﾌﾚｲｴ 過去分詞･仮定･譲歩(effrayer) 

adv. 怯えたとしても                      「副詞句」 

de +不定詞 不定詞･理由 adv. 〜して       「副詞句」 

la ﾗ pron（respiration の代用）それが「目的語」 

trouver ﾄｩﾙｳﾞｪ 不定詞 v.t 〜と思う     「動詞」 

rauque ﾛｷ adj. しゃがれた             「補語」 

et ｴ conj. そして 

si pareille ｼ･ﾊﾟﾚｲﾕ 
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 adj(pareil).f とても良く似た         「補語」 

au râle ｵ･ﾗｰﾙ adv. 喘ぎ声に    「副詞句」 

d’un chien, ﾀﾞﾝ･ｼﾔﾝ adj. 犬の「形容詞句」 

au bout du compte ｵ･ﾌﾞ･ｼﾞｭ･ｺﾝﾄ adv. 結局、要するに                     「副詞句」 

mon coeur ﾓﾝ･ｹｰﾙ n.m 僕の心臓は                                        「主語」 

n’éclatait pas ﾈｸﾗﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定･時制の一致(éclater)v.i 破裂しない       「動詞句」 

et ｴ conj. そしえ 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais encore gagné ｱｳﾞｪ･ｵﾝｺｰﾙ･ｶﾞﾆｪ 1 単半･完了形(gagner)v.t また儲けた  「動詞句」 

vingt-quatre heures. ｳﾞｧﾝ･ｷｬﾄﾙ･ｴｰﾙ pl(heure).n.f 24 時間                 「目的語」 

 

要するに、これ以上明白なことは無い。それが今すぐだろうが 20 年後だろうが、死ぬのは

いつでも僕自身なのだ。［C-2-5］ 

Rien n’était plus clair, en somme. C’était toujours moi qui mourrais, que ce soit 

maintenant ou dans vingt ans. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」 

Rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                                「主語」 

n’était ﾈﾃ 3 単半･否定･時制の一致(être)v.i 〜でない                         「動詞」 

plus clair, ﾌﾟﾘｭ･ｸﾚｰﾙ adj. より明白な                                      「補語」 

en somme. ｵﾝ･ｿﾑ adv. 要するに、結局                                   「副詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                                「動詞」 

toujours moi ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ﾑゎ pron いつでも僕                                 「補語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                        「形容詞節」 

mourrais, ﾑﾚ 条・1 単現･推量(mourir)v.i 死ぬことになるのは   「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

ce ｽ pron それが                                                   「主語」 

soit ｽゎ 接・3 単現･仮定(être)v.i 〜である                            「動詞」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今                                         「補語」 

ou ｳ conj. または 

dans ﾄﾞﾝ prep（時間）〜後に                                       「補語」 

vingt ans. ﾄﾞﾝ･ｳﾞｧﾝ･ﾀﾝ pl(an).n.m 20 年                      「目的語」 

   dans ﾄﾞﾝ prep（限定しの付かない数字の前で、現在を起点として）〜後に 
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接続法・半過去と半過去完了 

 

しかし末っ子だけは目を覚ましたままでした：彼は、兄たちが頭に被っている帽子を娘たち

の冠と取り換えるために、家じゅうが寝付くのを待っていたのです。［A-4］ 

Mais seul le benjamin resta réveillé : il attendait que toute la maison se fût endormie 

pour remplacer les bonnets que portaient ses s sur leur tête avec les couronnes des filles...               

Mais「主語」「動詞」「補語」：「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

seul le benjamin ｽｰﾙ･ﾙ･ﾊﾞﾝｼﾞｬﾏﾝ n.m 末っ子だけは                         「主語」 

resta ﾚｽﾀ 3 単過(rester)v.i 〜のままでいた                                 「動詞」 

réveillé : ﾚｳﾞｪｲｪ 過去分詞(réveiller)adj. 目覚めた                           「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

attendait ｱﾄﾝﾃﾞ 3 単半(attendre)v.t 待っていた                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

toute la maison ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家中が                             「主語」 

se fût endormie ｽ･ﾌｭ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐｰ 接・3 単半･完了形.f(s’endormir) 

v.pr 寝付いた                                                 「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

remplacer ﾛﾝﾌﾟﾗｾ 不定詞 v.t 取り替える                            「動詞」 

les bonnets ﾚ･ﾎﾞﾈ pl.n.m 帽子を                                 「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

portaient ﾎﾟﾙﾃ 3 複半(porter)v.t かぶっていた      「動詞」 

ses frères ｾ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 兄たちが                 「主語」 

sur leur tête ｼｭｰﾙ･ﾚｰﾙ･ﾃｯﾄ adv. 頭に            「副詞句」 

avec les couronnes des filles... ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚ･ｸﾛﾝｳ･ﾃﾞ･ﾌｨｰﾕ 

   adv. 娘たちの冠と                                            「副詞句」 

 

人が住むすべての地域から、千マイルも離れていて、その上、死の危険にさらされている時、

羊の絵を描くなどということが、どんなに馬鹿げているように見えようと、僕はポケットか

ら一枚の紙と万年筆を取り出した。［B-2］ 

Aussi absurde que cela me semblât à mille milles de tous les endroits habités et en 

danger de mort, je sortis de ma poche une feuille de papier et un stylographe.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Aussi 形容詞 que + 接続法 どんなに〜であっても                        「副詞節」 

Aussi ｵｼ adv. どれほど                                          「副詞」 

absurde ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞｩ adj.馬鹿げた                                   「補語」 
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que ｸ conj. 〜ということ                                    「形容詞節」 

cela ｽﾗ pron これが（羊の絵を描く事）                 「主語」 

me ﾑ pron 私に                                 「間接目的語」 

semblât ｿﾝﾌﾞﾗ 接・3 単半(sembler)v.i 見えても          「動詞」 

à mille milles de tous les endroits habités ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｩ･ﾚ･ｵﾝﾄﾞﾛﾜ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む地域から千マイルも離れて            「副詞句」 

et en danger de mort ｴ･ｵﾝ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ﾓｰﾙ 

adv そして死の危険にさらされて                  「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sortis ｿﾙﾃｨ 1 単過(sortir)v.t 取り出した                                     「動詞」 

de ma poche ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾎﾟｯｼｭ adv. ポケットから                              「副詞句」 

une feuille de papier et un stylographe ﾕﾝﾇ･ﾌｲﾕ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾋﾟｴ･ｴ･ｱﾝ･ｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌ 

pl.n. 一枚の紙と万年筆を                                             「目的語」 

 

羊が低木を食べることが、なぜそんなに大事なのか、僕にはわからなかった。しかし、王子

様は付け加えた：［B-5］ 

Je ne compris pas pourquoi il était si important que les moutons mangeassent les 

arbustes. Mais le petit prince ajouta:  

「主語」「動詞句」「目的語」┃Mais「主語」「動詞」： 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne compris pas ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾘ･ﾊﾟ 1 単過･否定(comprendre)v.t 分からなかった     「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ n. どうして〜であるかということ                       「目的語」 

il ｲﾙ pron 形式主語（真の主語は que 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                  「動詞」 

si important ｼ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝ adj. そんなに大事な                       「補語」 

que ｸ conj. 〜ということが                                      「主語」 

les moutons ﾚ･ﾑﾄﾝ pl.n.m 羊が                            「主語」 

mangeassent ﾓﾝｼﾞｬｽ 接・3 複半･推量(manger) 

v.t 食べるだろう                                       「動詞」 

les arbustes ﾚ･ｻﾞﾙﾋﾞｭｽﾄ pl.n.m 低木を                   「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

ajouta: ｱｼﾞｭﾀ 3 単過(ajouter)v.t 付け加えた                                「動詞」 
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僕をひどく苛立たせたあの爪の話だって、あるいは僕をほろりとさせるはずだったかもし

れない．．．」［B-8］ 

Cette histoire de griffes, qui m’avait tellement agacé, eût dû m’attendrir ...》 

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」》 

Cette histoire de griffes ｾｯﾄ･ｲｽﾄﾜｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｸﾞﾘﾌ n.f あの爪の話                「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                     「形容詞節：histoire」 

m’ ﾑ pron 私を                                「目的語」 

avait tellement agacé ｱｳﾞｪ･ﾃﾙﾓﾝ･ｱｶﾞｾ 3 単半･完了形(agacer) 

   v.t ひどく苛立たせた                        「動詞句」 

eût dû +不定詞 ｲ･ｼﾞｭ 接・3 単半･完了形（条件法過去第二型）(devoir+不定詞) 

   v.t 〜するはずだったかもしれない                                    「動詞句」 

m’attendrir ﾏﾄﾝﾄﾞﾘｰﾙ 不定詞(attendrir+me) 

   v.t 私の心を動かす                                          「動詞句」 

 

彼女は泣いているところを彼に見られたくなかったからそう言った。それはそんなにも勝

気な花だった．．．［B-9］ 

Car elle ne voulait pas qu’il la vît pleurer. C’était une fleur tellement orgueilleuse ... 

「副詞節」┃「主語」「動詞」「補語」 

Car ｶｰﾙ conj. なぜなら〜なので                                         「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 花は                                                 「主語」 

ne voulait pas ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ 3 単半･否定(vouloir)v.t 望まなかった       「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                           「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                        「目的語」 

vît ｳﾞｨ 接・3 単半(voir)v.t 見るだろう                       「動詞」 

pleurer ﾌﾟﾙﾚ 不定詞 v.i（花が）泣く                         「補語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

une fleur ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花                                                 「補語」 

tellement orgueilleuse ﾃﾙﾓﾝ･ｵﾙｸﾞｲﾕｰｽﾞ adj. とても誇り高い        「形容詞句」 

 

なぜなら、自分の権威が尊重されることに何よりも執着していたから。［B-9］ 

Car le roi tenait essentiellement à ce que son autorité fût respectée.  

Car「主語」「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Car ｶｰﾙ conj. なぜなら 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 
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tenait ﾄｩﾈ 3 単半(tenir)v.i (à に) 執着していた、こだわっていた             「動詞」 

essentiellement ｴｿﾝｼｪﾙﾓﾝ adv. なによりも                                 「副詞」 

à ce que ｱ･ｽ･ｸ adv. 〜ということに                                 「間接目的語」 

son autorité ｿﾉﾄﾘﾃ n.f 彼の権威が                              「主語」 

  所有形容詞女性形 sa は、母音又は無音の h で始まる語の前では son となりリエゾンする 

fût respectée ﾌｭ･ﾚｽﾍﾟｸﾃ 接・3 単半･受動(respecter)v.t 尊重される「動詞句」 

 

《あの人だけは、ぼくの友達にできたかもしれないな。［B-15］ 

Celui-là est le seul dont j’eusse pu faire mon ami.            《「主語」「動詞」「補語」 

Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron あの人は                                            「主語」 

est ｴ (être)v.i 〜である                                                   「動詞」 

le seul ﾙ･ｽﾙ n.m 唯一の人                                                「補語」 

dont ﾄﾞﾝ pron それと〜する                                          「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                「主語」 

eusse pu faire ｲｽ･ﾋﾟｭ･ﾌｪｰﾙ 接・1 単半･完了形(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜することができたかもしれない                         「動詞句」 

  faire de （人）son ami 「人を友達にする」→ dont が使用される 

mon ami. ﾓ･ﾅﾐ n.m 友達                                      「目的語」 

 

彼が知っていた山は、彼の膝に達する三つの火山だけ。［B-19］ 

Les seules montagnes qu’il eût jamais connues étaient les trois volcans qui lui arrivaient 

au genou.                                                  「主語」「動詞」「補語」 

Les seules montagnes ﾚ･ｽﾙ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ pl.n.f 山は〜だけ                        「主語」 

qu’ ｸ pron 〜する                                                    「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                「主語」 

eût jamais connues ｲ･ｼﾞｬﾒ･ｺﾆｭ 接・3 単半･完了形(connaître) 

v.t それまでに知っていた                                  「動詞句」 

 jamais ｼﾞｬﾒ adv. かつて、今までに 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

les trois volcans ﾚ･ﾄﾙゎ･ｳﾞｫﾙｺﾝ pl.n.m 3 の火山                             「補語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

lui ﾘｭｲ pron 彼の                                         「間接目的語」 

arrivaient ｱﾘｳﾞｪ 3 複半(arriver)v.i 達する                         「動詞」 

au genou. ｵ･ｼﾞｭﾇ adv. 膝に                                「間接目的語」 
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「昨日と同じ時刻に来たほうがよかったね」と狐が言った。［B-21］ 

《Il eût mieux valu revenir à la même heure, dit le renard.  

《「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」,  

Il ｲﾙ pron 非人称主語 

eût mieux valu ｲ･ﾐﾕ･ｳﾞｧﾘｭ 接・3 単半･完了形（条件法過去第 II 型）(valoir+ mieux) 

   v.i もっと価値があっただろう                                        「動詞句」 

revenir ﾙｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i やってくる事が                                  「主語」 

à la même heure, ｱ･ﾗ･ﾒｰﾑ･ｳｰﾙ adv. 同じ時刻に                      「副詞句」 

  「同じ時刻にやって来たとしたら」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le renard. ﾙ･ﾙﾅｰﾙ n.m キツネが                                           「主語」 

 

地球の上で、これ以上に壊れやすいものはないようにさえ思われた。［B-24］ 

Il me semblait même qu’il n’y eût rien de plus fragile sur la Terre.  

「間接目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

Il ｲﾙ pron 非人称（真の主語は même qu’以降） 

me ﾑ pron 私には                                                 「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜のように思われた                      「動詞」 

même ﾒｰﾑ adv. 〜とさえ                                                 「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                  「主語」 

il n’y eût ｲﾙ･ﾆ･ｲ 接・3 単半･否定(il y a)v.t なかっただろう            「動詞句」 

rien 何も                                                           「主語」 

de plus fragile ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾗｼﾞｰﾙ adj. これ以上に壊れやすい    「形容詞句」 

sur la Terre. ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾃｰﾙ adv. 地球上に                              「副詞句」 

 

ぼくは、彼に骨折らせたくなかった：［B-25］ 

Je ne voulais pas qu’il fît un effort :                     「主語」「動詞句」「目的語」： 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voulais pas ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ 1 単半･否定(vouloir)v.t 望まなかった              「動詞句」 

qu’ ｸ conj.（話者の考えなので接続法）〜ということを                     「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                   「主語」 

fît ﾌｨ 接・3 単半(faire)v.t するだろう                               「動詞」 

un effort : ｱﾝ･ｴﾌｫｰﾙ n.m 骨折りを、努力を                        「目的語」 

 

思い煩う必要など、どこにあろう．．．（、とぼくは思った）［B-25］ 

Pourquoi fallait-il que j’eusse de la peine ...                   「副詞」「動詞」「主語」 
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Pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. なぜ、どうして                                     「副詞」 

fallait-il ﾌｧﾚ･ﾃｨﾙ 3 単半･疑問文(falloir) 

v.h（時制の一致）〜しなければならないのか？                         「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                               「主語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                    「主語」 

eusse ｲｽ 接・1 単半(avoir)v.t もつ、〜する                           「動詞」 

de la peine ... ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾍﾟｰﾇ n.f 苦労を                               「目的語」 

  avoir de la peine 「心を痛める、思い煩う」 

  反語的に「何を思い煩う必要があろうか！」「思い煩う必要などない！」 

 

僕はいまだになぜかわからないのだが、僕がこのことで悪く言われているとは今まで知ら

なかったと答えて、さらに、母さんを看護してもらうだけの十分なお金がなかったので、養

老院は自分にとっては自然な成り行きに思われたと答えた。［C-1-5］ 

J’ai répondu, je ne sais pas encore pourquoi, que j’ignorais jusqu’ici qu’on me jugeât mal 

à cet égard, mais que l’asile m’avait paru une chose naturelle puisque je n’avais pas assez 

d’argent pour faire garder maman.  

「主語」「動詞句」,「副詞節」, 「目的語」mais「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai répondu, ｴ･ﾚﾎﾟﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形(répondre)v.t 答えた                  「動詞句」 

  副詞節が挿入されている                                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne sais pas ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない、知らない    「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ、いまだに                                 「副詞」 

pourquoi, ﾌﾟﾙｸゎ adv. なぜか                                     「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

ignorais ｲﾆｮﾚ 1 単半(ignorer)v.t 知らなかった                       「動詞」 

jusqu’ici ｼﾞｭｽｷｼ adv. 今まで                                     「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

on ｵﾝ pron 人が                                          「主語」 

me ﾑ pron 僕を                                         「目的語」 

jugeât ﾓﾝｼﾞｬ 接・3 単半･推量(juger)v.t 評価しているとは     「動詞」 

mal ﾏﾙ adv. 悪く                                         「副詞」 

à cet égard, ｱ･ｾｯﾄ･ｴｶﾞｰﾙ adv. この件で                   「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 
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l’asile ﾗｼﾞｰﾙ n.m 養老院は                                        「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとっては                                     「間接目的語」 

avait paru ｱｳﾞｪ･ﾊﾟﾘｭ 3 単半･完了形(paraître)v.i 〜のように思われた「動詞句」 

une chose naturelle ﾕﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ･ﾅﾁｭﾚﾙ n.f 自然なこと                 「補語」 

puisque ﾋﾟｭｲｽｷ conj. 〜なので                                   「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                           「主語」 

n’avais pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(avoir)v.t なかった          「動詞句」 

assez d’argent ｱｾ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ n.m 十分なお金が               「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的）〜するために               「副詞句」 

faire garder ﾌｪｰﾙ･ｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞･使役 

v.t 看護をしてもらう                            「動詞句」 

maman. ﾏﾓﾝ n.f 母さんを                          「目的語」 

 

それから僕は、動かなくなった体に向かってさらに 4 回撃った。銃弾は痕跡をとどめずに

吸い込まれていった。［C-1-6］ 

Alors, j’ai tiré encore quatre fois sur un corps inerte où les balles s’enfonçaient sans qu’il 

y parût.                            「副詞」,「主語」「動詞句」「副詞句」,「副詞節」 

Alors, ｱﾛｰﾙ adv. それから                                                「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai tiré ｴ･ﾁﾚ 1 単現･完了形(tirer)v.t 撃った                               「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. さらに                                                 「副詞」 

quatre fois ｸゎﾄﾙ･ﾌゎ adv. 4 度、4 回                                    「副詞句」 

sur un corps ｼｭｰﾙ･ｱﾝ･ｺｰﾙ adv. 体に                                     「副詞句」 

inerte ｲﾈﾙﾄ adj. 動かない                                      「形容詞」 

où ｳ conj.（継続）そこで〜する                                         「副詞節」 

les balles ﾚ･ﾊﾞﾙ pl.n.f 球は                                        「主語」 

s’enfonçaient ｿﾝﾌｫﾝｾ 3 複半(s’enfoncer)v.pr 潜り込んでいった       「動詞句」 

sans qu’ +接続法 ｿﾝ･ｷ conj. 〜することなしに                     「副詞節」 

il y parût. ｲ･ﾘ･ﾊﾟﾘｭ 接・3 単半･非人称･推測(il y paraître) 

v.h そこにあると思われた                             「動詞句」 

   → 存在しないかのように → 痕跡をとどめずに 

 

僕は、司法当局がこんな細々したことまで面倒を見てくれるのは、とても便利だと思った。 

［C-2-1］ 

J’ai trouvé qu’il était très commode que la justice se chargeât de ces détails.  

「主語」「動詞句」「目的語」 
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J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai trouvé ｴ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形(trouver)v.t(que 〜であると) 思った       「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                  「動詞」 

très commode ﾄﾚ･ｺﾓｯﾄﾞ adj. とても便利な                         「補語」 

que ｸ conj. 〜ということは                                       「主語」 

la justice ﾗ･ｼﾞｭｽﾃｨｽ n.f 司法当局が、司法警察が              「主語」 

se chargeât ｽ･ｼｬﾙｼﾞｬ 接・3 単半(se charger) 

v.pr(de を) 面倒を見る                                 「動詞句」 

de ces détails. ﾄﾞｩ･ｾ･ﾃﾞﾀｲﾕ pl.n.m こんな細々したことを 「間接目的語」 

 

確実に言えることは、母さんが死ななかったほうが良かったということだ。［C-2-1］ 

Ce que je pouvais dire à coup sûr, c’est que j’aurais préféré que maman ne mourût pas.  

「主語」「動詞」「補語」 

Ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                          「主語」 

pouvais dire ﾌﾟｳﾞｪ･ﾃﾞｨｰﾙ 1 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

v.t 言える                                            「動詞句」 

à coup sûr, ｱ･ｸ･ｼｭｰﾙ adv. 確実に、間違いなく              「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

aurais préféré ｵﾚ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ 条・1 単過未･完了形･推測(préfér) 

   v.t(que 〜のほうが) 良いだろうと思った                         「動詞句」 

que+接続法 ｸ conj. 〜であることを                                「目的語」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんが                                    「主語」 

ne mourût pas. ﾇ･ﾑﾘｭ･ﾊﾟ 接・3 単半･仮定法(mourir) 

v.i 死ななかった                                        「動詞句」 

 

しかし僕には、彼の質問には答えないで、僕の弁護士が僕の手助けができるようになるのを

待つ権利がある。［C-2-1］ 

Mais j’avais le droit de ne pas répondre à ses questions et d’attendre que mon avocat pût 

m’assister.                               Mais「主語」「動詞」「目的語」「形容詞句」 
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Mais ﾒ conj. しかし 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t 〜がある                                       「動詞」 

le droit ﾙ･ﾄﾞｩﾙゎ n.m 権利                                             「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adj.（目的）〜するための                       「形容詞句」 

ne pas répondre ﾇ･ﾊﾟ･ﾚﾎﾟﾝﾄﾞﾙ 不定詞･否定形 

v.i(à に) 答えない                                  「動詞句」 

à ses questions ｱ･ｾ･ｹｽﾁｮﾝ adv. 彼の質問に          「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

d’attendre ﾀﾞﾄﾝﾄﾞﾙ adj. 〜を待つための                        「形容詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                            「目的語」 

mon avocat ﾓﾝ･ｱｳﾞｫｶ n.m 僕の弁護士が           「主語」 

pût m’assister. ﾋﾟｭ･ﾏｼｽﾃ 接・3 単半･推測(pouvoir+不定詞+me) 

   v.t 僕を手助けできるようになるのを          「動詞句」 

 

すると、彼はとても早口で情熱的な口調で僕に言った：彼は神を信じている。彼の信念によ

ると、どんな人間であっても、神がお許しにならないほど罪深くはない。しかしそのために

は、悔い改めることで魂を空っぽにして、すべてを受け入れる準備ができた子供のようにな

ることが必要である。［C-2-1］ 

Alors il m’a dit très vite et d’une façon passionnée que lui croyait en Dieu, que sa 

conviction était qu’aucun homme n’était assez coupable pour que Dieu ne lui pardonnât 

pas, mais qu’il fallait pour cela que l’homme par son repentir devînt comme un enfant 

dont l’âme est vide et prête à tout accueillir.  

「副詞」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」, 

「直接目的語」, 「直接目的語」mais「直接目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. それで、すると                                            「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

très vite ﾄﾚ･ｳﾞｨｯﾄ adv. とても早口で                                   「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

d’une façon passionnée ｼﾞｭﾝﾇ･ﾌｧｿﾝ･ﾊﾟｼｵﾈ adv. 情熱的に          「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼は                                             「主語」 

croyait ｸﾙゎｲｴ 3 単半･時制の一致(croire)v.i(en を) 信じている    「動詞」 

en Dieu, ｵﾝ･ﾃﾞｨﾕ adv. 神を                              「間接目的語」 
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que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

sa conviction ｻ･ｺﾝｳﾞｨｸｼｮﾝ n.f 彼の信念は                       「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                    「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                      「補語」 

aucun homme ｵｰｶﾝ･ｵﾑ n.m どんな人間も                  「主語」 

n’était ﾈﾃ 3 単半･否定･時制の一致(être)v.i 〜でない         「動詞」 

assez coupable ｱｾ･ｸﾊﾟｰﾌﾞﾙ adj. 十分に罪のある             「補語」 

pour que ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するほど、〜するために     「副詞節」 

Dieu ﾃﾞｨﾕ n.m 神が                          「主語」 

ne ...pardonnât pas, ﾇ...ﾊﾟﾙﾄﾞﾅ･ﾊﾟ 接・3 単半･否定(pardonner) 

v.t 許さない                             「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼を                          「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                          「直接目的語」 

il fallait ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半･非人称(il falloir)v.h（que）〜が必要である「動詞句」 

pour cela ﾌﾟｰﾙ･ｽﾗ adv. そのためには                           「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                     「主語」 

l’homme ﾛﾑ n.m 人は                                     「主語」 

par son repentir ﾊﾟｰﾙ･ｿﾝ･ﾙﾎﾟﾝﾁｰﾙ adv. 悔い改めによって   「副詞句」 

devînt ﾄﾞｩｳﾞｧﾝ 接・3 単半･推量(devenir)v.i 〜になるだろう   「動詞」 

comme un enfant ｺﾑ･ｱﾝ･ｵﾝﾌｫﾝ adv. 子供のように          「副詞句」 

dont ﾄﾞﾝ adv. それによって                     「形容詞節」 

l’âme ﾗｰﾑ n.f 魂は                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である              「動詞」 

vide ｳﾞｨｯﾄﾞ adj. 空っぽの                 「補語」 

et ｴ conj. そして 

prête ﾌﾟﾚｯﾄ adj.f(à に) 準備ができている   「補語」 

à tout accueillir. ｱ･ﾄｩ･ｱｷｭｲｲｰﾙ 

 adv.（目的）すべてを受け入れる 「副詞句」 

 

判事は、もう僕に関心がないように見えた、その上、僕の件をすでに何らかの分類に評価し

終えているようにも見えた。［C-2-1］ 

Il semblait que le juge ne s’intéressât plus à moi et qu’il eût classé mon cas en quelque 

sorte.                                                   「動詞」「主語」et「主語」 

Il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que 及び qu’ 以降の節） 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜のように見えた                        「動詞」 
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que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

le juge ﾙ･ｼﾞｭｰｼﾞｭ n.m 判事は                                        「主語」 

ne s’intéressât plus ﾇ･ｿﾝﾃﾚｯｻ･ﾌﾟﾘｭ 3 単過･否定(s’intéresser) 

v.pr(à に) もう関心がなくなった                                 「動詞句」 

à moi ｱ･ﾑゎ adv. 僕に                                         「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                    「主語」 

eût classé ｲ･ｸﾗｯｾ 接・3 単半･完了形･推量(classer) 

v.t 評価してしまったかもしれない                              「動詞句」 

mon cas ﾓﾝ･ｶ n.m 僕の件を                                       「目的語」 

en quelque sorte. ｴﾝ･ｹﾙｷ･ｿﾙﾄ adv. 何らかの分類に                    「補語」 

 

少し非対称な彼の顔には、明確な感情を表に出さず、注意深く僕を観察しているとても澄ん

だ 2 つの目だけしか見えなかった。［C-2-3］ 

Dans son visage un peu asymétrique, je ne voyais que ses deux yeux, très clairs, qui 

m’examinaient attentivement, sans rien exprimer qui fût définissable.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Dans son visage ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adv. 彼の顔には                       「副詞句」 

un peu asymétrique, ｱﾝ･ﾌﾟ･ｱｼﾒﾄﾘｷ adj. 少し左右非対称な        「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne voyais que ﾇ･ｳﾞゎｲｪ･ｸ 1 単半(voir)v.t 〜しか見えなかった              「動詞句」 

ses deux yeux, ｾ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭ pl.n.m 2 つの目                                「目的語」 

très clairs, ﾄﾚ･ｸﾚｰﾙ adj. とても澄んだ                          「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕を                                        「目的語」 

examinaient ｴｸﾞｻﾞﾐﾈ 3 複半(examiner)v.t 観察していた     「動詞」 

attentivement, ｱﾄﾝﾁｳﾞﾓﾝ adv. 注意深く                    「副詞」 

sans rien exprimer ｿﾝ･ﾘﾔﾝ･ｴｸｽﾌﾟﾘﾒ adv. 何も表さずに    「副詞句」 

qui ｷ pron（同格）〜という                   「形容詞節」 

fût ﾌｭ 接・3 単半･推量(être)v.i 〜だった   「動詞」 

définissable. ﾃﾞﾌｨﾆｻｰﾌﾞﾙ 

 adj. 明確な、定義できる               「補語」 
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僕は、この抗いがたいメカニズムから脱出し、死刑執行の前に失踪して、警察の非常線を突

破できた死刑囚の前例があったのではないか、と何度自問したか分からない。［C-2-5］ 

Je ne sais combien de fois je me suis demandé s’il y avait des exemples de condamnés à 

mort qui eussent échappé au mécanisme implacable, disparu avant l’exécution, rompu 

les cordons d’agents.                                   「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne sais ﾇ･ｾ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない                            「動詞句」 

combien de fois ｺﾝﾋﾞﾔﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌゎ conj. 何回〜したかということを           「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

me suis demandé ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(se demander) 

v.pr 自問した                                                「動詞句」 

s’ ｼ conj. 〜かどうかということを                                「目的語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(il y avoir)v.t 〜があった          「動詞句」 

des exemples ﾃﾞ･ｾﾞｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾙ pl.n.m 例が                  「目的語」 

de condamnés à mort ﾄﾞｩ･ｺﾝﾀﾞﾑﾈ･ｱ･ﾓｰﾙ 

 adj. 死刑囚の                                「形容詞句」 

qui ｷ pron.pl（主語）〜する            「形容詞節」 

eussent échappé ｲｽ･ｴｼｬﾍﾟ 接・3 複半･完了形･推測(échapper) 

v.i 逃げた                    「動詞句」 

au mécanisme implacable, ｵ･ﾒｶﾆｽﾞﾑ･ｱﾝﾌﾟﾗｶｰﾌﾞﾙ 

 adv. 抵抗し難いメカニズムから「副詞句」 

disparu ﾃﾞｨｽﾊﾟﾘｭ 接・3 複半･完了形･推測(disparaître) 

v.i 見えなくなった、失踪した 「動詞句」 

avant ｱｳﾞｫﾝ prep（時間）〜の前に「副詞句」 

l’exécution, ﾚｸﾞｾﾞｷｭｼｮﾝ 

 n.f 死刑執行、処刑   「目的語」 

rompu ﾛﾝﾋﾟｭ 接・3 複半･完了形･推測(rompre) 

v.t 破った、突破した           「動詞句」 

les cordons ﾚ･ｺﾙﾄﾞﾝ 

 pl(cordon).n.m ひも、非常線      「目的語」 

d’agents. ﾀﾞｼﾞｮﾝ 

 adj. 警察の           「形容詞句」 
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大事なことは、脱走のチャンスだ。すなわち、冷酷な儀式の外への飛び出しや、希望のすべ

ての可能性をかなえてくれる一心不乱の疾走についてだ。［C-2-5］ 

Ce qui comptait, c’était une possibilité d’évasion, un saut hors du rite implacable, une 

course à la folie qui offrît toutes les chances de l’espoir.  

「主語」「動詞」「補語」,「補語」 

Ce ｸ pron そのことは                                                    「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

comptait, ｺﾝﾃ 3 単半･時制の一致(compter)v.i 重要である      「動詞」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                                「動詞」 

une possibilité ﾕﾝﾇ･ﾎﾟｼﾋﾞﾘﾃ n.f チャンス、可能性、手段                     「補語」 

d’évasion, ﾃﾞｳﾞｧｼﾞｮﾝ adj. 脱出の、脱走の                         「形容詞句」 

un saut ｱﾝ･ｿｰ n.m 一飛び、飛び出し                                      「補語」 

hors du rite ｵｰﾙ･ｼﾞｭ･ﾘﾄ adv. 儀式の外への                          「副詞句」 

implacable, ｱﾝﾌﾟﾗｶｰﾌﾞﾙ adj. 冷酷な、容赦のない              「形容詞」 

une course ﾕﾝﾇ･ｸﾙｽ n.f 疾走                                              「補語」 

à la folie ｱ･ﾗ･ﾌｫﾘｰ adv. 夢中の、一心不乱の                         「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

offrît ｵﾌﾘ 接・3 単半･可能性･推量(offrir)v.t 与えてくれる     「動詞」 

toutes les chances ﾄｩｯﾄ･ﾚ･ｼｮﾝｽ pl.n.f すべての可能性を    「目的語」 

de l’espoir. ﾄﾞｩ･ﾚｽﾌﾟゎ-ﾙ adj. 希望の            「形容詞句」 

Ce qui compte, c’est... 「大事なことは〜だ」 

 

そうなると、煩わしいことになる。受刑囚は処刑装置が適切に作動することを願うのみだ。 

［C-2-5］ 

Par suite ce qu’il y avait d’ennuyeux, c’est qu’il fallait que le condamné souhaitât le bon 

fonctionnement de la machine.            「副詞句」「主語」,「主語」「動詞」「補語」 

Par suite ﾊﾟｰﾙ･ｼｭｲｯﾄ adv. その結果として、従って                       「副詞句」 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

qu’ ｸ conj.（同格）〜ということ                                 「形容詞節」 

il y avait ｲ･ﾘ･ﾔｳﾞｪ 3 単半･存在･時制の一致(il y avoir) 

v.t 〜がある                                         「動詞句」 

d’ennuyeux, ﾄﾞﾝﾆｭｲﾕ n. 厄介なこと、煩わしいこと        「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                  「補語」 
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il fallait que ｲﾙ･ﾌｧﾚ･ｸ 非人称･3 単半･時制の一致 conj. 〜しなければならない 

le condamné ﾙ･ｺﾝﾀﾞﾑﾈ n.m 受刑者は                                 「主語」 

souhaitât ｽｪﾀ 接・3 単半･推量(souhaiter)v.t 願うだろう                「動詞」 

le bon fonctionnement ﾙ･ﾎﾞﾝ･ﾌｫﾝｸｼｮﾝｳﾓﾝ n.m 適切な動作を           「目的語」 

de la machine. ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾏｼｰﾇ adj. 処刑装置の                 「形容詞句」 

 

すべてが問題なく順調に運ぶことが、彼にとっては利益なのだ。［C-2-5］ 

C’était son intérêt que tout marchât sans accroc.              「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                                「動詞」 

son intérêt ｿﾝ･ｱﾝﾃﾚ n.m 彼の利益                                         「補語」 

que ｸ conj. 〜ということが                                               「主語」 

tout ﾄｩ pron.m すべてが                                            「主語」 

marchât ﾏﾙｼｬ 接・3 単半･仮定(marcher)v.i（物事が）うまく運ぶ        「動詞」 

sans accroc. ｿﾝ･ｱｸﾛ adv. 障害なく、問題なく                        「副詞句」 

 

僕がもっと早くそのことに気が付かなかったのは、全くおかしな話だ。［C-2-5］ 

C’était assez drôle que je ne m’en fusse pas avisé plus tôt.     「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                                「動詞」 

assez drôle ｱｾ･ﾄﾞﾛｰﾙ adj. まったくおかしな                                「補語」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

   感情を表す drôle に導かれる節は、接続法を用いる 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

ne m’... fusse pas avisé ﾇ･ﾑ...ﾌｭｽ･ﾊﾟ･ｱｳﾞｨｾﾞ 接・1 単半･完了形(s’aviser) 

   v.pr(à に) 思いつかなかった                                    「動詞句」 

en ｵﾝ adv. そのことに                                        「間接目的語」 

plus tôt. ﾌﾟﾘｭ･ﾄ adv. もっと早く                                   「副詞句」 

 

僕は、これほど長い間僕に付き添ってきたこの物音がよもや止むことがあるとは想像でき

ない。僕はいまだかつて本当の想像力があったことがない。［C-2-5］ 

Je ne pouvais imaginer que ce bruit qui m’accompagnait depuis si longtemps pût jamais 

cesser. Je n’ai jamais eu de véritable imagination.  

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne pouvais imaginer ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ｲﾏｼﾞﾈ 1 単半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 
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   v.t 想像できない                                                    「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ce bruit ｸ･ﾌﾞﾘｭｲ n.m この物音が                                  「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕に                                 「目的語」 

accompagnait ｱｺﾝﾊﾟﾆｪ 3 単半(accompagner) 

v.t 付き添ってきた                             「動詞」 

depuis si longtemps ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ｼ･ﾛﾝﾄﾝ 

 adv. これほど長い間                         「副詞句」 

pût jamais cesser. ﾋﾟｭ･ｼﾞｬﾒ･ｾｯｾ 接・3 単半･可能性･強調(pouvoir+不定詞+ jamais) 

   v.i よもや止むことがあるとは                                 「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai jamais eu ﾈ･ｼﾞｬﾒ･ｼﾞ 1 単現･完了形･否定･強調(avoir) 

v.t いまだかつて〜があったことがない                                「動詞句」 

de véritable imagination. ﾄﾞｩ･ｳﾞｪﾘﾀﾌﾞﾙ･ｲﾏｼﾞﾅｼｮﾝ n.f 本当の想像力を       「目的語」 

   de は否定の冠詞 
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条件法・現在と過去 

 

結婚して 1 ヶ月が過ぎた。ある日、青ひげは仕事のために 6 週間地方に行かなければなら

ないと妻に告げた。［A-2］ 

 Un mois s’écoula après le mariage. Un beau jour, la Barbe Bleue annonça à sa femme 

qu’il devrait partir en province pendant six semaines pour des affaires. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Un mois ｱﾝ･ﾑゎ n.m 1 ヶ月が                                             「主語」 

s’écoula ｾｸﾗ 3 単過(s’écouler)v.pr（時が）流れた                          「動詞句」 

après le mariage. ｱﾌﾟﾚ･ﾙ･ﾏﾘｱｰｼﾞｭ adv. 結婚後に                          「副詞句」 

Un beau jour, ｱﾝ･ﾎﾞ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日（突然）                          「副詞句」 

la Barbe Bleue ﾗ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙ n.f 青ひげは                                  「主語」 

annonça ｱﾉﾝｻ 3 単過(annoncer)v.t 告げた                                  「動詞」 

à sa femme ｱ･ｻ･ﾌｧﾑ adv. 妻に                                      「間接目的語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

devrait partir ﾄﾞｩｳﾞﾚ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 条・3 単現･必要(devoir+不定詞) 

   v.i 出発しなければならない                              「動詞句」 

en province ｵﾝ･ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ adv. 地方に                        「副詞句」 

pendant six semaines ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｼ･ｽﾒｰﾇ adv. 6 週間              「副詞句」 

pour des affaires. ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞ･ｻﾞﾌｪｰﾙ adv. 仕事のために          「副詞句」 

 

「すぐに降りて来い！さもなければ俺がそっちへ行くぞ」男は怒ってしまいました。 

［A-2］ 

《Descends immédiatement, ou je monterai là-haut! s’énerva l’homme. 

《「動詞」「副詞」ou「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」 

Descends ﾃﾞｿﾝ 命・2 単現(descendre)v.i 降りて来い                         「動詞」 

immédiatement, ｲﾒﾃﾞｨｱｯﾄﾓﾝ adv. すぐに                                   「副詞」 

ou ｳ conj. さもなければ 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                                         「主語」 

monterai ﾓﾝﾄｩﾚ 条・1 単現(monter)v.i 上がっていくぞ                      「動詞」 

là-haut! ﾗ･ｵ adv. そっちへ                                               「副詞」 

s’énerva ｾﾈﾙｳﾞｧ 3 単過(s’énerver)v.pr 怒った、興奮した                   「動詞句」 

l’homme. ﾛﾑ n.m 男は                                                    「主語」 
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「なんて素晴らしい天気でしょう、でもなんて暑いんでしょう！では、川に水浴に行ってみ

てはいかがでしょうか？だんな様！きっと気持ちがよくなると思いますよ」［A-3］ 

《Quel temps magnifique, mais quelle chaleur! Et si vous alliez vous baigner à la rivière, 

Maître? Je suis sûr que cela vous ferait du bien.》 

《「感嘆」mais「感嘆」┃Et「主語」「動詞句」「間接目的語」「呼びかけ」 

「主語」「動詞」「補語」》 

Quel temps magnifique, ｹﾙ･ﾄﾝ･ﾏﾆﾌｨｷ int. なんて素晴らしい天気でしょう     「感嘆」 

mais ﾒ conj. でも 

quelle chaleur! ｹﾙ･ｼｬﾚｰﾙ int. なんと暑いのでしょう！                       「感嘆」 

Et ｴ conj. それでは 

si ｼ conj.（独立節・勧誘）〜したらどうでしょうか？ 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

alliez +不定詞 ｱﾘｴ 接・2 複現(aller+不定詞)v.i 〜しに行ってみる           「動詞句」 

vous baigner ｳﾞ･ﾍﾞﾆｪ 不定詞(se baigner)v.pr 水浴をする           「動詞句」 

à la rivière, ｱ･ﾗ･ﾘｳﾞｨｪｰﾙ adv. 川に                                  「間接目的語」 

Maître? ﾒｰﾄﾙ n.m だんな様                                           「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現（être）v.i 〜である                                       「動詞」 

sûr ｼｭｰﾙ adj.(que 〜であることを) 確信した                               「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                         「目的語」 

cela ｽﾗ pron それは                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                     「目的語」 

ferait ﾌﾚ 条・3 単現(faire)v.t するだろう                       「動詞」 

du bien.》ｼﾞｭ･ﾋﾞﾔﾝ adj. 快適な                               「補語」 

 

「われわれは散歩をしていたところです、できれば一緒に散歩を続けられたらうれしいの

だが、侯爵。」［A-3］ 

 《Nous étions en train de faire une promenade, et serions ravis de continuer en votre 

compagnie, Marquis.》         《「主語」「動詞」「補語」et「動詞」「補語」「副詞句」》 

Nous ﾇ pron 我々は                                                     「主語」 

étions ｴﾁｵﾝ 1 複半(être)v.i 〜だった                                       「動詞」 

en train de +不定詞 ｵﾝ･ﾄﾗﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜する最中                            「補語」 

  être en train de +不定詞  「〜している最中である」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                           「動詞」 

une promenade, ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ n.f 散歩                             「目的語」 

et ｴ conj. そして 
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serions ｽﾘﾖﾝ 条・1 複現･勧誘(être)v.i 〜だろう                             「動詞」 

ravis ﾗｳﾞｨ adj.pl うれしい                                                「補語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（条件）〜すれば                                    「副詞句」 

continuer ｺﾝﾃｨﾆｭｴ 不定詞 v.i 続ける                                「動詞」 

en votre compagnie, ｵﾝ･ｳﾞｫﾄｵﾙ･ｺﾝﾊﾟﾆｰ adv. 貴方と一緒に           「副詞句」 

Marquis.》ﾏﾙｷ n.m 公爵                                       「呼びかけ」 

 

「なんと？この城は侯爵のものだと？」王様はびっくりして叫びました。「是非とも、なか

を見て見たいものだ」［A-3］ 

--- Comment? Ce château appartient au Marquis? s’exclama le roi. Je souhaiterais 

vivement le visiter.     《「確認」┃「主語」「動詞」「間接目的語」》,「動詞句」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」》 

--- Comment? ｺﾓﾝ adv. なんと？                                          「確認」 

Ce château ｽ･ｼｬﾄｰ n.m この城は                                          「主語」 

appartient ｱﾊﾟﾙﾁｱﾝ 3 単現(appartenir)v.i (à の) 所有である                  「動詞」 

au Marquis? ｵ･ﾏﾙｷ adv. 侯爵の                                     「間接目的語」 

s’exclama ｾｸｽｸﾗﾏ 3 単過(s’exclamer)v.pr 叫んだ、大きな声を出した        「動詞句」 

le roi. ﾙ･ﾙﾜ n.m 王様が                                                  「主語」 

Je ｼﾞｭ pron わしは                                                      「主語」 

souhaiterais +不定詞 ｽｪﾄｩﾚ 条・1 単現･願望(souhaiter+不定詞) 

v. できれば〜したいと思う                                           「動詞句」 

vivement ｳﾞｨｰｳﾞﾓﾝ adv. 強く、ぜひとも                                   「副詞」 

le ﾙ pron（Ce château の代用）それを                                   「目的語」 

visiter. ｳﾞｨｼﾞﾃ 不定詞 v.t 見物する                                「動詞」 

 

両親が話し合っている間、子供たちは自分たちの寝室で眠っていたので、誰もどんな運命が

彼らを待ち受けているかと言う事に気づきませんでした。［A-4］ 

 Pendant que les parents discutaient, les enfants dormaient dans leur chambre et 

personne ne se douta de ce que le destin leur préparait... 

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｷ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

les parents ﾚ･ﾊﾟﾛﾝ pl.n.m 両親が                                   「主語」 

discutaient, ﾃﾞｨｽｷｭﾃ 3 複半(discuter)v.t 話し合っていた               「動詞」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちは                                    「主語」 

dormaient ﾄﾞﾙﾒ 3 複半(dormir)v.i 眠っていた                               「動詞」 

dans leur chambre ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. 自分たちの寝室で                 「副詞句」 
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et ｴ conj. それで 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                                         「主語」 

ne se douta ﾇ･ｽ･ﾄﾞｩﾀ 3 単過･否定(se douter)v.pr (de に) 気付かなかった    「動詞句」 

de ce ﾄﾞｩ･ｽ adv. ことに                                            「間接目的語」 

que ｸ pron（直接目的語）何を〜するかという               「形容詞節」 

le destin ﾙ･ﾃﾞｽﾀﾝ n.m 運命が                         「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                           「間接目的語」 

préparait... ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 条・3 単現(préparer)v.t 用意している「動詞」 

 

「今できることを、明日まで待つ意味があるのか？小僧たちを一目見に行ってみよう」 

［A-4］ 

 《Pourquoi attendre demain ce que je pourrai faire maintenant? Allons jeter un coup 

d’oeil à ces petits.》                    《「副詞句」┃「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

《Pourquoi +不定詞 ﾌﾟﾙｸゎ adv. 〜して何になるのか                      「副詞句」 

attendre ｱﾄﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.t 待つ                                   「動詞」 

demain ﾄﾞｩﾏﾝ adv. 明日まで                                      「副詞」 

ce ｽ pron ことを                                               「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                           「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                「主語」 

pourrai faire ﾌﾟﾚ･ﾌｪｰﾙ 条・1 単現･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t することができるだろう                  「動詞句」 

maintenant? ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今                      「副詞」 

Allons jeter ｱﾛﾝ･ｼﾞｭﾃ 1 複現･勧誘(aller+不定詞) 

   v.t 投げに行こうじゃないか                                          「動詞句」 

un coup d’oeil ｱﾝ･ｸ･ﾄﾞｩｲﾕ n.m 一瞥を                                   「目的語」 

à ces petits.》ｱ･ｾ･ﾌﾟﾃｨ adv. 小僧たちを                                  「副詞句」 

 

「陛下、もしお望みならば、戦場の様子を今日中にお知らせすることが出来るのですが」 

［A-4］ 

 《Votre Majesté, si vous le souhaitez, je pourrais vous rapporter les nouvelles du front 

dans la journée.》  《「呼びかけ」,「副詞節」, 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」副詞句》 

《Votre Majesté, ｳﾞｫﾄﾙ･ﾏｼﾞｪｽﾃ adv. 陛下                              「呼びかけ」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                            「主語」 

le ﾙ pron それを                                                「目的語」 
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souhaitez, ｽｴﾃ 2 複現(souhaiter)v.t 望む                            「動詞」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

pourrais +不定詞 ﾌﾟﾚ 条・1 単現･可能･語調緩和(pouvoir+不定詞) 

   v. 〜できるのですが                                                 「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 

rapporter ﾗﾎﾟﾙﾃ 不定詞 v.t 知らせる                                     「動詞句」 

les nouvelles ﾚ･ﾇｳﾞｪﾙ pl.n.f ニュースを                              「直接目的語」 

du front ｼﾞｭ･ﾌﾛﾝ adj. 戦線の                              「形容詞句」 

dans la journée.》ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 今日中に                             「副詞句」 

 

彼は、若い内なら彼のところに慣れるだろうと思って、今回は若い山羊を買いました。 

［A-5］ 

Il choisit cette fois-ci une jeune chèvre, en pensant qu’ainsi, elle pourrait s’habituer chez 

lui dès son plus jeune âge.              「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

choisit ｼｮゎｼﾞ 3 単過(choisir)v.t 選んだ                                    「動詞」 

cette fois-ci ｾｯﾄ･ﾌゎ･ｼ adv. 今回は                                      「副詞句」 

une jeune chèvre, ﾕﾝﾇ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f 若い山羊を                      「目的語」 

en pensant ｵﾝ･ﾎﾟﾝｿﾝ ジェロンディフ(penser)v.t(que) 〜と考えて          「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

ainsi, ｵﾝｼ adv. 〜のように                                「副詞」 

elle ｴﾙ pron 山羊が                                      「主語」 

pourrait s’habituer ﾌﾟﾚ･ｻﾋﾞﾁｭｴ 条・3 単現･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.pr 慣れてくれるだろう                             「動詞句」 

chez lui ｼｪ･ﾘｭｲ adv. 彼のところに                       「副詞句」 

dès ﾃﾞ prep 〜から                                    「副詞句」 

son plus jeune âge. ｿﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭﾝ･ﾅｰｼﾞｭ 

 n.m ずっと若い年齢                         「目的語」 

 

「あそこは素晴らしいに違いない。綱も囲いもなくて、好きなだけ飛び跳ねることが出来る

だろう」［A-5］ 

 《Ça doit être bien là-bas. Sans corde ni enclos, on pourrait gambader autant qu’on veut.             

《「主語」「動詞句」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞節」》 

《Ça ｻ pron それは                                                      「主語」 

doit être ﾄﾞｩゎ･ｴｰﾄﾙ 3 単現･推定(devoir+不定詞)v.i 〜に違いない           「動詞句」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adj. 素晴らしい                                                「補語」 
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là-bas. ﾗ･ﾊﾞｰ adv. あそこでは                                     「副詞句」 

Sans corde ｿﾝ･ｺﾙﾄﾞ adv. 綱はなくて                                     「副詞句」 

ni enclos, ﾆ･ｵﾝｸﾛ adv. 囲いもない                                「副詞句」 

on ｵﾝ pron 自分は                                                       「主語」 

pourrait gambader ﾌﾟﾚ･ｺﾞﾝﾊﾞﾃﾞ 条・3 単現･推測(pouvoir+不定詞) 

   v.i 飛び跳ねることができるだろう                                    「動詞句」 

autant qu’ ｵｰﾄﾝ･ｷ conj. 〜と同じくらい                                  「副詞節」 

on ｵﾝ pron 自分が                                                「主語」 

veut. ｳﾞ 3 単現(vouloir)v.t 望む                                    「動詞」 

 

一晩中戦い続けて、朝には貪り食われてしまったルノード婆さんの話を思い出して、ブラン

ケットはすぐに食べられてしまったほうがましだと思ったでしょう。［A-5］ 

 En se rappelant l’histoire de la vielle Renaude qui se battit toute la nuit et qui se fit 

dévorer au matin, Blanquette aurait préféré se faire manger tout de suite. 

「副詞句」, 「主語」「動詞句」「副詞句」 

En se rappelant ｵﾝ･ｽ･ﾗﾌﾟﾛﾝ ジェロンディフ(se rappeler)adv. 〜を思い出して「副詞句」 

l’histoire ﾘｽﾄゎ-ﾙ n.f 話を                                       「目的語」 

de la vielle Renaude ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ 

 adj. ルノード婆さんの                               「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se battit ｽ･ﾊﾞﾁ 3 単過(se battre)v.pr 戦った       「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

se fit dévorer ｽ･ﾌｨ･ﾃﾞｳﾞｫﾚ 3 単過･使役(se faire+不定詞：〜される) 

   v.t 貪り食われた                              「動詞句」 

au matin, ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝に                       「副詞句」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f ブランケットは                                    「主語」 

aurait préféré +不定詞 ｵｰﾚ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ 条・3 単現･完了形･推量(préférer+不定詞) 

   v. 〜するほうがましだと思ったでしょう                               「動詞句」 

se faire manger ｽ･ﾌｪｰﾙ･ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞･使役 v.pr 食べられる         「動詞句」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                  「副詞句」 
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そのほうが余り苦しまないで済むでしょう。しかし驚いたことに、彼女はオオカミをまっす

ぐ見つめて、頭を下げて角を前に出して、勇敢なヤギのように戦いに備えました。［A-5］ 

Elle souffrirait moins. Mais non, étonnamment, elle fixa tout droit le loup, baissa la tête 

pour mettre ses cornes en avant, et se prépara au combat comme une brave chèvre. 

「主語」「動詞句」┃Mais「副詞句」「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」, 

「動詞」「目的語」「副詞句」et「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

souffrirait moins. ｽﾌﾘﾚ･ﾑゎﾝ 条・3 単現･推量･否定(souffrir+moins) 

   v.i あまり苦しまないだろう（と思った）                              「動詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

non, ﾉﾝ adv. いいえ                                                      「副詞」 

étonnamment, ｴﾄﾅﾓﾝ adv. 驚いたことに                                   「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

fixa ﾌｨｸｻ 3 単過(fixer)v.t（相手を）見つめた                                「動詞」 

tout droit ﾄｩ･ﾄﾞｩﾙゎ adv. まっすぐに                                    「副詞句」 

le loup, ﾙ･ﾙｰ n.m オオカミを                                           「目的語」 

baissa ﾍﾞｯｻ 3 単過(baisser)v.t 下げた                                      「動詞」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                                  「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（継続）そして〜する                             「副詞句」 

mettre ﾒｯﾄﾙ 不定詞 v.t 置く、〜に向ける                           「動詞」 

ses cornes ｾ･ｺﾙﾇ pl.n.f 角を                                     「目的語」 

en avant, ｵﾝ･ｱｳﾞｫﾝ adv. 前に                                    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

se prépara ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾗ 3 単過(se préparer)v.pr 準備した                     「動詞句」 

au combat ｵ･ｺﾝﾊﾞ adv. 戦いに                                      「間接目的語」 

comme une brave chèvre. ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾞﾗｳﾞ･ｼｪｰﾌﾞﾙ adv. 勇敢なヤギのように   「副詞句」 

 

僕は、できることなら、この話を妖精物語のように始めたかったのだが。［B-4］ 

J’aurais aimé commencer cette histoire à la façon des contes de fées.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais aimé commencer ｵｰﾚ･ｴﾒ･ｺﾓﾝｾ 条・1 単現･完了形･願望(aimer+不定詞) 

   v.t（条件法過去）出来ることなら〜を始めたかったのだが               「動詞句」 

cette histoire ｾｯﾄ･ｲｽﾄｩﾜｰﾙ n.f この話を                                  「目的語」 

à la façon des contes de fées ｱ･ﾗ･ﾌｧｿﾝ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄ･ﾄﾞｩ･ﾌｪ 

   adv. 妖精の物語のような調子で                                       「副詞句」 
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僕はこんな風に話したかった：［B-4］ 

J’aurais aimé dire:                                             「主語」「動詞句」: 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais aimé dire ｵｰﾚ･ｴﾒ･ﾃﾞｨｰﾚ 条・1 単現･完了形･願望(aimer+不定詞) 

   v.t 〜と言いたかったのだが                                          「動詞句」 

 

人生を知っている人たちにとっては、この語り口の方がはるかに本当らしい様子をしてい

たかもしれない。［B-4］ 

Pour ceux qui comprennent la vie, ça aurait eu l’air beaucoup plus vrai. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Pour ceux ﾌﾟｰﾙ･ｽｰ adv. 〜のような人たちにとって                        「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する人                                 「形容詞節：ceux」 

comprennent ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾇ 3 複現(comprendre) 

v.t 知っている                             「動詞」 

la vie ﾗ･ｳﾞｨｰ n.f 人生を                    「目的語」 

ça ｻ pron それは                                                         「主語」 

aurait eu ｵｰﾚ･ｲ 条・3 単現･完了形(avoir)v.t （見えた）だろう              「動詞句」 

l’air ﾚｰﾙ n.m 様子                                                      「目的語」 

  avoir l’air +形容詞 〜のように見える 

beaucoup plus vrai ﾎﾞｸ･ﾌﾟﾘｭ･ｳﾞﾚ adj. もっと本当らしい     「形容詞句：air」 

 

もちろん、ぼくは肖像画をかぎりなく本物そっくりに描くようにつとめる。［B-4］ 

J’essaierais, bien sûr, de faire des portraits le plus ressemblants possible.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

essaierais, bien sûr, de faire ｴｾﾚ･ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ･ﾄﾞｫｳ･ﾌｪｰﾙ 条・1 単現(essayer de+不定詞) 

   v.t もちろん〜しようと努めようと思う                                「動詞句」 

des portraits ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄﾚ pl.n.m 肖像画を                                  「目的語」 

le plus ressemblants possible ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ﾙｿﾝﾌﾞﾛﾝ･ﾎﾟｯｼｰﾌﾞﾙ 

   adj. 可能な限り似ているような                           「形容詞句：portraits」 

 僕は、もちろん、肖像画を描こうと試みる、可能な限り似ているように。 
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僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて、教会のように大きな木であること、王子様が象

の群れ全体を連れて行っても、その群れはたった一本のバオバブも食べつくせないだろう

ということを気づかせた。［B-5］ 

Je fis remarquer au petit prince que les baobabs ne sont pas des arbustes, mais des 

arbres grands comme des églises et que, si même il emportait avec lui tout un troupeau 

d’éléphants, ce troupeau ne viendrait pas à bout d’un seul baobab. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

fis remarquer ﾌｨ･ﾙﾏﾙｹ 1 単過･使役(faire+不定詞 remarquer +à qn) 

v.t（人に〜を）気づかせた                                           「動詞句」 

  不定詞は au petit prince の動作を表す「補語」の働きをしている 

au petit prince ｵ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ adv. 王子様に                          「間接目的語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                      「主語」 

ne sont pas ﾇ･ｿﾝ･ﾊﾟ 3 複現(être)v.i 〜ではない               「動詞句」 

des arbustes ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾋﾞｭｽﾄ pl.n.m 低木                        「補語」 

mais ﾒ conj. それどころか 

des arbres grands ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ･ｸﾞﾛﾝ pl.n.m 大きな木            「補語」 

comme des églises ｺﾑ･ﾃﾞ･ｾﾞｸﾞﾘｰｽﾞ adj. 教会のように「形容詞句：arbres」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

si même ｼ･ﾒｰﾑ adv. たとえ〜しても                        「副詞節」 

il ｲﾙ pron 王子様が                                 「主語」 

emportait ｵﾝﾎﾟﾙﾃ 3 単半(emporter)v.t 連れてくる      「動詞」 

avec lui ｱｳﾞｪｯｷ･ﾘｭｲ adv. 一緒に                    「副詞句」 

tout un troupeau d’éléphants ﾄｩ･ﾀﾝ･ﾄﾙﾎﾟ･ﾃﾞﾚﾌｫﾝ 

   n.m 象の群れ全体を                            「目的語」 

ce troupeau ｽ･ﾄﾙﾎﾟ n.m その群れは                          「主語」 

ne viendrait pas à bout d’ ﾇ･ｳﾞｨﾔﾝﾄﾞﾚ･ﾊﾟ･ｱ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ 条・3 単半･否定･推量 

   v.t 〜を食べつくせないだろう                           「動詞句」 

  venir à bout de... 〜を終える、に打ち勝つ、〜を食べつくす 

un seul baobab ｱﾝ･ｽﾙ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブさえも    「目的語」 
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バオバブの危険さはあまり知られていないし、小惑星で道に迷った人が冒す危険というの

はあまりにも大きいので、一度だけ、僕の慎みに例外を設けて、こう言いたい。「おーい、

子供たちよ、バオバブには注意するんだよ！」［B-5］ 

Mais le danger des baobabs est si peu connu, et les risques courus par celui qui 

s’égarerait dans un astéroïde sont si considérables, que, pour une fois, je fais exception 

à ma réserve. Je dis: 《Enfants! Faites attention aux baobabs!》 

Mais「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「補語」 

que「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」:《「呼びかけ」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

le danger des baobabs ﾙ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m バオバブの危険性           「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

si peu connu ｼ･ﾌﾟ･ｺﾆｭ adj. ほとんど知られていない                         「補語」 

et ｴ conj. それに 

les risques ﾚ･ﾘｽｷ pl.n.m 危険                                             「主語」 

courus ｸﾘｭ 過去分詞 adj. 冒された                       「形容詞句：risques」 

par celui ﾊﾟｰﾙ･ｽﾘｭｲ adv. 誰かによって              「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する                       「形容詞節：celui」 

s’égarerait ｾｶﾞﾙﾚ 条・3 単現(s’égarer) 

   v.pr 道に迷う                  「動詞句」 

dans un astéroïde ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾄﾞ 

   adv. 小惑星で                 「副詞句」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

si considérables ｼ･ｺﾝｼﾃﾞﾗｰﾌﾞﾙ adj. とても甚大な                           「補語」 

que ｸ conj.(si...que) だから 

pour une fois ﾌﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. 一度だけ、例外的に                      「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

fais ﾌｪ 1 単現(faire)v.t 作る                                               「動詞」 

exception ｴｸｾﾌﾟｼｮﾝ n.f 例外を                                           「目的語」 

à ma réserve ｱ･ﾏ･ﾚｾﾞﾙｳﾞ adv. 僕の控えめな態度に                        「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単現(dire)v.t 言う                                               「動詞」 

Enfants ｵﾝﾌｫﾝ pl.n. 子供たちよ                                       「呼びかけ」 

Faites ﾌｪｯﾄ 命・2 複現(faire)v.t しなさい                                  「動詞」 

attention ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 注意を                                         「直接目的語」 

aux baobabs ｵ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                              「間接目的語」 
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だから、日の入りを見物するためには、一分でフランスに行ければ十分であろう。［B-6］ 

Il suffirait de pouvoir aller en France en une minute pour assister au coucher du soleil.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 非人称主語                                                    「主語」 

suffirait de pouvoir aller ｼﾌｨﾚ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟｳﾞゎ-ﾙ･ｱﾚ 条・3 単現(suffire de pouvoir+不定詞) 

   v.i 行けたら十分だろう                                              「動詞句」 

en France ｵﾝ･ﾌﾛﾝｽ adv. フランスに                                  「間接目的語」 

en une minute ｵﾝ･ﾕﾝﾇ･ﾐﾆｭｯﾄ adv. 1 分で                                 「副詞句」 

pour assister ﾌﾟｰﾙ･ｱｼｽﾃ adv.（目的･仮定）見物するには                   「副詞句」 

au coucher du soleil ｵ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ adv. 日の入りを         「間接目的語」 

 

大きな蕾が育っていくのを目撃した王子様は、そこから奇跡が現れてくるのを感じていた。

ところが花は、緑の部屋のかげで美しくなるためのお化粧を止めそうにない。［B-8］ 

Le petit prince, qui assistait à l’installation d’un bouton énorme, sentait bien qu’il en 

sortirait une apparition miraculeuse, mais la fleur n’en finissait pas de se préparer à être 

belle, à l’abri de sa chambre verte.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」mais「主語」「動詞句」「副詞句」 

Le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                      「形容詞節：prince」 

assistait ｱｼｽﾃ 3 単半(assister)v.i(à)を目撃していた   「動詞」 

à l’installation ｱ･ﾗﾝｽﾀﾗｼｮﾝ adv. 取り付けを        「目的語」 

d’un bouton énorme ﾀﾞﾝ･ﾌﾞﾄﾝ･ｴﾉﾙﾑ 

 adj. 巨大な蕾の       「形容詞句：l’installation」 

sentait ｿﾝﾃ 3 単半(sentir)v.t 感じていた                                   「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. 十分に                                                    「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

il ｲﾙ pron 形式主語 

en ｵﾝ adv. そこから                                              「副詞」 

sortirait ｿﾙﾃｨｰﾚ 条・3 単現(sortir)v.i（結果が）生じる               「動詞」 

une apparition miraculeuse ﾕﾝﾇ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ･ﾐﾗｷｭﾙｰｽﾞ n.f 奇跡の出現    「主語」 

mais ﾒ conj. しかし 

la fleur ﾗ･ﾌﾚｰﾙ n.f 花は                                                  「主語」 

n’en finissait pas de se préparer ﾉﾝ･ﾌｨﾆｾ･ﾊﾟ･ﾄﾞｩ･ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 3 単半･終了･否定 

   v.pr その中でずっとお化粧を続けていた                               「動詞句」 

à être belle ｱ･ｴｰﾄﾙ･ﾍﾞﾙ adv. 美しくなるために                            「副詞句」 
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à l’abri de ｱ･ﾗﾌﾞﾘ･ﾄﾞｩ adv. 〜に守られて                          「副詞句」 

sa chambre verte ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ･ｳﾞｪﾙﾄ n.f 緑の部屋            「目的語」 

 

「朝食の時間だと思うわ。恐れ入りますがあたくしのことを考えていただけないでしょう

か．．．」やがて彼女はそう付け加えた。［B-8］ 

《C’est l’heure, je crois, du petit déjeuner, avait-elle bientôt ajouté, auriez-vous la bonté 

de penser à moi ...》 《「動詞」「補語」,「副詞節」》,「動詞句」「主語」「副詞」「動詞句」, 

《「動詞」「主語」「目的語」》 

C’ ｽ pron 形式主語 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

l’heure ﾙｰﾙ n.f 時間                                                      「補語」 

je crois ｼﾞｭ･ｸﾙゎ adv. 私は思うのだけれど                               「副詞節」 

du petit déjeuner ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ adj. 朝食の                  「形容詞句：heure」 

avait ...ajouté ｱｳﾞｪ...ｱｼﾞｭﾃ 3 単半･完了形(ajouter)v.t 付け加えた           「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

bientôt ﾋﾞﾔﾝﾄ adv. やがて                                                「副詞」 

auriez ｵﾘｴ 条・2 複現(avoir)v.t 持っていただけないでしょうか               「動詞」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

la bonté ﾗ･ﾎﾞﾝﾃ n.f 優しさ                                              「目的語」 

de penser à moi  ﾄﾞｩ･ﾎﾟﾝｾ･ｱ･ﾑゎ adj. 私のことを考える  「形容詞句：bonté」 

 

「虎なんかちっとも怖くないけど、空気の流れが嫌なの。衝立、ひとつもお持ちでなくて？」 

［B-8］ 

--- Je ne crains rien des tigres, mais j’ai horreur des courants d’air. Vous n’auriez pas un 

paravent?》   《「主語」「動詞句」「目的語」, mais「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞句」「目的語」》 

Je ジュ pron 私は                                                       「主語」 

ne crains rien ﾇ･ｸﾗﾝ･ﾘﾔﾝ 1 単現･否定(craindre)v.t 少しも恐れない          「動詞句」 

des tigres ﾃﾞ･ﾃｨｰｸﾞﾙ pl.n.m 虎なんて                                    「目的語」 

mais ﾒ conj. だけど 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t 持つ                                                「動詞」 

horreur ﾎﾙｰﾙ n.f 嫌悪を                                                「目的語」 

des courants d’air ﾃﾞ･ｸﾛﾝ･ﾃﾞｰﾙ adv. 空気の流れに                        「副詞句」 

→ avoir horreur de... 「〜をひどく嫌う」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 
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n’auriez pas ﾉﾘｴ･ﾊﾟ 条・2 複現･否定(avoir) 

v.t（疑問文で）もしかしたら持っていませんか                         「動詞句」 

un paravent ｱﾝ･ﾊﾟﾗｳﾞｫﾝ n.m（風除けの）衝立を                          「目的語」 

 

「あのとき、僕は何も理解できなかったんだよ！彼女の言葉ではなく、行為によって彼女を

判断するべきだったのに。［B-8］ 

《Je n’ai alors rien su comprendre! J’aurais dû la juger sur les actes et non sur les mots. 

《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai alors rien su +不定詞 ﾈ･ｱﾛｰ･ﾘﾔﾝ･ｼ 1 単現･完了形･否定(savoir+不定詞) 

   v. その時は何も〜することができなかった           「動詞句」「目的語」「動詞句」 

comprendre ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.t 理解する     「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais dû +不定詞 ｵｰﾚ･ｼﾞｭ 条・1 単現･完了形(devoir+不定詞) 

   v. 〜すべきだった                                                   「動詞句」 

la juger ﾗ･ｼﾞｭｼﾞｪ 不定詞(juger+la)v.t 彼女を判断する     「目的語」「動詞句」 

sur les actes ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｻﾞｸﾄｩ adv. 行為によって                            「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

non sur les mots ﾉﾝ･ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾓ adv. 彼女の言葉ではなくて                 「副詞句」 

 

「決して彼女から逃げ出すべきではなかったんだ！あわれな企みのかげに隠れていた、彼

女の優しさを見抜くべきだった。［B-8］ 

Je n’aurais jamais dû m’enfuir! J’aurais dû deviner sa tendresse derrière ses pauvres 

ruses.                             《「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’aurais jamais dû+不定詞 ﾉｰﾚ･ｼﾞｬﾒ･ｼﾞｭ 条・1 単現･完了形･否定(devoir+不定詞+ jamais) 

   v. 〜すべきでなかった                                               「動詞句」 

m’enfuir ﾓﾝﾌｭｲｰﾙ 不定詞(s’enfuir)v.pr 逃げ去る                   「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais dû+不定詞 ｵｰﾚ･ｼﾞｭ 条・1 単現･完了形 (devoir+不定詞) 

   v. 〜すべきだった                                                   「動詞句」 

deviner ﾄﾞｩｳﾞｨﾈ 不定詞 v.t 見抜く                               「動詞句」 

sa tendresse ｻ･ﾄﾝﾄﾞﾚｽ n.f 彼女の優しさ                                  「目的語」 

derrière ses pauvres ruses ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ｾ･ﾎﾟｰﾌﾞﾙ･ﾘｭｰｽﾞ 

 adj. 哀れな策略の裏に隠れた                    「形容詞句：tendresse」 

 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 条件法・現在と過去 347 / 668 

「もしわしが、ある将軍に海鳥に変身しろと命令し、将軍がそれに従わない場合、その将軍

が悪いのではあるまい。それはわしの過ちだろう」［B-10］ 

《Si j’ordonnais, disait-il couramment, si j’ordonnais à un général de se changer en 

oiseau de mer, et si le général n’obéissait pas, ce ne serait pas la faute du général. Ce 

serait ma faute.》 

《「副詞節」》,「動詞」「主語」「副詞」,  

《si「主語」「動詞」「目的語」「補語」, 

et「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Si ｼ conj. もし〜なら                                                  「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron わしが                                              「主語」 

ordonnais ｵﾙﾄﾞﾈ 1 単半(ordonner)v.t 命令する                     「動詞」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言っていた                                    「動詞」 

il ｲﾙ pron 王様は                                                        「主語」 

couramment ｸｰﾗﾓﾝ adv. いつも、日ごろから                               「副詞」 

Si ｼ conj. もし〜なら                                                  「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron わしが                                              「主語」 

ordonnais ｵﾙﾄﾞﾈ 1 単半(ordonner)v.t 命令する                     「動詞」 

à un général ｱ･ｱﾝ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ adv. ある将軍に                      「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ v. 〜するように                                  「補語」 

se changer ｽ･ｼｮﾝｼﾞｪ 不定詞 v.pr 変身する                   「動詞」 

en oiseau de mer ｵﾝ･ﾜｿﾞ･ﾄﾞｩ･ﾒｰﾙ adv. 海鳥に                「補語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

le général ﾙ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ n.m その将軍が                               「主語」 

n’obéissait pas ﾉﾍﾞｲｾ･ﾊﾟ 3 単半･否定(obéir)v.i 従わなかった        「動詞句」 

ce ｽ pron このことは                                                    「主語」 

ne serait pas ﾇ･ｾﾚ･ﾊﾟ 条・3 単現･否定(être)v.i 〜でないだろう             「動詞句」 

la faute ﾗ･ﾌｫｰﾄ n.f 過ち                                                  「補語」 

du général ｼﾞｭ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ adj. 将軍の                              「形容詞句」 

Ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

serait ｽﾚ 条・3 単現(être)v.i 〜だろう                                      「動詞」 

ma faute ﾏ･ﾌｫｰﾄ n.f わしの過ち                                           「補語」 
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《ほかの人たちみんなから軽蔑されるだろうな、王様からも、見栄張り男からも、呑み助か

らも、事業家からも》［B-14］ 

celui-là serait méprisé par tous les autres, par le roi, par le vaniteux, par le buveur, par 

le businessman.                                     《「主語」「動詞句」「副詞句」》 

celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron あの人は                                             「主語」 

serait méprisé ｽﾚ･ﾒﾌﾟﾘｾﾞ 条・3 単現･受動(mépriser)v.t 軽蔑されるだろう   「動詞句」 

par tous les autres, ﾊﾟｰﾙ･ﾄｳ･ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ adv. ほかの皆から                   「副詞句」 

par le roi, ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾙゎ adv. 王様から                                     「副詞句」 

par le vaniteux, ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ｳﾞｧﾆﾄｩ adv. 見栄っ張りから                      「副詞句」 

par le buveur, ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾋﾞｭﾍﾞｰﾙ adv. 呑兵衛から                           「副詞句」 

par le businessman. ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝ adv. 事業家から                    「副詞句」 

 

「嘘をつくような探検家は、地理学の本を台なしにしてしまう。［B-15］ 

----Parce qu’un explorateur qui mentirait entraînerait des catastrophes dans les livres 

de géographie.                        《Parce qu’「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Parce qu’ ﾊﾟﾙｽｸ conj. 〜だから 

un explorateur ｱ･ﾈｸｽﾌﾟﾛﾗﾃｰﾙ n.m 探検家は                                「主語」 

qui mentirait ｷ･ﾓﾝﾃｨﾚ adj.条・3 単現 嘘をつくかもしれない         「形容詞節」 

entraînerait ｵﾝﾄﾚﾇﾚ 条・3 単現(entraîner)v.t（結果を）もたらすかもしれない 「動詞」 

des catastrophes ﾃﾞ･ｷｬﾀｽﾄﾛﾌ pl.n.f 破局を                               「目的語」 

dans les livres de géographie. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾘｰｳﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌぃ 

   adv. 地理学の本の内容に                                             「副詞句」 

 

地球に住んでいる 20 億の人々が、集会をする時のように少々つめあって立った状態のまま

でいたら、長さ 20 マイルに対して、幅 20 マイルの公共広場に、たやすく収まってしまう。 

［B-17］ 

Si les deux milliards d’habitants qui peuplent la Terre se tenaient debout et un peu serrés, 

comme pour un meeting, ils logeraient aisément sur une place publique de vingt milles 

de long sur vingt milles de large.         「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

les deux milliards d’habitants ﾚ･ﾄﾞｩ･ﾐﾘﾔｰﾙ･ﾀﾞﾋﾞﾄﾝ pl.n. 20 億人の住人が「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                         「形容詞節」 

peuplent ﾌﾟｰﾌﾟﾙ 3 複現(peupler)v.t 住みついている      「動詞」 

la Terre ﾗ･ﾃｰﾙ n.f 地球に                            「目的語」 

se tenaient ｽ･ﾄｩﾈ 3 複半(se tenir)v.pr とどまる                     「動詞句」 

debout ﾄﾞｩﾌﾞｰ adj. 立った                                          「補語」 
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et ｴ conj. そして 

un peu serrés, ｱﾝ･ﾌﾟ･ｾﾚ adj. 少し体を寄せた                         「補語」 

comme pour un meeting, ｺﾑ･ﾌﾟｰﾙ･ｱﾝ･ﾐﾁﾝｸﾞ 

 adv. 集会を開くときのように                                   「副詞句」 

ils ｲﾙ pron 人々は                                                       「主語」 

logeraient ﾛｼﾞｭﾚ 条・3 複現(loger)v.i 泊まる、入る                          「動詞」 

aisément ｴｾﾞﾓﾝ adv. たやすく                                            「副詞」 

sur une place publique ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇﾝ･ﾌﾟﾗｰｽ･ﾋﾟｭﾌﾞﾘｷ adv. 公共広場に          「副詞句」 

de ﾄﾞｩ adj. 〜の                                              「形容詞句」 

vingt milles de long ｳﾞｧﾝ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾛﾝ n.m 長さ 20 マイル  「目的語」 

sur ｼｭｰﾙ adv. 〜に対して                              「副詞句」 

vingt milles de large. ｳﾞｧﾝ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗﾙｼﾞｭ n.m 幅 20 マイル「目的語」 

 

《もし余分に使える五十三分があったら、泉の方へゆっくり歩いて行くのにな．．．》［B-23］ 

si j’avais cinquante-trois minutes à dépenser, je marcherais tout doucement vers une 

fontaine ...》                                《「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」》 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった、持っていた                       「動詞」 

cinquante-trois minutes ｻﾝｺﾝﾄ･ﾄﾙゎ･ﾐﾆｭｯﾄ pl.n.f 53 分を             「目的語」 

à dépenser, ｱ･ﾃﾞﾎﾟﾝｾ adj. 使うべき、余分な               「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

marcherais ﾏﾙｼｭﾚ 条・1 単現(marcher)v.i 歩いて行きたいものだ             「動詞」 

tout doucement ﾄｩ･ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ adv. とてもゆっくりと                       「副詞句」 

vers une fontaine ...》ｳﾞｪｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾌｫﾝﾃｰﾇ adv. 泉の方へ                     「副詞句」 

 

「でも、求めているものは、たった一本のバラの花とか、わずかな水の中にみつかるはずな

のに．．．」［B-25］ 

---- Et cependant ce qu’ils cherchent pourrait être trouvé dans une seule rose ou un peu 

d’eau ...                                   Et cependant「主語」「動詞句」「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

cependant ｽﾎﾟﾝﾄﾞﾝ conj. 〜にもかかわらず 

ce qu’ils cherchent ｽ･ｷﾙ･ｼｪﾙｼｭ pron 彼らが探しているものは                「主語」 

pourrait être trouvé ﾌﾟｰﾚ･ｴｰﾄﾙ･ﾄﾙｳﾞｪ 条・3 単現･受動･可能性 

   v.t 見つけられるだろう                                              「動詞句」 

dans ﾄﾞﾝ prep 〜の中に                                                「副詞句」 
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une seule rose ﾕﾝﾇ･ｽﾙ･ﾛｰｽﾞ n.f 一本のバラの花                   「目的語」 

ou ｳ conj. または 

un peu d’eau ... ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞ n.m 少しの水                          「目的語」 

 

当然ながら社長は、僕が日曜を含めて 4 連休を取ることになると思ったはずだ。それでは

彼も嬉しいはずがないだろう。［C-1-2］ 

Mon patron, tout naturellement, a pensé que j’aurais ainsi quatre jours de vacances avec 

mon dimanche et cela ne pouvait pas lui faire plaisir.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Mon patron, ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                         「主語」 

tout naturellement, ﾄｩ･ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. ごく自然に、当然ながら              「副詞句」 

a pensé ｱ･ﾎﾟﾝｾ 3 単現･完了形(penser)v.t (que) 〜と思った                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aurais ｵﾚ 条・1 単現(avoir)v.t 〜をするだろう                       「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. それでは                                           「副詞」 

quatre jours de vacances ｸゎﾄﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｧｺﾝｽ n.f 4 連休を      「目的語」 

avec mon dimanche ｱｳﾞｪｯｷ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ adv. 日曜日も含めて       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

cela ｽﾗ pron これは                                                      「主語」 

ne pouvait pas ...faire plaisir. ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ...ﾌｪｰﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ 3 単半･可能性･否定･使役 

   v.t 〜を喜ばせなかったに違いない                                    「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼を                                                      「目的語」 

 「彼」を主語にして翻訳する 

 

しかし（一方では）、母さんの葬儀が今日ではなく昨日だったのは僕が悪い訳ではないし、

（他方では、）いずれにしても僕は土曜と日曜は休んでいたはずなのだ。［C-1-2］ 

Mais d’une part, ce n’est pas de ma faute si on a enterré maman hier au lieu d’aujourd’hui 

et d’autre part, j’aurais eu mon samedi et mon dimanche de toute façon.  

Mais「副詞句」,「動詞」「補語」「主語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

d’une part, ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾊﾟｰﾙ adv. 一方では                                    「副詞句」 

ce ｽ pron 仮の主語(真の主語は si 以降) 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

de ma faute ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾌｫｰﾄ adj. 僕の間違い                                   「補語」 

si ｼ conj.（事実の提示）〜ということは                                    「主語」 
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on ｵﾝ pron 人が                                                    「主語」 

a enterré ｱ･ｵﾝﾃﾚ 3 単現･完了形(emterrer)v.t の葬儀を行った          「動詞句」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんを                                           「目的語」 

hier ｲｪｰﾙ adv. 昨日                                                  「副詞」 

au lieu d’ ｵ･ﾘｳ･ﾄﾞｩ adv. 〜の代わりに、〜ではなく                    「副詞句」 

aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾃﾞｭｲ n.m 今日                              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

d’autre part, ﾄﾞｰﾄﾙ･ﾊﾟｰﾙ adv. 他方では                                  「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais eu ｵｰﾚ･ｲ 条・1 単現･完了形(avoir)v.t 取っていただろう             「動詞句」 

mon samedi et mon dimanche ﾓﾝ･ｻﾑﾃﾞｨ･ｴ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ 

  pl.n.m 土曜と日曜の休みを                                            「目的語」 

de toute façon. ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ﾌｧｿﾝ adv. いずれにしても                       「副詞句」 

 

僕はいつものようにセレストの店で昼食をとる気にならなかった。店に行けば、きっと彼ら

は僕にあれこれと聞いてきただろうし、僕はそういう事が嫌いだから。［C-1-2］ 

Je ne voulais pas déjeuner chez Céleste comme d’habitude parce que, certainement, ils 

m’auraient posé des questions et je n’aime pas cela.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voulais pas déjeuner ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ 1 単半･否定・願望(vouloir+不定詞) 

  v.i 昼食を取る気にならなかった                                       「動詞句」 

chez Céleste ｼｪ･ｾﾚｽﾄｩ adv. セレストの店で                              「副詞句」 

comme d’habitude ｺﾑ･ﾀﾞﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ adv. いつものように                     「副詞句」 

parce que, ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

certainement, ｾﾙﾃｰﾇﾓﾝ adv. 確実に、きっと                         「副詞」 

ils ｲﾙ pl.pron 彼らは                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                              「間接目的語」 

auraient posé ｵﾚ･ﾎﾟｾﾞ 条・3 複現･完了形(poser) 

v.t（質問を）しただろう                                       「動詞句」 

  いつものように店で食事をしていたら、あれこれ質問をしてきたに違いない 

des questions ﾃﾞ･ｹｽﾁｮﾝ pl.n.f あれこれと質問を                「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

n’aime pas ﾈｰﾑ･ﾊﾟ 1 単現･否定(aimer)v.t 嫌いだ、いやだ            「動詞句」 

cela. ｽﾗ pron そういうことが                                     「目的語」 
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彼らは怒鳴り散らしながら、声を限りに自分たちのチームは不滅であると歌っていました。 

［C-1-2］ 

Ils hurlaient et chantaient à pleins poumons que leur club ne périrait pas.  

「主語」「動詞」et「動詞」「副詞句」「目的語」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

hurlaient ﾕﾙﾚ 3 複半(hurler)v.i 怒鳴っていた、わめいていた                 「動詞」 

et ｴ conj. そして 

chantaient ｼｮﾝﾃ 3 複半(chanter)v.t (que 〜と) 歌っていた                   「動詞」 

à pleins poumons ｱ･ﾌﾟﾗﾝ･ﾌﾟｰﾓﾝ adv. 息を胸いっぱいに吸って、声を限りに  「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

leur club ﾚｰﾙ･ｸﾗﾌﾞ n.m 彼らのチームは                             「主語」 

ne périrait pas. ﾇ･ﾍﾟﾘﾚ･ﾊﾟ 条・3 単現(périr)v.i 滅ばない（だろう）  「動詞句」 

主節が過去時制のとき、直接話法を間接話法に変えると、〈時制の一致〉により、従属節

の直説法単純未来が条件法現在に変わります。 

 

僕はこれで自分で料理しなくて済むと思って、彼の申し出を受け入れた。彼のところも、窓

のない台所がついた寝室が 1 つあるだけだった。［C-1-3］ 

J’ai pensé que cela m’éviterait de faire ma cuisine et j’ai accepté. Lui aussi n’a qu’une 

chambre, avec une cuisine sans fenêtre.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser que+直説法)v.t 〜だと思った        「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cela ｽﾗ pron このことは                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                 「目的語」 

éviterait ｴｳﾞｨﾄｩﾚ 条・3 単現(éviter de+不定詞)v.t 〜しないようにする 「動詞」 

   彼の誘いを受け入れたら（仮定）、料理をしなくてもよい（結果に対する話者の思い） 

de faire ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 〜することを                          「補語」 

ma cuisine ﾏ･ｷｭｲｼﾞｰﾇ n.f 自分の料理を                     「目的語」 

et ｴ conj. そして、それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai accepté. ｴ･ｱｸｾﾌﾟﾃ 1 単現･完了形(accepter)v.t 申し出を受け入れた        「動詞句」 

Lui aussi ﾘｭｲ･ｵｼ pron 彼も                                               「主語」 

n’a qu’ ﾅ･ｸ 3 単現･否定(avoir+ne...que)v.t 〜しかない                     「動詞句」 

une chambre, ﾕﾝﾇ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 寝室が 1 つ                                「目的語」 
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avec une cuisine ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ｷｭｲｼﾞﾇ adv. 台所つきの              「副詞句」 

sans fenêtre. ｿﾝ･ﾌﾈｰﾄﾙ adv. 窓なしで                     「副詞句」 

 

すると彼は僕に、丁度この件で相談したかったのだと言った。そしてその理由として、僕が

人生というものをわきまえた男なので、彼の力になることが出来るし、そうしたら彼は僕の

親友になるだろうと言うのだった。［C-1-3］ 

Alors il m’a déclaré que, justement, il voulait me demander un conseil au sujet de cette 

affaire, que moi, j’étais un homme, je connaissais la vie, que je pouvais l’aider et 

qu’ensuite il serait mon copain.  

「副詞」,「主語」「間接目的語」「動詞句」 

「直接目的語」, 「直接目的語」, 「直接目的語」et「直接目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと言った            「動詞句」 

que, ｸ conj. 〜ということを                                        「直接目的語」 

justement, ｼﾞｭｽﾄｩﾓﾝ adv. ちょうど、まさに                    「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

voulait ...demander ｳﾞﾚ...ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 頼みたかった                                        「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                       「間接目的語」 

un conseil ｱﾝ･ｺﾝｾｲﾕ n.m アドバイスを、助言を          「直接目的語」 

au sujet de cette affaire, ｵ･ｼｭｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｱﾌｪｰﾙ 

 adv. この件に関して                                    「副詞句」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

moi, j’ ﾑゎ･ｼﾞｭ pron 僕が                                     「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                    「動詞」 

un homme, ｱﾝ･ﾉﾑ n.m 男                                     「補語」 

je ｼﾞｭ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

connaissais ｺﾈｾ 1 単半(connaître)v.t 知っている  「動詞」 

la vie, ﾗ･ｳﾞｨｰ n.f 人生というものを           「目的語」 

que ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が「主語」 

pouvais ...aider ﾌﾟｳﾞｪ...ｴﾃﾞ 1 単半･可能･時制の一致(pouvoir+不定詞) 

   v.t 手助けができる                                      「動詞句」 

l’ ﾙ pron 彼を                                             「目的語」 
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et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj.（頼んだ理由）〜ということを                            「直接目的語」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから、その後に                      「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼が                                              「主語」 

serait ｽﾚ 条・3 単現(être)v.i（話者の考え）〜になるだろう       「動詞」 

mon copain. ﾓﾝ･ｺﾊﾟﾝ n.m 僕の親友                            「補語」 

 

今朝、マリーは帰らずにいたので、一緒に昼食を食べないかと誘った。［C-1-4］ 

Ce matin, Marie est restée et je lui ai dit que nous déjeunerions ensemble.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」et「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Ce matin, ｽ･ﾏﾀﾝ adv. 今朝                                              「副詞句」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーは                                                   「主語」 

est restée ｴ･ﾚｽﾃ 3 単現･完了形.f(rester)v.i 残っていた                     「動詞句」 

et ｴ conj. それで 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

nous ﾇ pron 僕らは                                          「主語」 

déjeunerions ﾃﾞｼﾞｭﾇﾘｵﾝ 条・1 複現･勧誘(déjeuner) 

v.i 昼食を取るのはどうだろう                              「動詞」 

ensemble. ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                               「副詞」 
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レーモンが震えているのを見て、警官が付け加えて言った。「こんなに震えるほど酔っぱら

って恥ずかしいと思わんのか？」［C-1-4］ 

Il a ajouté que Raymond devrait avoir honte d’être soûl au point de trembler comme il le 

faisait.                                       「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Il ｲﾙ pron 警官は                                                        「主語」 

a ajouté ｱ･ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajoouter)v.t 付け加えた                   「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                    「主語」 

devrait avoir ﾄﾞｩｳﾞﾚ･ｱｳﾞゎ-ﾙ 条・3 単現･義務･推測(devoir+不定詞) 

  v.t 〜を持つべきだと思うが（どうなんだ？）                    「動詞句」 

honte ﾎｰﾝﾄ n.f(de+不定詞 〜するのは) 恥                         「目的語」 

d’ +不定詞 adv.（原因･理由）〜するのは                           「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜である                               「動詞」 

soûl ｽﾙ adj. 酔った                                        「補語」 

au point de +不定詞 ｵ･ﾌﾟゎﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜するほど     「副詞句」 

trembler ﾄﾛﾝﾌﾞﾚ 不定詞 v.i 震える              「動詞」 

comme ｺﾑ conj.（原因）〜なので                                        「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

le ﾙ pron（tremblement の代用）震え                            「目的語」 

faisait. ﾌｾﾞ 3 単半･時制の一致(faire)v.t（動作）ある、している        「動詞」 
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命令法 

 

「私が留守の間に退屈しないように、君が好きなように気晴らしをしていなさい。」［A-2］ 

 《Pour que vous ne vous ennuyiez pas pendant mon absence, divertissez-vous comme 

vous voulez.                                      《「副詞句」,「動詞句」「副詞句」》 

Pour que ﾌﾟｰﾙ･ｸ adv. 〜するために                                     「副詞句」 

n. 〜ということ                                                「目的語」 

vous ｳﾞ pron お前が                                      「主語」 

ne vous ennuyiez pas ﾇ･ｳﾞ･ｵﾝﾆｭｲｴ･ﾊﾟ 接・2 複現･否定(s’ennuyer) 

   v.pr 退屈しない（だろう）                            「動詞句」 

pendant mon absence, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ｱﾌﾟｿﾝｽ adv. 私が留守の間に「副詞句」 

divertissez-vous ﾃﾞｨｳﾞｪﾙﾃｨｾ･ｳﾞ 命・2 複現(se divertir) 

v.pr 気晴らしをしなさい                                             「動詞句」 

comme ｺﾑ adv. 〜のように                                             「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君が                                                「主語」 

voulez. ｳﾞﾚ 2 複現(vouloir)v.t 望む                                 「動詞」 

 

「しかし、小部屋に入ることは禁止する。繰り返すが、その扉を開けてはいけない。」 

［A-2］ 

Mais je vous interdis d’entrer dans le cabinet. Je vous le répète, n’essayez pas d’ouvrir 

cette porte ...》 

《Mais「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞」,「動詞句」「目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron わたしは                                                     「主語」 

vous ｳﾞ pron 君に                                                     「目的語」 

interdis ｱﾝﾃﾙﾃﾞｨ 1 単現(interdire)v.t (de+不定詞 〜すること) を禁止する      「動詞」 

d’entrer ﾄﾞﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 入る                                             「補語」 

dans le cabinet. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｷｬﾋﾞﾈ adv. 小部屋の中に                     「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron 君に                                                 「間接目的語」 

le ﾙ pron そのことを                                               「直接目的語」 

répète, ﾚﾍﾟｰﾄｩ 1 単現(répéter)v.t 繰り返して言う                           「動詞」 

n’essayez pas d’ouvrir ﾈｯｾｲｪ･ﾊﾟ･ﾄﾞｩｳﾞﾘｰﾙ 命・2 複現･否定(essayer de+不定詞) 

   v.t（禁止）開けようとするな                                         「動詞句」 

cette porte ｾｯﾄ･ﾎﾟﾙﾄ n.f その扉を                                       「目的語」 
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「この衣装戸棚を見て！これほど素晴らしいものを見たことがないわ！」［A-2］ 

--- Regardez-moi cette garde-robe! Je n’en ai jamais vu de pareille! 

《「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」》 

Regardez ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 命・2 複現(regarder)v.t 見て                             「動詞」 

moi ﾑゎ pron（話者の関心を示す虚辞的間接目的語） 

cette garde-robe! ｾｯﾄ･ｷﾞｬﾙﾄﾞ･ﾛｰﾌﾞ n.f この衣装戸棚を                     「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’en ai jamais vu ﾉ･ﾈ･ｼﾞｬﾒ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir) 

v.t 衣装戸棚を見たことがない                                        「動詞句」 

de pareille! ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾚｲﾕ adj. これほど素晴らしい                    「形容詞句：en」 

 

「それじゃあ、お前がそんなにあの部屋に入りたいのなら、あの部屋に戻るがいいさ！そう

すれば、お前があそこで見た女たちと一緒に居られるだろう！」［A-2］ 

Eh bien, si vous voulez tant entrer dans cette chambre, vous retournerez! Et vous 

prendrez place parmi ces femmes que vous y avez vues!》 

《「間投」,「副詞節」,「動詞句」┃Et「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」》 

Eh bien, ｴ･ﾋﾞﾔﾝ int. それじゃあ                                           「間投」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron お前が                                              「主語」 

voulez tant entrer ｳﾞﾚ･ﾄﾝ･ｵﾝﾄﾚ 2 複現･願望(vouloir+不定詞+tant) 

   v.i そんなに入りたい                                          「動詞句」 

dans cette chambre, ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. あの部屋に               「副詞句」 

vous retournerez! ｳﾞ･ﾙﾄﾙﾈ 命・2 複現(se retourner) 

v.pr あの部屋に戻るがいいさ！                                       「動詞句」 

Et ｴ conj. そして、そうすれば 

vous ｳﾞ pron お前は                                                     「主語」 

prendrez ﾌﾟﾛﾝﾄﾞｩﾚ 2 複未(prendre)v.t 取るだろう                           「動詞」 

place ﾌﾟﾗｽ n.f 席を                                                    「目的語」 

parmi ﾊﾟﾙﾐ adv. 〜の中で、〜に混ざって                                「副詞句」 

ces femmes ｾ･ﾌｧﾑ あの女たち                                    「目的語」 

que ｸ pron 〜する                                            「形容詞節」 

vous ｳﾞ pron お前が                                      「主語」 

y ｲ adv. あそこで                                        「副詞」 

avez vues!》ｱｳﾞｪ･ｳﾞｭ 2 複現･完了形 pl.f(voir)v.t 見た      「動詞句」 

  vu が ces femmes に性･数一致して vues になる 
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「約束を破ったことを許してください！もう二度としませんから、ああ、お願いですから、

許してください！」［A-2］ 

《Pardonnez-moi de n’avoir pas tenu la promesse! Je ne recommencerai plus jamais. Oh, 

je vous en prie, pardonnez-moi!》 

《「動詞」「目的語」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞」 

「間投」「主語」「間接目的語」「副詞」「動詞」,「動詞」「目的語」》 

Pardonnez ﾊﾟﾙﾄﾞﾈ 命・2 複現(pardonner)v.t 許してください                 「動詞」 

 pardonner à qn de+不定詞 人に（が）〜することを許す 

moi ﾑゎ pron 私が                                                     「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 v. 〜すること（目的語の動作）                       「補語」 

n’avoir pas tenu ﾅｳﾞゎ-ﾙ･ﾊﾟ･ﾄｩﾆｭ 不定詞･完了形･否定(tenir) 

  v.t（約束を）破った                                             「動詞句」 

la promesse! ﾗ･ﾌﾟﾛﾒｽ n.f 約束を                                   「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne recommencerai plus ﾇ･ﾙｺﾓﾝｽﾚ･ﾌﾟﾘｭ 1 単未･否定(recommencer) 

v.t もう同じことを繰り返しません                                    「動詞句」 

jamais. ｼﾞｬﾒ adv. 絶対に                                                 「副詞」 

Oh, ｵｰ int. ああ                                                         「間投」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 

en ｵﾝ adv. そのことを                                                    「副詞」 

prie, ﾌﾟﾘ 1 単現(prier)v.t 祈る                                             「動詞」 

pardonnez ﾊﾟﾙﾄﾞﾈ 命・2 複現(pardonner)v.t 許してください                 「動詞」 

moi!》ﾑゎ pron 私を                                                   「目的語」 

 

「死ななければならないのなら」と妻は答えた。「少し時間を下さい、せいぜい神に祈るた

めの時間だけでも！」［A-2］ 

--- Puisqu’il faut mourir, répondit la femme, laissez-moi un peu de temps, juste le temps 

de prier Dieu.   《「副詞節」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Puisqu’ ﾋﾟｭｲｽｷ conj. 〜である以上、〜ならば                            「副詞節」 

il faut mourir, ｲﾌｫ･ﾑﾘｰﾙ 3 単現･必要(falloir+不定詞) 

 v.i 死ななければならない                                    「動詞句」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

la femme, ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                 「主語」 

laissez ﾚｾ 命・2 複現(laisser)v.t 残してください、与えてください            「動詞」 
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moi ﾑゎ pron 私に                                                 「間接目的語」 

un peu de temps, ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾄﾝ n.m 時間を少し                      「直接目的語」 

juste le temps de prier Dieu. ｼﾞｭｽﾄ･ﾙ･ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｴ･ﾃﾞｨｳ 

  n.m せいぜい神に祈るための時間                       「直接目的語」 

 

「アンヌ、アンヌ姉さん！お願い！塔の上まで登って、兄さんたちが到着するかどうかをよ

く見て頂戴。今日は私に会いに来る予定になっていたの。お願いだから、すぐに登って！」 

［A-2］ 

《Anne, ma soeur Anne! Je t’en prie, monte sur le haut de la tour et regarde si mes frères 

arrivent. Ils avaient prévus de venir me voir aujourd’hui. S’il te plaît, monte vite!》 

《「呼びかけ」┃「主語」「間接目的語」「動詞」,「動詞」「副詞句」et「動詞」「目的語」 

「主語」「動詞句」「副詞」┃「副詞句」「依頼」》 

Anne, ma soeur Anne! ｱﾝﾇ･ﾏ･ｾｰﾙ･ｱﾝﾇ adv. アンヌ、アンヌ姉さん！      「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

t’en ﾄﾝ pron あなたに                                              「間接目的語」 

prie, ﾌﾟﾘｰ 1 単現(prier)v.t お願いします                                   「動詞」 

monte ﾓﾝﾄｩ 命・2 単現(monter)v.i 登って頂戴                              「動詞」 

sur le haut de la tour ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｵ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄｩｰﾙ adv. 塔の上まで               「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

regarde ﾚｷﾞｬﾙﾄﾞｩ 命・2 単現(regarder)v.t 良く見て頂戴                     「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

mes frères ﾒ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 兄さんたちが                                    「主語」 

arrivent. ｱﾘｳﾞ 3 複現(arriver)v.i 着く                                      「動詞」 

Ils ｲﾙ pl.pron 彼らは                                                     「主語」 

avaient prévus de venir ｱｳﾞｪ･ﾌﾟﾚｳﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｳﾞﾆｰﾙ 3 複現･完了形･予定(prevoir de+不定詞) 

   v.i 来る予定になっていた                                            「動詞句」 

me voir ﾑ･ｳﾞゎ-ﾙ 不定詞(voir+me)v.t 私に会いに                  「動詞句」 

aujourd’hui. ｵｼﾞｭﾙｼﾞｭｲ adv. 今日                                          「副詞」 

S’il te plaît, ｼﾙ･ﾄｩ･ﾌﾟﾚ adv. お願いだから                                「副詞句」 

monte vite!》ﾓﾝﾄｩ･ｳﾞｨｯﾄ 命・2 単現(monter+vite)v.i すぐ登って！            「依頼」 

 

「いますぐ降りて来い！」［A-2］ 

《Il faut descendre maintenant!                                《「動詞句」「副詞」》 

Il faut +不定詞 ｲﾌｫ 3 単現･命令(falloir+不定詞)v. 〜しなさい               「動詞句」 

descendre ﾃﾞｿﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.i 降りる                               「動詞」 

maintenant! ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今すぐ                                           「副詞」 
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「すぐに降りて来い！さもなければ俺がそっちへ行くぞ」男は怒ってしまいました。［A-2］ 

《Descends immédiatement, ou je monterai là-haut! s’énerva l’homme. 

《「動詞」「副詞」ou「動詞」「副詞」》,「動詞」「主語」 

Descends ﾃﾞｿﾝ 命・2 単現(descendre)v.i 降りて来い                         「動詞」 

immédiatement, ｲﾒﾃﾞｨｱｯﾄﾓﾝ adv. すぐに                                   「副詞」 

ou ｳ conj. さもなければ 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                                         「主語」 

monterai ﾓﾝﾄｩﾚ 条・1 単現(monter)v.i 上がっていくぞ                      「動詞」 

là-haut! ﾗ･ｵ adv. そっちへ                                               「副詞」 

s’énerva ｾﾈﾙｳﾞｧ 3 単過(s’énerver)v.pr 怒った、興奮した                   「動詞句」 

l’homme. ﾛﾑ n.m 男は                                                    「主語」 

 

「心配しないでください、ご主人様。私はあなたの手伝いが出来ます。袋を一つとやぶの中

を歩くために長靴を一足作ってください。きっと上手くいきますから。」［A-3］ 

《Ne vous inquiétez pas, Maître. Je suis prêt à vous aider : fabriquez-moi un sac et une 

paire de bottes pour marcher dans les broussailles. Je vous assure que ça va s’arranger.》 

《「動詞句」「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」： 

「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」》 

Ne vous inquiétez pas, ﾇ･ｳﾞ･ｻﾞﾝｷｴﾃ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(s’inquiéter) 

   v.pr 心配しないでください                                           「動詞句」 

Maître. ﾒｰﾄﾙ n.m ご主人様                                           「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis prêt à +不定詞 ｼｭｲ･ﾌﾟﾚ･ﾀ 1 単現 v. 〜することができます             「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                   「目的語」 

aider : ｴﾃﾞ 不定詞 v.t 手伝う                                      「動詞」 

fabriquez-moi ﾌｧﾌﾞﾘｹ･ﾑゎ 命・2 複現(fabriquer+moi) 

   v.t 〜を作ってください                                              「動詞句」 

un sac ｱﾝ･ｻｯｸ n.m 袋                                                  「目的語」 

et ｴ conj. そして 

une paire de bottes ﾕﾝﾇ･ﾍﾟｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾎﾞｯﾄ n.f 長靴を一足             「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

marcher ﾏﾙｼｪ 不定詞 v.i 歩く                                      「動詞」 

dans les broussailles. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾌﾞﾙｻｲﾕ adv. やぶの中を               「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 
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assure ｱｼｭｰﾙ 1 単現(assurer)v.t 保証します、誓います                      「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

ça ｻ pron それは                                            「主語」 

va s’arranger.》ｳﾞｧ･ｻﾛﾝｼﾞｪ 3 単現･近接未来(aller+不定詞) 

   v.pr 上手くいくだろう                                   「動詞句」 

 aller ｱﾚ v.i 進行する s’arranger ｻﾛﾝｼﾞｪ v.pr うまくいく、解決する 

 

「それはお気の毒な！」と、王様は声を上げました。「急いで、衣服を持って行って差し上

げなさい！」［A-3］ 

--- Le pauvre! s’exclama le roi. Vite, apportez-lui des vêtements!》 

《「感嘆」》,「動詞句」「主語」┃《「副詞」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Le pauvre! ﾙ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ int. それはお気の毒な！                             「感嘆」 

s’exclama ｾｸｽｸﾗﾏ 3 単過(s’exclamer)v.pr 声を上げた                     「動詞句」 

le roi. ﾙ･ﾙゎ n.m 王様が                                                「主語」 

Vite, ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに、急いで                                         「副詞」 

apportez ｱﾎﾟﾙﾃ 命・2 複現(apporter)v.t 持って行きなさい                  「動詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

des vêtements!》ﾃﾞ･ｳﾞｪｯﾄｩﾓﾝ pl.n.m 衣服を                         「直接目的語」 

 

「こんにちは、皆さん！」と、ネコは挨拶した。「お仕事中お邪魔してすみませんが、皆さ

んに警告しておくことがあります」［A-3］ 

《Bonjour, messieurs dames! salua le Chat. Permettez-moi de vous déranger en plein 

travail, mais je dois vous avertir d’une chose. 

《「挨拶」「呼びかけ」》,「動詞」「主語」, 

《「動詞」「目的語」「補語」mais「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Bonjour, ﾎﾞﾝｼﾞｭｰﾙ n.m こんにちは                                        「挨拶」 

messieurs dames! ﾒｯｼｭｰ･ﾀﾞﾑ pl.n みなさん                            「呼びかけ」 

salua ｻﾙｱ 3 単過(saluer)v.t 挨拶した                                      「動詞」 

le Chat. ﾙ･ｼｬ n.m ネコは                                                「主語」 

Permettez ﾍﾟﾙﾒﾃ 命・2 複現(permettre)v.t 許してください                  「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                    「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 v.t 〜するのを                                     「補語」 

vous ｳﾞ pron あなた方を                                        「目的語」 

déranger ﾃﾞﾛﾝｼﾞｪ 不定詞 v.t 仕事を邪魔をする                       「動詞」 

en plein travail, ｵﾝ･ﾌﾟﾗﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ adv. 仕事の最中に                「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 
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je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

dois ...avertir ﾄﾞｩゎ...ｱｳﾞｪﾙﾃｨｰﾙ 1 単現･意思(devoir+不定詞) 

  v.t 〜を警告します                                                   「動詞句」 

vous ｳﾞ pron 皆さんに                                             「間接目的語」 

d’une chose. ﾃﾞｭﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ n.f あることを                             「直接目的語」 

 

「こんにちは、皆さん！ニンジンみたいに、おろし金でおろされたくなければ、皆さんが刈

り取っている小麦は、カラバ侯爵のものだと言うんですよ！」［A-3］ 

 《Bonjour, tout le monde! Si vous ne voulez pas être râpé comme une carotte, dites que 

le blé que vous moissonnez appartient au Marquis de Carabas!》 

《「挨拶」┃「副詞節」,「動詞」「目的語」》 

Bonjour, tout le monde! ﾎﾞﾝｼﾞｭｰﾙ･ﾄ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv. 今日は・みなさん           「挨拶」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたたちが                                        「主語」 

ne voulez pas être râpé ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ･ｴｰﾄﾙ･ﾗﾍﾟ 2 複現･願望･否定(vouloir+不定詞･受動形) 

  v.t（おろし金で）おろされたくない                             「動詞句」 

comme une carotte, ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ｷｬﾛｯﾄ adv. ニンジンみたいに          「副詞句」 

dites ﾃﾞｨｯﾄ 命・2 複現(dire)v.t 〜と言いなさい                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

le blé ﾙ･ﾌﾞﾚ n.m 小麦は                                          「主語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたたちが                              「主語」 

moissonnez ﾑゎｿﾈ 2 複現(moissonner)v.t 刈り取っている   「動詞」 

appartient ｱﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現(appartenir)v.i (à の) 所有である           「動詞」 

au Marquis de Carabas!》ｵ･ﾏﾙｷ･ﾄﾞｩ･ｶﾗﾊﾞ adv. カラバ侯爵の   「間接目的語」 

 

「心配しないで！」と、親指小僧は兄弟たちを励ましました。「パンのかけらが帰り道を教

えてくれるから」［A-4］ 

 《Ne vous inquiétez pas, rassura-t-il ses frères. Les miettes de pain permettront de 

retrouver le chemin du retour.》 

《「動詞句」》,「動詞」「主語」「目的語」,《「主語」「動詞句」「目的語」》 

《Ne vous inquiétez pas, ﾇ･ｳﾞ･ｻﾞﾝｷｴﾃ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(s’ inquiéter) 

   v.pr 心配しないで！                                                 「動詞句」 

rassura ﾗｼｭﾗ 3 単過(rassurer)v.t 安心させた、励ました                     「動詞」 

il ｲﾙ pron 親指小僧は                                                    「主語」 

ses frères. ｾ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 兄弟たちを                                    「目的語」 
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Les miettes de pain ﾚ･ﾐｪｯﾄ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾝ pl.n.f パンのかけらは                  「主語」 

permettront de retrouver ﾍﾟﾙﾒﾄﾛﾝ･ﾄﾞｩ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｪ 3 複未･支援(permettre de+不定詞) 

   v.t 〜を見つけるのを可能にしてくれるだろう                          「動詞句」 

le chemin du retour.》ﾙ･ｼｭﾏﾝ･ｼﾞｭ･ﾙﾄｩｰﾙ n.m 帰り道を                    「目的語」 

 

「おお、そこに見えるのはご馳走じゃあないか！」と人食い鬼は歓声をあげた。「すぐに、

包丁を持って来い！」［A-4］ 

 《Mais c’est un festin que je vois là! L’ogre poussa un cri de joie. Vite, mon couteau!》 

《「副詞」「主語」「動詞」「補語」》,「主語」「動詞」「目的語」, 《「副詞」「目的語」》 

《Mais ﾒ adv.（驚き）おお！                                             「副詞」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un festin ｱﾝ･ﾌｪｽﾀﾝ n.m ご馳走                                            「補語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                     「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 俺が                                          「主語」 

vois ｳﾞゎ 1 単現(voir)v.t 見える                             「動詞」 

là! ﾗｰ adv. そこに                                         「副詞」 

L’ogre ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼は                                             「主語」 

poussa ﾌﾟｯｻ 3 単過(pousser)v.t（声を）発した                              「動詞」 

un cri de joie. ｱﾝ･ｸﾘ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭゎ n.m 喜びの叫びを、歓声を                「目的語」 

Vite, ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに                                                  「副詞」 

mon couteau!》ﾓﾝ･ｸﾄ n.m 俺の包丁を                                   「目的語」 

  動詞が省略されている emporte ｵﾝﾎﾟﾙﾄｩ 命・2 単現(emporter)v.t 持って来い 

 

その間に、親指小僧は兄たちに家に戻るように言いました。［A-4］ 

 Pendant ce temps, le Petit Poucet ordonna à ses frères de regagner la maison. 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Pendant ce temps, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｽ･ﾄﾝ adv. その間に、鬼が寝ている間に          「副詞句」 

le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                               「主語」 

ordonna ｵﾙﾄﾞﾅ 3 単過･使役(ordonner)v.t 命じた                            「動詞」 

à ses frères ｱ･ｾ･ﾌﾚｰﾙ adv. 兄たちに                                     「目的語」 

de regagner ﾄﾞｩ･ﾙｶﾞﾆｪ 不定詞 v.t 戻る                                     「補語」 

la maison. ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家に                                        「目的語」 
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君がどうしてそんなことをしたのか、僕にはわからない。少し考えてみろよ！［A-5］ 

 Je ne comprends pas pourquoi tu as fais ça. Réfléchis un peu!  

「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne comprends pas ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝ･ﾊﾟ 1 単現･否定(comprendre)v.t 分からない     「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. なぜ〜したかということが                          「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                    「主語」 

as fais ｱ･ﾌｪ 2 単現･完了形(faire)v.t した                            「動詞句」 

ça. ｻ pron そんなことを                                           「目的語」 

Réfléchis ﾚﾌﾚｼ 命・2 単現(réfléchir)v.i 考えなさい                          「動詞」 

un peu! ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

 

君は正気なのか？見てみなよ、ボロボロの靴やその痩せこけた顔を、それに腹だって空腹だ

って音を立てているじゃあないか！［A-5］ 

Es-tu vraiment sérieux? Regarde tes chaussures en lambeaux, ton visage tout maigre et 

ton ventre qui crie la faim! 

「動詞」「主語」「補語」┃「動詞」「目的語」, 「目的語」et「目的語」 

Es ｴ 2 単現･疑問文(être)v.i 〜なのか？                                    「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

vraiment sérieux? ﾌﾞﾚﾓﾝ･ｾﾘﾕ adj. 本当に正気の                            「補語」 

Regarde ﾙｷﾞｬﾙﾄﾞ 命・2 単現(regarder)v.t 見てみなよ、考えてみろよ         「動詞」 

tes chaussures ﾃ･ｼｮｼｭｰﾙ pl.n.f 自分の靴を                               「目的語」 

en lambeaux, ｵﾝ･ﾛﾝﾎﾞｰ adj. ぼろぼろの                        「形容詞句」 

ton visage ﾄﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ n.m 自分の顔を                                 「目的語」 

tout maigre ﾄｩ･ﾒｰｸﾞﾙ adj. 痩せこけた                          「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

ton ventre ﾄﾝ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ n.m 自分の腹を                                   「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

crie ｸﾘ 3 単現(crier)v.t（を）強く訴えている              「動詞」 

la faim! ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 空腹を                             「目的語」 

 

注意して聞けよ、そうすれば気ままに生きるとどうなるかが分かるだろう。［A-5］ 

Écoute bien et tu verras ce qui arrive en vivant en liberté... 

「動詞」「副詞」et「主語」「動詞」「目的語」 

Écoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 注意して聞けよ                         「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 
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et ｴ conj. そうすれば 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未･推測(voir)v.t 分かるだろう                              「動詞」 

ce ｽ pron そのことが                                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）何が〜する                                「形容詞節」 

arrive ｱﾘｳﾞ 3 単現(arriver)v.i（出来事が）起こる          「動詞」 

en vivant ｵﾝ･ｳﾞｨｳﾞｫﾝ ジェレオンディフ(vivre) 

v.i 生きていると                                   「副詞句」 

en liberté... ｵﾝ･ﾘﾍﾞﾙﾃ adv. 気ままに                    「副詞句」 

 

「旦那様、ここにいるのが退屈です。私を山に行かせてください」［A-5］ 

 《Monsieur, je m’ennuie ici. Laissez-moi partir dans la montagne.  

《「呼びかけ」「主語」「動詞句」「副詞」┃「動詞」「目的語」「補語」》 

《Monsieur, ﾑｯｼｭ adv. だんな様                                       「呼びかけ」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

m’ennuie ﾓﾝﾆｭｲ 1 単現(s’ennyer)v.pr 退屈した                            「動詞句」 

ici. ｲｼ adv. ここに                                                       「副詞」 

Laissez ﾚｯｾ 命・2 複現･放任(laisser)v.t 〜させてください                   「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                     「目的語」 

partir ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 不定詞 v.i 行く                                            「補語」 

dans la montagne. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中へ                      「副詞句」 

 

君は笑うかい、グランゴワール？実は、君はこのヤギにとても似ているんだよ。だから、話

の続きを聞きたまえ。君がどこまで笑って居られるか見届けてやろう。［A-5］ 

 Tu rigoles, Gringoire? Figure-toi que tu ressembles beaucoup à cette pauvre chèvre. 

Ècoute donc la suite de l’histoire, nous verrons si tu riras toujours. 

「主語」「動詞」「呼びかけ」┃「動詞句」「目的語」 

「動詞」「副詞」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

rigoles, ﾘｺﾞﾙ 2 単現･疑問文(rigoler)v.i 笑うかい？                           「動詞」 

Gringoire? ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n.m グランゴワール                             「呼びかけ」 

Figure-toi ﾌｨｷﾞｭｰﾙ･ﾄｩﾜ 命・2 単現(figurer) 

v.t(que 〜ということを)想像しなさい                                  「動詞句」 

figure-toi que... 「〜を想像しなさい、実は〜なんですよ」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                  「主語」 
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ressembles ﾙｿﾝﾌﾞﾙ 2 単現(ressembler)v.i 似ている                   「動詞」 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても                                         「副詞」 

à cette pauvre chèvre. ｱ･ｾｯﾄ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ｼｪｰｳﾞﾙ adv. このヤギに   「間接目的語」 

Ècoute ｴｸｯﾄ 命・2 単現(écouter)v.t 聞きなさい                             「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. だから                                                    「副詞」 

la suite ﾗ･ｼｭｲｯﾄ n.f 続きを                                             「目的語」 

de l’histoire, ﾄﾞｩ･ﾘｽﾄゎ-ﾙ adj. 話の                            「形容詞句」 

nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

verrons ｳﾞｪﾛﾝ 1 複未(voir)v.t 分かるだろう                                「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                      「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

riras ﾘﾗ 2 単未(rire)v.i 笑っている                                 「動詞」 

toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつまでも                                 「副詞」 

 

グランゴワール、彼らが何を話し合ったかを知りたいのなら、苔の中に潜んでいる、おしゃ

べりな湧き水に聞くがいいさ。［A-5］ 

 Si tu veux savoir ce dont ils discutaient, Gringoire, demande donc aux sources bavardes 

qui se cachent dans la mousse.    「副詞節」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

veux savoir ｳﾞ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 2 単現･願望(vouloir+不定詞)v.t 知りたい   「動詞句」 

ce ｽ pron それを                                              「目的語」 

dont ﾄﾞﾝ pron（目的語）〜する                      「形容詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らが                          「主語」 

discutaient, ﾃﾞｨｽｷｭﾃ 3 複半(discuter) 

v.t（何について）話し合った                「動詞」 

Gringoire, ｸﾞﾗﾝｺﾞﾜｰﾙ n. グランゴワール                        「呼びかけ」 

demande ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ 命・2 単現(demander)v.t 聞きなさい                      「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それならば                                                 「副詞」 

aux sources bavardes ｵ･ｽﾙｽ･ﾊﾞｳﾞｧﾙﾄﾞｩ adv. お喋りな湧き水に         「間接目的語」 

  sources ｽﾙｽ pl.n.f(soource) 泉 bavardes ﾊﾞｳﾞｧﾙﾄﾞｩ adj.f.pl(bavard) おしゃべりな 

qui ｷ pron（主語）〜する                                 「形容詞節」 

se cachent ｽ･ｶｯｼｭ 3 複現(se cacher)v.pr 潜んでいる  「動詞句」 

dans la mousse. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾑｰｽ adv. 苔の中に           「副詞句」 
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「戻ってこい！戻ってこい！」と、角笛が叫びます。［A-5］ 

 《Reviens! Reviens!...》criait la trompe.                   《「叫び」》「動詞」「主語」 

《Reviens! Reviens!...》ﾙｳﾞｨﾔﾝ･ﾙｳﾞｨﾔﾝ 命・2 単現(revenir)v.i 戻ってこい！    「叫び」 

criait ｸﾘｴ 3 単半(crier)v.i 叫んだ                                          「動詞」 

la trompe. ﾗ･ﾄﾛﾝﾌﾟ n.f 角笛が                                             「主語」 

 

「どうか．．．僕におとなしい羊の絵を描いて！」［B-2］ 

《S’il vous plaît ... dessine-moi un mouton! 

《「副詞節」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron それが（非人称主語）                                  「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                     「間接目的語」 

plaît ﾌﾟﾚ 3 単現(plaire)v.i 気に入る                                「動詞」 

→ もしあなたの気に入れば、済みませんが、どうか 

dessine ﾃﾞｼﾇ 命・3 単現(dessiner)v.t 描いてください                        「動詞」 

moi ﾑゎ adv. 私に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑｰﾄﾝ n.m（去勢した）おとなしい羊を                  「直接目的語」 

 

「だめだよ！これはひどい病気にかかっている。別のを描いて」［B-2］ 

   《Non! Celui-là est déjà très malade. Fais-en un autre.》 

《「応答」┃「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Non ﾉﾝ adv. 違う                                                        「応答」 

Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron これは                                              「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                     「副詞」 

très malade ﾄﾚ･ﾏﾗｯﾄﾞ adj. ひどい病気の                                   「補語」 

Fais ﾌｪ 命・2 単現(faire)v.t 描いて                                        「動詞」 

en un autre ｵﾝ･ｱﾝ･ｵｰﾄﾙ n.m 別の羊を（en は mouton）                   「目的語」 

 

「良く見て．．．これはおとなしい羊じゃなくて、オスだよ。角がある．．．」［B-2］ 

《Tu vois bien ... ce n’est pas un mouton, c’est un bélier. Il a des cornes ...》 

《「呼びかけ」「動詞」「副詞」--- 

「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語》 

Tu ﾁｭ pron 君                                                       「呼びかけ」 

vois ｳﾞゎ 命・2 単現(voir)v.t 見なさい                                     「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 
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ce ｽ pron これは                                                         「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現・否定(être)v.i 〜でない                             「動詞句」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m （去勢した）やさしい雄羊                          「補語」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un bélier ｱﾝ･ﾍﾞﾘｴ n.m （去勢していない）雄羊                             「補語」 

Il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

a ｱ 3 単現(avoi)v.t ある                                                   「動詞」 

des cornes ﾃﾞ･ｺﾙﾇ pl.n.f 角                                              「目的語」 

 

バオバブの危険さはあまり知られていないし、小惑星で道に迷った人が冒す危険というの

はあまりにも大きいので、一度だけ、僕の慎みに例外を設けて、こう言いたい。「おーい、

子供たちよ、バオバブには注意するんだよ！」［B-5］ 

Mais le danger des baobabs est si peu connu, et les risques courus par celui qui 

s’égarerait dans un astéroïde sont si considérables, que, pour une fois, je fais exception 

à ma réserve. Je dis: 《Enfants! Faites attention aux baobabs!》 

Mais「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「補語」 

que「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」:《「呼びかけ」「動詞」「直接目的語」「間接目的語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

le danger des baobabs ﾙ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾃﾞ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m バオバブの危険性           「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

si peu connu ｼ･ﾌﾟ･ｺﾆｭ adj. ほとんど知られていない                         「補語」 

et ｴ conj. それに 

les risques ﾚ･ﾘｽｷ pl.n.m 危険                                             「主語」 

courus ｸﾘｭ 過去分詞 adj. 冒された                       「形容詞句：risques」 

par celui ﾊﾟｰﾙ･ｽﾘｭｲ adv. 誰かによって              「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する                       「形容詞節：celui」 

s’égarerait ｾｶﾞﾙﾚ 条・3 単現(s’égarer) 

   v.pr 道に迷う                  「動詞句」 

dans un astéroïde ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｱｽﾃﾛｲﾄﾞ 

   adv. 小惑星で                 「副詞句」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

si considérables ｼ･ｺﾝｼﾃﾞﾗｰﾌﾞﾙ adj. とても甚大な                           「補語」 

que ｸ conj.(si...que) だから 

pour une fois ﾌﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. 一度だけ、例外的に                      「副詞句」 
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je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

fais ﾌｪ 1 単現(faire)v.t 作る                                               「動詞」 

exception ｴｸｾﾌﾟｼｮﾝ n.f 例外を                                           「目的語」 

à ma réserve ｱ･ﾏ･ﾚｾﾞﾙｳﾞ adv. 僕の控えめな態度に                        「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単現(dire)v.t 言う                                               「動詞」 

Enfants ｵﾝﾌｫﾝ pl.n. 子供たちよ                                       「呼びかけ」 

Faites ﾌｪｯﾄ 命・2 複現(faire)v.t しなさい                                  「動詞」 

attention ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 注意を                                         「直接目的語」 

aux baobabs ｵ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ adv. バオバブに                              「間接目的語」 

 

「僕、日の入りが大好きなんだ。日の入りを見に行こうよ．．．」［B-6］ 

《J’aime bien les couchers de soleil. Allons voir un coucher de soleil ... 

《「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「動詞句」「目的語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aime ｴｰﾑ 1 単現(aimer)v.t 好きだ                                         「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. とても                                                    「副詞」 

les couchers de soleil ﾚ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ pl.n.m 日の入り                    「目的語」 

Allons voir ｱﾛﾝ･ｳﾞゎ-ﾙ 命・1 複現･勧誘(aller+不定詞 voir) 

   v.t 見に行こうよ                                                    「動詞句」 

un coucher de soleil ｱﾝ･ｸｼｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ n.m 日の入りを                     「目的語」 

 

「ごめんなさい．．．」［B-8］ 

--- Pardonnez-moi ...                                          《「動詞」「目的語」》 

Pardonnez ﾊﾟﾙﾄﾞﾈ 命・2 複現(pardonner)v.t 許して下さい                   「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                     「目的語」 

 

「ごめんなさいね。お幸せになってね」［B-9］ 

Je te demande pardon. Tâche d’être heureux.》 

《「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」┃「動詞句」「補語」》 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

te ﾄｩ pron あなたに                                               「間接目的語」 

demande ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ 1 単現(demander)v.t 求める                              「動詞」 

pardon ﾊﾟﾙﾄﾞﾝ n.m 許しを                                         「直接目的語」 

Tâche +不定詞 ﾀｯｼｭ 命・2 単現(tâcher+不定詞) 

   v. 〜しようと努めなさい                                             「動詞句」 
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d’être ﾃﾞｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                   「動詞」 

heureux ｳﾙ adj. 幸せな                                                  「補語」 

 

お幸せになってね。 ．．．その覆いガラスなんか、放っといてちょうだい。もうそんなもの、

いらないわ」［B-9］ 

Tâche d’être heureux ... Laisse ce globe tranquille. Je n’en veux plus. 

「動詞句」「補語」┃「動詞」「目的語」「補語」┃「主語」「動詞句」「副詞」》 

Tâche +de+不定詞 ﾀｯｼｭ 命・2 単現(tâcher)v.i 〜しようと努めてください    「動詞句」 

d’être ﾃﾞｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜になる                                 「動詞句」 

heureux ｳﾙ adj. 幸せな                                                  「補語」 

Laisse ﾚｽ 命・2 単現(laisser)v.t（何）を〜のままにしておいて頂戴           「動詞」 

ce globe ｽ･ｸﾞﾛｰﾌﾞ n.m その覆いを                                       「目的語」 

tranquille ﾄﾛﾝｷﾙ adj. 静かな、放っておく、構わない                        「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’en veux ﾉﾝ･ｳﾞ 1 単現･否定(vouloir+en)v.t そんなものはいらない          「動詞句」 

  en は vouloir de ce globe に対応する 

plus ﾌﾟﾘｭ adv.（ne ... plus）もう〜ない                                    「副詞」 

 

「そんなにぐずぐずしていないで。いらいらしてくるわ。出発することに決めたんでしょう。

行ってしまいなさいよ」［B-10］ 

《Ne traîne pas comme ça, c’est agaçant. Tu as décidé de partir. Va-t’en.》 

《「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」┃「動詞句」》 

Ne traîne pas ﾇ･ﾄﾚｰﾇ･ﾊﾟ 命・2 単現･否定(traîner)v.i ぐずぐずしないで！   「動詞句」 

comme ça ｺﾑ･ｻ adv. そんな風に                                         「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

agaçant ｱｶﾞｿﾝ adj. 苛立たせる                                            「補語」 

Tu ﾁｭ pron あなたは                                                     「主語」 

as décidé de partir ｱ･ﾃﾞｼﾃﾞ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 2 単現･完了形(decider de+不定詞) 

   v.t 出発することを決めた                                            「動詞句」 

Va t’en ｳﾞｧ･ﾄﾝ 命・2 単現(s’en aller)v.pr 行ってしまいなさい              「動詞句」 

  人称によって、Allons-nous-en! または Allez-vous-en! が使われる。 
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「もっとよく見えるように、近う寄れ」誰かに対してついに王様になることができて非常 

に鼻が高くなった王様は、そういった。［B-10］ 

《Approche-toi que je te voie mieux》, lui dit le roi qui était tout fier d’être enfin roi pour 

quelqu’un.               《「動詞」「主語」「副詞節」》, 「間接目的語」「動詞」「主語」 

Approche ｱﾌﾟﾛｼｭ 命・2 単現(approcher)v.i 近くに来なさい                  「動詞」 

toi ﾄゎ pron お前は                                                      「主語」 

que ｸ conj.（命令の目的を表す）〜のために                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron わしが                                               「主語」 

te ﾄｩ pron お前を                                             「目的語」 

voie ｳﾞゎ 接・1 単現(voir)v.t 見えるように                         「動詞」 

mieux ﾐﾕ adv. もっとよく                                        「副詞」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le roi ﾙ･ﾙゎ n.m 王様は                                                  「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜になった                               「動詞」 

tout fier ﾄｩ･ﾌｨｴ adj. 誇らしい                                   「補語」 

d’ ﾄﾞｩ adv.（原因）〜のために                                 「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i なる                                「動詞」 

enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに、やっと                         「副詞」 

roi ﾙゎ n.m 王様                                       「補語」 

pour quelqu’un ﾌﾟｰﾙ･ｹﾙｶﾝ adj. 誰かに対して    「形容詞句」 

 

「あくびをするように命令する。ここ数年来、あくびをする人間を一人も見たことがない。 

［B-10］ 

je t’ordonne de bâiller. Je n’ai vu personne bâiller depuis des années.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」「補語」「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

t’ ﾄｩ pron 君に                                                    「間接目的語」 

ordonne ｵﾙﾄﾞﾝﾇ 3 単現(ordonner)v.t 命令する                               「動詞」 

de bâiller ﾄﾞｩ･ﾊﾞｲｪ 不定詞 v. あくびをするように                           「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’ai vu ﾈ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形･否定(voir)v.t 見たことがない                  「動詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f（否定文で）誰も〜ない                              「目的語」 

bâiller ﾊﾞｲｪ 不定詞 v.i あくびをしている                                   「補語」 

depuis des années ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ﾃﾞ･ｻﾞﾈ adv. 何年も前から                     「副詞句」 
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でも、そんなうんざりすることで貴重な時間を費やしてはいけない。［B-17］ 

Mais ne perdez pas votre temps à ce pensum.  

Mais「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

ne perdez pas ﾇ･ﾍﾟﾙﾃﾞ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(perdre)v.t 無駄にするな         「動詞句」 

votre temps ｳﾞｫﾄﾙ･ﾄﾝ nm 時間を                                        「目的語」 

à ce pensum. ｱ･ｽ･ﾊﾟﾝｿﾑ adv. そんなくだらないことに                     「副詞句」 

 

「見てごらん、僕の星を。ちょうど僕たちの真上にある．．．でも、何て遠いんだろう！」 

［B-17］ 

Regarde ma planète. Elle est juste au-dessus de nous ... Mais comme elle est loin! 

《「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」┃Mais「副詞」「主語」「動詞」「副詞」》 

Regarde ﾙｷﾞｬﾙﾄﾞ 命・2 単現(regarder)v.t 見てごらん                        「動詞」 

ma planète. ﾏ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f 僕の星を                                       「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 僕の星は                                                    「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i（存在）にある                                        「動詞」 

juste au-dessus de nous ｼﾞｭｽﾄ･ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾄﾞｩ･ﾇ adv. ちょうど僕たちの真上に 「副詞句」 

 juste ｼﾞｭｽﾄ adv. ちょうど au-dessus ｵ･ﾄﾞｩｼｭ adv. 上に 

Mais ﾒ conj. でも 

comme ｺﾑ adv. なんて                                                   「副詞」 

elle ｴﾙ pron 僕の星は                                                    「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i（存在）にある                                        「動詞」 

loin! ﾙゎﾝ adv. 遠くに                                                    「副詞」 

 

「ぼくの友達になってよ。ぼくは独りぼっちなんだよ」と王子様は言った。［B-19］ 

----Soyez mes amis, je suis seul, dit-il. 

《「動詞」「補語」,「主語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」 

Soyez ｽゎｲｴ 命・2 複現(être)v.i 〜になっておくれよ                         「動詞」 

mes amis, ﾒ･ｻﾞﾐ pl.n. 友達                                               「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

seul, ｽﾙ adj. 独りぼっち                                                  「補語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il. ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 
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「ぼくと遊ぼうよ」と王子様は提案した。「ぼくはこんなにも悲しいんだよ．．．」［B-21］ 

---- Viens jouer avec moi, lui proposa le petit prince. Je suis tellement triste ... 

《「動詞句」「副詞句」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Viens jouer ﾋﾞﾔﾝ･ｼﾞｭｴ 命・2 単現(venir+不定詞)v.i 遊びに来ておくれよ     「動詞句」 

avec moi, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾑゎ adv. 僕と一緒に                                   「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

proposa ﾌﾟﾛﾎﾟｻﾞ 3 単過(proposer)v.t 提案した                              「動詞」 

le petit prince. ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

tellement triste ﾃﾙﾓﾝ･ﾄｩﾘｽﾄ adj. とても悲しい                              「補語」 

 

そしてそれから、ほら見てごらん！あそこに、麦畑が見えるね？［B-21］ 

Et puis regarde! Tu vois, là-bas, les champs de blé?  

Et「副詞」「動詞」┃「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

regarde! ﾙｷﾞｬﾙﾄﾞ 命・2 単現(regarder)v.t 見てごらん                       「動詞」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

vois, ｳﾞゎ 2 単現 (voir)v.t（疑問文で）見えるだろう？                       「動詞」 

là-bas, ﾗ･ﾊﾞｰ adv. あそこに                                               「副詞」 

les champs de blé? ﾚ･ｼｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾚ pl.n.m 小麦畑                          「目的語」 

 

「頼むから．．．ぼくを飼いならしてよ!」と狐は言った。［B-21］ 

《S’il te plaît ... apprivoise-moi! dit-il.  

《「副詞節」,「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron それが                                                 「主語」 

te ﾄｩ pron 君にとって                                      「間接目的語」 

plaît ﾌﾟﾚ 3 単現(plaire)v.i 気に入る                                「動詞」 

 （お願い）もし出来るなら〜して下さい、お願いだから〜して下さい 

apprivoise ｱﾌﾟﾘｳﾞゎｽﾞ 命・2 単現(apprivoiser)v.t 飼いならしてちょうだい    「動詞」 

moi! ﾑゎ pron 僕を                                                    「目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il. ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 
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それから、こう付け加えた：［B-21］ 

Puis il ajouta :                                            「副詞」「主語」「動詞」： 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron キツネは                                                      「主語」 

ajouta : ｱｼﾞｭﾀ 3 単過(ajouter)v.t 付け加えた                                「動詞」 

 

Va revoir ｳﾞｧ･ﾙｳﾞゎ-ﾙ 命・2 単現(aller+不定詞)v.t もう一度見に行ってごらん「動詞句」 

les roses. ﾚ･ﾛｰｽﾞ pl.n.f バラの花たちを                                  「目的語」 

 

「ぼくも、のどが渇いた．．．井戸を探そう．．．」［B-24］ 

《J’ai soif aussi ... cherchons un puits ...》 

《「主語」「動詞」「目的語」副詞┃「動詞」「目的語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t ある                                                 「動詞」 

soif ｽゎﾌ n.f 喉の渇きが                                                「目的語」 

aussi ... ｵｼ adv. 〜もまた                                                 「副詞」 

cherchons ｼｪﾙｼｮﾝ 命・1 複現･勧誘(chercher)v.t 探そう                      「動詞」 

un puits ...》ｱﾝ･ﾋﾟｭｲ n.m 井戸を                                        「目的語」 

 

「ぼくにやらせて欲しい。きみには重すぎるよ」とぼくは言った。［B-25］ 

《Laisse-moi faire, lui dis-je, c’est trop lourd pour toi.》 

《「動詞」「目的語」「補語」》,「間接目的語」「動詞」「主語」,《「主語」「動詞」「補語」》 

Laisse ﾚｯｽ 命・2 単現･使役(laisser)v.t させなさい、させて頂戴              「動詞」 

moi ﾑゎ pron 僕に                                                     「目的語」 

faire, ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                                「補語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

je, ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

trop lourd ﾄﾛ･ﾙｰﾙ adj. 重すぎる                                           「補語」 

pour toi.》ﾌﾟｰﾙ･ﾄゎ adv. 君にとっては                               「副詞句」 

 

「その水こそ、ほんとに欲しかったんだ」と王子様は言った。「飲ませてよ．．．」［B-25］ 

《J’ai soif de cette eau-là, dit le petit prince, donne-moi à boire ... 》 

《「主語」「動詞」「目的語」》,「動詞」「主語」,《「動詞」「目的語」「補語」》 
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J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t 〜がある                                             「動詞」 

soif ｽゎﾌ n.f 渇望                                                      「目的語」 

de cette eau-là, ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｵ･ﾗ adj. この水に対する                「形容詞句」 

  avoir soif de+無冠詞名詞 「〜に飢えている、〜をすごく欲しい」 

  avoir soif 「のどが渇く、水を必要とする」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

le petit prince, ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様は                                 「主語」 

donne ﾄﾞﾝﾇ 命・2 単現･使役(donner à qn à+不定詞)v.t 人に〜させてちょうだい「動詞」 

moi ﾑゎ pron 僕に                                                     「目的語」 

à boire ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ 不定詞 v.t 飲む                                           「補語」 

 

「さて、きみは仕事をしなくちゃあ。飛行機の所へまた戻らなくちゃね。ぼくはここで待っ

てる。あしたの夕方、ここに戻ってきてよ．．．」［B-25］ 

《Tu dois maintenant travailler. Tu dois repartir vers ta machine. Je t’attends ici. 

Reviens demain soir ...》      《「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

「主語」「目的語」「動詞」「副詞」┃「動詞」「副詞句」》 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

dois maintenant travailler. ﾄﾞゎ･ﾏﾝﾄｩﾉﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲｴ 2 単現･必要(devoir+不定詞) 

   v.i さあ、君は仕事をしなくちゃいけない                              「動詞句」 

  maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. さて、さあ、ところで 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

dois repartir ﾄﾞｩゎ･ﾙﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 2 単現･必要(devoir+不定詞) 

   v.i 戻らなくちゃいけない                                            「動詞句」 

vers ta machine. ｳﾞｪｰﾙ･ﾀ･ﾏｼｰﾇ adv. 君の飛行機の所へ                     「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

t’ ﾄｩ pron 君を                                                        「目的語」 

attends ｱﾄﾝ 1 単現(attendre)v.t 待っている                                「動詞」 

ici. ｲｼ adv. ここで                                                       「副詞」 

Reviens ﾙｳﾞｨﾔﾝ 命・2 単現(revenir)v.i 戻っておいで                         「動詞」 

demain soir ...》 ﾄﾞｩﾏﾝ･ｽゎ-ﾙ adv. 明日の夕方                            「副詞句」 

 

「さあ、あっちへ行って．．．ぼくは降りたいんだよ！」［B-26］ 

《Maintenant, va-t’en, dit-il ... Je veux redescendre!》 

《「副詞」「動詞句」》,「動詞」「主語」,《「主語」「動詞句」》 

Maintenant, ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. さあ                                            「副詞」 
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va-t’en, ｳﾞｧ･ﾄﾝ 命・2 単現(s’en aller)v.pr 立ち去れ、行ってしまえ          「動詞句」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il ... ｲﾙ pron 彼は                                                        「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

veux redescendre!》ｳﾞ･ﾙﾃﾞｿﾝﾄﾞﾙ 1 単現･願望(vouloir+不定詞)v.i 降りたい   「動詞句」 

 

「そして、ときにはこんなふうに気晴らしに窓を開けてよ．．．［B-26］ 

Et tu ouvriras parfois ta fenêtre, comme ça, pour le plaisir ...  

《Et「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」》 

Et ｴ conj. そして 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

ouvriras ｳｳﾞﾘｰﾗ 2 単未･命令(ouvrire)v.t 開けてちょうだい                   「動詞」 

parfois ﾊﾟﾙﾌゎ adv. ときには                                             「副詞」 

ta fenêtre, ﾀ･ﾌﾈｰﾄﾙ n.f 窓を                                            「目的語」 

comme ça, ｺﾑ･ｻ adv. こんな風に                                        「副詞句」 

pour le plaisir ... ﾌﾟｰﾙ･ﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ adv. 気晴らしに                  「副詞句」 

 

空をよく見て欲しい。自問してみて欲しい。［B-27］ 

Regardez le ciel. Demandez-vous :                    「動詞」「目的語」┃「動詞句」 

Regardez ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 命・2 複現(regarder)v.t よく見てください                 「動詞」 

le ciel. ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空を                                                 「目的語」 

Demandez-vous :  ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ･ｳﾞ 命・2 複現(se demander) 

   v.pr 自分に問いかけてください                                       「動詞句」 

 

もしいつかアフリカの砂漠を旅行するような場合、たしかにここだとわかるように、この景

色を注意深くごらんなさい。［B-27］ 

Regardez attentivement ce paysage afin d’être sûrs de le reconnaître, si vous voyagez un 

jour en Afrique, dans le désert.      「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」,「副詞節」 

Regardez ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 命・2 複現･要望(regarder)v.t 見てください                「動詞」 

attentivement ｱﾄﾝﾃｨｳﾞﾓﾝ adv. 注意深く                                    「副詞」 

ce paysage ｽ･ﾍﾟｲｻﾞｰｼﾞｭ n.m この景色を                                 「目的語」 

afin d’+不定詞 ｱﾌｧﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜するために                               「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜である、〜になる                            「動詞」 

sûrs ｼｭｰﾙ adj.pl (de に) 確信した                                  「補語」 

 être の主語は vous（君たち：複数）なので「補語」の sûr が sûrs になっている 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv. 〜するのに                                  「副詞句」 
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le ﾙ pron それを                                         「目的語」 

reconnaître, ﾙｺﾈｰﾄﾙ 不定詞 v.t それとわかる                  「動詞」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron 君たちが                                            「主語」 

voyagez ｳﾞゎﾔｼﾞｪ 2 単現(voyager)v.i 旅をする                       「動詞」 

un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m いつか                                    「副詞句」 

en Afrique, ｵﾝ･ｱﾌﾘｷ adv. アフリカを                             「副詞句」 

dans le désert. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙ adv. 砂漠を                 「副詞句」 

 

そして、たまたまここを通りかかるようなことがあれば、どうか急がないで、ちょうどこの

星の下でちょっと待ってごらんなさい！［B-27］ 

Et, s’il vous arrive de passer par là, je vous en supplie, ne vous pressez pas, attendez un 

peu juste sous l’étoile!           Et「副詞節」,「主語」「間接目的語」「副詞句」「動詞」, 

「動詞句」、「動詞」「副詞句」 

Et, ｴ conj. そして 

s’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il vous arrive de +不定詞 ｲﾙ･ｳﾞ･ｻﾞﾘｳﾞ･ﾄﾞｩ 3 単現(il à qn arrive de+不定詞) 

   v. 君たちがたまたま〜することがある                         「動詞句」 

 il は非人称主語 vous は「間接目的語」君たちにとって（de+不定詞が「主語」） 

 il arrive que+接続法 「〜ということがある」（il は非人称主語、que 節が「主語」） 

passer ﾊﾟｾ 不定詞 v.i 通りかかる                          「動詞」 

par là, ﾊﾟｰﾙ･ﾗ adv. ここを                                      「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron 君たちに                                             「間接目的語」 

en ｵﾝ pron つぎのように                                               「副詞句」 

 en は ne vous pressez pas 以降のお願いの先出し 

supplie, ｼｭﾌﾟﾘ 1 単現(supplier) v.t お願いします                            「動詞」 

ne vous pressez pas, ﾇ･ｳﾞ･ﾌﾟﾚｾ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(se presser) 

   v.pr 急がないでください                                             「動詞句」 

attendez ｱﾄﾝﾃﾞ 命・2 複現(attendre)v.i 待ってください                      「動詞」 

un peu ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少しの間                                             「副詞句」 

juste sous l’étoile! ｼﾞｭｽﾄ･ｽ･ﾚﾄゎ-ﾙ adv. ちょうどこの星の下で      「副詞句」 

 

そのときには、親切にしてください！ぼくをこんなに悲しんでいるままにしておかないで

ください。すぐさま、ぼくに便りをください、彼が戻ってきたよ、と．．．［B-27］ 

Alors soyez gentils! Ne me laissez pas tellement triste : écrivez-moi vite qu’il est revenu ...             
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「副詞」「動詞」「補語」┃「動詞句」「目的語」「動詞句」「補語」： 

「動詞」「間接目的語」「副詞」「直接目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv. その時は                                                  「副詞」 

soyez ｽゎｲｴ 命・2 複現(être)v.i 〜でいてください                           「動詞」 

gentils! ｼﾞｮﾝﾃｨ adj.pl. 親切な                                             「補語」 

Ne ...laissez pas ﾇ...ﾚｯｾ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定(laisser qn 補語) 

   v.t （人）を〜のままにしないでください                              「動詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

tellement triste : ﾃﾙﾓﾝ･ﾄﾘｽﾄ adj. こんなに悲しい                           「補語」 

écrivez ｴｸﾘｳﾞｪ 命・2 複現(écrire à qn que+直説法) 

   v.t（人に）手紙で知らせてください                                     「動詞」 

moi ﾑゎ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

vite ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに                                                   「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                          「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 王子様が                                           「主語」 

est revenu ... ｴ･ﾙｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(revenir)v.i 戻ってきた     「動詞句」 

 

相手の野郎が、俺に言いやがった：「男なら、電車から降りろ」と。［C-1-3］ 

L’autre, il m’a dit: «Descends du tram si tu es un homme.»  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

L’autre, ﾛｰﾄﾙ pron 相手の野郎が                                          「主語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 俺に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

«Descends ﾃﾞｿﾝ 命・2 単現(descendre)v.i 降りろ！．．．ということを    「直接目的語」 

du tram ｼﾞｭ･ﾄﾗﾑ adv. 電車から                              「副詞句」 

si ｼ conj. もしなにならば                                   「副詞節」 

tu ﾁｭ pron お前が                                    「主語」 

es ｴ 2 単現(être)v.i 〜である                           「動詞」 

un homme.» ｱﾝ･ﾉﾑ n.m 男                             「補語」 

 

俺は奴に「まあ、落ち着け」と言ってやったんだ。すると俺は男じゃないと言ったんだ。 

［C-1-3］ 

Je lui ai dit: «Allez, reste tranquille.» II m’a dit que je n’étais pas un homme.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 
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Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai dit: ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

«Allez, ｱﾚ 命・2 複現･呼びかけ(aller)adv. まあ．．．ということを       「直接目的語」 

reste ﾚｽﾄｩ 命・2 単現(rester)v.i 〜のままでいろ                「動詞」 

tranquille.» ﾄﾛﾝｷﾙ adj. 穏やかな                              「補語」 

II ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 俺に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜といいうことを                                       「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                             「主語」 

n’étais pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 1 単半･否定(être)v.i 〜でない                 「動詞」 

un homme. ｱﾝ･ﾉﾑ n.m 男                                     「補語」 

 

レーモンは答えた。「わしにものを言うときは、くわえ煙草はやめろ」と、警官が言った。 

［C-1-4］ 

Raymond a répondu. «Enlève ta cigarette de la bouche quand tu me parles», a dit l’agent. 

「主語」「動詞句」┃《「動詞」「目的語」「副詞句」「副詞節」》,「動詞句」「主語」 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                           「主語」 

a répondu. ｱ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 3 単現･完了形(répondre)v.i 答えた                  「動詞句」 

«Enlève ｵﾝﾚｰｳﾞ 命・2 単現(enlever)v.t 取り除け                            「動詞」 

ta cigarette ﾀ･ｼｶﾞﾚｯﾄ n.f 煙草を                                        「目的語」 

de la bouche ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾞｰｼｭ adv. 口から                                   「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時は                                             「副詞節」 

tu ﾁｭ pron お前が                                                「主語」 

me ﾑ pron わしに                                          「間接目的語」 

parles», ﾊﾟﾙﾙ 2 単現(parler)v.i 話す                                「動詞」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

l’agent. ﾗｼﾞｮﾝ n.m 警官が                                                「主語」 

 

それでレーモンは女のほうへ振り返って、言った。「おい、待ってろよ！また会う時を」 

［C-1-4］ 

Raymond s’est alors retourné vers la fille et il lui a dit: «Attends, petite, on se retrouvera.»           

「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「動詞」「呼びかけ」「目的語」》 

Raymond ﾚｰﾓﾝ n.m レーモンは                                           「主語」 
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s’est alors retourné ｾ･ﾀﾛｰ･ﾙﾄｩﾙﾈ 3 単現･完了形(se retourner+alors) 

   v.pr それで振り返った                                               「動詞句」 

vers la fille ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾌｨｰﾕ adv. 女のほうに                                「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

«Attends, ｱﾄﾝ 命・2 単現(attendre)v.t 待ってろよ                           「動詞」 

petite, ﾌﾟﾃｨｯﾄ pron.f お前、おい                                        「呼びかけ」 

on ｵﾝ pron 俺たちが〜する時を                                         「目的語」 

se retrouvera.» ｽ･ﾙﾄｩﾙｳﾞﾗ 3 単未(se retrouver)v.pr また会うだろう  「動詞句」 

 

「今晩、君が戻った時に、アパートの近くでそいつを見かけたら、教えてくれ」僕は、分か

ったと答えた。［C-1-5］ 

«Si tu le vois près de la maison ce soir en rentrant, avertis-moi.» J’ai dit que c’était 

entendu.            《「副詞節」,「動詞」「間接目的語」》,「主語」「動詞句」「目的語」 

«Si ｼ conj. もし〜ならば                                               「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                 「主語」 

le ﾙ pron そいつを                                            「目的語」 

vois ｳﾞゎ 2 単現(voir)v.t 見る                                    「動詞」 

près de la maison ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adv. アパートの近くで         「副詞句」 

ce soir en rentrant, ｽ･ｽゎ-ﾙ･ｵﾝ･ﾚﾝﾄｩﾛﾝ adv. 今晩戻った時に       「副詞句」 

avertis ｱｳﾞｪﾙﾃｨ 命・2 単現(avertir)v.t 知らせてくれ                        「動詞」 

moi.» ﾑゎ pron 俺に                                               「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                  「主語」 

était entendu. ｴﾃ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 3 単半･受動(entendre)v.t 了解された     「動詞句」 

 

「水の中に来て！」と、彼女が僕に言った。［C-1-6］ 

«Viens dans l’eau», m’a-t-elle dit.  

《「動詞」「副詞句」》,「間接目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」 

«Viens ｳﾞｨﾔﾝ 命・2 単現(venir)v.i 来て！                                   「動詞」 

dans l’eau», ﾄﾞﾝ･ﾛｰ adv. 水の中に                                       「副詞句」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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a... dit. ｱ...ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                              「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                                      「主語」 

 

「だめだ！」と、僕はレーモンに言った。「素手で 1 対 1 で相手をしろ、そして僕に君のリ

ボルバーをよこせ。もう一人が加わったり、そいつがナイフを取り出したりしたら、僕がそ

いつを撃ってやる」［C-1-6］ 

«Non, ai-je dit à Raymond. Prends-le d’homme à homme et donne-moi ton revolver. Si 

l’autre intervient, ou s’il tire son couteau, je le descendrai.» 

《「呼びかけ」, 「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」》, 

「動詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」,《「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」》 

«Non, ﾉﾝ adv.（否定）だめだ、やめろ                                    「呼びかけ」 

ai ...dit ｴ...ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                              「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

à Raymond. ｱ･ﾚｰﾓﾝ adv. レーモンに                                 「間接目的語」 

Prends ﾌﾟﾛﾝ 命・2 単現(prendre)v.t 相手にしろ                             「動詞」 

le ﾙ pron そいつを                                                     「目的語」 

d’homme à homme ﾄﾞﾑ･ｱ･ｵﾑ adv. 男同士で、素手で 1 対 1 で              「副詞句」 

   生身の体で、しかも 1 対 1 で 

et ｴ conj. そして 

donne ﾄﾞﾇ 命・2 単現(donner)v.t よこせ                                    「動詞」 

moi ﾑﾜ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

ton revolver. ﾄﾝ･ﾙｳﾞｫﾙｳﾞｪ n.m 君のリボルバーを                     「直接目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

l’autre ﾛｰﾄﾙ pron もう一人が                                      「主語」 

intervient, ｱﾝﾃﾙｳﾞｨﾔﾝ 3 単現(intervenir)v.i 参加する、加わる         「動詞」 

ou ｳ conj. それとも 

s’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron そいつが                                               「主語」 

tire ﾁﾙ 3 単現(tirer)v.t 取り出す                                    「動詞」 

son couteau, ｿﾝ･ｸﾄｰ n.m ナイフを                                「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

le ﾙ pron そいつを                                                     「目的語」 

descendrai.» ﾄﾞｩｿﾝﾄﾞﾚ 1 単未･意思(descendre)v.t 撃つ、撃ち殺す             「動詞」 
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看守が僕の右隣の男を迎えにやって来た。するとその妻が、もう叫ぶ必要がないことに気づ

かない様子で、声を弱くしないで叫んだ。「体に気を付けるんだよ、そして、用心するんだ

よ」それから、僕の順番がやって来た。［C-2-2］ 

On est venu chercher mon voisin de droite et sa femme lui a dit sans baisser le ton comme 

si elle n’avait pas remarqué qu’il n’était plus nécessaire de crier: «Soigne-toi bien et fais 

attention.» Puis est venu mon tour. 

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」： 

《「呼びかけ」et「動詞」「目的語」》, Puis「動詞句」「主語」 

On ｵﾝ pron 看守が                                                      「主語」 

est venu chercher ｴ･ｳﾞﾆｭ･ｼｪﾙｼｪ 3 単現･完了形(venir+不定詞) 

   v.t 〜を迎えに来た                                                  「動詞句」 

mon voisin ﾓﾝ･ｳﾞゎｻﾞﾝ n.m 僕の隣の男を                                「目的語」 

de droite ﾄﾞｩ･ﾄﾞﾛゎｯﾄ adj. 右側の                              「形容詞句」 

  droite ﾄﾞﾛゎｯﾄ n.f 右 droit ﾄﾞﾙゎ adj. 右（側）の à droite ｱ･ﾄﾞｩﾙゎｯﾄ adv. 右（側）に 

et ｴ conj. そして 

sa femme ｻ･ﾌｧﾑ n.f その妻は                                             「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

sans baisser ｿﾝ･ﾍﾞｯｾ adv.（声を）弱くしないで                          「副詞句」 

le ton ﾙ･ﾄﾝ n.m 声を                                           「目的語」 

comme si ｺﾑ･ｼ conj. あたかも〜であるかのように                         「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                               「主語」 

n’avait pas remarqué ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ･ﾙﾏﾙｹ 3 単半･完了形･否定･時制の一致(remarquer) 

   v.t 気づいていない                                            「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は de crier） 

n’était plus ﾈﾃ･ﾌﾟﾘｭ 3 単半･否定･時制の一致(être)v.i もう〜でない「動詞」 

nécessaire ﾈｾｾｰﾙ adj. 必要な                                「補語」 

de crier: ﾄﾞｩ･ｸﾘｴ 不定詞 v.i 叫ぶことは                       「主語」 

«Soigne-toi bien ｽゎﾆｭ･ﾄゎ･ﾋﾞﾔﾝ 命・2 単現(se soigner+bien) 

   v.pr 体に気を付けてね                                             「呼びかけ」 

et ｴ conj. そして 

fais ﾌｪ 命・2 単現(faire)v.t 〜をしなさい                                  「動詞」 

attention.» ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 用心                                             「目的語」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

est venu ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i やって来た                       「動詞句」 
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mon tour. ﾓﾝ･ﾄｩｰﾙ n.m 僕の順番が                                        「主語」 

 

「黙っていなさい！この件については、そのほうが良いです」［C-2-4］ 

«Taisez-vous, cela vaut mieux pour votre affaire.» 

《「動詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」》 

«Taisez-vous, ﾃｰｾﾞ･ｳﾞ 命・2 複現(se taire)v.pr 黙っていなさい             「動詞句」 

cela ｽﾗ pron それが                                                      「主語」 

vaut ｳﾞｫ 3 単現(valoir)v.i 価値がある                                      「動詞」 

mieux ﾐﾕｰ adv. よりよく                                                 「副詞」 

pour votre affaire.» ﾌﾟｰﾙ･ｳﾞｫﾄﾙ･ｱﾌｪｰﾙ adv. あなたの件について            「副詞句」 
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使役・放任・知覚動詞 

 

ヤギが山のほうへ頭を上げて、ため息に似た小さな鳴き声を漏らすのを、彼はしばしば目に

していた。［A-5］ 

On la voyait souvent lever la tête vers la montagne et laisser échapper un léger cri qui 

ressemblait à un soupir.          「主語」「目的語」「動詞」「副詞」「補語」et「補語」 

On ｵﾝ pron 彼は                                                        「主語」 

la ﾗ pron ヤギが                                                      「目的語」 

voyait ｳﾞゎｲｴ 3 単半･知覚(voir)v.t（VO+不定詞）O が〜するのを見ていた    「動詞」 

souvent ｽｳﾞｫﾝ adv. しばしば                                             「副詞」 

lever ﾙｳﾞｪ 不定詞 v.t 持ち上げる、上げる                                  「補語」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                            「目的語」 

vers la montagne ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山のほうへ                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

laisser échapper ﾚｯｾ･ｴｼｬﾍﾟ 不定詞･放任 v.t（思わず）漏らす                 「補語」 

un léger cri ｱﾝ･ﾚｼﾞｪ･ｸﾘ n.m 小さな鳴き声を                        「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

ressemblait ﾙｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半･時制の一致(ressembler) 

v.i（à に）似ている                             「動詞」 

à un soupir. ｱ･ｳﾝ･ｽﾋﾟｰﾙ adv. ため息に         「間接目的語」 

 

「旦那様、ここにいるのが退屈です。私を山に行かせてください」［A-5］ 

 《Monsieur, je m’ennuie ici. Laissez-moi partir dans la montagne.  

《「呼びかけ」「主語」「動詞句」「副詞」┃「動詞」「目的語」「補語」》 

《Monsieur, ﾑｯｼｭ adv. だんな様                                       「呼びかけ」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

m’ennuie ﾓﾝﾆｭｲ 1 単現(s’ennyer)v.pr 退屈した                            「動詞句」 

ici. ｲｼ adv. ここに                                                       「副詞」 

Laissez ﾚｯｾ 命・2 複現･放任(laisser)v.t 〜させてください                   「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                     「目的語」 

partir ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 不定詞 v.i 行く                                            「補語」 

dans la montagne. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾓﾝﾀｰﾆｭ adv. 山の中へ                      「副詞句」 
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もちろん、自分の角でオオカミを倒せないことは分かっていましたが、たやすく食べられて

しまうよりも、ルノード婆さんのように最後まで抵抗してみようと思ったのです。［A-5］ 

 Bien sûr, elle savait que ses cornes ne pouvaient pas abattre un loup, mais au lieu de 

se laisser manger aisément, elle essaya de résister jusqu’à la fin, comme la vieille 

Renaude...「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」,mais「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Bien sûr, ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん                                       「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

savait ｻｳﾞｪ 3 単半(savoir)v.t 知っていた                                   「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ses cornes ｾ･ｺﾙﾇ pl.n.f 彼女の角は                                 「主語」 

ne pouvaient pas abattre ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｱﾊﾞｯﾄﾙ 3 複半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜を打ち負かせない                                       「動詞句」 

un loup, ｱﾝ･ﾙｰ n.m オオカミを                                  「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

au lieu de +不定詞 ｵ･ﾘｳ･ﾄﾞｩ adv. 〜するより、〜しないで                 「副詞句」 

se laisser manger ｽ･ﾚｯｾ･ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞･放任(se laisser+不定詞) 

   v.pr 食べられるままになる                                   「動詞句」 

aisément, ｴｾﾞﾓﾝ adv. たやすく                                    「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

essaya de +不定詞 ｴｯｾｲﾔ･ﾄﾞｩ 3 単過･努力(essayer de+不定詞) 

   v. 〜しようと試みた                                                 「動詞句」 

résister ﾚｼﾞｽﾃ 不定詞 v.i 抵抗する                               「動詞句」 

jusqu’à la fin, ｼﾞｭｽｶ･ﾗ･ﾌｧﾝ adv. 最後まで                                「副詞句」 

comme la vieille Renaude... ｺﾑ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ adv. ルノード婆さんのように「副詞句」 

 

その時、怒り狂った青ひげが、家じゅうが震えるほどの恐ろしい声で叫びました。［A-2］ 

La Barbe Bleue, alors furieux, hurla d’une terrible voix qui fit trembler toute la maison. 

「主語」「副詞」「動詞」「副詞句」 

La Barbe Bleue, ﾗ･ﾊﾞﾙﾌﾞ･ﾌﾞﾙｰ n.f 青ひげは                                「主語」 

alors ｱﾛｰ adv. その時、それで                                              「副詞」 

furieux, ｼｭﾘｩ adj. 怒り狂った                                     「形容詞」 

hurla ﾕﾙﾗ 3 単過(hurler)v.i わめいた                                       「動詞」 

d’une terrible voix ﾄﾞｭﾝﾇ･ﾃﾘﾌﾞﾙ･ｳﾞゎ adv. 恐ろしい声で                   「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

fit ﾌｨ 3 単過･使役(faire+O+不定詞)v.t O を〜させた                「動詞」 

trembler ﾄﾛﾝﾌﾞﾚ 不定詞 v.i 震える                               「補語」 
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toute la maison. ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家じゅうを                    「目的語」 

 

彼女は残ったお金で貴族と再婚し、今までの全ての悪夢を忘れて暮らすことが出来ました。 

［A-2］ 

Quant à elle, avec l’argent restant, elle se remaria avec un gentilhomme qui lui fit oublier 

tout le cauchemar qu’elle avait dû subir.「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Quant à elle, ｺﾝ･ﾀ･ｴﾙ adv. 彼女は                                       「副詞句」 

avec l’argent restant, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗﾙｼﾞｮﾝ･ﾚｽﾄﾝ adv. 残ったお金で              「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

se remaria ｽ･ﾙﾏﾘｱ 3 単過(se remarier)v.pr 再婚した                       「動詞句」 

avec un gentilhomme ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ｼﾞｮﾝﾃｨﾖﾑ adv. 貴族と                    「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                       「間接目的語」 

fit oublier ﾌｨ･ﾄｩﾌﾞﾘｴ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 忘れさせた     「動詞句」 

tout le cauchemar ﾄｩ･ﾙ･ｺｼｭﾏｰﾙ n.m 全ての悪夢を               「目的語」 

qu’ ｸ pron 〜する                                           「形容詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                    「主語」 

avait dû subir. ｱｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｽﾋﾞｰﾙ 3 単半･完了形(devoir+不定詞) 

   v.t 受けなければならなかった                       「動詞句」 

 

少しして宮殿に到着すると、ネコは王様の間に通されました。［A-3］ 

 Peu après, il arriva au palais où on le fit entrer dans l’appartement du roi. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞」「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少し後で、少しして                             「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

arriva ｱﾘｳﾞｧ 3 単過(arriver)v.i 着きました                                 「動詞」 

au palais ｵ･ﾊﾟﾚ adv. 宮殿に                                            「副詞句」 

où ｳ adv. そこで                                                        「副詞」 

on ｵﾝ pron 人が                                                         「主語」 

le ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

fit entrer ﾌｨ･ｵﾝﾄﾚ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 入らせた                  「動詞句」 

 受動態に翻訳する 

dans l’appartement du roi. ﾄﾞﾝ･ﾗﾊﾟﾙﾄﾓﾝ･ｼﾞｭ･ﾙゎ adv. 王様の間に          「副詞句」 
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「ふう。ほんとうに驚きました！なんとたくましいお姿でしょう！」［A-3］ 

 《Oufff! Que vous m’aviez fait peur! Vous aviez l’air si fort!  

《「間投」┃「感嘆」「主語」「目的語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Oufff! ｳﾌ int. ふう                                                       「間投」 

Que ｸ int. なんと                                                        「感嘆」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

aviez fait ｱｳﾞｨｴ･ﾌｪ 2 複半･完了形･使役(faire)v.t 〜にさせた                「動詞句」 

peur! ﾍﾟｰﾙ n.f 恐怖                                                      「補語」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

aviez ｱｳﾞｨｴ 2 複半(avoir)v.t（特徴）〜をしてる                             「動詞」 

l’air si fort! ﾚｰﾙ･ｼ･ﾌｫｰﾙ n.m とてもたくましい姿を                        「目的語」 

 

彼女がいくら嘆いて懇願しても無駄だった。しかし息子たちをこれ以上苦しませることは

出来ないので、結局、夫の言う事に従った。［A-4］ 

 Elle eut beau s’apitoyer, mais ne pouvant elle non plus continuer de laisser ses fils 

souffrir, obéit finalement à son mari. 

「主語」「動詞句」,mais「副詞句」,「動詞」「副詞」「間接目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

eut beau s’apitoyer, ｲ･ﾎﾞ･ｻﾋﾟﾄゎｲｴ 3 単過･無駄(avoir beau+不定詞) 

   v.pr いくら嘆いて懇願しても無駄だった                               「動詞句」 

  s’apitoyer ｻﾋﾟﾄゎｲｴ v.pr 自分を哀れむ、同情を引いて懇願する 

mais ﾒ conj. しかし 

ne pouvant +不定詞 ﾇ･ﾌﾟｳﾞｫﾝ 現在分詞 v. 〜出来ないので                   「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                               「主語」 

non plus continuer de laisser+不定詞 ﾉﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｺﾝﾃｨﾇｴ･ﾄﾞｩ･ﾚｯｾ 不定詞･使役･否定 

   (continuer de laisser+不定詞)v.t もうこれ以上このまま〜させておく「動詞句」 

ses fils ｾ･ﾌｨｽ pl.n.m 息子たちを                                   「目的語」 

souffrir, ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞 v.i 苦しむ                                     「補語」 

obéit ｵﾍﾞｲ 3 単過(obéir)v.i 従った                                         「動詞」 

finalement ﾌｨﾅﾙﾒﾝﾃ adv. 結局、最後には                                  「副詞」 

à son mari. ｱ･ｿﾝ･ﾏﾘ adv. 夫の言う事に                              「間接目的語」 
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「なんて可哀そうな子供たち！人食い鬼の家のドアをノックしていまうなんて。もしあな

たたちを中に入れたら、私の夫はあなたたち全員を貪り食ってしまうでしょう」［A-4］ 

 《Mes pauvres enfants! Vous avez frappé à la porte d’un ogre. Si je vous laisse entrer, 

mon mari vous dévorera tous. 

《「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞」》 

《Mes pauvres enfants! ﾒ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ｵﾝﾌｫﾝ pl.n.m 可哀そうな子供たち！    「呼びかけ」 

Vous ｳﾞ pron あなたたちは                                               「主語」 

avez frappé ｱｳﾞｪ･ﾌﾗﾍﾟ 2 複現･完了形(frapper)v.i(à を) ノックした          「動詞句」 

à la porte ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. ドアを                                     「間接目的語」 

d’un ogre. ﾀﾞﾝ･ｵｰｸﾞﾙ adj. 人食い鬼の                      「形容詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                 「主語」 

vous ｳﾞ pron.pl あなたたちを                                   「目的語」 

laisse entrer, ﾚｽ･ｵﾝﾄﾚ 1 単現･使役(laisser+不定詞)v.t 入らせる      「動詞句」 

mon mari ﾓﾝ･ﾏﾘ n.m 私の夫は                                            「主語」 

vous ｳﾞ pron.pl あなたたちを                                           「目的語」 

dévorera ﾃﾞｳﾞｫﾙﾗ 3 単未(dévorer)v.t むさぼり食うだろう                    「動詞」 

tous. ﾄｩ adj. みな、すべて                                      「形容詞」 

 

結局、女は彼らを中に入らせて、子供たちが暖炉の前で体を温めている間に、翌日まで彼ら

をかくまう方法を探していました。［A-4］ 

 Finalment, la femme les laissa entrer et pendant que les enfants se réchauffaient 

devant la cheminée, elle cherchait un moyen de les cacher jusqu’au lendemain. 

「副詞」「主語」「目的語」「動詞」「補語」et「副詞節」「主語」「動詞」「目的語」 

Finalment, ｼﾅﾙﾓﾝ adv. 結局                                               「副詞」 

la femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 女は                                                  「主語」 

les ﾚ pron 彼らを                                                      「目的語」 

laissa ﾚｯｻ 3 単過･使役(laisser)v.t(O+不定詞) O に〜させた                   「動詞」 

entrer ｵﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 入る                                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｸ conj. 〜する間に                                  「副詞節」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n.m 子供たちが                            「主語」 

se réchauffaient ｽ･ﾚｼｮﾌｪ 3 複半(se réchauffer)v.pr 体を温めていた  「動詞句」 

devant la cheminée, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾗ･ｼｭﾐﾈ adv. 暖炉の前で              「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

cherchait ｼｪﾙｼｪ 3 単半(chercher)v.t 探していた                             「動詞」 
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un moyen ｱﾝ･ﾑゎｲﾖﾝ n.m 方法を                                        「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adj. 〜するための                              「形容詞句」 

les ﾚ pron 彼らを                                     「目的語」 

cacher ｶｯｼｪ 不定詞 v.t 隠す、かくまう                    「動詞」 

jusqu’au lendemain. ｼﾞｭｽｺ･ﾛﾝﾄﾞｩﾓﾝ adv. 翌日まで        「副詞句」 

 

バケツ一杯の水を妻の顔にかけて目覚めさせた後で、怒りで真っ赤になった人食い鬼は、7

里の長靴を履いて大急ぎで子供たちを探しに飛び出していきました。［A-4］ 

 Après avoir jeté un seau d’eau à la figure de sa femme pour la faire revenir à elle, l’ogre, 

rouge de colère, chaussa ses bottes de sept lieues et se lança à la recherche des garçons... 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」et「動詞句」「間接目的語」 

Après +不定詞･完了形 ｱﾌﾟﾚ adv. 〜した後で                              「副詞句」 

avoir jeté ｱｳﾞゎ-ﾙ･ｼﾞｭﾃ 不定詞･完了形(jeter)v.t 投げかけた         「動詞句」 

un seau d’eau ｱﾝ･ｿｰ･ﾄﾞｰ n.m バケツ一杯の水を                   「目的語」 

à la figure de sa femme ｱ･ﾗ･ﾌｨｷﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｻ･ﾌｧﾑ adv. 妻の顔に      「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                            「副詞句」 

la ﾗ pron 彼女を                                       「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞･使役 v.t 〜させる                         「動詞」 

revenir ﾙｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i 戻る                             「補語」 

à elle, ｱ･ｴﾙ adv. 自分自身に                    「間接目的語」 

  → 目覚めさせるために 

l’ogre, ﾛｰｸﾞﾙ n.m 人食い鬼は                                             「主語」 

rouge de colère, ﾙｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｺﾚｰﾙ adj. 怒りで真っ赤になった        「形容詞句」 

chaussa ｼｮｻ 3 単過(chausser)v.t（靴を）履いた                             「動詞」 

ses bottes ｾ･ﾎﾞｯﾄ pl.n.f 長靴を                                          「目的語」 

de sept lieues ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ﾘｭｰ adj. 7 里の（1 里は 4Km）            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

se lança ｽ･ﾛﾝｻ 3 単過(sse lancer)v.pr 大急ぎで飛び出した                  「動詞句」 

à la recherche ｱ･ﾗ･ﾙｼｪﾙｼｭ adv. 捜索に                               「間接目的語」 

des garçons... ﾃﾞ･ｷﾞｬﾙｿﾝ adj. 子供たちの                   「形容詞句」 

 

その間に、親指小僧は兄たちに家に戻るように言いました。［A-4］ 

 Pendant ce temps, le Petit Poucet ordonna à ses frères de regagner la maison. 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Pendant ce temps, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｽ･ﾄﾝ adv. その間に、鬼が寝ている間に          「副詞句」 

le Petit Poucet ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟｰｽ n.m 親指小僧は                               「主語」 
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ordonna ｵﾙﾄﾞﾅ 3 単過･使役(ordonner)v.t 命じた                            「動詞」 

à ses frères ｱ･ｾ･ﾌﾚｰﾙ adv. 兄たちに                                     「目的語」 

de regagner ﾄﾞｩ･ﾙｶﾞﾆｪ 不定詞 v.t 戻る                                     「補語」 

la maison. ﾗ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家に                                        「目的語」 

 

「なんだって？こいつも、狼に食われたいとは！いや、お前にそんな危険は冒させない！」 

［A-5］ 

--- Ça alors, encore une chèvre qui veut se faire manger par le coup! Non, il n’est pas 

question que je te laisse courir ce danger. 

《「感嘆」,「主語」┃「副詞」,「動詞」「補語」「主語」》 

--- Ça alors, ｻ･ｱﾛｰ adv. なんだって？                                      「感嘆」 

encore une chèvre ｵﾝｯｺｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f またこのヤギが                   「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

veut +不定詞 ｳﾞ 3 単現･願望(vouloir+不定詞) 

v.t 〜することを望む                                 「動詞句」 

se faire +不定詞 ｽ･ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 自分を〜させる  「動詞句」 

manger ﾓﾝｼﾞｭ 不定詞 v.t 食う             「動詞句」 

par le coup! ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ｸｰ adv. 狼に                        「副詞句」 

Non, ﾉﾝ adv. いや                                                       「副詞」 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que je 以降） 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

question ｹｽﾁｮﾝ n.f 問題                                                  「補語」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                   「主語」 

te ﾄｩ pron お前に                                                「目的語」 

laisse ﾚｯｽ 1 単現･使役(laisser)v.t 〜させる                            「動詞」 

courir ｸﾘｰﾙ 不定詞 v.t（危険を）冒す                                 「補語」 

ce danger. ｽ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ n.m そんな危険を                        「目的語」 

 

ヤギは湧き水で涼み、平らな岩の上で横になって、見事な毛並みを日に当てて乾かした。 

［A-5］ 

Au torrent, elle se rafraîchit avec l’eau de la source, et en s’allongeant sur une roche plate, 

fit sécher sa magnifique fourrure blanche au soleil. 

「副詞句」,「動詞句」「副詞句」et「副詞句」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Au torrent, ｵ･ﾄﾛﾝ adv.（場所）急流で                                   「副詞句」 

elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                                    「主語」 
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se rafraîchit ｽ･ﾗﾌﾚｼ 3 単過(se rafraîchir)v.pr 涼んだ                      「動詞句」 

avec l’eau ｱｳﾞｪｯｷ･ﾛ adv.（手段）水で                                    「副詞句」 

de la source, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｽﾙｽ adj. 水源の、泉の                      「形容詞句」 

   eau de source （泉の）湧き水 

et ｴ conj. そして 

en s’allongeant ｵﾝ･ｻﾛﾝｼﾞｮﾝ ジェロンディフ(s’allonger)v.pr 寝そべって      「副詞句」 

sur une roche plate, ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾛｯｼｭ･ﾌﾟﾗｯﾄ adv. 平らな岩の上で     「副詞句」 

fit sécher ﾌｨ･ｾｯｼｪ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 〜を乾かした              「動詞句」 

sa magnifique fourrure blanche ｻ･ﾏﾆﾌｨｷ･ﾌｰﾘｭｰﾙ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ 

 n.f 見事な白い毛並みを                                              「目的語」 

au soleil. ｵ･ｿﾚｲﾕ adv. 日に当てて                                        「副詞句」 

 

一晩中戦い続けて、朝には貪り食われてしまったルノード婆さんの話を思い出して、ブラン

ケットはすぐに食べられてしまったほうがましだと思ったでしょう。［A-5］ 

 En se rappelant l’histoire de la vielle Renaude qui se battit toute la nuit et qui se fit 

dévorer au matin, Blanquette aurait préféré se faire manger tout de suite. 

「副詞句」, 「主語」「動詞句」「副詞句」 

En se rappelant ｵﾝ･ｽ･ﾗﾌﾟﾛﾝ ジェロンディフ(se rappeler)adv. 〜を思い出して「副詞句」 

l’histoire ﾘｽﾄゎ-ﾙ n.f 話を                                       「目的語」 

de la vielle Renaude ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾙﾉｰﾄﾞ 

 adj. ルノード婆さんの                               「形容詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se battit ｽ･ﾊﾞﾁ 3 単過(se battre)v.pr 戦った       「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）〜する                               「形容詞節」 

se fit dévorer ｽ･ﾌｨ･ﾃﾞｳﾞｫﾚ 3 単過･使役(se faire+不定詞：〜される) 

   v.t 貪り食われた                              「動詞句」 

au matin, ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝に                       「副詞句」 

Blanquette ﾌﾞﾗﾝｹｯﾄ n.f ブランケットは                                    「主語」 

aurait préféré +不定詞 ｵｰﾚ･ﾌﾟﾚﾌｪﾚ 条・3 単現･完了形･推量(préférer+不定詞) 

   v. 〜するほうがましだと思ったでしょう                               「動詞句」 

se faire manger ｽ･ﾌｪｰﾙ･ﾓﾝｼﾞｪ 不定詞･使役 v.pr 食べられる         「動詞句」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                  「副詞句」 
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もし僕が作り話をしていると思うのなら、プロヴァンスに行けば分かると思うよ。そこでは

誰もが、一晩中オオカミと戦って朝には食べられてしまった、スガンさんのヤギの話を君に

話すだろう。［A-5］ 

Si tu crois que je l’ai inventée, tu verras qu’en Provence, tout le monde te parlera de la 

cabro de moussu Seguin qui s’est battue toute la nuit avec le loup et s’est fait manger au 

matin.                                        「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                  「主語」 

crois ｸﾙゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                    「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                            「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                           「目的語」 

ai inventée, ｴ･ｱﾝｳﾞｫﾝﾃ 1 単現･完了形(inventer)v.t でっち上げた「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

verras ｳﾞｪﾗ 2 単未(voir)v.t 分かるだろう、知るだろう                       「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

en Provence, ｵﾝ･ﾌﾟﾛｳﾞｫﾝｽ adv. プロヴァンスでは                  「副詞句」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 誰でもが                            「主語」 

te ﾄｩ pron 君に                                             「間接目的語」 

parlera ﾊﾟﾙﾙﾗ 3 単未(parler)v.i 話すだろう                          「動詞」 

de la cabro de moussu Seguin ﾄﾞｩ･ﾗ･ｶﾌﾞﾛ･ﾄﾞｩ･ﾑｼｭ･ｽｶﾞﾝ 

   adv. スガンさんのヤギのことを                            「間接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                           「形容詞節」 

s’est battue ｾ･ﾊﾞﾁｭ 3 単現･完了形(su battre) 

v.pr 戦った                               「動詞句」 

toute la nuit ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 一晩中          「副詞句」 

avec le loup ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ﾙｰ adv. オオカミと      「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’est fait manger ｾ･ﾌｪ･ﾏﾝｼﾞｪ 3 単現･完了形･使役(se faire+manger) 

   v.t 食べられてしまった                     「動詞句」 

au matin. ｵ･ﾏﾀﾝ adv. 朝には                   「副詞句」 

 

しかし妻は、娘たちが自分たちが流した血の海で横たわっているのを見て、ショックで気を

失いました。［A-4］ 

Mais lorsqu’elle vit ses filles nager dans leur sang, la femme s’évanouit par choc. 

Mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Mais ﾒ conj. しかし 

lorsqu’ ﾛﾙｽｷ conj. 〜した時                                            「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                               「主語」 

vit ｳﾞｨ 3 単過･知覚動詞(voir)v.t(O+不定詞 O が〜するのを) 見た      「動詞」 

ses filles ｾ･ﾌｨｰﾕ pl.n.f 娘たちが                                  「目的語」 

nager ﾅｼﾞｪ 不定詞 v.i 泳いでいる                                   「補語」 

dans leur sang, ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｿﾝ adv. 自分たちが流した血の海で    「副詞句」 

la femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 妻は                                                  「主語」 

s’évanouit ｾｳﾞｧﾇｲ 3 単過(s’évanouir)v.pr 気を失った                      「動詞句」 

par choc. ﾊﾟﾙ･ｼｮｯｷ adv. ショックのために                                「副詞句」 

 

「おや、もう？」と、ヤギは驚きました。一日中遊んでいたので、時間が過ぎたことに気が

付かなかったのです。［A-4］ 

《Déja?》s’étonna la chèvre, car en s’amusant toute la journée, elle n’avait pas vu le 

temps passer.                               《「感嘆」》「動詞句」「主語」,「副詞節」 

《Déja?》ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう？                                              「感嘆」 

s’étonna ｾﾄﾅ 3 単過(s’éttoner)v.pr 驚いた                                「動詞句」 

la chèvre, ﾗ･ｼｪｰｳﾞﾙ n.f ヤギは                                            「主語」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                  「副詞節」 

en s’amusant ｵﾝ･ｻﾐｭｿﾞﾝ ジェロンディフ(s’amuser) 

adv.（原因・理由）遊んでいたので                             「副詞句」 

toute la journée, ﾄｩｯﾄ･ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 一日中                 「副詞句」 

elle ｴﾙ pron.f ヤギは                                              「主語」 

n’avait pas vu ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｳﾞｭ 3 単半･完了形･知覚動詞･否定(voir) 

v.t(SVO+不定詞)（O が〜するのを）気がつかなかった            「動詞句」 

le temps ﾙ･ﾄﾝ n.m 時間                                          「目的語」 

passer. ﾊﾟｾ 不定詞･目的語の動作 v.t（時間が）過ぎる                 「補語」 

 

赤カブや薔薇の木の小枝なら、それが芽を出すままにさせておけば良い。［B-5］ 

S’il s’agit d’une brindille de radis ou de rosier, on peut la laisser pousser comme elle veut. 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞節」 

S’ ｽ conj. もし〜である                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

s’agit ｻｼﾞ 3 単現(s’agir de+qch)v.h 〜に関わることである          「動詞句」 

d’une brindille ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾕ n.f 小枝                            「主語」 

de radis ou de rosier ﾄﾞｩ･ﾗﾃﾞｨ･ｳ･ﾄﾞｩ･ﾛｼﾞｴ 
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 adj. 赤カブやバラの木の                    「形容詞句：brindille」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

peut ... laisser pousser ﾌﾟ...ﾚｾ･ﾌﾟｾ 3 単現･可能･放任(pouvoir+不定詞) 

   v.i 伸びるままにさせて構わない                                       「動詞句」 

la ﾗ pron 小枝が                                                       「目的語」 

comme elle veut ｺﾑ･ｴﾙ･ｳﾞ adv. 小枝が望むように                         「副詞節」 

もしそれが赤カブやバラの小枝なら、枝が伸びたい放題にさせておけば良い。 

 

だって、もしそうしなかったら、ぼくをも辱めるために、本当に死んでしまうだろうか

ら．．．》［B-20］ 

car, sinon, pour m’humilier moi aussi, elle se laisserait vraiment mourir ...》 

car, sinon「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞」「補語」》 

car, ｶｰﾙ conj. なぜなら 

sinon, ｼﾉﾝ conj. そうしなければ 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

m’ ﾑ pron ぼくを                                               「目的語」 

humilier ﾕﾐﾘｪ 不定詞 v.t 辱める                                    「動詞」 

moi aussi, ﾑゎ･ｵｼ pron 僕までも                                 「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

se laisserait ｽ･ﾚｽﾚ 条・3 単現･放任(se lasser)v.t 自分に〜させておくだろう 「動詞句」 

vraiment ｳﾞﾚﾓﾝ adv. 本当に                                              「副詞」 

mourir ﾑﾘｰﾙ 不定詞 v.i 死ぬ                                               「補語」 

  「本当に死んでしまうだろう」 

 

僕は王子様に、バオバブは低木ではなくて、教会のように大きな木であること、王子様が象

の群れ全体を連れて行っても、その群れはたった一本のバオバブも食べつくせないだろう

ということを気づかせた。［B-5］ 

Je fis remarquer au petit prince que les baobabs ne sont pas des arbustes, mais des 

arbres grands comme des églises et que, si même il emportait avec lui tout un troupeau 

d’éléphants, ce troupeau ne viendrait pas à bout d’un seul baobab. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

fis remarquer ﾌｨ･ﾙﾏﾙｹ 1 単過･使役(faire+不定詞 remarquer +à qn) 

v.t（人に〜を）気づかせた                                           「動詞句」 

  不定詞は au petit prince の動作を表す「補語」の働きをしている 

au petit prince ｵ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ adv. 王子様に                          「間接目的語」 
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que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブは                      「主語」 

ne sont pas ﾇ･ｿﾝ･ﾊﾟ 3 複現(être)v.i 〜ではない               「動詞句」 

des arbustes ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾋﾞｭｽﾄ pl.n.m 低木                        「補語」 

mais ﾒ conj. それどころか 

des arbres grands ﾃﾞ･ｻﾞﾙﾌﾞﾙ･ｸﾞﾛﾝ pl.n.m 大きな木            「補語」 

comme des églises ｺﾑ･ﾃﾞ･ｾﾞｸﾞﾘｰｽﾞ adj. 教会のように「形容詞句：arbres」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

si même ｼ･ﾒｰﾑ adv. たとえ〜しても                        「副詞節」 

il ｲﾙ pron 王子様が                                 「主語」 

emportait ｵﾝﾎﾟﾙﾃ 3 単半(emporter)v.t 連れてくる      「動詞」 

avec lui ｱｳﾞｪｯｷ･ﾘｭｲ adv. 一緒に                    「副詞句」 

tout un troupeau d’éléphants ﾄｩ･ﾀﾝ･ﾄﾙﾎﾟ･ﾃﾞﾚﾌｫﾝ 

   n.m 象の群れ全体を                            「目的語」 

ce troupeau ｽ･ﾄﾙﾎﾟ n.m その群れは                          「主語」 

ne viendrait pas à bout d’ ﾇ･ｳﾞｨﾔﾝﾄﾞﾚ･ﾊﾟ･ｱ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ 条・3 単半･否定･推量 

   v.t 〜を食べつくせないだろう                           「動詞句」 

  venir à bout de... 〜を終える、に打ち勝つ、〜を食べつくす 

un seul baobab ｱﾝ･ｽﾙ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ n.m 一本のバオバブさえも    「目的語」 

 

象の群れという思いつきに、王子様は笑った。「（ぼくんとこは狭いから）象を次々に重ねな

いといけないだろうな」［B-5］ 

L’idée du troupeau d’éléphants fit rire le petit prince: 

《Il faudrait les mettre les uns sur les autres ...》 

「主語」「動詞句」「目的語」：《「動詞句」「主語」》 

L’idée du troupeau d’éléphants ﾘﾃﾞ･ｼﾞｭ･ﾄﾙﾎﾟ･ﾃﾞﾚﾌｫﾝ n.f 象の群れという考えは「主語」 

fit rire ﾌｨ･ﾘｰﾙ 3 単過･使役(faire+不定詞 rire +qn) 

   v.i（人を）笑わせた、（人が）笑った                                  「動詞句」 

   不定詞は le petit prince の動作を表す「補語」の働きをしている 

le petit prince ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子様を                               「目的語」 

→ 王子を主語、L’idée を原因として翻訳する。 

 

Il faudrait ｲﾙ･ﾌｫﾄﾞﾚ 条・3 単現(falloir+不定詞)v.h 〜しなければならないだろう「動詞句」 

les mettre les uns ﾚ･ﾒｯﾄﾙ･ﾚ･ｻﾞﾝ 不定詞+les uns n. 象たちを乗せること       「主語」 

  les は「目的語」で les uns「象たち」の先出。 
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sur les autres ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ adv. 他の象たちの上に                   「副詞句」 

 

それは惑星全体にはびこる。根でもってそれに穴をあける。そして星が小さすぎてバオバブ

が多すぎると、それらは星を破裂させてしまうのだ。［B-5］ 

Il encombre toute la planète. Il la perfore de ses racines. Et si la planète est trop petit, 

et si les baobabs sont trop nombreux, ils la font éclater. 

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Et「副詞節」, et「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

encombre ｵﾝｺﾝﾌﾞﾙ 3 単現(encombrer)v.t（場所を）ふさぐ、はびこる          「動詞」 

toute la planète ﾄｯﾄ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ adv. 惑星全体に                           「副詞句」 

Il ｲﾙ pron それは（バオバブは）                                          「主語」 

la ﾗ pron 惑星に                                                      「目的語」 

perfore ﾍﾟﾙﾌｫｰ 3 単現(perforer de)v.t 〜で穴をあける                        「動詞」 

de ses racines ﾄﾞｩ･ｾ･ﾗｼｰﾇ adv.（道具）根によって                        「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

la planète ﾗ･ﾌﾟﾗﾈｯﾄ n.f その惑星が                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

trop petit ﾄﾛ･ﾌﾟﾃｨ adj. 小さすぎる                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜なら                                                   「副詞節」 

les baobabs ﾚ･ﾊﾞｵﾊﾞﾌﾞ pl.n.m バオバブが                         「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                  「動詞」 

trop nombreux ﾄﾛ･ﾉﾝﾌﾞﾙ adj. 多すぎる                           「補語」 

ils ｲﾙ pron.pl バオバブは                                                 「主語」 

la ﾗ pron 惑星を                                                      「目的語」 

font éclater ﾌｫﾝ･ｴｸﾗﾃ 3 複現･使役(faire+不定詞 éclater) 

   v.i 破裂させてしまう                                                「動詞句」 

 

故障が大変深刻だということが分かってきたうえに、飲み水も底を尽きかけていたので、最

悪の事態がたいへん心配だった。［B-7］ 

J’étais très soucieux car ma panne commençait de m’apparaître comme très grave, et 

l’eau à boire qui s’épuisait me faisait craindre le pire. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」et「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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étais ｴﾃ 1 単半 (être)v.i 〜であった                                       「動詞」 

très soucieux ﾄﾚ･ｽｼｭｰ adj. とても心配そうな                               「補語」 

car ｶｰﾙ conj. なぜなら                                                 「副詞節」 

ma panne ﾏ･ﾊﾟﾝﾇ n.f 故障は                                       「主語」 

commençait de m’apparaître ｺﾓﾝｾ･ﾄﾞｩ･ﾏﾊﾟﾚｰﾄﾙ 3 単半･開始(commencer de+不定詞+me) 

   v.i 私に分かり始めてきた                                      「動詞句」 

comme très grave ｺﾑ･ﾄﾚ･ｸﾞﾗｰｳﾞ adj. どれほど重大な                 「補語」 

et ｴ conj. そして 

l’eau à boire ﾛ･ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ n.f 飲み水が                                      「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                             「形容詞節」 

s’épuisait ｾﾋﾟｭｲｾﾞ 3 単半(s’épuiser)v.pr 底を尽きかけていた「動詞句」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

faisait craindre ﾌｾﾞ･ｸﾗﾝﾄﾞﾙ 3 単半･使役(faire+不定詞) 

  v.t 恐れさせていた                                                   「動詞句」 

le pire ﾙ･ﾋﾟｰﾙ n.m 最悪の事態を                                    「直接目的語」 

 

「このボルトがまだいうことをきかないなら、カナヅチで叩いて吹っ飛ばしてやろう」 

［B-7］ 

《Si ce boulon résiste encore, je le ferai sauter d’un coup de marteau.》 

《「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」》 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

ce boulon ｽ･ﾌﾞﾛﾝ n.m このボルトが                                「主語」 

résiste ﾚｼﾞｽﾄｩ 3 単現(résister)v.i 抵抗する                          「動詞」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ                                            「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

le ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

ferai sauter ﾌﾚ･ｿﾃ 1 単未･使役(faire+不定詞)v.i 飛ばしてやる              「動詞句」 

d’un coup de marteau ﾀﾞﾝ･ｸ･ﾄﾞｩ･ﾏﾙﾄｰ adv. 金槌で叩いて                  「副詞句」 

 

「『自分は真面目な男だ！真面目な男だ』って！そして傲慢で膨れ上がっている。だけど、

あれは、人間じゃない。キノコだよ！」［B-7］ 

 “Je suis un homme sérieux! Je suis un homme sérieux!”, et ça le fait gonfler d’orgueil. 

Mais ce n’est pas un homme, c’est un champignon! 

《“「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「動詞」「補語」”,et「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Mais「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞」「補語」》 
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Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

un homme sérieux ｱ･ﾉﾑ･ｾﾘﾕ n.m 真面目な男                               「補語」 

Je suis un homme sérieux!”                                 「主語」「動詞」「補語」 

et ｴ conj. そして 

ça ｻ pron このことが                                                    「主語」 

le ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

fait gonfler ﾌｪ･ｺﾞﾝﾌﾚ 3 単現･使役(faire+不定詞)v.t 膨らましている          「動詞句」 

d’orgueil ﾄﾞﾙｸﾞｲﾕ adv. 傲慢によって                                     「副詞句」 

→「俺は真面目な男だ！真面目な男だ！」と、そして傲慢で膨れ上がっている。 

「彼」を「主語」として翻訳する 

Mais ﾒ conj. しかし 

ce ｽ pron あれは                                                        「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                              「動詞句」 

un homme ｱ･ﾉﾑ n.m 人間                                                「補語」 

c’est ｾ 3 単現(être)v.i あれは〜である                               「主語」「動詞」 

un champignon ｱﾝ･ｼｮﾝﾋﾟﾆｮﾝ n.m キノコ                                   「補語」 

 

王子様は活火山を二つ持っていた。それは朝の食事を温めるのに実に便利だった。 

［B-9］ 

Il possédait deux volcans en activité. Et c’était bien commode pour faire chauffer le petit 

déjeuner du matin.   「主語」「動詞」「目的語」┃Et「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

possédait ﾎﾟｾﾃﾞ 3 単半(posseder)v.t 持っていた                             「動詞」 

deux volcans en activité ﾄﾞｩ･ｳﾞｫﾙｺﾝ･ｵﾝ･ｱｸﾃｨｳﾞｨﾃ pl.n.m 活火山を 2 つ     「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bien commode ﾋﾞﾔﾝ･ｺﾓｰｯﾄﾞ adj. とても便利な                              「補語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

faire chauffer ﾌｪｰﾙ･ｼｮﾌｪｰﾙ 不定詞･使役(faire+不定詞) 

   v.t 温める                                                   「動詞句」 

  chauffer は自動詞で「暖かくなる」→ （使役により）温める 

le petit déjeuner du matin ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾃﾞｼﾞｭﾈ･ｼﾞｭ･ﾏﾀﾝ n.m 朝の食事    「目的語」 
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「違うよ、怠け者たちを夢想にふけらせる、あの小さな金色のものだよ。 

だけど、おれ、真面目なんだ。夢想にふけっておるヒマがないのだ」［B-13］ 

---- Mais non. Des petites choses dorées qui font rêvasser les fainéants.  

Mais je suis sérieux, moi! Je n’ai pas le temps de rêvasser. 

《「応答」┃「主語」 

Mais「主語」「動詞」「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Mais non ﾒ･ﾉﾝ adv. いや違うよ                                           「応答」 

Des petites choses ﾃﾞ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｼｮｰｽﾞ pl.n.f 小さいもの                       「主語」 

dorées ﾄﾞﾚ adj.pl.f. 金色の                                        「形容詞」 

qui ｷ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

font +不定詞 ﾌｫﾝ 3 複現･使役(faire)v.t 〜させる                   「動詞」 

rêvasser ﾚｳﾞｧｾ 不定詞 v.i 夢想にふける                          「補語」 

les fainéants ﾚ･ﾌﾈｵﾝ pl.n.m なまけ者たちに                   「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 俺は                                                         「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

sérieux ｾﾘｭ adj. 真面目な                                                「補語」 

moi ﾑゎ pron 俺は                                                       「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

n’ai pas ﾈ･ﾊﾟ 1 単現･否定(avoir)v.t がない                                「動詞句」 

le temps de rêvasser ﾙ･ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾚｳﾞｧｾ n.m 夢想にふける時間                「目的語」 

 

《街灯に火をともすとき、あたかも星をさらに一つ、それとも花をさらに一輪、この世にも

たらすようなものだ。［B-14］ 

Quand il allume son réverbère, c’est comme s’il faisait naître une étoile de plus, ou une 

fleur.                                          《「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

allume ｱﾘｭﾑ 3 単現(allumer)v.t（電灯を）点灯する                  「動詞」 

son réverbère ｿﾝ･ﾚｳﾞｪﾙﾍﾞｰﾙ n.m 街灯を                          「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

comme s’ ｺﾑ･ｼ conj. あたかも〜のようなもの                               「補語」 

il ｲﾙ pron それが                                                  「主語」 

faisait naître ﾌｾﾞ･ﾈｰﾄﾙ 3 単半･使役(faire+不定詞+目的語) 

   v.i 〜を生れさせた                                            「動詞句」 
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une étoile de plus ﾕﾝﾇ･ｴﾄﾜｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ n.f さらに 1 つの星          「目的語」 

ou une fleur ｳ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ n.f またはさらに花を一輪         「目的語」 

 

「そして、そのうちの一人の見聞が興味深いと思われたら、地理学者はその探検家の品行を

調査させる」［B-15］ 

Et si les souvenirs de l’un d’entre eux lui paraissent intéressants, le géographe fait faire 

une enquête sur la moralité de l’explorateur. 

《Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」》 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

les souvenirs ﾚ･ｽｳﾞﾆｰﾙ pl.n.m 見聞が                               「主語」 

de l’un d’entre eux ﾄﾞｩ･ﾗﾝ･ﾄﾞﾝﾄﾙ･ｳｰ adj. それらの内の 1 人の「形容詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼にとって                                     「間接目的語」 

paraissent ﾊﾟﾚｽ 3 複現(paraître)v.i 〜に思われる                     「動詞」 

intéressants, ｱﾝﾃﾚｿﾝ adj. 興味深い                                  「補語」 

le géographe ﾙ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌ n.m 地理学者は                                  「主語」 

fait faire ﾌｪ･ﾌｪｰﾙ 3 単現･使役(faire+不定詞)v.t 〜させる                   「動詞句」 

une enquête ﾕﾝﾇ･ｵﾝｹｰﾄ n.f 調査を                                       「目的語」 

sur la moralité ｼｭﾙ･ﾗ･ﾓﾗﾘﾃ adv. 品行について                            「副詞句」 

de l’explorateur. ﾄﾞｩ･ﾚｸｽﾌﾟﾛﾗﾃｰﾙ adj. その探検家の              「形容詞句」 

 

ほかの足音はぼくを穴の中へ戻らせてしまう。［B-21］ 

Les autres pas me font rentrer sous terre.           「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

Les autres pas ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ･ﾊﾟ pl.n.m 他の足音は                              「主語」 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

font ﾌｫﾝ 3 複現･使役(faire+人+不定詞)v.t（人に）〜させる                   「動詞」 

rentrer ﾛﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 戻る                                              「補語」 

sous terre. ｽ･ﾃｰﾙ adv. 地面の下に                             「間接目的語」 

 

すると、明かりのついた特急列車が、雷のような轟音をあげながら、転轍手のキャビンをゆ

らして通過した。［B-22］ 

Et un rapide illuminé, grondant comme le tonnerre, fit trembler la cabine d’aiguillage. 

Et「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. すると 

un rapide ｱﾝ･ﾗﾋﾟﾄﾞ n.m 特急列車が                                       「主語」 

illuminé, ｲﾘｭﾐﾈ adj. 明かりのついた                                「形容詞」 
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grondant ｸﾞﾛﾝﾄﾞﾝ 現在分詞(gronder)v.i 轟音をあげながら                 「副詞句」 

comme ｺﾑ conj. 〜のように                                     「副詞句」 

le tonnerre, ﾙ･ﾄﾈｰﾙ n.m 雷鳴                             「目的語」 

fit trembler ﾌｨ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾚ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 揺らした              「動詞句」 

la cabine ﾗ･ｷｬﾋﾞｰﾇ n.f 操縦席を                                         「目的語」 

d’aiguillage. ﾃﾞｷﾞｭｲﾔｰｼﾞｭ adj. 転轍器の                         「形容詞句」 

 

彼は笑い、綱に触れ、滑車を動かした。［B-25］ 

Il rit, toucha la corde, fit jouer la poulie. 

「主語」「動詞」,「動詞」「目的語」,「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

rit, ﾘ 3 単過(rire)v.i 笑った                                               「動詞」 

toucha ﾄｩｼｬ 3 単過(toucher)v.t 触った                                     「動詞」 

la corde, ﾗ･ｺﾙﾄﾞ n.f 綱に                                               「目的語」 

fit jouer ﾌｨ･ｼﾞｭｴ 3 単過･使役(faire+不定詞)v.t 動かした                    「動詞句」 

la poulie. ﾗ･ﾌﾟﾘｰ n.f 滑車を                                             「目的語」 

 

「良い毒、持っているんだろう？長い間苦しめないって、確かだね？」［B-26］ 

《Tu as du bon venin? Tu es sûr de ne pas me faire souffrir longtemps?》 

《「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

as ｱ 2 単現(avoir)v.t（念押し）持っている、ある                            「動詞」 

du bon venin? ｼﾞｭ･ﾎﾞﾝ･ｳﾞﾅﾝ n.m 強い毒を                               「目的語」 

Tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

es ｴ 2 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

sûr de +不定詞 ｼｭｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 〜するのが確かな                             「補語」 

ne pas me faire souffrir ﾇ･ﾊﾟ･ﾑ･ﾌｪｰﾙ･ｽﾌﾘｰﾙ 不定詞･使役･否定(faire+人+不定詞) 

   v.t 僕を苦しませない                                            「動詞句」 

longtemps?》ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間                                        「副詞」 

 

しかし蛇は、僕のたてた足音で、まるで噴水が止まるように、静かに砂のなかへ滑り込んで

いった。［B-26］ 

mais, au bruit que je fis, le serpent se laissa doucement couler dans le sable, comme un 

jet d’eau qui meurt,                      mais「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

mais, ﾒ conj. しかし 

au bruit ｵ･ﾌﾞﾘｭｲ adv. 物音によって                                     「副詞句」 
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que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

fis, ﾌｨ 1 単過(faire)v.t 作った、たてた                              「動詞」 

le serpent ﾙ･ｾﾙﾊﾟﾝ n.m 蛇は                                              「主語」 

se laissa doucement couler ｽ･ﾚｻ･ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ･ｸｰﾚ 3 単過･使役(se couler) 

   v.pr 静かに潜り込んだ                                               「動詞句」 

dans le sable, ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｻｰﾌﾞﾙ adv. 砂の中に                                「副詞句」 

comme ｺﾑ conj. 〜のように                                             「副詞句」 

un jet d’eau ｱﾝ･ｼﾞｪ･ﾄﾞｫ n.m 噴水                                「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                             「形容詞節」 

meurt, ﾒｰﾙ 3 単現(mourir)v.i 消える                       「動詞」 

  噴水の蛇口を閉じる時に、水が噴き出し口に吸い込まれるように戻る感じで 

 

彼のこめかみを湿布し、水を飲ませた。［B-26］ 

Je lui avais mouillé les tempes et l’avais fait boire.      

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「目的語」「動詞句」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼の                                                  「間接目的語」 

avais mouillé ｱｳﾞｪ･ﾑｲｪ 1 単半･完了形(mouiller)v.t 湿らせた、湿布した     「動詞句」 

les tempes ﾚ･ﾄﾝﾌﾟ pl.n.f こめかみを                                 「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

l’ ﾙ pron 彼に                                                         「目的語」 

avais fait ｱｳﾞｪ･ﾌｪ 1 単半･完了形･使役(faire+人+不定詞)v.t に〜させた      「動詞句」 

boire. ｳﾞゎ-ﾙ 不定詞 v.t 飲む                                              「補語」 

 

「それは、水についてと同じみたいだね。ぼくが飲ませてもらったあの水は、滑車の綱のお

かげで音楽のようなものだった。．．．ほら、覚えているね．．．あの水は美味しかった」 

［B-26］ 

---- C’est comme pour l’eau. Celle que tu m’as donnée à boire était comme une musique, 

à cause de la poulie et de la corde ... tu te rappelles ... elle était bonne. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

「主語」「動詞句」,「主語」「動詞」「補語」》 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

comme ｺﾑ conj. 〜と同様の                                               「補語」 

pour l’eau. ﾌﾟｰﾙ･ﾛｰ adv. 水に対して                                 「副詞句」 
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Celle ｾﾙ pron それ（水）は                                               「主語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

tu ﾁｭ pron 君が                                                「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                           「間接目的語」 

as donnée à boire ｱ･ﾄﾞﾈ･ｱ･ﾎﾞゎ-ﾙ 2 単現･完了形･使役.f(donner à+不定詞) 

   v.t 飲ませた                                               「動詞句」 

  目的語の Celle が女性形なので過去分詞が donnée になっている 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

comme une musique, ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾐｼﾞｯｷ adv. 音楽のような                      「補語」 

à cause ｱ･ｺｰｽﾞ adv.(de の) おかげで、せいで                             「副詞句」 

de la poulie ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾘｰ adv. 滑車の                               「目的語」 

et ｴ conj. そして 

de la corde ... ﾄﾞｩ･ﾗ･ｺﾙﾄﾞｩ adv. 綱の                              「目的語」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

te rappelles ... ﾄｩ･ﾗﾍﾟﾙ 2 単現･確認(se rappeler)v.pr 覚えているだろう      「動詞句」 

elle ｴﾙ pron あの水は                                                    「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bonne. ﾎﾞﾝﾇ adj. 美味しい                                                「補語」 

 

「ぼうや、ぼくはきみの笑い声をもっと聞きたいよ．．．」［B-26］ 

《Petit bonhomme, je veux encore t’entendre rire ...》 

《「呼びかけ」「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「補語」》 

Petit bonhomme, ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ adv. 坊や                                  「呼びかけ」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

veux encore t’entendre ｳﾞ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾄﾝﾄﾝﾄﾞﾙ 1 単現･願望(vouloir+不定詞+te+encore) 

   v.t もっと君が〜するのを聞きたい                                    「動詞句」 

   te は「目的語」（知覚動詞+人+不定詞：人が〜するのを聞く、見る） 

rire ...》ﾘｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                               「補語」 

 

ガラス窓は閉じられていた。僕が着席すると、警官が両側から僕を挟んだ。［C-2-3］ 

On avait laissé les vitres closes. Je me suis assis et les gendarmes m’ont encadré.  

「主語」「動詞句」「目的語」「補語」┃「主語」「動詞句」et「主語」「目的語」「動詞句」 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

   受動態に翻訳する 

avait laissé ｱｳﾞｪ･ﾚｾ 3 単半･完了形･放任(laisser) 

v.t（〜の状態のままに）していた                                     「動詞句」 
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les vitres ﾚ･ｳﾞｨﾄﾙ pl.n.f ガラス窓を                                     「目的語」 

closes. ｸﾛｽ adj.f.pl 閉じた                                                「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis assis ﾑ･ｼｭｲ･ｱｼ 1 単現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った、着席した      「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

les gendarmes ﾚ･ｼﾞｮﾝﾀﾞﾙﾑ pl.n.m 警官は                                  「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

ont encadré. ｵﾝ･ｵﾝｶﾄﾞﾚ 3 複現･完了形(encadrer)v.t 両側から挟んだ         「動詞句」 

 

当然ながら社長は、僕が日曜を含めて 4 連休を取ることになると思ったはずだ。それでは

彼も嬉しいはずがないだろう。［C-1-2］ 

Mon patron, tout naturellement, a pensé que j’aurais ainsi quatre jours de vacances avec 

mon dimanche et cela ne pouvait pas lui faire plaisir.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Mon patron, ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長は                                         「主語」 

tout naturellement, ﾄｩ･ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. ごく自然に、当然ながら              「副詞句」 

a pensé ｱ･ﾎﾟﾝｾ 3 単現･完了形(penser)v.t (que) 〜と思った                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aurais ｵﾚ 条・1 単現(avoir)v.t 〜をするだろう                       「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. それでは                                           「副詞」 

quatre jours de vacances ｸゎﾄﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｧｺﾝｽ n.f 4 連休を      「目的語」 

avec mon dimanche ｱｳﾞｪｯｷ･ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ adv. 日曜日も含めて       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

cela ｽﾗ pron これは                                                      「主語」 

ne pouvait pas ...faire plaisir. ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ...ﾌｪｰﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ 3 単半･可能性･否定･使役 

   v.t 〜を喜ばせなかったに違いない                                    「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼を                                                      「目的語」 

 「彼」を主語にして翻訳する 

 

気持ちがよかった。僕はふざけたふりをして、頭を後ろにのけ反らせて、彼女の腹の上に頭

を乗せた。［C-1-2］ 

Il faisait bon et, comme en plaisantant, j’ai laissé aller ma tête en arrière et je l’ai posée 

sur son ventre.    「動詞句」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

et「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Il faisait ｲﾙ･ﾌｾﾞ 3 単半･非人称(faire)v.h 〜だった                         「動詞句」 
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bon ﾎﾞﾝ adj. 気持ちが良い                                                「補語」 

et, ｴ conj. そして 

comme en plaisantant, ｺﾑ･ｵﾝ･ﾌﾟﾚｿﾞﾝﾄﾝ adv.（comme+en+現在分詞 plaisanter） 

   adv. ふざけているように、ふりをして                                 「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai laissé aller ｴ･ﾚｯｾ･ｱﾚ 1 単現･完了形･使役(laisser+不定詞)v.t 行かせた    「動詞句」 

ma tête ﾏ･ﾃｯﾄ n.f 自分の頭を                                           「目的語」 

en arrière ｵﾝ･ｱﾘｴｰﾙ adv. 後ろの方へ                                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾗ pron 頭を                                                         「目的語」 

ai posée ｴ･ﾎﾟｾﾞ 1 単現･完了形.f(poser)v.t 置いた、のせた                  「動詞句」 

sur son ventre. ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ adv. 彼女の腹の上に                      「副詞句」 

 

散歩をしていた人たちが、少しずつ戻って来た。僕は、他の人たちの間に例の上品な紳士が

いるのに気付いた。子供たちは、泣いているか、引きずられて歩いていた。［C-1-2］ 

Les promeneurs revenaient peu à peu. J’ai reconnu le monsieur distingué au milieu 

d’autres. Les enfants pleuraient ou se laissaient traîner.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

「主語」「動詞」ou「動詞句」 

Les promeneurs ﾚ･ﾌﾟﾛﾑﾈｰﾙ pl.n 散歩をしていた人たちが                    「主語」 

revenaient ﾙｳﾞﾈ 3 複半(revenir)v.i 戻って来た                              「動詞」 

peu à peu. ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しづつ                                       「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai reconnu ｴ･ﾙｺﾆｭ 1 単現･完了形(reconnaître)v.t 〜に気付いた             「動詞句」 

le monsieur distingué ﾙ･ﾑｼｭ･ﾃﾞｨｽﾀﾝｹﾞ n.m 例の上品な紳士に              「目的語」 

au milieu d’autres. ｵ･ﾐﾘｭ･ﾄﾞｰﾄﾙ adv. 他の人たちの間に                   「副詞句」 

Les enfants ﾚ･ｿﾝﾌｫﾝ pl.n 子供たちは                                      「主語」 

pleuraient ﾌﾟﾙﾚ 3 複半(pleurer)v.i 泣いていた                              「動詞」 

ou ｳ conj. または 

se laissaient traîner. ｽ･ﾚｯｾ･ﾄﾚﾈ 3 複半･使役(se laisser+不定詞) 

   v.t 引きずられるままになっていた                                    「動詞句」 
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その時、街灯が突然点灯して、その光が、夜に先駆けて登っていた星たちを色あせさせた。 

［C-1-2］ 

Les lampes de la rue se sont alors allumées brusquement et elles ont fait pâlir les 

premières étoiles qui montaient dans la nuit.  

「主語」「動詞句」「副詞」et「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Les lampes de la rue ﾚ･ﾛﾝﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｭｰ pl.n.f 街灯が                        「主語」 

se sont alors allumées ｽ･ｿﾝ･ｱﾛｰ･ｱﾘｭﾒ 3 複現･完了形(s’allumer+alors) 

   v.pr その時明かりが灯った                                           「動詞句」 

brusquement ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 不意に、突然                                  「副詞」 

et ｴ conj. すると 

elles ｴﾙ pron.pl 街灯の光が                                               「主語」 

ont fait ｵﾝ･ﾌｪ 3 複現･完了形･使役(faire+不定詞)v.t 〜させた               「動詞句」 

pâlir ﾊﾟﾘｰﾙ 不定詞 v.i 青ざめる、色あせる                                  「補語」 

les premières étoiles ﾚ･ﾌﾟﾙﾐｪｰﾙ･ｾﾞﾄゎ-ﾙ pl.n.f 最初の星たちを             「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

montaient ﾓﾝﾃ 3 複半(monter)v.i 登っていた               「動詞」 

dans la nuit. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 夜に先駆けて               「副詞句」 

 

街灯は濡れた歩道をきらめかせ、路面電車は規則的な間隔で、輝く髪の毛や、微笑みや、銀

のブレスレットに照り返しの輝きを与えた。［C-1-2］ 

Les lampes faisaient luire le pavé mouillé, et les tramways, à intervalles réguliers, 

mettaient leurs reflets sur des cheveux brillants, un sourire ou un bracelet d’argent.  

「主語」「動詞」「補語」「目的語」 

et「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」「副詞句」,「目的語」ou「目的語」 

Les lampes ﾚ･ﾛﾝﾌﾟ pl.n.f 街灯は                                          「主語」 

faisaient ﾌｾﾞ 3 複半･使役(faire)v.t (O+不定詞) O に〜させた                  「動詞」 

luire ﾘｭｲｰﾙ 不定詞 v.i きらめく                                            「補語」 

le pavé ﾙ･ﾊﾟｳﾞｪ n.m 歩道を                                            「目的語」 

mouillé, ﾑｲｪ adj. 濡れた                                        「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

les tramways, ﾚ･ﾄﾗﾑｳｪ pl.n.m 路面電車は                                  「主語」 

à intervalles réguliers, ｱ･ｱﾝﾃﾙｳﾞｧﾙ･ﾚｷﾞｭﾘｴ adv. 規則的な間隔で            「副詞句」 

mettaient ﾒﾃ 3 複半(mettre)v.t 置いた、連れて来た                         「動詞」 

leurs reflets ﾚｰﾙ･ﾙﾌﾚ pl.n.m その照り返しを                             「目的語」 

sur ｼｭｰﾙ adv. 〜の上に                                                 「副詞句」 

des cheveux brillants, ﾃﾞ･ｼｭｳﾞ･ﾌﾞﾘﾖﾝ 
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 pl.n.m 輝く髪の毛                                           「目的語」 

un sourire ｱﾝ･ｽﾘｰﾙ n.m 微笑み                                  「目的語」 

ou ｳ conj. または 

un bracelet d’argent. ｱﾝ･ﾌﾞﾗｽﾚ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ n.m 銀のブレスレット     「目的語」 

 

そのスパニュエル犬は皮膚病だった。疥癬だと思うのだが。それがその犬のほとんどの体毛

を失わせており、犬の体を出来物や褐色のかさぶたで覆っていた。［C-1-3］ 

L’épagneul a une maladie de peau, le rouge, je crois, qui lui fait perdre presque tous ses 

poils et qui le couvre de plaques et de croûtes brunes.  

「主語」「動詞」「目的語」, 「目的語」「主語」「動詞」,「形容詞節」,「形容詞節」 

L’épagneul ﾚﾊﾟﾆｭｴﾙ n. そのスパニュエル犬は                               「主語」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t ある                                                  「動詞」 

une maladie de peau, ﾕﾝﾇ･ﾏﾗﾃﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟｰ n.f 皮膚病                     「目的語」 

le rouge, ﾙ･ﾙｰｼﾞｭ n. 赤い皮膚病、疥癬                                   「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

crois, ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t (que) 〜と思う                                 「動詞」 

qui ｷ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 

lui ﾘｭｲ pron その犬に                                        「目的語」 

fait perdre ﾌｪ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾙ 3 単現･使役(faire+不定詞)v.t 失わせる      「動詞句」 

presque tous ses poils ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｩ･ｾ･ﾌﾟﾜﾙ pl.n.m ほとんどの体毛を 「目的語」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）それが〜する                                      「形容詞節」 

le ﾙ pron 犬を                                               「目的語」 

couvre ｸｰﾌﾞﾙ 3 単現(couvrir)v.t (de で) 覆っている                「動詞」 

de plaques ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾗｷ adv. 出来物で                             「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de croûtes brunes. ﾄﾞｩ･ｸﾙｰﾄ･ﾌﾞﾘｭﾇ adv. 褐色のかさぶたで        「副詞句」 

疥癬 かいせん： 

疥癬虫（ヒゼンダニ）の寄生によっておこる伝染性の皮膚病。下腹部などに散発する赤い丘

疹、指の間に多発する小水疱と線状の皮疹が特徴でとてもかゆい。 

 

それから彼は犬を引っ張りながら立ち去ったが、犬は 4 本の足で立ったまま、引っ張られ

て、うなっていた。［C-1-3］ 

Puis il est parti en tirant la bête qui se laissait traîner sur ses quatre pattes, et gémissait.                                      

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 
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il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est parti ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形(partir)v.i 立ち去った                     「動詞句」 

en tirant ｵﾝ･ﾁﾛﾝ ジェロンディフ(tirer)v.t 引っ張りながら                  「副詞句」 

la bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f 動物を、犬を                                  「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

se laissait traîner ｽ･ﾚｯｾ･ﾄﾚﾈ 3 単現･使役(se laisser+不定詞) 

   v.pr 引っ張られるままになっていた            「動詞句」 

sur ses quatre pattes, ｼｭｰﾙ･ｾ･ｸｧﾄﾙ･ﾊﾟｯﾄ 

 adv. 4 本の足で立って                         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

gémissait. ｼﾞｪﾐｾ 3 単半(gémir)v.i 呻いていた        「動詞」 

 

彼は最初、女をホテルに連れていき、風紀取り締まり警察を呼んでから、ひと騒動を起こし

て、女を売春婦の登録簿に記録させようと考えた。［C-1-3］ 

Il avait d’abord pensé à l’emmener dans un hôtel et à appeler les «moeurs» pour causer 

un scandale et la faire mettre en carte.  

「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「副詞句」et「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait d’abord pensé à +不定詞 ｱｳﾞｪ･ﾀﾞﾎﾞｰﾙ･ﾎﾟﾝｾ･ｱ 3 単半･完了形･意図 

(penser à +不定詞)v.i 最初は〜しようと考えた                          「動詞句」 

l’ ﾗ pron 女を                                                         「目的語」 

emmener ｵﾝﾑﾈ 不定詞 v.t 連れていく                                    「動詞句」 

dans un hôtel ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｵﾃﾙ adv. ホテルに                                 「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

à appeler ｱ･ｱﾌﾟﾚ 不定詞(penser à +不定詞)v.i 呼ぼうと思った              「動詞句」 

les «moeurs» ﾚ･ﾒﾙｽ pl.n.f 風紀取り締まり警察を                          「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的・結果） 〜するために                      「副詞句」 

causer ｺｰｾﾞ 不定詞 v.t 引き起こす                                  「動詞」 

un scandale ｱﾝ･ｽｺﾝﾀﾞｰﾙ n.m ひと騒動を                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

la ﾗ pron 女を                                                 「目的語」 

faire mettre ﾌｪｰﾙ･ﾒｯﾄﾙ 不定詞･使役 v.t（書類に）記録させる       「動詞句」 

en carte. ｵﾝ･ｶﾙﾄ adv. 売春婦の登録簿に                          「副詞句」 
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彼は、「女を足蹴にするような、そして同時に、女に後悔させるような」内容の手紙を書い

て出したいと思っていた。［C-1-3］ 

Il voulait lui écrire une lettre «avec des coups de pied et en même temps des choses pour 

la faire regretter».  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」「形容詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

voulait ...écrire ｳﾞﾚ...ｴｸﾘｰﾙ 3 単半･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t（手紙を）書いて出したいと思っていた                             「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 女に                                                  「間接目的語」 

une lettre ﾕﾝﾇ･ﾚｯﾄﾙ n.f 手紙を                                      「直接目的語」 

«avec ｱｳﾞｪｯｷ adj. 〜を含んだ                              「形容詞句」 

des coups de pied ﾃﾞ･ｸ･ﾄﾞｩ･ﾋﾟｴ pl.n.m 足蹴を       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

en même temps ｵﾝ･ﾒｰﾑ･ﾄﾝ adv. 同時に              「副詞句」 

des choses ﾃﾞ･ｼｮｰｽﾞ pl.n.f 事柄を                   「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するための                「副詞句」 

la ﾗ pron 女を                             「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞･使役 v.t 〜させる            「動詞」 

regretter». ﾙｸﾞﾚﾃ 不定詞 v.t 後悔する           「補語」 

 

僕はマリーを抱き寄せた。それから大急ぎでバスに乗り、町に戻って、僕の部屋に入り、ベ

ッドに飛び込んだ。［C-1-4］ 

Je l’ai tenue contre moi et nous avons été pressés de trouver un autobus, de rentrer, 

d’aller chez moi et de nous jeter sur mon lit.  

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女を                                                       「目的語」 

ai tenue ｴ･ﾄｩﾆｭ 1 単現･完了形(tenir)v.t 抱いた                           「動詞句」 

contre moi ｺﾝﾄﾙ･ﾑゎ adv. 僕に向かって                                  「副詞句」 

  → 抱き寄せた 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ porn 僕たちは                                                    「主語」 

avons été pressés ｱｳﾞｫﾝ･ｾﾞﾃ･ﾌﾟﾚｯｾ 1 複現･完了形･受動･使役(presser) 

   v.t(+de+不定詞) 〜するように急き立てられた、大急いで〜した          「動詞句」 

de trouver ﾄﾞｩ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 不定詞 v.t 拾う、乗る                               「補語」 

un autobus, ｱﾝ･ｵﾄﾋﾞｭｽ n.m バスを                                「目的語」 
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de rentrer, ﾄﾞｩ･ﾛﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 戻る                                       「補語」 

d’aller ﾀﾞﾚ 不定詞 v.i 〜に行く                                            「補語」 

chez moi ｼｪ･ﾑゎ adv. 僕の部屋に                                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de nous jeter ﾄﾞｩ･ﾇ･ｼﾞｭﾃ 不定詞(se jeter)v.pr 飛び込む                      「補語」 

sur mon lit. ｼｭｰﾙ･ﾓﾝ･ﾘ adv. 僕のベッドに                           「副詞句」 

→ 「浜辺でバスに乗り、アパートのベッドに飛び込む」までの、情欲に動かされた慌ただ

しい行動が 1 つの長い動詞句（avons été pressés+ de+不定詞）によって描かれている。 

 能動態の文で考えると、「presser nous de+不定詞」の nous が「目的語」なので、後に続

く一連の「de+不定詞」は目的語の動作を表す「補語」である。受動態によって、自分の意

識的な行動ではなく、衝動に突き動かされた行動であることを表している。 

 

そのすぐ後で、僕は社長に呼ばれたので、とっさに心配になった。というのも、社長はきっ

と僕に、電話は程々にして、もっと仕事に集中するようにと言うだろうと思ったからだ。 

［C-1-5］ 

Peu après, le patron m’a fait appeler et sur le moment j’ai été ennuyé parce que j’ai pensé 

qu’il allait me dire de moins téléphoner et de mieux travailler.  

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞句」et「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞節」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. すぐ後で                                       「副詞句」 

le patron ﾙ･ﾊﾟﾄﾛﾝ n.m 社長が                                             「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a fait appeler ｱ･ﾌｪ･ｱﾌﾟﾚ 3 単現･完了形･使役(faire+不定詞)v.t 呼ばせた     「動詞句」 

   受動態に翻訳する 

et ｴ conj. そして 

sur le moment ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾓﾓﾝ adv. とっさに                                「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai été ennuyé ｴ･ｴﾃ･ｵﾝﾆｭｲｴ 1 単現･完了形･受動(ennuyer)v.t 当惑した       「動詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.t(que+直説法) 〜と思った   「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

il ｲﾙ pron 社長は                                          「主語」 

allait +不定詞 ｱﾚ 3 単半･近接未来･時制の一致(aller+不定詞) 

v. 〜するだろう                                       「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                         「目的語」 

dire ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t(de+不定詞) 〜するように言う           「動詞」 
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de +不定詞 ﾄﾞｩ adv. 〜するように                   「副詞句」 

moins téléphoner ﾑゎﾝ･ﾃﾚﾌｫﾈ 不定詞 

v.i あまり電話をしない                    「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv. 〜するように                    「副詞句」 

mieux travailler. ﾐﾕ･ﾄﾗｳﾞｧｲｴ 不定詞 

v.i もっと働く                            「動詞句」 

 

僕は彼を中へ入れた。彼は犬がいなくなったと言った。野犬収容所にもいなかったのだ。 

［C-1-5］ 

Je l’ai fait entrer et il m’a appris que son chien était perdu, car il n’était pas à la fourrière.                   

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」et 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

ai fait ｴ･ﾌｪ 1 単現･完了形･使役(faire+不定詞)v. 〜させた                  「動詞句」 

entrer ｵﾝﾄﾚ 不定詞 v.i 入る                                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a appris ｱ･ｱﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(apprendre)v.t 知らせた、教えた            「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

son chien ｿﾝ･ｼﾔﾝ n.m 彼の犬は                                「主語」 

était perdu, ｴﾃ･ﾍﾟﾙｼﾞｭ 3 単半･受動(perdre)v.t いなくなった    「動詞句」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 犬は                                                  「主語」 

n’était pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être)v.i（存在）いなかった            「動詞」 

à la fourrière. ｱ･ﾗ･ﾌﾘｴｰﾙ adv. 野犬収容所に                      「副詞句」 

 

僕はサラマノ老人に、別の犬を飼ったらどうだろうかと言ったが、彼はあの犬に馴染んでい

るということを僕に気づかせた。［C-1-5］ 

J’ai dit au vieux Salamano qu’il pourrait avoir un autre chien, mais il a eu raison de me 

faire remarquer qu’il était habitué à celui-là. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」mais「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 
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au vieux Salamano ｵ･ｳﾞｨﾕ･ｻﾗﾏﾉ adv. サラマノ老人に                 「間接目的語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

pourrait avoir ﾌﾟﾚ･ｱｳﾞゎ-ﾙ 条・3 単現･可能･語調緩和(pouvoir+不定詞) 

   v.t 持つことも出来るのではないか                        「動詞句」 

un autre chien, ｱﾝ･ｵｰﾄﾙ･ｼﾔﾝ n.m ほかの犬を                「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a eu ｱ･ｲ 3 単現･完了形(avoir)v.t あった                                  「動詞句」 

raison ﾚｿﾞﾝ n.f 理由                                                   「目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 v.t 〜する                              「形容詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                       「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞･使役 v.t 〜させる                       「動詞」 

remarquer ﾙﾏﾙｹ 不定詞 v.i 気づく                         「補語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                        「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                             「主語」 

était habitué ｴﾃ･ｱﾋﾞﾁｭｴ 3 単半･受動(habituer) 

v.t 慣れていた                          「動詞句」 

à celui-là. ｱ･ｽﾘｭｲ･ﾗ adv. その犬に       「間接目的語」 

 

僕はいまだになぜかわからないのだが、僕がこのことで悪く言われているとは今まで知ら

なかったと答えて、さらに、母さんを看護してもらうだけの十分なお金がなかったので、養

老院は自分にとっては自然な成り行きに思われたと答えた。［C-1-5］ 

J’ai répondu, je ne sais pas encore pourquoi, que j’ignorais jusqu’ici qu’on me jugeât mal 

à cet égard, mais que l’asile m’avait paru une chose naturelle puisque je n’avais pas assez 

d’argent pour faire garder maman.  

「主語」「動詞句」,「副詞節」, 「目的語」mais「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai répondu, ｴ･ﾚﾎﾟﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形(répondre)v.t 答えた                  「動詞句」 

  副詞節が挿入されている                                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne sais pas ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない、知らない    「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ、いまだに                                 「副詞」 

pourquoi, ﾌﾟﾙｸゎ adv. なぜか                                     「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 
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ignorais ｲﾆｮﾚ 1 単半(ignorer)v.t 知らなかった                       「動詞」 

jusqu’ici ｼﾞｭｽｷｼ adv. 今まで                                     「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

on ｵﾝ pron 人が                                          「主語」 

me ﾑ pron 僕を                                         「目的語」 

jugeât ﾓﾝｼﾞｬ 接・3 単半･推量(juger)v.t 評価しているとは     「動詞」 

mal ﾏﾙ adv. 悪く                                         「副詞」 

à cet égard, ｱ･ｾｯﾄ･ｴｶﾞｰﾙ adv. この件で                   「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

l’asile ﾗｼﾞｰﾙ n.m 養老院は                                        「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとっては                                     「間接目的語」 

avait paru ｱｳﾞｪ･ﾊﾟﾘｭ 3 単半･完了形(paraître)v.i 〜のように思われた「動詞句」 

une chose naturelle ﾕﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ･ﾅﾁｭﾚﾙ n.f 自然なこと                 「補語」 

puisque ﾋﾟｭｲｽｷ conj. 〜なので                                   「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                           「主語」 

n’avais pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(avoir)v.t なかった          「動詞句」 

assez d’argent ｱｾ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ n.m 十分なお金が               「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的）〜するために               「副詞句」 

faire garder ﾌｪｰﾙ･ｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞･使役 

v.t 看護をしてもらう                            「動詞句」 

maman. ﾏﾓﾝ n.f 母さんを                          「目的語」 

 

どうしてか分からないが、これを聞いてマリーが笑い出した。［C-1-6］ 

Je ne sais pas pourquoi cela a fait rire Marie.             「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne sais pas ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない                      「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして〜するということを                        「目的語」 

cela ｽﾗ pron このことが（これを聞いたこと）                       「主語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形･使役(faire)v.t 〜させた                   「動詞句」 

rire ﾘｰﾙ 不定詞 v.i 笑う                                            「補語」 

Marie. ﾏﾘｰ n.f マリーを                                         「目的語」 

   どうしてこれがマリーを笑わせたのか分からない 
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すると再び、彼は仰向けになったが、手はポケットに入れたままだった。［C-1-6］ 

Alors de nouveau, il s’est laissé aller en arrière, mais sans retirer la main de sa poche.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」mais「副詞句」 

Alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

de nouveau, ﾄﾞｩ･ﾇｰｳﾞｫｰ adv. また、ふたたび                             「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est laissé +不定詞 3 単現･完了形･使役(se lalisser) 

   v. 〜になった                                                       「動詞句」 

aller ｱﾚ 不定詞 v.i（状態が）〜である、行く                      「動詞句」 

en arrière, ｵﾝ･ｱﾘｴｰﾙ adv. 仰向けに                                      「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜せずに                                          「副詞句」 

retirer ﾙﾁﾚ 不定詞 v.t 引き出す                                    「動詞」 

la main ﾗ･ﾏﾝ n.f 手を                                          「目的語」 

de sa poche. ﾄﾞｩ･ｻ･ﾎﾟｯｼｭ adv. ポケットから                      「副詞句」 

 

僕には、空が全体に渡って開け放たれ、火の雨が降ってくるように思われた。［C-1-6］ 

Il m’a semblé que le ciel s’ouvrait sur toute son étendue pour laisser pleuvoir du feu.  

「間接目的語」「動詞句」「主語」 

Il ｲﾙ pron 非人称 

m’ ﾑ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

a semblé ｱ･ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単現･完了形(sembler)v.h 〜らしい、〜のように思われた「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空は                                              「主語」 

s’ouvrait ｽｳﾞﾚ 3 単半(s’ouvrir)v.pr 開いた、開かれた                「動詞句」 

sur toute son étendue ｼｭｰﾙ･ﾄｩｯﾄ･ｿﾝ･ｴﾄﾝｼﾞｭ adv. その全域に渡って   「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的）〜するように                       「副詞句」 

laisser pleuvoir ﾚｯｾ･ﾌﾟﾙｳﾞゎ-ﾙ 不定詞･使役 v.t 雨を降らせる 「動詞句」 

du feu. ｼﾞｭ･ﾌｰ adv.（手段）火によって、火で               「副詞句」 

 

彼はカーテンを張り巡らせた部屋の中で僕を迎えた。デスクの上にはランプが 1 つだけ置

いてあり、肘掛椅子を照らしていた。彼は僕をそこに座らせたが、その一方で、彼は暗闇の

中に留まっていた。［C-2-1］ 

Il m’a reçu dans une pièce tendue de rideaux, il avait sur son bureau une seule lampe 

qui éclairait le fauteuil où il m’a fait asseoir pendant que lui-même restait dans l’ombre.  

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」,「動詞」「副詞句」「目的語」「形容詞節」 
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Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a reçu ｱ･ﾙｼｭ 3 単現･完了形(recevoir)v.t 迎えた                           「動詞句」 

dans une pièce ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾋﾟｴｽ adv. 部屋の中で                          「副詞句」 

tendue ﾄﾝｼﾞｭ 過去分詞･受動(tendre) 

adj.f(de 〜によって) 張られた                              「形容詞句」 

de rideaux, ﾄﾞｩ･ﾘﾄﾞｰ adv.（手段）カーテンを          「副詞句」 

il ｲﾙ pron 非人称 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜があった                                     「動詞」 

sur son bureau ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adv. デスクの上に                         「副詞句」 

  il y avoir 「〜がある」の y の代わりに具体的な場所を示す副詞句が使われている 

une seule lampe ﾕﾝﾇ･ｽﾙ･ﾛﾝﾌﾟ n.f ランプが 1つだけ                         「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

éclairait ｴｸﾚﾚ 3 単半(éclairer)v.t 照らしていた             「動詞」 

le fauteuil ﾙ･ﾌｫﾄｩｲﾕ n.m 肘掛椅子を                    「目的語」 

où ｳ adv. そこで〜する                      「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                        「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                      「目的語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形･使役(faire+不定詞･他動詞) 

v.t 〜させた                      「動詞句」 

asseoir ｱｽゎ-ﾙ 不定詞 v.t 座らせる       「補語」 

pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｷ  

conj. 〜する一方で〜する            「副詞節」 

lui-même ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ pron 彼自身は「主語」 

restait ﾚｽﾃ 3 単半(rester) 

v.i 〜に留まっていた         「動詞」 

dans l’ombre. ﾄﾞﾝ･ﾛﾝﾌﾞﾙ 

 adv. 暗闇の中に           「副詞句」 

 

彼は僕に、審問の場や予審判事のところではこんなことを言わないと約束させた。 

［C-2-1］ 

Il m’a fait promettre de ne pas dire cela à l’audience, ni chez le magistrat instructeur.  

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                        「目的語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形･使役(SVO+不定詞 O に〜するように) させた     「動詞句」 
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promettre ﾌﾟﾛﾒｯﾄﾙ 不定詞･me の動作 v.t(de+不定詞 〜すると) 約束する      「補語」 

de ne pas dire ﾄﾞｩ･ﾇ･ﾊﾟ･ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞･否定形 v.i 〜を言わない       「動詞句」 

cela ｽﾗ pron そのことを                                          「目的語」 

à l’audience, ｱ･ﾛｼﾞｵ｣ﾖﾝｽ adv. 審問の場で                           「副詞句」 

ni chez le magistrat instructeur. ﾆ･ｼｪ･ﾙ･ﾏｼﾞｽﾄﾗ･ｱﾝｽﾄﾘｭｸﾃｰﾙ 

 adv. 予審判事のところでも〜ない                               「副詞句」 

 

彼は僕を座らせてから、大変丁重に、僕の弁護士が、不測の事態のために来られなかった、

と僕に伝えた。［C-2-1］ 

Il m’a fait asseoir et, avec beaucoup de courtoisie, m’a déclaré que mon avocat, «par suite 

d’un contretemps», n’avait pu venir.  

「主語」「動詞句」et「副詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’a fait asseoir ﾏ･ﾌｪ･ｱｽゎ-ﾙ 3 単現･完了形･使役(faire+不定詞 s’asseoir) 

   v.t 僕を座らせた                                                    「動詞句」 

et, ｴ conj. そして 

avec beaucoup de ｱｳﾞｪｯｷ･ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ adv. たくさんの〜で                    「副詞句」 

courtoisie, ｸﾙﾄｩﾜｼﾞｰ n.f 丁重さ                                   「目的語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと知らせた          「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

mon avocat, ﾓﾝ･ｱｳﾞｫｶ n.m 僕の弁護士が                        「主語」 

«par suite d’ ﾊﾟｰﾙ･ｼｭｲｯﾄ･ﾄﾞｩ prep 〜のために                  「副詞句」 

un contretemps», ｱﾝ･ｺﾝﾄﾙﾄﾝ n.m 不測の事態            「目的語」 

n’avait pu venir. ﾅｳﾞｪ･ﾋﾟｭ･ｳﾞﾆｰﾙ 3 単半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.i 来られなかった                                         「動詞句」 

 

僕がその頃よく考えたのは、もし仮に、枯木の幹の中で、頭上の花の形をした空を見ること

しか暇つぶしをしないで暮らすように、と誰かに強制されたとしても、僕は少しづつそれに

慣れていっただろうということだ。［C-2-2］ 

J’ai souvent pensé alors que si l’on m’avait fait vivre dans un tronc d’arbre sec, sans autre 

occupation que de regarder la fleur du ciel au-dessus de ma tête, je m’y serais peu à peu 

habitué.                                  「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai souvent pensé ｴ･ｽｳﾞｫﾝ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser) 

v.t(que 〜だと) よく考えた                                           「動詞句」 
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alors ｱﾛｰ adv. その頃、そして                                            「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                          「副詞節」 

l’on ﾛﾝ pron 人が、誰かが                                  「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                          「目的語」 

avait fait ｱｳﾞｪ･ﾌｪ 3 単半･使役･仮定(faire+不定詞)v.t 〜させた「動詞句」 

vivre ｳﾞｨｰｳﾞﾙ 不定詞･me の動作 v.i 暮らす                   「補語」 

dans un tronc d’arbre sec, ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾄﾛﾝ･ﾀﾞﾙﾌﾞﾙ･ｾｯｷ 

 adv. 枯れ木の幹の中で                            「副詞句」 

   tronc ﾄﾛﾝ n.m 木の幹 sec ｾｯｷ adj. 乾いた、枯れた 

sans autre occupation ｿﾝ･ｵｰﾄﾙ･ｵｷｭﾊﾟｼﾖﾝ 

 adv. 別の暇つぶしが無しで                 「副詞句」 

que de regarder ｸ･ﾄﾞｩ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 

 adv.（比較）見ることよりも                「副詞句」 

la fleur du ciel ﾗ･ﾌﾚｰﾙ･ｼﾞｭ･ｼｴﾙ 

 n.f 花の形の空を                   「目的語」 

au-dessus de ma tête, ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾃｯﾄ 

 adv. 頭上の                「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                   「主語」 

m’y serais peu à peu habitué. ﾐ･ｽﾚ･ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ･ｱﾋﾞﾁｭｴ 条・1 単現･完了形･推量(s’habituer) 

   v.pr 僕はそれに少しづつ慣れていっただろう                     「動詞句」 

   y は先の文章の内容、peu à peu ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しづつ s’habituer ｻﾋﾞﾁｭｴ v.pr 慣れる 

 

警官 2 人が、日陰特有の湿り気やかび臭さを発散する小部屋に僕を入らせた。［C-2-3］ 

Les deux gendarmes m’ont fait entrer dans une petite pièce qui sentait l’ombre.  

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

Les deux gendarmes ﾚ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｮﾝﾀﾞﾙﾑ pl.n.m 警官 2 人が                     「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

ont fait ｵﾝ･ﾌｪ 3 複現･完了形･使役(faire)v.t(SVO+不定詞) 〜させた          「動詞句」 

entrer ｵﾝﾄﾚ 不定詞･me の動作 v.i 入る                                     「補語」 

dans une petite pièce ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾋﾟｴｽ adv. 小部屋に            「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

sentait ｾﾝﾃ 3 単半･時制の一致(sentir) 

v.t（の）匂いを発散する                          「動詞」 

l’ombre. ﾛﾝﾌﾞﾙ n.m 日陰                          「目的語」 
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僕たちは扉の近くに座って待った。その扉の向こうで、話し声や、呼び声や、椅子の音や、

大混乱の音が聞こえた。界隈の祭りか、それともコンサートの後で、ダンスができるように

会場を整理しているのではないかと、僕に想像させるような物音だった。［C-2-3］ 

Nous avons attendu, assis près d’une porte derrière laquelle on entendait des voix, des 

appels, des bruits de chaises et tout un remue-ménage qui m’a fait penser à ces fêtes de 

quartier où, après le concert, on range la salle pour pouvoir danser.  

「主語」「動詞句」「副詞句」,「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」 

Nous ﾇ pron.pl 僕たちは                                                 「主語」 

avons attendu, ｱｳﾞｫﾝ･ｱﾄﾝｼﾞｭ 1 複現･完了形(attendre)v.i 待った            「動詞句」 

assis ｱｼ 過去分詞･様態(asseoir)adv. 座って                              「副詞句」 

près d’ ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ prep 〜の近くに                                「副詞句」 

une porte ﾕﾝﾇ･ﾎﾟﾙﾄ n.f 扉                               「目的語」 

derrière laquelle ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾗｹﾙ adv. その扉の向こうで                      「副詞句」 

on ｵﾝ pron 僕は                                                         「主語」 

entendait ｵﾝﾄﾝﾃﾞ 3 単半(entendre)v.t 聞こえた                             「動詞」 

des voix, ﾃﾞ･ｳﾞゎ pl.n.f 声が                                            「目的語」 

des appels, ﾃﾞ･ｻﾞﾍﾟﾙ pl.n.m 呼び声が                                   「目的語」 

des bruits ﾃﾞ･ﾌﾞﾘｭｲ pl.n.m 物音が                                      「目的語」 

de ﾄﾞｩ prep（限定）〜の                                      「形容詞句」 

chaises ﾄﾞｩ･ｼｪｰｽﾞ pl.n.f 椅子                           「目的語」 

et ｴ conj. そして 

tout un remue-ménage ﾄｩﾄ･ｱﾝ･ﾙﾐｭﾒﾅｰｼﾞｭ n.m 大混乱    「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕に                                         「目的語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形･使役(faire)v.t 〜させた          「動詞句」 

penser ﾎﾟﾝｾ 不定詞･me の動作 v.t 考える                   「補語」 

à ces fêtes ｱ･ｾ･ﾌｪｯﾄ adv. 祭りで                    「副詞句」 

de quartier ﾄﾞｩ･ｸゎﾙﾁｴ adj. 界隈の        「形容詞句」 

où, ｳ conj. それとも 

après le concert, ｱﾌﾟﾚ･ﾙ･ｺﾝｾｰﾙ adv. コンサートの後で「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人が                                    「主語」 

range ﾛﾝｼﾞｭ 3 単現(ranger)v.t 整理する               「動詞」 

la salle ﾗ･ｻﾙ n.f 会場を                            「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv.（目的）〜するために        「副詞句」 

pouvoir danser. ﾌﾟｳﾞゎ-ﾙ･ﾄﾞﾝｾ 不定詞 

v.i ダンスができる                      「動詞句」 
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僕は窓を開けたままにしておいた。日に焼けた僕らの体の上を、夏の夜が流れていくのを感

じるのは心地よかった。［C-1-4］ 

J’avais laissé ma fenêtre ouverte et c’était bon de sentir la nuit d’été couler sur nos corps 

bruns.                  「主語」「動詞句」「目的語」「補語」et「動詞」「補語」「主語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais laissé ｱｳﾞｪ･ﾚｯｾ 1 単半･完了形(laisser)v.t(laisser+O+C) 

   v.t O を C のままにしておいた                                        「動詞句」 

ma fenêtre ﾏ･ﾌﾈｰﾄﾙ n.f 窓を                                            「目的語」 

ouverte ｳｳﾞｪﾙﾄ adj.f 開いた                                              「補語」 

et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は de sentir 以降） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bon ﾎﾞﾝ adj. 快適な                                                      「補語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞 n. 〜することは                                    「主語」 

sentir ｿﾝﾁｰﾙ 不定詞･知覚動詞 v.t 感じる                              「動詞」 

la nuit d’été ﾗ･ﾆｭｲ･ﾃﾞﾃ n.f 夏の夜を                                「目的語」 

couler ｸﾚ 不定詞(nuit の動作)v.i 流れる                               「補語」 

sur nos corps ｼｭｰﾙ･ﾉ･ｺｰﾙ adv. 僕らの体の上を                 「副詞句」 

bruns. ﾌﾞﾗﾝ adj. 褐色の、日に焼けた                  「形容詞」 

 

「死に損ないのこん畜生め」と微かに聞こえたが、彼は忙しそうに動き続けていた。 

［C-1-4］ 

J’ai vaguement entendu qu’il murmurait: «Salaud, charogne», et il continuait à s’agiter.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vaguement entendu ｴ･ｳﾞｧｰｸﾞﾓﾝ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚(entendre+ vaguement) 

   v.t(que と) かすかに聞こえた                                         「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

murmurait: ﾐｭﾙﾐｭﾚ 3 単半(murmurer)v.t つぶやく                  「動詞」 

«Salaud, ｻﾛｰ n.m 畜生                                            「怒声」 

charogne», ｼｬﾛｰﾆｭ n.f（動物の）腐った死骸                         「罵声」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

continuait à s’agiter. ｺﾝﾁﾇｴ･ｱ･ｻｼﾞﾃ 3 単半･継続(continuer à+不定詞) 
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  v.pr 忙しそうに動き続けた                                            「動詞句」 

 

彼は自分の部屋のドアを閉じた。僕は彼が行ったり来たりするのが聞こえた。それから彼の

ベッドがきしんだ。［C-1-4］ 

Il a fermé sa porte et je l’ai entendu aller et venir. Son lit a craqué.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」「補語」┃「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a fermé ｱ･ﾌｪﾙﾒ 3 単現･完了形(fermer)v.t 閉じた                          「動詞句」 

sa porte ｻ･ﾎﾟﾙﾄ n.f 彼の部屋のドアを                                    「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾙ pron 彼が                                                         「目的語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚(entendre) 

v.t（O+不定詞）O が〜するのが聞こえた                              「動詞句」 

aller et venir. ｱﾚ･ｴ･ｳﾞﾆｰﾙ 不定詞 v.i 行ったり来たりする                    「補語」 

Son lit ｿﾝ･ﾘ n.m 彼のベッドが                                            「主語」 

a craqué. ｱ･ｸﾗｯｹ 3 単現･完了形(craquer)v.i きしんだ                      「動詞句」 

 

もう待つしかなかった。レーモンが自分の部屋のドアを閉じる音が聞こえた。［C-1-6］ 

Je n’avais plus qu’à attendre et nous avons entendu Raymond fermer sa porte.  

「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’avais plus qu’à attendre ﾅｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ･ｸゎ･ｱﾄﾝﾄﾞﾙ 1 単半･完了形･否定 

(avoir à+不定詞+ne...plus que...)v.i もう待つしかなかった               「動詞句」 

   avoir à+不定詞 「〜しなければならない」ne...plus que〜 「もう〜しか．．．ない」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕たちは                                                    「主語」 

avons entendu ｱｳﾞｫﾝ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 複現･完了形･知覚(entendre)v.t 聞こえた    「動詞句」 

Raymond ﾚｰﾓﾝ pron ﾚｰﾓﾝが                                            「目的語」 

fermer ﾌｪﾙﾒ 不定詞 v.t 閉める                                             「補語」 

sa porte. ｻ･ﾎﾟﾙﾄ n.f 自分の部屋のドアを                            「目的語」 

 

少しすると、マリーが戻ってきた。僕は彼女が近づいてくるのを眺めようと振り返った。 

［C-1-6］ 

Peu après, Marie est venue. Je me suis retourné pour la regarder avancer.  

「副詞句」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少しすると                                     「副詞句」 

Marie ﾏﾘｰ n.f マリーが                                                   「主語」 

est venue. ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i 戻ってきた                     「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis retourné ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾄﾙﾈ 1 単現･完了形(se retoourner)v.pr 振り返った  「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

la ﾗ pron.f 彼女が                                              「目的語」 

regarder ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞･知覚 v.t 眺める                           「動詞」 

avancer. ｱｳﾞｫﾝｾ 不定詞･la の動作 v.i 進んでくる                    「補語」 

 

僕はゆっくり岩場のほうへ歩いて行った。僕の額が太陽の熱線で膨れ上がるのを感じた。 

［C-1-6］ 

Je marchais lentement vers les rochers et je sentais mon front se gonfler sous le soleil.  

「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

marchais ﾏﾙｼｪ 1 単半(marcher)v.i 歩いた                                  「動詞」 

lentement ﾛﾝﾄｩﾓﾝ adv. ゆっくり                                          「副詞」 

vers les rochers ｳﾞｪｰﾙ･ﾚ･ﾛｼｪ adv. 岩場のほうへ                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sentais ｿﾝﾃ 1 単半･知覚動詞(sentir)v.t 感じた                              「動詞」 

mon front ﾓﾝ･ﾌﾛﾝ n.m 僕の額が                                         「目的語」 

se gonfler ｽ･ｺﾞﾝﾌﾚ 不定詞･front の動作 v.pr 膨れる                          「補語」 

sous le soleil. ｽ･ﾙ･ｿﾚｲﾕ adv. 太陽のもとで                          「副詞句」 

 

太陽による焼け付くような痛みが頬にまで達し、汗の滴が眉に溜まってくるのを感じた。 

［C-1-6］ 

La brûlure du soleil gagnait mes joues et j’ai senti des gouttes de sueur s’amasser dans 

mes sourcils.          「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

La brûlure ﾗ･ﾌﾞﾘｭﾘｭｰﾙ n.f やけど、焼け付く痛みが                         「主語」 

du soleil ｼﾞｭ･ｿﾚｲﾕ adj.（動作主）太陽による                     「形容詞句」 

gagnait ｶﾞﾆｪ 3 単半(gagner)v.t（場所に）達していた                        「動詞」 

mes joues ﾒ･ｼﾞｭｰ pl.n.f 頬に                                            「目的語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai senti ｴ･ｿﾝﾁ 1 単現･完了形･知覚動詞(sentir) 
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v.t(SVO+不定詞 O が〜するのを) 感じた                              「動詞句」 

des gouttes ﾃﾞ･ｸﾞｯﾄ pl.n.f 水滴が                                       「目的語」 

de sueur ﾄﾞｩ･ｼｭｴｰﾙ adj. 汗の                                 「形容詞句」 

s’amasser ｻﾏｾ 不定詞 v.pr 溜まってくる                                   「補語」 

dans mes sourcils. ﾄﾞﾝ･ﾒ･ｽﾙｼ adv. 僕の眉に                        「副詞句」 

 

先程まで雑然としていた聴衆の中から、養老院の院長と門番、トマ・ペレーズ老人、レーモ

ン、マソン、サラマノ老人、そしてマリーが順に立ち上がり、その後、脇の扉を通って消え

て行くのが見えた。［C-2-3］ 

Du sein de ce public tout à l’heure informe, j’ai vu se lever un à un, pour disparaître 

ensuite par une porte latérale, le directeur et le concierge de l’asile, le vieux Thomas 

Pérez, Raymond, Masson, Salamano, Marie. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Du ｼﾞｭ adv.(de le) 〜から                                              「副詞句」 

sein ｻﾝ n.m 中心部、内部                                       「目的語」 

de ce public ﾄﾞｩ･ｽ･ﾋﾟｭﾌﾞﾘｸ adj. 聴衆の                  「形容詞句」 

tout à l’heure ﾄｩ･ﾀ･ﾚｰﾙ adv. 先ほどは     「副詞句」 

informe, ｱﾝﾌｫﾙﾑ adj. 形をなさない               「形容詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形･知覚動詞(voir)v.t 見えた                       「動詞句」 

se lever ｽ･ﾙｳﾞｪ 不定詞･un の動作 v.pr 立ち上がる                          「補語」 

un à un, ｱﾝ･ﾅ･ｱﾝ pron 一人ずつが                                      「目的語」 

pour disparaître ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞｨｽﾊﾟﾚｰﾄﾙ 不定詞･結果 v.i そして消えていった「動詞句」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                      「副詞」 

par une porte ﾊﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 扉を通って                      「副詞句」 

latérale, ﾗﾃﾗｰﾙ adj. 横の、脇の                            「形容詞」 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾃｰﾙ n.m 院長                                       「目的語」 

et ｴ conj. そして 

le concierge de l’asile, ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾗｼﾞﾙ n.m 養老院の門番     「目的語」 

le vieux Thomas Pérez, ﾙ･ｳﾞｨﾕ･ﾄﾏｽ･ﾍﾟﾚ n.m トマ・ペレーズ老人           「目的語」 

Raymond, ﾚｰﾓﾝ n.m レーモン                                           「目的語」 

Masson, ﾏｿﾝ n.m マソン                                               「目的語」 

Salamano, ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノ老人                                      「目的語」 

Marie. ﾏﾘｰ n.m マリー                                                「目的語」 
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暑くなってきていた。傍聴席には、新聞紙を使って扇いでいる傍聴者たちが目についた。 

［C-2-3］ 

La chaleur montait et je voyais dans la salle les assistants s’éventer avec des journaux. 

「主語」「動詞」et「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」「補語」 

La chaleur ﾗ･ｼｬﾚｰﾙ n.f 暑さが                                            「主語」 

montait ﾓﾝﾃ 3 単半･継続(monter)v.i 上昇してきた                           「動詞」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

voyais ｳﾞゎｲｴ 3 単半･知覚動詞(voir)v.t(SVO+不定詞) O が〜するのが見えた    「動詞」 

dans la salle ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｻﾙ adv. 傍聴席では                                  「副詞句」 

les assistants ﾚ･ｻﾞｼｽﾄﾝ pl.n 傍聴者たちが                               「目的語」 

s’éventer ｾｳﾞｫﾝﾃ 不定詞･assistants の動作 v.pr 自分を扇ぐ                  「補語」 

avec des journaux. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾃﾞ･ｼﾞｭﾙﾉｰ adv.（手段）新聞紙で          「副詞句」 

   journal ｼﾞｭﾙﾅﾙ n.m（[複] journaux） 新聞、新聞紙 

 

「それで、私はこの方を見ることが出来ませんでした」検事は、少なくとも僕が泣いている

のを見なかったか、と彼に尋ねた。［C-2-3］ 

Alors, je n’ai pas pu voir Monsieur.» L’avocat général lui a demandé si, du moins, il 

m’avait vu pleurer.  

《「副詞」,「主語」「動詞句」「目的語」》,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Alors, ｱﾛｰ adv. それで                                                   「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’ai pas pu voir ﾈ･ﾊﾟ･ﾋﾟｭ･ｳﾞゎ-ﾙ 1 単現･完了形･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 見ることができなかった                                          「動詞句」 

Monsieur.» ﾑｯｼｭｰ n.m この方を                                        「目的語」 

L’avocat général ﾗｳﾞｫｶ･ｼﾞｪﾈﾗﾙ n.m 検事は                                 「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                 「動詞句」 

si, ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

du moins, ｼﾞｭ･ﾑゎﾝ adv. 少なくとも                         「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕が                                             「目的語」 

avait vu ｱｳﾞｪ･ｳﾞｭ 3 単現･完了形･知覚動詞(voir)v.t 見た        「動詞句」 

pleurer. ﾌﾟﾙﾚ 不定詞･me の動作 v.i 泣く                        「補語」 

 

 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 使役・放任・知覚動詞 424 / 668 

そこで彼は証言台の柵の上に両手をのせた。彼は何かを準備しているように見えた。 

［C-2-3］ 

Il a mis alors ses mains sur la barre et l’on voyait qu’il avait préparé quelque chose.  

「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」「副詞句」et「目的語」「主語」「動詞」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a mis ｱ･ﾐ 3 単現･完了形(mettre)v.t 置いた                               「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. それで、そこで                                            「副詞」 

ses mains ｾ･ﾏﾝ pl.n.f 両手を                                            「目的語」 

sur la barre ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾊﾞｰﾙ adv.（証言台の）柵の上に                       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

voyait ｳﾞゎｲｴ 3 単半･知覚動詞(voir)v.t 見えた                              「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                                「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                     「主語」 

avait préparé ｱｳﾞｪ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 3 単半･完了形(préparer)v.t 準備していた   「動詞句」 

quelque chose. ｹｳﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ pron 何かを                             「目的語」 

 

さらにまたサラマノが、僕が彼の犬のことでは親切だったと説明した時や、彼が僕の母さん

と僕自身についての質問に答えて、僕は母に何も話すことがない、そしてそのために母さん

を養老院へ入れたと説明した時にも、ほとんど誰も聞いていなかった。［C-2-3］ 

C’est à peine encore si on a écouté Salamano quand il a rappelé que j’avais été bon pour 

son chien et quand il a répondu à une question sur ma mère et sur moi en disant que je 

n’avais plus rien à dire à maman et que je l’avais mise pour cette raison à l’asile.  

C’est à peine encore si「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

C’est à peine encore si ｾ･ﾀ･ﾍﾟｰﾇ･ｵﾝｺｰﾙ･ｼ conj. さらにまたほとんど〜ない 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

a écouté ｱ･ｴｸﾃ 3 単現･完了形･知覚動詞(écouter)v.t 聞いた                 「動詞句」 

Salamano ｻﾗﾏﾉ n.m サラマノが言うことを                               「目的語」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

a rappelé ｱ･ﾗﾌﾟﾚ 3 単現･完了形(rappeler)v.t(que と) 説明した      「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                           「主語」 

avais été ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ 1 単半･完了形(être)v.i 〜だった         「動詞句」 

bon ﾎﾞﾝ adj. 親切な                                       「補語」 



 フランス語 構文解析による学習  

文の構成要素 

「動詞」の例文 使役・放任・知覚動詞 425 / 668 

pour son chien ﾌﾟｰﾙ･ｿﾝ･ｼﾔﾝ adv. 彼の犬のことで     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

a répondu ｱ･ﾚﾎﾟﾝｼﾞｭ 3 単現･完了形(répondre)v.i(à に) 答えた      「動詞句」 

à une question ｱ･ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ adv. 質問に                      「間接目的語」 

sur ma mère ｼｭｰﾙ･ﾏ･ﾒｰﾙ adv. 僕の母さんについての    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

sur moi ｼｭｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕自身についての               「副詞句」 

en disant ｵﾝ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ ジェロンディフ(dire)v.t 〜と言いながら        「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                    「主語」 

n’avais plus rien à dire ﾅｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ･ﾘﾔﾝ･ﾅ･ﾃﾞｨｰﾙ 1 単半･否定 

   v.t 何も言うことが無い                          「動詞句」 

à maman ｱ･ﾏﾓﾝ adv. 母さんに                  「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということを                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                   「主語」 

l’ ﾗ pron 母さんを                                「目的語」 

avais mise ｱｳﾞｪ･ﾐｽﾞ 1 単半･完了形.f(mettre) 

v.t 入れた                                     「動詞句」 

pour cette raison ﾌﾟｰﾙ･ｾｯﾄ･ﾚｿﾞﾝ adv. この理由で    「副詞句」 

à l’asile. ｱ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院へ                     「副詞句」 

 

少なくとも、僕が気になっていたのはそのことだ。僕はもう検事の話を聞いていなかったが、

やがて検事の話が聞こえてきた：［C-2-4］ 

Du moins, c’était cela qui me frappait et je n’ai plus écouté le procureur jusqu’au moment 

où je l’ai entendu dire:  

「副詞句」,「補語」「動詞」「主語」et「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Du moins, ｼﾞｭ･ﾑﾜﾝ adv.（しかし）少なくとも、とにかく                  「副詞句」 

c’ ｽ pron それ                                                           「補語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

cela ｽﾗ pron それが                                                     「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

me ﾑ pron 僕を                                        「目的語」 

frappait ﾌﾗﾍﾟ 3 単半(frapper)v.t（関心を）引いた            「動詞」 
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et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’ai plus écouté ﾈ･ﾌﾟﾘｭ･ｾﾞｸﾃ 1 単現･完了形･否定(écouter) 

v.t もう聞いていなかった                                            「動詞句」 

le procureur ﾙ･ﾌﾟﾛｷｭﾚｰﾙ n.m 検事の話を                                 「目的語」 

jusqu’au moment où +直説法 ｼﾞｭｽｺ･ﾓﾓﾝ･ｳ conj. それから〜した、〜するまで「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

l’ ﾙ pron 彼が                                                   「目的語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚動詞(entendre) 

v.t(SVO+不定詞) 聞いた、聞こえた                             「動詞句」 

dire: ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞・l’の動作 v.t 言う                                「補語」 

 

最後に弁護士が、陪審の皆さんは、逆上して一瞬道に迷った正直な労働者を死に追いやろう

とは思わないでしょうと声を張り上げ、被告が既に永遠の悔恨という最も確かな懲罰を受

けている犯罪に対して情状酌量を求めたのだが、僕にはほとんど聞き取れなかった。 

［C-2-4］ 

C’est à peine si j’ai entendu mon avocat s’écrier, pour finir, que les jurés ne voudraient 

pas envoyer à la mort un travailleur honnête perdu par une minute d’égarement, et 

demander les circonstances atténuantes pour un crime dont je traînais déjà, comme le 

plus sûr de mes châtiments, le remords éternel.  

C’est à peine si「主語」「動詞句」「目的語」「補語」et「補語」 

C’est à peine si +直説法 ｾ･ﾀ･ﾍﾟｰﾇ･ｼ conj.（否定）かろうじて〜する、ほとんど〜ない 

   C’est à peine si on pouvait entendre le guitariste. 

 ギター奏者の演奏も聞こえるか聞こえないかだった。 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚動詞(entendre+O+不定詞) 

v.t（否定文で）聞こえなかった                                       「動詞句」 

mon avocat ﾓﾝ･ｱｳﾞｫｶ n.m 弁護士が                                     「目的語」 

s’écrier, ｾｸﾘｴ 不定詞･avocat の動作 v.pr 叫ぶ                               「補語」 

pour finir, ﾌﾟｰﾙ･ﾌｨﾆｰﾙ adv. 最後に                                 「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

les jurés ﾚ･ｼﾞｭﾚ pl(juré).n.m 陪審は                         「主語」 

ne voudraient pas envoyer ﾇ･ｳﾞﾄﾞﾚ･ﾊﾟ･ｵﾝｳﾞゎｲｴ 条・3 複現･願望･否定･推量 

(vouloir+不定詞)v.t 送りたくないだろう                 「動詞句」 

à la mort ｱ･ﾗ･ﾓｰﾙ adv. 死に                                「補語」 

un travailleur honnête ｱﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕｰﾙ･ｵﾈｯﾄ n.m 正直な労働者を「目的語」 
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perdu par une minute d’égarement, ﾍﾟﾙｼﾞｭ･ﾊﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾐﾆｭﾄ･ﾃﾞｶﾞｰﾙﾓﾝ 

 adj. 逆上して一瞬道に迷った                  「形容詞句」 

   perdu ﾍﾟﾙｼﾞｭ adj. 迷った égarement ｴｶﾞｰﾙﾓﾝ n.m 逆上 

et ｴ conj. そして 

demander ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 不定詞･avocat の動作 v.pr 求めた                        「補語」 

les circonstances atténuantes ﾚ･ｼﾙｺﾝｽﾄﾝｽ･ｱﾃﾆｭｵﾝﾄｩ pl.n.f 情状酌量を  「目的語」 

pour un crime ﾌﾟｰﾙ･ｱﾝ･ｸﾘﾑ adv. 犯罪に対して                「副詞句」 

dont ﾄﾞﾝ pron それについて〜する                        「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                   「主語」 

traînais ﾄﾚﾈ 1 単半(traîner) 

v.t 耐えている、（罰を）受けている               「動詞」 

déjà, ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                              「副詞」 

comme ｺﾑ conj.（資格）〜として                  「副詞句」 

le plus sûr de mes châtiments, ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｼｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾒ･ｼｬﾁﾓﾝ 

 n.m 最も確かな懲罰                    「目的語」 

le remords ﾙ･ﾙﾓｰﾙ 

 n.m（同格）悔恨という        「形容詞句」 

éternel. ｴﾃﾙﾈﾙ adj. 永遠の 「形容詞」 

 

それから、法廷内から、こもった声で何かを読み上げているのが聞こえてきた。［C-2-4］ 

Puis j’ai entendu une voix sourde lire quelque chose dans la salle.  

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完了形･知覚動詞(entendre)v.t 聞こえた       「動詞句」 

une voix ﾕﾝﾇ･ｳﾞゎ n.f 声を                                             「目的語」 

sourde ｽﾙﾄﾞｩ adj(sourd).f（音が）こもった、にぶい               「形容詞」 

lire ﾘｰﾙ 不定詞･voix の動作 v.t 読む                                       「補語」 

quelque chose ｹﾙｷ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かを                                「目的語」 

dans la salle. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｻｰﾙ adv. 法廷で                                「副詞句」 
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僕は上訴を放棄したばかりだった。僕の体内を血流が規則正しく循環するのが感じられた。 

［C-2-5］ 

Je venais de rejeter mon pourvoi et je pouvais sentir les ondes de mon sang circuler 

régulièrement en moi.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

venais de rejeter ｳﾞﾈ･ﾄﾞｩ･ﾙｼﾞｭﾃ 1 単半･近接過去(venir de+不定詞 rejeter) 

v.t 放棄したばかりである                                            「動詞句」 

rejeter ﾙｼﾞｭﾃ v.t 投げ捨てる、拒絶する 

近接未来は、aller+不定詞 

mon pourvoi ﾓﾝ･ﾌﾟﾙｳﾞゎ n.m 上訴を                                    「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

pouvais sentir ﾌﾟｳﾞｪ･ｿﾝﾁｰﾙ 1 単半･可能･知覚動詞(pouvoir+不定詞) 

v.t 〜を感じられた                                                  「動詞句」 

les ondes ﾚ･ｿﾞﾝﾄﾞｩ pl(onde).n.f 波、流れが                               「目的語」 

de mon sang ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｿﾝ adj. 僕の血の                          「形容詞句」 

circuler ｼﾙｷｭﾚ 不定詞･ondes の動作 v.i 循環する、流れる                    「補語」 

régulièrement ﾚｷﾞｭﾘｴﾙﾓﾝ adv. 規則正しく                            「副詞」 

en moi. ｵﾝ･ﾑゎ adv. 僕の体内を                                   「副詞句」 
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構文解析の例 短編と小説の一部分など 

 

［A-1］La Belle et la Bête 美女と野獣 

 

La Belle ﾗ･ﾍﾞﾙ n.f 美女 

et ｴ conj. と 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f 野獣 

d’après Jeanne-Marie Leprince de Beaumont ｼﾞｬﾝ

ﾇ・ﾏﾘｰ･ﾙﾌﾟﾗﾝｽ･ﾎﾞｰﾓﾝによる 

  d’après ... ﾀﾞﾌﾟﾚ prep 〜による「副詞句」 

 

むかしむかし、かわいい子供たちに囲まれた一人の裕福な商人がいました。 

 Il était une fois un riche marchand entouré de beaux enfants. 

「動詞」「副詞句」「主語」「形容詞句」 

Il ｲﾙ pron 形式主語（真の主語は un riche marchand） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i(存在)いました                                      「動詞」 

une fois ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. かつて、その昔                                    「副詞句」 

un riche marchand ｱﾝ･ﾘｯｼｭ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 一人の裕福な商人が                 「主語」 

entouré ｵﾝﾄｩﾚ 過去分詞･受動(entourer de に)adj. 囲まれた              「形容詞句」 

de beaux enfants ﾄﾞｩ･ﾎﾞ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv.（動作主）かわいい子供たちに「副詞句」 

 

3 人の息子と 3 人の娘、それがこの世で一番大事な物になっていた。 

Trois fils et trois filles, voilà ce qu’il avait de plus cher au monde. 

「主語」「動詞」「補語」 

Trois fils et trois filles ﾄﾙゎ･ﾌｨｽ･ｴ･ﾄﾙゎ･ﾌｨｰﾕ pl.n. 3 人の息子と 3 人の娘      「主語」 

voilà ce qu’il ｳﾞゎﾗ･ｽ･ｷﾙ n. それが                                        「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（ある状態に）なっていた                        「動詞」 

de plus cher au monde ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ･ｼｪｰﾙ･ｵ･ﾓﾝﾄﾞ n. この世で一番大事な物       「補語」 

 

娘たちは皆とても美しかったのですが、彼らの性格に関しては別でした．．． 

Ses filles étaient toutes très charmantes, mais quant à leur caractère, c’était autre 

chose ...                「主語」「動詞」「補語」mais「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Ses filles ｾ･ﾌｨｰﾕ pl.n.f 娘たちは                                          「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜でした                                        「動詞」 

toutes très charmantes ﾄｩｯﾄ･ﾄﾚ･ｼｬﾙﾓﾝﾄｩ adj.pl.f. 皆とても美しい            「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 
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quant à leur caractère ｺﾝ･ﾀ･ﾚｰﾙ･ｷｬﾗｸﾃｰﾙ adv. 彼らの性格に関しては       「副詞句」 

  quant à... 「〜に関しては、〜はといえば」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜でした                                           「動詞」 

autre chose ｵｰﾄﾙ･ｼｮｰｽﾞ n.f 別のこと                                       「補語」 

 

長女と次女は高慢でした。 

 L’aînée et la cadette étaient orgueilleuses.                   「主語」「動詞」「補語」 

L’aînée et la cadette ﾚﾈ･ｴ･ﾗ･ｶﾃﾞｯﾄ pl.n.f 長女と次女は                      「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜でした                                        「動詞」 

orgueilleuses ｵﾙｹﾞﾕｰｽﾞ pl.f.adj. 高慢な                                    「補語」 

 

二人は、ダンスパーティーの夜会、恋愛のデートそれに散歩が大好きでした。 

Les deux adoraient les soirées de bals, les rendez-vous galants et les promenades ;  

「主語」「動詞」「目的語」 

Les deux ﾚ･ﾄﾞｩ pl.n. 二人は                                              「主語」 

adoraient ｱﾄﾞﾚ 3 複半(adorer)v.t 大好きでした                             「動詞」 

les soirées de bals ﾚ･ｽゎﾚ･ﾄﾞｩ･ﾊﾞﾙ pl.n.f ダンスパーティーの夜会          「目的語」 

les rendez-vous galants ﾚ･ﾛﾝﾃﾞ･ｳﾞ･ｷﾞｬﾛﾝ pl.n.m 恋愛のデート             「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les promenades ﾚ･ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞｩ pl.n.f 散歩                                 「目的語」 

 

二人はあまりにも自尊心が強すぎたので、王子か侯爵、最低でも伯爵とでなければ結婚しな

いと決めていました。 

elles étaient si fières qu’elles avaient décidé de ne se marier qu’avec un prince, un duc 

ou du moins un comte.           「主語」「動詞」「補語」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

elles ｴﾙ pron.pl. 彼女たちは                                              「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

si fières ｼ･ﾌｨｴｰﾙ adj. あまりにも自尊心が強すぎた                         「補語」 

qu’ ｸ conj.（si ... que〜）adv.（...なので）〜する                         「副詞節」 

elles ｴﾙ pron.pl. 彼女たちは                                      「主語」 

avaient décidé de ne se marier ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｼﾃﾞ･ﾄﾞｩ･ﾇ･ｽ･ﾏﾘｴ 

 3 複半･完了形･否定(décider de+不定詞 se marier) 

v.pr 結婚しないと決めていた                                  「動詞句」 

qu’ ｸ conj.（ne 動詞 que...）．．．しか                             「副詞句」 

avec ｱｳﾞｪｯｷ adv. 〜と                                   「副詞句」 
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un prince ｱﾝ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子                    「目的語」 

un duc ｱﾝ･ﾃﾞｭｷ n.m 侯爵（王子に次ぐ爵位）      「目的語」 

ou ｳ conj. または 

du moins un comte ｼﾞｭ･ﾑゎ･ｻﾞﾝ･ｺﾝﾄ 

 n.m 最低でも伯爵                            「目的語」 

  貴族の爵位は上位から、「公爵、侯爵、伯爵、子爵、男爵、准男爵」 

 

末娘が 3 人のうちで一番優雅で控えめでした。 

 La benjamine était la plus gracieuse et discrète des trois. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

La benjamine ﾗ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐﾝﾇ n.f 末娘は                                     「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

la plus gracieuse et discrète ﾗ･ﾌﾟﾘｭ･ｸﾞﾗｼｭｰｽﾞ･ｴ･ﾃﾞｨｽｸﾚｯﾄ 

   adj. 一番優雅で控えめな                                               「補語」 

des trois ﾃﾞ･ﾄﾙゎ adv. 3 人のうちで                                      「副詞句」 

 

彼女は、たいてい読書をして過ごしていました。そして父のそばにいるのが好きでした。 

Elle passait la plupart du temps à la lecture et préférait rester aux côtés de son pére. 

「主語」「動詞」「副詞句」「間接目的語」et「動詞句」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

passait ﾊﾟｾ 3 単半(passer)v.t（時を）過ごしていた                          「動詞」 

la plupart du temps ﾗ･ﾌﾟﾘｭﾊﾟｰﾙ･ｼﾞｭ･ﾄﾝ adv. たいてい、ほとんどいつでも  「副詞句」 

à la lecture ｱ･ﾗ･ﾚｸﾁｭｰﾙ adv. 読書をして                             「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

préférait rester ﾌﾟﾚﾌｪﾚ･ﾚｽﾃ 3 単半･好む(préférer+不定詞) 

   v.i 居ることを好んだ                                                「動詞句」 

aux côtés de son pére ｵ･ｺﾃ･ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾍﾟｰﾙ adv. 父のそばに                  「副詞句」 

 

人々は、「なんて美しい子だろう」と声を上げて、彼女の美しさに見とれていました。 

Les gens admiraient sa beauté en s’exclamant“Quelle bell enfant!”. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Les gens ﾚ･ｼﾞｮﾝ pl.n,m 人々は                                            「主語」 

admiraient ｱﾄﾞﾐﾚ 3 複半(admirer)v.t 感嘆した、見とれた                    「動詞」 

sa beauté ｻ･ﾎﾞﾃ n.f 彼女の美しさに                                     「目的語」 

en s’exclamant ｵﾝ･ｾｸｽｸﾗﾓﾝ 現在分詞(s’exclamer)adv. 声を上げて           「副詞句」 

“Quelle bell enfant!” ｹﾙ･ﾍﾞﾙ･ｵﾝﾌｫﾝ n. なんて美しい子だろう     「目的語」 
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それで皆は、彼女を「ベル（美人さん）」と愛称で呼んでいました。 

On l’appela donc simplement“Belle”.    「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」「補語」 

On ｵﾝ pron 皆は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女を                                                       「目的語」 

appela ｱﾌﾟﾗ 3 単過(appeler)v.t 呼んだ                                     「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それで                                                    「副詞」 

simplement ｻﾝﾌﾟﾙﾓﾝ adv. 単に、愛称で                                    「副詞」 

“Belle”ﾍﾞﾙ n. 「ベル（美人さん）」                                      「補語」 

 

ある日、商人は財産をすっかり失ってしまいました。 

 Un jour le marchand se retrouva complètement ruiné. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞」「補語」 

Un jour ｱﾝ･ｼﾞｭｰﾙ n.m ある日                                           「副詞句」 

le marchand ﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 商人は                                         「主語」 

se retrouva ｽ･ﾙﾄｩﾙｳﾞｧ 3 単過(se retrouver)v.pr ある状態に陥った          「動詞句」 

complètement ｺﾝﾌﾟﾚｯﾄｩﾓﾝ adv. 完全に                                    「副詞」 

ruiné ﾘｭｲﾈ adj. 破産した                                                 「補語」 

 

一家は、住み慣れた町を離れなくてはならなくなり、ずっと遠くの田舎に住み始めて、農民

のように一生懸命働いて生計を立て直すことになりました。 

La famille dut quitter la ville et partir s’installer loin, très loin dans la campagne pour 

se rétablir en travaillant dur comme paysan. 

「主語」「動詞句」「目的語」et「動詞句」「副詞句」 

La famille ﾗ･ﾌｧﾐｰﾕ n.f 一家は                                             「主語」 

dut quitter ｼﾞｭ･ｷﾃ 3 単過･必要(devoir+不定詞) 

   v.t 離れなくてはならなかった                                        「動詞句」 

la ville ﾗ･ｳﾞｨﾙ n.f 住み慣れた町を                                       「目的語」 

et  

partir s’installer ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ･ｻﾝｽﾀﾚ 不定詞(dut+)(partir+不定詞+pour+不定詞) 

   v.pr 住み始めて〜することになりました                               「動詞句」 

loin, très loin dans la campagne ﾙゎﾝ･ﾄﾚ･ﾙゎﾝ･ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｺﾝﾊﾟﾝﾆｭ 

   adv. ずっと遠くの田舎に                                             「副詞句」 

pour se rétablir ﾌﾟｰﾙ･ｽ･ﾚﾀﾌﾞﾘｰﾙ adv. 生計を立て直すために               「副詞句」 

en travaillant ｵﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾖﾝ 現在分詞 adv. 働いて                         「副詞句」 

dur comme paysan ﾃﾞｭｰﾙ･ｺﾑ･ﾍﾟｲｿﾞﾝ adv. 農民のように一生懸命   「副詞句」 
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ベルは、父の様子を心配してとても悲しんだ。 

 Belle chagrinait beaucoup en s’inquiétant de la situation de son père. 

「目的語」「動詞」「副詞」「主語」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルを                                                    「目的語」 

chagrinait ｼｬｸﾞﾘﾈ 3 単半(chagriner)v.t 悲しませた                          「動詞」 

  他動詞なので、文頭の Belle は「目的語」で、「主語」と「動詞」が倒置されている。 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても                                                「副詞」 

en s’inquiétant ｵﾝ･ｻﾝｷｴﾄﾝ 現在分詞(s’inquiéter+de)adv. 〜を心配することは  「主語」 

de la situation de son père ﾄﾞｩ･ﾗ･ｼﾃｭｱｼｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾍﾟｰﾙ 

   adv. 父の様子を                                              「目的語」 

  無生物「主語」を理由の副詞句と考えて、Belle を「主語」に翻訳する。 

 

それで、父と兄たちが畑を耕している間、自分も役立ちたくて、家事を引き受けました。 

Alor, pour se rendre utile, elle s’occupa des tâches ménagères, pendant que le père et les 

frères cultivaient la terre.           「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

Alor ｱﾛｰ adv. それで                                                     「副詞」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

se rendre ｽ･ﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.pr 〜になる                           「動詞句」 

utile ｲﾃｨﾙ adj. 役に立つ                                           「補語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’occupa ｿｷｭﾊﾟ 3 単過(s’occuper)v.pr 引き受けた                          「動詞句」 

des tâches ménagères ﾃﾞ･ﾀｯｼｭ･ﾒﾅｼﾞｪｰﾙ pl.n.f 家事の仕事を                「目的語」 

pendant que ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ｷ adv. 〜する間                                    「副詞節」 

le père et les frères ﾙ･ﾍﾟｰﾙ･ｴ･ﾌﾚｰﾙ pl.n.m 父と兄たちが             「主語」 

cultivaient ｷｭﾙﾁｳﾞｪ 3 複半(cultiver)v.t （畑を）耕していた          「動詞」 

la terre ﾗ･ﾃｰﾙ n.f 畑を                                         「目的語」 

 

掃除、洗濯、食事の準備などをすること。 

Nettoyer, lessiver, préparer à manger            「動詞」,「動詞」,「動詞」「副詞句」 

Nettoyer ﾈﾄゎｲｪ v.t 掃除する                                             「動詞」 

lessiver ﾚｼｳﾞｪ v.t 洗濯する                                               「動詞」 

préparer ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ v.t 準備する                                             「動詞」 

à manger ｱ･ﾓﾝｼﾞｪ adv. 食事をするために                                「副詞句」 
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それは彼女の華奢な両腕にはとてもきつい仕事でした。 

Cela était très dur pour ses petits bras.             「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Cela ｽﾗ pron そのようなことは                                           「主語」 

était ｴﾃ (être)v.i 〜だった                                                「動詞」 

très dur ﾄﾚ･ﾃﾞｭｰﾙ adj. とてもきつい仕事                                  「補語」 

pour ses petits bras ﾌﾟｰﾙ･ｾ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾞﾗ adv. 彼女の華奢な両腕には          「副詞句」 

 

しかし彼女はすぐに、手際が良くなり、元気も出てきて、このように活気のある日々に満足

さえ感じるようになりました。 

Mais elle devint vite habile, vigoureuse et même satisfaite par ces journées si actives. 

Mais「主語」「動詞」「副詞」「補語」「補語」et「副詞」「補語」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

devint ﾄﾞｩｳﾞｧﾝ 3 単過(devenir)v.i 〜になった                               「動詞」 

vite ｳﾞｨｯﾄ adv. すぐに                                                   「副詞」 

habile ﾊﾋﾞﾙ adj. 手際の良い                                              「補語」 

vigoureuse ﾋﾞｸﾞﾙｰｽﾞ adj.f 元気な                                         「補語」 

et ｴ conj. そして 

même ﾒｰﾑ adv. さらに、さえも                                           「副詞」 

satisfaite ｻﾁｽﾌｪｯﾄ adj. 満足した                                           「補語」 

par ces journées ﾊﾟｰﾙ･ｾ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. このような日々に対して               「副詞句」 

si actives ｼ･ｱｸﾃｨｳﾞ adj. とても活気のある                      「形容詞句」 

 

それに対して姉たちは、朝から晩まで退屈して、昔の軽薄な生活を懐かしんでいました。 

Ses soeurs aînées, par contre, s’ennuyaient du matin au soir, regrettant leur ancienne 

vie frivole ...                        「主語」「副詞句」「動詞句」「副詞句」,「副詞句」 

Ses soeurs aînées ｾ･ｾｰﾙ･ｴﾈ pl.n.f 姉たちは                                 「主語」 

par contre ﾊﾟｰﾙ･ｺﾝﾄﾙ adv. それに対して                                 「副詞句」 

s’ennuyaient ｿﾝﾆｭｲｴ 3 複半(s’eenuyer)v.pr 退屈していた                   「動詞句」 

du matin au soir ｼﾞｭ･ﾏﾀﾝ･ｵ･ｽゎ-ﾙ adv. 朝から晩まで                      「副詞句」 

regrettant ﾚｸﾞﾚﾄﾝ 現在分詞(regretter)adv. 〜を懐かしんで                 「副詞句」 

  結果に翻訳する 

leur ancienne vie ﾚｰﾙ･ｵﾝｼｪﾝﾇ･ｳﾞｨｰ n.f 昔の生活 

frivole ﾌﾘｳﾞｫﾙ adj. 軽薄な                                       「形容詞」 
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一家が田舎のみすぼらしい家に住み始めてから、もう 1 年が経ちました。そんな時に、一家

は、近くの港に沢山の商品を積んだ船が到着したということを知りました。 

 Cela faisait déja un an que la famille habitait dans son humble maison de campagne, 

quand elle apprit qu’un bateau chargé de marchandises était arrivé dans un port voisin. 

「動詞句」「副詞」「主語」「副詞節」, quand「主語」「動詞」「目的語」 

Cela faisait ｽﾗ･ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.i（時が）経った、過ぎた                 「動詞句」 

déja ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                     「副詞」 

un an ｱﾝ･ﾅﾝ n.m 1 年が                                                  「主語」 

que ｸ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

la famille ﾗ･ﾌｧﾐｰﾕ n.f 一家が                                     「主語」 

habitait ｱﾋﾞﾃ 3 単半(habiter)v.i 住み始めて                        「動詞」 

dans son humble maison de campagne ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｱﾝﾌﾞﾙ･ﾒｿﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｺﾝﾊﾟﾆｭ 

   adv. 田舎のみすぼらしい家に                                 「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. そんな時に〜する                                       「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 一家は                                              「主語」 

apprit ｱﾌﾟﾘ 3 単過(apprendre)v.t（情報）を知った                  「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜という                                            「目的語」 

un bateau ｱﾝ･ﾊﾞﾄｰ n.m 船が                              「主語」 

chargé ｼｬﾙｼﾞｪ adj. 積んだ                         「形容詞」 

de marchandises ﾄﾞｩ･ﾏﾙｼｮﾝﾃﾞｨｰｽﾞ 

   pl.n.f 沢山の商品を                     「目的語」 

était arrivé ｴﾃ･ｱﾘｳﾞｪ 3 単半･完了形(arriver)v.i 到着した    「動詞句」 

dans un port voisin ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾎﾟｰﾙ･ｳﾞゎｻﾞﾝ 

   adv. 近くの港に                                      「副詞句」 

 

すぐに父親は、何とかして船にたどり着いて、何か商談をする準備をしました。 

Aussitôt, le père s’apprêta à rejoindre le navire espérant y faire quelques affaires. 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」y「動詞句」「目的語」 

Aussitôt ｵｼﾄ adv. すぐに                                                 「副詞」 

le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親は                                                「主語」 

s’apprêta à +不定詞 ｻﾌﾟﾚﾀ･ｱ 3 単過(s’apprêter à+不定詞) 

   v.t 〜する準備をした                                                「動詞句」 

rejoindre ﾙｼﾞｭゎﾝﾄﾞﾙ 不定詞 v.t 追いつく、たどり着く                     「動詞句」 

le navire ﾙ･ﾅｳﾞｨｰﾙ n.m 船に                                            「目的語」 

espérant ｴｽﾍﾟﾛﾝ 現在分詞 adv. 期待して、なんとかして                     「副詞」 

y ｲ conj. そして 
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faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                                               「動詞句」 

quelques affaires ｹﾙｸ･ｻﾞﾌｪｰﾙ pl.n.f 何か商談を                           「目的語」 

 

すると、二人の姉たちは父親の首に飛びつきました。 

Les deux aînées sautérent alors à son cou :                 「主語」「動詞」「副詞句」 

Les deux aînées ﾚ･ﾄﾞｵｩ･ｾﾞﾈ pl.n.f 二人の姉たちは                          「主語」 

sautérent ｿﾃｰﾙ 3 複過(sauter)v.i (à に) 飛びついた                          「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. すると                                                    「副詞」 

à son cou ｱ･ｿﾝ･ｸｰ adv. 父親の首に                                      「副詞句」 

 

「ねえパパ、お願いします。私には、ドレスと帽子と靴を持ち帰ってください。それが必要

なんです」と一人が言った。 

“Je t’en prie, papa, rapporte-moi des robes, des chapeaux et des souliers. J’en ai besoin! 

dit l’une.  「主語」「間接目的語」「直接目的語」「動詞」「呼びかけ」 

「動詞」「間接目的語」「目的語」┃「主語」「副詞」「動詞」「目的語」 

「動詞」「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 

t’ ﾄｩ pron あなたに                                               「間接目的語」 

en ｵﾝ pron それを                                                「直接目的語」 

prie ﾌﾟﾘ 1 単現(prier)v.t お願いします                                    「動詞」 

papa ﾊﾟﾊﾟ n.m パパ                                                「呼びかけ」 

rapporte-moi ﾗﾎﾟﾙﾄｩ･ﾑゎ 命・3 単現(rapporter+moi) 

   v.t 私に〜を持ち帰ってください                          「動詞」「間接目的語」 

des robes ﾃﾞ･ﾛｰﾌﾞ pl.n.f ドレス                                        「目的語」 

des chapeaux ﾃﾞ･ｼｬﾎﾟｰ pl.n.m 帽子                                    「目的語」 

et ｴ conj. そして 

des souliers ﾃﾞ･ｽﾘｴ pl.n.m 靴                                          「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

en ｵﾝ pron それらが                                                    「副詞」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t ある                                                「動詞」 

besoin ﾌﾞｽﾞゎﾝ n.m 必要                                              「目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                            「動詞」 

l’une ﾘｭﾝﾇ n.f 一人が                                                    「主語」 
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「私も！」ともう一人が言った。「私には、宝石と香水と口紅を見つけてきてね！」 

 ---- Moi aussi! continua l’autre. Il faut que tu me trouves des bijoux, du parfum et du 

rouge à lèvres!                      「副詞句」,「動詞」「主語」┃「動詞句」「主語」 

Moi aussi ﾑゎ･ｵｼ adv. 私も！                                         「副詞句」 

continua ｺﾝﾃｨﾇｱ 3 単過(continuer)v.t 続けて言った                        「動詞」 

l’autre ﾛｰﾄﾙ n.f もう一人が                                              「主語」 

Il faut que +接続法 ｲﾙ･ﾌｫ･ｸ 3 単現 v.i 〜すべきだ                        「動詞句」 

n. 〜ということ                                                         「主語」 

tu ﾄｩ pron あなたが                                               「主語」 

me ﾑ pron 私に                                             「間接目的語」 

trouves ﾄｩﾙｰｳﾞ 2 単現(troouver)v.t 見つけてきてね                    「動詞」 

des bijoux ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｭ pl.n.m 宝石                               「直接目的語」 

du parfum ｼﾞｭ･ﾊﾟﾙﾌｧﾝ n.m 香水                               「直接目的語」 

et ｴ conj. それに 

du rouge à lèvres ｼﾞｭ･ﾙｰｼﾞｭ･ｱ･ﾚｰｳﾞﾙ n.m 口紅                  「直接目的語」 

 

「ベル、それでお前は何が欲しいんだい？」と父親は末娘に言った。 

---- Belle, et toi, que souhaiterait-tu donc? dit-il à la plus jeune. 

「呼びかけ」「目的語」「動詞」「主語」「副詞」,「動詞」「主語」「間接目的語」 

Belle, et toi ﾍﾞﾙ･ｴ･ﾄｩﾜ n. ベル、それでお前は                         「呼びかけ」 

que ｸ pron 何を                                                      「目的語」 

souhaiterait ｽｪﾄﾚ 条・3 単現(souhaiter)v.t 欲しい                         「動詞」 

tu ﾁｭ pron お前は                                                      「主語」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それじゃあ                                                「副詞」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                            「動詞」 

il ｲﾙ pron 父親は                                                       「主語」 

à la plus jeune ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｪﾝﾇ adv. 末娘に                         「間接目的語」 

 

「私のことまで気遣いしていただいたので、わたしはバラの花を一輪いただきたいわ。だ

って、ここにはバラがないから。」 

---- Puisque tu as la gentillesse de penser à moi, je voudrais une rose, car il n’y en a pas 

ici.”                                「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞節」 

Puisque ﾋﾟｭｲｽｷ conj. 〜ので                                            「副詞節」 

tu ﾁｭ pron あなたが                                              「主語」 

as ｱ 2 単現(avoir)v.t ある                                         「動詞」 

la gentillesse ﾗ･ｼﾞｮﾝﾃｨｴｽ n.f 心遣い                              「目的語」 
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de penser à moi ﾄﾞｩ･ﾎﾟﾝｾ･ｱ･ﾑゎ adj. 私のことを考えるという 「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

voudrais ｳﾞﾄﾞﾚ 条・1 単現(vouloir)v.t 〜をいただきたい                     「動詞」 

une rose ﾕﾝﾇ･ﾛｰｽﾞ n.f バラの花を一輪                                   「目的語」 

car ｶｰﾙ conj. なぜなら〜だから                                         「副詞節」 

il n’y en a pas ｲﾙ･ﾆ･ｵﾝ･ﾅ･ﾊﾟ 3 単現(avoir+en)v.t バラがない 「動詞句」「主語」 

ici ｲｼ adv. ここには                                              「副詞」 

 

こうして、父親は買い物リストを手に持って、大急ぎで船の方向へ出発しました。 

 Ainsi le père, la liste des achats en main, partit au grand galop en direction du navire. 

「副詞」「主語」「副詞句」「動詞」「副詞句」 

Ainsi ｱﾝｼ adv. こうして                                                 「副詞」 

le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親は                                               「主語」 

la liste des achats en main ﾗ･ﾘｽﾄ･ﾃﾞ･ｱｼｬ･ｵﾝ･ﾏﾝ 

   adv. 購入リストを手に持って                                        「副詞句」 

partit ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単過(partir)v.i 出発した                                    「動詞」 

au grand galop ｵ･ｸﾞﾛﾝ･ｷﾞｬﾛ adv. 大急ぎで                              「副詞句」 

en direction du navire ｵﾝ･ﾃﾞｨﾚｸｼｮﾝ･ｼﾞｭ･ﾅｳﾞｨｰﾙ adv. 船の方向へ          「副詞句」 

 

「はいどう！進め！」 

“Hue! En avant!”                                                   「かけ声」 

Hue! En avant! ｲ･ｵ･ﾅｳﾞｫﾝ int. はいどう！進め！                         「かけ声」 

 

しかしながらその夕方には、頭をうなだれて、重い足取りで、てぶらで帰路につきました。 

 Cependant, le soir, il en revenait la tête baissée, d’un pas lourd et les mains vides. 

「副詞句」,「主語」「副詞」「動詞」「補語」「副詞句」 

Cependant ｽﾎﾟﾝﾄﾞﾝ conj. しかしながら 

le soir ﾙ･ｽゎ-ﾙ n.m 夕方                                               「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

en ｵﾝ adv. そこから                                                     「副詞」 

revenait ﾙｳﾞﾈ 3 単半(evenir)v.i 帰路についた                              「動詞」 

la tête baissée ﾗ･ﾃｰﾄｩ･ﾍﾞｯｾ adj. 頭をうなだれて                           「補語」 

d’un pas lourd ﾀﾞﾝ･ﾊﾟ･ﾙｰﾙ adv. 重い足取りで                            「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

les mains vides ﾚ･ﾏﾝ･ｳﾞｨｯﾄﾞ adv. 手ぶらで                              「副詞句」 
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残念ながら商談はうまくいかず、むしろ以前よりも貧乏になってしまったのです。 

Les affaires furent hélas mauvaises et il devint même plus ruiné qu’avant. 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」et「主語」「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」 

Les affaires ﾚ･ｻﾞﾌｪｰﾙ pl.n.f 商談は                                       「主語」 

furent ﾌｭｰﾙ 3 複過(être)v.i 〜になった                                    「動詞」 

hélas ｴﾗｽ int. 残念ながら                                               「副詞」 

mauvaises ﾓｳﾞｪｰｽﾞ pl.adj. まずい                                        「補語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

devint ﾄﾞｩｳﾞｧﾝ 3 単過(devenir)v.i 〜になった                              「動詞」 

même ﾒｰﾑ adv. いやむしろ                                              「副詞」 

plus ruiné ﾌﾟﾘｭ･ﾙｲﾈ adj. もっと貧乏な                                    「補語」 

qu’avant ｶｳﾞｫﾝ adv. 前よりも                                          「副詞句」 

 

天候も荒れていました。 

 Le temps aussi était mauvais.                      「主語」「副詞」「動詞」「補語」 

Le temps ﾙ･ﾄﾝ n.m 天候は                                              「主語」 

aussi ｵｼ adv. 〜も                                                      「副詞」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

mauvais ﾓｳﾞｪ adj.（天気が）悪い、荒れている                            「補語」 

 

激しい突風によって送り込まれた厚い雲が、空を暗くしていた。 

Des épais nuages accompagnés de violents coups de vent assombrissaient le ciel. 

「主語」「形容詞句」「動詞」「目的語」 

Des épais nuages ﾃﾞ･ｾﾞﾍﾟ･ﾆｭｱｰｼﾞｭ pl.n.m 厚い雲が                        「主語」 

accompagnés ｱｺﾝﾊﾟﾆｪ 過去分詞･受動 pl.(accompagner)adv. 送り込まれた「形容詞句」 

de violents coups de vent ﾄﾞｩ･ｳﾞｨﾖﾛﾝ･ｸ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｫﾝ adv. 激しい突風で「副詞句」 

assombrissaient ｱｯｿﾝﾌﾞﾘｾ 3 複半(assombrir)v.t 暗くしていた               「動詞」 

le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空を                                                 「目的語」 

 

少しすると今度は、吹雪が男を苦しめにやってきた。 

Peu après, une tempête de neige venait à son tour tourmenter notre homme. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」「目的語」 

Peu après ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少しして                                       「副詞句」 

une tempête de neige ﾕﾝﾇ･ﾄﾝﾍﾟｰﾄｩ･ﾄﾞｩ･ﾈｰｼﾞｭ n.f 吹雪が                   「主語」 

venait +不定詞 ｳﾞﾈ 3 単半(venir+不定詞)v. 〜しに来た                   「動詞句」 
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à son tour ｱ･ｿﾝ･ﾄｩｰﾙ adv. 今度は                                      「副詞句」 

tourmenter ﾄｩｰﾙﾓﾝﾃ 不定詞 v.t 苦しめる                                「動詞句」 

notre homme ﾉﾄﾙ･ｵﾑ n.m 男を                                         「目的語」 

 

その時、寒さと疲労と恐怖が、彼を襲いました。 

Le froid, la fatigue et la peur s’emparèrent alors de lui : 

「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」 

Le froid, la fatigue et la peur ﾙ･ﾌﾙゎ･ﾗ･ﾌｧﾃｨｸﾞ･ｴ･ﾗ･ﾍﾟｰﾙ 

   pl.n. 寒さと疲労と恐怖が                                             「主語」 

s’emparèrent ｿﾝﾊﾟﾚｰﾙ 3 複過(s’emparer)v.pr (de を) 占領した、襲った     「動詞句」 

alors ｱﾛｰﾙ adv. その時                                                  「副詞」 

de lui ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 彼を                                           「間接目的語」 

 

「なんてついていないんだ！私は全財産を失ったばかりだというのに、今度は道も見失っ

てしまった。完全に道に迷ってしまった。おや、しかしあそこに見えるのはなんだろう？」 

“Quel malheur! Je viens de perdre mes biens, j’ai maintenant perdu mon chemin : je 

suis complètement égaré... Oh, mais que vois-je là-bas?” 

《「感嘆」┃「主語」「動詞句」「目的語」, 「主語」「動詞句」「目的語」： 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「間投」mais「動詞」「主語」「副詞」》 

Quel +名詞 ｹﾙ int. 何という〜だ                                          「感嘆」 

malheur ﾏﾚｰﾙ n.m 不運、不幸                                       「名詞」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

viens de perdre ﾋﾞﾔﾝ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙﾄﾞﾙ 1 単現･近接過去(venir de+不定詞) 

   v.t 失ったばかりである                                              「動詞句」 

mes biens ﾒ･ﾋﾞﾔﾝ pl.n.m 全財産を                                      「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai maintenant perdu ｴ･ﾏﾝﾄｩﾉﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ 1 単現･完了形(perdre)vt. 失った     「動詞句」 

  maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今度は、今は 

mon chemin ﾓﾝ･ｼｭﾏﾝ n.m 道を                                          「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

complètement ｺﾝﾌﾟﾚｯﾄﾓﾝ adv. 完全に、すっかり                            「副詞」 

égaré ｴｶﾞﾚ adj. 道に迷った                                               「補語」 

Oh ｵｰ int. おや                                                          「間投」 

mais ﾒ conj. しかし 

que ｸ pron 何が                                                       「目的語」 
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vois ｳﾞゎ 1 単現(voir)v.t 見える                                           「動詞」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

là-bas ﾗ･ﾊﾞ adv. あそこに                                                「副詞」 

 

遠くの闇の中に、何か明かりが光っているのが見えた。 

 Une lumière scintillait au loin dans l’obscurité.            「主語」「動詞」「副詞句」 

Une lumière ﾕﾝﾇ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 何か明かりが                                 「主語」 

scintillait ｻﾝﾃｨｴ 3 単半(scintiller)v.i またたいていた、光っていた            「動詞」 

au loin ｵ･ﾙゎﾝ adv. 遠くに                                             「副詞句」 

dans l’obscurité ﾄﾞﾝ･ﾛﾌﾟｽｷｭﾘﾃ adv. 闇の中に                             「副詞句」 

 

「あれは幻影だろうか、それとも星なのか？もっと近づいて、見てみよう。」 

“Est-ce un mirage? Une étoile? Voyons de plus près ...” 

《「動詞」「主語」「補語」,「補語」┃「動詞」「副詞句」》 

Est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                            「動詞」 

ce ｽ pron これは                                                       「主語」 

un mirage ｱﾝ･ﾐﾗｰｼﾞｭ n.m 幻影、蜃気楼                                  「補語」 

Une étoile ﾕﾝﾇ･ｴﾄゎ-ﾙ n.f 星                                             「補語」 

Voyons ｳﾞゎｲﾖﾝ 命・1 複現･勧誘(voir)v.t 見てみよう                       「動詞」 

de plus près ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾟﾚ adv. もっと近くから                          「副詞句」 

 

それは確かに明かりでした。照明で照らされた見事な宮殿からの明かりでした。 

 C’était en effet une lumière. La lumière d’un magnifique palais illuminé. 

「主語」「動詞」「副詞句」「補語」┃「補語」 

C’ ｽ pron それは                                                       「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

en effet ｵ･ﾈﾌｪ adv. 確かに                                             「副詞句」 

une lumière ﾕﾝﾇ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 明かり                                       「補語」 

La lumière ﾗ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 明かり                                          「補語」 

d’ ﾄﾞｩ adv. 〜からの                                             「副詞句」 

un magnifique palais ｱﾝ･ﾏﾆﾌｨｯｷ･ﾊﾟﾚ n.m 見事な宮殿        「目的語」 

illuminé ｲﾘｭﾐﾈ adj. 照明で照らされた               「形容詞」 

 

内装を見ると、その館は外観と同様に豪華なものだった。 

À l’intérieur, la demeure était aussi luxueuse que la façade. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」 
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À l’intérieur ｱ･ﾗﾝﾃﾘｴｰﾙ adv. 内部については                             「副詞句」 

la demeure ﾗ･ﾄﾞｩﾒｰﾙ n.f 邸宅                                            「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

aussi ｵｯｼ adv. もまた                                                   「副詞」 

luxueuse ﾘｭｸｼｭｰｽﾞ adj. 豪華な                                           「補語」 

que la façade ｸ･ﾗ･ﾌｧｻｰﾄﾞｩ adv. 外観と同様に                            「副詞句」 

  aussi 〜 que ... 「．．．と同様に〜」 

 

大きな暖炉では火がぱちぱち燃えていて、ワインと温かい料理が食卓を飾っていました。 

Le feu crépitait dans une grande cheminée, du vin et des plats chauds décoraient la 

table.                           「主語」「動詞」「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」 

Le feu ﾙ･ﾌｰ n.m 火が                                                   「主語」 

crépitait ｸﾚﾋﾟﾃ 3 単半(crépiter)v.i（火花が）ぱちぱちいっていた            「動詞」 

dans une grande cheminée  ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ｼｭﾐﾈ adv. 大きな暖炉で    「副詞句」 

du vin et des plats chauds ｼﾞｭ･ｳﾞｧﾝ･ｴ･ﾃﾞ･ﾌﾟﾗ･ｼｮ 

   pl.n. ワインと温かい料理が                                           「主語」 

décoraient ﾃﾞｺﾚ 3 複半(décorer)v.t 飾っていた                            「動詞」 

la table ﾗ･ﾀｰﾌﾞﾙ n.f 食卓を                                            「目的語」 

 

商人はしばらくためらっていたが、もう我慢できなくなった。彼はぬれた服を乾かすと、

おいしい夜食を食べた。それから、一日の出来事のためにつかれていたので、大きなベッド

に寝そべって、ぐっすり寝入った。 

Le marchand hésita un moment, mais ne pouvait plus se retenir : il sécha ses habits 

trempés, mangea du délicieux souper, puis épuisé par sa journée, s’allongea sur le grand 

lit et s’endormit à poings fermés.  「主語」「動詞」「副詞句」mais「動詞句」： 

「主語」「動詞」「目的語」,「動詞」「目的語」, 

「副詞句」「動詞句」「副詞句」et「動詞句」「副詞句」 

Le marchand ﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 商人は                                        「主語」 

hésita ｴｼﾞﾀ 3 単過(hésiter)v.i ためらっていた                             「動詞」 

un moment ｳﾝ･ﾓﾓﾝ adv. しばらく、ちょっと                            「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

ne pouvait plus se retenir ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ･ｽ･ﾙﾄｩﾆｰﾙ 3 単半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.pr もう我慢できなくなった                                        「動詞句」 

  se retenir ｽ･ﾙﾄｩﾆｰﾙ v.pr 我慢する、自制する 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

sécha ｾｼｬ 3 単過(sécher)v.t 乾かした                                     「動詞」 
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ses habits trempés ｾ･ｻﾞﾋﾞ･ﾄﾛﾝﾍﾟ pl.n.m ぬれた衣服を                   「目的語」 

mangea ﾓﾝｼﾞｬ 3 単過(manger)v.t 食べた                                  「動詞」 

du délicieux souper ｼﾞｭ･ﾃﾞﾘｼｩ･ｽﾍﾟ n.m おいしい夜食を                  「目的語」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

épuisé ｴﾋﾟｭｲｾﾞ 過去分詞(épuiser)adv. 疲れていたので                    「副詞句」 

par sa journée ﾊﾟｰﾙ･ｻ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 一日の出来事のために           「副詞句」 

s’allongea ｻﾛﾝｼﾞｬ 3 単過(s’allonger)v.pr 寝そべった                      「動詞句」 

sur le grand lit ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｸﾞﾛﾝ･ﾘ adv. 大きなベッドの上に                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’endormit ｿﾝﾄﾞﾙﾐ 3 単過(s’endormir)v.pr 寝入った                      「動詞句」 

à poings fermés ｱ･ﾌﾟゎﾝ･ﾌｪﾙﾒ adv. ぐっすりと                          「副詞句」 

   poing ﾌﾟゎﾝ n.m げんこつ fermés ﾌｪﾙﾒ adj. 閉じた 

  dormir à poings fermé ぐっすり眠る 

 

廊下や他の部屋は、すべてが静まり返っていた。ただ商人のいびきだけが、部屋の壁の間

で鳴り響いていた。 

 Dans les couloirs, dans les chambres, tout était silencieux : seul le ronflement du 

marchand retentissait entre les murs ... 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」：「主語」「動詞」「副詞句」 

Dans les couloirs ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｸﾙゎ-ﾙ adv. 廊下は                             「副詞句」 

dans les chambres ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ adv. 部屋の中は                        「副詞句」 

tout ﾄｩ pron すべてが                                                  「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

silencieux ｼﾛﾝｼﾕ adj. 静かな                                            「補語」 

seul le ronflement ｽｰﾙ･ﾙ･ﾛﾝﾌﾙﾓﾝ n.m いびきだけが                        「主語」 

du marchand ｼﾞｭ･ﾏﾙｼｮﾝ adj. 商人の                           「形容詞句」 

retentissait ﾙﾄﾝﾃｨｾ 3 単半(retentir)v.i 鳴り響いていた                     「動詞」 

entre les murs ｵﾝﾄﾙ･ﾚ･ﾐｭｰﾙ adv. 壁の間で                              「副詞句」 

 

男が目を覚ました時は、もう日は高かった。 

 Le soleil était déja haut quand notre homme se réveilla. 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」「副詞節」 

Le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽は                                             「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

déja ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                   「副詞」 

haut ｵ adj. 高い                                                        「補語」 
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quand ｺﾝ adv. 〜するとき                                             「副詞節」 

notre homme ﾉﾄﾙ･ｵﾑ n.m 男が（商人が）                         「主語」 

se réveilla ｽ･ﾚｳﾞｪｲｴ 3 単過(se réveiller)v.pr 目を覚ました         「動詞句」 

 

外には、嵐の傷跡などは何も見えませんでしたが、代わりに、花が咲いている素晴らしい

庭園が見えました。 

Dehors, il ne vit aucune trace de la tempête, mais un magnifique jardin fleuri. 

「副詞」,「主語」「動詞句」「目的語」mais「目的語」 

Dehors ﾄﾞｩｵｰﾙ adv. 外は                                                「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

ne vit ﾇ･ｳﾞｨ 3 単過･否定(voir)v.t 見えなかった                           「動詞句」 

aucune trace ｵｰｷｭﾇ･ﾄﾗｽ n.f いかなる跡も（〜ない）                     「目的語」 

de la tempête ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾄﾝﾍﾟｰﾄ adj. 嵐の                         「形容詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

un magnifique jardin fleuri ｱﾝ･ﾏﾆﾌｨｷ･ｼﾞｬﾙﾀﾞﾝ･ﾌﾙﾘ 

   n.m 花が咲いている素晴らしい庭園                                  「目的語」 

 

「これはおとぎ話のようだ！ベルに贈るバラまであるじゃあないか！」と感激しました。 

“C’est comme un conte de fées! Il y a même des roses pour offrir à Belle”s’émerveilla-

t-il. 

《「主語」「動詞」「補語」┃「動詞」「主語」「形容詞句」》「動詞句」「主語」 

C’ ｽ pron これは                                                      「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

comme ｺﾑ adv. 〜のような                                             「補語」 

un conte de fées ｱﾝ･ｺﾝﾄ･ﾄﾞｩ･ﾌｪ n.m おとぎ話                    「目的語」 

Il y a ｲﾘ･ﾔ 3 単現(avoir)v.t がある                                      「動詞」 

même des roses ﾒｰﾑ･ﾃﾞ･ﾛｰｽﾞ pl.n.f バラまでも                          「主語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adj. 〜するための                               「形容詞句」 

offrir ｵﾌﾘｰﾙ 不定詞 v.t 贈る                                  「動詞」 

à Belle ｱ･ﾍﾞﾙ adv. ベルに                             「間接目的語」 

s’émerveilla ｾﾒﾙｳﾞｪｲﾔ 3 単過(s’émerveiller)v.pr 感激した                「動詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                        「主語」 

 

しかし突然、恐ろしいうなり声が、彼を飛び上がらせました。 

Mais tout à coup, un terrible grondement le fit sursauter : 

Mais「主語」「目的語」「動詞」「補語」 
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Mais ﾒ conj. しかし 

tout à coup ﾄｩ･ﾀ･ｸ adv. 突然                                           「副詞句」 

un terrible grondement ｱﾝ･ﾃﾘｰﾌﾞﾙ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩﾓﾝ n.m 恐ろしいうなり声が      「主語」 

le ﾙ pron 彼を                                                       「目的語」 

fit +不定詞 ﾌｨ 3 単過･使役(faire)v.t 〜させた                              「動詞」 

sursauter ｼｭﾙｿﾃ 不定詞 v.i 思わず飛び上がる                              「補語」 

 

「おい！」鬼と雄牛を合わせたような恐ろしい獣が、不意に現れたのです。 

“Dis-donc!”Une horrible créature qui ressemblait à la fois à un ogre et à un taureau 

surgit.                          《「不満・呼びかけ」》┃「主語」「形容詞節」「動詞」 

Dis-donc ﾃﾞｨ･ﾄﾞﾝ int. おい                                    「不満・呼びかけ」 

Une horrible créature ﾕﾝﾇ･ｵﾘｰﾌﾞﾙ･ｸﾚｱﾁｭｰﾙ n.f 恐ろしい獣が                「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

ressemblait ﾙｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(ressembler)v.i (à に)似ている         「動詞」 

à la fois ｱ･ﾗ･ﾌゎ adv. 同時に                                「副詞句」 

à un ogre et à un taureau ｱ･ｱﾝ･ｵｸﾞｰﾙ･ｴ･ｱ･ｱﾝ･ﾄﾛ 

   adv. 鬼と雄牛に                                      「間接目的語」 

surgit ｼｭﾙｼﾞ 3 単過(surgir)v.i 不意に現れた                               「動詞」 

 

「なんて図々しい奴だ！俺はお前を家に入れてやり、食事を与えて、泊まらせてやったん

だ。今度は、俺が何よりも大切にしているバラの花まで盗もうというのか！」 

“Il ne faut pas se gêner! Je t’ai abrité, nourri et logé. Et maintenant tu me voles mes 

roses que j’aime plus que tout! 

《「動詞句」┃「主語」「目的語」「動詞句」 

「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「形容詞節」》 

Il ne faut pas +不定詞 ｲﾙ･ﾇ･ﾌｫ･ﾊﾟ 3 単現･否定 v. 〜してはならない        「動詞句」 

se gêner ｽ･ｼﾞｪﾈ 不定詞 v.pr 遠慮する                              「動詞」 

   （皮肉に）少しは遠慮しろ！→ なんて図々しい奴だ！ 

Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                       「主語」 

t’ ﾄｩ pron お前を                                                     「目的語」 

ai +過去分詞 ｴ 1 単現･完了形 v. 〜した                                 「動詞句」 

abrité ｱﾌﾞﾘﾃ 過去分詞(abriter)v.t 家に入れてやった              「動詞句」 

nourri ﾇｯﾘ 過去分詞(nourrir)v.t 食事を与えた                   「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

logé ﾛｼﾞｪ 過去分詞(loger)v.t 泊まらせた                        「動詞句」 

Et maintenant ｴ･ﾏﾝﾄｩﾉﾝ conj. それなのに今                            「副詞句」 
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tu ﾁｭ pron お前は                                                      「主語」 

me ﾑ pron 私から                                                「間接目的語」 

voles ｳﾞｫﾙ 2 単現(voler)v.t 盗もうとしている                             「動詞」 

mes roses ﾒ･ﾛｰｽﾞ pl.n.f 私のバラの花を                             「直接目的語」 

que ｸ pron 〜する                                                  「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 俺が                                               「主語」 

aime ｴｰﾑ 1 単現(aimer)v.t 愛する、大切にしている               「動詞」 

plus que tout ﾌﾟﾘｭ･ｸ･ﾄｩ adv. 何よりも                         「副詞句」 

 

「お．．．お許しください。旦那様！」怯えた商人は、口ごもりながら言った。 

---- Pa ... Pardonnez-moi, Mon... Monsieur! bégaya le marchand terrifié. 

《「動詞句」「目的語」「呼びかけ」》┃「動詞」「主語」 

Pa ... Pardonnez ﾊﾟ...ﾊﾟﾙﾄﾞﾈ 命・2 複現(pardonner) 

v.t お．．．お許しください                                           「動詞句」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                    「目的語」 

Mon... Monsieur ﾑ...ﾑｼｭｰ n.m 旦那様                                 「呼びかけ」 

bégaya ﾍﾞｹﾞｲｬ 3 単過(bégayer)v.t 口ごもりながら言った                   「動詞」 

le marchand ﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 商人は                                        「主語」 

terrifié ﾃﾘﾌｨｴ adj. 怯えた                                      「形容詞」 

 

「何？旦那様だと？そんな気取った言い方をしてもむだだ。旦那様の顔に見えるか？俺は

野獣だ！」怪物はうなるように言った。 

---- Quoi? ‘Monsieur’?! Inutile de faire des manières! Est-ce que j’ai la tête d’un 

monsieur? Je suis la Bête! gronda le monstre. 

《「応答」,「補語」「主語」┃「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

「動詞」「主語」 

Quoi? ‘Monsieur’?! ｸゎ･ﾑｼｭｰ int. 何？旦那様だと？                         「応答」 

Inutile ｲﾆｭﾃｨﾙ adj. 無駄だ                                               「補語」 

de faire des manières ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ･ﾃﾞ･ﾏﾆｪｰﾙ 不定詞 n. 勿体ぶることは          「主語」 

  「気取った言い方をする」または「お世辞を言う」ような意味 

  Il est inutile de+不定詞 「〜してもむだだ」 

Est-ce que ｴｽ･ｸ 疑問文の開始 

j’ ｼﾞｭ pron 俺は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t 〜がある                                             「動詞」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 顔                                                    「目的語」 

d’un monsieur ﾀﾞﾝ･ﾑｼｭｰ adj. 旦那様の                          「形容詞句」 
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Je ｼﾞｭ pron 俺は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｯﾄ n.f 野獣                                                   「補語」 

gronda ｸﾞﾛﾝﾀﾞ 3 単過(gronder)v.i うなった                                 「動詞」 

le monstre ﾙ･ﾓﾝｽﾄﾙ n.m 怪物が                                           「主語」 

 

お前の罪を償うためには、お前が死ぬか、お前の一番大切なものを差し出すか、選ぶのだ！ 

 Pour réparer ta faute, soit tu meurs, soit tu sacrifies ce qui t’est le plus cher! Choisis.” 

「副詞句」、「副詞節」、「副詞節」┃「動詞」 

Pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                   「副詞句」 

réparer ﾚﾊﾟﾚ 不定詞 v.t 償う                                      「動詞」 

ta faute ﾀ･ﾌｫｰﾄ n.f お前の罪を                                  「目的語」 

soit ｽゎ conj. 〜するにせよ                                            「副詞節」 

tu ﾄｩ pron お前が                                               「主語」 

meurs ﾒｰﾙ 2 単現(mourir)v.i 死ぬ                                 「動詞」 

soit ｽゎ conj. 〜するにせよ                                            「副詞節」 

tu ﾄｩ pron お前が                                               「主語」 

sacrifies ｻｸﾘﾌｨｴ 2 単現(sacrifier)v.t を供える                       「動詞」 

ce ｽ pron 物を                                                 「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                            「形容詞節」 

t’ ﾄｩ pron お前にとって                            「間接目的語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                             「動詞」 

le plus cher ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｼｪｰﾙ adj. 最も大切な                  「補語」 

Choisis ｼｭゎｼﾞ 命・2 単現(choisir)v.t 選ぶのだ                            「動詞」 

 

こう言うと、くるりと向きを変え、バラの並木道の中へ姿を消した。 

 Sur ces mots, il se retourna et disparut dans les allées de rosiers. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」et「動詞」「副詞句」 

Sur ｼｭｰﾙ adv. 〜の後に                                               「副詞句」 

ces mots ｾ･ﾓ pl.n.m この言葉                                  「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

se retourna ｽ･ﾙﾄｩﾙﾅ 3 単過(se retourner)v.pr 振り返った                 「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

disparut ﾃﾞｨｽﾊﾟﾘｭ 3 単過(disparaître)v.i 姿を消した                       「動詞」 

dans les allées ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｻﾞﾚ adv. 並木道の中へ                            「副詞句」 

de rosiers ﾄﾞｩ･ﾛｼﾞｪ adj. バラの                               「形容詞句」 
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ひどくおびえて、哀れな商人は大急ぎで帰宅した。やっと家にたどりつくと、彼は子供た

ちの前で泣き崩れてしまった。 

Épouvanté, le pauvre marchand rentra à toute allure. Enfin arrivé, il s’écroula en 

larmes devant ses enfants. 

「副詞」,「主語」「動詞」「副詞句」┃「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Épouvanté ｴﾌﾟｳﾞｫﾝﾃ 過去分詞(épouvanter)adv. ひどくおびえて             「副詞」 

le pauvre marchand ﾙ･ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ﾏﾙｼｮﾝ n.m 哀れな商人は                    「主語」 

rentra ﾛﾝﾄﾗ 3 単過(rentrer)v.i 帰宅した                                   「動詞」 

à toute allure ｱ･ﾄｯﾄ･ｱﾘｭｰﾙ adv. 全速力で、大急ぎで                     「副詞句」 

Enfin arrivé ｵﾝﾌｧﾝ･ｱﾘｳﾞｪ 過去分詞(arriver)adv. やっとたどり着くと       「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                         「主語」 

s’écroula ｾｸﾙﾗ 3 単過(s’écrouler)v.pr 崩れた                             「動詞句」 

en larmes ｵﾝ･ﾗﾙﾑ adv. 涙の上に                               「副詞句」 

   → 泣き崩れた 

devant ses enfants ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ｾ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv. 子供たちの前で                「副詞句」 

 

「これを受け取っておくれ、私のかわいいベルよ」震える手で娘にバラの花を差し出しな

がら言いました。 

“Tiens ceci, ma petite Belle, dit-il à sa fille en lui tendant la rose d’une main 

tremblante.  《「動詞」「目的語」「呼びかけ」》,「動詞」「主語」「間接目的語」「副詞句」 

Tiens ﾁｧﾝ 命・2 単現(tenir)v.t 取っておくれ                                「動詞」 

ceci ｽｼ pron これを                                                    「目的語」 

ma petite Belle ﾏ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾍﾞﾙ n.f 私のかわいいベルよ                   「呼びかけ」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

à sa fille ｱ･ｻ･ﾌｨｰﾕ adv. 娘に                                        「間接目的語」 

en ｵﾝ adv. 〜しながら                                                  「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                         「間接目的語」 

tendant ﾄﾝﾄﾞﾝ 現在分詞(tendre)v.t 差し出す                         「動詞」 

la rose ﾗ･ﾛｰｽﾞ n.f バラの花を                                    「目的語」 

d’une main tremblante ﾁﾞｭﾝﾇ･ﾏﾝ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾛﾝﾄ adv. 震える手で         「副詞句」 

 

残念ながら、これがお前にあげられる最後のプレゼントになるだろう。 

Ce sera malheureusement le dernier cadeau que je pourrai t’offrir ...” 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」「形容詞節」 
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Ce ｽ pron これが                                                        「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未(être)v.i 〜になるだろう                                     「動詞」 

malheureusement ﾏﾙﾙｰｽﾞﾓﾝ adv. 残念ながら                               「副詞」 

le dernier cadeau ﾙ･ﾃﾞﾙﾆｴ･ｷｬﾄﾞ n.m 最後のプレゼント                      「補語」 

que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                               「主語」 

pourrai t’offrir ﾌﾟﾚ･ﾄﾌﾘｰﾙ 1 単未･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t お前にあげられる                                      「動詞句」 

 

父親の災難を聞いて、子供たちは動転してしまいました。姉たちは末っ子に対して怒りくる

いました。ベルは当惑してしまいましたが、ついにはっきりと言いました。 

 La mésaventure du père bouleversa les enfants. Les aînées étaient furieuses contre la 

benjamine. Belle restait confuse mais déclara enfin : 

「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

「主語」「動詞」「補語」mais「動詞」「副詞」 

La mésaventure ﾗ･ﾒｻﾞｳﾞｫﾝﾁｭｰﾙ n.f 災難、不運な出来事                     「主語」 

du père ｼﾞｭ･ﾍﾟｰﾙ adj. 父親の                                   「形容詞句」 

bouleversa ﾌﾞﾙｳﾞｪﾙｻ 3 単過(bouleverser)v.t（気持ちを）動転させた          「動詞」 

les enfants ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ pl.n. 子供たちを                                   「目的語」 

Les aînées ﾚ･ｾﾞﾈ pl.n.f 姉たちは                                          「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

furieuses ﾌｭﾘﾕｰｽﾞ adj.pl.f. 怒り狂った                                     「補語」 

contre la benjamine ｺﾝﾄﾙ･ﾗ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐｰﾇ adv. 末っ子に対して                「副詞句」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

restait ﾚｽﾃ 3 単半(rester)v.i 〜のままになった                              「動詞」 

confuse ｺﾝﾌｭｰｽﾞ adj.f 当惑した                                           「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

déclara ﾃﾞｸﾗﾗ 3 単過(déclarer)v.t はっきりと言った                       「動詞」 

enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに                                                  「副詞」 

 

「泣かないで、可哀想なお父様。私がベートにこの身を捧げるわ。そうすることでベートの

怒りを鎮めることができると思うから。」 

“Ne pleure pas, pauvre papa. Je me livrerai moi-même à la Bête car cela pourra 

apaiser sa colère.” 

《「動詞句」「呼びかけ」┃「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」「副詞節」》 

Ne pleure pas ﾇ･ﾌﾟﾙﾙ･ﾊﾟ 命・2 単現･否定(pleurer)v.i 泣かないで           「動詞句」 
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pauvre papa ﾎﾟｰｳﾞﾙ･ﾊﾟﾊﾟ n.m 可哀想なお父様                         「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

me livrerai ﾑ･ﾘｳﾞﾙﾚ 1 単未･意志(se livrer)v.pr 身をささげる               「動詞句」 

moi-même ﾑゎ･ﾒｰﾑ pron 私自身を                                   「直接目的語」 

à la Bête ｱ･ﾗ･ﾍﾞｰﾄ adv. ベートに                                    「間接目的語」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

cela ｽﾗ pron そうすることが                                      「主語」 

pourra apaiser ﾌﾟﾗ･ｱﾍﾟｾﾞ 3 単未･可能･推量(pouvoir+不定詞) 

   v.t（怒りなどを）鎮めることができるだろう                    「動詞句」 

sa colère ｻ･ｺﾚｰﾙ n.f ベートの怒りを                              「目的語」 

 

今度は、父親が取り乱してしまった。彼は何よりも愛するわが子を引き留めようと試みたが、

この末っ子は出発することを決心していた。 

 Le père s’affola à son tour. Il essaya de retenir son enfant si chère mais celle-ci était 

déterminée à partie.         「主語」「動詞句」「副詞句」 

「主語」「動詞句」「目的語」mais「主語」「動詞」「補語」 

Le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親が                                               「主語」 

s’affola ｻﾌｫﾗ 3 単過(s’affoler)v.pr 取り乱した                             「動詞句」 

à son tour ｱ･ｿﾝ･ﾄｩｰﾙ adv. 今度は彼の番で                                「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 父親は                                                        「主語」 

essaya de retenir ｴｾｲﾔ･ﾄﾞｩ･ﾙﾄｩﾆｰﾙ 3 単過･試行(essayer de+不定詞) 

   v.t 引き留めようと試みた                                            「動詞句」 

son enfant ｿﾝ･ﾉﾝﾌｫﾝ n. 子供を                                          「目的語」 

si chère ｼ･ｼｪｰﾙ adj.f. 何よりも愛する                          「形容詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

celle-ci ｾﾙ･ｼ pron この末っ子は                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

déterminée ﾃﾞﾃﾙﾐﾈ adj. 決心した                                          「補語」 

à partie ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨ adv. 出発を                                   「間接目的語」 

 

姉たちはほっとして、泣くふりをした。 

Les soeurs, elles, furent soulagées, et firent semblant de pleurer ... 

「主語」「動詞」「補語」et「動詞」「目的語」 

Les soeurs, elles ﾚ･ｾｰﾙ･ｴﾙ pl.n.f 姉たちは                                  「主語」 

furent ﾌｭｰﾙ 3 複過(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

soulagées ｽﾗｼﾞｪ adj.pl.f. ほっとした、気が静まった                         「補語」 
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et ｴ conj. そして 

firent ﾌｨｰﾙ 3 複過(faire)v.t 〜した                                         「動詞」 

semblant ｿﾝﾌﾞﾛﾝ n.m 見かけ                                           「目的語」 

de pleurer ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾙﾚ adj. 泣いていることの                      「形容詞句」 

   faire semblant de pleurer 泣いているふりをする 

 

それで父親と娘は一緒に、宮殿に向かって出発しました。 

 Le père et la fille partirent donc ensemble pour le palais.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

Le père et la fille ﾙ･ﾍﾟｰﾙ･ｴ･ﾗ･ﾌｨｰﾕ pl.n. 父親と娘は                         「主語」 

partirent ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 3 複過(partir)v.i 出発しました                            「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それで                                                     「副詞」 

ensemble ｵﾝｿﾝﾌﾞﾙ adv. 一緒に                                            「副詞」 

pour le palais ﾌﾟｰﾙ･ﾙ･ﾊﾟﾚ adv. 宮殿に向かって                           「副詞句」 

 

彼らが宮殿に近づくほど、ベルの心臓は激しく鼓動を打った。しかし彼女は父親を心配させ

まいと、平静に見えるように努めた。 

Plus ils s’en approchaient, plus le coeur de Belle battait fort; mais elle s’efforça de 

paraître tranquille pour ne pas inquiéter son père. 

「副詞節」,「副詞節」;mais「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Plus ﾌﾟﾘｭ adv. 〜すればするほど                                        「副詞節」 

  plus ..., plus ... 〜すればするほどますます．．． 

ils ｲﾙ pron 彼らが                                                「主語」 

s’en approchaient ｿﾝ･ｱﾌﾟﾛｼｪ 3 複半(s’approcher+en) 

v.pr (de に) 近づく                                           「動詞句」 

en は de le palais の代用 

plus ﾌﾟﾘｭ adv. ますます〜になる                                        「副詞節」 

le coeur de Belle ﾙ･ｹｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾍﾞﾙ n.m ベルの心臓は                  「主語」 

battait ﾊﾞﾃ 3 単半(battre)v.i（心臓が）鼓動を打った                 「動詞」 

fort ﾌｫｰﾙ adv. 強く                                               「副詞」 

mais ﾒ conj. しかし 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’efforça de paraître ｾﾌｫﾙｻ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾚｰﾄﾙ 3 単過･努力(s’efforcer de+不定詞) 

   v.i 〜のように見えるように努めた                                    「動詞句」 

tranquille ﾄﾛﾝｷﾙ adj. 平静な                                             「補語」 

pour ne pas inquiéter ﾌﾟｰﾙ･ﾇ･ﾊﾟ･ｻﾞﾝｷｴﾃ adv. 心配させないように         「副詞句」 
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son père ｿﾝ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親を                                  「目的語」 

 

しかし宮殿の前に着くと、恐ろしいシルエットを見て、ベルは震えてしまいました。あれは

ベートだわ！別れの時が来ました。 

Pourtant, arrivée devant le palais, elle frémit en voyant la silhouette terrifiante : c’est 

elle, la Bête! L’heure de faire les adieux était venue. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」：「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」 

Pourtant ﾌﾟﾙﾄﾝ adv. しかし                                              「副詞」 

arrivée ｱﾘｳﾞｪ 過去分詞(arriver)adv. 到着すると                          「副詞句」 

devant le palais ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾙ･ﾊﾟﾚ adv. 宮殿の前に                  「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

frémit ﾌﾚﾐ 3 単過(frémir)v.i 震えた                                        「動詞」 

en voyant ｵﾝ･ｳﾞゎｲﾖﾝ 現在分詞(voir)adv. 〜をみて                        「副詞句」 

la silhouette terrifiante ﾗ･ｼﾙｴｯﾄ･ﾃﾘﾌｨﾖﾝﾄ n.f 恐ろしいシルエットを 「目的語」 

c’ ｽ pron あれは                                                          「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

elle, la Bête ｴﾙ･ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f ベート                                         「補語」 

L’heure ﾚｰﾙ n.f 時間                                                     「主語」 

de faire ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ adj. 〜すべき                                 「形容詞句」 

les adieux ﾚ･ｱﾃﾞｨｳ pl.n.m 別れを                        「目的語」 

était venue ｴﾃ･ｳﾞﾆｭ 3 単半･完了形(venir)v.i 来た                         「動詞句」 

 

「さようなら、ベル！」父親はすすり泣いた。 

「さようなら、パパ！」娘は答えた。 

「さらばだ、さらば。もう二度とここに戻ってくるな！」ベートはかすれ声で言った。 

 “Au revoir, Belle! sanglotait le père,                    《「感嘆」》,「動詞」「主語」 

  ---- Au revoir, papa ... répondit la fille,                  《「感嘆」》,「動詞」「主語」 

  ---- Adieu, adieu, et ne reviens plus ici!”râlait la Bête. 

《「感嘆」et「動詞句」「副詞」》,「動詞」「主語」 

Au revoir, Belle! ｵ･ﾙｳﾞゎｰﾙ･ﾍﾞﾙ int. さようなら、ベル                      「感嘆」 

sanglotait ｿﾝｸﾞﾛﾃ 3 単半(sangloter)v.i すすり泣いた                        「動詞」 

le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親は                                               「主語」 

Au revoir, papa ｵ･ﾙｳﾞゎｰﾙ･ﾊﾟﾊﾟ int. さようなら、パパ                      「感嘆」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                               「動詞」 

la fille ﾗ･ﾌｨｰﾕ n.f 娘は                                                   「主語」 

Adieu, adieu ｱﾃﾞｨﾕ･ｱﾃﾞｨﾕ int. さらばだ、さらば                           「感嘆」 



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［A-1］La Belle et la Bête 美女と野獣  453 / 668 

et ｴ conj. そして 

ne reviens plus ﾇ･ﾙｳﾞｨﾔﾝ 命・2 単現･否定(revenir)v.i もう戻ってくるな     「動詞句」 

ici ｲｼ adv. ここに                                                        「副詞」 

râlait ﾗﾚ 3 単半(râler)v.i かすれ声で言った                                 「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f ベートは                                               「主語」 

 

ベルは必死でこらえたが、父親が帰ってしまうと、泣き崩れてしまった。 

 Belle se retenait comme elle put, mais dès que son père repartit, elle fondit en larmes. 

「主語」「動詞句」「副詞句」mais「副詞節」「主語」「動詞」「副詞句」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

se retenait ｽ･ﾙﾄｩﾈ 3 単半(se retenir)v.pr こらえた                        「動詞句」 

comme elle put ｺﾑ･ｴﾙ･ﾋﾟｭ adv. できる限り                               「副詞節」 

mais ﾒ conj. しかし 

dès que +直説法 ﾃﾞ･ｸ conj. 〜するやいなや                               「副詞節」 

son père ｿﾝ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父親が                                      「主語」 

repartit ﾙﾊﾟﾙﾃｨ 3 単過(repartir)v.i 帰ってしまった                   「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

fondit ﾌｫﾝﾃﾞｨ 3 単過(fondre)v.i 溶けた                                     「動詞」 

en larmes ｵﾝ･ﾗﾙﾑ adv. 涙の中に                                         「副詞句」 

  → 泣き崩れた 

 

こうしてベルにとって新しい生活が始まった。 

  Ainsi, une nouvelle vie commença pour Belle.      「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」 

Ainsi ｱﾝｼ adv. こうして                                                  「副詞」 

  ainsi が文頭にくると主語と動詞の倒置が行われるが、日常語では倒置しない。 

une nouvelle vie ﾕﾝﾇ･ﾇｳﾞｪﾙ･ｳﾞｨｰ n.f 新しい生活が                          「主語」 

commença ｺﾓﾝｻ 3 単過(commencer)v.i 始まった                            「動詞」 

pour Belle ﾌﾟｰﾙ･ﾍﾞﾙ adv. ベルにとって                                  「副詞句」 

 

最初の日、彼女は思い切って見ることができなかった。そして次の日はまだ震えていた。し

かし日を重ねるごとに、彼に好感を感じ始めた。 

  Le premier jour, la jeune fille n’osait pas regarder le monstre. Le jour suivant elle 

tremblait encore, mais de jour en jour, elle commençait à ressentir de la sympathie. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」┃「副詞句」「主語」「動詞」「副詞」 

mais「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」 

Le premier jour ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｪ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 最初の日は                          「副詞句」 
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la jeune fille ﾗ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾌｨｰﾕ n.f 若い娘は                                   「主語」 

n’osait pas regarder ﾉｾﾞ･ﾊﾟ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単半･否定･決断 

v.t 思い切って見ることができなかった                                「動詞句」 

le monstre ﾙ･ﾓﾝｽﾄﾙ n.m その怪物を                                     「目的語」 

Le jour suivant ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ｼｭｲｳﾞｫﾝ n.m 次の日は                           「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

tremblait ﾄﾛﾝﾌﾞﾚ 3 単半(trembler)v.i 震えていた                            「動詞」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. まだ                                                   「副詞」 

mais ﾒ conj. しかし 

de jour en jour ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ･ｵﾝ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 日増しに、だんだんと            「副詞句」 

   「peu à peu 少しずつ、徐々に」も同様に使用できる 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

commençait à ressentir ｺﾓﾝｾ･ｱ･ﾙｿﾝﾃｨｰﾙ 3 単半･開始(commencer à+不定詞) 

   v.t 感じ始めた                                                      「動詞句」 

de la sympathie ﾄﾞｩ･ﾗ･ｻﾝﾊﾟﾃｨ n.f 好感を                                「目的語」 

 

実際、ベートはベルをまるでお姫様のようにもてなしてくれました。ベートは彼女に書棚と

ピアノがある立派な部屋まで用意してくれたのです。 

En effet, la Bête accueilla Belle comme une princesse : elle lui avait aménagé une superbe 

chambre avec une bibliothéque et un piano. 

「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」： 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

En effet ｵ･ﾈﾌｪ adv. 実際、なるほど                                     「副詞句」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートは                                               「主語」 

accueilla ｱｸｨﾔ 3 単過(accueillir)v.t もてなした                             「動詞」 

  単純過去形は accueillit である 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルを                                                    「目的語」 

comme une princesse ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ adv. お姫様のように                 「副詞句」 

elle ｴﾙ pron ベートは                                                    「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

avait aménagé ｱｳﾞｪ･ｱﾒﾅｼﾞｪ 3 単半･完了形(aménager) 

v.t 整備してくれた                                                  「動詞句」 

une superbe chambre ﾕﾝﾇ･ｼｭﾍﾟﾙﾌﾞ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 立派な部屋を           「直接目的語」 

avec une bibliothéque et un piano ｱｳﾞｪｯ･ｷｭﾝﾇ･ﾋﾞﾌﾞﾘｵﾃｷ･ｴ･ﾀﾝ･ﾋﾟｱﾉ 

   adv. 書棚とピアノがある                               「形容詞句」 
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ベートは彼女を脅したり怒鳴ったりしないで、1 日中彼女の自由にしてくれました。 

Elle ne la menaçait ni ne la grondait, et la laissait libre de ses journées. 

「主語」「動詞句」,「動詞句」et「目的語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron ベートは                                                    「主語」 

ne la menaçait ﾇ･ﾗ･ﾑﾅｾ 3 単半･否定(menacer+la)v.t 彼女を脅さなかった    「動詞句」 

ni ne la grondait ﾆ･ﾇ･ﾗ･ｸﾞﾛﾝﾃﾞ 3 単半･否定(gronder+la) 

   v.t 彼女に怒鳴ったりもしなかった                                    「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

laissait ﾚｾ 3 単半(laisser)v.t 〜のままにしておいた                         「動詞」 

libre ﾘｰﾌﾞﾙ adj. 自由な                                                  「補語」 

de ses journées ﾄﾞｩ･ｾ･ｼﾞｭﾙﾈ adv. 1 日中                                 「副詞句」 

 

3 ヶ月が過ぎる頃には、二人で夕食を食べながら楽しい時間を過ごすまでになりました。 

  Au bout de trois mois, ils partageaient même d’agréables moments en dînant : 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Au bout de trois mois ｵ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ･ﾄﾙゎ･ﾑゎ adv. 3 ヶ月が過ぎる頃に          「副詞句」 

ils ｲﾙ pron.pl. 彼らは                                                    「主語」 

partageaient ﾊﾟﾙﾀｼﾞｪ 3 複半(partager)v.t 共有する、共にする               「動詞」 

même ﾒｰﾑ adv. 〜さえ                                                   「副詞」 

d’agréables moments ﾀﾞｸﾞﾚｱｰﾌﾞﾙ･ﾓﾓﾝ n.m 楽しい時間を                  「目的語」 

en dînant ｵﾝ･ﾃﾞｨﾉﾝ 現在分詞 adv. 夕食を食べながら                      「副詞句」 

 

「私のことを醜いと思うだろう?」ある晩、ベートが尋ねました。 

 “N’est-ce-pas que tu me trouves laid ...?  demanda la Bête un soir. 

《「主語」「目的語」「動詞」「補語」》,「動詞」「主語」「副詞句」 

N’est-ce-pas que ﾈ･ｽ･ﾊﾟ･ｸ adv. 〜ということじゃないか？                 「副詞節」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                 「主語」 

me ﾑ pron 私を                                               「目的語」 

trouves ﾄﾙｰｳﾞ 2 単現(touver)v.t 〜と思う                          「動詞」 

laid ﾚ adj. 醜い                                                 「補語」 

demanda ﾄﾞｩﾓﾝﾀﾞ 3 単過(demander)v.t 尋ねた                              「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f ベートが                                               「主語」 

un soir ｱﾝ･ｽゎ-ﾙ n.m ある晩                                            「副詞句」 
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「何という問いかけでしょう！」ベルは驚いてしまいました。「醜いとは、どういう意味で

すか?あなたは美しい心を持っています。心の美しい人は、決して醜くありません。」 

---- En voila une question, s’étonna Belle. Qu’est-ce-que vous voulez dire par laid? Vous 

avez un coeur bon, et quelqu’un au coeur bon n’est jamais laid. 

《「感嘆」》,「動詞句」「主語」┃《「目的語」「主語」「動詞句」「副詞句」 

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞」「補語」》 

En voila une question ｵﾝ･ｳﾞゎﾗ･ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ adv. 何という問いかけでしょう！  「感嘆」 

s’étonna ｾﾄﾅ 3 単過(s’étonner)v.pr 驚いてしまいました                    「動詞句」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

Qu’est-ce-que ｹ･ｽ･ｸ n. 何を                                            「目的語」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

voulez dire ｳﾞﾚ･ﾃﾞｨｰﾙ 2 複現･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 言いたい                                                        「動詞句」 

par laid ﾊﾟｰﾙ･ﾚ adv. 醜いということで                                  「副詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                  「主語」 

avez ｱｳﾞｪ 2 複現(avoir)v.t 持っている                                     「動詞」 

un coeur bon ｱﾝ･ｹｰﾙ･ﾎﾞﾝ n.m 美しい心を                                「目的語」 

et ｴ conj. そして 

quelqu’un au coeur bon ｹﾙｶﾝ･ｵ･ｹｰﾙ･ﾎﾞﾝ n.m 心の美しい人は                「主語」 

n’est jamais ﾈ･ｼﾞｬﾒ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                         「動詞句」 

laid ﾚ adj. 醜い                                                          「補語」 

 

「ああ、ベル！」ベートは顔を赤らめて言った。「私は思い切って言うことができなかった

んだが、．．．私と結婚してくれないだろうか？」 

---- Ah, Belle! rougit la Bête, je n’osais pas te le dire mais ... voudrais-tu bien m’épouser?”          

《「感嘆」》,「動詞」「主語」, 

《「主語」「動詞句」「目的語」mais「動詞句」「主語」「動詞句」》 

Ah, Belle! ｱｰ･ﾍﾞﾙ int. ああ、ベル                                         「感嘆」 

rougit ﾙｼﾞ 3 単過(rougir)v.i 顔を赤らめた                                  「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n.f ベートは                                              「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

n’osais pas +不定詞 ﾉｾﾞ･ﾊﾟ 1 単半･否定(oser+不定詞) 

   v.t 思い切って〜できなかった                                        「動詞句」 

te le dire ﾄｩ･ﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞(dire+te+le) 

   v. 君にそれをいうことが                                             「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 
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voudrais ...bien m’épouser ｳﾞﾄﾞﾚ...ﾋﾞﾔﾝ･ﾒﾌﾟｾﾞ 条・2 単現･依頼(vouloir+不定詞) 

   v.t 私と結婚してくれないだろうか                                    「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

 

驚いて、ベルはフォークを落としてしまい、それから答えました。 

  Surprise, Belle laissa tomber sa fourchette, puis répondit : 

「副詞」,「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞」「動詞」 

Surprise, ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ n.f 驚き                                              「副詞」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

laissa tomber ﾚｻ･ﾄﾝﾍﾞ 3 単過･放任(laisser+不定詞)v.t 〜が落ちるままにした 「動詞句」 

sa fourchette, ｻ･ﾌﾙｼｪｯﾄ n.f フォークを                                  「目的語」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.t 答えた                               「動詞」 

 

「決してあなたから離れないと約束します、でも、もう一度父と会わせてください」 

  “Je vous promets de ne jamais vous quitter, mais permettez-moi de revoir mon père.” 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」mais「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 

promets ﾌﾟﾛﾒ 1 単現(promettre de+不定詞)v.t 〜すると約束します            「動詞」 

de ne jamais vous quitter, ﾄﾞｩ･ﾇ･ｼﾞｬﾒ･ｳﾞ･ｷﾃ 不定詞･否定(quitter+vous) 

   n. 決してあなたから離れないと                                   「直接目的語」 

mais ﾒ conj. でも 

permettez-moi ﾍﾟﾙﾒﾃ･ﾑゎ 命・2 複現(permettre+moi+de+不定詞) 

   v.t 私が〜することを許して下さい                                    「動詞句」 

de revoir ﾄﾞｩ･ﾙｳﾞゎ-ﾙ 不定詞 n. 〜ともう一度会うことを                  「目的語」 

mon père ﾓﾝ･ﾍﾟｰﾙ n.f 父と                                      「目的語」 

 

この言葉を聞いてベートは深いため息をもらしましたが、ベルはすぐに慰めました。 

 Sur ce, la Bête laissa échapper un long soupir, mais Belle la rassura tout de suite : 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」mais「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Sur ce, ｼｭｰﾙ･ｽ adv. この言葉を聞いて「副詞句」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートは「主語」 

laissa échapper ﾚｻ･ｴｼｬﾍﾟ 3 単過･放任(laisser+不定詞)v.t 〜を漏らした    「動詞句」 

un long soupir, ｱﾝ･ﾛﾝ･ｽﾋﾟｰﾙ n.m 深いため息「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 
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Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは「主語」 

la ﾗ pron ベートを「目的語」 

rassura ﾗｼｭﾗ 3 単過(rassurer)v.t 安心させた、慰めた「動詞」 

tout de suite ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに「副詞句」 

 

「あなたを悲しませたくないのですが、私に 1 週間の時間をください。ほんの 1 週間です。

そのあと、あなたのそばに戻ってきますから。」 

 “Je ne voudrais pas vous faire de la peine, mais laissez-moi une semaine. Juste une 

semaine, et je reviendrai à vos côtés. 

《「主語」「動詞句」「目的語」mais「動詞句」「目的語」 

「目的語」et「主語」「動詞」「副詞句」》 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne voudrais pas +不定詞 ﾇ･ｳﾞﾄﾞﾚ･ﾊﾟ 条・1 単現(vouloir+不定詞) 

  v.t 〜したくないのですが                                             「動詞句」 

vous faire de la peine, ｳﾞ･ﾌｪｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾍﾟｰﾇ 不定詞 n. あなたを悲しませる   「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

laissez-moi ﾚｯｾ･ﾑゎ 2 複現(laisser+moi)v.t 私に与えてください            「動詞句」 

une semaine. ﾕﾝﾇ･ｽﾒｰﾇ n.f 1 週間                                       「目的語」 

Juste une semaine, ｼﾞｭｽﾄ･ﾕﾝﾇ･ｽﾒｰﾇ n.f ほんの 1 週間                     「目的語」 

et ｴ conj. そうすれば 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

reviendrai ﾙｳﾞｨﾔﾝﾄﾞﾚ 1 単未(revenir)v.i 戻ってきます                      「動詞」 

à vos côtés. ｱ･ｳﾞｫ･ｺﾃ adv. あなたのそばに                               「副詞句」 

 

「分かった」、ベートは答えた。「いとしい君を引き留めるなんてできない。さあ、もうお休

み。明日になれば、また家族に会えるだろう」 

---- D’accord, répondit la Bête. Je t’aime trop pour te retenir. Va donc te coucher, tu 

retrouveras ta famille demain.” 

《「応答」》,「動詞」「主語」 

《「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」┃「動詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞」》 

D’accord, ﾀﾞｺｰﾙ adv. 分かった                                            「応答」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.t 答えた                               「動詞」 

la Bête. ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートは                                               「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

t’ ﾄｩ pron 君を                                                        「目的語」 

aime ｴｰﾑ 1 単現(aimer)v.t 愛している                                     「動詞」 
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trop pour +不定詞 ﾄｩﾛ･ﾌﾟｰﾙ adv. 〜しすぎて．．．できない                 「副詞句」 

te retenir. ﾄｩ･ﾙﾄｩﾆｰﾙ 不定詞 n. 君を引き留める                   「動詞句」 

Va donc te coucher ｳﾞｧ･ﾄﾞﾝ・ﾄｩ･ｸｼｪ 命・2 単現･近未来(aller+不定詞 se coucher+donc) 

   v.pr さあ、おやすみなさい                                           「動詞句」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                         「主語」 

retrouveras ﾙﾄｩﾙｳﾞﾗ 2 単未(retrouver)v.t また会えるだろう                 「動詞」 

ta famille ﾀ･ﾌｧｯﾐｰﾕ n.f 君の家族に                                      「目的語」 

demain. ﾄﾞｩﾏﾝ adv. 明日                                                 「副詞」 

 

ベートを悲しませてしまったことを悔やみながらも、ベルは部屋へ戻り、眠りました。 

  Regrettant de l’avoir attristée, Belle regagna quand même sa chambre et s’endormit. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」et「動詞句」 

Regrettant ﾙｸﾞﾚﾄﾝ 現在分詞(regretter de+不定詞)adv. 〜することを悔やんで「副詞句」 

de l’avoir attristée, ﾄﾞｩ･ﾗｳﾞﾜｰﾙ･ｱﾄﾘｽﾃ 不定詞･完了形.f(attrister) 

   v.t 彼を悲しませたことを                                    「目的語」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                     「主語」 

regagna ﾙｶﾞﾆｬ 3 単過(regagner)v.t 戻った                                 「動詞」 

quand même ｺﾝ･ﾒｰﾑ adv. それでも                                     「副詞句」 

sa chambre ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 部屋へ                                        「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’endormit. ｿﾝﾄﾞﾙﾐ 3 単過(s’endormir)v.pr 眠った                         「動詞句」 

 

彼女が目覚めた時、最初は夢を見ていると思いました。このカーテン、このシーツそれにこ

のベッド：そうです、ここは彼女の部屋だったのです。魔法にかかったように、彼女は自分

の家へ戻っていたのです。 

  À son réveil, Belle crut d’abord rêver. Ces rideaux, ces draps et ce lit : c’était sa 

chambre. Comme par magie, elle était revenue chez elle. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「動詞句」 

「主語」：「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

  À ｱ prep 〜の時に                                                   「副詞句」 

son réveil, ｿﾝ･ﾚｳﾞｪｲﾕ n.m 彼女の目覚め                           「目的語」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

crut ...rêver. ｸﾘｭ...ﾚｳﾞｪｰﾙ 3 単過(croire+不定詞) 

  v.i 夢を見ていると思った                                  「動詞句」..「動詞句」 

d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. 最初は                                             「副詞句」 

Ces rideaux, ｾ･ﾘﾄﾞ pl.n.m このカーテン                                   「主語」 
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ces draps ｾ･ﾄﾞﾗ pl.n.m このシーツ                                        「主語」 

et ｴ conj. それに 

ce lit : ｽ･ﾘ n.m このベッド                                               「主語」 

c’ ｽ pron ここは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

sa chambre. ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 彼女の部屋                                      「補語」 

Comme ｺﾑ conj. のように                                              「副詞句」 

par magie, ﾊﾟｰﾙ･ﾏｼﾞｰ adv. 魔法にかかった                       「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

était revenue ｴﾃ･ﾙｳﾞﾆｭ 3 単半･完了形(revenir)v.i 戻っていた               「動詞句」 

chez elle. ｼｪ･ｴﾙ adv. 自分の家に                                        「副詞句」 

 

父は本当に驚きましたが、娘に再会できてとても喜びました。姉たちは、父の後から駆け付

けてきましたが、晴れやかでお姫様のように着飾った妹の姿を見て、嫉妬で真っ青になりま

した。 

  Le père fut vraiment surpris mais très heureux de revoir son enfant. Les soeurs 

accoururent après lui. Mais en voyant leur soeur radieuse et habillée comme une 

princesse, elles devinrent vertes de jalousie. 

「主語」「動詞」「補語」mais「補語」「副詞句」 

「主語」「動詞」「副詞句」┃Mais「副詞句」「動詞」「補語」「副詞句」 

Le père ﾙ･ﾍﾟｰﾙ n.m 父は                                                 「主語」 

fut ﾌｭ 3 単過(être)v.i 〜だった                                            「動詞」 

vraiment surpris ｳﾞﾚﾓﾝ･ｼｭﾙﾌﾟﾘ adj. 本当に驚いた                          「補語」 

mais ﾒ conj. しかし 

très heureux ﾄﾚ･ｽﾞﾙ adj. とても喜んだ                                    「補語」 

de revoir ﾄﾞｩ･ﾙｳﾞゎ-ﾙ 不定詞･理由 adv. 再会して                         「副詞句」 

son enfant. ｿ･ﾉﾝﾌｫﾝ n.m 子供に                                 「目的語」 

Les soeurs ﾚ･ｾｰﾙ pl.n.f 姉たちは                                          「主語」 

accoururent ｱｸﾘｭｰﾙ 3 複過(accourir)v.i 駆け付けた                          「動詞」 

après lui. ｱﾌﾟﾚ･ﾘｭｲ adv. 父の後から                                     「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

en voyant ｵﾝ･ｳﾞゎｲﾖﾝ 現在分詞 adv. 〜を見て                            「副詞句」 

leur soeur ﾚｰﾙ･ｾｰﾙ n.f 彼らの妹                                「目的語」 

radieuse ﾗﾃﾞｨﾕｰｽﾞ adj. 晴れやかな                      「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

habillée ｱﾋﾞｪ adj. 服を着た                          「形容詞句」 
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comme une princesse, ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾗﾝｾｽ adv. お姫様のように「副詞句」 

elles ｴﾙ pl.n.f 彼女たちは                                                 「主語」 

devinrent ﾄﾞｩｳﾞｧﾝﾙ 3 複過(devenir)v.i 〜になった                           「動詞」 

vertes ｳﾞｪﾙﾄ adj.pl.f. 青い                                                「補語」 

de jalousie. ﾄﾞｩ･ｼﾞｬﾙｼﾞｰ adv. 嫉妬から                                  「副詞句」 

 

「だけど、なぜ彼女はあんなに幸せそうな様子をしてるの？」と次女が腹を立てて言った。 

  “Mais pourquoi a-t-elle l’air si heureuse? s’énervait la cadette. 

《Mais「副詞」「動詞」「主語」「目的語」》,「動詞句」「主語」 

Mais ﾒ conj. だけど 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして                                            「副詞」 

a ｱ 3 単現(avoir)v.t（心身の状態）〜している                               「動詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

l’air ﾚｰﾙ n.m 様子                                                     「目的語」 

si heureuse? ｼ･ｳﾙｰｽﾞ adj. あれほど幸せそうな                  「形容詞句」 

s’énervait ｾﾈﾙｳﾞｪ 3 単半(s’ énerver)v.pr 苛立って言った                   「動詞句」 

la cadette. ﾗ･ｶﾃﾞｯﾄ n.f 次女が                                            「主語」 

 

「訳が分からないわ！」と長女が言った。「ねえ、いい考えがあるわ。私たちで、彼女がも

う宮殿に戻らないようにするのよ。」 

---- Je n’y comprends rien ...! dit l’aînée. Écoute, j’ai une superbe idée. On va s’arranger 

pour qu’elle ne retourne plus au palais. 

《「主語」「動詞句」「目的語」》,「動詞」「主語」 

《「動詞」,「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞節」》 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’y comprends rien ﾆ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝ･ﾘﾔﾝ 1 単現･否定(comprendre+y) 

  v.t そのことが全くわからない                                「動詞句」「目的語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

l’aînée. ﾚﾈ n.f 長女が                                                    「主語」 

Écoute, ｴｸﾄｩ 命・2 単現(écouter)v.t ねえ、聞いてちょうだい                 「動詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t う                                                   「動詞」 

une superbe idée. ﾕﾝﾇ･ｼｭﾍﾟﾙﾌﾞ･ｲﾃﾞ n.f 素晴らしい考え                    「目的語」 

On ｵﾝ pron（単数扱い）私たちは                                         「主語」 

va s’arranger ｳﾞｧ･ｻﾛﾝｼﾞｪ 3 単現･近未来(aller+不定詞 s’arranger) 

  v.pr 準備をする、うまく立ち回る                                      「動詞句」 
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pour qu’ +接続法 ﾌﾟｰﾙ･ｸ 〜するように                                   「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                              「主語」 

ne retourne plus ﾇ･ﾙﾄｩﾙﾇ･ﾌﾟﾘｭ 接・3 単現･否定(retourner) 

v.i もう帰らない                                             「動詞句」 

au palais. ｵ･ﾊﾟﾚ adv. 宮殿に                                    「副詞句」 

 

ベルに裏切られたと思えば、ベートは激怒するでしょうね。 

La Bête sera alors furieuse pensant être trahie par Belle. 

「主語」「動詞」「副詞」「補語」「副詞句」 

La Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートは                                             「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未(être)v.i 〜になるだろう                                    「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. そうすると                                               「副詞」 

furieuse ﾌｭﾘﾕｰｽﾞ adj.f 怒った、激怒した                                 「補語」 

pensant ﾎﾟﾝｿﾝ 現在分詞(penser)adv.（条件）〜を考えれば                「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜である                                     「動詞」 

trahie ﾄﾗｲ adj.f(trahir の過去分詞 trahi の女性形) 裏切られた       「補語」 

par Belle. ﾊﾟｰﾙ･ﾍﾞﾙ adv. ベルに                                「副詞句」 

 

「そうね。彼女に優しいふりをしましょう。ふっふっふっ」 

---- C’est ça! On va faire semblant d’être gentille avec elle. Hé, hé, hé...” 

《「応答」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「間投」》 

C’est ça! ｾ･ｻ adv. そうね！                                               「応答」 

On ｵﾝ pron 私たちは（動詞は三人称単数）                                「主語」 

va faire ｳﾞｧ･ﾌｪｰﾙ 3 単未･勧誘 v.t 〜しましょう                           「動詞句」 

semblant d’être gentille ｿﾝﾌﾞﾛﾝ･ﾃﾞｰﾄﾙ･ｼﾞｮﾝﾃｨｰﾕ n.m 優しいふりを         「目的語」 

avec elle. ｱｳﾞｪｯｹﾙ adv. 彼女に                                          「副詞句」 

Hé, hé, hé ﾍ･ﾍ･ﾍ int. ふっふっふっ                                        「間投」 

 

家族のもとでは、ベルが気が付かないうちに日々が過ぎてゆき、すぐに、1 週間の終わりが

やってきました。 

 En famille, Belle ne voyait pas les jours passer. Bientôt, la fin de la semaine arriva. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「補語」┃「副詞」「主語」「動詞」 

En famille, ｵﾝ･ﾌｧﾐｰﾕ adv. 家族そろって、家族のもとで                    「副詞句」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

ne voyait pas ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾊﾟ 3 単半･否定(voir)v.t 分からなかった             「動詞句」 

les jours ﾚ･ｼﾞｭｰﾙ pl.n.m 日々が                                         「目的語」 
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passer. ﾊﾟｾ 不定詞 v.i 過ぎていく                                          「補語」 

Bientôt, ﾋﾞﾔﾝﾝﾄ adv. すぐに                                              「副詞」 

la fin de la semaine ﾗ･ﾌｧﾝ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｽﾒｰﾇ n.f 1 週間の終わりが                  「主語」 

arriva. ｱﾘｳﾞｧ 3 単過(arriver)v.i やってきた                                 「動詞」 

 

そこで予定通り姉たちは、末っ子のベルに戻らないように頼みました。ベルはベートのこと

が心配でしたが、あと数日残ることにしました。 

Alors comme prévu, les soeurs supplièrent la benjamine de ne pas les quitter. Bien qu’elle 

s’inquiétât de la Bête, Belle décida de rester encore quelques jours ... 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「補語」┃「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

comme prévu, ｺﾑ･ﾌﾟﾚｳﾞｭ adv. 予定通りに                                「副詞句」 

les soeurs ﾚ･ｾｰﾙ pl.n.f 姉たちは                                           「主語」 

supplièrent ｼｭﾌﾟﾘｴｰﾙ 3 複過(supplier de+不定詞) 

v.t 〜するように懇願した                                              「動詞」 

la benjamine ﾗ･ﾍﾞﾝｼﾞｬﾐｰﾇ n.f 末っ子のベルに                            「目的語」 

de ne pas les quitter. ﾄﾞｩ･ﾇ･ﾊﾟ･ﾚ･ｷﾃ 不定詞･否定(quitter+ les) 

   v.t 自分たちから去っていかない                                        「補語」 

Bien qu’ ﾋﾞﾔﾝ･ｸ conj. 〜ではあるが                                      「副詞節」 

elle ｴﾙ pron ベルは                                               「主語」 

s’inquiétât ｻﾝｷｴﾀ 接・3 単半(s’inquiéter)v.pr (de を) 心配していた   「動詞句」 

de la Bête, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾍﾞｰﾄ adv. ベートを                          「間接目的語」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

décida de rester ﾃﾞｼﾀﾞ･ﾃﾞ･ﾚｽﾃ 3 単過･決断(decider de+不定詞) 

   v.i 残ることにした                                                  「動詞句」 

encore quelques jours ｵﾝｺｰﾙ･ｹﾙｸ･ｼﾞｭｰﾙ adv. あと数日                     「副詞句」 

 

しかしある晩彼女は、ベートが宮殿にたった一人で、悲しみのせいで死にかけている夢を見

たのです。 

 Mais un soir, elle rêva de la Bête, seule au palais, prête à mourir de chagrin. 

Mais「副詞句」「主語」「動詞」「間接目的語」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

un soir, ｱﾝ･ｽゎ-ﾙ adv. ある晩                                           「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

rêva ﾚｳﾞｧ 3 単過(rêver)v.i (de の) 夢を見た                                「動詞」 

de la Bête, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾍﾞｰﾄ adv. ベートの                               「間接目的語」 
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seule au palais, ｽﾙ･ｵ･ﾊﾟﾚ n. 宮殿に一人で                                 「補語」 

prête à mourir ﾌﾟﾚｰﾄ･ｱ･ﾑﾘｰﾙ adv. まさに死にかけている           「形容詞句」 

de chagrin. ﾄﾞｩ･ｼｬｸﾞﾗﾝ adv. 悲しみのせいで                        「副詞句」 

 

「いや、ベートを裏切ることはできないわ。宮殿に戻らなければならないわ。」と彼女は決

心しました。 

 “Non! Je ne peux pas la trahir. Il faut que je retourne au palais.”décida-t-elle. 

《「感嘆」┃「主語」「動詞句」┃「動詞句」「主語」》,「動詞」「主語」 

Non! ﾉﾝ adv. いや、だめだ                                               「感嘆」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne peux pas la trahir. ﾇ･ﾌﾟ･ﾊﾟ･ﾗ･t ﾗｲｰﾙ 1 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞 trahir+la) 

   v.t ベートを裏切ることはできない                                    「動詞句」 

Il faut que ｲﾙ･ﾌｫ･ｸ 3 単現(falloir)v.h 〜しなければならない               「動詞句」 

n. 〜ということを                                                       「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                   「主語」 

retourne ﾙﾄｩﾙﾇ 1 単現(retourner)v.i (à に) 戻る                       「動詞」 

au palais ｵ･ﾊﾟﾚ adv. 宮殿に                                   「間接目的語」 

décida ﾃﾞｼﾀﾞ 3 単過(décider)v.t 決めた                                     「動詞」 

elle. ｴﾙ pron 彼女は                                                     「主語」 

 

次の日の朝、ベルは宮殿の自分の部屋に戻っていた。彼女はベッドから飛び起きて、宮殿の

主を探しに駈け出した。 

 Le matin suivant, Belle retrouva sa chambre au palais. Elle sauta de son lit et courut à 

la recherche de son hôte.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「副詞句」et「動詞」「間接目的語」 

Le matin ﾙ･ﾏﾀﾝ n.m 朝                                                 「副詞句」 

suivant, ｼｭｲｳﾞｫﾝ adj. 次の                                       「形容詞」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

retrouva ﾙﾄﾙｳﾞｧ 3 単過(retrouver)v.t（場所に）戻っていた                  「動詞」 

sa chambre ｻ･ｼｮﾝﾌﾞﾙ n.f 自分の部屋に                                  「目的語」 

au palais. ｵ･ﾊﾟﾚ adj. 宮殿の                                  「形容詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

sauta ｿﾀ 3 単過(sauter)v.i 飛び起きた                                     「動詞」 

de son lit ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾘ adv. ベッドから                                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

courut ｸﾘｭ 3 単過(courire)v.i (à に) 駆け出した                             「動詞」 
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à la recherche ｱ･ﾗ･ﾙｼｪﾙｼｭ adv. 探しに                               「間接目的語」 

de son hôte. ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｵｰﾄ adj. 宮殿の主の                    「形容詞句」 

 

どの階も、部屋も廊下も、いたるところを探しましたが無駄でした。大声で叫びましたが、

返事はありませんでした。それで彼女は庭のほうへ歩いて行きました。 

Chaque étage, chaque pièce, chaque couloir, elle eut beau chercher partout, l’appeler de 

toutes ses forces, mais pas de réponse. Alors elle s’avança vers le jardin. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」,「副詞句」mais「目的語」 

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Chaque étage, ｼｬｯｷ･ｴﾀｰｼﾞｭ n.m どの階も                                「副詞句」 

chaque pièce, ｼｬｯｷ･ﾋﾟｴｽ n.f どの部屋も                                  「副詞句」 

chaque couloir, ｼｬｯｷ･ｸﾙゎｰﾙ n.m どの廊下も                             「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

eut beau +不定詞 ﾕ･ﾎﾞ 3 単過(avoir beau+不定詞) 

   v. 〜しても無駄だった                                               「動詞句」 

chercher ｼｪﾙｼｪ 不定詞 v.t 探す                                    「動詞」 

partout, ﾊﾟﾙﾄｩ adv. いたるところ                                       「副詞句」 

l’appeler ﾗ･ﾌﾟﾚ 不定詞(l’+ appeler)adv. 叫んだ（けれども）                「副詞句」 

de toutes ses forces, ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ｾ･ﾌｫﾙｽ adv. 思い切り、大声で       「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

pas de réponse. ﾊﾟ･ﾄﾞｩ･ﾚﾎﾟﾝｽ n. 返事はなかった                          「目的語」 

  il n’y a pas de réponse の省略形 

Alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’avança ｻｳﾞｫﾝｻ 3 単過(s’avancer)v.pr 進んでいった                       「動詞句」 

vers le jardin. ｳﾞｪｰﾙ･ﾙ･ｼﾞｬﾙﾀﾞﾝ adv. 庭のほうへ                          「副詞句」 

 

そこの芝生の上に、ベートが、まるでしおれた花のように、ピクリともしないで弱り果てて

倒れていました。 

 Là, sur l’herbe, la Bête languissait sans bouger, comme une fleur flétrie. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

Là, ﾗｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

sur l’herbe, ｼｭｰﾙ･ﾚﾙﾌﾞ adv. 芝生の上に                                  「副詞句」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートが                                               「主語」 

languissait ﾛﾝｸﾞｨｾ 3 単半(languir)v.i 弱り果てていた                       「動詞」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜しないで                                       「副詞句」 
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bouger, ﾌﾞｼﾞｪ 不定詞 v.i 身動きする                                「動詞」 

comme une fleur ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ﾌﾚｰﾙ adv. 花のように                           「副詞句」 

flétrie. ﾌﾚﾄﾘｰ adj. しおれた                                      「形容詞」 

 

「ベ．．．ベル」と愛する彼女を見て、ベートは声をだした。「君がいなくて、とても不幸で、

とても悲しかった。」 

 “Be...Belle, prononça la Bête en voyant sa bien-aimée. Sans vous, je me sentais 

tellemen malheureux, tellement triste. 

《「目的語」》,「動詞」「主語」「副詞句」┃《「副詞句」「主語」「動詞句」「補語」》 

Be...Belle, ﾍﾞ..ﾍﾞﾙ n. ベ．．．ベル                                        「目的語」 

prononça ﾌﾟﾛﾉﾝｻ 3 単過(prononcer)v.t 〜と声を出した                       「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートは                                               「主語」 

en voyant ｵﾝ･ｳﾞゎｲﾖﾝ adv. 〜を見て                                     「副詞句」 

sa bien-aimée. ｻ･ﾋﾞﾔﾝ･ｴﾒ n.f 愛する彼女を                       「目的語」 

Sans vous, ｿﾝ･ｳﾞ adv. 君なしでは                                       「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

me sentais ﾑ･ｿﾝﾃ 1 単半(se sentir)v.pr 自分を〜だと感じた                「動詞句」 

tellemen malheureux, ﾃﾙﾓﾝ･ﾏﾙﾙｰ adj. とても不幸な                         「補語」 

tellement triste. ﾃﾙﾓﾝ･ﾄﾘｽﾄ adj. とても悲しい                              「補語」 

 

それでも、最後にもう一度君に会えてうれしい。 

Je suis quand même heureux de vous revoir une dernière fois. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

quand même heureux ｺﾝ･ﾒｰﾑ･ｳﾙｰ adj. それでもうれしい                    「補語」 

 quand même ｺﾝ･ﾒｰﾑ adv. それでも、やはり 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（原因）〜して                                      「副詞句」 

vous ｳﾞ pron 君に                                             「目的語」 

revoir ﾙｳﾞゎｰﾙ 不定詞 v.t 再会する                                「動詞」 

une dernière fois ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ﾌゎ adv. 最後にもう一度           「副詞句」 

 

ベルはベートを両腕で抱え上げて、力の限り抱きしめた。 

 Belle prit la Bête dans ses bras et la serra de toutes ses forces : 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」et「目的語」「動詞」「副詞句」 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 
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prit ﾌﾟﾘ 3 単過(prendre)v.t 抱え上げた                                     「動詞」 

la Bête ﾗ･ﾍﾞｰﾄ n. ベートを                                             「目的語」 

dans ses bras ﾄﾞﾝ･ｾ･ﾌﾞﾗ adv. 両腕で                                    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

la ﾗ pron ベートを                                                    「目的語」 

serra ｾﾗ 3 単過(serrer)v.t 抱きしめた                                      「動詞」 

de toutes ses forces ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ｾ･ﾌｫﾙｽ adv. 力の限り                       「副詞句」 

 

「おお、私があなたにしたひどい仕打ちを許してください。こんな風に別れたくありません。

どうぞ、いつまでも私のそばにいてください。」 

 “Oh, pardonnez-moi du mal que je vous ai fait! Je ne veux pas vous quitter ainsi! S’il 

vous plaît, restez auprès de moi pour toujours.” 

《「感嘆」「動詞」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」┃「副詞句」「動詞」「副詞句」》 

Oh, ｵｰ int. おお                                                         「感嘆」 

pardonnez ﾊﾟﾙﾄﾞﾈ 命・2 複現(pardonner)v.t 許してください                 「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私を                                                     「目的語」 

du mal ｼﾞｭ･ﾏﾙ adv. ひどい仕打ちに対して                               「副詞句」 

que ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                    「間接目的語」 

ai fait! ｴ･ﾌｪ 1 単現･完了形(faire)v.t した                        「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ne veux pas +不定詞 ﾇ･ｳﾞ･ﾊﾟ 1 単現･願望･否定(vouloir+不定詞) 

   v. 〜したくない                                                     「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたと                                         「目的語」 

quitter ｷﾃ 不定詞 v.t 別れる                                      「動詞」 

ainsi! ｵﾝｼ adv. こんな風に                                       「副詞」 

S’il vous plaît, ｼﾙ･ｳﾞ･ﾌﾟﾚ adv. どうぞ                                    「副詞句」 

restez ﾚｽﾃ 命・2 複現(rester)v.i とどまってください                        「動詞」 

auprès de moi ｵﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 私のそばに                             「副詞句」 

pour toujours. ﾌﾟｰﾙ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつまでも、永遠に                     「副詞句」 

 

すると、その瞬間、不思議なことが起こりました。ベルの腕の中に、怪物の代わりに、素敵

な青年が現れたのです。これがこの宮殿の王子でした。 

 Alors, à cet instant, il y eut une chose extraordinaire. Dans les bras de Belle, à la place 

du monstre, apparut un charmant jeune homme : c’était le prince du palais. 
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「副詞句」「動詞句」「主語」┃「副詞句」「動詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Alors, ｱﾛｰ adv. すると                                                   「副詞」 

à cet instant, ｱ･ｾ･ﾀﾝｽﾄﾝ adv. その瞬間                                  「副詞句」 

il y eut ｲ･ﾘ･ｲ 3 単過(avoir)v.h 起こった                                 「動詞句」 

une chose extraordinaire. ﾕﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾈｰﾙ n.f 不思議なことが      「主語」 

Dans ﾄﾞﾝ prep 〜の中に                                               「副詞句」 

les bras de Belle, ﾚ･ﾌﾞﾗ･ﾄﾞｩ･ﾍﾞﾙ pl.n.m ベルの腕                  「目的語」 

à la place de ｱ･ﾗ･ﾌﾟﾗｽ･ﾄﾞｩ adv. 〜の代わりに                            「副詞句」 

du monstre, ｼﾞｭ･ﾓﾝｽﾄﾙ n.m 怪物                                「目的語」 

apparut ｱﾊﾟﾘｭ 3 単過(apparaître)v.i 現われた                              「動詞」 

un charmant jeune homme : ｱﾝ･ｼｬﾙﾓﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｵﾑ n.m 素敵な青年が           「主語」 

c’ ｽ pron これが                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

le prince du palais. ﾙ･ﾌﾟﾗﾝｽ･ｼﾞｭ･ﾊﾟﾚ n.m 宮殿の王子                       「補語」 

 

「ありがとう、ベル」と王子が微笑みながら礼を言った。「意地の悪い妖精が、私に獣にな

る呪いをかけたのです。獣の私を愛してくれる女性だけが、私を救うことができることにな

っていました。ベル！それがあなただったのです。」 

 “Merci Belle, remercia le prince en souriant. Une méchante fée m’avait jeté le sort de 

devenir la Bête. Seule la femme qui m’aimerait pourrait me sauver : Belle, c’était donc 

vous.”          《「呼びかけ」》「動詞」「主語」「副詞句」 

《「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」┃「主語」「動詞句」 

「呼びかけ」「主語」「動詞」「補語」》 

Merci Belle, ﾒﾙｼ･ﾍﾞﾙ int. ありがとうベル                                  「感謝」 

remercia ﾙﾒﾙｼｱ 3 単過(remercier)v.t 礼を言った                            「動詞」 

le prince ﾙ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子は                                             「主語」 

en souriant. ｵﾝ･ｽﾘﾖﾝ 現在分詞 adv. 微笑みながら                         「副詞句」 

Une méchante fée ﾕﾝﾇ･ﾒｼｮﾝﾄ･ﾌｪ n.f 意地の悪い妖精が                      「主語」 

m’ ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

avait jeté ｱｳﾞｪ･ｼﾞｭﾃ 3 単半･完了形(jeter)v.t 投げかけた                   「動詞句」 

le sort ﾙ･ｿｰﾙ n.m 呪いを                                           「直接目的語」 

de devenir la Bête. ﾄﾞｩ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ･ﾗ･ﾍﾞﾍﾞ adj. 獣になる      「形容詞句」 

Seule la femme ｽﾙ･ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 女性だけが                                   「主語」 

qui ｷ pron 〜する                                             「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 私を                                        「目的語」 

aimerait ｴﾑﾚ 条・3 単現(aimer)v.t 愛する                  「動詞」 
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pourrait me sauver : ﾌﾟﾚ･ﾑ･ｿｳﾞｪ 条・3 単現・可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 私を救うことができる                                            「動詞句」 

Belle, ﾍﾞﾙ n. ベル                                                   「呼びかけ」 

c’ ｽ pron それが                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

donc vous. ﾄﾞﾝ･ｳﾞ pron あなた                                            「補語」 

 

様々な試練の後でついに、王子は家臣たちと、そしてベルは家族と再会できました。早速、

盛大な結婚式が行われて、皆はいつまでも幸せに暮らしました。 

 Finalement, après toutes ces épreuves, le prince retrouva ses sujets et Belle sa famille. 

Sans tarder, il y eut un magnifique mariage et tout le monde vécut heureux longtemps  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「目的語」 

「副詞句」「動詞句」「主語」et「主語」「動詞」「補語」「副詞」 

Finalement, ﾌｨﾅﾙﾓﾝ adv. やっと、ついに                                  「副詞」 

après ｱﾌﾟﾚ prep 〜のあとで                                            「副詞句」 

toutes ces épreuves, ﾄｩｯﾄ･ｾ･ｾﾞﾌﾟﾙｰｳﾞ pl.n.f 様々な試練            「目的語」 

le prince ﾙ･ﾌﾟﾗﾝｽ n.m 王子は                                             「主語」 

retrouva ﾙﾄｩﾙｳﾞｧ 3 単過(retrouver)v.t 再会した                             「動詞」 

ses sujets ｾ･ｼｭｼﾞｪ pl.n.m 家臣たちと                                    「目的語」 

et ｴ conj. そして 

Belle ﾍﾞﾙ n. ベルは                                                      「主語」 

sa famille. ｻ･ﾌｧｯﾐｰﾕ n.f 家族と                                         「目的語」 

Sans tarder, ｿﾝ･ﾀﾙﾃﾞ adv. 早速（遅れずに、ぐずぐずしないで）           「副詞句」 

il y eut ｲ･ﾘ･ｲ 3 単過(avoir)v.h 行われた                                 「動詞句」 

un magnifique mariage ｱﾝ･ﾏﾆﾌｨｷ･ﾏﾘｱｼﾞｭ n.m 盛大な結婚式が              「主語」 

et ｴ conj. そして 

tout le monde ﾄｳ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 皆は                                       「主語」 

vécut ｳﾞｪｷｭ 3 単過(vivre)v.i 暮らした                                     「動詞」 

heureux ｳﾙ adj. 幸せな                                                  「補語」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ adv. いつまでも                                          「副詞」 
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というよりはほとんど皆というのが正しいでしょう。それは、姉たちは意地悪をした罰とし

て、石像に変えられてしまったからです。そして彼らは自分たちの罪を認めない限り、城の

門で寝ずの番をすることになりました。 

 ...Enfin presque tout le monde, car les soeurs furent transformées en statues de pierre 

pour punir leur méchanceté. Et tant qu’elles ne reconnaîtront pas leur faute, elles 

devront veiller à la porte du château. 

「副詞句」,car 「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Enfin ｵﾝﾌｧﾝ adv. いやむしろ〜です、というよりは〜                          「副詞」 

presque tout le monde, ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｳ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron ほとんど皆            「目的語」 

car ｶｰﾙ conj. 〜なので                                                 「副詞節」 

les soeurs ﾚ･ｾｰﾙ pl.n.f それは、姉たちは                                   「主語」 

furent transformées ﾌｭｰﾙ･ﾄﾛﾝｽﾌｫﾙﾒ 3 複過･受動(transformer) 

   v.t 変えられた                                              「動詞句」 

en statues de pierre ｵﾝ･ｽﾀﾁｭ･ﾄﾞｩ･ﾋﾟｴｰﾙ adv. 石像に          「間接目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                           「副詞句」 

punir ﾋﾟｭﾆｰﾙ 不定詞 v.t 罰する                            「動詞」 

leur méchanceté. ﾚｰﾙ･ﾒｼｮﾝｽﾃ n.f 意地悪を                「目的語」 

Et tant qu’ ｴ･ﾄﾝ･ｸ adv. 〜する限り                                      「副詞節」 

elles ｴﾙ pl.n.f 彼女らは                                           「主語」 

ne reconnaîtront pas ﾇ･ﾙｺﾈﾄﾛﾝ･ﾊﾟ 3 複未･未来(reconnaître) 

   v.t 認めない                                                 「動詞句」 

leur faute, ﾚｰﾙ･ﾌｫｰﾄ n.f 罪を                                    「目的語」 

elles ｴﾙ pron 彼女らは                                                   「主語」 

devront veiller ﾄﾞｩｳﾞﾛﾝ･ｳﾞｪｲｴ 3 複未･必要(devoir+不定詞) 

   v.i 寝ずの番をしなければならないだろう                              「動詞句」 

à la porte du château. ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ･ｼﾞｭ･ｼｬﾄｰ adv. 城の門で                   「副詞句」 
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［B-1］星の王子様 I 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六歳だった時、ぼくは「体験した話」という原始林についての本のなかで、素晴らしい挿絵

を一度見たことがある。 

Lorsque j’avais six ans j’ai vu, une fois, une magnifique image, dans un livre sur la Forêt 

Vierge qui s’appelait 《Histoires Vêcues》.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」, 「目的語」「副詞句」 

Lorsque ﾛﾙｽｸ conj. 〜の時に                                            「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 私が                                                 「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t（年齢が〜歳で）あった                 「動詞」 

six ans ｼｻﾞﾝ n.m 6 歳                                          「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見た                                  「動詞句」 

une fois ﾕﾝﾇ･ﾌゎ adv. 一度                                              「副詞句」 

une magnifique image ﾕﾝﾇ･ﾏﾆﾌｨｷ･ｲﾏｰｼﾞｭ n.f 素晴らしい挿絵を            「目的語」 

dans un livre sur la Forêt Vierge ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ･ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾌｫﾚ･ｳﾞｨｴﾙｼﾞｭ 

adv. 原始林についての本の中で                                       「副詞句」 

qui ｷ pron 〜する                                        「形容詞節：livre」 

s’appelait ｻﾌﾟﾚ 3 単半(s’appeler)v.pr 〜という名前だった「動詞」 

《Histoires Vêcues》ｲｽﾄゎ-ﾙ･ｳﾞｪｷｭ n. 「体験した話」 「目的語」 

   Histoires ｲｽﾄゎ-ﾙ n.f 物語 Vêcu ｳﾞｪｷｭ adj. 体験された、実際にあった 

 

それは一匹の獣を飲み込もうとしているボア大蛇を表していた。これがその写し。 

Ça représentait un serpent boa qui avalait un fauve. Voilà la copie du dessin. 

「主語」「動詞」「目的語」┃「副詞」「主語」 

Ça ｻ pron その挿絵は                                                    「主語」 

représentait ﾙﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ 3 単半(représenter)v.t 表していた                    「動詞」 

un serpent boa ｱﾝ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾎﾞｱ n.m ボア大蛇                               「目的語」 
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qui ｷ pron 〜する                                            「形容詞節」 

avalait ｱﾊﾞﾚ 3 単半(avaler)v.t 飲み込んでいた              「動詞」 

un fauve ｱﾝ･ﾌｫｰｳﾞ n.m 獣を                            「目的語」 

Voilà ｳﾞゎﾗ adv.v.i ここに〜がある                                        「副詞」 

voilà は前置詞･副詞･動詞･指示詞の機能を兼ねる。voici の意味でも使われる。 

la copie du dessin ﾗ･ｺﾋﾟｰ･ｼﾞｭ･ﾃﾞｯｻﾝ n.f 絵の写しが                         「主語」 

 

その本の中ではこう言われていた： 

  On disait dans le livre：                               「主語」「動詞」「副詞句」： 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 云っていた                                    「動詞」 

   三人称単数または複数の「主語」を用いて、能動文で受動の意味を表すことがある。 

dans le livre ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾘｰｳﾞﾙ adv. その本の中では                           「副詞句」 

 

「ボア大蛇たちは、獲物を噛まずにまるごと飲み込む。 

《Les serpents boas avalent leur proie tout entière, sans la mâcher.  

《「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

《Les serpents boas ﾚ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾎﾞｱ pl.n.m ボア大蛇たちは                    「主語」 

avalent ｱｳﾞｧﾙ 3 複現(avaler)v.t 飲み込む                                   「動詞」 

leur proie tout entière ﾚｰﾙ･ﾌﾟﾛゎ･ﾄｩ･ﾄﾝﾁｪｰﾙ n.f 獲物を丸ごと全部          「目的語」 

sans la mâcher ｿﾝ･ﾗ･ﾏｼｪ adv. それを噛まずに                            「副詞句」 

  sans +不定詞 〜せずに、la mâcher 不定詞句 v.t(目的語+動詞) それを噛む 

 

すると、もう動くことが出来なくなって、獣を消化する半年間、彼らは眠る」 

Ensuite ils ne peuvent plus bouger et ils dorment pendant les six mois de leur digestion.               

「副詞」「主語」「動詞句」et「主語」「動詞」「副詞句」》 

Ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. すると                                              「副詞」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

ne peuvent plus bouger ﾇ･ﾌﾟｰｳﾞ･ﾌﾟﾘｭ･ﾌﾞｼﾞｪ 3 複現･可能･否定(pouvoir+不定詞+plus) 

v.i もう動けない                                                     「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                        「主語」 

dorment ﾄﾞﾙﾑ 3 複現(dormir)v.i 眠る                                      「動詞」 

pendant ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ prep 〜の間                                            「副詞句」 

les six mois ﾚ･ｼ･ﾑゎ pl.n.m 6 ヶ月                                 「目的語」 

de leur digestion ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ﾃﾞｨｼﾞｪｽﾁｮﾝ adj. 獣を消化するための「形容詞句」 
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そこでぼくは、ジャングルのさまざまな冒険について、大いに考えた。そして、今度は、色

鉛筆で、初めてのデッサンを描き上げることに成功した。 

  J’ai alors beaucoup réfléchi sur les aventures de la jungle et, à mon tour, j’ai réussi, 

avec un crayon de couleur, à tracer mon premier dessin.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」et「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai alors beaucoup réfléchi ｴ･ｱﾛｰ･ﾎﾞｸ･ﾚﾌﾚｼ 1 単現･完了形(réflechir+ alors beaucoup) 

v.i そこで熟考した                                                  「動詞句」 

sur les aventures de la jungle ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｻﾞｳﾞｫﾝﾁｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｼﾞｭﾝｸﾞﾙ 

 adv. ジャングルでの様々な冒険について                           「間接目的語」 

et, ｴ conj. そして 

à mon tour, ｱ･ﾓﾝ･ﾄｩｰﾙ adv. 今度は僕が                                  「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

ai réussi ｴ･ﾚｳｼ 1 単現･完了形(réussir à+不定詞)v.i 〜することに成功した   「動詞句」 

avec un crayon de couleur ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ｸﾚﾖﾝ･ﾄﾞｩ･ｸﾚｰﾙ adv. 色鉛筆を使って   「副詞句」 

à tracer ｱ･ﾄﾗｾ 不定詞 n. 描き上げる事に                            「間接目的語」 

mon premier dessin ﾓﾝ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ﾃﾞｻﾝ n.m 僕の最初のデッサンを  「目的語」 

 

ぼくの最初のデッサン、それはこのようなもの。 

Mon dessin numéro 1. Il était comme ça：        「主語」┃「主語」「動詞」「補語」： 

Mon dessin numéro 1. ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ･ﾆｭﾒﾛ･ｱﾝ 僕の一番目のデッサン               「主語」 

Il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

comme ça. ｺﾑ･ｻ adj. このようなものだ                                     「補語」 
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僕はその傑作を、大人の人たちに見せて、僕のデッサンが彼らを怖がらせるかどうか、と僕

は彼らに尋ねた。 

  J’ai montré mon chef-d’oeuvre aux grandes personnes et je leur ai demandé si mon 

dessin leur faisait peur.               「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

et「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai montré ｴ･ﾓﾝﾄﾚ 1 単現･完了形(montrer)v.t 見せた                       「動詞句」 

mon chef-d’oeuvre ﾓﾝ･ｼｪ･ﾄﾞｩｰｳﾞﾙ n.m 自分の傑作を                   「直接目的語」 

aux grandes personnes ｵ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ adv. 大人の人たちに          「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                               「間接目的語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander)v.t 聞いた                 「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                   「直接目的語」 

mon dessin ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ n.m 僕のデッサンが                        「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らを                                        「目的語」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半･使役(faire)v.t させた                         「動詞」 

peur ﾍﾟｰﾙ adj. 怖い                                           「補語」 

 

彼らは僕に答えた「帽子がどうして怖いの」と。 

Elles m’ont répondu：《Pourquoi un chapeau ferait-il peur?》 

「主語」「間接目的語」「動詞句」:《「副詞」「主語」「動詞」「補語」》 

Elles ｴﾙ pron.pl. 彼らは                                                  「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

ont répondu：ｵﾝ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 3 複現･完了形(répondre)v.i 答えた                「動詞句」 

Pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして                                           「副詞」 

un chapeau ｱﾝ･ｼｬﾎﾟｰ n.m 帽子が                                          「主語」 

ferait ﾌｰﾚ 条・3 単現(faire)v.i 〜のように見えるだろうか                    「動詞」 

il ｲﾙ pron（疑問文のため） 

peur? ﾍﾟｰﾙ n.f 恐怖                                                      「補語」 
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僕のデッサンは、帽子を表していたのではない。象を消化しているボア大蛇を表していた。 

  Mon dessin ne représentait pas un chapeau. Il représentait un serpent boa qui digérait 

un éléphant.                「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

Mon dessin ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ n.m 僕のデッサンは                                  「主語」 

ne représentait pas ﾇ･ﾙﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(représenter) 

   v.t 表していなかった                                                 「動詞句」 

un chapeau. ｱﾝ･ｼｬﾎﾟ n.m 帽子を                                        「目的語」 

Il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

représentait ﾙﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ 3 単半(représenter)v.t 表していた                    「動詞」 

un serpent boa ｱﾝ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾌﾞゎ n.m ボア大蛇を                           「目的語」 

qui ｷ pron 〜する                                            「形容詞節」 

digérait ﾃﾞｨｼﾞｪﾚ 3 単半(digérer)v.t を消化している         「動詞」 

un éléphant. ｱ･ﾈﾚﾌｫﾝ n.m 象を                         「目的語」 

 

そこで大人の人たちが理解できるように、僕は中の見えるボア大蛇を描いた。 

J’ai alors dessiné l’intérieur du serpent boa, afin que les grandes personnes puissent 

comprendre.                                「主語」「動詞句」「目的語」,「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai alors dessiné ｴ･ｱﾛｰ･ﾃﾞｼﾈ 1 単現･完了形(dessiner+alors) 

   v.t そこで描いた                                                    「動詞句」 

l’intérieur du serpent boa, ﾗﾝﾃﾘｴｰﾙ･ｼﾞｭ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾌﾞゎ n.m ボア大蛇の内部を  「目的語」 

afin que +接続法 ｱﾌｧﾝ･ｸ conj. 〜するために                              「副詞節」 

les grandes personnes ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pl.n.f 大人たちが            「主語」 

puissent comprendre. ﾋﾟｭｲｽ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 接・3 単現･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 理解できる（だろう）                                     「動詞句」 

 

彼らは、いつも説明を必要とする。僕の二番目のデッサンはこんなふうなものだった： 

Elles ont toujours besoin d’explications. Mon dessin numéro 2 était comme ça： 

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」： 

Elles ｴﾙ pl.pron 大人たちは                                              「主語」 

ont ｵﾝ 3 複現(avoir)v.t 〜がある                                           「動詞」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつも                                             「副詞」 

besoin d’explications. ﾌﾞｰｽﾞﾜﾝ･ﾃﾞｸｽﾌﾟﾘｶｼｮﾝ n.m 説明の必要を             「目的語」 

  avoir besoin de ... 「〜が必要だ」 

Mon dessin numéro 2 ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ･ﾆﾒﾛ･ﾄﾞｩ n.m 僕の二番目のデッサンは          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 
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comme ça：ｺﾑ･ｻ adv. このような                                          「補語」 

 

大人の人たちは、中の見えるボア大蛇だろうと、中の見えないボア大蛇だろうと、ボア大蛇

の絵を脇へ放置しておいて、それよりもむしろ地理と歴史と算数と文法に興味を持つよう

にと僕に勧めた。 

  Les grandes personnes m’ont conseillé de laisser de côté les dessins de serpents boas 

ouverts ou fermés, et de m’intéresser plutôt à la géographie, à l’histoire, au calcul et à la 

grammaire.                           「主語」「目的語」「動詞句」「補語」et「補語」 

Les grandes personnes ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pl.n.f 大人たちは                   「主語」 

m’ ﾑ pron 私に（私が）                                                「目的語」 

ont conseillé ｵﾝ･ｺﾝｾｲｪ 3 複現･完了形(conseiller) v.t 勧めた                 「動詞句」 

de laisser ﾄﾞｩ･ﾚｾ 不定詞 v.t 置いておく（ように）                          「補語」 

de côté ﾄﾞｩ･ｺﾃ adv. 脇に                                          「副詞句」 

les dessins de serpents boas ﾚ･ﾃﾞｻﾝ･･ﾄﾞｩ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾌﾞゎ 

 pl.n.m ボア大蛇のデッサンを                                   「目的語」 

ouverts ou fermés ｳｳﾞｪｰﾙ･ｴ･ﾌｪﾙﾒ  

adj. 中が見える物でも見えないものでも        「形容詞句：dessins」 

et ｴ conj. そして 

de m’intéresser ﾄﾞｩ･ﾏﾝﾃﾚｯｾ 不定詞(s’intéresser)v.t 興味を持つ（ように）     「補語」 

  (m’ont conseillé) de m’intéresser 興味を持つように私に勧めた 

  再帰動詞(s’intéresser)の不定法では再帰代名詞を動作主に変える 

plutôt ﾌﾟﾘｭﾄ adv. それよりは                                        「副詞」 

à la géographie, ｱ･ﾗ･ｼﾞｪｵﾙｶﾞﾌｨｰ adv. 地理に                    「間接目的語」 

à l’histoire, ｱ･ﾘｽﾄゎ-ﾙ adv. 歴史に                              「間接目的語」 

au calcul ｵ･ｶﾙｷｭﾙ adv. 算数に                                  「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

à la grammaire. ｱ･ﾗ･ｸﾞﾗﾒｰﾙ adv. 文法に                        「間接目的語」 

 

こうして、僕は六歳の時に、絵描きという素晴らしい職業を諦めた。 

C’est ainsi que j’ai abandonné, à l’âge de six ans, une magnifique carrière de peintre. 

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

C’est ainsi que ｾ･ﾀﾝｼ･ｸ adv. こうして                                   「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai abandonné, ｴ･ｱﾎﾞﾝﾄﾞﾈ 1 単現･完了形(abandonner)v.t あきらめた        「動詞句」 

à l’âge de six ans, ｱ･ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｼｻﾞﾝ adv. 6 歳の時に                      「副詞句」 

une magnifique carrière ﾕﾝﾇ･ﾏﾆﾌｨｷ･ｷｬﾘｪｰﾙ n.f 素晴らしい職業を           「目的語」 
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de peintre. ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾝﾄﾙ adj. 画家という                          「形容詞句」 

 

最初の絵と、二番目の絵の失敗によって、僕は落胆させられたのだった。 

J’avais été découragé par l’insuccès de mon dessin numéro 1 et de mon dessin numéro 2.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais été découragé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾃﾞｸﾗｼﾞｪ 1 単半･完了形･受動(décourager) 

   v.t 落胆させられた                                                   「動詞句」 

par l’insuccès ﾊﾟｰﾙ･ﾗﾝｼｭｾ adv. 失敗によって                              「副詞句」 

de mon dessin numéro 1 et de mon dessin numéro 2. 

 ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ･ﾆﾒﾛ･ｱﾝ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ･ﾆﾒﾛ･ﾄﾞｩ 

 adj. 僕の最初のデッサンと二番目のデッサンの                   「形容詞句」 

 

大人の人たちというのは、たった一人では、決して何も分からない。いつもいつも、彼らに

説明をするのは、子供たちにとっては、うんざりである．．． 

Les grandes personnes ne comprennent jamais rien toutes seules, et c’est fatigant, pour 

les enfants, de toujours et toujours leur donner des explications. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」et「動詞」「補語」「副詞句」「主語」 

Les grandes personnes ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pl.n.f 大人たちは                   「主語」 

ne comprennent jamais ﾈ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾇ･ｼﾞｬﾒ 3 複現･否定(comprendre) 

v.t 決して何も分からない                                             「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron（否定文で）何も〜ない                                    「目的語」 

 ne ... jamais rien→「絶対にない ne ... jamais」と「何もない ne ... rien」の組合わせ 

toutes seules ﾄｩｯﾄ･ｽﾙ adv. たった一人では                               「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron 形式主語（真の主語は de toujour 以降） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

fatigant ﾌｧﾃｨｺﾞﾝ adj. うんざりする                                        「補語」 

pour les enfants ﾌﾟｰﾙ･ﾚ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ adv. 子供たちにとって                    「副詞句」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ n. 〜することは                                           「主語」 

toujours et toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ｴ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつもいつも           「副詞句」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                         「間接目的語」 

donner ﾄﾞﾈ 不定詞 v.t 与える                                        「動詞」 

des explications ﾃﾞ･ｾﾞｸｽﾌﾟﾘｶｼｮﾝ pl.n.f 説明を                   「直接目的語」 
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そこで、僕は別の職業を選ばねばならず、飛行機の操縦の仕方を覚えた。 

J’ai donc dû choisir un autre métier et j’ai appris à piloter des avions.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai donc dû choisir ｴ･ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭ･ｼｮﾜｼﾞｰﾙ 1 単現･完了形(devoir+不定詞+donc) 

  v.t そこで〜を選ばなければならなかった                               「動詞句」 

un autre métier ｱ･ﾉｰﾄﾙ･ﾒﾃｨｴ n.m 別の職業を                            「目的語」 

et ｴ conj. それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai appris à piloter ｴ･ｱﾌﾟﾘ･ｱ･ﾋﾟﾛﾃ 1 単現･完了形(apprendre à+不定詞) 

   v.t 操縦を覚えた                                                     「動詞句」 

des avions. ﾃﾞ･ｻﾞｳﾞｨﾖﾝ pl.n.m 飛行機を                                 「目的語」 

 

そして、ほぼ世界中を飛び回った。なるほど地理学は、大変役に立った。 

J’ai volé un peu partout dans le monde. Et la géographie, c’est exact, m’a beaucoup servi. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃Et「主語」,「副詞節」,「間接目的語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai volé ｴ･ｳﾞｫﾚ 1 単現･完了形(voler)v.i 飛び回った                         「動詞句」 

un peu partout dans le monde. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾊﾟﾙﾄｩ･ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ adv.世界中あちこちを「副詞句」 

  un peu partout ほとんどいたるところを 

Et ｴ conj. そして 

la géographie, ﾗ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰ n.f 地理学は                                  「主語」 

c’est exact, ｾ･ﾃｸﾞｻﾞ adv. なるほど（それは正しい）                       「副詞節」 

m’ ﾑ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

a beaucoup servi  ｱ･ﾎﾞｸ･ｾﾙｳﾞｨ 3 単現･完了形(servir+ beaucoup) 

v.i とても役に立った                                               「動詞句」 

 

一目で、中国とアリゾナ州を見分ける事が出来た。夜間、方角が分からなくなったりしたら、

地理学は大変役に立つ。 

Je savais reconnaître, du premier coup d’oeil, la Chine de l‘Arizona. C’est trés utile, si 

l’on s’est égaré pendant la nuit.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

savais reconnaître, ｻｳﾞｪ･ﾙｺﾈｰﾄﾙ 1 単半･可能(savoir+不定詞) 

   v.t 見分けることができた                                            「動詞句」 

du premier coup d’oeil, ｼﾞｭ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ｸ･ﾄﾞｩｲﾕ adv. 一瞥で                    「副詞句」 
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  最初の一瞥によって 

la Chine de l‘Arizona. ﾗ･ｼﾇ･ﾄﾞｩ･ﾗﾘｿﾞﾅ n.f アリゾナ州と中国を             「目的語」 

C’ ｽ pron 地理学は                                                      「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

trés utile, ﾄﾚ･ｼﾞｭﾃｨﾙ adj. 大変役に立つ                                    「補語」 

si ｼ conj.（仮定）もし〜ならば、〜する時は                              「副詞節」 

l’on ﾛﾝ pron 人が（si の後ろでは l’on となる）                       「主語」 

s’est égaré ｾ･ﾃｶﾞﾚ 3 単現･完了形(s’égarer)v.pr 道に迷った           「動詞句」 

pendant la nuit. ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾆｭｲ adv. 夜の間に                       「副詞句」 

 

こうして、僕の人生の流れにおいて、僕は沢山の真面目な人たちと、沢山の近づきを得た。 

  J’ai ainsi eu, au cours de ma vie, des tas de contacts avec des tas de gens sérieux.  

「主語」「動詞句」,「副詞句」,「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ainsi eu ｴ･ｵﾝｼ･ﾕ 1 単現･完了形(avoir+ainsi)v.t このように〜を持った    「動詞句」 

au cours de ma vie ｵ･ｸｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾏ･ｳﾞｨｰ adv. 僕の人生の流れにおいて         「副詞句」 

des tas de contacts ﾃﾞ･ﾀ･ﾄﾞｩ･ｺﾝﾀｸﾄｩ pl.n.m 沢山の交際を                 「目的語」 

  des tas de ﾃﾞ･ﾀ･ﾄﾞｩ adj, 沢山の〜 contact ｺﾝﾀｸﾄｩ n.m 交際 

avec des tas de gens sérieux ｱｳﾞｪｯｷ･ﾃﾞ･ﾀ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｮﾝ･ｾﾘﾕ 

   adv. 沢山の真面目な人々と                                           「副詞句」 

   gens ｼﾞｮﾝ pl.n.m 人々 sérieux ｾﾘﾕ adj.m まじめな 

 

大人の人たちの所でうんと暮らした、大人の人たちを、ごく近い所から見てきた。 

J’ai beaucoup vécu chez les grandes personnes. Je les ai vues de très près.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai beaucoup vécu ｴ･ﾎﾞｸ･ｳﾞｪｷｭ 1 単現･完了形(vivre+ beaucoup) 

   v.i うんと暮らした（副詞は助動詞と過去分詞(p.p)の間に置かれる）   「動詞句」 

chez les grandes personnes ｼｪ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ adv. 大人の人たちのところで「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

les ﾚ pron おとなの人たちを                                            「目的語」 

   目的語代名詞は助動詞の前に置かれる（女性複数 → 過去分詞が性･数一致する） 

ai vues ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形.f.pl(voir)v.t 見てきた(過去分詞が性･数一致)    「動詞句」 

de très près ﾄﾞｩ･ﾄﾚ･ﾌﾟﾚ adv. とても近くから                             「副詞句」 
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それによって僕の見解が良くなることはあまりなかった。 

Ça n’a pas trop amélioré mon opinion.                   「主語」「動詞句」「目的語」 

Ça ｻ pron そのような経験が                                              「主語」 

n’a pas trop amélioré ﾅ･ﾊﾟ･ﾄﾛ･ｱﾒﾘｵﾚ 3 単現･完了形･部分否定(améliorer) 

   v.t あまり改善することはなかった                                    「動詞句」 

mon opinion ﾓ･ﾉﾋﾟﾆｵﾝ n.m 僕の見解を                                   「目的語」 

 

少し聡明そうだと思われるおとなの一人に出会うと、僕はいつも持ち歩いていた最初のデ

ッサンで彼を試したものだった。 

Quand j’en rencontrais une qui me paraissait un peu lucide, je faisais l’expérience sur 

elle de mon dessin numéro 1 que j’ai toujours conservé.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

en ｵﾝ pron それの（grandes personnes） 

rencontrais ﾛﾝｺﾝﾄﾚ 1 単半(rencontrer)v.t 出会った                   「動詞」 

une ﾕﾝﾇ n.f （大人の）一人に                                   「目的語」 

qui ｷ conj. 〜する                                      「形容詞節：une」 

me ﾑ pron 私にとって                        「間接目的語」 

paraissait ﾊﾟﾚｾ 3 単半(paraître)v.i 〜と思われる      「動詞」 

un peu lucide ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾘｭｼﾄﾞ adj. 少し聡明な           「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

faisais ﾌｾﾞ 1 単半(faire)v.t おこなった                                     「動詞」 

l’expérience sur elle ﾚｸｽﾍﾟﾘﾖﾝｽ･ｼｭｰﾙ･ｴﾙ n.f その人に試験を                「目的語」 

  expérience ｴｸｽﾍﾟﾘﾖﾝｽ n.f 実験、試験 

de mon dessin numéro 1 ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ･ﾆｭﾒﾛ･ｱﾝ 

 adv.（手段）僕の最初のデッサンで                            「副詞句：faisais」 

que ｷ conj. 〜する                                    「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                 「主語」 

ai toujours conservé ｴ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ･ｺﾝｾﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形(conserver+ toujours) 

v.t いつも持っていた                        「動詞句」 

 

本当に物わかりが良いかどうか、知りたかったのだ。 

Je voulais savoir si elle était vraiment compréhensive.    「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

voulais savoir ｳﾞﾚ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 1 単半･願望(vouloir +不定詞)v.t 知りたかった    「動詞句」 
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si ｼ conj. 〜かどうかということを                                       「目的語」 

elle ｴﾙ pron その大人が                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である（過去における現在）                「動詞」 

vraiment compréhensive ｳﾞﾚﾓﾝ･ｺﾝﾌﾟﾚｱﾝｼｳﾞ adj.f 本当に理解力がある  「補語」 

 

ところが大人はいつもこう答えた。「それは帽子だろ」。 

Mais toujours elle me répondait：《C’est un chapeau.》 

Mais「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」:《「主語」「動詞」「補語」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつも                                              「副詞」 

elle ｴﾙ pron その大人は                                                   「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

répondait ﾚﾎﾟﾝﾃﾞ 3 単半(répondre) v.t 答えた                               「動詞」 

C’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

un chapeau ｱﾝ･ｼｬﾎﾟｰ n.m 帽子                                            「補語」 

 

それで僕は、ボア大蛇についても原始林についても星についても話さず、その人に話を合わ

せ、ブリッジやゴルフや政治やネクタイについて話すのだった。 

Alors je ne lui parlais ni de serpents boas, ni de forêts vierges, ni d’étoiles. Je me mettais 

à sa portée. Je lui parlais de brige, de golf, de politique et de cravates.  

「副詞」「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「間接目的語」「動詞」「間接目的語」 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的）それで                                         「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne lui parlais ﾇ･ﾘｭｲ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単半･否定(parler) 

v.t 〜を彼に話さなかった                       「動詞句」「間接目的語」「動詞句」 

ni de serpents boas, ni de forêts vierges, ni d’étoiles 

 ﾆ･ﾄﾞｩ･ｾﾙﾊﾟﾝ･ﾎﾞｱ･ﾆﾄﾞｩ･ﾌｫﾚ･ｳﾞｨｴﾙｼﾞｭ･ﾆ･ﾃﾞﾄｩﾜｰﾙ 

 n. ボア大蛇のことや原始林のことや星のことも〜ない               「直接目的語」 

 de は否定冠詞 parler+無冠詞名詞 「〜の話をする、論じる」この parler は他動詞 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                       「主語」 

me mettais ﾑ･ﾒﾃ 1 単半(se mettre)v.pr（ある状況に）身を置いた          「動詞句」 

à sa portée ｱ･ｻ･ﾎﾟﾙﾃ adv. その人の理解の及ぶ範囲（射程距離）に         「副詞句」 

（話を合わせた）porté が la grande personne に性･数一致して portée になった 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                       「主語」 
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lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                 「間接目的語」 

parlais ﾊﾟﾙﾚ 3 単半 (parler)v.i (de について) 話した                        「動詞」 

de brige, de golf, de politique et de cravates 

 ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾘｯｼﾞ･ﾄﾞｩ･ｺﾞﾙﾌ･ﾄﾞｩ･ﾎﾟﾘﾃｨｷ･ｴ･ﾄﾞｩ･ｸﾗｳﾞｧｯﾄ 

 adv. ブリッジやゴルフや政治やネクタイについて                    「間接目的語」 

de は前置詞で、「〜について」を表す「副詞句」・「間接目的語」を作る 

 

すると、その大人は、かくも分別のある男だと知って、大変喜ぶのだった。 

Et la grande personne était bien contente de connaître un homme aussi raisonnable. 

Et「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Et ｴ conj. すると 

la grande personne ﾗ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f その大人は                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

bien contente ﾋﾞﾔﾝ･ｺﾝﾄﾝﾄ adj.f とても満足した                             「補語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adv.（原因）〜して                                      「副詞句」 

connaître ｺﾈｰﾄﾙ 不定詞 v.t 知る                                    「動詞」 

un homme ｱ･ﾉﾑ n.m 男が                                       「目的語」 

aussi raisonnable ｵｼ･ﾚｿﾞﾅｰﾌﾞﾙ adj. そんなに分別のある             「補語」 
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［B-2］星の王子様 II 

 

こうして、僕は 6 年前、サハラ砂漠での故障まで、本心で話せる人もなく、一人で暮らして

いた。僕のエンジンの中で何かが壊れたのだった。 

  J’ai ainsi vécu seul, sans personne avec qui parler véritablement, jusqu’ à une panne 

dans le désert du Sahara, il y a six ans. Quelque chose s’était cassé dans mon moteur.  

「主語」「動詞句」「補語」,「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai ainsi vécu ｴ･ｱﾝｼ･ｳﾞｪｷｭ 1 単現･完了形(vivre)v.i それで暮らしていた      「動詞句」 

seul ｽﾙ adj. 一人の（状態で）                                            「補語」 

sans ｿﾝ prep 〜のない                                                 「副詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ n.f 人                                          「目的語」 

avec qui ｱｳﾞｪｯｷ adj. その人と                           「形容詞節」 

parler véritablement ﾊﾟﾙﾚ･ｳﾞｪﾘﾀﾌﾞﾙﾓﾝ v.i 本心で話す「動詞句」 

→ 本心で話す相手もなく 

jusqu’a ｼﾞｭｽｶ prep 〜まで(jusque)                                      「副詞句」 

une panne ﾕﾝﾇ･ﾊﾟﾝﾇ n.f 故障                                    「目的語」 

dans le désert du Sahara ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾃﾞｾﾞｰﾙ･ｼﾞｭ･ｻｱﾗ adv. サハラ砂漠での 「副詞句」 

il y a six ans ｲﾘ･ｱ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 年前                               「副詞句」 

→ 6 年前、サハラ砂漠での故障まで 

Quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かが                                       「主語」 

s’était cassé ｾﾃ･ｶｾ 3 単半･完了形(se casser)v.pr 壊れた                    「動詞句」 

  再帰動詞の完了形では、再帰代名詞が助動詞(être)の前に置かれる 

dans mon moteur ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾓﾃｰﾙ adv. 僕のエンジンの中で                   「副詞句」 

 

機関士も乗客もいなかったので、僕は難しい修理を一人で成し遂げようと準備した。 

Et comme je n’avais avec moi ni mécanicien, ni passagers, je me préparai à essyer de 

réussir, tout seul, une réparation difficile.  

Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

n’avais ﾅｳﾞｪ 1 単半･否定(avoir)v.t なかった                      「動詞句」 

avec moi ｱｳﾞｪｷ･ﾑゎ adv.  僕と一緒に                           「副詞句」 

ni mécanicien, ni passagers ﾆ･ﾒｶﾆｼｬﾝ･ﾆ･ﾊﾟｻｼﾞｪ 

 n. 整備士も乗客も〜ない                                      「目的語」 
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  →僕と一緒に整備士も乗客もいなかったので 

me préparai à essayer de réussir ﾑ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ･ｱ･ｴｾｲｪ･ﾄﾞｩ･ﾚｲｼｰﾙ 1 単過･準備(se préparer) 

   v.t うまく成し遂げようと準備した                                     「動詞句」 

 essayer de+不定詞 ｴｯｾｲｴ･ﾄﾞｩ 〜しようと試みる  réussir ﾚﾕｼｰﾙ v.i 成功する 

tout seul ﾄｩ･ｽﾙ adv. 一人で                                             「副詞句」 

une réparation difficile ﾕﾝﾇ･ﾚﾊﾟﾗｼｫﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ n.f 難しい修理を             「目的語」 

 

それはぼくにとっては生か死かの問題であった。一週間分の飲み水が、やっとあった。 

C’était pour moi une question de vie ou de mort. J’avais à peine de l’eau à boire pour huit 

jours.                  「主語」「動詞」「副詞句」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

pour moi ﾌﾟｰﾙ･ﾑゎ adv. 自分にとって                                    「副詞句」 

une question de vie ou de mort ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨｰ･ｳ･ﾄﾞｩ･ﾓｰﾙ 

   n.f 生きるか死ぬかの問題                                              「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t 持っていた                                     「動詞」 

à peine de l’eau à boire pour huit jours ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾄﾞｩ･ﾛ･ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ･ﾌﾟｰﾙ･ﾕｲｯﾄ･ｼﾞｭｰﾙ 

n.f せいぜい一週間分の飲み水しか〜ない                              「目的語」 

à peine de ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ﾄﾞｩ adj. せいぜい〜の à boire ｱ･ﾌﾞゎ-ﾙ adj. 飲むための 

pour huit jours ﾌﾟｰﾙ･ﾕｲｯﾄ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 一週間の間（数え始めの日から 8 日で一週間） 

 

だから、第一日目の晩、僕は人の住んでいるあらゆる地域から千マイルも離れた砂の上で眠

った。 

  Le premier soir je me suit donc endormi sur le sable à mille milles de toute terre 

habitée.                                                   「主語」「動詞」「補語」 

Le premier soir ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ｽゎ-ﾙ n.m 第一日目の晩                          「副詞句」 

me suit donc endormi ﾑ･ｼｭｲ･ﾄﾞﾝ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(s’endormir+donc) 

v.pr だから、僕は眠った                                             「動詞句」 

sur le sable ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｻｰﾌﾞﾙ adv. 砂の上で                                 「副詞句」 

à mille milles de toute terre habitée ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む全ての土地から千マイル離れた                              「副詞句」 

  à mille milles ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ adv. 千マイル離れた 

 de toute terre ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾃｰﾙ adv. 全ての土地から 

 habitée ｱﾋﾞﾃ adj.f 人が住んでいる（terre に性･数一致） 
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大海をさまよう救命ボートに乗った人よりも、はるかに孤立無援な状態だった。 

J’étais bien plus isolé qu’un naufragé sur un radeau au milieu de l’océan.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

bien plus isolé ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｲｿﾞﾚ adj. もっと孤立した                         「補語」 

qu’un naufragé ｶﾝ･ﾉﾌﾗｼﾞｪ adv. 遭難者よりも                        「副詞句」 

sur un radeau ｼｭｰﾙ･ｱﾝ･ﾗﾄﾞ adv. 救命ボート（いかだ）の上にいる     「副詞句」 

au milieu de l’océan ｵ･ﾐﾘｩ･ﾄﾞｩ･ﾛｾｱﾝ adv. 大海の真ん中の             「副詞句」 

  milieu ﾐﾘｩ n.m 真ん中 océan ｵｾｱﾝ n.m 大海 

 

だから、夜明けに、おかしな可愛らしい声が僕を目覚めさせた時の僕の驚きを、君達は想像

できるよね。 

Alors vous imaginez ma surprise, au lever du jour, quand une drôle de petite voix m’a 

réveillé.                      「副詞」「主語」「動詞」「目的語」,「副詞句」「副詞節」 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的）だから                                         「副詞」 

vous ｳﾞ pron 君たちは                                                   「主語」 

imaginez ｲﾏｼﾞﾈ 2 複現(imaginer)v.t 想像する（だろう）                     「動詞」 

ma surprise ﾏ･ｼｭﾙﾌﾟﾘｰｽﾞ n.f 僕の驚きを                                 「目的語」 

au lever du jour ｵ･ﾙｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 夜明けに                         「副詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜するとき（〜したならば）                             「副詞節」 

une drôle de petite voix ﾕﾝﾇ･ﾄﾞﾛｰﾙﾄﾞｩ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞゎ 

   n.f おかしな可愛らしい声が                                    「主語」 

  un(e) drôle de ｱﾝ(ﾕﾝﾇ)･ﾄﾞﾛｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 奇妙な〜、おかしな〜 

  petit(e) ﾌﾟﾃｨ(ｯﾄ) adj. 可愛い、いとしい、小さい 

m’ ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

a réveillé ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こした            「動詞句」 

 

その声はこう言っていた．．．： 

Elle disait : ...                                                   「主語」「動詞」： 

Elle ｴﾙ pron その声は(voix)                                              「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言った                                        「動詞」 
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「どうか．．．僕におとなしい羊の絵を描いて！」 

《S’il vous plaît ... dessine-moi un mouton! 

《「副詞節」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

S’ ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron それが（非人称主語）                                  「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                     「間接目的語」 

plaît ﾌﾟﾚ 3 単現(plaire)v.i 気に入る                                「動詞」 

→ もしあなたの気に入れば、済みませんが、どうか 

dessine ﾃﾞｼﾇ 命・3 単現(dessiner)v.t 描いてください                        「動詞」 

moi ﾑゎ adv. 私に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑｰﾄﾝ n.m（去勢した）おとなしい羊を                  「直接目的語」 

 

「え？」 

--- Hein!                                                           《「聞き返し」》 

---Hein! ｱﾝ int. ええ？                                             《「聞き返し」》 

 

「僕に羊を描いて．．．」 

--- Dessine-moi un mouton...》                                          《「応答」》 

Dessine-moi un mouton...                                               《「応答」》 

 

僕は、さながら雷に打たれでもしたみたいに、飛び起きた。 

J’ai sauté sur mes pieds comme si j’avais été frappé par la foudre.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai sauté ｴ･ｿﾃ 1 単現･完了形(sauter)v.i 飛びあがった                      「動詞句」 

sur mes pieds ｼｭｰﾙ･ﾒ･ﾋﾟｴ adv. 起きて、立って                           「副詞句」 

  → 飛び起きた 

comme si ｺﾑ･ｼ conj. まるで〜かのように                                 「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

avais été frappé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾌﾗﾍﾟ 1 単半･完了形･受動(frapper) 

   v.t 打たれた                                                 「動詞句」 

par la foudre ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌｰﾄﾞｩﾙ adv. 雷に                            「副詞句」 
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目を良くこすった。辺りをよく見た。 

J’ai bien frotté mes yeux. J’ai bien regardé. 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien frotté ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾌﾛﾃ 1 単現･完了形(frotter)v.t よくこすった            「動詞句」 

mes yeux ﾒ･ｼﾞｭｰ pl.n.m 両目を                                         「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bien regardé ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(regarder)v.t よく見まわした  「動詞句」 

 

すると全く不思議な男の子が、真剣に僕を見つめているのが見えた。 

Et j’ai vu un petit bonhomme tout à fait extraordinaire qui me considérait gravement.  

Et「主語」「動詞句」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた                                「動詞句」 

un petit bonhomme ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m 男の子が                          「目的語」 

tout à fait extraordinaire ﾄｩ･ﾀ･ﾌｪ･ｴｸｽﾄﾗｵﾙﾃﾞｨﾈｰﾙ adj. 全く不思議な「形容詞句」 

qui ｷ conj. それは〜する                                        「形容詞節」 

me ﾑ pron 私を                                         「目的語」 

considérait ｺﾝｼﾃﾞﾚ 3 単半(considérer)v.t 見つめていた        「動詞」 

gravement ｸﾞﾗｰｳﾞﾓﾝ adv. 真剣に                           「副詞」 

 

 

後になって、僕が描いた一番良い肖像画がこれだ。 

Voilà le meilleur portrait que, plus tard, j’ai réussi à faire de lui.    「副詞句」「主語」 

Voilà ｳﾞゎﾗ adv.（副詞・動詞の機能をかねる）ここに〜がある             「副詞句」 

le meilleur portrait ﾙ･ﾒｲｪｰﾙ･ﾎﾟﾙﾄﾚ n.m 最良の肖像画                       「主語」 

que ｸ conj. それは〜する                                       「形容詞節」 

plus tard ﾌﾟﾘｭ･ﾀｰﾙ adv. 後になって                      「副詞句」 

ai réussi à faire ｴ･ﾚﾕｼ･ｱ･ﾌｪｰﾙ 1 単現･完了形(réussir à+不定詞) 

   v.t 上手く描くことができた                           「動詞句」 

de lui ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 彼を                            「間接目的語」 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［B-2］星の王子様 II  488 / 668 

しかし、もちろん、僕の絵は実物よりもはるかに魅力に欠けている。 

Mais mon dessin, bien sûr, est beaucoup moins ravissant que le modèle.  

Mais「主語」「副詞句」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

mon dessin ﾓﾝ･ﾃﾞｯｻﾝ n.m 僕の絵は                                        「主語」 

bien sûr ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん                                       「副詞句」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

beaucoup moins ravissant ﾎﾞｸ･ﾑゎﾝ･ﾗｳﾞｨｿﾝ adj. はるかに魅力に欠ける       「補語」 

que le modèle ｸ･ﾙ･ﾓﾃﾞﾙ adv. 実物よりも                             「副詞句」 

 

それは僕が悪いのではない。 

Ce n’est pas ma faute.                                     「主語」「動詞」「補語」 

Ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜ではない                            「動詞句」 

ma faute ﾏ･ﾌｫｰﾄ n.f 僕の責任                                             「補語」 

 

六歳の時、大人たちによって絵描きのキャリアをくじかれてしまったので、僕は中の見える

ボア大蛇と中の見えないボア大蛇を描く以外には、絵の描き方を何も学んでいなかった。 

J’avais été découragé dans ma carrière de peintre par les grandes personnes, à l’âge de 

six ans, et je n’avais rien appris à dessiner, sauf les boas fermés et les boas ouverts.   

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais été découragé ｱｳﾞｪ･ｾﾞﾃ･ﾃﾞｸﾗｼﾞｪ 1 単半･完了形･受動(décourager) 

   v.t（意気込みを）くじかれた                                         「動詞句」 

dans ma carrière de peintre ﾄﾞﾝ･ﾏ･ｷｬﾘｴｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾝﾄﾙ 

 adv. 僕の絵描きという職業に対して                               「間接目的語」 

par les grandes personnes ﾊﾟｰﾙ･ﾚ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞｩ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ adv. 大人の人たちによって「副詞句」 

à l’âge de six ans ｱ･ﾗｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｼ･ｻﾞﾝ adv. 6 歳の年に                      「副詞句」 

et ｴ conj. それで 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’avais rien appris à dessiner ﾅｳﾞｪ･ﾘﾔ･ﾅﾌﾟﾘ･ｱ･ﾃﾞｼﾈ 1 単半･完了形(apprendre) 

   v.t 絵の描き方を何も習わなかった                                    「動詞句」 

sauf les boas fermés et les boas ouverts ｿﾌ･ﾚ･ﾎﾞｱ･ﾌｪﾙﾒ･ｴ･ﾚ･ﾎﾞｱ･ｳｳﾞｪｰﾙ 

adv. 中の見えないボア大蛇と中の見えるボア大蛇は別として             「副詞句」 
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そこで僕は、驚きですっかり丸くなった目で、その出現者を見つめた。 

  Je regardai donc cette apparition avec des yeux tout ronds d’étonnement.  

                                        「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

regardai ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単過(regarder)v.t 見つめた                              「動詞」 

donc ﾄﾞﾝ adv. それ故、それで                                             「副詞」 

cette apparition ｾｯﾄ･ｱﾊﾟﾘｼｵﾝ n.f この出現者を                           「目的語」 

avec des yeux ｱｳﾞｪｯｷ･ﾃﾞ･ｼﾞｭ adv. 両目で                                「副詞句」 

tout ronds d’étonnement ﾄｩ･ﾛﾝ･ﾃﾞﾄﾝﾇﾓﾝ 

 adj. 驚きですっかり丸くなった                       「形容詞句：yeux」 

 

僕がその時、人の住んでいる地域から千マイルも離れたところにいたということを忘れな

いで欲しい。 

N’oubliez pas que je me trouvais à mille milles de toute région habitée.  

「動詞句」「目的語」 

N’oubliez pas ﾇﾌﾞﾘｴ･ﾊﾟ 接・2 複現･否定･願望(oublier) 

   v.t 忘れないで欲しい                                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

me trouvais ﾑ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単半(se trouver)v.pr（場所に）いた        「動詞句」 

à mille milles de toute région habitée ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾚｼﾞｮﾝ･ｱﾋﾞﾃ 

   adv. 僕が人が住むすべての土地から千マイル離れた所に         「副詞句」 

 

さて、その男の子は、道に迷っているようには見えないし、疲れ切っているようにも、死ぬ

ほどお腹がすいているようにも、死ぬほど喉が渇いているようにも、死ぬほど怖がっている

ようにも僕には見えない。 

Or mon petit bonhomme ne me semblait ni égare, ni mort de fatigue, ni mort de faim, ni 

mort de soif, ni mort de peur.     Or「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

Or ｵｰﾙ conj. さて 

mon petit bonhomme ﾓﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m その少年は                         「主語」 

ne ... semblait ﾇ...ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler) 

v.i (à qn 人には) 〜のように見えなかった                              「動詞句」 

me ﾑ pron 私には                                                 「間接目的語」 

ni égare, ni mort de fatigue ﾆ･ｴｶﾞﾚ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾃｨｸﾞ 

   adj. 道に迷った風にも、疲れて死にそうな風にも〜ない                   「補語」 

ni mort de faim, ni mort de soif, ni mort de peur 
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 ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾑ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｽゎﾌ･ﾆ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟｰﾙ adj. 死ぬほど空腹な風にも、死ぬほど

喉が渇いている風にも、死ぬほど怖がっている風にも                        「補語」 

   ne me semblait 動詞の否定は ne、補語や目的語の連続否定は ni を使用する。 

 

人の住んでいる地域から千マイルも離れている砂漠の真ん中で、途方に暮れている子供、と

いった様子が少しもなかった。 

Il n’avait en rien l’apparence d’un enfant perdu au milieu du désert, à mille milles de 

toute région habitée.                          「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

n’avait ﾅｳﾞｪ 3 単半･否定(avoir)v.t なかった                              「動詞句」 

en rien ｵﾝ･ﾘﾔﾝ adv. 少しも〜ない                                       「副詞句」 

l’apparence ﾗﾊﾟﾛﾝｽ n.f 様子が                                          「目的語」 

d’un enfant perdu ﾀﾞ･ﾉﾝﾌｫﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ  

adj. 途方に暮れた少年の                       「形容詞句：apparence」 

au milieu du désert, à mille milles de toute région habitée 

   ｵ･ﾐﾘｭ･ｼﾞｭ･ﾃﾞｾﾞｰﾙ･ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｯﾄ･ﾚｼﾞｮﾝ･ｱﾋﾞﾃ 

   adv. 人の住む土地から千マイル離れた砂漠の真ん中で   「副詞句：perdu」 

 

やっと口がきけるようになると、僕は彼に言った： 

Quand je réussis enfin à parler, je lui dis:  「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞」： 

Quand ｺﾝ conj. 〜する時、〜して                                       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

réussis ... à parler ﾚﾕｼ...ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 1 単過(reussir à+不定詞) 

   v.i 喋れるようになった                                       「動詞句」 

enfin ｵﾝ･ﾌｧﾝ adv. やっと                                         「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

lui ﾕｲ pron 彼に                                                   「間接目的語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

 

「だけど．．．こんなところで、何してるの」 

  《Mais ... qu’est-ce que tu fais là?》       《Mais「目的語」「主語」「動詞」「副詞」》 

Mais ﾒ conj. だけど 

qu’est-ce que ｹｽ･ｸ n. 何を                                              「目的語」 

fais ﾌｪ 2 単現(faire)v.t している                                           「動詞」 

là ﾗ adv. ここで                                                         「副詞」 

  là は場所を表す副詞で、「ここ、そこ、ここで、そこで」の意味 
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すると彼はとても深刻な事のように、実に物静かに繰り返した。 

Et il me répéta alors, tout doucement, comme une chose trés sérieuse: 

Et 「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」,「副詞句」 

Et ｴ conj. すると 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

répéta ﾚﾍﾟﾀ 3 単過(répéter)v.t 繰り返した                                  「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. すると                                                     「副詞」 

tout doucement ﾄｩ･ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ adv. とても静かに                            「副詞句」 

comme une chose trés sérieuse ｺﾑ･ﾕﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ･ﾄﾚ･ｾﾘｳｰｽﾞ 

   adv. とても深刻なことのように                                       「副詞句」 

 

「どうか．．．僕におとなしい羊の絵を描いて．．．」 

  《S’il vous plaît ... dessine-moi un mouton ...》 

《「嘆願」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

S’il vous plaît ｼﾙ･ｳﾞ･ﾌﾟﾚ adv. お願いですから                              「嘆願」 

dessine ﾃﾞｼﾇ 命・2 単現(dessiner)v.t 描いてください                        「動詞」 

moi ﾑゎ pron 私に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                        「直接目的語」 

 

神秘というものがあまりにも感銘深い時には、人はあえて従わない訳にはいかない。 

Quand le mystère est trop impressionnant, on n’ose pas désobéir.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜の時には                                             「副詞節」 

le mystère ﾙ･ﾐｽﾃｰﾙ n.m 神秘が                                   「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                     「動詞」 

trop impressionnant ﾄﾛ･ｱﾝﾌﾟﾚｼｮﾉﾝ adj. あまりにも感動的な         「補語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

n’ose pas désobéir ﾉｽﾞ･ﾊﾟ･ﾃﾞｿﾞﾍﾞｲｰﾙ 3 単現･否定(oser +不定詞) 

v.t あえて従わない訳にはいかない、自然と従ってしまうものだ           「動詞句」 
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人が住むすべての地域から、千マイルも離れていて、その上、死の危険にさらされている時、

羊の絵を描くなどということが、どんなに馬鹿げているように見えようと、僕はポケットか

ら一枚の紙と万年筆を取り出した。 

Aussi absurde que cela me semblât à mille milles de tous les endroits habités et en 

danger de mort, je sortis de ma poche une feuille de papier et un stylographe.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Aussi 形容詞 que + 接続法 どんなに〜であっても                        「副詞節」 

Aussi ｵｼ adv. どれほど                                          「副詞」 

absurde ｱﾌﾟｼｭﾙﾄﾞｩ adj.馬鹿げた                                   「補語」 

que ｸ conj. 〜ということ                                    「形容詞節」 

cela ｽﾗ pron これが（羊の絵を描く事）                 「主語」 

me ﾑ pron 私に                                 「間接目的語」 

semblât ｿﾝﾌﾞﾗ 接・3 単半(sembler)v.i 見えても          「動詞」 

à mille milles de tous les endroits habités ｱ･ﾐﾙ･ﾐﾙ･ﾄﾞｩ･ﾄｩ･ﾚ･ｵﾝﾄﾞﾛﾜ･ｱﾋﾞﾃ 

adv. 人が住む地域から千マイルも離れて            「副詞句」 

et en danger de mort ｴ･ｵﾝ･ﾄﾞﾝｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ﾓｰﾙ 

adv そして死の危険にさらされて                  「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sortis ｿﾙﾃｨ 1 単過(sortir)v.t 取り出した                                     「動詞」 

de ma poche ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾎﾟｯｼｭ adv. ポケットから                              「副詞句」 

une feuille de papier et un stylographe ﾕﾝﾇ･ﾌｲﾕ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟﾋﾟｴ･ｴ･ｱﾝ･ｽﾃｨﾛｸﾞﾗﾌ 

pl.n. 一枚の紙と万年筆を                                             「目的語」 

 

けれどもその時、地理と歴史と算数と文法をとりわけ勉強したことを思い出し、その坊やに

（少し不機嫌に）絵は描けない、と言った。彼はこう答えた。 

Mais je me rappelai alors que j’avais surtout étudié la géographie, l’histoire, le calcul et 

la grammaire et je dis au petit bonhomme (avec un peu de mauvaise humeur) que je ne 

savais pas dessiner. Il me répondit: 

Mais「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

et「主語」「動詞」「間接目的語」（「副詞句」）「直接目的語」 

「主語」「動詞」「間接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

me rappelai ﾑ･ﾗﾌﾟﾚ 1 単過(se rappeler)v.pr 思いだした                    「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

avais surtout étudié ｱｳﾞｪ･ｼｭﾙﾄｩ･ｴﾃｭﾃﾞｨｴ 1 単半･完了形(étudeier+ surtout) 
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   v.t とりわけ勉強した                                      「動詞句」 

la géographie, l’histoire, le calcul et la grammaire 

 ﾗ･ｼﾞｪｵｸﾞﾗﾌｨｰ･ﾘｽﾄﾜｰﾙ･ﾙ･ｶﾙｷｭﾙ･ｴ･ﾗ･ｸﾞﾗﾒｰﾙ 

 pl.n. 地理と歴史と算数と文法を                            「目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

dis ﾃﾞｨ 1 単過(dire)v.t 言った                                             「動詞」 

au petit bonhomme ｵ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ adv. その坊やに                     「間接目的語」 

 (avec un peu de mauvaise humeur) ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾓｳﾞｪｰｽﾞ･ｲﾑｰﾙ 

   adv. 少し不機嫌に                                                 （「副詞句」） 

que ｸ conj. 〜ということ                                          「直接目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                            「主語」 

ne savais pas dessiner ﾇ･ｻｳﾞｪ･ﾊﾟ･ﾃﾞｼﾈ 1 単半･可能･否定 (savoir+不定詞) 

   v.t 描くことができない                                  「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

répondit ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｨ 3 単過(répondre)v.i 答えた                                「動詞」 

 

 



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［B-2］星の王子様 II  494 / 668 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［B-2］星の王子様 II  495 / 668 

「なんでもないよ。羊を描いて。」 

《Ça ne fait rien. Dessine-moi un mouton.》 

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Ça ｻ pron それは                                                        「主語」 

ne fait ﾈ･ﾌｪ 3 単現･否定(faire)v.t（結果を）影響を及ぼさない              「動詞句」 

rien ﾘｬﾝ pron 何も                                                     「目的語」 

Dessine ﾃﾞｼｰﾇ 命・2 単現(dessiner)v.t 描いて                               「動詞」 

moi ﾑゎ pron 僕に                                                  「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊（の絵を）                                 「直接目的語」 

 

僕は羊の絵を描いたことが一度も無かったので、僕が描くことのできるたった二つの絵の

うちの一つを描いた。 

Comme je n’avais jamais dessiné un mouton je refis, pour lui, l’un des deux seul dessins 

dont j’étais capable.                    「副詞節」「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

n’avais jamais dessiné ﾅｳﾞｪ･ｼﾞｬﾒ･ﾃﾞｼﾈ 1 単半･完了形･否定(dessiner) 

   v.t これまで一度も描いたことがなかった                       「動詞句」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊（の絵を）                             「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

refis ﾙﾌｨ 1 単過(refaire)v.t 再び描いた                                     「動詞」 

pour lui ﾌﾟｰﾙ･ﾘｭｲ adv. 彼のために                                       「副詞句」 

l’un des deux seul dessins ﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾄﾞｩ･ｽﾙ･ﾃﾞｻﾝ 

 n.m たった二つの中の一つを                                         「目的語」 

dont ﾄﾞﾝ pron 〜の中の                              「形容詞節：dessins」 

j’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕が                            「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                 「動詞」 

capable ｶﾊﾟﾌﾞﾙ adj. 描くことができる            「補語」 

 

中の見えないボア大蛇を。すると坊やがこう言うのを耳にして、僕は唖然とした。 

Celui du boa fermé. Et je fus stupéfait d’entendre le petit bonhomme me répondre: 

「目的語」┃Et「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Celui ｽﾘｭｲ pron 絵を(dessins)（描いた）                                「目的語」 

du boa fermé ｼﾞｭ･ﾎﾞｱ･ﾌｪﾙﾒ adj. 中の見えないボア大蛇の         「形容詞句」 

Et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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fus stupéfait d’entendre ﾌｭ･ｽﾁｭﾍﾟﾌｪ･ﾄﾞﾝﾄﾝﾄﾞﾙ 1 単過･受動(stupefaire de+不定詞) 

   v.t 〜を聞いて驚いた                                                「動詞句」 

le petit bonhomme ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ﾎﾞﾉﾑ n.m 坊やが                              「目的語」 

me répondre ﾑ･ﾚﾎﾟﾝﾄﾞｩﾙ 不定詞句 v.i 僕に応えた                           「補語」 

 

 

「違う、違う！ボア大蛇に飲まれた象なんか、欲しくないよ。 

《Non! Non! Je ne veux pas d’un éléphant dans un boa.  

「応答」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

Non! Non! ﾉﾝ･ﾉﾝ adv. 違う、違う！                                       「応答」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne veux pas ﾇ･ｳﾞ･ﾊﾟ 1 単現･否定(vouloir)v.t 欲しくない                   「動詞句」 

d’un éléphant ﾀﾞﾝ･ｴﾚﾌｫﾝ n.m 象を（de は否定冠詞）                      「目的語」 

dans un boa ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ﾎﾞｱ adj. ボア大蛇の中の                   「形容詞句」 

 

ボア大蛇。それはすごく危険なんだ。それに象、それはすごく場所ふさぎだよ。 

Un boa c’est très dangereux, et un éléphant c’est très encombrant.  

「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞」「補語」 

Un boa c’ ｱﾝ･ﾌﾞゎ･ｽ n.m ボア大蛇、それは                                 「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

très dangereux ﾄﾚ･ﾄﾞﾝｼﾞｭﾙｰ adj. とても危険な                              「補語」 

et ｴ conj. そして 

un éléphant c’ ｴﾝ･ｴﾚﾌｫﾝ･ｽ n.m 象、それは                                  「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

très encombrant ﾄﾚ･ｵﾝｺﾝﾌﾞﾛﾝ adj. とても場所ふさぎの                      「補語」 

 

僕んとこは、とっても狭いんだ。羊が必要なんだよ。僕に羊を描いて」 

Chez moi c’est tout petit. J’ai besoin d’un mouton. Dessine-moi un mouton.》 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」 

「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

Chez moi ｼｪ･ﾑゎ adv. 僕の所は                                         「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

tout petit ﾄｩ･ﾌﾟﾃｨ adj. とても狭い                                        「補語」 

ai ｴ 1 単現(avoir)v.t がある                                               「動詞」 

besoin d’un mouton ﾌﾞｽﾞﾜﾝ･ﾀﾞﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊の必要                        「目的語」 

Dessine ﾃﾞｼｰﾇ 命・2 単現(dessiner)v.t 描いて                              「動詞」 
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moi ﾑゎ pron 僕に                                                 「間接目的語」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊（の絵を）                                「直接目的語」 

 

 

 

 

 

そこで僕は描いた。彼はじっと注意深く眺めてから、こう言った： 

Alors j’ai dessiné. Il regarda attentivement, puis :  

「副詞」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「副詞」,「副詞」 

Alors ｱﾛｰ adv. そこで                                                    「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dessiné ｴ･ﾃﾞｼﾈ 1 単現･完了形(dessiner)v.t 描いた                      「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

regarda ﾙｷﾞｬﾙﾀﾞ 3 単過(regarder)v.t 眺めた                                 「動詞」 

attentivement ｱﾄﾝﾃｨｳﾞﾓﾝ adv. 注意深く                                    「副詞」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから（次のように言った）                              「副詞」 

 

「だめだよ！これはひどい病気にかかっている。別のを描いて」 

   《Non! Celui-là est déjà très malade. Fais-en un autre.》 

《「応答」┃「主語」「動詞」「副詞」「補語」┃「動詞」「目的語」》 

Non ﾉﾝ adv. 違う                                                        「応答」 

Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron これは                                              「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                     「副詞」 

très malade ﾄﾚ･ﾏﾗｯﾄﾞ adj. ひどい病気の                                   「補語」 

Fais ﾌｪ 命・2 単現(faire)v.t 描いて                                        「動詞」 

en un autre ｵﾝ･ｱﾝ･ｵｰﾄﾙ n.m 別の羊を（en は mouton）                   「目的語」 

 

僕は描きなおした： 

  Je dessinai :                                                    「主語」「動詞」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

dessinai ﾃﾞｼﾈ 1 単過(dessiner)v.t 描いた                                   「動詞」 
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僕の友達は、寛大げに優しくにっこりした： 

Mon ami sourit gentiment, avec indulgence :               「主語」「動詞」「副詞句」: 

Mon ami ﾓ･ﾅﾐ n.m 僕の友人は                                            「主語」 

sourit ｽﾘ 3 単過(sourire)v.i 微笑んだ                                       「動詞」 

gentiment ｼﾞｮﾝﾃｨﾓﾝ adv. 優しく 

avec indulgence ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝﾃﾞｭﾙｼﾞｮﾝｽ adv. 寛大げに                        「副詞句」 

 

「良く見て．．．これはおとなしい羊じゃなくて、オスだよ。角がある．．．」 

《Tu vois bien ... ce n’est pas un mouton, c’est un bélier. Il a des cornes ...》 

《「呼びかけ」「動詞」「副詞」--- 

「主語」「動詞句」「補語」,「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語》 

Tu ﾁｭ pron 君                                                       「呼びかけ」 

vois ｳﾞゎ 命・2 単現(voir)v.t 見なさい                                     「動詞」 

bien ﾋﾞﾔﾝ adv. よく                                                      「副詞」 

ce ｽ pron これは                                                         「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現・否定(être)v.i 〜でない                             「動詞句」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m （去勢した）やさしい雄羊                          「補語」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un bélier ｱﾝ･ﾍﾞﾘｴ n.m （去勢していない）雄羊                             「補語」 

Il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

a ｱ 3 単現(avoi)v.t ある                                                   「動詞」 

des cornes ﾃﾞ･ｺﾙﾇ pl.n.f 角                                              「目的語」 

 

 

 

そこで僕は、また描きなおした：でも、それは前作と同じように拒否されてし

まった： 

Je refis donc encore mon dessin : Mais il fut refusé, comme les précédents :  

「主語」「動詞」「副詞句」「目的語」：Mais「主語」「動詞句」「副詞句」： 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

refis ﾙﾌｨ 3 単過(refaire)v.t 描き直した                                     「動詞」 

donc encore ﾄﾞﾝ･ｵﾝｺｰﾙ adv. そこでまた                                  「副詞句」 

mon dessin ﾓﾝ･ﾃﾞｻﾝ 僕の絵を                                           「目的語」 

Mais ﾒ conj. ところが、しかし 

il ｲﾙ pron それは（その絵は）                                            「主語」 
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fut refusé ﾌｭ･ﾙﾌｭｾﾞ 3 単過･受動(refuser)v.t 拒否された                    「動詞句」 

comme les précédents ｺﾑ･ﾚ･ﾌﾟﾚｾﾄﾞﾝ adv. 前作と同様に                    「副詞句」 

 

「これは年寄りだよ。うんと長生きする羊が欲しいんだ」 

《Celui-là est trop vieux. Je veux un mouton qui vive longtemps.》 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」》 

Celui-là ｽﾘｭｲ･ﾗ pron.m これは                                            「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

trop vieux ﾄﾛ･ｳﾞｭ adj. 年を取り過ぎた                                     「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

veux ｳﾞ 1 単現(vouloir)v.t 欲しい                                          「動詞」 

un mouton ｱﾝ･ﾑﾄﾝ n.m 羊を                                            「目的語」 

qui ｷ conj. 〜するような                             「形容詞節：mouton」 

vive ｳﾞｨｳﾞ 接・3 単現(vivre)v.i 生きるような      「動詞」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間                   「副詞句」 

 

 

僕は、エンジンの分解を始めるのを急いでいたので、我慢できなく

なって、こんな絵を描きなぐった。そしてこう言い放った。 

Alors, faute de patience, comme j’avais hâte de commencer le démontage de mon moteur, 

je griffonnai ce dessin-ci : Et je lançai :  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」：Et「主語」「動詞」： 

Alors ｱﾛｰ adv.（接続詞的に）それで                                       「副詞」 

faute de patience ﾌｫｯﾄ･ﾄﾞｩ･ﾊﾟｼﾖﾝｽ adv.（理由）我慢できなくて            「副詞句」 

  faute de ... 「〜がないので」 

comme ｺﾑ conj.（原因･理由）〜なので                                   「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

avais hâte de commencer ｱｳﾞｪ･ｱｰﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｺﾓﾝｾ 1 単半(avoir hâte de +不定詞) 

   v.t 〜を早く始めたかった                                    「動詞句」 

  avoir hâte de +不定詞 「早く〜したいと思う」 

le démontage de mon moteur ﾙ･ﾃﾞﾓﾝﾀｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ﾓﾄｩｰﾙ 

   n.m エンジンの分解を                                      「目的語」 

 démontage ﾃﾞﾓﾝﾀｼﾞｭ n.m 分解、取り外し 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

griffonnai ｸﾞﾘﾌｫﾈ 1 単過(griffonner)v.t 描きなぐった                        「動詞」 

ce dessin-ci ｽ･ﾃﾞｻﾝ･ｼ n.m こんな絵を                                   「目的語」 
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Et je lançai :                                                    Et「主語」「動詞」 

Et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lançai ﾛﾝｾ 1 単過(lancer)v.t（言葉を）放った                               「動詞」 

 

「これは箱だよ。君の欲しい羊はこの中にいるよ」 

《Ça c’est la caisse. Le mouton que tu veux est dedans.》 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「副詞」》 

《Ça c’ ｻ･ｽ pron これは                                                  「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

la caisse ﾗ･ｹｰｽ n.f 箱                                                    「補語」 

Le mouton ﾙ･ﾑﾄﾝ n.m 羊は                                               「主語」 

que ｸ conj. 〜する                                          「形容詞節：mouton」 

tu ﾁｭ pron 君が                                       「主語」 

veux ｳﾞ 2 単現(vouloir)v.t 欲しがっている                「動詞」 

est ｴ 3 単現(être)v.i いる                                                  「動詞」 

dedans ﾄﾞｩﾄﾞﾝ adv. 中に                                                  「副詞」 

 

しかし僕はわが幼い審査員の顔が、パッと明るくなったのを見て、非常に驚いた： 

Mais je fus bien surpris de voir s’illumener le visage de mon jeune juge : 

Mais「主語」「動詞句」「補語」「目的語」: 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

fus bien surpris de voir ﾌｭ･ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭﾙﾌﾟﾘ･ﾄﾞｩ･ｳﾞゎ-ﾙ 1 単過･受動 

   (être surpris de+不定詞)v.t 〜を見てとても驚いた                      「動詞句」 

s’illumener ｼﾘｭﾐﾈ 不定詞句 明るくなるのを                                「補語」 

le visage ﾙ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ n.m（不定詞の主語）顔色が                        「目的語」 

de mon jeune juge ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｼﾞｭｰｼﾞｭ 

 adj. 僕の幼い審査員の                              「形容詞句：visage」 

 

「僕が欲しかったのは、まったくこんなのだったのさ！この羊には、草がうんと必要だと思

う？」 

《C’est tout à fait comme ça que je le voulais! Crois-tu qu’il faille beaucoup d’herbe à ce 

mouton?                      《「動詞」「補語」「主語」┃「動詞」「主語」「目的語」》 

《C’ ｽ pron それは（形式主語） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 
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tout à fait comme ça ﾄｩ･ﾀﾌｪ･ｺﾑ･ｻ n. 全くこんなの                          「補語」 

que ｸ conj. 〜するものは                                                 「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                  「主語」 

le ﾙ pron それを（dessiner）                                    「目的語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半(vouloir)v.t 望んでいる                            「動詞」 

Crois ｸﾛゎ 2 単現(croire)v.t 思う                                           「動詞」 

tu ﾁｭ pron 君は                                                          「主語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                                「目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称主語 

faille ﾌｧｲﾕ 接・3 単現(falloir)v.h 必要だと                         「動詞」 

beaucoup d’herbe ﾎﾞｸ･ﾃﾞﾙﾌﾞ n.f 沢山の草が                       「主語」 

à ce mouton ｱ･ｽ･ﾑﾄﾝ adv. この羊に                        「間接目的語」 

 

「どうして」 

--- Pourquoi?                                                           《「副詞」》 

--- Pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうして？                                       「副詞」 

 

「だって、ぼくんとこはとっても狭いから．．．」 

--- Parce que chez moi c’est tout petit ...                              《「副詞節」》 

--- Parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ adv. 〜だから                                      「副詞節」 

chez moi c’ ｼｪ･ﾑゎ･ｽ n. 僕のところは                             「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

tout petit ﾄｩ･ﾌﾟﾃｨ adj. とても小さい                             「補語」 

 

「きっと、ちょうどいいよ。実に小さな羊をあげたんだから」 

--- Ça suffira sûrement. Je t’ai donné un tout petit mouton.》 

《「主語」「動詞」「副詞」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」》 

--- Ça ｻ pron それは                                                     「主語」 

suffira ｼﾌｨﾗ 3 単未･推量(suffire)v.i 十分だろう                             「動詞」 

sûrement ｼｭｰﾙﾓﾝ adv. きっと                                     「副詞：suffira」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

t’ ﾄｩ pron 君に                                                    「間接目的語」 

ai donné ｴ･ﾄﾞﾈ 1 単現･完了形(donner)v.t あげた                          「動詞句」 

un tout petit mouton ｱﾝ･ﾄｩ･ﾌﾟﾃｨ･ﾑﾄﾝ n.m 全く小さい羊を             「直接目的語」 
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彼は絵の方へ顔を傾けた。 

Il pencha la tête vers le dessin :                  「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」: 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

pencha ﾎﾟﾝｼｬ 3 単過(pencher)v.t 傾けた                                   「動詞」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄｩ n.f 顔を                                                 「目的語」 

vers le dessin ｳﾞｪｰﾙ･ﾙ･ﾃﾞｻﾝ adv. 絵の方へ                       「副詞句：pencha」 

 

「それほど小さくもないな．．．おや！眠っちゃったよ．．．」 

《Pas si petit que ça... Tiens! Il s’est endormi ...》 

《「補語」┃「感嘆」┃「主語」「動詞句」》 

《Pas si petit ﾊﾟ･ｼ･ﾌﾟﾃｨ adj.（部分否定）そんなに小さくない                  「補語」 

que ça ｸ･ｻ adv. それ程                                              「副詞」 

Tiens ﾃｨｱﾝ int.（驚き）おや                                              「感嘆」 

Il ｲﾙ pron 羊が                                                         「主語」 

s’est endormi ｾ･ｵﾝﾄﾞﾙﾐ 3 単現･完了形(s’endormir)v.i 眠った               「動詞句」 

 

こうして、僕はその王子さまと知り合いになった。 

Et c’est ainsi que je fis la connaissance du petit prince.      Et「動詞」「副詞」「主語」 

Et ｴ conj. そして 

c’ ｽ pron 形式主語 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

ainsi ｵﾝｼ adv. このように                                                「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                   「主語」 

fis ﾌｨ 3 単過(faire)v.t 〜になった                                    「動詞」 

la connaissance du petit prince ﾗ･ｺﾈｿﾝｽ･ｼﾞｭ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗﾝｽ 

   n.f 王子様と知り合い                                          「目的語」 

faire la connaissance de qn. 「人と知り合いになる」 

   C’est ... que 節 「〜は．．．である」という強調構文 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［C-1-1］異邦人 I  503 / 668 

［C-1-1］異邦人 I 

 

きょう母さんが死んだ。あるいは昨日だったかもしれないが、よく分からない。 

Aujourd’hui, maman est morte. Ou peut-être hier, je ne sais pas.  

「副詞」「主語」「動詞句」┃Ou「副詞句」「主語」「動詞句」 

Aujourd’hui, ｵｰｼﾞｭｰﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日                                       「副詞」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんが                                                 「主語」 

est morte. ｴ･ﾓﾙﾄｩ 3 単現･完了形.f(mourir)v.i 死んだ                       「動詞句」 

mort+e 「主語」が女性なので過去分詞に e が追加されている 

Ou ｳ conj. あるいは 

peut-être hier, ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ･ｲｪｰﾙ adv. もしかしたら昨日                       「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne sais pas. ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t よくわからない                 「動詞句」 

 

養老院からの電報を受け取ったのだ。 

J’ai reçu un télégramme de l’asile:              「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai reçu ｴ･ﾙｼｭ 1 単現･完了形(recevoir)v.t 受け取った                       「動詞句」 

un télégramme ｱﾝ･ﾃﾚｸﾞﾗﾑ n.m 電報を                                   「目的語」 

de l’asile: ﾄﾞｩ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院から                                     「副詞句」 

asile ｱｼﾞﾙ n.m 収容所、養老院 

 

「ハハウエゴセイキョ ソウギアス オクヤミモウシアゲル」 

«Mère décédée. Enterrement demain. Sentiments distingués.» 

《「主語」「動詞」┃「主語」「副詞」┃「副詞句」》 

Mère ﾒｰﾙ n.f 母上、ハハウエ                                             「主語」 

décédée. ﾃﾞｾﾃﾞ 過去分詞.f･受動(décéder)v.i 逝去された、セイキョ            「動詞」 

Enterrement ｱﾝﾃｰﾙﾓﾝ n.m 葬儀は、ソウギ                                 「主語」 

demain. ﾄﾞｩﾏﾝ adv. 明日、アス                                           「副詞」 

Sentiments ｿﾝﾁﾓﾝ pl.n.m 思いやり、感情                                「副詞句」 

distingués.» ﾃﾞｨｽﾀﾝｹﾞ adj.pl. 気品のある、卓越した                「形容詞」 

日本語的には「お悔み申し上げます」という感じ 
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これでは意味が分からない。たぶん昨日だったんだろう。 

Cela ne veut rien dire. C’était peut-être hier. 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」 

Cela ｽﾗ pron これは                                                     「主語」 

ne veut ...dire. ﾇ･ｳﾞ...ﾃﾞｨｰﾙ 3 単現･願望･否定(vouloir dire) 

   v.t 意味しない                                                      「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も                                                    「目的語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

peut-être hier. ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ･ｲｪｰﾙ adv. たぶん昨日                               「補語」 

 

養老院はアルジェから 80 キロメートル離れたマランゴにある。 

L’asile de vieillards est à Marengo, à quatre-vingts kilomètres d’Alger.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

L’asile de vieillards ﾗｼﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ n.m 養老院は                       「主語」 

asile ｱｼﾞﾙ n.m 収容所、養老院 vieillard ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ n.m 老人 

est ｴ 3 単現(être)v.i（存在）〜にある                                      「動詞」 

à Marengo, ｱ･ﾏﾗﾝｺﾞ adv. マランゴに                                    「副詞句」 

à quatre-vingts kilomètres ｱ･ｸゎﾄﾙ･ｳﾞｧﾝ･ｷﾛﾒｰﾄﾙ adv. 80 キロメートルの    「副詞句」 

d’Alger. ﾀﾞﾙｼﾞｪ adv. アルジェから                                       「副詞句」 

 

2 時のバスに乗ろうと思う。そうすれば午後のうちに着くだろう。 

Je prendrai l’autobus à deux heures et j’arriverai dans l’après-midi.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

prendrai ﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾚ 1 単未(prendre)v.t（乗物に）乗ろうと思う                 「動詞」 

l’autobus ﾛﾄﾋﾞｭｽ n.m バスに                                            「目的語」 

à deux heures ｱ･ﾄﾞｩ･ｾﾞｰﾙ adj. 2 時の                           「形容詞句」 

et ｴ conj. そうすれば 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

arriverai ｱﾘｳﾞﾚ 1 単未(arriver)v.i 着くだろう                               「動詞」 

dans l’après-midi. ﾄﾞﾝ･ﾗﾌﾟﾚ･ﾐﾃﾞｨ adv. 午後のうちに                      「副詞句」 
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すると通夜の番も出来るし、明日の晩には戻ってこられるだろう。 

Ainsi, je pourrai veiller et je rentrerai demain soir.  

「副詞」「主語」「動詞句」et「主語」「動詞」「副詞句」 

Ainsi, ｱﾝｼ adv. そうすれば                                               「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

pourrai veiller ﾌﾟﾚ･ｳﾞｪｲｪ 1 単未･可能(pouvoir+不定詞) 

v.i 通夜の番をすることが出来るだろう                           「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

rentrerai ﾛﾝﾄﾚ 1 単未(rentrer)v.i 戻って来るだろう                         「動詞」 

demain soir. ﾄﾞｩﾏﾝ･ｽゎ-ﾙ adv. 明日の晩に                                「副詞句」 

 

僕は雇い主に 2 日間の休暇を願い出たが、このような理由では彼も断れなかっただろう。 

J’ai demandé deux jours de congé à mon patron et il ne pouvait pas me les refuser avec 

une excuse pareille.  

「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander)v.t 求めた                「動詞句」 

deux jours de congé ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｺﾝｼﾞｪ pl.n.m 2 日間の休暇を       「直接目的語」 

à mon patron ｱ･ﾓﾝ･ﾊﾟﾄﾛﾝ adv. 雇い主に                             「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ne pouvait pas ...refuser ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟ...ﾙﾌｭｾﾞ 3 単半･推測･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 拒否することはできなかっただろう                                「動詞句」 

me les ﾑ･ﾚ pron 僕の要求を                                            「目的語」 

me は「間接目的語」、les は「直接目的語」（2 日間の休暇） 

avec une excuse pareille. ｱｳﾞｯｷ･ﾕﾝﾇ･ｴｸｽｷｭｰｽﾞ･ﾊﾟﾚｲﾕ 

adv. このような理由があるなら                                     「副詞句」

excuse ｴｸｽｷｭｰｽﾞ n.f 理由 pareil ﾊﾟﾚｲﾕ adj.（adj.f pareille）このような 

 

しかし彼は納得した様子ではなかった。 

Mais il n’avait pas l’air content.                     Mais「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

n’avait pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(avoir)v.t（心身の状態）〜していなかった   「動詞句」 

l’air content. ﾚｰﾙ･ｺﾝﾄﾝ n.m 納得した様子を                              「目的語」 
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air ｴｰﾙ n.m 様子 content ｺﾝﾄﾝ adj. 気に入った、納得した 

 

僕は彼に、「ぼくのせいじゃありません」とまで言ってしまった。 

Je lui ai même dit : «Ce n’est pas de ma faute.»  

「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞」「補語」》 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai même dit : ｴ･･ﾒｰﾑ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 〜とさえ言った            「動詞句」 

Ce ｽ pron これは                                                        「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜ではない                              「動詞」 

de ma faute.» ﾄﾞｩ･ﾏ･ﾌｫｰﾄ n.f 僕の責任、僕のせい                           「補語」 

de は否定冠詞 

 

彼は答えなかった。それで、僕は彼にそんなことを言うべきではなかったと思った。 

II n’a pas répondu. J’ai pensé alors que je n’aurais pas dû lui dire cela.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

II ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

n’a pas répondu. ﾅ･ﾊﾟ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 3 単現･完了形･否定(répondre) 

   v.i 答えなかった                                                    「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.t 〜と思った                     「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. それで                                                    「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

n’aurais pas dû ...dire ﾉｰﾚ･ﾊﾟ･ｼﾞｭ...ﾃﾞｨｰﾙ 条・1 単現･完了形･否定(devoir+不定詞) 

   v.t 言うべきではなかった                                      「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                            「間接目的語」 

cela. ｽﾗ pron そんなことを                                   「直接目的語」 

 

要するに、僕が言い訳をする必要はなかった。 

En somme, je n’avais pas à m’excuser.                  「副詞句」,「主語」「動詞句」 

En somme, ｵﾝ･ｿﾑ adv. 要するに、結局                                   「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’avais pas à +不定詞 ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｻﾞ 1 単半･必要・否定(avoir à+不定詞) 

v. 〜する必要はなかった                                       「動詞句」 

avoir à+不定詞 「〜しなければならない」 
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m’excuser. ﾒ･ｸｽｷｭｾﾞ 不定詞 v.pr あやまる、言い訳をする                  「動詞句」 

 

むしろ彼の方が僕にお悔みを示すべきだった。 

C’était plutôt à lui de me présenter ses condoléances.          「動詞」「副詞」「主語」 

C’ ｽ pron それは（仮の主語） 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

plutôt ﾌﾟﾘｭﾄ adv. むしろ                                                 「副詞」 

à lui ｱ･ﾘｭｲ adv. 彼が（不定詞の意味上の主語）〜することが                「主語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ v. 〜することが                                  「動詞句」 

me ﾑ pron 僕に「間接目的語」 

présenter ﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ 不定詞 v.t 示す                           「動詞」 

ses condoléances. ｾ･ｺﾝﾄﾞﾚｵﾝｽ pl.n.f お悔みを                      「目的語」 

 

しかし、おそらく明後日に、喪服を着た僕を見たらお悔みを言ってくるだろう。 

Mais il le fera sans doute après-demain, quand il me verra en deuil.  

Mais「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」,「副詞節」 

Mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                           「主語」 

le ﾙ pron そのことを                                                    「目的語」 

fera ﾌﾗ 3 単未(faire)v.t するだろう                                          「動詞」 

sans doute ｿﾝ･ﾄﾞｩｯﾄ adv. おそらく、多分                                 「副詞句」 

après-demain, ｱﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩﾏﾝ adv. あさって                                   「副詞」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時                                                「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                  「主語」 

me ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

verra ｳﾞｪﾗ 3 単未(voir)v.t 見る                                    「動詞」 

en deuil. ｵﾝ･ﾄﾞｩｲﾕ adv. 喪服を着た                              「副詞句」 

 

さしあたって、母さんはまだ死んでいなかったかのような状態である。 

Pour le moment, c’est un peu comme si maman n’était pas morte. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

Pour le moment, ﾌﾟｰﾙ･ﾙ･ﾓﾓﾝ adv. さしあたって                           「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un peu comme si ｱﾝ･ﾌﾟ･ｺﾑ･ｼ adv. あたかも〜のような                      「補語」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんは                                           「主語」 
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n’était pas morte. ﾈﾃ･ﾊﾟ･ﾓﾙﾄｩ 仮定法・3 単半･完了形(mourir) 

v.i 死んでいなかった                                     「動詞句」 

 

葬儀の後には反対に、それは処理済みの一件になって、全てがもっと公式な様子に見えるよ

うになっているだろう。 

Après l’enterrement, au contraire, ce sera une affaire classée et tout aura revêtu une 

allure plus officielle. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Après l’enterrement, ｱﾌﾟﾚ･ﾛﾝﾃﾙﾓﾝ adv. 葬儀の後には                      「副詞句」 

au contraire, ｵ･ｺﾝﾄﾚｰﾙ adv. 逆に、反対に                                「副詞句」 

ce ｽ pron このことは（母の死、葬儀）                                    「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未(être)v.i 〜になるだろう                                     「動詞」 

une affaire classée ｳﾝﾇ･ｱﾌｪｰﾙ･ｸﾗｯｾ n.f 処理済みの一件                      「補語」 

affaire ｱﾌｪｰﾙ n.f 事、問題 classé ｸﾗｯｾ 過去分詞(classer)adj. 分類された 

et ｴ conj. そして 

tout ﾄｩｯﾄ 全てが                                                         「主語」 

aura revêtu ｵｰﾗ･ﾙﾍﾞﾁｭ 3 単未･完了形(revêtir) 

v.t（〜の風に）見えるようになっているだろう                         「動詞句」 

une allure ﾕﾝﾇ･ｱﾘｭｰﾙ n.f 様子                                            「目的語」 

plus officielle. ﾌﾟﾘｭ･ｵﾌｨｼｴﾙ adj. もっと公式な                   「形容詞句」 

 

僕は 2 時のバスに乗った。とても暑かった。 

J’ai pris l’autobus à deux heures. II faisait très chaud.  

「主語」「動詞句」「目的語」┃「動詞」「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pris ｴ･ﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(prendre)v.t（乗物に）乗った                   「動詞句」 

l’autobus ﾛﾄﾋﾞｭｽ n.m バスに                                             「目的語」 

à deux heures. ｱ･ﾄﾞｩ･ｾﾞｰﾙ adj. 2 時の                           「形容詞句」 

II ｲﾙ pron 形式主語（天気・気候） 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.h 〜だった                                       「動詞」 

très chaud. ﾄﾚ･ｼｮ adj. とても暑い                                         「補語」 

 

僕はいつものようにセレストのレストランで食事をした。 

J’ai mangé au restaurant, chez Céleste, comme d’habitude.「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai mangé ｴ･ﾓﾝｼﾞｪ 1 単現･完了形(manger)v.t 食べた                       「動詞句」 
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au restaurant, ｵ･ﾚｽﾄﾛﾝ adv. レストランで                               「副詞句」 

chez Céleste, ｼｪ･ｾﾚｽﾄ adv. セレストのところで                           「副詞句」 

comme d’habitude. ｺﾑ･ﾀﾞﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ adv. いつものように                    「副詞句」 

habitude ｱﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ n.f 習慣 

 

レストランの皆はぼくのことをとても気遣ってくれた。そしてセレストは僕に言った。「お

ふくろっていうのは一人しかいないからな。」 

Ils avaient tous beaucoup de peine pour moi et Céleste m’a dit: «On n’a qu’une mère.»  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「間接目的語」「動詞句」 

《「主語」「動詞句」「目的語」》 

Ils ｲﾙ pron レストランの皆は                                             「主語」 

avaient ｱｳﾞｪ 3 複半(avoir)v.t 〜をした                                     「動詞」 

tous beaucoup de peine ﾄｩ･ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟｰﾇ n.f とても気遣いを               「目的語」 

pour moi ﾌﾟｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕に対して                              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

Céleste ｾﾚｽﾄ n. セレストは                                               「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

n’a qu’ ﾅ･ｸ 3 単現･否定(avoir , ne..que)v.t 〜しかいない                   「動詞句」 

une mère.» ﾕﾝﾇ･ﾒｰﾙ n.f 一人の母親                                      「目的語」 

 

店を出る時には、皆が僕を戸口まで送ってくれた。 

Quand je suis parti, ils m’ont accompagné à la porte. 

「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

suis parti, ｼｭｲ･ﾊﾟﾙﾃｨ 1 単現･完了形(partir)v.i 店を出た            「動詞句」 

ils ｲﾙ pron 皆は                                                         「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

ont accompagné ｵﾝ･ｱｺﾝﾊﾟﾆｪ 3 複現･完了形(accompagner)v.t 送ってくれた  「動詞句」 

à la porte. ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 戸口まで                                      「副詞句」 
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僕はもう少しで忘れるところだった。というのは、エマニュエルのところに立ち寄って、黒

のネクタイと喪章を借りなければならなかったのだ。 

J’étais un peu étourdi parce qu’il a fallu que je monte chez Emmanuel pour lui emprunter 

une cravate noire et un brassard.  

「主語」「動詞」「補語」parce qu’「動詞句」「主語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

un peu étourdi ｱﾝ･ﾌﾟ･ｴﾄﾙﾃﾞｨ adj. 少しそそっかしい                        「補語」 

もう少しで忘れるところだった 

parce qu’ ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                                         「副詞節」 

il a fallu que +接続法 ｲ･ﾗ･ﾌｧﾘｭ･ｸ 3 単現･完了形(falloir que+接続法) 

  v.i 〜しなければならなかった                                  「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は〜                                                 「主語」 

monte ﾓﾝﾄｩ 接・1 単現(monter)v.i（人の家に）立ち寄る         「動詞」 

chez Emmanuel ｼｪ･ｴﾏﾆｭｴﾙ adv. エマニュエルのところに       「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                        「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                               「間接目的語」 

emprunter ｵﾝﾌﾟﾘｭﾝﾃ 不定詞 v.t 借りる                  「動詞」 

une cravate noire et un brassard. ﾕﾝﾇ･ｸﾗｳﾞｧｯﾄ･ﾇゎ-ﾙ･ｴ･ｱﾝ･ﾌﾞﾗｻｰﾙ 

n.pl. 黒のネクタイと喪章を                 「目的語」 

 

彼は数か月前に伯父さんを失くしていたのだ。僕はバスの出発に遅れないように走った。 

Il a perdu son oncle, il y a quelques mois. J’ai couru pour ne pas manquer le départ.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a perdu ｱ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ 3 単現･完了形(perdre)v.t 失くしていた                  「動詞句」 

son oncle, ｿﾝ･ｵﾝｸﾙ n.m 伯父さんを                                      「目的語」 

il y a quelques mois. ｲ･ﾘ･ｱ･ｹﾙｸ･ﾑゎ adv. 数か月前に                      「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai couru ｴ･ｸﾘｭ 1 単現･完了形(coourir)v.i 走った                          「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

ne pas manquer ﾇ･ﾊﾟ･ﾓﾝｹ 不定詞･否定形 v.t 逃がさない            「動詞句」 

le départ. ﾙ･ﾃﾞﾊﾟｰﾙ n.m バスの出発を                            「目的語」 
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このように急いだり走ったために、多分それに加えて車の揺れやガソリンのにおいや道路

や空からの照り返しなどすべてのせいで、僕はうとうとしてしまった。 

Cette hâte, cette course, c’est à cause de tout cela sans doute, ajouté aux cahots, à l’odeur 

d’essence, à la réverbération de la route et du ciel, que je me suis assoupi.  

「副詞句」,「動詞」「副詞句」「主語」 

Cette hâte, ｾｯﾄ･ｱｰﾄ n.f（原因）このように急いだことで                   「副詞句」 

cette course, ｾｯﾄ･ｸﾙｽ n.f（原因）このように走ったことで                  「副詞句」 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 節：強調構文） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à cause de tout cela ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞｩ･ﾄｩｯﾄ･ｽﾗ adv. これらすべてのせいで        「副詞句」 

sans doute, ｿﾝ･ﾄﾞｩｯﾄ adv. 多分、おそらく                               「副詞句」 

ajouté ｱｼﾞｭﾃ 過去分詞･受動(ajouter)v.t (à) 〜に加えて                    「副詞句」 

aux cahots, ｵ･ｶｵ adv. 車の揺れ                                  「目的語」 

à l’odeur d’essence, ｱ･ﾛﾃﾞｰﾙ･ﾃﾞｿﾝｽ adv. ガソリンのにおい          「目的語」 

à la réverbération de la route et du ciel, ｱ･ﾗ･ﾚｳﾞｪﾙﾍﾞﾗｼｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾙｰﾄ･ｴ･ｼﾞｭ･ｼｴﾙ 

   adv. 道路や空からの照り返し                                  「目的語」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                    「主語」 

me suis assoupi. ﾑ･ｼｭｲ･ｱｽﾋﾟ 1 単現･完了形(s’assoupir)v.pr うとうとした「動詞句」 

「僕が〜したのは．．．のせいだ」という強調構文だが、「〜のせいで、僕は〜した」 

 

僕は到着するまでほとんどの時間は眠っていた。 

J’ai dormi pendant presque tout le trajet.                「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dormi ｴ･ﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(dormir)v.i 眠っていた                     「動詞句」 

pendant ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ prep 〜の間                                            「副詞句」 

presque tout le trajet. ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｩ･ﾙ･ﾄﾗｼﾞｪ n.m ほとんどの道のり     「目的語」 

presque ﾌﾟﾚｽｷ adv. ほとんど trajet ﾄﾗｼﾞｪ n.m 道のり 

 

それから目を覚ますと、僕は一人の軍人にもたれかかっていた。彼は僕に微笑んで、遠くか

ら来たのかと尋ねた。 

Et quand je me suis réveillé, j’étais tassé contre un militaire qui m’a souri et qui m’a 

demandé si je venais de loin.  

Et「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」「間接目的語」,「形容詞節」 

Et ｴ conj. そして 

quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 
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je ｼﾞｭ pron 僕が                                                「主語」 

me suis réveillé, ﾑ･ｼｭｲ･ﾚｳﾞｪｲｪ 1 単現･完了形(se réveiller) 

v.pr 目を覚ました                                           「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

tassé ﾀｯｾ 過去分詞(tasser)adj. 詰め寄った                                 「補語」 

contre un militaire ｺﾝﾄﾙ･ｱﾝ･ﾐﾘﾃｰﾙ adv. 一人の軍人に                 「間接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕に                                          「間接目的語」 

a souri ｱ･ｽﾘ 3 単現･完了形(sourire)v.i 微笑んだ                 「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

m’ ﾑ pron 僕に                                           「間接目的語」 

a demandé ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた        「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                              「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                         「主語」 

venais ﾌﾞﾈ 1 単半(venir)v.i 来た                           「動詞」 

de loin. ﾄﾞｩ･ﾙゎﾝ adv. 遠くから                          「副詞句」 

 

僕はそれ以上話さなくても良いように「ええ」とだけ答えた。 

J’ai dit «oui» pour n’avoir plus à parler.         「主語」「動詞句」《「応答」》「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

«oui» ｳｨ adv. ええ、はい                                                 「応答」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するように                                    「副詞句」 

n’avoir plus à parler. ﾅｳﾞゎ-ﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｻﾞ･ﾊﾟﾙﾚ 不定詞･否定(avoir à+不定詞) 

v.i それ以上話す必要がない                                    「動詞句」 

avoir à+不定詞 〜しなければならない n’avoir à+不定詞 〜する必要がない 

 

養老院は村から 2 キロメートル離れた所にある。僕はそこまで歩いて行った。 

L’asile est à deux kilomètres du village. J’ai fait le chemin à pied.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

L’asile ﾗｼﾞﾙ n.m 養老院は                                                「主語」 

est ｴ (être)v.i（存在）〜にある                                            「動詞」 

à deux kilomètres du village. ｱ･ﾄﾞｩ･ｷﾛﾒｰﾄﾙ･ｼﾞｭ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ 

   adv. 村から 2 キロメートルのところに                                 「副詞句」 
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J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai fait ｴ･ﾌｪ 1 単現･完了形(faire)v.t 〜した                                「動詞句」 

le chemin ﾙ･ｼｭﾏﾝ n.m その道のりを                                     「目的語」 

à pied. ｱ･ﾋﾟｴ adv.（手段）徒歩で                                        「副詞句」 

 

僕は母さんにすぐ会いたかった。 

J’ai voulu voir maman tout de suite.            「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai voulu voir ｴ･ｳﾞﾘｭ･ｳﾞゎ-ﾙ 1 単現･完了形･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 〜に会いたかった                                                「動詞句」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんに                                               「目的語」 

tout de suite. ﾄｩ･ﾄﾞｩ･ｼｭｲｯﾄ adv. すぐに                                  「副詞句」 

 

しかし門番は、僕が院長に会うように強く勧めた。 

Mais le concierge m’a dit qu’il fallait que je rencontre le directeur.  

Mais「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                       「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il fallait ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半(falloir que+接続法) 

v.h 〜しなければならない                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                 「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                     「主語」 

rencontre ﾛﾝｺﾝﾄﾙ 接・1 単現(rencontrer)v.t 会う        「動詞」 

le directeur. ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長に                「目的語」 

 

彼は手がふさがっていたので、僕は少し待った。 

Comme il était occupé, j’ai attendu un peu.    「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

occupé, ｵｷｭﾍﾟ adj. 忙しい、手がふさがった                         「補語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai attendu ｴ･ｱﾄﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形(attendre)v.i 待った                    「動詞句」 
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un peu. ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

 

待っている間ずっと、門番はしゃべり続けていた。それから院長に会った。彼は僕を院長室

に迎え入れた。 

Pendant tout ce temps, le concierge a parlé et ensuite, j’ai vu le directeur : il m’a reçu 

dans son bureau.  「副詞句」,「主語」「動詞句」et「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」： 

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

Pendant tout ce temps, ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾄｳ･ｽ･ﾄﾝ adv. 待っている間じゅう          「副詞句」 

le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番は                                       「主語」 

a parlé ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler)v.i しゃべっていた                   「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

ensuite, ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                           「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 会った                                「動詞句」 

le directeur : ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｰﾙ n.m 院長に                                    「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a reçu ｱ･ﾙｼｭ 3 単現･完了形(recevoir)v.t 迎えた                           「動詞句」 

dans son bureau. ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adv. 院長室で                            「副詞句」 

bureau ﾋﾞｭﾛｰ n.m 勤務先、会社、事務室、所長室、事務局 

 

院長は、レジョン・ドヌール勲章をつけた小柄な老人だった。彼は淡い色の目で僕を見つめ

た。 

C’était un petit vieux, avec la Légion d’honneur. Il m’a regardé de ses yeux clairs.  

「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

C’ ｽ pron 院長は                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

un petit vieux, ｱﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ｳﾞｨﾕｰ n.m 小さな老人                             「補語」 

avec la Légion d’honneur. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗ･ﾚｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾇｰﾙ 

adj. レジョン・ドヌール勲章をつけた                         「形容詞句」 

la Légion d’honneur ﾗ･ﾚｼﾞｮﾝ･ﾄﾞﾇｰﾙ n.f レジョン・ドヌール勲章（ナポレオンが制定した

勲章。国家に功績のあった者に与えられる。） 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a regardé ｱ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(regarder)v.t 見つめた                  「動詞句」 

de ses yeux clairs. ﾃﾞ･ｾ･ｼﾞｭ･ｸﾚｰﾙ adv.（手段）淡い色の目によって         「副詞句」 
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yeux ｲｭｰ pl.nm 両目 clair ｸﾚｰﾙ adj. 明るい、淡い色の 

 

それから彼は僕の手を握りしめたが、その手をいつまでも話さなかったので、僕はどうやっ

て手を引っ込めたら良いかが全く分からなかった。 

Puis il m’a serré la main qu’il a gardée si longtemps que je ne savais trop comment la 

retirer.         「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「目的語」「主語」「動詞句」「副詞句」que「主語」「動詞句」「目的語」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕の                                                    「間接目的語」 

a serré ｱ･ｾﾚ 3 単現･完了形(serrer)v.t 握りしめた、つかんだ               「動詞句」 

la main ﾗ･ﾏﾝ n.f 手を                                              「直接目的語」 

qu’ ｸ pron その手を                                                   「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a gardée ｱ･ｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(garder)v.t 離さなかった                 「動詞句」 

si longtemps ｼ･ﾛﾝﾄﾝ adv. あまりにも長く                                「副詞句」 

que ｸ conj.(si...que) その結果〜できない 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne savais trop ﾇ･ｻｳﾞｪ･ﾄﾛ 1 単半(savoir)v.t 全く分からなかった             「動詞句」 

ne...trop は否定の強調 

comment+不定詞 ｺﾓﾝ n.m どのように〜するかと言う方法が               「目的語」 

la ﾗ pron 手を                                                 「目的語」 

retirer. ﾙﾁﾚ 不定詞 v.t 引っ込める                                  「動詞」 

 

彼は書類に目を通してから、僕に言った。 

Il a consulté un dossier et m’a dit:  

「主語」「動詞句」「目的語」et「間接目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a consulté ｱ･ｺﾝｼﾙﾃ 3 単現･完了形(consulter)v.t 調べた、参照した          「動詞句」 

un dossier ｱﾝ･ﾄﾞｯｼｪ n.m 書類を                                        「目的語」 

et ｴ conj. そして 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 
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「ムルソーさんは 3 年前にここにお入りになりました。あなたはたった一人の身内です」 

«Mme Meursault est entrée ici il y a trois ans. Vous étiez son seul soutien.»  

《「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Mme Meursault ﾏﾀﾞﾑ･ﾑﾙｿｰ n.f ムルソーさんは                             「主語」 

est entrée ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形(entrer)v.i 入られました                  「動詞句」 

ici ｲｼ adv. ここに                                                       「副詞」 

il y a trois ans. ｲ･ﾘ･ﾔ･ﾄﾙゎ･ｻﾞﾝ adv. 3 年前に                             「副詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

étiez ｴﾁｴ 2 複半(être)v.i 〜だった                                         「動詞」 

son seul soutien.» ｿﾝ･ｽﾙ･ｽﾁｱﾝ n.m たった一人の身内                       「補語」 

soutien ｽﾁｱﾝ n.m 支え、支持者、支援 

 

僕は、彼が僕に何かを咎めだてしているように思われたので、彼に説明を始めた。 

J’ai cru qu’il me reprochait quelque chose et j’ai commencé à lui expliquer.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai cru ｴ･ｸﾘｭ 1 単現･完了形(croire)v.t (que) 〜だと思った                   「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜だということを                                           「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                            「間接目的語」 

reprochait ﾙﾌﾟﾛｼｪ 3 単半・過去の現在(reprocher)v.t 咎めている      「動詞」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ n.f 何かを                         「直接目的語」 

et ｴ conj. それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai commencé +à+不定詞 ｴ･ｺﾓﾝｾ 1 単現･完了形･開始(commencer+à+不定詞) 

   v. 〜をし始めた                                                     「動詞句」 

à lui expliquer. ｱ･ﾘｭｲ･ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 不定詞(+lui)v. 彼に説明を           「動詞句」 

 

しかし彼は僕をさえぎって言った：「弁解などしなくてもいいのですよ。あなたは」 

Mais il m’a interrompu: «Vous n’avez pas à vous justifier, mon cher enfant.  

Mais「主語」「動詞句」「目的語」：《「主語」「動詞句」,「呼びかけ」》 

Mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a interrompu: ｱ･ｱﾝﾃﾛﾝﾋﾟｭ 3 単現･完了形(interropmpre)v.t さえぎって言った「動詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 
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n’avez pas à vous justifier, ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｱ･ｳﾞ･ｼﾞｭｽﾃｨﾌｨｴ 2 複現･必要･否定 

(avoir à+不定詞 se justifier)v.pr 弁解しなくても良い               「動詞句」 

avoir à+不定詞 は「〜しなければならない」、否定形は「〜する必要はない」 

se justifier ｽ･ｼﾞｭｽﾃｨﾌｨｴ v.pr 弁明する 

mon cher enfant. ﾓﾝ･ｼｪｰﾙ･ｵﾝﾌｫﾝ n.m あなたは                         「呼びかけ」 

 

「お母さまの書類は読みました。お母さまの面倒を見るゆとりはなかったのですね」 

J’ai lu le dossier de votre mère. Vous ne pouviez subvenir à ses besoins.  

《「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai lu ｴ･ﾘｭ 1 単現･完了形(lire)v.t 読んだ                                  「動詞句」 

le dossier ﾙ･ﾄﾞｯｼｪ n.m 書類を                                          「目的語」 

de votre mère. ﾄﾞｩ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ adj. お母さまについての           「形容詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

ne pouviez subvenir ﾇ･ﾌﾟｳﾞｨｴ･ｼｭﾌﾞｳﾞﾆｰﾙ 2 複半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.i (à に) 援助を与えることはできなかった                            「動詞句」 

à ses besoins. ｱ･ｾ･ﾌﾞｽﾞﾜﾝ adv. 彼女の生活費に                       「間接目的語」 

→ お母さまの面倒を見るゆとりはなかった 

 

「彼女には看護人が必要でしたが、あなたの収入はそれほどではない」 

Il lui fallait une garde. Vos salaires sont modestes.  

《「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

Il lui fallait ｲﾙ･ﾘｭｲ･ﾌｧﾚ 3 単半(falloir+名詞)v.t 彼女には〜が必要だった     「動詞句」 

lui は「間接目的語」彼女にとって 

une garde. ﾕﾝﾇ･ｷﾞｬﾙﾄﾞ n.f 看護人が                                     「目的語」 

Vos salaires ｳﾞｫ･ｻﾚｰﾙ pl.n.m あなたの給与は                              「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                           「動詞」 

modestes. ﾓﾃﾞｽﾄ adj. 控えめの、慎ましい                                  「補語」 

 

「そして全てを考えると、彼女はここに来たのが一番幸せだったのです」 

Et tout compte fait, elle était plus heureuse ici.»  

《Et「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」「副詞」》 

Et ｴ conj. そして 

tout compte ﾄｩ･ｺﾝﾄ n.m 全ての計算が                            「目的語」 

fait, ﾌｪ 過去分詞･受動(faire)v.t なされたら                               「副詞句」 

→ 全てを考えると 
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elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

plus heureuse ﾌﾟﾘｭ･ｽﾞﾙｰｽﾞ adj. 一番幸せな                                「補語」 

ici.» ｲｼ adv. ここにきて                                                  「副詞」 

 

僕は言った：「はい、その通りです。院長さん」 

J’ai dit: «Oui, monsieur le Directeur.»        「主語」「動詞句」：《「応答」「呼びかけ」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit: ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

Oui, ｳｨ adv. はい、その通りです                                          「応答」 

monsieur le Directeur.» ﾑｼｭｰ･ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長さん                「呼びかけ」 

 

彼は付け加えて言った。「ご存じの通り、お母さまには同年代の仲間がいました」 

Il a ajouté: «Vous savez, elle avait des amis, des gens de son âge.  

「主語」「動詞句」：《「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a ajouté: ｱ･ｱｼﾞｭﾃ 3 単現･完了形(ajouter)v.t 付け加えて言った              「動詞句」 

Vous savez, ｳﾞ･ｻｳﾞｪ adv. ご存知の通り                                  「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t いた                                           「動詞」 

des amis, ﾃﾞ･ｻﾞﾐ pl.n. 仲間が                                           「目的語」 

des gens de son âge. ﾃﾞ･ｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾅｰｼﾞｭ pl.n. 同年代の人々が           「目的語」 

 

「彼女は彼らと一緒に一昔前の趣味を楽しむことが出来たのです」 

Elle pouvait partager avec eux des intérêts qui sont d’un autre temps.  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」》 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

pouvait partager ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟﾙﾀｼﾞｪ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 共有することが出来た、共にすることが出来た                      「動詞句」 

avec eux ｱｳﾞｪｯｷ･ｳ adv. 彼らと一緒に                                    「副詞句」 

des intérêts pl.n.m 趣味を                                              「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                 「動詞」 

d’un autre temps. ﾀﾞﾝ･ｵｰﾄﾙ･ﾄﾝ adj. 一昔前の                     「補語」 
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「あなたはまだお若いから、あなたと一緒だとお母さまは退屈なさったでしょう。」 

Vous êtes jeune et elle devait s’ennuyer avec vous.»  

《「主語」「動詞」「補語」et「主語」「動詞句」「副詞句」》 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

êtes ｾﾞｯﾄ 2 複現(être)v.i 〜である                                         「動詞」 

jeune ｼﾞｭﾇ adj. 若い                                                     「補語」 

et ｴ conj. だから 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

devait s’ennuyer ﾄﾞｩｳﾞｪ･ｿﾝﾆｭｲｴ 3 単半･可能性(devoir+不定詞) 

   v.pr 退屈したに違いない                                             「動詞句」 

avec vous.» ｱｳﾞｪｯｷ･ｳﾞ adv. あなたと一緒だと                             「副詞句」 

 

それは本当だった。 

C’était vrai.                                               「主語」「動詞」「補語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

vrai. ｳﾞﾚ adj. 本当の                                                    「補語」 

 

母さんが家にいた時、彼女は黙って目で僕を追いながら時間を過ごしていた。 

Quand elle était à la maison, maman passait son temps à me suivre des yeux en silence.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                               「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜にいた                                    「動詞」 

à la maison, ｱ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adv. 家に                                  「副詞句」 

maman ﾏﾓﾝ n.f 母さんは                                                 「主語」 

passait ﾊﾟｾ 3 単半(passer)v.t（時を）過ごしていた                          「動詞」 

son temps ｿﾝ･ﾄﾝ n.m 自分の時間を                                      「目的語」 

à me suivre ｱ･ﾑ･ｼｭｲｰｳﾞﾙ adv.（継続：à+不定詞）僕を追いながら           「副詞句」 

des yeux ﾃﾞ･ｼﾞｭ adv. 目で                                      「副詞句」 

en silence. ｵﾝ･ｼﾛﾝｽ adv. 黙って                                         「副詞句」 

 

母が養老院に来た最初の頃は、よく泣いていたものだった。 

Dans les premiers jours où elle était à l’asile, elle pleurait souvent.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」 

Dans les premiers jours ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 最初の頃は               「副詞句」 
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où ｳ pron 〜した                                                    「形容詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                             「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜に来た                                 「動詞」 

à l’asile, ｱ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院に                                 「副詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

pleurait ﾌﾟﾙﾚ 3 単半(pleurer)v.i 泣いていたものだ                          「動詞」 

souvent. ｽｳﾞｫﾝ adv. よく                                                 「副詞」 

 

しかしそれは習慣のせいだ。何ヶ月かたってから、もし彼女を養老院から出したとしても、

きっと泣いただろう。 

Mais c’était à cause de l’habitude. Au bout de quelques mois, elle aurait pleuré si on 

l’avait retirée de l’asile.  

Mais「主語」「動詞」「補語」┃「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞節」 

Mais ﾒ conj. しかし 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

à cause de l’habitude. ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾗﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ adj. 習慣のせい                  「補語」 

Au bout de ｵ･ﾌﾞｰ･ﾄﾞｩ adv. 〜の後に                                     「副詞句」 

quelques mois, ｹﾙｸ･ﾑゎ pl.n.m 数ヶ月                           「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

aurait pleuré ｵﾚ･ﾌﾟﾙﾚ 条・3 単現･完了形(pleurer)v.i きっと泣いただろう   「動詞句」 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

l’ ﾗ pron 彼女を                                                「目的語」 

avait retirée ｱｳﾞｪ･ﾙﾃｨﾚ 3 単現･完了形(retirer)v.t 引き出した       「動詞句」 

de l’asile. ﾄﾞｩ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院から                             「副詞句」 

 

やはり習慣のせいで。最近 1 年の間、僕がほとんど養老院に行かなくなっていたのは、少し

はそのせいといえる。 

Toujours à cause de l’habitude. C’est un peu pour cela que dans la dernière année je n’y 

suis presque plus allé.                          「副詞句」┃「動詞」「補語」「主語」 

Toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. やはり                                             「副詞」 

à cause de l’habitude. ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾄﾞｩ･ﾗﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ adv. 習慣のせい               「副詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 節）強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un peu pour cela ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟｰﾙ･ｽﾗ adv. 少しはこのための                     「補語」 
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que ｸ conj. 〜すつことは                                                 「主語」 

dans la dernière année ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ｱﾈ adv. 最近 1 年の間         「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                   「主語」 

n’y suis presque plus allé. ﾆ･ｼｭｲ･ﾌﾟﾚｽｷ･ﾌﾟﾘｭ･ｻﾞﾚ 1 単現･完了形(aller) 

v.i 養老院にほとんど行かなくなっていた                         「動詞句」 

y は à l’asile を表す 

 

それにここに来ると、僕の日曜日がつぶれてしまうからでもあった。――バス停に行き、切

符を買って、2 時間バスに乗るという手間は別にしてもである。 

Et aussi parce que cela me prenait mon dimanche --- sans compter l’effort pour aller à 

l’autobus, prendre des tickets et faire deux heures de route. 

Et「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

Et ｴ conj. そして 

aussi parce que ｵｼ･ﾊﾟﾙｽ･ｸ adv. また〜だからでもある                     「副詞句」 

cela ｽﾗ pron ここへ来ることは                                            「主語」 

me ﾑ pron 僕から                                                 「間接目的語」 

prenait ﾌﾟﾙﾈ 3 単半(prendre)v.t 奪い取った                                「動詞」 

mon dimanche ﾓﾝ･ﾃﾞｨﾓﾝｼｭ n.m 日曜日を                            「直接目的語」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜しなくても                                      「副詞句」 

compter ｺﾝﾃ 不定詞 v.t 計算に入れる                               「動詞」 

l’effort ﾚﾌｫｰﾙ n.m 手間、骨折り                                 「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adj. 〜するための                          「形容詞句」 

aller à l’autobus, ｱﾚ･ｱ･ﾗｳﾄﾌﾞｽ v.i バス停に行く         「動詞句」 

prendre des tickets ﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ･ﾃﾞ･ﾁｹ v.t 切符を買う       「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

faire deux heures de route. ﾌｪｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｾﾞｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾙｰﾄ 

v.t 2 時間バスに乗る                               「動詞句」 

 

院長は僕にさらに話し続けていた。しかし僕は彼の話をもうほとんど聞いていなかった。そ

れから彼は僕に言った：「お母さまに会いたいでしょう？」 

Le directeur m’a encore parlé. Mais je ne l’écoutais presque plus. Puis il m’a dit: 《Je 

suppose que vous voulez voir votre mère.》 

「主語」「間接目的語」「動詞句」┃Mais「主語」「動詞句」 

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」：《「主語」「動詞」「目的語」》 

Le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長は                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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a encore parlé. ｱ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler+encore) 

v.i さらに話し続けていた                                            「動詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne l’écoutais presque plus. ﾇ･ﾚｸﾃ･p ﾚｽｷ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半･否定(écouter) 

v.t 彼の話をもうほとんど聞いていなかった                            「動詞句」 

l’ ﾙ pron 彼の話を presque ﾌﾟﾚｽｷ adv. ほとんど plus ﾌﾟﾘｭ adv. (ne) もう〜ない 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                  「動詞」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suppose ｼｭﾎﾟｽﾞ 1 単現(supposer)v.t (que) 〜と思う                         「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                            「主語」 

voulez voir ｳﾞﾚ･ｳﾞゎ-ﾙ 2 複現･願望(vouloir+不定詞) 

   v.t 会いたい                                                 「動詞句」 

votre mère.》ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ n.f お母さまに                            「目的語」 

 

僕が何も言わずに立ち上がると、彼は僕を先導してドアの方へ進んで行った。 

Je me suis levé sans rien dire et il m’a précédé vers la porte.  

「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis levé ﾑ･ｼｭｲ･ﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形(se lever)v.pr 立ち上がった          「動詞句」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜せずに                                          「副詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                        「目的語」 

dire ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t 言う                                          「動詞」 

et ｴ conj. すると 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a précédé ｱ･ﾌﾟﾚｾﾃﾞ 3 単現･完了形(précéder)v.t（〜より）先に行った        「動詞句」 

vers la porte. ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. ドアの方へ                              「副詞句」 
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階段を歩いている時、彼は僕に説明した。「お母さまは、私どものちょっとした霊安室へ移

してあります。他の人たちを動揺させないためです。」 

Dans l’escalier, il m’a expliqué: 《Nous l’avons transportée dans notre petite morgue. 

Pour ne pas impressionner les autres.  

「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」┃「副詞句」》 

Dans l’escalier, ﾄﾞﾝ･ﾚｽｶﾘｴ adv. 階段を歩いている時                       「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a expliqué: ｱ･ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 3 単現･完了形(expliquer)v.t 説明した                「動詞句」 

Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

l’ ﾗ pron お母さまを                                                   「目的語」 

avons transportée ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾛﾝｽﾎﾟﾙﾃ 1 複現･完了形.f(transporter) 

   v.t 移した、移動した                                                「動詞句」 

dans notre petite morgue. ﾄﾞﾝ･ﾉﾄﾙ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾓﾙｸﾞ 

 adv. 私どものちょっとした霊安室へ                                   「副詞句」 

 petite ﾌﾟﾃｨｯﾄ adj.f 小さい、ささやかな、ちょっとした morgue ﾓﾙｸﾞ n.f 霊安室 

Pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

ne pas impressionner ﾇ･ﾊﾟ･ｻﾞﾝﾌﾟﾚｼｮﾈ 不定詞･否定形 

   v.t 動揺させない                                             「動詞句」 

les autres. ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ pl.n. 他の人たちを                            「目的語」 

 

「入寮者が亡くなるたびに、他の者たちは 2〜3 日の間神経質になります。するとそれが業

務に支障を与えてしまうからです」 

Chaque fois qu’un pensionnaire meurt, les autres sont nerveux pendant deux ou trois 

jours. Et ça rend le service difficile.»  

《「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」「副詞句」┃Et「主語」「動詞」「目的語」「補語」》 

Chaque fois ｼｬｯｷ･ﾌゎ n.f 毎回                                          「副詞句」 

qu’ ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 

un pensionnaire ｱﾝ･ﾎﾟﾝｼｮﾈｰﾙ n. 入寮者が                        「主語」 

meurt, ﾑｰﾙ 3 単現(mourir)v.i 亡くなる                           「動詞」 

les autres ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ pl.pron 他の者たちは                                   「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜になる                                           「動詞」 

nerveux ﾈﾙｳﾞ adj. 神経質な                                               「補語」 

pendant deux ou trois jours. ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｳ･ﾄﾙゎ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 2〜3 日の間     「副詞句」 

Et ｴ conj. すると 
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ça ｻ pron それが                                                        「主語」 

rend ﾛﾝ 3 単現(rendre)v.t (SVOC) O を C にする                            「動詞」 

le service ﾙ･ｾﾙｳﾞｨｽ n.m 業務を                                         「目的語」 

difficile.» ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj. 困難な                                             「補語」 

 → それが業務に支障を与えてしまう 

 

ぼくたちは中庭を横切った。そこには大勢の老人たちがいて、小さなグループごとにおしゃ

べりしていた。僕たちが通りかかると、彼らは黙り込んだ。 

Nous avons traversé une cour où il y avait beaucoup de vieillards, bavardant par petits 

groupes. Ils se taisaient quand nous passions.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

avons traversé ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾗｳﾞｪﾙｾ 1 複現･完了形(traverser)v.t 横切った        「動詞句」 

une cour ﾕﾝﾇ･ｸｰﾙ n.f 中庭を                                            「目的語」 

où ｳ adv. そこで〜する                                                  「副詞」 

il y avait ｲ･ﾘ･ﾔｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜がいた                             「動詞句」 

beaucoup de vieillards, ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ pl.n. 多くの老人が              「目的語」 

bavardant ﾊﾞｳﾞｧﾙﾄﾞﾝ 現在分詞(bavarder)v.i おしゃべりしている  「形容詞句」 

par petits groupes. ﾊﾟｰﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ｸﾞﾙﾌﾟ 

 adv. 小さなグループごとに                          「副詞句」 

Ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

se taisaient ｽ･ﾃｰｾﾞ 3 複半(se taire)v.pr 黙り込んだ                        「動詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞句」 

nous ﾇ pron 私たちが                                            「主語」 

passions. ﾊﾟｼｮﾝ 1 複現(passer)v.i 通る                             「動詞」 

 

そして僕たちの後ろで、それぞれのお喋りがまた始まった。まるで声をひそめたインコのお

喋りのようだった。 

Et derrière nous, les conversations reprenaient. On aurait dit d’un jacassement assourdi 

de perruches.        Et「副詞句」「主語」「動詞」┃「動詞句」「間接目的語」 

Et ｴ conj. そして 

derrière nous, ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾇ adv. 僕たちの後ろで                             「副詞句」 

les conversations ﾚ･ｺﾝｳﾞｪﾙｻｼｮﾝ pl.n.f それぞれのお喋りが                   「主語」 

reprenaient. ﾙﾌﾟﾙﾈ 3 複半(reprendre)v.i また始まった                       「動詞」 

On aurait dit ｵ･ﾉﾚ･ﾃﾞｨ 条・3 単現(dire)v.i まるで〜のようだった           「動詞句」 

d’un jacassement assourdi de perruches. ﾀﾞﾝ･ｼﾞｬｶｽﾓﾝ･ｱｼｭﾙﾃﾞｨ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟﾘｭｼｭ 
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   n.m 声をひそめたインコのお喋り                                 「間接目的語」 

 jacassement ｼﾞｬｶｽﾓﾝ n.m 鳴き声 assourdi ｱｼｭﾙﾃﾞｨ 過去分詞 adj. 音を弱めた 

 perruche ﾍﾟﾘｭｼｭ n.f インコ 

 

小さな建物の戸口で院長は僕と別れた。「ムルソーさん、あなたを残していきますが、私は

院長室におりますので、何なりとお申し付けください。」 

A la porte d’un petit bâtiment, le directeur m’a quitté: «Je vous laisse, monsieur 

Meursault. Je suis à votre disposition dans mon bureau.  

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞句」： 

《「主語」「目的語」「動詞」「呼びかけ」┃「主語」「動詞」「補語」「副詞句」》 

A la porte ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄｩ adv. 戸口で                                        「副詞句」 

d’un petit bâtiment, ﾀﾞﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾊﾞﾁﾓﾝ adj. 小さな建物の                  「形容詞句」 

 bâtiment ﾊﾞﾁﾓﾝ n.m 建物、ビル 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長は                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 私と                                                        「目的語」 

a quitté: ｱ･ｷﾃ 3 単現･完了形(quitter)v.t（人と）別れた                    「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                                 「目的語」 

laisse, ﾚｽ 3 単現(laisser)v.t 別れる、置いていく、残す                      「動詞」 

monsieur Meursault. ﾑｼｭ･ﾑﾙｿｰ n.m ムルソーさん                      「呼びかけ」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

suis ｼｭｲ 1 単現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

à votre disposition ｱ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾃﾞｨｽﾎﾟｼﾞｼｮﾝ adv.（状態）あなたの意のままに     「補語」 

 → 何なりとお申し付けください 

dans mon bureau. ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adv. 院長室で                           「副詞句」 

 

「一応、葬儀は明日の 10 時ということにいたしました。そうすれば、お通夜をなさること

が出来ると考えまして」 

En principe, l’enterrement est fixé à dix heures du matin. Nous avons pensé que vous 

pourrez ainsi veiller la disparue.  

《「副詞句」「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」「目的語」》 

En principe, ｵﾝ･ﾌﾟﾗﾝｼｯﾌﾟ adv. 原則として、一応                         「副詞句」 

l’enterrement ﾛﾝﾃｰﾙﾓﾝ n.m 葬儀は                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

fixé ﾌｨｸｾ adj. 定められた                                                 「補語」 

à dix heures du matin. ｱ･ﾃﾞｨ･ｾﾞｰﾙ･ｼﾞｭ･ﾏﾀﾝ adv. 明日の 10 時に       「副詞句」 
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Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

avons pensé ｱｳﾞｫﾝ･ﾎﾟﾝｾ 1 複現･完了形(penser)v.t (que) と考えた           「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                            「主語」 

pourrez ﾌﾟﾚ 2 複未(pouvoir+不定詞)v.i 〜することが出来るだろう    「動詞句」 

ainsi ｱﾝｼ adv. そうすると                                         「副詞」 

veiller ｳﾞｪｲｴ 不定詞 v.t お通夜をする                      「動詞句」 

la disparue. ﾗ･ﾃﾞｨｽﾊﾟﾘｭ n.f 亡くなった方を                        「目的語」 

 

「最後に一言だけ：お母さまはよくお仲間に、宗教にのっとって葬儀をして欲しいという希

望をおっしゃっていたようです」 

Un dernier mot: votre mère a, paraît-il, exprimé souvent à ses compagnons le désir d’être 

enterrée religieusement.  

《「目的語」：「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

Un dernier mot: ｱﾝ･ﾃﾞﾙﾆｴ･ﾓ n.m 最後に一言                             「目的語」 

votre mère ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ n.f お母さまは                                      「主語」 

a, paraît-il, exprimé ｱ･ﾊﾟﾚ･ﾃｨﾙ･ｴｸｽﾌﾟﾘﾒ 3 単現･完了形(exprimer) 

   v.t おっしゃっていたようです                                        「動詞句」 

 paraît-il ﾊﾟﾚ･ﾃｨﾙ adv.（挿入用の副詞句として）どうやら〜のようだ 

souvent ｽｳﾞｫﾝ adv. よく、しばしば                                        「副詞」 

à ses compagnons ｱ･ｾ･ｺﾝﾊﾟﾆｮﾝ adv. お仲間に                        「間接目的語」 

le désir ﾙ･ﾃﾞｼﾞｰﾙ n.m 希望を                                       「直接目的語」 

d’+不定詞 ﾄﾞｩ adj.（同格）〜するという                               「形容詞句」 

être enterrée ｴｰﾄﾙ･ｵﾝﾃﾚ 不定詞･受動(enterrer)v.t 葬式が行われる「動詞句」 

religieusement. ﾙﾘｼﾞｭｰｽﾞﾓﾝ adv. 宗教的に                       「副詞」 

 

「私の判断で、必要なことはさせていただきましたが、念のために、そのことをあなたにお

知らせしておきたかったのです。」 

J’ai pris sur moi de faire le nécessaire. Mais je voulais vous en informer.»  

《「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Mais「主語」「動詞句」「間接目的語」「直接目的語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai pris ｴ･ﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(prendre)v.t（行動を）とった                  「動詞句」 

sur moi ｼｭｰﾙ･ﾑゎ adv. 私の判断で、私の責任で                           「副詞句」 

de faire ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t 〜することを                                「目的語」 

le nécessaire. ﾙ･ﾈｾｾｰﾙ n.m 必要なことを                          「目的語」 
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Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

voulais ｳﾞﾚ 1 単半(vouloir+不定詞)v.t 〜したかった                       「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたに                                             「間接目的語」 

en ｵﾝ pron そのことを                                             「直接目的語」 

informer.» ｱﾝﾌｫﾙﾒ 不定詞 v.t 知らせる                             「動詞句」 

 

僕は彼に礼を言った。母さんは、無神論者ではなかったが、生前は宗教について考えたこと

はなかった（と思った）。 

Je l’ai remercié. Maman, sans être athée, n’avait jamais pensé de son vivant à la religion. 

「主語」「目的語」「動詞句」┃「主語」「副詞句」「動詞句」「副詞句」「間接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron 彼に                                                         「目的語」 

ai remercié. ｴ･ﾙﾒﾙｼｴ 1 単現･完了形(remercier)v.t 例を言った              「動詞句」 

Maman, ﾏﾓﾝ n.f 母さんは                                                「主語」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv.（譲歩）〜でないが                                 「副詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜である                                      「動詞」 

athée, ｱﾃ adj. 無神論者                                           「補語」 

n’avait jamais pensé ﾅｳﾞｪ･ｼﾞｬﾒ･ﾎﾟﾝｾ 3 単半･完了形(penser) 

   v.i 一度も考えなかった                                              「動詞句」 

de son vivant ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｳﾞｨｳﾞｫﾝ adv. 存命中に、生きている間は             「副詞句」 

à la religion. ｱ･ﾗ･ﾙﾘｼﾞｮﾝ adv. 宗教について                          「間接目的語」 

 

僕は中に入った。そこは石灰で白く塗られ、ガラス張りの屋根で覆われた、やけに明るい部

屋だった。 

Je suis entré. C’était une salle très claire, blanchie à la chaux et recouverte d’une verrière.                               

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis entré. ｼｭｲ･ｵﾝﾄﾚ 1 単現･完了形(entrer)v.i 中に入った                  「動詞句」 

C’ ｽ pron そこは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

une salle très claire, ﾕﾝﾇ･ｻﾙ･ﾄﾚ･ｸﾚｰﾙ n.f とても明るい部屋                  「補語」 

blanchie ﾌﾞﾛﾝｼ 過去分詞･受動(blanchir)adj.f 白く塗られた         「形容詞句」 

à la chaux ｱ･ﾗ･ｼｮ adv.（手段）石灰で                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

recouverte ﾙｸｳﾞｪﾙﾄ 過去分詞･受動(recouvrir)adj.f(de で) 覆われた  「形容詞句」 
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d’une verrière. ﾄﾞｭﾝﾇ･ｳﾞｪﾘｴｰﾙ adj. ガラス張りの屋根で     「副詞句」 

 verrière ｳﾞｪﾘｴｰﾙ n.f ガラス張りの屋根、大きなステンドグラス 

 （やけに明るい）という表現から、（明り取りのガラス窓）と考える 

 

その部屋は椅子と X 字形の架台がいくつか備え付けられていた。 

Elle était meublée de chaises et de chevalets en forme de X.「主語」「動詞句」「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron その部屋は                                                  「主語」 

était meublée ｴﾃ･ﾑﾌﾞﾚ 3 単半･受動.f(meubler)v.t 備え付けられていた       「動詞句」 

de chaises ﾄﾞｩ･ｼｪｰｽﾞ adv. 椅子が                                       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de chevalets ﾄﾞｩ･ｼｭｳﾞｧﾚ adv. 架台が                                    「副詞句」 

en forme de X. ｵﾝ･ﾌｫﾙﾑ･ﾄﾞｩ･ｲｸｽ adv. X 字形の                  「形容詞句」 

 

それらのうち中央の 2 つの架台が 、蓋で覆われた柩を支えていた。 

Deux d’entre eux, au centre, supportaient une bière recouverte de son couvercle.  

「主語」「動詞」「目的語」 

Deux d’entre eux, au centre, ﾄﾞｩ･ﾄﾞﾝﾄﾙ･ｲ･ｵ･ｿﾝﾄﾙ 

 pl.n.m それらのうち中央の 2 つの架台が                                「主語」 

supportaient ｼﾎﾟﾙﾃ 3 複半(supporter)v.t 支えていた                        「動詞」 

une bière ﾕﾝﾇ･ﾋﾞｴｰﾙ n.f 柩を                                           「目的語」 

recouverte ﾙｸｳﾞｪﾙﾄ adj. 覆われた                                「形容詞」 

de son couvercle. ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｸｰｳﾞｪﾙｸﾙ adv. 柩の蓋によって     「副詞句」 

 

光るねじ釘が少しだけ締め付けられて、クルミ染料を塗られた柩の板の上に浮かび上がっ

ているのだけが目を引いた。 

On voyait seulement des vis brillantes, à peine enfoncées, se détacher sur les planches 

passées au brou de noix.                    「主語」「動詞」「副詞」「目的語」「補語」 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

 受動態などに翻訳するほうがわかりやすい 

voyait ｳﾞゎｲｴ 3 単半(voir)v.t 見た                                         「動詞」 

seulement ｽﾙﾓﾝ adv.(de) 〜だけ                                           「副詞」 

des vis brillantes, ﾃﾞ･ｳﾞｨ･ﾌﾞﾘﾖﾝﾄ pl.n.f 光っているねじ釘                   「目的語」 

 vis ｳﾞｨ n.f ねじ釘、ボルト brillant(e) ﾌﾞﾘﾖﾝ(ﾄ) adj. 光る 

à peine enfoncées, ｱ･ﾍﾟｰﾇ･ｵﾝﾌｫﾝｾ adv. 少しだけ締め付けた       「形容詞句」 

à peine ｱ･ﾍﾟｰﾇ adv. ほとんど〜ない enfoncé(e) ｵﾝﾌｫﾝｾ adj. 打込まれた 

se détacher ｽ･ﾃﾞﾀｯｼｪ 不定詞 v.pr 浮かび出る                               「補語」 
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sur les planches ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾌﾟﾛﾝｼｭ adv. 板の上に                      「副詞句」 

passées ﾊﾟｯｾ 過去分詞(passer)v.t.adj.f.pl 塗られた         「形容詞句」 

 passer ﾊﾟｾ v.t 塗る 

au brou de noix. ｵ･ﾌﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾇゎ adv. クルミ染料を「間接目的語」 

 この文の「補語」は「目的語」の動作を表している 

 

柩のそばにはアラブ人の看護婦がいて、白い上っ張りを着て、頭に色鮮やかなスカーフを被

っていた。 

Près de la bière, il y avait une infirmière arabe en sarrau blanc, un foulard de couleur 

vive sur la tête.                            「副詞句」,「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Près de +名詞 ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ adv. 〜のそばに                                  「副詞句」 

la bière, ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ n.f 柩、ビール                                 「目的語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜がいた、あった                     「動詞句」 

une infirmière ﾕﾝﾇ･ｱﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ n.f 看護婦                                「目的語」 

arabe ｱﾗﾌﾞ adj. アラブ人の                                    「形容詞」 

en sarrau blanc, ｵﾝ･ｻﾛ･ﾌﾞﾛﾝ adv. 白い上っ張りを着て                     「副詞句」 

un foulard ｱﾝ･ﾌﾗｰﾙ n.m スカーフ                                「目的語」 

de couleur vive ﾄﾞｩ･ｸﾚｰﾙ･ｳﾞｨｳﾞ adj. 色鮮やかな                 「形容詞句」 

 vif ｳﾞｨﾌ adj.m, vive ｳﾞｨｳﾞ adj.f 生き生きした、鮮やかな 

sur la tête. ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾃｯﾄ adv. 頭の上に                            「副詞句」 

 

その時、門番が僕の背後に入ってきた。彼は走って来たに違いない。 

A ce moment, le concierge est entré derrière mon dos. Il avait dû courir.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」 

A ce moment, ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. その時、その頃、当時                        「副詞句」 

le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                       「主語」 

est entré ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形(entrer)v.i 入ってきた                      「動詞句」 

derrière mon dos. ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾓﾝ･ﾄﾞ adv. 僕の背後に                          「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait dû courir. ｱｳﾞｪ･ｼﾞｭ･ｸﾘｰﾙ 3 単半･完了形･推定(devoir +不定詞) 

   v.i 走って来たに違いない                                            「動詞句」 
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彼は少しどもりながら言った：「柩に蓋をしてしまいました。お母さまにご対面できるよう

にするために、ねじ釘を外さなければなりません」 

Il a bégayé un peu: «On l’a couverte, mais je dois dévisser la bière pour que vous puissiez 

la voir.»       「主語」「動詞句」「副詞句」： 

《「主語」「目的語」「動詞句」mais「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a bégayé ｱ･ﾍﾞｹﾞｨｴ 3 単現･完了形(bégayer)v.i どもりながら言った          「動詞句」 

un peu: ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                「副詞句」 

On ｵﾝ pron 私は                                                        「主語」 

l’ ﾗ pron(la bière の代用) それを                                        「目的語」 

a couverte, ｱ･ｸｳﾞｪﾙﾄ 3 単現･完了形.f(couvrir)v.t 蓋をした                 「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

dois dévisser ﾄﾞゎ･ﾃﾞｳﾞｨｯｾ 1 単現･義務(devoir+不定詞) 

  v.t（ねじ釘を）外さなければならない                                  「動詞句」 

la bière ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ n.f 柩                                                 「目的語」 

pour que +接続法 ﾌﾟｰﾙ･ｸ conj. 〜するために                             「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                           「主語」 

puissiez +不定詞 ﾋﾟｭｲｼｴ 接・2 複現(pouvoir+不定詞)v. 〜できる    「動詞句」 

la ﾗ pron お母さまに                                           「目的語」 

voir.» ｳﾞゎ-ﾙ 不定詞 v.t 対面する                           「動詞」 

 

彼は柩に近づいて行ったが、その時僕は彼を制止した。 

Il s’approchait de la bière quand je l’ai arrêté.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」quand「主語」「目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’approchait ｻﾌﾟﾛｼｪ 3 単半(s’approcher)v.pr (de に) 近づいて行った        「動詞句」 

de la bière ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ adv. 柩に                                   「間接目的語」 

quand ｺﾝ conj. その時〜する 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

ai arrêté. ｴ･ｱﾚﾃ 1 単現･完了形(arrêter)v.t（動きを）制止した              「動詞句」 

 

彼は僕に言った：「ご対面なさりたくないのですか？」 

Il m’a dit : « Vous ne voulez pas? » 「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞句」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 
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m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit : ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

ne voulez pas? » ﾇ･ｳﾞﾚ･ﾊﾟ 2 複現･否定(vouloir+不定詞)（voir が省略されている） 

   v.t ご対面なさりたくないのですか？                                  「動詞句」 

 

僕は答えた：「ええ、まあ」 

J’ai répondu: «Non.»                                   「主語」「動詞句」：《「応答」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai répondu: ｴ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形(répondre)v.i 答えた                  「動詞句」 

Non.» ﾉﾝ adv. ええ、まあ                                                 「応答」 

 否定の「応答」で、少しぼかしている感じ 

 

彼は動作を中断した。一方僕は、そんなことを言うべきではなかったという気がして気づま

りを感じた。 

Il s’est interrompu et j’étais gêné parce que je sentais que je n’aurais pas dû dire cela.  

「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「副詞節」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est interrompu ｾ･ｱﾝﾃﾛﾝﾋﾟｭ 3 単現･完了形(s’interrompre)v.pr 動作を中断した「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais gêné ｴﾃ･ｼﾞｪﾈ 1 単半･受動(gêner)v.t 気づまりを感じた                「動詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜だから                                        「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

sentais ｿﾝﾃ 1 単半(sentir)v.t 感じた                                「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                          「主語」 

n’aurais pas dû dire ﾉﾚ･ﾊﾟ･ｼﾞｭ･ﾃﾞｨｰﾙ 条・1 単現･完了形(devoir+不定詞) 

   v.t 言うべきではなかったかもしれない                  「動詞句」 

cela. ｽﾗ pron そんなことを                               「目的語」 

 

ちょっと時間をおいて、彼は僕をじっと見つめて、僕に尋ねた。「どうしてですか？」しか

し、それは非難めいたことはなくて、単に問い合わせたという感じだった。 

僕は言った。「よく分からない」 

Au bout d’un moment, il m’a regardé et il m’a demandé : « Pourquoi ? » mais sans 

reproche, comme s’il s’informait. J’ai dit : « Je ne sais pas. »  
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「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞句」et「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「問いかけ」》mais「副詞句」┃「主語」「動詞句」：《「主語」「動詞句」》 

Au bout d’un moment, ｵ･ﾌﾞ･ﾀﾞﾝ･ﾓﾓﾝ adv. 少し後に、ちょっと時間をおいて 「副詞句」 

 au bout de... 「〜の後に、〜の終わりに、〜の端に、果てに」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a regardé ｱ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(regarder)v.t じっと見た                「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé : ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                「動詞句」 

Pourquoi ? ﾌﾟﾙｸゎ adv. どうしてですか                                「問いかけ」 

mais ﾒ conj. しかし 

sans reproche, ｿﾝ･ﾙﾌﾟﾛｯｼｭ adv. 非難めいたことはなくて                  「副詞句」 

comme s’ ｺﾑ･ｼ conj. あたかも〜のような                                 「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

s’informait. ｻﾝﾌｫﾙﾒ 3 単半(s’informer)v.pr 問い合わせた           「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit : ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne sais pas. ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t よく分からない                 「動詞句」 

 

すると、彼は白い口髭をよじりながら、僕を見ないで、はっきりと言った。「分かります」 

Alors, tortillant sa moustache blanche, il a déclaré sans me regarder : « Je comprends. »  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」：《「主語」「動詞」》 

Alors, ｱﾛｰ adv. すると                                                   「副詞」 

tortillant ﾄﾙﾃｨﾖﾝ 現在分詞(tortiller)v.t よじりながら                      「副詞句」 

sa moustache blanche, ｻ･ﾑｽﾀｼｭ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ n.f 白い口髭を             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a déclaré ｱ･ﾃﾞｸﾗﾚ 3 単現･完了形(déclarer)v.t はっきりと言った            「動詞句」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜しないで                                       「副詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                               「目的語」 

regarder : ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞 v.t 見つめる                            「動詞」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

comprends. ｺﾝﾌﾟﾛﾝ 1 単現(comprendre)v.t 分かる                           「動詞」 
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彼は淡い青色の美しい目をしていて、顔色は少し赤みがかっていた。彼は僕に椅子を勧めて

くれて、彼自身は僕の少し後ろに座った。 

Il avait de beaux yeux, bleu clair, et un teint un peu rouge. Il m’a donné une chaise et 

lui-même s’est assis un peu en arrière de moi.  

「主語」「動詞」「目的語」et「目的語」 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（心身の状態）〜をしていた                      「動詞」 

de beaux yeux, ﾄﾞｩ･ﾎﾞ･ｼﾞｩ pl.n.m 美しい目を                            「目的語」 

bleu clair, ﾌﾞﾙ･ｸﾚｰﾙ adj. 淡い青色の                            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

un teint ｱﾝ･ﾀﾝ n.m 顔色                                                「目的語」 

un peu rouge. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾙｰｼﾞｭ adj. 少し赤みがかった               「形容詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a donné ｱ･ﾄﾞﾈ 3 単現･完了形(donner)v.t くれた                           「動詞句」 

une chaise ﾕﾝﾇ･ｼｪｰｽﾞ n.f 椅子を                                    「直接目的語」 

et ｴ conj. そして 

lui-même ﾘｭｲ･ﾒｰﾑ pron 彼自身は                                          「主語」 

s’est assis ｾ･ﾀｼ 3 単現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った                       「動詞句」 

un peu en arrière de moi. ｱﾝ･ﾌﾟ･ｵﾝ･ｱﾘｪｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ 

   adv. 少し僕の後ろに                                                 「副詞句」 

 

看護婦は立ち上がって、出口に向かって歩いて行った。 

La garde s’est levée et s’est dirigée vers la sortie. 「主語」「動詞句」et「動詞句」「副詞句」 

La garde ﾗ･ｷﾞｬﾙﾄﾞ n.f 看護婦は                                           「主語」 

s’est levée ｾ･ﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(se lever)v.pr 立ち上がった                「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’est dirigée ｾ･ﾃﾞｨﾘｼﾞｪ 3 単現･完了形.f(se diriger)v.pr (ver に) 向かった    「動詞句」 

 s’が「直接目的語」なので、dirigée のように女性形になっている 

vers la sortie. ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ｿﾙﾃｨｰ adv. 出口のほうに                          「副詞句」 

 

その時、門番が僕に言った：「彼女は皮膚がただれているんですよ」 

À ce moment, le concierge m’a dit: «C’est un chancre qu’elle a.»  

「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「動詞」「補語」「主語」》 

À ce moment, ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. その時                                      「副詞句」 
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le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                       「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は qu’以降) 強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un chancre ｱﾝ･ｼｮﾝｸﾙ n.m 皮膚のただれ                                    「補語」 

qu’ ｸ conj.（目的語）〜ということは                                      「主語」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                                「主語」 

a. ｱ 3 単現(avoir)v.t（心身の状態）持っている                       「動詞」 

 

僕は意味が分からなかったので、看護婦を見た。すると彼女が目の下に包帯をしていて、そ

れが頭を一巻きしていることに気がついた。 

Comme je ne comprenais pas, j’ai regardé l’infirmière et j’ai vu qu’elle portait sous les 

yeux un bandeau qui faisait le tour de la tête.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Comme ｺﾑ conj.（原因）〜なので                                       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne comprenais pas, ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾙﾈ･ﾊﾟ 1 単半･否定(comprendre) 

v.t 分からなかった                                           「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai regardé ｴ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(regarder)v.t 見た                     「動詞句」 

l’infirmière ﾗﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ n.f 看護婦を                                      「目的語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見た                                  「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

portait ﾎﾟﾙﾃ 3 単半(porter)v.t 身に着けていた                      「動詞」 

sous les yeux ｽ･ﾚ･ｼﾞｩ adv. 目の下に                             「副詞句」 

un bandeau ｱﾝ･ﾎﾞﾝﾄﾞｩ n.m 包帯                                「目的語」 

 bandage ﾎﾞﾝﾀﾞｰｼﾞｭ n.m 包帯 pansement ﾎﾟﾝｽﾓﾝ n.m 包帯 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.t 〜していた                     「動詞」 

le tour ﾙ･ﾄｩｰﾙ n.m 一回り、一周                        「目的語」 

de la tête. ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｯﾄ adv. 頭を                         「副詞句」 
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鼻のあたりを見ると、包帯が平らだった。 

À la hauteur du nez, le bandeau était plat.         「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

À la hauteur du ｱ･ﾗ･ｵﾄｩｰﾙ･ｼﾞｭ adv. 〜の所は、〜と同じ高さに            「副詞句」 

nez, ﾈ n.m 鼻                                                  「目的語」 

le bandeau ﾙ･ﾎﾞﾝﾄﾞ n.m 包帯は                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

plat. ﾌﾟﾗ adj. 平らな                                                     「補語」 

 鼻は通常なら突き出ている（saillant ｻｨﾖﾝ adj. 突き出た） 

 

彼女の顔の中で、包帯の白さだけが目についた。 

On ne voyait que la blancheur du bandeau dans son visage. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

On ｵﾝ pron 人は                                                        「主語」 

ne voyait que ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ｸ 3 単半･否定(voir) 

v.t 〜しか見えなかった、〜だけが見えた                              「動詞句」 

la blancheur ﾗ･ﾌﾞﾛﾝｼｪｰﾙ n.f 白さ                                       「目的語」 

du bandeau ｼﾞｭ･ﾎﾞﾝﾄﾞ adj. 包帯の                            「形容詞句」 

dans son visage. ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adv. 彼女の顔の中で                   「副詞句」 

 

看護婦が出て行くと、門番が言った：「あなたをお一人にしてさしあげましょう」 

Quand elle est partie, le concierge a parlé: « Je vais vous laisser seul.»  

「副詞節」,「主語」「動詞句」：《「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」「補語」》 

Quand ｺﾝ conj. 〜する時                                               「副詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                               「主語」 

est partie, ｴ･ﾊﾟﾙﾃｨ 3 単現･完了形.f(partir)v.i 出て行った、立ち去った「動詞句」 

le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                       「主語」 

a parlé: ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler)v.i 言った                           「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vais +不定詞 ｳﾞｪ 1 単現･近接未来(aller+不定詞)v. 〜します                「動詞句」 

vous ｳﾞ pron あなたを                                                 「目的語」 

laisser ﾚｯｾ 不定詞 v.t（人）を〜のままにする                     「動詞句」 

seul.» ｽﾙ adj. 一人きりの                                                 「補語」 

 

僕がどんな仕草をしたのか覚えていないが、彼はその場に残って僕の後ろに立っていた。 

Je ne sais pas quel geste j’ai fait, mais il est resté, debout derrière moi.  

「主語」「動詞句」「目的語」,mais「主語」「動詞句」「副詞句」 
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Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne sais pas ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない、覚えていない        「動詞句」 

quel geste ｸｪﾙ･ｼﾞｪｽﾄ n.m どんな仕草                                    「目的語」 

j’ai fait, ｼﾞｪ･ﾌｪ 1 単現･完了形(faire)adj. 僕がした                「形容詞節」 

mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est resté, ｴ･ﾚｽﾃ 3 単現･完了形(rester)v.i その場に残った                   「動詞句」 

debout ﾄﾞｩﾌﾞ adv. 立って                                                 「副詞」 

derrière moi. ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕の後ろに                                「副詞句」 

 

僕の背後に彼が居ると、少し窮屈な感じがした。 

Cette présence dans mon dos me gênait.                   「主語」「目的語」「動詞」 

Cette présence ｾｯﾄ･ﾌﾟﾚｿﾞﾝｽ n.f 彼がいることは                            「主語」 

dans mon dos ﾄﾞﾝ･ﾓﾝ･ﾄﾞ adv. 僕の背後に                          「副詞句」 

 dos ﾄﾞ n.m 背中 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

gênait. ｼﾞｪﾈ 3 単半(gêner)v.t 不快にした、気づまりを感じさせた            「動詞」 

 「主語」を原因・理由として翻訳する 

 

部屋は午後の終わりの美しい光に満ちていた。 

La pièce était pleine d’une belle lumière de fin d’après-midi.   「主語」「動詞」「補語」 

La pièce ﾗ･ﾋﾟｪｽ n.f 部屋は                                               「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

pleine d’ ﾌﾟﾚﾇ･ﾄﾞｩ adj.f 〜で一杯の、〜に満ちた                           「補語」 

 plein ﾌﾟﾗﾝ adj.m, pleine ﾌﾟﾚﾇ adj.f いっぱいの、満ちた 

une belle lumière ﾕﾝﾝｳ･ﾍﾞﾙ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 美しい光                    「目的語」 

de fin d’après-midi. ﾄﾞｩ･ﾌｧﾝ･ﾀﾞﾌﾟﾚ･ﾐﾃﾞｨ adj. 午後の終わりの「形容詞句」 

 

2 匹のスズメバチがガラス張りの屋根に接触しながらぶんぶんいっていた。 

Deux frelons bourdonnaient contre la verrière.              「主語」「動詞」「副詞句」 

Deux frelons ﾄﾞｩ･ﾌﾙﾛﾝ pl.n.m 2 匹のスズメバチが                           「主語」 

bourdonnaient ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ 3 複半(bourdonner)v.i ぶんぶんいっていた            「動詞」 

contre la verrière. ｺﾝﾄﾙ･ﾗ･ｳﾞｪﾘｪｰﾙ adv. ガラス張りの屋根に接触しながら   「副詞句」 

 

そして僕は眠気が襲い掛かって来るのを感じた。 

Et je sentais le sommeil me gagner.              Et「主語」「動詞」「目的語」「補語」 
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Et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sentais ｿﾝﾃ 1 単半(sentir+O+不定詞)v.t O が〜するのを感じた                「動詞」 

le sommeil ﾙ･ｿﾒｲﾕ n.m 眠気が                                          「目的語」 

me ﾑ pron 僕を                                                  「目的語」 

gagner. ｶﾞﾆｪ 不定詞 v.t（感情・眠気が）襲う                               「補語」 

 

僕は、彼の方に振り返らずに、門番に言った：「ここに来てもう長いのですか？」 

J’ai dit au concierge, sans me retourner vers lui: «II y a longtemps que vous êtes là?» 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」：《「動詞句」「目的語」「副詞節」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

au concierge, ｵ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ adv. 門番に                                「間接目的語」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜せずに                                          「副詞句」 

me retourner ﾑ･ﾙﾄｩﾙﾈ 不定詞(se retourner)v.pr 振り返る           「動詞句」 

vers lui: ｳﾞｪｰﾙ･ﾘｭｲ adv. 彼の方に                                「副詞句」 

II y a ｲ･ﾘ･ｱ 3 単現(avoir)v.t ある、なる                                  「動詞句」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ n.m 長い時間                                          「目的語」 

que ｸ conj. 〜してから                                                 「副詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                                           「主語」 

êtes ｴｯﾄ 2 複現(être)v.i 〜にいる、来た                            「動詞」 

là?» ﾗ ここに                                                    「副詞」 

 

即座に彼は答えた。「5 年になります」―ずっと僕の質問を待っていたかのように。 

Immédiatement, il a répondu: «Cinq ans» — comme s’il avait attendu depuis toujours ma 

demande.                     「副詞」,「主語」「動詞句」：《「応答」》---「副詞節」 

Immédiatement, ｲﾝﾒﾃﾞｨｱﾄｩﾓﾝ adv. 即座に                                 「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a répondu: ｱ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 3 単現･完了形(répondre)v.i 答えた                  「動詞句」 

Cinq ans» ｻﾝ･ｺﾝ pl.n.m 5 年になります                                    「応答」 

comme s’ ｺﾑ･ｼ conj. まるで〜であるかのように                           「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

avait attendu ｱｳﾞｪ･ｱﾄﾝﾃﾞｭ 3 単半･完了形(attendre)v.t 待っていた  「動詞句」 

depuis toujours ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. ずっと、ずっと前から       「副詞句」 

ma demande. ﾏ･ﾄﾞｩﾓﾝﾄﾞ n.f 僕の質問を                          「目的語」 
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それから、彼はずいぶんお喋りをした。 

Ensuite, il a beaucoup bavardé.                          「副詞」,「主語」「動詞句」 

Ensuite, ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                           「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a beaucoup bavardé. ｱ･ﾎﾞｸ･ﾊﾞｳﾞｧﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(bavarder+ beaucoup) 

v.i ずいぶんお喋りをした                                            「動詞句」 

 

ずっと以前に、いつか彼はマランゴの養老院で門番になるだろうと、誰かが万が一にでも言

ったとしたら、彼はすごく驚いたかもしれないが。 

On l’aurait bien étonné en lui disant qu’il finirait concierge à l’asile de Marengo.  

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」 

On ｵﾝ pron 誰かが                                                      「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

aurait bien étonné ｵｰﾚ･ﾋﾞﾔﾝ･ｴﾄﾈ 条・3 単現･完了形(étonner)（条件法・過去未来） 

   v.t ひどく驚かせたかもしれない                                      「動詞句」 

en lui disant ｵﾝ･ﾘｭｲ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ ジェロンディフ(現在分詞 dire+lui) 

adv.（条件・仮定）彼に言ったら                                     「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                      「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                           「主語」 

finirait ﾆﾆﾚ 条・3 単現(finir)v.i やがて〜になるだろう        「動詞」 

concierge ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番                               「補語」 

à l’asile de Marengo. ｱ･ﾗｼﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾏﾗﾝｺﾞ 

 adv. マランゴの養老院で                              「副詞句」 

 

彼は 64 歳で、パリ生まれということだった。 

Il avait soixante-quatre ans et il était Parisien.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単現(avoir)v.t（年齢が）〜歳である                            「動詞」 

soixante-quatre ans ｽゎｿﾝﾄ･ｷｬﾄ･ﾗﾝ pl.n.m 64 歳                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

Parisien. ﾊﾟﾘｼﾞｬﾝ n.m パリっ子、パリ生まれの人                           「補語」 
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その時、僕は彼の話に割り込んだ：「ここのご出身ではないのですね？」 

À ce moment je l’ai interrompu: «Ah ! vous n’êtes pas d’ici?»  

「副詞句」「主語」「目的語」「動詞句」：《「感嘆」┃「主語」「動詞」「補語」》 

À ce moment ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. その時                                        「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                          「主語」 

l’ ﾙ pron 彼の話を                                                      「目的語」 

ai interrompu: ｴ･ｱﾝﾃﾛﾝﾋﾟｭ 1 単現･完了形(interrompre)v.t 遮った、割り込んだ「動詞句」 

Ah ! ｱｰ int. ああ！                                                        「感嘆」 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

n’êtes pas ﾈｯﾄ･ﾊﾟ 2 複現･否定(être)v.i 〜でない                             「動詞」 

d’ici?» ﾃﾞｨｼ adj. ここの出身の                                             「補語」 

 

それから、彼が僕を院長室へ案内する前に、母さんのことを話していたのを思い出した。 

Puis je me suis souvenu qu’avant de me conduire chez le directeur, il m’avait parlé de 

maman.                                           Puis「主語」「動詞句」「目的語」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから、そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

me suis souvenu ﾑ･ｼｭｲ･ｽｳﾞﾆｭ 1 単現･完了形(se souvenir) 

v.pr (que 〜ということを) 思い出した                                 「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

avant de +不定詞 ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜する前に                      「副詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                          「目的語」 

conduire ｺﾝｼﾞｭｲｰﾙ 不定詞 v.t 案内する                       「動詞」 

chez le directeur, ｼｪ･ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ adv. 院長のところへ      「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                             「間接目的語」 

avait parlé ｱｳﾞｪ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単半･完了形(parler)v.i 話していた          「動詞句」 

de maman. ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ adv. 母のことを                          「間接目的語」 

 

とくにこの地方では平野部は暑いので、急いで母を埋葬しなければならないと言っていた。 

Il m’avait dit qu’il fallait l’enterrer très vite, parce que dans la plaine il faisait chaud, 

surtout dans ce pays.                  「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

avait dit ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｨ 3 単半･完了形(dire)v.t 話していた                      「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 
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il fallait +不定詞 ｲﾙ･ﾌｧﾚ 3 単半･時制の一致(falloir+不定詞) 

   v. 〜しなければならない                                 「動詞句」 

l’ ﾗ pron 母を                                             「目的語」 

enterrer ｵﾝﾃﾚ 不定詞 v.t 埋葬する                             「動詞」 

très vite, ﾄﾚ･ｳﾞｨｯﾄ adv. とても早く、急いで                 「副詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                            「副詞節」 

dans la plaine ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾚｰﾇ adv. 平野部では          「副詞句」 

il ｲﾙ pron（天候）非人称                             「主語」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半･時制の一致(faire)v.h 〜である        「動詞」 

chaud, ｼｮ adj. 暑い                                  「補語」 

surtout dans ce pays. ｼｭﾙﾄｩ･ﾄﾞﾝ･ｽ･ﾍﾟｲ 

 adv. 特にこの地方では                           「副詞句」 

 surtout ｼｭﾙﾄｩ adv. 特に pays ﾍﾟｲ n.m 国、地方、故郷 

 

彼はパリで暮らしたことがあり、パリのことは忘れ難いと言ったのはその時だ。 

C’est alors qu’il m’avait appris qu’il avait vécu à Paris et qu’il avait du mal à l’oublier.  

「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は qu’il 以降) 強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                    「補語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                    「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                               「間接目的語」 

avait appris ｱｳﾞｪ･ｱﾌﾟﾘ 3 単半･完了形(apprendre)v.t 教えてくれた    「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                    「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                         「主語」 

avait vécu ｱｳﾞｪ･ｳﾞｪｷｭ 3 単半･完了形(vivre) 

v.i 暮らしたことがあった                            「動詞句」 

à Paris ｱ･ﾊﾟﾘ adv. パリで                              「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                     「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                         「動詞」 

du mal ｼﾞｭ･ﾏﾙ n.m 困難                                「目的語」 

à l’oublier. ｱ･ﾙﾌﾞﾘｴ adv. パリを忘れるのに                「副詞句」 

 l’ は Paris の代用 
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 avoir du mal à+不定詞 「〜するのが困難だ、なかなか〜できない」 

 

パリでは、（涼しいので）3 日、時には 4 日間死者とともに霊安室で過ごす。 

À Paris, on reste avec le mort trois, quatre jours quelquefois.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞句」 

À Paris, ｱ･ﾊﾟﾘ adv. パリでは                                           「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人々は                                                       「主語」 

reste ﾚｽﾄ 3 単現(rester)v.i とどまる                                       「動詞」 

avec le mort ｱｳﾞｪｯｷ･ﾙ･ﾓｰﾙ adv. 故人と共に、死者とともに                「副詞句」 

trois, quatre jours quelquefois. ﾄﾙｧ･ｸゎﾄﾙ･ｼﾞｭｰﾙ･ｹﾙｸﾌゎ 

  adv. 3 日、時には 4 日間                                               「副詞句」 

 

（暑い地域の）ここではそんな時間はない。身内の死に対して十分に思いを馳せる時間の余

裕もなく、もう霊柩車の後を急いで追わなければならないのだ。 

Ici on n’a pas le temps, on ne s’est pas fait à l’idée que déjà il faut courir derrière le 

corbillard. 「副詞」「主語」「動詞」「目的語」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞節」 

Ici ｲｼ adv. ここでは                                                     「副詞」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

n’a pas ﾅ･ﾊﾟ 3 単現･否定(avoir)v.t ない                                    「動詞」 

le temps, ﾙ･ﾄﾝ n.m そんな時間は                                        「目的語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

ne s’est pas fait ﾇ･ｾ･ﾊﾟ･ﾌｪ 3 単現･完了形･否定(se faire) 

  v.pr (à に) 慣れていなかった                                         「動詞句」 

se faire à... 「〜に慣れる」 

à l’idée ｱ･ﾘﾃﾞ adv. 死に対する想念に                                「間接目的語」 

que ｸ conj. 〜する時に                                                 「副詞節」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                              「副詞」 

il faut +不定詞 ｲ･ﾌｫ 3 単現(falloir)v. 〜しなければならない          「動詞句」 

courir ｸﾘｰﾙ 不定詞 v.i 走る、急いで行く                     「動詞」 

derrière le corbillard. ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾙ･ｺﾙﾋﾞﾔｰﾙ adv. 霊柩車の後を          「副詞句」 

 「〜する時に、．．．しなければならなかった」 

 身内の死に対して懐かしみ、そして決別する気持ちの整理がつかないうちに、．．． 
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その時門番の妻が彼に言った：「あなた、お止めなさい。この方にそんな事を話さなくても

いいでしょうに。」 

Sa femme lui avait dit alors: «Tais-toi, ce ne sont pas des choses à raconter à monsieur.»  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞」：《「動詞」「呼びかけ」「主語」「動詞」「補語」》 

Sa femme ｻ･ﾌｧﾑ n.f 門番の妻が                                           「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

avait dit ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｨ 3 単半･完了形(dire)v.t 言った                          「動詞句」 

alors: ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

Tais ﾃ 命・2 単現(taire)v.t そんな事言うんじゃない                         「動詞」 

toi, ﾄｩゎ pron あなた                                                「呼びかけ」 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

ne sont pas ﾇ･ｿﾝ･ﾊﾟ 3 複現･否定(être)v.i 〜でない                          「動詞」 

des choses ﾃﾞ･ｼｮｰｽﾞ pl.n 物事                                            「補語」 

à raconter ｱ･ﾗｺﾝﾃ adj. 話すべき                                 「形容詞句」 

à monsieur.» ｱ･ﾑｼｭｰ adv. この方に                    「間接目的語」 

当の老人は顔を赤らめて、弁解した。 

Le vieux avait rougi et s’était excusé.                 「主語」「動詞句」et「動詞句」 

Le vieux ﾙ･ｳﾞｨﾕ n.m 当の老人は                                          「主語」 

avait rougi ｱｳﾞｪ･ﾙｼﾞ 3 単半･完了形(rougir)v.i 顔を赤らめた                「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

s’était excusé. ｾﾃ･ｴｸｽｷｭｾﾞ 3 単半･完了形(s’excuser)v.pr 弁解した           「動詞句」 

 

僕は間をとりなして言った：「いえいえ、だいじょうぶですよ」 

J’étais intervenu pour dire: «Mais non. Mais non.»  

「主語」「動詞句」「副詞句」：《「応答」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais intervenu ｴﾃ･ｱﾝﾃﾙｳﾞﾆｭ 1 単半･完了形(intervenir)v.i 仲裁した         「動詞句」 

pour dire: ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ adv.（結果）そして言った                          「副詞句」 

Mais non. Mais non.» ﾒ･ﾉﾝ･ﾒ･ﾉﾝ adv. いえいえ、だいじょうぶですよ         「応答」 

 

僕は彼が言った事が正しくて興味深く思われた。 

Je trouvais ce qu’il racontait juste et intéressant.    「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

trouvais ﾄﾙｳﾞｪ 1 単半(trouver)v.t (SVOC) O が C だと思った                 「動詞」 

ce ｽ pron これ                                                        「目的語」 

qu’ ｸ pron 〜する                                                   「形容詞節」 
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il ｲﾙ pron 彼が                                                「主語」 

racontait ﾗｺﾝﾃ 3 単半(raconter)v.t 話した                        「動詞」 

juste et intéressant. ｼﾞｭｽﾄ･ｴ･ｱﾝﾃﾚｿﾝ adj. 正しくて興味深い                  「補語」 

 

小さな霊安室で、彼は生活困窮者としてこの養老院に収容されたことを僕に話してくれた。 

Dans la petite morgue, il m’a appris qu’il était entré à l’asile comme indigent.  

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Dans la petite morgue, ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾓﾙｸﾞ adv. その小さな霊安室で        「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a appris ｱ･ｱﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(apprendre)v.t 教えてくれた、話してくれた  「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

était entré ｴﾃ･ｵﾝﾄﾚ 3 単半･受動(entrer) 

v.t 入れられた、収容された                              「動詞句」 

à l’asile ｱ･ﾗｼﾞﾙ adv. この養老院へ                           「副詞句」 

comme indigent. ｺﾑ･ｱﾝﾃﾞｨｼﾞｮﾝ adv. 生活困窮者として         「副詞句」 

 

彼は自分はまだ元気だと思っていたので、自分からこの門番の仕事を志願したのだった。 

Comme il se sentait valide, il s’était proposé pour cette place de concierge.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

se sentait ｽ･ｿﾝﾃ 3 単半(se sentir)v.pr 自分は〜だと感じた          「動詞句」 

valide, ｳﾞｧﾘｯﾄﾞ adj. 壮健な、健康な                               「補語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’était proposé ｾﾃ･ﾌﾟﾛﾎﾟｾﾞ 3 単半･完了形(se proposer) 

v.pr (pout として) 志願した、申し出た                                「動詞句」 

pour cette place de concierge. ﾌﾟｰﾙ･ｾｯﾄ･ﾌﾟﾗｽ･ﾄﾞｩ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ 

 adv. この門番の職を                                             「間接目的語」 

 

僕は、「それは結局、養老院の入寮者ということですね」、と指摘した。 

Je lui ai fait remarquer qu’en somme il était un pensionnaire.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 
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ai fait remarquer ｴ･ﾌｪ･ﾙﾏﾙｹ 1 単現･完了形(faire remarquer v.t 指摘する) 

   v.t 指摘した                                                        「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

en somme ｵﾝ･ｿﾑ adv. 結局、要するに                       「副詞句」 

il ｲﾙ pron それは（番人として働くことは）                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                              「動詞」 

un pensionnaire. ｱﾝ･ﾎﾟﾝｼｮﾈｰﾙ n.m（養老院の）入寮者         「補語」 

 

彼は僕に、「それは違う」と答えた。 

Il m’a dit que non.                     「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形((dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                           「直接目的語」 

non. ﾉﾝ adv. いいや、違う                                     「応答」 

 

僕は彼の言葉遣いにもう気づいていた。彼は養老院の入寮者について話す時、「彼ら」とか

「他の連中」とか、ごくまれにその中の何人かは彼よりも歳下であっても「年寄りたち」と

呼ぶのであった。 

J’avais déjà été frappé par la façon qu’il avait de dire: «ils», «les autres», et plus rarement 

«les vieux», en parlant des pensionnaires dont certains n’étaient pas plus âgés que lui.                                            

「主語」「動詞句」「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais déjà été frappé ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｼﾞｬ･ｴﾃ･ﾌﾗﾍﾟ 1 単半･完了形･受動(frapper+ déjà) 

   v.t もう気づいていた                                                「動詞句」 

par la façon ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌｧｿﾝ adv. 仕方に                                「間接目的語」 

qu’ ｸ pron 〜する                                        「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼が                                     「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 持つ動詞                  「動詞」 

de dire: ﾄﾞｩ･ﾃﾞｨｰﾙ adj. 言うための                         「形容詞句」 

  → 彼の言い方、呼び方  la façon de dire に qu’il avait が挿入されている 

«ils», «les autres», et plus rarement «les vieux», ｲﾙ･ﾚｿﾞｰﾄﾙ･ｴ･ﾌﾟﾘｭ･ﾗｰﾙﾓﾝ･ﾚ･ｳﾞｨﾕ 

  n. 「彼ら」とか「他の連中」とか、ごくまれに「年寄りたち」 

「目的語」 

en parlant ｵﾝ･ﾊﾟﾙﾛﾝ ジェルンディオ(parler) 

v.i 〜について話す時に                                   「副詞句」 
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des pensionnaires ﾃﾞ･ﾎﾟﾝｼｮﾈｰﾙ pl.n. 入寮者たち   「間接目的語」 

dont certains ﾄﾞﾝ･ｾﾙﾀﾝ pl.n. その中の何人かは      「形容詞節」 

n’étaient pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 複半･否定(être) 

v.i 〜でない                              「動詞」 

plus âgés que lui. ﾌﾟﾘｭ･ｱｼﾞｪ･ｸ･ﾘｭｲ 

 adj. 彼より年上の                        「補語」 

 

しかし、この呼び方は同じことではない。 

Mais naturellement, ce n’était pas la même chose. Mais「副詞」「主語」「動詞」「補語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

naturellement, ﾅﾁｭﾚﾙﾓﾝ adv. 当然                                         「副詞」 

ce ｽ pron この呼び方は                                                  「主語」 

n’était pas ﾈﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être)v.i 〜でなかった                         「動詞」 

la même chose. ﾗ･ﾒｰﾑ･ｼｮｰｽﾞ n.f 同じこと                                  「補語」 

 

彼は門番である、そしてある程度、彼らに対して権限がある。 

Lui était concierge, et, dans une certaine mesure, il avait des droits sur eux. 

「主語」「動詞」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Lui ﾘｭｲ pron 彼は                                                       「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

concierge, ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番                                             「補語」 

et, ｴ conj. そして 

dans une certaine mesure, ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ｾﾙﾃｰﾇ･ﾑｼﾞｭｰﾙ adv. ある程度は       「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t ある                                           「動詞」 

des droits ﾃﾞ･ﾄﾞﾙゎ pl.n.m 権限                                         「目的語」 

sur eux. ｼｭｰﾙ･ｳｰ adv. 彼らに対して                                     「副詞句」 

 

この時看護婦が入ってきた。 

La garde est entrée à ce moment.                        「主語」「動詞句」「副詞句」 

La garde ﾗ･ｷﾞｬﾙﾄﾞｩ n.f 看護婦が                                          「主語」 

est entrée ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形.f(entrer)v.i 入ってきた                   「動詞句」 

à ce moment. ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時                                       「副詞句」 
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あっという間に日が暮れてしまっていた。 

Le soir était tombé brusquement.                          「主語」「動詞句」「副詞」 

Le soir ﾙ･ｽゎ-ﾙ n.m 夕方は                                               「主語」 

était tombé ｴﾃ･ﾄﾝﾍﾞ 3 単半･完了形(tomber)v.i 落ちてしまっていた         「動詞句」 

 Le soir tombe. 「日が暮れる」 

brusquement. ﾌﾞﾘｭｽｸﾓﾝ adv. 急に、あっという間に                         「副詞」 

 

急速に、夜がガラス張りの屋根の上で厚みを増していた。 

Très vite, la nuit s’était épaissie au-dessus de la verrière.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Très vite, ﾄﾚ･ｳﾞｨｯﾄ adv. 急速に                                         「副詞句」 

la nuit ﾗ･ﾆｭｲ n.f 夜が                                                    「主語」 

s’était épaissie ｾﾃ･ｴﾍﾟｼ 3 単半･完了形.f(s’épaissir)v.pr 濃くなっていた      「動詞句」 

au-dessus de ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾄﾞｩ adv. 〜の上で                                 「副詞句」 

la verrière. ﾗ･ｳﾞｪﾘｪｰﾙ n.f ガラス張りの屋根                              「目的語」 

 

門番がスイッチをひねって入れた、すると突然ほとばしった光のために、僕は目が眩んだ。 

Le concierge a tourné le commutateur et j’ai été aveuglé par l’éclaboussement soudain 

de la lumière.              「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番は                                      「主語」 

a tourné ｱ･ﾄｩﾙﾈ 3 単現･完了形(tourner)v.t 回して入れた                  「動詞句」 

le commutateur ﾙ･ｺﾐｭﾀﾃｰﾙ n.m（電気の）スイッチを                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai été aveuglé ｴ･ｴﾃ･ｱｳﾞｸﾞﾚ 1 単現･完了形･受動(aveugler)v.t 目が眩んだ     「動詞句」 

par l’éclaboussement soudain ﾊﾟｰﾙ･ﾚｸﾗﾌﾞｽﾓﾝ･ｽﾀﾞﾝ 

 adv. 突然のほとばしりのために                                       「副詞句」 

de la lumière. ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｭﾐｪｰﾙ adj. 光の                          「形容詞句」 

 

彼は僕に、食堂へ行って夕食を食べるように勧めた。 

Il m’a invité à me rendre au réfectoire pour dîner.  「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron ぼくに                                                      「目的語」 

a invité ｱ･ｱﾝｳﾞｨﾃ 3 単現･完了形(inviter) 

v.t (qn à+不定詞) （人に）〜するよう勧めた                            「動詞句」 

à +不定詞 ｱ 不定詞 v. 〜すること                                          「補語」 
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me rendre ﾑ･ﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞(se rendre)v.pr (à に) 行く                   「動詞」 

au réfectoire ｵ･ﾚﾌｪｸﾄｩﾜｰﾙ adv. 食堂へ                               「副詞句」 

pour dîner. ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞｨﾈ adv. 夕食を食べるために               「副詞句」 

 

しかし僕は空腹ではなかった。 

Mais je n’avais pas faim.                           Mais「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

n’avais pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(avoir)v.t （+無冠詞名詞）〜でなかった    「動詞句」 

faim. ﾌｧﾑ n.f 空腹                                                     「目的語」 

 

それで彼は、カフェ・オ・レを一杯持って来ましょうと言ってくれた。 

Il m’a offert alors d’apporter une tasse de café au lait. 「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a offert alors d’apporter ｱ･ｵﾌｪｰﾙ･ｱﾛｰ･ﾀﾞﾎﾟﾙﾃ 3 単現･完了形(offrir à qn de+不定詞+alors) 

   v.t それで（人に）〜を持ってくることを申し出た                      「動詞句」 

une tasse de café au lait. ﾕﾝﾇ･ﾀｽ･ﾄﾞｩ･ｷｬﾌｪ･ｵ･ﾚ 

 n.f カフェ・オ・レを一杯                                     「目的語」 

 

僕はカフェ・オ・レが大好きなので、そうしてもらった。すると少ししてからお盆に乗せて

戻ってきた。 

Comme j’aime beaucoup le café au lait, j’ai accepté et il est revenu un moment après avec 

un plateau.          「副詞節」,「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aime ｴﾑ 1 単現(aimer)v.t 好きである                               「動詞」 

beaucoup ﾎﾞｸ adv. とても                                         「副詞」 

le café au lait, ﾙ･ｷｬﾌｪ･ｵ･ﾚ n.m カフェ・オ・レが                  「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai accepté ｴ･ｱｸｾﾌﾟﾃ 1 単現･完了形(accepter)v.t 申し出を受け入れた        「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est revenu ｴ･ﾙｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(revenir)v.i 戻ってきた                  「動詞句」 

un moment après ｱﾝ･ﾓﾓﾝ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少ししてから                         「副詞句」 

avec un plateau. ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾌﾟﾗﾄ adv. お盆に乗せて                       「副詞句」 
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僕は飲んだ。その時、タバコが吸いたくなった。 

J’ai bu. J’ai eu alors envie de fumer.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai bu. ｴ･ﾋﾞｭ 1 単現･完了形(boire)v.t 飲んだ                               「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai eu ｴ･ｲ 1 単現･完了形(avoir)v.t（+無冠詞名詞）〜だった、〜になった     「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

envie de fumer. ｵﾝｳﾞｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾌｭﾒ n.f タバコを吸う欲望                     「目的語」 

 

しかし、母さんの前で煙草を吸ってよいのかどうか分からなかったので、ためらっていた。 

Mais j’ai hésité parce que je ne savais pas si je pouvais le faire devant maman.  

Mais「主語」「動詞句」「副詞節」 

Mais ﾒ conj. しかし 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai hésité ｴ･ｴｼﾞﾃ 1 単現･完了形(hésiter)v.i ためらっていた                 「動詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne savais pas ﾇ･ｻｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(savoir)v.t 分からなかった     「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                         「主語」 

pouvais +不定詞 ﾌﾟｳﾞｪ 1 単半･許可・時制の一致(pouvoir+不定詞) 

v. 〜してよい                                       「動詞句」 

le ﾙ pron そんなことを（煙草をすうこと）       「目的語」 

faire ﾌｪｰﾙ 不定詞 v.t する                         「動詞」 

devant maman. ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾏﾓﾝ adv. 母さんの前で   「副詞句」 

 

少し考えて、大した問題ではないと思った。 

J’ai réfléchi, cela n’avait aucune importance. 「主語」「動詞句」,「主語」「動詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai réfléchi, ｴ･ﾚﾌﾚｼ 1 単現･完了形(réfléchir)v.i よく考えた、考えてみた      「動詞句」 

cela ｽﾗ pron それは（タバコを吸う事）                                    「主語」 

n’avait ﾅｳﾞｪ 3 単半･否定(avoir)v.t なかった                                「動詞」 

aucune importance. ｵｷｭﾝﾇ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝｽ n.f（否定文で）大したことは〜ない    「目的語」 
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僕はタバコを 1 本門番に差し出して、一緒に吸った。 

J’ai offert une cigarette au concierge et nous avons fumé. 

「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」et「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai offert ｴ･ｵﾌｪｰﾙ 1 単現･完了形(offrir)v.t 差し出した                      「動詞句」 

une cigarette ﾕﾝﾇ･ｼｶﾞﾚｯﾄ n.f タバコを 1 本                           「直接目的語」 

au concierge ｵ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ adv. 門番に                                「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 二人で                                                      「主語」 

avons fumé. ｱｳﾞｫﾝ･ﾌｭﾒ 1 複現･完了形(fumer)v.i（タバコを）吸った         「動詞句」 

 

ふと、彼が僕に言った。 

À un moment, il m’a dit:                 「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」 

À un moment, ｱ･ｳﾝ･ﾓﾓﾝ adv. ある時、ふと                               「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼が                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

 

「ところで、お通夜にはお母さまのお友達も来ることになっています。これはしきたりでし

て。わたしは、椅子やブラック・コーヒーを取りに行かなければなりません」 

«Vous savez, les amis de madame votre mère vont venir la veiller aussi. C’est la coutume. 

Il faut que j’aille chercher des chaises et du café noir.» 

《「呼びかけ」,「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞」 

「主語」「動詞」「補語」┃「動詞句」「主語」》 

Vous savez, ｳﾞ･ｻｳﾞｪ adv. ご存じの通り、ところで                      「呼びかけ」 

les amis ﾚ･ｻﾞﾐ pl.n. お友達は                                             「主語」 

de madame votre mère ﾄﾞｩ･ﾏﾀﾞﾑ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ adj. あなたのお母さんの「形容詞句」 

vont venir ｳﾞｫﾝ･ｳﾞﾆｰﾙ 3 複現･近接未来(aller+不定詞) 

v.i 来ることになっています                                          「動詞句」 

la veiller ﾗ･ｳﾞｪｲｪ n.f お通夜に                                      「間接目的語」 

aussi. ｵｼ adv. 同様に、〜もまた                                          「副詞」 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

la coutume. ﾗ･ｸﾁｭｰﾑ n.f しきたり、慣例、慣習                             「補語」 

Il faut que ｲﾌｫ･ｸ 3 単現(Il faut que+接続法)v.h 〜しなければならない      「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 
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aille chercher ｱﾕ･ｼｪﾙｼｪ 接・1 単現･意思(aller+不定詞) 

   v.t 〜を取りに行きます                                        「動詞句」 

des chaises ﾃﾞ･ｼｪｰｽﾞ pl.n.f いくつかの椅子                        「目的語」 

et ｴ conj. そして 

du café noir.» ｼﾞｭ･ｷｬﾌｪ･ﾇゎ-ﾙ n.m ブラック・コーヒーを     「目的語」 

 

僕は彼に、電灯を 1 つ消してもらえないか、と尋ねた。 

Je lui ai demandé si on pouvait éteindre une des lampes.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai demandé ｴ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 1 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた                「動詞句」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                                  「直接目的語」 

on ｵﾝ pron あなたは、人は                                   「主語」 

pouvait éteindre ﾌﾟｳﾞｪ･ｴﾀﾝﾄﾞﾙ 3 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t を消すことができる                                  「動詞句」 

une des lampes. ﾕﾝﾇ･ﾃﾞ･ﾛﾝﾌﾟ n.f 電灯を 1 つ                 「目的語」 

 

白い壁から反射する閃光で、僕はうんざりしていたのだ。 

L’éclat de la lumière sur les murs blancs me fatiguait.       「主語」「目的語」「動詞」 

L’éclat de la lumière ﾚｸﾗ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾘｭﾐｪｰﾙ n.m 灯りの閃光が                   「主語」 

 éclat ｴｸﾗ n.m 輝き、閃光 lumière ﾘｭﾐｪｰﾙ n.f 光、明かり 

sur les murs blancs ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾐｭｰﾙ･ﾌﾞﾛﾝ adj. 白い壁から反射する     「形容詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                                       「目的語」 

fatiguait. ﾌｧﾃｨｹﾞ 3 単半(fatiguer)v.t うんざりさせた                        「動詞」 

 

彼は僕に、それは出来ない、と言った 

Il m’a dit que ce n’était pas possible.    「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

ce ｽ pron それは                                             「主語」 

n’était pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単半･否定･時制の一致(être)v.i 〜でない        「動詞」 

possible. ﾎﾟｯｼｰﾌﾞﾙ adj.（否定文で）出来ない                    「補語」 
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配線工事がそのようにされていて、全ての明かりを点けるか消すかだった。 

L’installation était ainsi faite : c’était tout ou rien.  

「主語」「動詞句」：「主語」「動詞」「補語」 

L’installation ﾗﾝｽﾀﾗｼｮﾝ n.f 配線工事が                                     「主語」 

était ainsi faite : ｴﾃ･ｱﾝｼ･ﾌｪ 3 単半･受動(faire)v.t そのようにされていた     「動詞句」 

 ainsi ｱﾝｼ adv. そのように faire ﾌｪｰﾙ v.t する 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

tout ou rien. ﾄｳ･ｳ･ﾘﾔﾝ adj. 全ての明かりを点けるか消すか                   「補語」 

 

僕はもうあまり彼が気にならなくなっていた。 

Je n’ai plus beaucoup fait attention à lui.「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’ai plus beaucoup fait ﾈ･ﾌﾟﾘｭ･ﾎﾞｸ･ﾌｪ 1 単現･完了形･否定(faire) 

   v.t もうあまり〜しなくなっていた                                    「動詞句」 

attention ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 気配りを                                       「直接目的語」 

à lui. ｱ･ﾘｭｲ adv. 彼に対して                                        「間接目的語」 

 

彼は部屋を出てから、戻って来て、椅子を並べた。 

Il est sorti, est revenu, a disposé des chaises.  

「主語」「動詞句」,「動詞句」,「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est sorti, ｴ･ｿﾙﾃｨ 3 単現･完了形(sortir)v.i 出て行った                      「動詞句」 

est revenu, ｴ･ﾙｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(revenir)v.i 戻ってきた                  「動詞句」 

a disposé ｱ･ﾃﾞｨｽﾎﾟｾﾞ 3 単現･完了形(disposer)v.t 並べた                   「動詞句」 

des chaises. ﾃﾞ･ｼｪｰｽﾞ pl.n.f 椅子を                                      「目的語」 

 

一つの椅子の上に、コーヒーポットをぐるりと囲んでカップを積み重ねた。 

Sur l’une d’elles, il a empilé des tasses autour d’une cafetière.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Sur l’une d’elles, ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾙ adv. 一つの椅子の上に                     「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a empilé ｱ･ｵﾝﾋﾟﾚ 3 単現･完了形(empiler)v.t 積み重ねた                   「動詞句」 

des tasses ﾃﾞ･ﾀｽ pl.n.f カップを                                        「目的語」 

autour d’une cafetière. ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｭﾝﾇ･ｶﾌﾃｨｴｰﾙ adv. コーヒーポットの周りに  「副詞句」 

 autour ｵﾄｩｰﾙ adv. (de) 〜の周りに cafetière ｶﾌﾃｨｴｰﾙ n.f コーヒーポット 



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［C-1-1］異邦人 I  552 / 668 

 

それから、彼は母さんの向こう側の僕の正面に座った。 

Puis il s’est assis en face de moi, de l’autre côté de maman.  

「副詞」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est assis ｾ･ﾀｯｼ 3 単現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った                      「動詞句」 

en face de moi, ｵﾝ･ﾌｧｽ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 僕の正面に                          「副詞句」 

de l’autre côté ﾄﾞｩ･ﾛｰﾄﾙ･ｺﾃ adv. 反対側の                      「形容詞句」 

de maman. ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ adv. 母さんから                    「副詞句」 

 

看護婦も部屋の奥でこちらに背を向けて座っていた。彼女が何をしているか見えなかった。 

La garde était aussi au fond, le dos tourné. Je ne voyais pas ce qu’elle faisait.  

「主語」「動詞」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

La garde ﾗ･ｷﾞｬﾙﾄﾞ n.f 看護婦は                                           「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜いた、座っていた                                 「動詞」 

aussi ｵｼ adv. もまた                                                     「副詞」 

au fond, ｵ･ﾌｫﾝ adv. 部屋の奥に                                         「副詞句」 

le dos ﾙ･ﾄﾞ n.m 〜の背中で                                            「副詞句」 

tourné. ﾄｩﾙﾈ 過去分詞(tourner)v.t 向けた                      「形容詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne voyais pas ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾊﾟ 1 単半･否定(voir)v.t 見えなかった              「動詞句」 

ce ｽ pron ことが                                                      「目的語」 

qu’ ｸ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                     「主語」 

faisait. ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.t していた                      「動詞」 

 

しかし彼女の腕の動きから、どうやら編み物をしているらしいと思った。 

Mais au mouvement de ses bras, je pouvais croire qu’elle tricotait.  

Mais「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

au mouvement ｵ･ﾑｰｳﾞﾓﾝ adv. 動きで                                    「副詞句」 

de ses bras, ﾄﾞｩ･ｾ･ﾌﾞﾗ adj. 彼女の腕の                         「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

pouvais croire ﾌﾟｳﾞｪ･ｸﾙゎ-ﾙ 1 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜と推察することができた                                        「動詞句」 
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qu’ ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

tricotait. ﾄﾘｺﾃ 3 単半･時制の一致(tricoter)v.i 編み物をしている       「動詞」 

 

穏やかな夜だった。コーヒーが僕の体を温めてくれた。開いた戸口からは、夜と花のにおい

が入ってきた。僕は少しうとうとしたと思う。 

Il faisait doux, le café m’avait réchauffé et par la porte ouverte entrait une odeur de nuit 

et de fleurs. Je crois que j’ai somnolé un peu. 

「動詞句」「補語」,「主語」「目的語」「動詞句」et「副詞句」「動詞」「主語」 

「主語」「動詞」「目的語」 

Il faisait ｲﾙ･ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.h（天候などを示す）〜だった               「動詞句」 

doux, ﾄﾞｩ adj.（気候が）穏やかな、温暖な                                 「補語」 

le café ﾙ･ｷｬﾌｪ n.m コーヒーが                                            「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

avait réchauffé ｱｳﾞｪ･ﾚｼｮﾌｪ 3 単半･完了形(réchauffer)v.t（人の体）を温めた「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

par la porte ouverte ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ･ｳｳﾞｪﾙﾄ adv. 開いた戸口から             「副詞句」 

entrait ｵﾝﾄﾚ 3 単半(entrer)v.i 入ってきた                                  「動詞」 

une odeur ﾕﾝﾇ･ｵﾃﾞｰﾙ n.f においが                                         「主語」 

de nuit et de fleurs. ﾄﾞｩ･ﾆｭｲ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾌﾚｰﾙ advj. 夜と花の            「形容詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t (que 〜だと) 思う                               「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

ai somnolé ｴ･ｿﾑﾉﾚ 1 単現･完了形(somnoler)v.i うとうとした        「動詞句」 

un peu. ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                         「副詞句」 

 

軽く触れる音で、僕は目が覚めた。 

C’est un frôlement qui m’a réveillé.                          「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 形式主語（本当の主語は qui 以降）強調構文 

est ｴ 3 単現（être）v.i 〜である                                          「動詞」 

un frôlement ｱﾝ･ﾌﾛｰﾙﾓﾝ n.m 軽く触れる音                                「補語」 

qui ｷ pron（主語）〜するのは                                            「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                   「目的語」 

a réveillé. ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こした             「動詞句」 

 僕を起こしたのは、軽く触れる音だ。 
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眼を閉じていたせいで、白い部屋が僕にはさらにまぶしく思われた。 

D’avoir fermé les yeux, la pièce m’a paru encore plus éclatante de blancheur.  

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

D’+不定詞･完了形 ﾄﾞｩ adv.（理由）〜していたので                        「副詞句」 

avoir fermé ｱｳﾞゎ-ﾙ･ﾌｪﾙﾒ 不定詞･完了形 v.t を閉じていた           「動詞句」 

les yeux, ﾚ･ｼﾞﾕ pl.n.m 眼を                                      「目的語」 

la pièce ﾗ･ﾋﾟｴｽ n.f 部屋は                                                「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとって                                              「間接目的語」 

a paru ｱ･ﾊﾟﾘｭ 3 単現･完了形(praître)v.i 〜のように見えた                 「動詞句」 

encore plus éclatante ｵﾝｺｰﾙ･ﾌﾟﾘｭ･ｴｸﾗﾄﾝﾄ adj. さらにまばゆい               「補語」 

de blancheur. ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾛﾝｼｰﾙ adv. 白さのために                       「副詞句」 

 

僕の目の前には全く影がなくて、すべての物が、すべての角がそして全ての曲線が、目障り

なほど正確に、くっきりと姿を現していた。 

Devant moi, il n’y avait pas une ombre et chaque objet, chaque angle, toutes les courbes 

se dessinaient avec une pureté blessante pour les yeux.  

「副詞句」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Devant moi, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾑゎ adv. 僕の前には                                「副詞句」 

il n’y avait pas ｲﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定･存在(avoit)v.t 無かった          「動詞句」 

une ombre ﾕﾝﾇ･ｵﾝﾌﾞﾙ n.f 影が                                          「目的語」 

et ｴ conj. そして 

chaque objet, ｼｬｯｷ･ｵﾌﾞｼﾞｪ n.m すべての物が                               「主語」 

chaque angle, ｼｬｯｷ･ｵﾝｸﾞﾙ n.m すべての角が                          「主語」 

toutes les courbes ﾄｩｯﾄ･ﾚ･ｸﾙﾌﾞ pl.n.f すべての曲線が                  「主語」 

se dessinaient ｽ･ﾃﾞｼﾈ 3 複半(se dessiner)v.pr くっきりと姿を現していた    「動詞句」 

avec une pureté ｱｳﾞｪｯｷ･ﾕﾝﾇ･ﾋﾟｭﾙﾃ adv. 〜の正確さで                     「副詞句」 

blessante ﾌﾞﾚｿﾝﾄ 現在分詞(blessser)v.t 不快感を与える程の              「形容詞句」 

pour les yeux. ﾌﾟｰﾙ･ﾚ･ｼﾞｩ adv. 眼に                        「間接目的語」 

 

その時、母さんの友人たちが入ってきた。 

C’est à ce moment que les amis de maman sont entrés.        「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は que 節）強調構文 

est ｴ 3 単現（être）v.i 〜である                                          「動詞」 

à ce moment ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. その時                                         「補語」 

 「時間」を強調する場合は、「その時間に〜する」と翻訳する 
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que ｸ conj. 〜ということ                                                 「主語」 

les amis de maman ﾚ･ｻﾞﾐ･ﾄﾞｩ･ﾏﾏﾝ pl.n. 母さんの友人たちが           「主語」 

sont entrés. ｿﾝ･ｵﾝﾄﾚ 3 複現･完了形(entrer)v.i 入ってきた             「動詞句」 

 

彼らは、合わせて 10 人くらいだった。皆、あまり高く足を上げずに床の上をすべるように、

このまばゆい光の中を進んできた。 

Ils étaient en tout une dizaine, et ils glissaient en silence dans cette lumière aveuglante.  

「主語」「動詞」「副詞句」「補語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複現（être）v.i 〜だった                                      「動詞」 

en tout ｵﾝ･ﾄｩ adv. みんなで、全部合わせて                              「副詞句」 

une dizaine, ﾕﾝﾇ･ｯﾃﾞｨｾﾞｰﾇ n.f 10 人くらい                                  「補語」 

et ｴ conj. そして 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

glissaient ｸﾞﾘｾ 3 複半(glisser)v.i あまり足を上げずに滑るように進んできた  「動詞句」 

en silence ｵﾝ･ｼﾛﾝｽ adv. 静かに                                          「副詞句」 

dans cette lumière ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ﾘｭﾐｪｰﾙ adv. この明かりの中を                 「副詞句」 

aveuglante. ｱｳﾞｸﾞﾛﾝﾄ adj. 眼をくらませる                        「形容詞」 

 

彼らは、どの椅子もきしませることなく静かに着席した。 

Ils se sont assis sans qu’aucune chaise grinçât.           「主語」「動詞句」「副詞句」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

se sont assis ｽ･ｿﾝ･ﾀｼ 3 複現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った                  「動詞句」 

sans qu’ +接続法 ｿﾝ･ｸ adv. 〜することなしに、（その結果）〜しなかった    「副詞句」 

aucune chaise ｵｷｭﾝﾇ･ｼｪｰｽﾞ n.f いかなる椅子も〜ない                「主語」 

grinçât. ｸﾞﾗﾝｼｬ 接・3 単半(grincer)v.i きしんだ                      「動詞」 

 彼らは座ったが、どの椅子も軋まなかった。 

 

僕はこれまでに人というものを一度も見たことがないというほどに彼らを見つめた、そし

て彼らの顔や服のほんの細部までも僕の目ははっきりと捕らえていた。 

Je les voyais comme je n’ai jamais vu personne et pas un détail de leurs visages ou de 

leurs habits ne m’échappait.  

「主語」「目的語」「動詞」「副詞節」et「動詞句」「主語」「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

les ﾚ pron.pl 彼らを                                                   「目的語」 

voyais ｳﾞゎｲｴ 1 単半(voir)v.t 見た                                         「動詞」 
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comme ｺﾑ conj. 〜のように                                             「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

n’ai jamais vu ﾈ･ｼﾞｬﾒ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir) 

v.t 一度も見たことがない                                     「動詞句」 

 主節と同じ voir が複合型で使用されているので、「一度も見たことがないほどに」となる 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                                「目的語」 

et ｴ conj. そして 

pas ﾊﾟ adv.（主語の否定・強調）いかなる〜もない                        「動詞句」 

un détail ｳﾝ･ﾃﾞﾀｲﾕ n.m 細部が、詳細                                      「主語」 

de leurs visages ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adj. 彼らの顔の                「形容詞句」 

ou ｳ conj. または、〜も 

de leurs habits ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ｱﾋﾞ adj. 彼らの服の                       「形容詞句」 

ne m’échappait. ﾇ･ﾒｼｬﾍﾟ 3 単半(échapper+me)v.i 僕から逃れなかった       「動詞句」 

 

けれども彼らの声が聞こえなかったので、彼らが本当にそこにいるとは信じ難かった。 

Pourtant je ne les entendais pas et j’avais peine à croire à leur réalité.  

「副詞」「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Pourtant ﾌﾟｰﾙﾄﾝ adv. しかし、けれども                                   「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne les entendais pas ﾇ･ﾚ･ｿﾞﾝﾄﾝﾃﾞ･ﾊﾟ 1 単半･否定(entendre+les) 

   v.t 彼らの声は聞こえなかった                                        「動詞句」 

et ｴ conj. それで 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais peine à croire ｱｳﾞｪ･ﾍﾟｰﾇ･ｱ･ｸﾙゎ-ﾙ 1 単半･可能･否定(avoir peine à+不定詞) 

   v.i (à を) 信じ難かった                                              「動詞句」 

 avoir peine à+不定詞 「〜し難い、かろうじて〜できる」 

à leur réalité. ｱ･ﾚｰﾙ･ﾚｱﾘﾃ adv. 彼らの実在性を                       「間接目的語」 

 

女たちはほとんど全員がエプロンをしていた。そして彼らの胴回りを締め付けていたエプ

ロンの紐が、膨れ上がった腹部をさらに目立たせていた。 

Presque toutes les femmes portaient un tablier et le cordon qui les serrait à la taille 

faisait encore ressortir leur ventre bombé.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Presque toutes les femmes ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｳｯﾄ･ﾚ･ﾌｧﾑ pl.n.f ほとんど全ての女は      「主語」 

 presque ﾌﾟﾚｽｷ adv. ほとんど、ほぼ 

portaient ﾎﾟﾙﾃ 3 複半(porter)v.t（衣服を）着ていた                         「動詞」 
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un tablier ｱﾝ･ﾀﾌﾞﾘｴ n.m エプロンを                                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

le cordon ﾙ･ｺﾙﾄﾞﾝ n.m 紐が                                               「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

les ﾚ pron 彼らを                                            「目的語」 

serrait ｾﾚ 3 単半(serrer)v.t 締めていた、縛っていた               「動詞」 

à la taille ｱ･ﾗ･ﾀｲﾕ adv. 腰回りを                               「副詞句」 

faisait encore ressortir ﾌｾﾞ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾙｿﾙﾃｨｰﾙ 3 単半･使役(faire+不定詞+encore) 

   v.t さらに目立たせていた                                            「動詞句」 

leur ventre bombé. ﾚｰﾙ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ･ﾎﾞﾝﾍﾞ n.m 膨れ上がった腹部を            「目的語」 

ventre ｳﾞｫﾝﾄﾙ n.m 腹、腹部 bombé ﾎﾞﾝﾍﾞ adj. 張り出した、突き出た 

 

歳をとった女の腹がこれほど膨れあがるとは、今まで全く気にしたことがなかった。 

Je n’avais encore jamais remarqué à quel point les vieilles femmes pouvaient avoir du 

ventre.                                            「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’avais encore jamais remarqué ﾅｳﾞｪ･ｿﾞﾝｺｰﾙ･ｼﾞｬﾒ･ﾙﾏﾙｹ 1 単半･完了形(remarquer) 

   v.t 今までに一度も注目したことがなかった                            「動詞句」 

à quel point ｱ･ｸｪﾙ･ﾌﾟゎﾝ adv. どの程度まで〜であるかということを    「間接目的語」 

les vieilles femmes ﾚ･ｳﾞｨｴｨﾕ･ﾌｧﾑ pl.n.f 歳をとった女が          「主語」 

pouvaient avoir ﾌﾟｳﾞｪ･ｱｳﾞゎ-ﾙ 3 複半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 持つことが出来る                                     「動詞句」 

du ventre. ｼﾞｭ･ｳﾞｫﾝﾄﾙ n.m 腹を                             「目的語」 

 

男たちはほとんどがひどく痩せていて、両手に杖をついていた。 

Les hommes étaient presque tous très maigres et tenaient des cannes.  

「主語」「動詞」「補語」et「動詞」「目的語」 

Les hommes ﾚ･ｿﾞﾑ pl.n.m 男たちは                                       「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

presque tous très maigres ﾌﾟﾚｽｷ･ﾄｵｳ･ﾄﾚ･ﾒｰｸﾞﾙ adj. ほとんどがひどく痩せた  「補語」 

et ｴ conj. そして 

tenaient ﾄｩﾈ 3 複半(tenir)v.t 持っていた                                   「動詞」 

des cannes. ﾃﾞ･ｶﾇ pl.n.f 杖を                                           「目的語」 
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彼らの顔の中で僕の関心を引いたのは、彼らの目が見当たらず、顔のしわが集まったその真

ん中にどんよりとしたほのかな光だけが見えたことだ。 

Ce qui me frappait dans leurs visages, c’est que je ne voyais pas leurs yeux, mais 

seulement une lueur sans éclat au milieu d’un nid de rides.    「主語」「動詞」「補語」 

Ce ｽ pron 事は                                                          「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

me ﾑ pron 僕を                                              「目的語」 

frappait ﾌﾗﾍﾟ 3 単半(frapper)v.t（関心を）引いた                  「動詞」 

dans leurs visages, ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adv. 彼らの顔の中で       「副詞句」 

c’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                   「主語」 

ne voyais pas ﾇ･ｳﾞゎｲｴ･ﾊﾟ 1 単半･否定(voir)v.t 見えなかった         「動詞句」 

leurs yeux, ﾚｰﾙ･ｼﾞｩ pl.n.m 彼らの目                               「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

seulement ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけ                                         「副詞」 

une lueur ﾕﾝﾇ･ﾘｭｴｰﾙ n.f ほのかな光                                「目的語」 

sans éclat ｿﾝ･ｴｸﾗ adv. 地味に、どんよりと                         「副詞句」 

au milieu ｵ･ﾐﾘﾕｰ adv. 真ん中に                                    「副詞句」 

d’un nid ﾀﾞﾝ･ﾆ adj. たまり場の                           「形容詞句」 

de rides. ﾄﾞｩ･ﾘｯﾄﾞ adj. 顔のしわの               「形容詞句」 

 

彼らが座った時、大部分の老婆たちは僕を見つめて、歯のない口で唇をしっかりかみしめて

遠慮がちに頭を上下に振った。それが、僕に挨拶しているのかそれとも妙な癖なのか僕には

分からなかった。 

Lorsqu’ils se sont assis, la plupart m’ont regardé et ont hoché la tête avec gêne, les lèvres 

toutes mangées par leur bouche sans dents, sans que je puisse savoir s’ils me saluaient 

ou s’il s’agissait d’un tic.  

「副詞節」,「主語」「目的語」「動詞句」et「動詞句」「目的語」「副詞句」 

「副詞句」,「副詞節」 

Lorsqu’ ﾛﾙｽｷ conj. 〜した時                                            「副詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らが                                             「主語」 

se sont assis, ｽ･ｿﾝ･ﾀｼ 3 複現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った          「動詞句」 

la plupart ﾗ･ﾌﾟﾘｭﾊﾟｰﾙ n.f 大部分の老婆たちは                              「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 
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ont regardé ｵﾝ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 複現･完了形(regarder)v.t 見つめた               「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

ont hoché ｵﾝ･ｵｼｪ 3 複現･完了形(hocher)v.t（首を）上下に振った           「動詞句」 

la tête ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                                  「目的語」 

avec gêne, ｱｳﾞｪｯｷ･ｼﾞｪｰﾇ adv. 遠慮がちに                                「副詞句」 

les lèvres ﾚ･ﾚｰｳﾞﾙ pl.n.f 唇を、口元を                           「目的語」 

toutes mangées ﾄｩｯﾄ･ﾓﾝｼﾞｪ 過去分詞.f.pl(manger)v.t しっかりかみしめて   「副詞句」 

par leur bouche sans dents, ﾊﾟｰﾙ･ﾚｰﾙ･ﾌﾞｰｼｭ･ｿﾝ･ﾄﾞﾝ 

   adv. 歯のない口によって                                      「副詞句」 

sans que ｿﾝ･ｸ adv. 〜なしに                                            「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

puisse savoir ﾋﾟｭｲｽ･ｻｳﾞゎ-ﾙ 接・1 単半･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 分かった                                                  「動詞句」 

s’ ｼ conj. 〜かどうかということ                                   「目的語」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                          「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                           「目的語」 

saluaient ｻﾙｭｴ 3 複半(saluer)v.t 挨拶していた                 「動詞」 

ou ｳ conj. または 

s’ ｼ conj. 〜かどうかということ                                   「目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称 

s’agissait d’ ｻｼﾞｾ･ﾄﾞｩ 3 単半(s’agir de qch) 

v.pr 〜が問題だった、〜に関わることだった                     「動詞句」 

un tic. ｱﾝ･ﾁｯｸ n.m（無意識の）妙な癖                         「間接目的語」 

 

どちらかというと、挨拶だったと思う。 

Je crois plutôt qu’ils me saluaient.                 「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t (que+直説法) 〜だと思う                        「動詞」 

plutôt ﾌﾟﾘｭﾄ adv. どちらかというと                                       「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                               「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                                「目的語」 

saluaient. ｻﾙｭｴ 3 複半(saluer)v.t 挨拶していた                      「動詞」 
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この時、僕は気がついた。彼らは皆僕と向き合って、門番を囲んで軽く頭を揺すりながら座

っていたのだ。 

C’est à ce moment que je me suis aperçu qu’ils étaient tous assis en face de moi à 

dodeliner de la tête, autour du concierge.                     「動詞」「補語」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は que 以降) 強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à ce moment ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時                                         「補語」 

 → 「この時〜した」と翻訳する 

que ｸ conj. 〜したのは                                                   「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                    「主語」 

me suis aperçu ﾑ･ｼｭｲ･ｱﾍﾟﾙｼｭ 1 単現･完了形(s’apercevoir) 

v.pr (que+直説法) 〜に気付いた                                   「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                           「目的語」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                           「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                             「動詞」 

tous assis ﾄｩ･ｱｼ adj. みな座っていた                          「補語」 

en face de moi ｵﾝ･ﾌｧｽ･ﾄﾞｫｳ･ﾑゎ adv. 僕と向き合って          「副詞句」 

à dodeliner ｱ･ﾄﾞｩﾘﾈ adv. 軽く揺すりながら                   「副詞句」 

de la tête, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｯﾄ adv. 頭を                   「間接目的語」 

autour du concierge. ｵﾄｩｰﾙ･ｼﾞｭ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ adv. 門番の周囲に    「副詞句」 

 

僕は一瞬、彼らは僕を裁くためにそこに居るのだという、奇妙な印象を受けた。 

J’ai eu un moment l’impression ridicule qu’ils étaient là pour me juger. 

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「形容詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai eu ｴ･ｲ 1 単現･完了形(avoir)v.t 持った                                 「動詞句」 

un moment ｱﾝ･ﾓﾓﾝ adv. 一瞬                                           「副詞句」 

l’impression ridicule ﾗﾝﾌﾟﾚｼｮﾝ･ﾘﾃﾞｨｷｭｰﾙ n.f 奇妙な印象を                 「目的語」 

qu’ ｸ pron（同格）〜という                                          「形容詞節」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                              「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜にいた                               「動詞」 

là ﾗｰ adv. そこに                                               「副詞」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                           「副詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                        「目的語」 

juger. ｼﾞｭｼﾞｪ 不定詞 v.t 裁く                              「動詞」 
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少しすると、女たちの 1 人が泣き始めた。 

Peu après, une des femmes s’est mise à pleurer.        「副詞句」,「主語」「動詞句」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少しすると、間もなく                          「副詞句」 

une des femmes ﾕﾝﾇ･ﾃﾞ･ﾌｧﾑ n.f 女たちの 1 人が                           「主語」 

s’est mise à pleurer. ｾ･ﾐｾﾞ･ｱ･ﾌﾟﾙﾚ 3 単現･完了形.f･開始(se mettre à+不定詞) 

 v.i 泣き始めた                                                        「動詞句」 

 mise は mettre の過去分詞 mis の女性形 

 

彼女は 2 列目に座っていて、同僚の 1 人の陰に隠れていたので、僕は彼女の姿がよく見え

なかった。 

Elle était au second rang, cachée par une de ses compagnes, et je la voyais mal.  

「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞句」,et「主語」「目的語」「動詞」「副詞」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

était ｴﾃ 3 単現(être)v.i 〜にいた                                           「動詞」 

au second rang, ｵ･ｽｺﾞﾝ･ﾛﾝ adv. 2 列目に                                 「副詞句」 

cachée ｶｼｪ 過去分詞.f(cacher)v.t 隠されて                                「副詞句」 

par une de ses compagnes, ﾊﾟｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾄﾞｩ･ｾ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ 

 adv. 同僚の一人によって                                      「副詞句」 

et ｴ conj. それで 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

la ﾗ pron 彼女を                                                      「目的語」 

voyais ｳﾞゎｲｴ 1 単半(voir)v.t 見えた                                       「動詞」 

mal. ﾏﾙ adv. よく〜ない                                                  「副詞」 

 

彼女は規則的にしゃくりあげて泣いていた：彼女は泣き止まないように見えた。 

Elle pleurait à petits cris, régulièrement : il me semblait qu’elle ne s’arrêterait jamais. 

「主語」「動詞」「副詞句」：「間接目的語」「動詞」「主語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

pleurait ﾌﾟﾙﾚ 3 単半(pleurer)v.i 泣いた                                    「動詞」 

à petits cris, ｱ･ﾌﾟﾃｨ･ｸﾘ adv. 小さな叫び声をあげて                       「副詞句」 

régulièrement : ﾚｷﾞｭﾘｪﾙﾓﾝ adv. 規則正しく                                「副詞」 

il ｲﾙ pron 仮の主語(真の主語は qu’以降) 

me ﾑ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜のように思われた                      「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                「主語」 
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ne s’arrêterait jamais. ﾇ･ｻﾚｰﾄﾚ･ｼﾞｬﾒ 条・3 単現･否定(s’arrêter) 

   v.pr (+de pleurer が省略) 泣き止まないだろう                    「動詞句」 

 この条件法現在は過去における未来の推測を表す 

 

他の老人たちは、それが聞こえない様子だった。 

Les autres avaient l’air de ne pas l’entendre.               「主語」「動詞」「目的語」 

Les autres ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ pl.pron 他の老人たちは                                「主語」 

avaient ｱｳﾞｪ 3 複半(avoir)v.t（状態）〜をしていた                          「動詞」 

l’air de +不定詞 ﾚｰﾙ･ﾄﾞｩ n.m 〜する様子を                               「目的語」 

ne pas l’entendre. ﾇ･ﾊﾟ･ﾛﾝﾄﾝﾄﾞﾙ 不定詞･否定形 v.t それが聞こえない「動詞句」 

 

彼らは、無言で陰気にかがみ込んでいた。 

Ils étaient affaissés, mornes et silencieux.                    「主語」「動詞」「補語」 

Ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半(être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

affaissés, ｱﾌｪｾ 過去分詞(affaisser)adj.pl かがみ込んだ、沈み込んだ          「補語」 

mornes et silencieux. ﾓﾙﾇ･ｴ･ｼﾛﾝｼｩ adv. 無言で陰気に               「副詞句」 

 

彼らは、柩や自分の杖や他の物をじっと見つめていたが、それしか見ていなかった。 

Ils regardaient la bière ou leur canne, ou n’importe quoi, mais ils ne regardaient que cela.                      

「主語」「動詞」「目的語」mais「主語」「動詞句」「目的語」 

Ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

regardaient ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 複半(regarder)v.t 見つめていた                       「動詞」 

la bière ou leur canne, ﾗ･ﾋﾞｴｰﾙ･ｳ･ﾚｰﾙ･ｶﾝﾇ n. 柩や自分の杖を              「目的語」 

ou ｳ conj. そうでなければ 

n’importe quoi, ﾅﾝﾎﾟﾙﾄ･ｸゎ pron なんでも                        「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

ne regardaient que ﾇ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ･ｸ 3 複半･否定(regarder) 

v.t 〜しか見ていなかった                                             「動詞句」 

cela. ｽﾗ pron それ                                                     「目的語」 

 

女はまだ泣いていた。 

La femme pleurait toujours.                                 「主語」「動詞」「副詞」 

La femme ﾗ･ﾌｧﾑ n.f 女は                                                 「主語」 

pleurait ﾌﾟﾙﾚ 3 単半(pleurer)v.i 泣いていた                                「動詞」 
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toujours. ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. まだ                                               「副詞」 

 

彼女とは面識がなかったので、僕はとても意外だった。もう泣き止んでくれたらと思った。 

J’étais très étonné parce que je ne la connaissais pas. J’aurais voulu ne plus l’entendre.  

「主語」「動詞」「補語」「副詞節」┃「主語」「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

très étonné ﾄﾚ･ｴﾄﾈ adj. とても驚いた、意外に思った                        「補語」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. なので                                          「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne la connaissais pas. ﾇ･ﾗ･ｺﾈｾ･ﾊﾟ 1 単半･否定(connaître+la) 

v.t 彼女と知り合いではなかった                              「動詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

aurais voulu +不定詞 ｵｰﾚ･ｳﾞﾘｭ 条・1 単現･完了形(vouloir+不定詞) 

   v.t 〜したらよいと思った                                            「動詞句」 

 この条件法過去は「過去における未来完了」をあらわす 

ne plus l’entendre. ﾇ･ﾌﾟﾘｭ･ﾛﾝﾄﾝﾄﾞﾙ 不定詞･否定(entendre+la) 

  v.t もう泣き声が聞こえない                                    「動詞句」 

 → 泣き声が止んだらよいと思った 

 

だが敢えてそれを彼女に言う事はしなかった。 

Pourtant je n’osais pas le lui dire.  

「副詞」「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」「動詞句」 

Pourtant ﾌﾟﾙﾄﾝ adv. それでも、だが                                      「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’osais pas ﾉｾﾞ･ﾊﾟ 1 単半･意思･否定(oser+不定詞)v.t 敢えて〜しなかった   「動詞句」 

le ﾙ pron そのことを                                              「直接目的語」 

 彼女が泣き止んで欲しいということを 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                               「間接目的語」 

dire. ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t 言う                                      「動詞句」 

 

門番が彼女の方に身をかがめて彼女に話しかけたが、彼女は頭を激しく振って、なにごとか

口ごもり、先程と同じく規則的に泣き続けた。 

Le concierge s’est penché vers elle, lui a parlé, mais elle a secoué la tête, a bredouillé 

quelque chose, et a continué de pleurer avec la même régularité.  

「主語」「動詞句」「副詞句」,「間接目的語」「動詞句」 
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mais「主語」「動詞句」「目的語」,「動詞句」「目的語」et「動詞句」「副詞句」 

Le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                      「主語」 

s’est penché ｾ･ﾎﾟﾝｼｪ 3 単現･完了形(se pencher)v.pr 身をかがめた          「動詞句」 

vers elle, ｳﾞｪｰﾙ･ｴﾙ adv. 彼女の方へ                                     「副詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼女に                                                「間接目的語」 

a parlé, ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler)v.i 話しかけた                       「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a secoué ｱ･ｽｸｴ 3 単現･完了形(secouer)v.t（体の部分を）振った             「動詞句」 

la tête, ﾗ･ﾃｯﾄ n.f 頭を                                                  「目的語」 

a bredouillé ｱ･ﾌﾞﾙﾄﾞｩｲｴ 3 単現･完了形(bredouiller)v.t 早口で口ごもった    「動詞句」 

quelque chose, ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ pron 何事かを                                 「目的語」 

et ｴ conj. そして 

a continué de pleurer ｱ･ｺﾝﾃｨﾇｴ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾙﾚ 3 単現･完了形･継続(continuer de+不定詞) 

   v.i 泣き続けた                                                      「動詞句」 

avec la même régularité. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗ･ﾒｰﾑ･ﾚｷﾞｭﾗﾘﾃ 

 adv. 先程と同じ規則正しさで                                         「副詞句」 

 

それで門番はこちら側へやって来て、僕のそばに座った。 

Le concierge est venu alors de mon côté. Il s’est assis près de moi.  

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞句」 

Le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番は                                      「主語」 

est venu ｴ･ｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(venir)v.i やって来た                      「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. それで                                                  「副詞句」 

de mon côté. ﾄﾞｩ･ﾓﾝ･ｺﾃ adv. 僕のいる側へ、こちら側に                   「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est assis ｾ･ﾀｼ 3 単現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った                       「動詞句」 

près de moi. ﾌﾟﾚ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 僕のそばに                                「副詞句」 

 

かなり時間がたってから、彼は僕の顔を見ないで説明してくれた。 

Après un assez long moment, il m’a renseigné sans me regarder:  

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞句」 

Après ｱﾌﾟﾚ prep 〜の後で                                              「副詞句」 

un assez long moment, ｱﾝ･ｱｾ･ﾛﾝ･ﾄﾝ n.m かなり長い時間          「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                     「間接目的語」 
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a renseigné ｱ･ﾛﾝｾﾆｪ 3 単現･完了形(renseigner)v.t 説明した                「動詞句」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv. 〜せずに                                          「副詞句」 

me ﾑ pron 僕を                                                「目的語」 

regarder: ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 不定詞 v.t 見る                                  「動詞」 

 

「彼女は、あなたの母上ととても親交が深かったのです。お母さまが、ここでのたった一人

の友達だった、そして今はもう独りぼっちになってしまった、と言っています。」 

«Elle était très liée avec madame votre mère. Elle dit que c’était sa seule amie ici et que 

maintenant elle n’a plus personne.» 

《「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞」「目的語」et「目的語」》 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

très liée ﾄﾚ･ﾘｴ adj.f とても親交が深かった                                 「補語」 

avec madame votre mère. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾏﾀﾞﾑ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ adv. あなたの母上と「副詞句」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

dit ﾃﾞｨ 3 単現(dire)v.t 言っている                                        「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                  「動詞」 

sa seule amie ici ｻ･ｽﾙ･ｱﾐ･ｲｼ n.f ここでのたった一人の友達         「補語」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今では                                   「副詞」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

n’a plus ﾅ･ﾌﾟﾘｭ 3 単現･否定(avoir)v.t もういない                  「動詞句」 

personne.» ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                              「目的語」 

 

僕たちは、長い間このようにしていた。 

Nous sommes restés un long moment ainsi.              「主語」「動詞句」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

sommes restés ｿﾑ･ﾚｽﾃ 1 複現･完了形.pl(rester)v.i そのままでいた          「動詞句」 

un long moment ｱﾝ･ﾛﾝ･ﾓﾓﾝ adv. 長い間                                  「副詞句」 

ainsi. ｱﾝｼ adv. このように                                                「副詞」 
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女のため息とすすり泣きは、かなり少なくなってきた。 

Les soupirs et les sanglots de la femme se faisaient plus rares.  

「主語」「動詞句」「補語」 

Les soupirs ﾚ･ｽﾋﾟｰﾙ pl.n.m ため息は                                      「主語」 

et ｴ conj. そして 

les sanglots ﾚ･ｿﾝｸﾞﾛ pl.n.m すすり泣きは                                  「主語」 

de la femme ﾄﾞ･ﾗ･ﾌｧﾑ adj. その女の                                   「形容詞句」 

se faisaient ｽ･ﾌｾﾞ 3 複半(se faire)v.pr（+補語）〜になった                 「動詞句」 

plus rares. ﾌﾟﾘｭ･ﾗｰﾙ adj. かなり少ない                                    「補語」 

 

彼女はひんぱんに鼻をすすった。そしてついに彼女は泣き止んだ。 

Elle reniflait beaucoup. Elle s’est tue enfin.  

「主語」「動詞」「副詞」┃「主語」「動詞句」「副詞」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

reniflait ﾙﾆﾌﾚ 3 単半(renifler)v.i 鼻をすすった                              「動詞」 

beaucoup. ﾎﾞｸ adv. よく、ひんぱんに                                      「副詞」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

s’est tue ｾ･ﾁｭｴ 3 単現･完了形.f(se taire)v.pr 泣き止んだ                   「動詞句」 

enfin. ｵﾝﾌｧﾝ adv. ついに                                                 「副詞」 

 

僕はもう眠くなかったが、疲れていて、腰が痛かった。 

Je n’avais plus sommeil, mais j’étais fatigué et les reins me faisaient mal.  

「主語」「動詞句」「目的語」,mais「主語」「動詞」「補語」et 

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

n’avais plus ﾅｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半(avoir)v.t もうなかった                      「動詞句」 

sommeil, ｿﾒｲﾕ n.m 眠気が                                              「目的語」 

mais  

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

fatigué ﾌｧﾃｨｹﾞ adj. 疲れた                                               「補語」 

et ｴ conj. そして 

les reins ﾚ･ﾗﾝ pl.n.m 腰が                                                「主語」 

me ﾑ pron 僕に                                                   「間接目的語」 

faisaient ﾌｾﾞ 3 複半(faire)v.t 作っていた、おこしていた                     「動詞」 

mal. ﾏﾙ n.m 痛みを                                                「直接目的語」 
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今では、ここにいる人たちの沈黙が僕の苦痛だった。 

A présent c’était le silence de tous ces gens qui m’était pénible.  

「副詞句」,「動詞」「補語」「主語」 

A présent ｱ･ﾌﾟﾚｿﾞﾝ adv. 今は                                           「副詞句」 

c’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は qui 以降)強調構文 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

le silence ﾙ･ｼﾛﾝｽ n.m 沈黙                                               「補語」 

de tous ces gens ﾄﾞｩ･ﾄｩ･ｾ･ｼﾞｮﾝ adj. ここにいる人たちの          「形容詞句」 

qui ｷ pron 〜するのは                                                   「主語」 

m’ ﾑ pron 僕にとって                                        「間接目的語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                     「動詞」 

pénible. ﾍﾟﾆﾌﾞﾙ adj. 苦痛な                                         「補語」 

 

ただ時々、奇妙な物音が聞こえていた。しかしそれが何の音なのか分からなかった。 

De temps en temps seulement, j’entendais un bruit singulier et je ne pouvais comprendre 

ce qu’il était.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

De temps en temps ﾄﾞｩ･ﾄﾝ･ｿﾞﾝ･ﾄﾝ adv. 時々                             「副詞句」 

seulement, ｽﾙﾓﾝ adv. ただ〜だけ                                          「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

entendais ｵﾝﾄﾝﾃﾞ 1 単半(entendre)v.t 聞こえていた                         「動詞」 

un bruit ｱﾝ･ﾌﾞﾘｭｲ n.m 物音が                                          「目的語」 

singulier ｻﾝｷﾞｭﾘｴ adj. 奇妙な                                   「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne pouvais comprendre ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ｺﾝﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 1 単半･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.t 分からなかった                                                  「動詞句」 

ce ｽ pron それを                                                      「目的語」 

qu’ ｸ pron（補語）何であるという                                    「形容詞節」 

il ｲﾙ pron それは                                              「主語」 

était. ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                「動詞」 
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ようやく、老人たちの何人かが頬の内側を吸って、この奇妙な舌鼓の音を漏らしていたとい

うことをついに推察することができた。 

A la longue, j’ai fini par deviner que quelques-uns d’entre les vieillards suçaient 

l’intérieur de leurs joues et laissaient échapper ces clappements bizarres.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

A la longue, ｱ･ﾗ･ﾛﾝｸﾞ adv. しまいには、ようやく                         「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai fini par deviner ｴ･ﾌｨﾆ･ﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞｩｳﾞｨﾈ 1 単現･完了形･達成(finir par+不定詞) 

   v.t ついに推察することができた                                      「動詞句」 

 finir par+不定詞 「ついに〜する、とうとう〜する」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

quelques-uns ｹﾙｸ･ｻﾞﾝ pron 何人かの人が                           「主語」 

d’entre les vieillards ﾄﾞﾝﾄﾙ･ﾚ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ adj. 老人たちの     「形容詞句」 

suçaient ｼｭｾ 3 複半(sucer)v.t 吸っていた                           「動詞」 

l’intérieur de leurs joues ﾗﾝﾃﾘｪｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾚｰﾙ･ｼﾞｭ n.m 頬の内側を     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

laissaient échapper ﾚｾ･ｴｼｬﾍﾟ 3 複半･使役(laisser+不定詞) 

   v.t 外に漏らしていた                                         「動詞句」 

ces clappements ｾ･ｸﾗﾌﾟﾓﾝ pl.n.m この舌鼓を                      「目的語」 

bizarres. ﾋﾞｻﾞｰﾙ adj. 奇妙な                              「形容詞」 

 

彼ら自身はそれぞれの思いに浸っていたので、そのことに気づかないでいた。 

Ils ne s’en apercevaient pas tant ils étaient absorbés dans leurs pensées.  

「主語」「動詞句」「副詞節」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                     「主語」 

ne s’en apercevaient pas ﾇ･ｿﾝ･ｱﾍﾟﾙｽｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 複半･否定(s’apercevoir+en) 

   v.pr それに気づかないでいた                                         「動詞句」 

 en は「彼らが舌鼓のような音を出していること」を表す 

tant ﾄﾝ adv.（文頭に置かれると原因を示す）〜だから                       「副詞節」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                「主語」 

étaient absorbés ｴﾃ･ｱﾌﾟｿﾙﾍﾞ 3 複半･受動(absorber)v.t 吸収されていた「動詞句」 

dans leurs pensées. ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ･ﾎﾟﾝｾ adv. それぞれの思いの中に       「副詞句」 
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僕は、彼らの真ん中に横たわっているこの死者は、彼らの目には何の意味も無いのではない

かという印象さえ抱いた。 

J’avais même l’impression que cette morte, couchée au milieu d’eux, ne signifiait rien à 

leurs yeux.                                              「主語」「動詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t 持った                                         「動詞」 

même l’impression ﾒｰﾑ･ﾗﾝﾌﾟﾚｯｼｮﾝ n.f 印象さえ                           「目的語」 

que ｸ pron（同格）〜であるという                                    「形容詞節」 

cette morte, ｾｯﾄ･ﾓﾙﾄ n.f この死者は                              「主語」 

couchée ｸｼｪ adj.f 横たわった                                「形容詞句」 

au milieu d’eux, ｵ･ﾐﾘｭ･ﾄﾞｩｰ adv. 彼らの真ん中に      「副詞句」 

ne signifiait ﾇ･ｼﾆﾌｨｴ 3 単半･否定(signifier)v.t 意味しない        「動詞句」 

rien ﾘｬﾝ pron 何も〜ない                                 「直接目的語」 

à leurs yeux. ｴｰﾙ･ｼﾞｨﾕ adv. 彼らの目に                     「間接目的語」 

 

しかし今は、その印象は間違いだったと思う。 

Mais je crois maintenant que c’était une impression fausse. 

Mais「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t (que+直説法) 〜だと思う                        「動詞」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今は                                             「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

c’ ｽ pron それは                                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

une impression fausse. ﾕﾝﾇ･ｱﾝﾌﾟﾚｼｮﾝ･ﾌｫｽ n.f 間違えた印象           「補語」 

 faux ﾌｫｰ adj.m, fausse ﾌｫｽ adj.f 間違った、誤った 

 

僕たちはみな、門番が出してくれたコーヒーを飲んだ。 

Nous avons tous pris du café, servi par le concierge.       「主語」「動詞句」「目的語」 

Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

avons tous pris ｱｳﾞｫﾝ･ﾄｩ･ﾌﾟﾘ 1 複現･完了形(prendre+tous) 

   v.t みんな飲んだ                                                    「動詞句」 

du café, ｼﾞｭ･ｷｬﾌｪ n.m コーヒーを                                       「目的語」 

servi ｾﾙｳﾞｨ 過去分詞･受動(servir)v.t 出された                          「形容詞句」 

par le concierge. ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ adv. 門番によって            「副詞句」 
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それから先は、もう分からない。夜は過ぎて行った。 

Ensuite, je ne sais plus. La nuit a passé. 「副詞」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」 

Ensuite, ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                           「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne sais plus. ﾇ･ｾ･ﾌﾟﾘｭ 1 単現･否定(savoir+plus)v.t もうわからない         「動詞句」 

La nuit ﾗ･ﾆｭｲ n.f 夜は                                                   「主語」 

a passé. ｱ･ﾊﾟｾ 3 単現･完了形(passer)v.i 過ぎて行った                     「動詞句」 

 

僕は、ある時目を開けたのを覚えている。そして老人たちが背中を丸めて眠っているのを見

たが、一人だけは例外だった。彼は、しっかり杖をつかんだその手の甲の上にあごを乗せ、

僕をじっと見ていた、まるで僕の目覚めだけを待っていたかのように。 

Je me souviens qu’à un moment j’ai ouvert les yeux et j’ai vu que les vieillards dormaient 

tassés sur eux-mêmes, à l’exception d’un seul qui, le menton sur le dos de ses mains 

agrippées à la canne, me regardait fixement comme s’il n’attendait que mon réveil.                     

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

「副詞句」「目的語」「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me souviens ﾑ･ｽｳﾞｨﾔﾝ 1 単現(se souvenir)v.pr (que を) 思い出す           「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

à un moment ｱ･ｳﾝ･ﾓﾓﾝ adv. ある時                             「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ai ouvert ｴ･ｳｳﾞｪｰﾙ 1 単現･完了形(ouvrir)v.t 開けた                「動詞句」 

les yeux ﾚ･ｼﾞｭｰ pl.n.m 目を                                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見た                                  「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

les vieillards ﾚ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ pl.n.m 老人たちが                         「主語」 

dormaient ﾄﾞﾙﾒ 3 複半(dormir)v.i 眠っている                        「動詞」 

tassés ﾀｾ adv. かがみ込んで                                      「副詞句」 

sur eux-mêmes, ｼｭｰﾙ･ｳｰﾒｰﾑ adv. 自分自身の上に                   「副詞句」 

  「背中を丸めて」 

à l’exception d’un seul ｱ･ﾚｸｾﾌﾟｼｮﾝ･ﾀﾞﾝ･ｽﾙ adv. 1 人は例外として           「副詞句」 

qui, ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

le menton ﾙ･ﾓﾝﾄﾝ n.m あごを〜して                            「副詞句」 
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sur le dos de ses mains ｼｭｰﾙ･ﾙ･ﾄﾞ･ﾄﾞｩ･ｾ･ﾏﾝ 

 adv. 手の甲の上に                                          「副詞句」 

agrippées ｱｸﾞﾘﾍﾟ 過去分詞 f.pl(agripper) 

v.t (à を) しっかりつかんだ                                 「形容詞句」 

à la canne, ｱ･ﾗ･ｶﾝﾇ adv. 杖を                     「間接目的語」 

me ﾑ pron 僕を                                               「目的語」 

regardait ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単半(regarder)v.t 見ていた                    「動詞」 

fixement ﾌｨｸｽﾓﾝ adv. じっと                                     「副詞」 

comme s’ ｺﾑ･ｼ conj. あたかも〜のように                         「副詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                           「主語」 

n’attendait que ﾅﾄﾝﾃﾞ･ｸ 3 単半･否定･限定(attendre, ne...que) 

   v.t 〜だけを待っていた                                「動詞句」 

mon réveil. ﾓﾝ･ﾚｳﾞｪｲﾕ n.m 僕の目覚め                    「目的語」 

 

それから僕はまた寝た。腰の痛みが次第に増してきたので、僕は目が覚めた。 

Puis j’ai encore dormi. Je me suis réveillé parce que j’avais de plus en plus mal aux reins. 

「副詞」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞節」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai encore dormi. ｴ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾄﾞﾙﾐ 1 単現･完了形(dormir+encore)v.i また寝た   「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis réveillé ﾑ･ｼｭｲ･ﾚｳﾞｪｲｪ 1 単現･完了形(se réveiller)v.pr 目が覚めた   「動詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t あった                                 「動詞」 

de plus en plus ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ･ｻﾞﾝ･ﾌﾟﾘｭ adv. ますます、次第に          「副詞句」 

mal aux reins. ﾏﾛ･ﾗﾝ n.m 腰の痛み                               「目的語」 

 

朝の光が、ガラス張りの屋根の上に差し込んでいた。 

Le jour glissait sur la verrière.                            「主語」「動詞」「副詞句」 

Le jour ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 日の光、朝の光                                      「主語」 

glissait ｸﾞﾘｾ 3 単半(glisser)v.i（光が）差し込んでいた                      「動詞」 

sur la verrière. ｼｭｰﾙ･ﾗ･ｳﾞｪﾘｪｰﾙ adv. ガラス張りの屋根の上に              「副詞句」 
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まもなく老人の 1 人が目を覚まして、ひどく咳き込んだ。 

Peu après, l’un des vieillards s’est réveillé et il a beaucoup toussé.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」 

Peu après, ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少し後で、まもなく                             「副詞句」 

l’un des vieillards ﾗﾝ･ﾃﾞ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ n.m 老人の 1 人が                       「主語」 

s’est réveillé ｾ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(se réler)v.pr 起きた、目を覚ました    「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a beaucoup toussé. ｱ･ﾎﾞｸ･ﾄｩｾ 3 単現･完了形(tousser+beaucoup) 

   v.i ひどく咳をした                                                  「動詞句」 

 

彼は格子縞の大きいハンカチに痰を吐いていたが、一度痰を吐くたびに生木を裂かれるほ

ど辛らそうに見えた。 

Il crachait dans un grand mouchoir à carreaux et chacun de ses crachats était comme un 

arrachement.                 「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

crachait ｸﾗｯｼｪ 3 単半(cracher)v.i 痰を吐いた                               「動詞」 

dans un grand mouchoir ﾄﾞﾝ･ｻﾞﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ﾑｼｭﾜｰﾙ adv. 大きいハンカチに      「副詞句」 

à carreaux ｱ･ｷｬﾛ adj. 格子縞の                                「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

chacun de ses crachats ｼｬｷｬﾝ･ﾄﾞｩ･ｾ･ｸﾗｼｬ pron それぞれの痰は              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

comme un arrachement. ｸﾑ･ｱﾝ･ｱﾗｼｭﾓﾝ n.m 生木を裂かれるほどの辛さ       「補語」 

 

彼は他の老人たちを起こしてしまったので、門番は皆にもう帰るように言った。 

Il a réveillé les autres et le concierge a dit qu’ils devraient partir.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a réveillé ｱ･ﾚｳﾞｪｲｪ 3 単現･完了形(réveiller)v.t 起こしてしまった           「動詞句」 

les autres ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ pl.n. 他の老人たちを                                 「目的語」 

et ｴ conj. それで 

le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番は                                       「主語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                               「主語」 

devraient partir. ﾄﾞｩｳﾞﾚ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ 条・3 複現･語調緩和(devoir+不定詞) 
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v.i 帰って行った方がいいだろう                               「動詞句」 

 

彼らは立ち上がった。このように窮屈な姿勢で寝ずの番をしたせいで、彼らの顔はすっかり

灰色になっていた。 

Ils se sont levés. Cette veille incommode leur avait fait des visages de cendre.  

「主語」「動詞句」┃「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

se sont levés. ｽ･ｿﾝ･ﾙｳﾞｪ 3 複現･完了形(se lever)v.pr 立ち上がった          「動詞句」 

Cette veille ｾｯﾄ･ｳﾞｪｲﾕ n.f この寝ずの番は                                  「主語」 

incommode ｱﾝｺﾓﾄﾞ adj. 窮屈な                                     「形容詞」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                              「間接目的語」 

avait fait ｱｳﾞｪ･ﾌｪ 3 単半･完了形(faire)v.t 作ってしまった                  「動詞句」 

des visages de cendre. ﾃﾞ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｿﾝﾄﾞﾙ pl.n.m 灰色の顔       「直接目的語」 

 

帰り際、非常に驚いたことに、彼らは皆僕の手を握りしめて行った。――あたかも、一言も

言葉を交わさなかったこの一夜が、僕たちの親密感を増加させたとでも言うように。 

En sortant, et à mon grand étonnement, ils m’ont tous serré la main — comme si cette 

nuit où nous n’avions pas échangé un mot avait accru notre intimité. 

「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」---「副詞節」 

En sortant, ｵﾝ･ｿﾙﾄﾝ 現在分詞(sortir)v.i 出て行くときに、帰り際に          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

à mon grand étonnement, ｱ･ﾓﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｴﾄﾇﾓﾝ adv. 非常に驚いたことに       「副詞句」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

m’ ﾑ pron 僕の                                                    「間接目的語」 

ont tous serré ｵﾝ･ﾄｩ･ｾﾚ 3 複現･完了形(serrer+tous)v.t 皆握りしめた        「動詞句」 

la main — ﾗ･ﾏﾝ n.f 手を                                           「直接目的語」 

comme si ｺﾑ･ｼ conj. あかも〜であるかのように                          「副詞節」 

cette nuit ｾｯﾄ･ﾆｭｲ n.f この 1 夜が                                 「主語」 

où ｳ pron 〜する                                            「形容詞節」 

nous ﾇ pron 私たちは                                   「主語」 

n’avions pas échangé ﾅｳﾞｨｵﾝ･ﾊﾟ･ｴﾁｮﾝｼﾞｪ 1 複半･完了形･否定(échanger) 

   v.t 交換しなかった、交わさなかった                 「動詞句」 

un mot ｱﾝ･ﾓ n.m 一言も                              「目的語」 

avait accru ｱｳﾞｪ･ｱｸﾘｭ 3 単半･完了形(accroitre)v.t 増大させた      「動詞句」 

notre intimité. ﾉﾄﾙ･ｱﾝﾁﾐﾃ n.f 私たちの親密さを                   「目的語」 
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僕は疲れていた。門番が僕を彼の部屋に連れて行ってくれたので、少し顔を洗ったり身づく

ろいが出来た。 

J’étais fatigué. Le concierge m’a conduit chez lui et j’ai pu faire un peu de toilette.  

「主語」「動詞」「補語」 

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais ｴﾃ 1 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

fatigué. ﾌｧﾃｨｹﾞ adj. 疲れた                                               「補語」 

Le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番は                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a conduit ｱ･ｺﾝｼﾞｭｲ 3 単現･完了形(conduire)v.t 連れて行った、案内した     「動詞句」 

chez lui ｼｪ･ﾘｭｲ adv. （養老院の中にある）彼の部屋に                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pu faire ｴ･ﾋﾟｭ･ﾌｪｰﾙ 1 単現･完了形･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 〜することが出来た                                              「動詞句」 

un peu de toilette. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄﾞｩ･ﾄゎﾚｯﾄ n.f 少し洗顔を、身づくろい          「目的語」 

 

僕はまたカフェオレを呑んだが、とても旨かった。 

J’ai encore pris du café au lait qui était très bon.  

「主語」「動詞句」「目的語」「主語」「動詞」「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai encore pris ｴ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(prendre)v.t また飲んだ           「動詞句」 

du café au lait ｼﾞｭ･ｷｬﾌｪ･ｵ･ﾚ n.m カフェオレを                           「目的語」 

qui ｷ pron それは                                                       「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

très bon. ﾄﾚ･ﾎﾞﾝ adj. とても旨い                                          「補語」 

 

僕が外に出た時、日はすっかり上がっていた。 

Quand je suis sorti, le jour était complètement levé.「副詞節」,「主語」「動詞」「補語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜した時                                               「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕が                                                 「主語」 

suis sorti, ｼｭｲ･ｿﾙﾃｨ 1 単現･完了形(sortir)v.i 外に出た              「動詞句」 

le jour ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 日は                                                 「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

complètement levé. ｺﾝﾌﾟﾚｯﾄｩﾓﾝ･ﾙｳﾞｪ adj. すっかり上がった                 「補語」 
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マランゴを海から隔てている丘の上には、空がすっかり赤い色に染まっていた。 

Au-dessus des collines qui séparent Marengo de la mer, le ciel était plein de rougeurs.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「補語」 

Au-dessus des collines ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾃﾞｺﾘｰﾇ adv. 丘の上には                   「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

séparent ｾﾊﾟｰﾙ 3 複現(séparer)v.t 分離する、隔てる               「動詞」 

Marengo ﾏﾗﾝｺﾞ n. マランゴを                                 「目的語」 

de la mer, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｰﾙ adv. 海から                              「副詞句」 

le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空が                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

plein de rougeurs. ﾌﾟﾗﾝ･ﾄﾞｩ･ﾙｼﾞｪｰﾙ adj. 赤い色で一杯の                    「補語」 

 

そして丘の上を通り抜ける風は、ここに潮の香りを運んで来ていた。 

Et le vent qui passait au-dessus d’elles apportait ici une odeur de sel.  

E「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

Et ｴ conj. そして 

le vent ﾙ･ｳﾞｫﾝ n.m 風は                                                  「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

passait ﾊﾟｾ 3 単半(passer)v.i 通り抜ける                         「動詞」 

au-dessus d’elles  ｵ･ﾄﾞｩｼｭ･ﾃﾞﾙ adv. 丘の上を                   「副詞句」 

apportait ｱﾎﾟﾙﾃ 3 単半(approter)v.t 運んできた                             「動詞」 

ici ｲｼ adv. ここに                                                        「副詞」 

une odeur de sel. ﾕﾝﾇ･ｵﾃﾞｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｾﾙ n.f 潮の香りを                       「目的語」 

 潮：（特に朝に）海水に満ちたり引いたりする現象、夕方の現象は汐（しお、セキ） 

 

天気の良い 1 日になりそうだった。 

C’était une belle journée qui se préparait.                    「主語」「動詞」「補語」 

C’ ｽ pron 仮の主語（une belle journée を強調する）                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

une belle journée ﾕﾝﾇ･ﾍﾞﾙ･ｼﾞｭﾙﾈ n.f 天気の良い 1 日                        「補語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

se préparait. ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 3 単半(se preparer)v.pr 起ころうとしていた「動詞句」 

 se preparer ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ v.pr 準備される、起ころうとしている 
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僕が田舎に来たのはずっと昔だったので、もし母さんのことがなかったならば、散歩などを

すればどれほど楽しいだろうと思ったりした。 

Il y avait longtemps que j’étais allé à la campagne et je sentais quel plaisir j’aurais pris 

à me promener s’il n’y avait pas eu maman. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」et「主語」「動詞」「目的語」 

Il y avait longtemps que ｲﾘ･ｱｳﾞｪ･ﾛﾝﾄﾝ･ｸ conj. 〜したのはずっと前だった 

j’ ｼﾞｭ pron 僕が                                                         「主語」 

étais allé ｴﾃ･ｻﾞﾚ 1 単半･完了形(aller)v.i 来た                             「動詞句」 

à la campagne ｱ･ﾗ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ adv. 田舎に                              「間接目的語」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

sentais ｿﾝﾃ 1 単半(sentir)v.t 思った                                       「動詞」 

quel plaisir ｹﾙ･ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ pron どれほどの喜びを〜するかということを       「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                  「主語」 

aurais pris ｵｰﾚ･ﾌﾟﾘ 条・1 単現･完了形(prendre)v.t 手に入れるだろう「動詞句」 

à me promener ｱ･ﾑ･ﾌﾟﾛﾑﾈ adv. 散歩することによって              「副詞句」 

s’il n’y avait pas eu maman. ｼﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｼﾞｭ･ﾏﾓﾝ 

   adv. もし母さんのことがなかったならば                        「副詞節」 

 

しかし僕は、中庭のプラタナスの木の下で待った。 

Mais j’ai attendu dans la cour, sous un platane.      Mais「主語」「動詞句」「副詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai attendu ｴ･ｱﾄﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形(attendre)v.i 待った                    「動詞句」 

dans la cour, ﾄﾞﾝ･ﾗ･ｸｰﾙ adv. 中庭で                                     「副詞句」 

sous un platane. ｽ･ｻﾞﾝ･ﾌﾟﾗﾀﾝﾇ adv. プラタナスの木の下で                 「副詞句」 

 

みずみずしい土の香りを嗅ぐと、もう眠気は消えていた。 

Je respirais l’odeur de la terre fraîche et je n’avais plus sommeil.  

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

respirais ﾚｽﾋﾟﾚ 1 単半(respirer)v.t 嗅いだ                                  「動詞」 

l’odeur ﾛﾃﾞｰﾙ n.f 香りを                                                「目的語」 

de la terre fraîche ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾃｰﾙ･ﾌﾚｯｼｭ adj. みずみずしい土の       「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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n’avais plus ﾅｳﾞｪ･ﾌﾟﾘｭ 1 単半･否定(avoir)v.t もうなかった                 「動詞句」 

sommeil. ｿﾒｲﾕ n.m 眠気                                                「目的語」 

 

会社の同僚たちのことを考えた。 

J’ai pensé aux collègues du bureau.                  「主語」「動詞句」「間接目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.i 考えた                          「動詞句」 

aux collègues ｺﾚｰｸﾞ pl.n. 同僚たちのことを                          「間接目的語」 

du bureau. ｼﾞｭ･ﾋﾞｭﾛｰ adj. 会社の                          「形容詞句」 

 

この時間は、彼らは会社に行くのにもう起きている頃だ。僕にとっては一番苦手な時間だ。 

A cette heure, ils se levaient pour aller au travail : pour moi c’était toujours l’heure la 

plus difficile.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」：「副詞句」「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

A cette heure, ｱ･ｾｯﾄ･ｳｰﾙ adv. この時間には                              「副詞句」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                                       「主語」 

se levaient ｽ･ﾙｳﾞｪ 3 複半(se lever)v.pr 起きた                            「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. するために                                      「副詞句」 

aller au travail : ｱﾚ･ｵ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ 不定詞 v.i 仕事に行く               「動詞句」 

pour moi ﾌﾟｰﾙ･ﾑゎ adv. 僕にとっては                                    「副詞句」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. いつも                                             「副詞」 

l’heure ﾚｰﾙ n.f 時間                                                      「補語」 

la plus difficile. ﾗ･ﾌﾟﾘｭ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ adj. 一番苦手な                   「形容詞句」 

 

僕は、また少しそのようなことについて考えていたが、建物の中で鳴った鐘の音に気をそら

されてしまった。 

J’ai encore réfléchi un peu à ces choses, mais j’ai été distrait par une cloche qui sonnait 

à l’intérieur des bâtiments.  

「主語」「動詞句」「副詞」「間接目的語」mais「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai encore réfléchi ｴ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾚﾌﾚｼ 1 単現･完了形(réfléchir)v.i また考えた      「動詞句」 

un peu ｱﾝ･ﾌﾟ adv. 少し                                                  「副詞」 

à ces choses, ｱ･ｾ･ｼｮｰｽﾞ adv. そのようなことについて                 「間接目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 
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j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai été distrait ｴ･ｴﾃ･ﾃﾞｨｽﾄﾚ 1 単現･完了形･受動(distraire)v.t 気をそらされた 「動詞句」 

par une cloche ﾊﾟｰﾙ･ｱﾝ･ｸﾛｼｭ adv. 鐘の音によって                        「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

sonnait ｿﾈ 3 単半(sonner)v.i 鳴った                              「動詞」 

à l’intérieur des bâtiments. ｱ･ﾗﾝﾃﾘｭｰﾙ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾁﾓﾝ adv. 建物の中で 「副詞句」 

 

窓の向こう側で大騒ぎがあったが、それからすべてが静まった。 

Il y a eu du remue-ménage derrière les fenêtres, puis tout s’est calmé. 

「動詞句」「目的語」「副詞句」,「副詞」「主語」「動詞句」 

Il y a eu ｲﾘ･ｱ･ｲ 3 単現･完了形(avoir)v.t 〜があった                       「動詞句」 

du remue-ménage ｼﾞｭ･ﾙﾐｭ･ﾒﾅｰｼﾞｭ n.m 大騒ぎ                           「目的語」 

derrière les fenêtres, ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾚ･ﾌﾈｰﾄﾙ adv. 窓の向こう側で                 「副詞句」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

tout ﾄｩ pron.m すべてが                                                 「主語」  

s’est calmé. ｾ･ｶﾙﾒ 3 単現･完了形(se calmer)v.pr 静まった                  「動詞句」 

 

太陽は、さらに高く空に昇っていた。そして日差しが僕の足を暖め始めていた。 

Le soleil était monté un peu plus dans le ciel : il commençait à chauffer mes pieds.  

「主語」「動詞句」「副詞句」：「主語」「動詞句」「目的語」 

Le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽は                                              「主語」 

était monté ｴﾃ･ﾓﾝﾃ 3 単現･完了形(monter)v.t 昇っていた                  「動詞句」 

un peu plus ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ adv. もう少し高く                               「副詞句」 

dans le ciel : ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｼｴﾙ adv. 空に                                       「副詞句」 

il ｲﾙ pron それは                                                        「主語」 

commençait à chauffer ｺﾓﾝｾ･ｱ･ｼｮﾌｪ 3 単半･開始(commencer a+不定詞) 

   v.t 暖め始めていた                                                  「動詞句」 

mes pieds. ﾒ･ﾋﾟｴ pl.n.m 僕の足を                                       「目的語」 

 

門番が、中庭を横切ってやって来て、院長から僕に話があると告げた。 

Le concierge a traversé la cour et m’a dit que le directeur me demandait.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Le concierge ﾙ･ｺﾝｼｪﾙｼﾞｭ n.m 門番が                                      「主語」 

a traversé ｱ･ﾄﾗｳﾞｪﾙｾ 3 単現･完了形(traverser)v.t 横切ってきた            「動詞句」 

la cour ﾗ･ｸｰﾙ n.f 中庭を                                                「目的語」 

et ｴ conj. そして 
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m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長が                           「主語」 

me ﾑ pron 僕と                                            「目的語」 

demandait. ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半･時制の一致(demander) 

v.t 話したがっている、話がある                            「動詞」 

 

僕は院長室へ入った。 

Je suis allé dans son bureau.                            「主語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

suis allé ｼｭｲ･ｻﾞﾚ 1 単現･完了形(aller)v.i 行った、入った                   「動詞句」 

dans son bureau. ﾄﾞﾝ･ｿﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adv. 院長室の中に                        「副詞句」 

 

彼は僕に何枚かの書類にサインをさせた。 

Il m’a fait signer un certain nombre de pièces.     「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                        「目的語」 

a fait ｱ･ﾌｪ 3 単現･完了形･使役(faire+不定詞)v.t 〜させた                  「動詞句」 

signer ｼﾆｪ 不定詞 v.t 〜にサインする                                      「補語」 

un certain nombre de pièces. ｱﾝ･ｾﾙﾀﾝ･ﾉﾝﾌﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾋﾟｴｽ 

 pl.n.f いくらかの書類                                          「目的語」 

 

僕は、院長が黒の服に縞のズボンを穿いていることに気がついた。 

J’ai vu qu’il était habillé de noir avec un pantalon rayé.   「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた、分かった                      「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

était habillé ｴﾃ･ｱﾋﾞｪ 3 単半･受動･時制の一致(habiller) 

v.t (de を) 着ている                                          「動詞句」 

de noir ﾄﾞｩ･ﾇゎ-ﾙ adv. 黒の服を                                 「目的語」 

avec un pantalon rayé. ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ･ﾚｨｴ adv. 縞のズボンを穿き「副詞句」 
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彼は手に受話器を取り、離れたままで僕に声をかけた：「少し前から葬儀屋の者たちが来て

待っています」 

Il a pris le téléphone en main et il m’a interpellé: «Les employés des pompes funèbres 

sont là depuis un moment.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」et「主語」「間接目的語」「動詞句」： 

《「主語」「動詞」「副詞句」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a pris ｱ･ﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(prendre)v.t を取った                          「動詞句」 

le téléphone ﾙ･ﾃﾚﾌｫﾝﾇ n.m 受話器を                                     「目的語」 

en main ｵﾝ･ﾏﾝ adv. 手に                                               「副詞句」 

et ｴ conj.  

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a interpellé: ｱ･ｱﾝﾃﾙﾍﾟﾚ 3 単現･完了形(interpeller)v.t（遠くから）声をかけた「動詞句」 

Les employés ﾚ･ｿﾞﾝﾌﾟﾙﾜｲｪ pl.n 従業員たちが                              「主語」 

des pompes funèbres ﾃﾞ･ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾌﾈｰﾌﾞﾙ adj.pl 葬儀屋の            「形容詞句」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i いる、来ている                                    「動詞」 

là ﾗｰ adv. そこに                                                       「副詞」 

depuis un moment. ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ｻﾞﾝ･ﾓﾓﾝ adv. 少し前から                    「副詞句」 

 

私は、そろそろ柩の蓋を閉めに来るように彼らに伝えたいと思います。 

Je vais leur demander de venir fermer la bière.    「主語」「動詞句」「目的語」「補語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

vais +不定詞 ｳﾞｪ 1 単現･近接未来･意思(aller+不定詞)v.i 〜しようと思う     「動詞句」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らに                                                  「目的語」 

demander ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 不定詞 v.t(+à qn de+不定詞) 〜するように頼む   「動詞句」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 〜することを                                             「補語」 

venir fermer ｳﾞﾆｰﾙ･ﾌｪﾙﾒ 不定詞(venir+不定詞)v.t 閉めにやって来る  「動詞句」 

la bière. ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ n.f 柩を                                        「目的語」 

 demander à qn de+不定詞 「（人に）〜するように頼む」 

 

その前に、最後にお母さまにお会いになりますか？ 

Voulez-vous auparavant voir votre mère une dernière fois ? »  

「動詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Voulez... auparavant voir ｳﾞﾚ...ｵﾊﾟﾗｳﾞｫﾝ･ｳﾞゎ-ﾙ 2 複現･勧誘(vouloir+不定詞) 

   v.t その前にお会いになりますか？                                    「動詞句」 
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 auparavant ｵﾊﾟﾗｳﾞｫﾝ adv. その前に、あらかじめ、まず 

vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

votre mère ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ n.f お母さまに                                    「目的語」 

une dernière fois ? » ﾕﾝﾇ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ﾌゎ adv. 最後に                        「副詞句」 

 

僕は、いえ結構ですと答えた。彼は声を落として電話口で命じた：「ジャック、彼らに仕事

を始めてよいと言ってくれ！」 

J’ai dit non. Il a ordonné dans le téléphone en baissant la voix : « Figeac, dites aux 

hommes qu’ils peuvent aller.» 

「主語」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「副詞句」： 

《「呼びかけ」,「動詞」「間接目的語」「直接目的語」》 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 答えた                                「動詞句」 

non. ﾉﾝ n.m いいえという返事                                          「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a ordonné ｱ･ｵﾙﾄﾞﾈ 3 単現･完了形(ordonner)v.t 命じた                     「動詞句」 

dans le téléphone ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾃﾚﾌｫﾝﾇ adv. 電話口で                            「副詞句」 

en +現在分詞 ｵﾝ adv. 〜して、〜しながら                                「副詞句」 

baissant ﾍﾞｯｿﾝ 現在分詞(baisser)v.t 低くする、落とす               「動詞」 

la voix : « ﾗ･ｳﾞゎ n.f 声を                                       「目的語」 

Figeac, ﾌｨｼﾞｬｯｸ n.（人名）フィジャック                               「呼びかけ」 

dites ﾃﾞｨｯﾄ 命・2 複現(dire)v.t 言ってくれ                                 「動詞」 

aux hommes ｵ･ｿﾞﾑ adv. 彼らに                                     「間接目的語」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

ils ｲﾙ pron 彼らは                                           「主語」 

peuvent aller.» ﾌﾟｰｳﾞ･ﾀﾚ 3 複現･許可(pouvoir+不定詞) 

v.i 仕事を始めてよい                                     「動詞句」 

 

次に、院長が自分も葬儀に参列するつもりだと言ったので、僕は礼を言った。 

Ensuite il m’a dit qu’il assisterait à l’enterrement et je l’ai remercié.  

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」et「主語」「目的語」「動詞句」 

Ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. 次に                                                「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 
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il ｲﾙ pron 彼は                                              「主語」 

assisterait ｱｼｽﾄｩﾚ 条・3 単現･意思(assister)v.i 出席するつもりだ 「動詞」 

 主節が過去時制の間接話法は「直説話法での単純未来が時制の一致で条件法現在に変わる」 

à l’enterrement ｱ･ﾛﾝﾃｰﾙﾓﾝ adv. 葬式に、葬儀に、埋葬に       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾙ pron 彼に                                                         「目的語」 

ai remercié. ｴ･ﾙﾒﾙｼｴ 1 単現･完了形(remercier)v.t 礼を言った              「動詞句」 

 

彼はデスクの向こう側に座り、短い足を組んだ。 

Il s’est assis derrière son bureau, il a croisé ses petites jambes.  

「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est assis ｾ･ﾀｼ 3 単現･完了形(s’asseoir)v.pr 座った                       「動詞句」 

derrière son bureau, ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ｿﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adv. デスクの後ろに、向こう側に    「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a croisé ｱ･ｸﾙゎｾﾞ 3 単現･完了形(croiser)v.t（十字形に）組んだ             「動詞句」 

ses petites jambes. ｾ･ﾌﾟﾃｨ･ｼﾞｮﾝﾌﾞ pl.n.f 短い足を                        「目的語」 

 

彼は、当番の看護婦を別にすれば、葬儀は僕と彼の二人きりになるだろうと僕に知らせた。 

Il m’a averti que moi et lui serions seuls, avec l’infirmière de service.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a averti ｱ･ｱｳﾞｪﾙﾃｨ 3 単現･完了形(avertir)v.t (que を) 知らせた             「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

moi et lui ﾑゎ･ｴ･ﾘｭｲ pl.n. 僕と彼が                            「主語」 

serions ｽﾘｵﾝ 条・1 複現(être)v.i 〜になるだろう                 「動詞」 

 主節が過去時制では、直接話法の単純未来が間接話法では条件法現在に変わる 

seuls, ｽﾙ adj.pl 2 人だけ                                      「補語」 

avec ... ｱｳﾞｪｯｷ adv. 〜を伴って                              「副詞句」 

l’infirmière ﾗﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ n.f 看護婦                     「目的語」 

de service. ﾄﾞｩ･ｾﾙｳﾞｨｽ adj. 役割の                  「形容詞句」 
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原則として、入寮者たちは葬儀に参列できなかった。 

En principe, les pensionnaires ne devaient pas assister aux enterrements.  

「副詞句」,「主語」「動詞句」「間接目的語」 

En principe, ｵﾝ･ﾌﾟﾗﾝｼｯﾌﾟ adv. 原則として                               「副詞句」 

les pensionnaires ﾚ･ﾎﾟﾝｼｮﾈｰﾙ pl.n. 入寮者たちは                           「主語」 

ne devaient pas assister ﾇ･ﾄﾞｩｳﾞｪ･ﾊﾟ･ｻﾞｼｽﾃ 3 単半･禁止(devoir+不定詞) 

   v.i (à に) 参列できなかった                                          「動詞句」 

aux enterrements. ｵ･ｿﾞﾝﾃｰﾙﾓﾝ adv. 葬儀に                            「間接目的語」 

 

院長は、彼らにお通夜に出ることだけは許可していた：「人情の問題ですから」と、彼は言

った。 

Il les laissait seulement veiller: «C’est une question d’humanité », a-t-il remarqué.  

「主語」「目的語」「動詞」「補語」：《「主語」「動詞」「補語」》,「動詞句」「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 院長は                                                        「主語」 

les ﾚ pron 彼らに                                                      「目的語」 

laissait ﾚｾ 3 単半･放任(laisser)v.t（SVO+不定詞）O に〜させていた          「動詞」 

seulement ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけは                                       「副詞」 

veiller: ｳﾞｪｲｪ 不定詞 v.i お通夜をする                                       「補語」  

C’ ｽ pron それは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                              「動詞」 

une question d’humanité », ﾕﾝﾇ･ｹｽﾁｮﾝ･ﾃﾞｭﾏﾆﾃ n.f 人情の問題                 「補語」 

a-t-il remarqué. ｱ･ﾃｨﾙ･ﾙﾏﾙｹ 3 単現･完了形(remarquer)v.t 言った、指摘した「動詞句」 

 

しかし院長は、今回は特別に、母さんの親友の「トマ・ペレーズ」に葬列の後ろについて行

く許可を与えていた。 

Mais en l’espèce, il avait accordé l’autorisation de suivre le convoi à un vieil ami de 

maman : «Thomas Pérez.»  

Mais「副詞句」,「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

en l’espèce, ｵﾝ･ﾚｽﾍﾟｰｽ adv. 今回は特別に                                「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait accordé ｱｳﾞｪ･ﾀｺﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(accorder)v.t 与えた、認めた       「動詞句」 

l’autorisation ﾛﾄﾘｻﾞｼｮﾝ n.f 許可を                                  「直接目的語」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ adj. 〜する                               「形容詞句」 

suivre ｼｭｲｰｳﾞﾙ 不定詞 v.t 後について行く             「動詞」 

le convoi ﾙ･ｺﾝｳﾞゎ n.m 葬列に                     「目的語」 
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à un vieil ami de maman : «Thomas Pérez.» ｱ･ｱﾝ･ｳﾞｨｴｲ･ﾔﾐ･ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ･ﾄﾏ･ﾍﾟﾚ 

adv. 母さんの親友の「トマ・ペレーズ」に                         「間接目的語」 

 

ここで院長は微笑んだ。 

Ici, le directeur a souri.                                   「副詞」「主語」「動詞句」 

Ici, ｲｼ adv. ここで                                                       「副詞」 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長は                                      「主語」 

a souri. ｱ･ｽﾘ 3 単現･完了形(sourir)v.i 微笑んだ                           「動詞句」 

 

彼は僕に言った。「お分かりの通り、これは子供じみた感傷なんです」 

Il m’a dit: «Vous comprenez, c’est un sentiment un peu puéril.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「主語」「動詞」,「主語」「動詞」「補語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

Vous ｳﾞ pron あなたは                                                   「主語」 

comprenez, ｺﾝﾌﾟﾙﾈ 2 複現(comprendre)v.t 分かる                           「動詞」 

c’ ｽ pron これは                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

un sentiment ｱﾝ･ｻﾝﾃｨﾓﾝ n.m 思いやり、感傷                               「補語」 

un peu puéril. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾋﾟｭｴﾘﾙ adj. 少し子供っぽい                  「形容詞句」 

 

「ですが、彼とお母さまはいつも一緒にいました」 

Mais lui et votre mère ne se quittaient guère.             《Mais「主語」「動詞句」》 

Mais ﾒ conj. ですが 

lui et votre mère ﾘｭｲ･ｴ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ pl.n. 彼とお母さまは                     「主語」 

ne se quittaient guère. ﾇ･ｽ･ｷﾃ･ｹﾞｰﾙ 3 複半･否定(se quitter) 

v.pr ほとんど離れることがなかった                                   「動詞句」 

 guère ｹﾞｰﾙ adv. ほとんど〜ない 

 

「養老院では、みんなで二人をからかって、ペレーズに〈お前のいいなずけか？〉などと言

っていました。彼は笑っていましたが、ふたりともそう言われて喜んでいるようでした」 

A l’asile, on les plaisantait, on disait à Pérez: «C’est votre fiancée.» Lui riait. Ça leur 

faisait plaisir.  

《「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞」,「主語」「動詞」「間接目的語」「直接目的語」 

「主語」「動詞」┃「主語」「目的語」「動詞」「補語」》 
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A l’asile, ｱ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院では                                        「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

les ﾚ pron 彼らを                                                      「目的語」 

plaisantait, ﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ 3 単半(plaisanter)v.t からかっていた                   「動詞」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

disait ﾃﾞｨｾﾞ 3 単半(dire)v.t 言っていた                                    「動詞」 

à Pérez: ｱ･ﾍﾟﾚ adv. ペレーズに                                     「間接目的語」 

C’est votre fiancée.» ｾ･ｳﾞｫﾄﾙ･ﾌｨｵﾝｾ  「お前のいいなずけか？」        「直接目的語」 

Lui ﾘｭｲ pron 彼は                                                       「主語」 

riait. ﾘｴ 3 単半(rire)v.i 笑っていた                                        「動詞」 

Ça ｻ pron そう言われることが                                            「主語」 

leur ﾚｰﾙ pron 彼らを                                                  「目的語」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半(faire)v.t 〜にしていた                                   「動詞」 

plaisir. ﾌﾟﾚｼﾞｰﾙ n.m 喜び                                                「補語」 

 

そして事実、ムルソーさんが亡くなって、彼は相当悲しんでいるようです。 

Et le fait est que la mort de Mme Meursault l’a beaucoup affecté.  

Et 

Et ｴ conj. そして 

le fait ﾙ･ﾌｪ n.m 事実は                                                   「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ                                                 「補語」 

 → 「事実は〜である、事実、〜である」 

la mort de Mme Meursault ﾗ･ﾓｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾏﾀﾞﾑ･ﾑﾙｿｰ n.f ムルソーさんの死は「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                    「目的語」 

a beaucoup affecté. ｱ･ﾎﾞｸ･ｱﾌｪｸﾃ 3 単現･完了形(affecter) 

v.t 相当辛い思いをさせた、悲しませた                           「動詞句」 

 

私は、彼に許可を与えないほうが良いとは思いませんでした。 

Je n’ai pas cru devoir lui refuser l’autorisation.  

「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’ai pas cru +不定詞 ﾈ･ﾊﾟ･ｸﾘｭ 1 単現･完了形･否定(croire+不定詞) 

   v.t 〜すると思わなかった                                            「動詞句」 

devoir+不定詞 ﾄﾞｩｳﾞﾜｰﾙ 不定詞 v.t 〜するべきである              「動詞句」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 
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refuser ﾙﾌｭｾﾞ 不定詞 v.t を断る、を与えない              「動詞句」 

l’autorisation. ﾛﾄﾘｻﾞｼｮﾝ n.f 許可を                                  「直接目的語」 

 

しかし訪問医師の助言に従って、昨夜の通夜への列席は禁止しました。 

Mais sur le conseil du médecin visiteur, je lui ai interdit la veillée d’hier.» 

Mais「副詞句」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

sur le conseil ｼｭｰﾙ･ﾙ･ｺﾝｾｲﾕ adv. 助言に従って                            「副詞句」 

du médecin visiteur, ｼﾞｭ･ﾒﾄﾞｩｻﾝ･ｳﾞｨｼﾞﾄｩｰﾙ adj. 訪問医師の      「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai interdit ｴ･ｱﾝﾃﾙﾃﾞｨ 1 単現･完了形(interdire)v.t 禁止した                 「動詞句」 

la veillée d’hier.» ﾗ･ｳﾞｪｲｴ･ﾃﾞｨｴｰﾙ n.f 昨夜の通夜を                    「直接目的語」 

 

僕たちはかなり長い間、無言のままでいた。 

Nous sommes restés silencieux assez longtemps.  「主語」「動詞句」「補語」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

sommes restés ｿﾑ･ﾚｽﾃ 1 複現･完了形(rester)v.i 〜のままでいた            「動詞句」 

silencieux ｼﾛﾝｼｭｰ adj. 無言の                                            「補語」 

assez longtemps. ｱｾ･ﾛﾝﾄﾝ adv. かなり長い間                             「副詞句」 

 

院長は立ち上がり、部屋の窓から外を眺めた。 

Le directeur s’est levé et a regardé par la fenêtre de son bureau. 

「主語」「動詞句」et「動詞句」「副詞句」 

Le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長は                                      「主語」 

s’est levé ｾ･ﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(se lever)v.pr 立ち上がった                 「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

a regardé ｱ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 3 単現･完了形(regarder)v.t 眺めた                    「動詞句」 

par la fenêtre ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾌﾈｰﾄﾙ adv. 窓から外を                             「副詞句」 

de son bureau. ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ﾋﾞｭﾛｰ adj. 部屋の                       「形容詞句」 

 

その時院長は気付いた：「もう、マランゴの司祭様が着いている。予定より早いな」 

A un moment, il a observé: «Voilà déjà le curé de Marengo. Il est en avance.»  

「副詞句」「主語」「動詞句」：《「動詞句」「副詞」「主語」┃「主語」「動詞」「補語」》 

A un moment, ｱ･ｳﾝ･ﾓﾓﾝ adv. その時                                     「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 
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a observé: ｱ･ｵﾌﾟｾﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(observer)v.t 気づいた                「動詞句」 

Voilà ｳﾞゎﾗ adv., v.i あそこに〜いる                                     「動詞句」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                     「副詞」 

le curé de Marengo. ﾙ･ｷｭﾚ･ﾄﾞｩ･ﾏﾗﾝｺﾞ n.m マランゴの司祭が                 「主語」 

Il ｲﾙ pron（非人称）時間が                                               「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

en avance.» ｵﾝ･ｱｳﾞｫﾝｽ adv. 早めの                                        「補語」 

 

彼はあらかじめ知らせてくれたが、村の中にある教会まで歩いて行くには少なくとも 45 分

はかかるらしい。 

Il m’a prévenu qu’il faudrait au moins trois quarts d’heure de marche pour aller à l’église 

qui est au village même.        「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a prévenu ｱ･ﾌﾟﾚｳﾞﾆｭ 3 単現･完了形(préir)v.t 前もって知らせてくれた       「動詞句」 

qu’ ｸ conj. ということを                                           「直接目的語」 

il ｲﾙ pron 非人称 

faudrait ﾌｫﾄﾞﾚ 条・3 単現･推測(falloir)v.h 〜が必要だろう      「動詞」 

au moins trois quarts d’heure ｵ･ﾑゎﾝ･ﾄﾙゎ･ｷｬﾙﾄ･ﾃﾞｰﾙ 

   adv. 少なくとも 45 分                                    「主語」 

de marche ﾄﾞｩ･ﾏﾙｼｭ adv. 徒歩で                          「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                      「副詞句」 

aller ｱﾚ 不定詞 v.i 行く                             「動詞」 

à l’église ｱ･ﾚｸﾞﾘｰｽﾞ adv. 教会へ               「間接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                      「形容詞節」 

est ｴ 3 単現(être)v.i（存在）ある          「動詞」 

au village même. ｵ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ･ﾒｰﾑ 

 adv. 村の中に                       「副詞句」 

 

僕らは下へ降りた。 

Nous sommes descendus.                                        「主語」「動詞句」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

sommes descendus. ｿﾑ･ﾃﾞｿﾝﾃﾞｭ 1 複現･完了形(descendre)v.i 下に降りた    「動詞句」 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［C-1-1］異邦人 I  588 / 668 

霊安室の建物の前に、司祭と侍者を務める 2 人の子供が待っていた。 

Devant le bâtiment, il y avait le curé et deux enfants de choeur.  

「副詞句」,「動詞句」「目的語」 

Devant le bâtiment, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾙ･ﾊﾞﾁﾓﾝ adv. 霊安室の建物の前に            「副詞句」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜がいた                             「動詞句」 

le curé ﾙ･ｷｭﾚ n.m 司祭                                                 「目的語」 

et ｴ conj. そして 

deux enfants de choeur. ﾄﾞｩ･ｿﾞﾝﾌｫﾝ･ﾄﾞｩ･ｸｰﾙ pl.n.m 侍者を務める 2 人の子供「目的語」 

 侍者：ミサの間、司祭の助手を務める子供 

 

侍者の 1 人はつり香炉を持っていた。そして司祭は彼の方へ身をかがめて、銀の鎖の長さ

を調節していた。 

L’un de ceux-ci tenait un encensoir et le prêtre se baissait vers lui pour régler la longueur 

de la chaîne d’argent. 

「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

L’un de ceux-ci ﾗﾝ･ﾄﾞｩ･ｽ･ｼ n.m 侍者の 1 人は                              「主語」 

tenait ﾄｩﾈ 3 単半(tenir)v.t 持っていた                                     「動詞」 

un encensoir ｱﾝ･ｵﾝｿﾝｽゎ-ﾙ n.m つり香炉を                              「目的語」 

 つり香炉：ひもでつり下げるようにした香炉 

et ｴ conj. そして 

le prêtre ﾙ･ﾌﾟﾚｰﾄﾙ n.m 司祭は                                            「主語」 

se baissait ｽ･ﾍﾞｾ 3 単半(se baisser)v.pr 身をかがめていた                 「動詞句」 

vers lui ｳﾞｪｰﾙ･ﾘｭｲ adv. 彼の方へ                                        「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

régler ﾚｸﾞﾚ 不定詞 v.t 調整する                                    「動詞」 

la longueur ﾗ･ﾛﾝｹﾞｰﾙ n.f 長さを                                 「目的語」 

de la chaîne d’argent. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｼｪﾇ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ adj. 銀の鎖の   「形容詞句」 

 

僕たちが着くと、司祭は立ち上がった。 

Quand nous sommes arrivés, le prêtre s’est relevé.      「副詞節」,「主語」「動詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜すると、〜した時                                     「副詞節」 

nous ﾇ pron 僕たちが                                             「主語」 

sommes arrivés, ｿﾑ･ｻﾞﾘｳﾞｪ 1 複現･完了形(arriver)v.i 着いた        「動詞句」 

le prêtre ﾙ･ﾌﾟﾚｰﾄﾙ n.m 司祭は                                            「主語」 

s’est relevé. ｾ･ﾙﾙｳﾞｪ 3 単現･完了形(se relever)v.pr 立ち上がった           「動詞句」 
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彼は僕のことを「我が子よ」と呼んで、僕に何かを話した。彼が中に入ったので、僕は彼の

後ろについて行った。 

Il m’a appelé «mon fils» et m’a dit quelques mots. Il est entré ; je l’ai suivi. 

「主語」「目的語」「動詞句」「補語」et「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

「主語」「動詞句」；「主語」「目的語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕を                                                        「目的語」 

a appelé ｱ･ｱﾌﾟﾚ 3 単現･完了形(appeler)v.t (qn+補語)（人）を〜と呼んだ    「動詞句」 

mon fils» ﾓﾝ･ﾌｨｽ n.m 「我が子よ」                                        「補語」 

et ｴ conj. そして 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

quelques mots. ｹﾙｸ･ﾓ pl.n.m 何かを                                 「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

est entré ; ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形(entrer)v.i 中に入った                      「動詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

l’ ﾙ pron 彼に                                                         「目的語」 

ai suivi. ｴ･ｼｭｲｳﾞｨ 1 単現･完了形(suivre)v.t 後について行った              「動詞句」 

 

既に柩のねじ釘が締められていることと、部屋の中には黒服の男が 4 人いることが一挙に

僕の目に入ってきた。 

J’ai vu d’un coup que les vis de la bière étaient enfoncées et qu’il y avait quatre hommes 

noirs dans la pièce.                「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」et「目的語」 

J’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた                                「動詞句」 

d’un coup ﾀﾞﾝ･ｸ adv. 一目で                                            「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

les vis de la bière ﾚ･ｳﾞｨｽ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ pl.n.f 柩のねじ釘が           「主語」 

étaient enfoncées ｴﾃ･ｵﾝﾌｫﾝｾ 3 複半･受動(enfoncer) 

v.t 差し込まれていた                                         「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜がいた                      「動詞句」 

quatre hommes noirs ｷｬﾄﾙ･ｵﾑ･ﾇゎ-ﾙ pl.n.m 黒服の男が 4 人        「目的語」 

dans la pièce. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾋﾟｴｽ adv. 室内には                          「副詞句」 
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院長が僕に、柩車が道で待っていると言う声と、司祭が祈祷を始める声が同時に聞こえた。 

J’ai entendu en même temps le directeur me dire que la voiture attendait sur la route et 

le prêtre commencer ses prières.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」「補語」et「目的語」「補語」 

J’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

ai entendu ｴ･ｵﾝﾄﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形･知覚動詞(entendre)v.t (qn+不定詞) 

   v.t （人が）〜するのが聞こえた                                      「動詞句」 

en même temps ｵﾝ･ﾒｰﾑ･ﾄﾝ adv. 同時に                                  「副詞句」 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾃｰﾙ n.m 院長が                                     「目的語」 

me dire ﾑ･ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t 僕に〜と言う                                  「補語」 

que ｸ conj. 〜ということを                                       「目的語」 

la voiture ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ n.f 柩車が                             「主語」 

attendait ｱﾄﾝﾃﾞ 3 単半(attendre)v.i 待っている                「動詞」 

sur la route ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾙｰﾄ adv. 道で                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

le prêtre ﾙ･ﾌﾟﾚｰﾄﾙ n.m 司祭が                                          「目的語」 

commencer ｺﾓﾝｾ 不定詞 v.t 始める                                        「補語」 

ses prières. ｾ･ﾌﾟﾘｴｰﾙ pl.n.f 祈祷を                                「目的語」 

 

この瞬間から、すべてが非常に慌ただしく進んだ。 

A partir de ce moment, tout est allé très vite.   「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

A partir de ｱ･ﾊﾟﾙﾃｨｰﾙ･ﾄﾞｩ adv. 〜から                                   「副詞句」 

ce moment, ｽ･ﾓﾓﾝ n.m この瞬間                                 「目的語」 

tout ﾄｩ pron 全てが                                                     「主語」 

est allé ｴ･ｱﾚ 3 単現･完了形(aller)v.i（物事が）運んだ、進んだ             「動詞句」 

très vite. ﾄﾚ･ｳﾞｨｯﾄ adv. 非常に慌ただしく                               「副詞句」 

 

4 人の男たちは、掛布を持って柩に歩み寄った。 

Les hommes se sont avancés vers la bière avec un drap.   「主語」「動詞句」「副詞句」 

Les hommes ﾚ･ｿﾞﾑ pl.n.m 4 人の男たちは                                  「主語」 

se sont avancés ｽ･ｿﾝ･ｱｳﾞｫﾝｾ 3 複現･完了形.pl(s’avancer)v.pr 前に出た      「動詞句」 

vers la bière ｳﾞｪｰﾙ･ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ adv. 柩の方へ                               「副詞句」 

avec un drap. ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾄﾞﾗ adv. 柩の掛布を持って                      「副詞句」 
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司祭、侍者、院長そして私自身は外に出た。 

Le prêtre, ses suivants, le directeur et moi-même sommes sortis.  

「主語」, 「主語」, 「主語」et「主語」「動詞句」 

Le prêtre, ﾙ･ﾌﾟﾚｰﾄﾙ n.m 司祭は                                           「主語」 

ses suivants, ｾ･ｼｭｲｳﾞｫﾝ pl.n.m 侍者たち                                   「主語」 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長                                        「主語」 

et ｴ conj. そして 

moi-même ﾑゎ･ﾒｰﾑ pron 私自身                                           「主語」 

sommes sortis. ｿﾑ･ｿﾙﾃｨ 3 複現･完了形(sortir)v.i 外に出た                  「動詞句」 

 

戸口の前に 1 人の女性がいた：「ムルソーさんです」と言って、僕をその女性に紹介した。 

Devant la porte, il y avait une dame que je ne connaissais pas: «M. Meursault», a dit le 

directeur.               「副詞句」,「動詞句」「目的語」:《「紹介」》「動詞句」「主語」 

Devant la porte, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 戸口の前に                         「副詞句」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜がいた                              「動詞句」 

une dame ﾕﾝﾇ･ﾀﾞﾑ n.f 1 人の女性が                                      「目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

je ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕が                                           「主語」 

ne connaissais pas: 1 単半･否定(connaître)v.t 知らなかった       「動詞句」 

M. Meursault», ﾑｼｭ･ﾑﾙｿｰ n. ムルソーさんです                              「紹介」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

le directeur. ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長は                                      「主語」 

 

その女性の名前は聞き取れなかったが、彼女が派遣の看護婦だということだけは分かった。 

Je n’ai pas entendu le nom de cette dame et j’ai compris seulement qu’elle était infirmière 

déléguée. 「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                    「主語」 

n’ai pas entendu ﾈ･ﾊﾟ･ｵﾝﾄﾝｼﾞｭ 1 単現･完･否定(entendre)v.t 聞こえなかった 「動詞句」 

le nom de cette dame ﾙ･ﾉﾑ･ﾄﾞｫｳ･ｾｯﾄ･ﾀﾞﾑ n.m その女性の名前             「目的語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre)v.t 分かった                「動詞句」 

seulement ｽﾙﾓﾝ adv. 〜だけは                                            「副詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                  「動詞」 
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infirmière déléguée. ｱﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ･ﾃﾞﾚｹﾞ n.f 派遣の看護婦             「補語」 

 délégué ﾃﾞﾚｹﾞ 過去分詞(déléguer)adj. 送られた、派遣された 

 

彼女は、微笑むこともなく骨ばって長いその顔を傾けた。 

Elle a incliné sans un sourire son visage osseux et long.  

「主語」「動詞句」「副詞句」「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

a incliné ｱ･ｱﾝｸﾘﾈ 3 単現･完了形(incliner)v.t 傾けた                       「動詞句」 

sans un sourire ｿﾝ･ｻﾞﾝ･ｽﾘｰﾙ adv. 微笑むこともなく                       「副詞句」 

son visage ｿﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ n.m その顔を                                  「目的語」 

osseux et long. ｵｿ･ｴ･ﾛﾝ adj. 骨ばって長い                      「形容詞句」 

 

それから僕たちは、棺を通させるために脇へ寄った。 

Puis nous nous sommes rangés pour laisser passer le corps.  

「副詞」「主語」「動詞句」「副詞句」 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                  「副詞」 

nous ﾇ pron 僕たちは                                                    「主語」 

nous sommes rangés ﾇ･ｿﾑ･ﾛﾝｼﾞｪ 1 複現･完了形(se ranger)v.pr 脇へ寄った  「動詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

laisser passer ﾚｯｾ･ﾊﾟｾ 不定詞･使役(laisser+不定詞)v.t 通させる     「動詞句」 

le corps. ﾙ･ｺｰﾙ n.m 柩を                                         「目的語」 

 

僕たちは、柩を担いでいる男たちついて行き、養老院から外に出た。 

Nous avons suivi les porteurs et nous sommes sortis de l’asile.  

「主語」「動詞句」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

avons suivi ｱｳﾞｫﾝ･ｼｭｲｳﾞｨ 1 複現･完了形(suivre)v.t 後について行った       「動詞句」 

les porteurs ﾚ･ﾎﾟﾙﾃｪｰﾙ pl.n.m 柩を担いでいる男たち                      「目的語」 

et ｴ conj. そして 

nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

sommes sortis ｿﾑ･ｿﾙﾃｨ 1 複現･完了形(sortir)v.i 外に出た                  「動詞句」 

de l’asile. ﾄﾞｩ･ﾗｼﾞﾙ adv. 養老院から                                     「副詞句」 
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門の前には車が止まっていた。ニスを塗られ、細長くで光沢のあるその車は、鉛筆入れを思

い出させた。 

Devant la porte, il y avait la voiture. Vernie, oblongue et brillante, elle faisait penser à 

un plumier.         「副詞句」「動詞句」「目的語」┃「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Devant la porte, ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ adv. 門の前には                        「副詞句」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t あった                               「動詞句」 

la voiture. ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ n.f 車が                                         「目的語」 

Vernie, ｳﾞｪﾙﾆ 過去分詞･受動(vernir)adj.f ニスを塗られた           「形容詞」 

oblongue ｵﾌﾞﾛｰﾝｸﾞ adj.f 細長い                                  「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

brillante, ﾌﾞﾘﾖﾝﾄ adj.f 光沢のある                                「形容詞」 

elle ｴﾙ pron その車は                                                   「主語」 

faisait penser ﾌｾﾞ･ﾎﾟﾝｾ 3 単半･使役(faire+不定詞) 

   v.i 思わせた                                                        「動詞句」 

à un plumier. ｱ･ｳﾝ･ﾌﾟﾘｭﾐｴ adv. 鉛筆入れのことを                    「間接目的語」 

 

その横には、おかしな服を着た小男の世話役とぎごちない様子の老人がいた。 

A côté d’elle, il y avait l’ordonnateur, petit homme aux habits ridicules, et un vieillard à 

l’allure empruntée.                       「副詞句」「動詞句」「目的語」et「目的語」 

A côté d’elle, ｱ･ｺﾃ･ﾃﾞﾙ adv. その横には                                  「副詞句」 

il y avait ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t いた                                 「動詞句」 

l’ordonnateur, ﾛﾙﾃﾞﾅﾃｰﾙ n.m 世話役が                                  「目的語」 

世話役：葬儀の進行係 

petit homme ﾌﾟﾃｨ･ﾄﾑ n.m（同格）小男の                        「目的語」 

aux habits ridicules, ｵ･ｱﾋﾞ･ﾘﾃﾞｨｷｭｰﾙ adj. おかしな服を着た     「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

un vieillard ｱﾝ･ｳﾞｨｴｲﾔｰﾙ n.m 老人が                                    「目的語」 

à l’allure empruntée. ｱ･ｱﾘｭｰﾙ･ｵﾝﾌﾟﾙﾝﾃ adj. ぎごちない様子の    「形容詞句」 

 allure ｱﾘｭｰﾙ n.f 様子  emprunté ｵﾝﾌﾟﾙﾝﾃ adj. ぎごちない 

 

それがペレーズ氏だと、僕は分かった。 

J’ai compris que c’était M. Pérez.                        「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre)v.t 分かった                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

c’ ｽ pron それが                                                  「主語」 
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était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である                         「動詞」 

M. Pérez. ﾑｯｼｭ･ﾍﾟﾚ n. ペレーズ氏                                  「補語」 

 

彼は、丸いお椀形でつばが広いソフト帽をかぶっていた。（柩が門を通り抜ける時、彼はそ

れを脱いだ）服装は、ズボンがたるんで短靴の上で渦巻いており、黒い蝶ネクタイは白の大

きいカラーのワイシャツに対して小さすぎるという具合だった。 

Il avait un feutre mou à la calotte ronde et aux ailes larges (il l’a ôté quand la bière a 

passé la porte), un costume dont le pantalon tire-bouchonnait sur les souliers et un noeud 

d’étoffe noire trop petit pour sa chemise à grand col blanc.  

「主語」「動詞」「目的語」（「主語」「目的語」「動詞句」「副詞節」）「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（着用）（帽子を）かぶっていた                   「動詞」 

un feutre mou ｱﾝ･ﾌｰﾄﾙ･ﾑｰ n.m ソフト帽を                               「目的語」 

à la calotte ronde ｱ･ﾗ･ｯｷｬﾛｯﾄ･ﾛﾝﾄﾞ adj. 丸いお椀形の            「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

aux ailes larges ｵ･ｴﾚ･ﾗﾙｼﾞｭ adj. つばが広い                    「形容詞句」 

 (il ｲﾙ pron 彼は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

a ôté ｱ･ｵﾃ 3 単現･完了形(ôter)v.t（帽子を）脱いだ                        「動詞句」 

quand ｺﾝ conj. 〜した時に                                             「副詞節」 

la bière ﾗ･ﾋﾞｪｰﾙ n.f 柩が                                         「主語」 

a passé ｱ･ﾊﾟｾ 3 単現･完了形(passer)v.t（を）通り抜ける           「動詞句」 

la porte), ﾗ･ﾎﾟﾙﾄ n.f 門を                                       「目的語」 

un costume ｱﾝ･ｺｽﾁｭｰﾑ n.m 服装で                                      「副詞句」 

dont ﾄﾞﾝ pron（同格）〜という                                       「形容詞節」 

le pantalon ﾙ･ﾊﾟﾝﾀﾛﾝ n.m ズボンは                              「主語」 

tire-bouchonnait ﾁﾙ･ﾌﾞｼｮﾈ 3 単半(tire-bouchonner)v.i 渦巻いていた 「動詞」 

sur les souliers ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｽﾘｴ adv. 短靴の上で                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

un noeud d’étoffe noire ｱﾝ･ﾇｰ･ﾃﾞﾄｯﾌ･ﾇゎ-ﾙ n.m 黒い蝶ネクタイ     「主語」 

trop petit ﾄﾛ･ﾌﾟﾃｨ adj. 小さすぎる                               「補語」 

pour sa chemise ﾌﾟｰﾙ･ｻ･ｼｭﾐｰｽﾞ adv. ワイシャツに対して         「副詞句」 

à grand col blanc. ｱ･ｸﾞﾛﾝ･ｺｵﾙ･ﾌﾞﾛﾝ adj. 白の大きいカラーの「形容詞句」 
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黒い斑点が散りばめられた鼻の下で、彼の唇は震えていた。 

Ses lèvres tremblaient au-dessous d’un nez truffé de points noirs.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

Ses lèvres ｾ･ﾚｰｳﾞﾙ pl.n.f 彼の唇は                                        「主語」 

tremblaient ﾄﾛﾝﾌﾞﾚ 3 複半(trembler)v.i 震えていた                         「動詞」 

au-dessous d’un nez ｵ･ﾄﾞｩｽ･ﾀﾞﾝ･ﾈ 鼻の下で                              「副詞句」 

truffé ﾄﾙﾌｪ 過去分詞･受動(truffer)v.t 詰め込まれた                「形容詞」 

de points noirs. ﾄﾞｩ･ﾌﾟゎﾝ･ﾇゎ-ﾙ adv. 黒い点によって      「副詞句」 

   黒い斑点が散りばめられた鼻の下で 

 

彼の薄めの白髪の下から、ぶらっと垂れ下がって縁の形が崩れた奇妙な形の耳がはみ出し

ていた。彼の青白い顔の中で、その耳の血のような赤い色が僕に強烈な印象を与えた。 

Ses cheveux blancs assez fins laissaient passer de curieuses oreilles ballantes et mal 

ourlées dont la couleur rouge sang dans ce visage blafard me frappa.  

「主語」「動詞句」「目的語」,「主語」「副詞句」「目的語」「動詞」 

Ses cheveux blancs ｾ･ｼｭｳﾞ･ﾌﾞﾛﾝ pl.n.m 彼の白髪は                         「主語」 

assez fins ｱｾ･ﾌｧﾝ adj. どちらかというと薄い、薄めの              「形容詞句」 

  assez ｱｾ adv. かなり、（次の形容詞を弱めて）まあ、どちらかというと 

laissaient passer ﾚｾ･ﾊﾟｾ 3 複半･使役(laisser+不定詞)v.t はみ出させていた   「動詞句」 

de curieuses oreilles ﾄﾞｩ･ｷｭﾘﾕｰｽﾞ･ｵﾚｲﾕ pl.n.f 奇妙な耳を                  「目的語」 

ballantes ﾊﾞﾛﾝﾄ adj. 垂れ下がった、ぶらぶらしている             「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

mal ourlées ﾏﾙ･ｳﾙﾚ adj. 縁の形が崩れた                        「形容詞句」 

  耳を「主語」にして翻訳する 

dont ﾄﾞﾝ adj. その耳の                                           「形容詞」 

la couleur rouge sang ﾗ･ｸﾚｰﾙ･ﾙｰｼﾞｭ･ｿﾝ n.f 血のような赤い色は              「主語」 

dans ce visage blafard ﾄﾞﾝ･ｽ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾌﾞﾗﾌｧｰﾙ adv. 青白い顔の中で      「副詞句」 

me ﾑ pron 僕に                                                       「目的語」 

frappa. ﾌﾗﾊﾟ 3 単過(frapper)v.t 強烈な印象を与えた                        「動詞」 

 

葬儀の進行係が、僕たちにそれぞれの座席を示した。 

L’ordonnateur nous donna nos places.     「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

L’ordonnateur ﾛﾙﾄﾞﾅﾃｰﾙ n.m 葬儀の進行係が                               「主語」 

nous ﾇ pron 僕たちに                                              「間接目的語」 

donna ﾄﾞﾅ 3 単過(donner)v.t 示した、知らせた                             「動詞」 

nos places. ﾉｽ･ﾌﾟﾗｽ pl.n.f 座席を                                    「直接目的語」 
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司祭が先頭を歩き、次に柩車が続いた。 

Le curé marchait en avant, puis la voiture. 「主語」「動詞」「副詞句」,「副詞」「主語」 

Le curé ﾙ･ｷｭﾚ n.m 司祭が                                                「主語」 

marchait ﾏﾙｼｪ 3 単半(marcher)v.i 歩いた                                  「動詞」 

en avant, ｵﾝ･ｱｳﾞｫﾝ adv. 先頭を、前へ                                   「副詞句」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. 次に                                                      「副詞」 

la voiture. ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ n.f 柩車が                                          「主語」 

 

柩車の周りには、黒服の 4 人。その後ろに、院長とぼく。しんがりを務めているのは、派遣

の看護婦とペレーズ氏である。 

Autour d’elle, les quatre hommes. Derrière, le directeur, moi-même et, fermant la marche, 

l’infirmière déléguée et M. Pérez. 

「副詞句」「主語」┃「副詞」「主語」et「副詞句」「主語」 

Autour d’elle, ｵﾄｩｰﾙ･ﾃﾞﾙ adv. 柩車の周りには                            「副詞句」 

 elle は la voiture の代用 

les quatre hommes. ﾚ･ｸゎﾄﾙ･ｵﾑ pl.n.m 黒服の 4 人                         「主語」 

Derrière, ﾃﾞﾘｪｰﾙ adv. その後ろに                                         「副詞」 

le directeur, ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾃｰﾙ n.m 院長                                         「主語」 

moi-même ﾑゎ･ﾒｰﾑ pron 僕自身                                           「主語」 

et, ｴ conj. そして 

fermant ﾌｪﾙﾓﾝ 現在分詞(fermer)v.i しんがりを務めているのは             「副詞句」 

la marche, ﾗ･ﾏﾙｼｭ n.f 行列の                                   「目的語」 

 fermer la marche 「行進のしんがりを務める」 

l’infirmière déléguée ﾗﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ･ﾃﾞﾚｹﾞ n.f 派遣の看護婦                     「主語」 

et ｴ conj. そして 

M. Pérez. ﾑｼｭ･ﾍﾟﾚ n. ペレーズ氏                                          「主語」 

 

空は、もうすでに太陽でいっぱいだった。 

Le ciel était déjà plein de soleil.                      「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Le ciel ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空は                                                   「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう                                                     「副詞」 

plein de soleil. ﾌﾟﾗﾝ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ adj. 太陽でいっぱい                          「補語」 
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それが地上に重くのしかかってきて、暑さが急速に増してきた。 

Il commençait à peser sur la terre et la chaleur augmentait rapidement.  

「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞」「副詞」 

Il ｲﾙ pron それが                                                        「主語」 

commençait à peser ｺﾓﾝｾ･ｱ･ﾌﾟｾﾞ 3 単半･開始(commencer a+不定詞) 

   v.i (sur に) 重くのしかかってきた                                     「動詞句」 

sur la terre ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾃｰﾙ adv. 地上に                                     「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

la chaleur ﾗ･ｼｬﾚｰﾙ n.f 暑さが                                             「主語」 

augmentait ｵｸﾞﾓﾝﾃ 3 単半(augmenter)v.i 増してきた                        「動詞」 

rapidement. ﾗﾋﾟｯﾄﾞﾓﾝ adv. 急速に                                         「副詞」 

 

なぜか分からないが、僕たちは歩き始めるまでにかなり長い時間待った。 

Je ne sais pas pourquoi nous avons attendu assez longtemps avant de nous mettre en 

marche.                                               「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                    「主語」 

ne sais pas ﾇ･ｾ･ﾊﾟ 1 単現･否定(savoir)v.t 分からない                      「動詞句」 

pourquoi ﾌﾟﾙｸゎ n. どうして〜なのかということを                       「目的語」 

nous ﾇ pron 僕たちは                                            「主語」 

avons attendu ｱｳﾞｫﾝ･ｻﾞﾄﾝﾃﾞｭ 1 複現･完了形(attendre)v.i 待った    「動詞句」 

assez longtemps ｱｾ･ﾛﾝﾄﾝ adv. かなり長い時間                    「副詞句」 

avant de +不定詞 ｱｳﾞｫﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜する前に                     「副詞句」 

nous mettre en +無冠詞名詞 ﾇ･ﾒｯﾄﾙ･ｵﾝ 不定詞(se mettre en+無冠詞名詞) 

   v.i 〜し始める                                       「動詞句」 

marche. ﾏﾙｼｭ n.f 歩み、行進                        「間接目的語」 

 

僕の黒っぽい背広の内側が暑くなってきた。 

J’avais chaud sous mes vêtements sombres.       「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

avais ｱｳﾞｪ 1 単半(avoir)v.t（+無冠詞名詞）〜だった                         「動詞」 

chaud ｼｮ n.m 暑さ                                                    「目的語」 

sous mes vêtements ｽ･ﾒ･ｳﾞｪﾄｩﾓﾝ adv. 背広の下が                        「副詞句」 

sombres. ｿﾝﾌﾞﾙ adj. 黒っぽい                                   「形容詞」 
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その小柄な老人は、帽子をかぶりなおしていたが、それをまた脱いだ。 

Le petit vieux, qui s’était recouvert, a de nouveau ôté son chapeau.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Le petit vieux, ﾙ･ﾌﾟﾃｨ･ｳﾞｨﾕ n.m その小柄な老人は                          「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                             「形容詞節」 

s’était recouvert, ｾﾃ･ﾙｸｳﾞｪｰﾙ 3 単半･完了形(se recouvrir) 

v.pr 再びかぶっていた、かぶりなおしていた                  「動詞句」 

a de nouveau ôté ｱ･ﾄﾞｩ･ﾇｳﾞｫｰ･ｵﾃ 3 単現･完了形(oter+ de nouveau) 

   v.t また脱いだ                                                      「動詞句」 

son chapeau. ｿﾝ･ｼｬﾎﾟｰ n.m 帽子を                                      「目的語」 

 

僕は少し彼の方を向いていたので、彼を見ていた。その時、院長が僕に彼のことを話し始め

た。 

Je m’étais un peu tourné de son côté, et je le regardais lorsque le directeur m’a parlé de 

lui.                          「主語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「目的語」「動詞」 

lorsque「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Je ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                    「主語」 

m’étais un peu tourné ﾒﾃ･ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾄｩﾙﾈ 1 単半･完了形(se tourner+ un peu) 

   v.pr 少し〜の方を向いていた                                         「動詞句」 

de son côté, ﾄﾞｩ･ｿﾝ･ｺﾃ adv. 彼の方を                                    「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ ｼﾞｭ pron 僕は                                                     「主語」 

le ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

regardais ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単半(regarder)v.t 見ていた                             「動詞」 

lorsque ﾛﾙｽｷ conj. その時 

le directeur ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾄｩｰﾙ n.m 院長が                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a parlé ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler)v.i 話した                           「動詞句」 

de lui. ﾄﾞｩ･ﾘｭｲ adv. 彼のことを                                     「間接目的語」 

 

彼の話では、母とペレーズ氏は看護婦に付き添われて、夕方よく村まで散歩に出かけたとい

うことだった。 

Il m’a dit que souvent ma mère et M. Pérez allaient se promener le soir jusqu’au village, 

accompagnés d’une infirmière.         「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 
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a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 話した                                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                         「直接目的語」 

souvent ｽｳﾞｫﾝ adv. しばしば、よく                            「副詞」 

ma mère et M. Pérez ﾏ･ﾒｰﾙ･ｴ･ﾑｼｭ･ﾍﾟﾚ pl.n 母とペレーズ氏は    「主語」 

allaient +不定詞 3 複半(aller+不定詞)v.i 〜しに行った         「動詞句」 

se promener ｽ･ﾌﾟﾛﾑﾈ 不定詞 v.pr 散歩する            「動詞句」 

le soir ﾙ･ｽゎ-ﾙ adv. 夕方                                    「副詞句」 

jusqu’au village, ｼﾞｭｽｺ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ adv. 村まで                 「副詞句」 

accompagnés ｱｺﾝﾊﾟﾆｪ 過去分詞･受動.pl(accompagner) 

adj. 付き添われて                                        「副詞句」 

d’une infirmière. ﾃﾞｭﾝﾇ･ｱﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ adv. 看護婦に       「副詞句」 

 

僕は自分の周りの田園風景を眺めた。 

Je regardais la campagne autour de moi.                   「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

regardais ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単半(regarder)v.t 眺めた                               「動詞」 

la campagne ﾗ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ n.f 田園を、田園風景を                          「目的語」 

autour de moi. ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 僕の周りの                    「副詞句」 

 

空に迫る丘へと続く糸杉の列、赤褐色と緑のこの大地、まばらで、輪郭がくっきりしたあれ

らの家々といったものを通して、僕は母さんを理解した。 

A travers les lignes de cyprès qui menaient aux collines près du ciel, cette terre rousse 

et verte, ces maisons rares et bien dessinées, je comprenais maman.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」 

A travers ｱ･ﾄﾗｳﾞｪｰﾙ adv. 〜を通して                                    「副詞句」 

les lignes de cyprès ﾚ･ﾘｰﾆｭ･ﾄﾞｩ･ｼﾌﾟﾚ pl.n.f 糸杉の列               「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                              「形容詞節」 

menaient ﾑﾈ 3 複半(mener)v.t (à に) 至る          「動詞」 

aux collines ｵ･ｺﾘｰﾇ adv. 丘へ                   「副詞句」 

près du ciel, ﾌﾟﾚ･ｼﾞｭ･ｼｴﾙ adv. 空に迫る   「副詞句」 

cette terre ｾｯﾄ･ﾃｰﾙ n.f この大地                                 「目的語」 

rousse et verte, ﾙｯｽ･ｴ･ｳﾞｪﾙﾄｩ adj. 赤褐色と緑の         「形容詞句」 

ces maisons ｾ･ﾒｿﾞﾝ pl.n.f あれらの家々                           「目的語」 

rares et bien dessinées, ﾗｰﾙ･ｴ･ﾋﾞﾔﾝ･ﾃﾞｼﾈ 

 adj.f.pl まばらで、輪郭がくっきりした               「形容詞句」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 
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comprenais ｺﾝﾌﾟﾙﾈ 1 単半(comprendre)v.t 理解した                         「動詞」 

maman. ﾏﾓﾝ n.f 母さんを                                              「目的語」 

 

夕暮れは、この田舎町では、物悲しい休戦のような時間だったに違いない。 

Le soir, dans ce pays, devait être comme une trêve mélancolique.  

「主語」「副詞句」「動詞句」「補語」 

Le soir, ﾙ･ｽゎ-ﾙ n.m 夕方は                                               「主語」 

dans ce pays, ﾄﾞﾝ･ｽ･ﾍﾟｲ adv. この田舎町では                             「副詞句」 

devait être ﾄﾞｩｳﾞｪ･ﾃｴｰﾄﾙ 3 単半･推定(devoir+不定詞) 

   v.i 〜であったに違いない                                            「動詞句」 

comme ｺﾑ conj. 〜のような                                              「補語」 

une trêve mélancolique. ﾕﾝﾇ･ﾄﾚｰｳﾞ･ﾒﾗﾝｺﾘｷ n.f 物悲しい休戦         「目的語」 

 

今日は、陽炎のように風景を震えさせている溢れんばかりの太陽が、その景色を無情で気の

滅入るものに変えていた。 

Aujourd’hui, le soleil débordant qui faisait tressaillir le paysage le rendait inhumain et 

déprimant.                                「副詞」「主語」「動詞」「目的語」「補語」 

Aujourd’hui, ｵｰｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日は                                      「副詞」 

le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽が                                               「主語」 

débordant ﾃﾞﾎﾞﾙﾄﾞﾝ adj. 溢れんばかりの                           「形容詞」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

faisait tressaillir ﾌｾﾞ･ﾄﾚｻｲｰﾙ 3 単半･使役(faire+不定詞) 

   v.i （陽炎のように）震えさせていた                         「動詞句」 

le paysage ﾙ･ﾍﾟｲｻﾞｰｼﾞｭ n.m 風景を                            「目的語」 

le ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

rendait ﾛﾝﾃﾞ 3 単半(rendre)v.t(SVOC) O を C にしていた                    「動詞」 

inhumain et déprimant. ｲﾆｭﾏﾝ･ｴ･ﾃﾞﾌﾟﾘﾓﾝ adj. 無情で気の滅入る             「補語」 

 

僕たちは歩き始めた。 

Nous nous sommes mis en marche.                  「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Nous ﾇ pron 僕たちは                                                   「主語」 

nous sommes mis ﾇ･ｿﾑ･ﾐ 1 複現･完了形(se mettre+en+無冠詞名詞) 

   v.pr 〜し始めた                                                     「動詞句」 

en marche. ｵﾝ･ﾏﾙｼｭ adv. 歩みに                                     「間接目的語」 
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ペレーズがわずかにびっこを引いているのに気がついたのはその時だった。 

C’est à ce moment que je me suis aperçu que Pérez claudiquait légèrement.  

「動詞」「副詞句」「主語」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は que 以降) 強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

à ce moment ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ adv. この時                                       「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                   「主語」 

me suis aperçu ﾑ･ｼｭｲ･ｱﾍﾟﾙｼｭ 1 単現･完了形(s’apercevoir que+直説法) 

   v.pr 〜に気付いた                                              「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                          「目的語」 

Pérez ﾍﾟﾚ n. ペレーズが                                     「主語」 

claudiquait ｸﾛﾃﾞｨｹ 3 単半(claudiquer)v.i びっこを引いていた    「動詞」 

légèrement. ﾚｼﾞｪﾙﾓﾝ adv. わずかに、軽く                      「副詞」 

 

霊柩車がだんだん速度を上げて行くと、老人は遅れ始めた。 

La voiture, peu à peu, prenait de la vitesse et le vieillard perdait du terrain.  

「主語」「副詞句」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞」「目的語」 

La voiture, ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ n.f 車が、霊柩車が                                 「主語」 

peu à peu, ﾌﾟ･ｱ･ﾌﾟ adv. 少しづつ、だんだん                             「副詞句」 

prenait ﾌﾟﾙﾈ 3 単半(prendre)v.t（速度を）上げた                           「動詞」 

de la vitesse ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨﾃｽ n.f 速度を                                     「目的語」 

et ｴ conj. すると 

le vieillard ﾙ･ﾋﾞｨｴｲﾔｰﾙ n.m 老人は                                        「主語」 

perdait ﾍﾟﾙﾃﾞ 3 単半(perdre)v.t 失った                                     「動詞」 

du terrain. ｼﾞｭ･ﾃﾗﾝ n.m 土地                                           「目的語」 

  perdre du terrain 「地歩を失う、後退する、遅れる」 

 

馬車を取り囲んでいた男たちの一人も同様について行けなくなって、今は僕と同じ位置を

歩いていた。 

L’un des hommes qui entouraient la voiture s’était laissé dépasser aussi et marchait 

maintenant à mon niveau.               「主語」「動詞句」「副詞」et「動詞」「副詞」 

L’un des hommes ﾗﾝ･ﾃﾞ･ｿﾞﾑ n.m 男たちの一人が                           「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

entouraient ｵﾝﾄｩｰﾚ 3 複半(entourer)v.t 取り囲んでいた            「動詞」 

la voiture ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ n.f 霊柩車（馬車）を                     「目的語」 
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s’était laissé dépasser ｾﾃ･ﾚｾ･ﾃﾞﾊﾟｾ 3 単現･完了形･受動(se laisser+不定詞) 

  v.pr 追い越されるままになった、付いて行けなくなった                  「動詞句」 

 se laisser+不定詞「〜される（がままになる）」 

aussi ｵｼ adv. もまた、同様に                                             「副詞」 

et ｴ conj. そして 

marchait ﾏﾙｼｪ 3 単半(marcher)v.i 歩いていた                              「動詞」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今は                                             「副詞」 

à mon niveau. ｱ･ﾓﾝ･ﾆｳﾞｫ adv. 僕の位置を                                「副詞句」 

 

僕は太陽が空に昇る速さに驚かされた。 

J’étais surpris de la rapidité avec laquelle le soleil montait dans le ciel.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais surpris ｴﾃ･ｼｭﾙﾌﾟﾘ 1 単半･受動(surprendre)v.t 驚かされた            「動詞句」 

de la rapidité ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾗﾋﾟﾃﾞｨﾃ adv. 速度によって                          「副詞句」 

avec laquelle ｱｳﾞｪｯｷ･ﾗｹﾙ adj. それで〜する                            「形容詞節」 

le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽が                                      「主語」 

montait ﾓﾝﾃ 3 単半(monter)v.i 昇る                               「動詞」 

dans le ciel. ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｼｴﾙ adv. 空に                                「副詞句」 

 

僕は、もうだいぶ前から田畑が虫の鳴き声や草のこすれる音で騒がしくなっていることに

気がついていた。 

Je me suis aperçu qu’il y avait déjà longtemps que la campagne bourdonnait du chant 

des insectes et de crépitements d’herbe.                  「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis aperçu ﾑ･ｼｭｲ･ｱﾍﾟﾙｼｭ 1 単現･完了形(s’apercevoir) 

v.pr (que+直説法) 〜に気がついていた                                 「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

il y avait déjà longtemps que +直説法 ｲ･ﾘ･ｱｳﾞｪ･ﾃﾞｼﾞｬ･ﾛﾝﾄﾝ･ｸ 

   adv. もうだいぶ前から                                       「副詞句」 

la campagne ﾗ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ n.f 田畑が                                 「主語」 

bourdonnait ﾌﾞﾙﾄﾞﾈ 3 単半(bourdonner)v.i ぶんぶん音を立てていた   「動詞」 

du chant des insectes ｼﾞｭ･ｼｮﾝ･ﾃﾞ･ｱﾝｾｸﾄ adv. 虫の鳴き声で         「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de crépitements d’herbe. ﾄﾞｩ･ｸﾚｯﾋﾟﾄﾓﾝ･ﾃﾞﾙﾌﾞ adv. 草のこすれる音で「副詞句」 

 crépitement ｸﾚﾋﾟﾄﾓﾝ n.m パチパチいう音 
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汗が左右の頬を伝って流れ落ちた。 

La sueur coulait sur mes joues.                            「主語」「動詞」「副詞句」 

La sueur ﾗ･ｼｭｩｰﾙ n.f 汗が                                                「主語」 

coulait ｸﾚ 3 単半(couler)v.i 流れた                                         「動詞」 

sur mes joues. ｼｭｰﾙ･ﾒ･ｼﾞｭｰ adv. 頬の上を                                「副詞句」 

 

僕は、帽子が無かったので、ハンカチで自分の顔をあおいだ。 

Comme je n’avais pas de chapeau, je m’éventais avec mon mouchoir.  

「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Comme ｺﾑ conj. 〜なので                                              「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

n’avais pas ﾅｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(avoir) 

v.t 無かった、かぶっていなかった                            「動詞句」 

de chapeau, ﾄﾞｩ･ｼｬﾎﾟｰ n.m 帽子を                              「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

m’éventais ﾒｳﾞｫﾝﾃ 1 単半(s’éventer)v.pr 自分をあおいだ                   「動詞句」 

avec mon mouchoir. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾓﾝ･ﾑｼｭﾜｰﾙ adv. ハンカチで                    「副詞句」 

 

その時、葬儀屋の社員が僕に何か言ったのだが、僕は聞き取れなかった。 

L’employé des pompes funèbres m’a dit alors quelque chose que je n’ai pas entendu.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」「副詞」「直接目的語」「形容詞節」 

L’employé ﾛﾝﾌﾟﾛﾜｲｴ n.m 従業員が                                         「主語」 

des pompes funèbres ﾃﾞ･ﾎﾟﾝﾌﾟ･ﾌﾈｰﾌﾞﾙ adj. 葬儀屋の               「形容詞句」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                                「動詞句」 

alors ｱﾛｰ adv. その時                                                    「副詞」 

quelque chose ｹﾙｸ･ｼｮｰｽﾞ pron 何かを                               「直接目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                               「主語」 

n’ai pas entendu. ﾈ･ﾊﾟ･ｵﾝﾄﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形･否定(entendre) 

v.t 聞き取れなかった                                       「動詞句」 
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同時に彼は、右手でハンチングのつばを持ち上げて、左手に持っていたハンカチで頭のてっ

ぺんを拭った。 

En même temps, il s’essuyait le crâne avec un mouchoir qu’il tenait dans sa main gauche, 

la main droite soulevant le bord de sa casquette.  

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」,「副詞句」 

En même temps, ｵﾝ･ﾒｰﾑ･ﾄﾝ adv. 同時に                                 「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’essuyait ｾｼｭｲｴ 3 単半(s’essuyer)v.pr 拭いた、拭った                     「動詞句」 

le crâne ﾙ･ｸﾗﾇ n.m 頭のてっぺんを                                      「目的語」 

avec un mouchoir ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ﾑｼｭﾜｰﾙ adv. ハンカチで                      「副詞句」 

qu’ ｸ pron（目的語）〜する                                          「形容詞節」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                「主語」 

tenait ﾄｩﾈ 3 単半(tenir)v.t 持っていた                            「動詞」 

dans sa main gauche, ﾄﾞﾝ･ｻ･ﾏﾝ･ｺﾞｰｼｭ adv. 左手に               「副詞句」 

la main droite ﾗ･ﾏﾝ･ﾄﾞﾙゎｯﾄ n.f 右手は                             「主語」 

soulevant ｽﾙｳﾞｫﾝ 現在分詞(soulever)v.t 持ち上げながら                   「副詞句」 

le bord ﾙ･ﾎﾞｰﾙ n.m 縁を                                        「目的語」 

de sa casquette. ﾄﾞｩ･ｻ･ｶｽｹｯﾄ adj. ハンチングの         「形容詞句」 

 casquette n.f ひさしのある帽子、ハンチング 

 

僕は彼に言った：「なんですって？」 

Je lui ai dit: «Comment?»                 「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「応答」》 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                                  「間接目的語」 

ai dit: ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 言った                               「動詞句」 

Comment?» ｺﾓﾝ adv. なんですって？                                      「応答」 

 

彼は空を指しながら、繰り返して言った。「照りつけるねえ」僕は答えた。「ええ」少し後で、

彼は僕に尋ねた。「あのひつぎはおふくろさんかい？」僕はまた答えた。「ええ」「おおふく

ろさんはかなりのお年だったのかい？」 

Il a répété en montrant le ciel: «Ça tape.» J’ai dit: «Oui.» Un peu après, il m’a demandé: 

«C’est votre mère qui est là?» J’ai encore dit : «Oui.» «Elle était vieille?» 

「主語」「動詞句」「副詞句」：《「主語」「動詞」》┃「主語」「動詞句」：《「応答」》 

「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「動詞」「補語」「主語」》 

「主語」「動詞句」：《「応答」》┃《「主語」「動詞」「補語」》 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 
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a répété ｱ･ﾚﾍﾟﾃ 3 単現･完了形(répéter)v.t 繰り返して言った               「動詞句」 

en montrant ｵﾝ･ﾓﾝﾄｩﾛﾝ ジェロンディフ(montrer)v.t 指し示しながら        「副詞句」 

le ciel: ﾙ･ｼｴﾙ n.m 空を                                          「目的語」 

Ça ｻ pron あれが（太陽が）                                              「主語」 

tape.» ﾀﾌﾟ 3 単現(taper)v.i（太陽が）照りつける                            「動詞」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai dit: ｴ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire)v.t 答えた                               「動詞句」 

Oui.» ｳｨ adv. ええ                                                       「応答」 

Un peu après, ｱﾝ･ﾌﾟ･ｱﾌﾟﾚ adv. 少し後で                                 「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a demandé: « ｱ･ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単現･完了形(demander)v.t 尋ねた               「動詞句」 

C’ ｽ pron 仮の主語(真の主語は qui 以降) 強調構文 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

votre mère ｳﾞｫﾄﾙ･ﾒｰﾙ n.f お母さん                                        「補語」 

qui ｷ pron（主語）〜する人は                                            「主語」 

est est ｴ 3 単現(être)v.i 〜にいる                                          「動詞」 

là?» ﾗｰ adv. あそこに                                                    「副詞」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai encore dit : ｴ･ｵﾝｺｰﾙ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(dire+encore)v.t また答えた       「動詞句」 

Oui.» ｳｨｰ adv. ええ                                                      「応答」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

vieille?» ｳﾞｨｴｨﾕ adj. 年老いた                                             「補語」 

 

僕は、正確な数字を知らなかったので、「ええ、まあ」と答えた。 

J’ai répondu: «Comme ça», parce que je ne savais pas le chiffre exact.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞節」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai répondu: ｴ･ﾚﾎﾟﾝﾃﾞｭ 1 単現･完了形(répondre)v.t 答えた                  「動詞句」 

Comme ça», ｺﾑ･ｻ adv. ええ、まあ                                       「目的語」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｸ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                 「主語」 

ne savais pas ﾇ･ｻｳﾞｪ･ﾊﾟ 1 単半･否定(savoir)v.t 知らなかった       「動詞句」 

le chiffre exact. ﾙ･ｼｯﾌﾙ･ｴｸﾞｻﾞ n.m 正確な数字を                  「目的語」 
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それから彼は黙った。僕が振り返ると、僕たちのおよそ 50 メートル後ろに年老いたペレー

ズの姿が見えた。 

Ensuite, il s’est tu. Je me suis retourné et j’ai vu le vieux Pérez à une cinquantaine de 

mètres derrière nous.  

「副詞」「主語」「動詞句」┃「主語」「動詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Ensuite, ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                           「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

s’est tu. ｾ･ﾁｭ 3 単現･完了形(se taire)v.pr 黙った                          「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis retourné ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾄｩﾙﾈ 1 単現･完了形(se retourner)v.pr 振り返った  「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 見えた                                「動詞句」 

le vieux Pérez ﾙ･ｳﾞｨﾕ･ﾍﾟﾚ n.m 年老いたペレーズが                       「目的語」 

à une cinquantaine de mètres ｱ･ﾕﾝﾇ･ｻﾝｺﾝﾃｰﾇ･ﾄﾞｩ･ﾒｰﾄﾙ 

 adv. およそ 50 メートルの距離に                                      「副詞句」 

derrière nous. ﾃﾞﾘｪｰﾙ･ﾇ adv. 僕らの後ろに                        「副詞句」 

 

彼は、腕の先に持ったソフト帽を振りながら、遅れないように速足で歩いていた。僕は院長

も観察してみた。 

Il se hâtait en balançant son feutre à bout de bras. J’ai regardé aussi le directeur. 

「主語」「動詞句」「副詞句」┃「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

se hâtait ｽ･ｱﾃ 3 単半(se hâter)v.pr 遅れないように速足で歩いていた        「動詞句」 

en balançant ｵﾝ･ﾊﾞﾛﾝｿﾝ ジェロンディフ(balancer)v.t 〜を振りながら       「副詞句」 

son feutre ｿﾝ･ﾌｰﾄﾙ n.m ソフト帽を                              「目的語」 

à bout de bras. ｱ･ﾌﾞ･ﾄﾞｩ･ﾌﾞﾗ adj. 腕の先の                     「形容詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai regardé ｴ･ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(regarder)v.t 観察した                 「動詞句」 

aussi ｵｼ adv. 〜もまた                                                    「副詞」 

le directeur. ﾙ･ﾃﾞｨﾚｸﾃｰﾙ n.m 院長を                                     「目的語」 

 

院長は、無駄な仕草をせずに、威厳に満ちた様子で歩いていた。 

Il marchait avec beaucoup de dignité, sans un geste inutile.  「主語」「動詞」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

marchait ﾏﾙｼｪ 3 単半(marcher)v.i 歩いていた                              「動詞」 
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avec beaucoup de dignité, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾃﾞｨｸﾞﾆﾃ adv. 威厳に満ちた様子で「副詞句」 

sans un geste inutile. ｿﾝ･ｱﾝ･ｼﾞｪｽﾄ･ｲﾆｭﾁﾙ adv. 無駄な仕草をせずに         「副詞句」 

 

汗の滴がいくつか、額の上で玉になっていたが、彼はそれを拭わないでいた。 

Quelques gouttes de sueur perlaient sur son front, mais il ne les essuyait pas. 

「主語」「動詞」「副詞句」mais「主語」「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Quelques gouttes ｹﾙｸ･ｸﾞｯﾄ pl.n.f いくつかのしずくが                       「主語」 

de sueur ﾄﾞｩ･ｼｭｴｰﾙ adj. 汗の                                    「形容詞句」 

perlaient ﾍﾟﾙﾚ 3 複半(perler)v.i（しずくが）玉になっていた                  「動詞」 

sur son front, ｼｭｰﾙ･ｿﾝ･ﾌﾛﾝ adv. 額の上で                                「副詞句」 

mais ﾒ conj. しかし 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

ne ...essuyait pas. ﾇ...ｴｼｭｲｴ･ﾊﾟ 3 単半･否定(essuyer)v.t 拭わないでいた     「動詞句」 

les ﾚ pl.pron それを                                                   「目的語」 

 

僕には、葬列の進行が少し速まったように思われた。 

Il me semblait que le convoi marchait un peu plus vite. 「間接目的語」「動詞」「主語」 

Il ｲﾙ pron 仮の主語(真の主語は que 以降) 

me ﾑ pron 僕には                                                 「間接目的語」 

semblait ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler)v.i 〜のように見えた                        「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということが                                               「主語」 

le convoi ﾙ･ｺﾝｳﾞゎ n.m 列が                                         「主語」 

marchait ﾏﾙｼｪ 3 単半･時制の一致(marcher)v.i 進んでいる               「動詞」 

un peu plus vite. ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾘｭ･ｳﾞｨｯﾄ adv. 少し早く                    「副詞句」 

 

僕の周りは、相変わらず太陽の光に満ちた同じ田園だった。 

Autour de moi, c’était toujours la même campagne lumineuse gorgée de soleil.  

「副詞句」,「主語」「動詞」「副詞」「補語」 

Autour de moi, ｵﾄｩｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾑゎ adv. 僕の周りは                           「副詞句」 

c’ ｽ rpon そこは                                                         「主語」 

était ｾﾃ 3 単半(ce être)v.i 〜だった                                        「動詞」 

toujours ﾄｳｼﾞｭｰﾙ adv. 相変わらず                                         「副詞」 

la même campagne ﾗ･ﾒｰﾑ･ｺﾝﾊﾟｰﾆｭ n.f 同じ田園                            「補語」 

lumineuse gorgée de soleil. ﾘｭﾐﾇｰｽﾞ･ｺﾞﾙｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ｿﾚｲﾕ 

 adj. 太陽の光に満ちた                                       「形容詞句」 
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空の輝きが強くて、耐え難いほどだった。 

L’éclat du ciel était insoutenable.                            「主語」「動詞」「補語」 

L’éclat du ciel ﾚｸﾗ･ﾄﾞｩ･ｼｴﾙ n.m 空の輝きは                                「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

insoutenable. ｱﾝｽﾄｩﾅｰﾌﾞﾙ adj. 耐えられない                                「補語」 

 

ふと気がつくと、僕らは最近修理されたと思われる道路の個所に通りかかった。 

A un moment donné, nous sommes passés sur une partie de la route qui avait été 

récemment refaite.                          「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

A un moment donné, ｱ･ｱﾝ･ﾓﾓﾝ･ﾄﾞﾈ adv. ふとある時、急に、いつかは       「副詞句」 

nous ﾇ pron 私たちは                                                    「主語」 

sommes passés ｿﾑ･ﾊﾟｾ 1 複現･完了形(passer)v.i 通りかかった              「動詞句」 

sur une partie de la route ｼｭｰﾙ･ﾕﾝﾇ･ﾊﾟﾙﾃｨ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾙｰﾄ adv. 道路の部分に    「副詞句」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

avait été récemment refaite. ｱｳﾞｪ･ｴﾃ･ﾚｻﾓﾝ･ﾙﾌｪｯﾄ 3 単半･完了形･受動(refaire) 

   v.t 最近修理された                                 「動詞句」 

 récemment ﾙｻﾓﾝ adv. 最近、近頃 

 

灼熱の太陽がアスファルトを破裂させていた。 

Le soleil avait fait éclater le goudron.             「主語」「動詞句」「補語」「目的語」 

Le soleil ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽が                                              「主語」 

avait fait ｱｳﾞｪ･ﾌｪ 3 単半･完了形･使役(faire qn+不定詞) 

v.t（人･物に）〜させていた                                          「動詞句」 

éclater ｴｸﾗﾃ 不定詞 v.i 破裂する                                          「補語」 

le goudron. ﾙ･ｸﾞﾄﾞｩﾛﾝ n.m アスファルトを                              「目的語」 

 

足が、破裂したアスファルトにめり込み、輝く中身を剥きだしにした。 

Les pieds y enfonçaient et laissaient ouverte sa pulpe brillante.  

「主語」「副詞」「動詞」et「動詞」「補語」「目的語」 

Les pieds ﾚ･ﾋﾟｴ pl.n.m 足が                                              「主語」 

y ｲ adv. アスファルトに                                                  「副詞」 

enfonçaient ｵﾝﾌｫﾝｾ 3 複半(enfoncer)v.i 入り込む                            「動詞」 

et ｴ conj. すると 

laissaient ﾚｯｾ 3 複半･使役(laisser qn+C)v.t（人・物を）C の状態にした       「動詞」 

ouverte ｳｳﾞｪﾙﾄ 過去分詞(ouvrir)adj.f 剥きだしの                           「補語」 

sa pulpe brillante. ｻ･ﾋﾟｭﾙﾌﾟ･ﾌﾞﾘﾖﾝﾄｩ n.f 輝く中身を                      「目的語」 
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馬車の上の御者の煮固めた帽子がアスファルトの黒い泥の中でこねられたように見えた。 

Au-dessus de la voiture, le chapeau du cocher, en cuir bouilli, semblait avoir été pétri 

dans cette boue noire.                        「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Au-dessus de la voiture, ｵﾄﾞｩｼｭ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ adv. 馬車の上で           「副詞句」 

le chapeau du cocher, ﾙ･ｼｬﾎﾟｰ･ｼﾞｭ･ｺｯｼｪ n.m 御者の帽子は                  「主語」 

en cuir bouilli, ｵﾝ･ｸｲｰﾙ･ﾌﾞｲｲ adj. 煮固めた                       「形容詞句」 

「煮込んだ革」と言う意味。オイルやワックスで煮込んで乾燥して硬度を増した「ハード

レザー」。なめし革のままの柔らかいものを「ソフトレザー」と呼ぶ。 

semblait +不定詞 ｿﾝﾌﾞﾚ 3 単半(sembler+不定詞)v.i 〜するように見えた     「動詞句」 

avoir été pétri ｱｳﾞゎ-ﾙ･ｴﾃ･ﾍﾟﾄﾘ 不定詞･完了形･受動(pétrir) 

v.t こねられた                                               「動詞句」 

dans cette boue noire. ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ﾌﾞｰ･ﾇゎ-ﾙ adv. この黒い泥の中で           「副詞句」 

 

空の青と白に対して、裂けたタールのねばねばした黒色、服のくすんだ黒、柩車の漆黒とい

った単調な色に囲まれて、僕は自分を見失いそうになった。 

J’étais un peu perdu entre le ciel bleu et blanc et la monotonie de ces couleurs, noir gluant 

du goudron ouvert, noir terne des habits, noir laqué de la voiture.  

「主語」「動詞句」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

étais un peu perdu ｴﾃ･ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ 1 単半･受動(perdre+ un peu) 

   v.t 自分を見失うところだった                                        「動詞句」 

entre ｵﾝﾄﾙ adv. 〜の間で                                               「副詞句」 

le ciel bleu et blanc ﾙ･ｼｴﾙ･ﾌﾞﾙ･ｴ･ﾌﾞﾛﾝ n.m 青と白の空              「目的語」 

et ｴ conj. そして 

la monotonie de ces couleurs, ﾗ･ﾓﾉﾄﾆｰ･ﾄﾞｩ･ｾ･ｸﾚｰﾙ n.f その色の単調さ「目的語」 

noir gluant ﾇゎ-ﾙ･ｸﾞﾘｭｵﾝ n.m ねばねばした黒色                    「目的語」 

du goudron ouvert, ｼﾞｭ･ｸﾞﾄﾞﾛﾝ･ｳｳﾞｪｰﾙ adj. 裂けたタールの「形容詞句」 

noir terne ﾇゎ-ﾙ･ﾃﾙﾇ n.m くすんだ黒                              「目的語」 

des habits, ﾃﾞ･ｻﾞﾋﾞ adj. 服の                            「形容詞句」 

noir laqué ﾇゎ-ﾙ･ﾗｹ n.m 漆黒                                     「目的語」 

de la voiture. ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ adj. 柩車の、馬車の         「形容詞句」 
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太陽、柩車が発する革と馬糞の臭い、ニスと香の匂い、徹夜の疲労といった、これらすべて

が僕の視力と思考力を乱したのだ。 

Tout cela, le soleil, l’odeur de cuir et de crottin de la voiture, celle du vernis et celle de 

l’encens, la fatigue d’une nuit d’insomnie, me troublait le regard et les idées.  

「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」 

Tout cela, ﾄｩ･ｽﾗ pron これらすべてが                                     「主語」 

le soleil, ﾙ･ｿﾚｲﾕ n.m 太陽                                           「主語」 

l’odeur ﾛﾃﾞｰﾙ n.f 臭い                                              「主語」 

  odeur ｵﾃﾞｰﾙ n.f 悪い臭い senteur ｿﾝﾃｰﾙ n.f よい香り、香気(parfum) 

de cuir ﾄﾞｩ･ｷｭｲｰﾙ adj. 革の                               「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

de crottin ﾄﾞｩ･ｸﾛﾀﾝ adj. 馬糞の                           「形容詞句」 

de la voiture, ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞゎﾁｭｰﾙ 

   adj. 柩車が発する                           「形容詞句」 

celle du vernis ｾﾙ･ｼﾞｭ･ｳﾞｪﾙﾆ pron.f ニスの匂い                       「主語」 

et ｴ conj. そして 

celle de l’encens, ｾﾙ･ﾄﾞｩ･ﾛﾝｿﾝ pron.f 香の匂い                        「主語」 

la fatigue ﾗ･ﾌｧﾃｨｸﾞ n.f 疲労                                         「主語」 

d’une nuit d’insomnie, ﾃﾞｭﾝﾇ･ﾆｭｲ･ﾀﾞﾝｿﾑﾆ adj. 徹夜の         「形容詞句」 

me ﾑ pron 僕の                                                   「間接目的語」 

troublait ﾄｩﾙﾌﾞﾚ 3 単半(troubler)v.t 邪魔した、乱した                      「動詞」 

le regard et les idées. ﾙ･ﾙｷﾞｬｰﾙ･ｴ･ﾚ･ｼﾞﾃﾞ pl.n 視力と思考力を        「直接目的語」 

 

僕はもう一度すり返ってみた：ペレーズは陽炎の陰にかすんでとても遠くに見えた。それか

ら、彼はもう見えなくなった。 

Je me suis retourné une fois de plus : Pérez m’a paru très loin, perdu dans une nuée de 

chaleur, puis je ne l’ai plus aperçu.  

「主語」「動詞句」「副詞句」： 

「主語」「間接目的語」「動詞句」「補語」「副詞句」,「副詞」「主語」「動詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

me suis retourné ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾄｩﾙﾈ 1 単現･完了形(se retourner)v.pr 振り返った  「動詞句」 

une fois de plus : ﾕﾝﾇ･ﾌゎ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｭ adv. もう一度                        「副詞句」 

Pérez ﾍﾟﾚ n. ペレーズは                                                 「主語」 

m’ ﾑ pron 僕には                                                  「間接目的語」 

a paru ｱ･ﾊﾟﾘｭ 3 単現･完了形(paraître)v.i 〜のように見えた                「動詞句」 

très loin, ﾄﾚ･ﾙゎﾝ adj. とても遠くに                                       「補語」 
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perdu ﾍﾟﾙｼﾞｭ 過去分詞･受動(perdre)v.t 失われて                         「副詞句」 

dans une nuée de chaleur, ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾇｴ･ﾄﾞｩ･ｼｬﾚｰﾙ adv. 陽炎の中に「副詞句」 

  nuée ﾆｴ n.f 厚い雲 chaleur ｼｬﾚｰﾙ n.f 熱さ、熱 → 夏の熱さでできる陽炎 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

ne l’ai plus aperçu. ﾇ･ﾚ･ﾌﾟﾘｭ･ｱﾍﾟﾙｼｭ 1 単現･完了形･否定(apercevoir+l’+plus) 

  v.t もう彼は見えなくなった                                          「動詞句」 

 

僕は視線を巡らせて彼を探した。すると、彼が道を離れて、野原に入っていくのが見えた。 

Je l’ai cherché du regard et j’ai vu qu’il avait quitté la route et pris à travers champs.  

「主語」「目的語」「動詞句」「副詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 僕は                                                        「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

ai cherché ｴ･ﾁｪﾙｼｪ 1 単現･完了形(chercher)v.t 探した                     「動詞句」 

du regard ｼﾞｭ･ﾙｷﾞｬｰﾙ adv. 視線で                                       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai vu ｴ･ｳﾞｭ 1 単現･完了形(voir)v.t 〜が見えた                            「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということが                                             「目的語」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                  「主語」 

avait quitté ｱｳﾞｪ･ｷﾃ 3 単半･完了形(quitter)v.t を離れていた       「動詞句」 

la route ﾗ･ﾙｰﾄ n.f 道を                                         「目的語」 

et ｴ conj. そして 

pris ﾌﾟﾘ 3 単半･完了形(prendre)v.t 入って行った                 「動詞句」 

à travers champs. ｱ･ﾄﾗｳﾞｪｰﾙ･ｼｮﾝ adv. 野原を通って              「副詞句」 

 

僕はまた、すぐ先で道路が曲がっていることに気がついた。 

J’ai constaté aussi que devant moi la route tournait.  

「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai constaté ｴ･ｺﾝｽﾀﾃ 1 単現･完了形(constater)v.t 確認した                  「動詞句」 

aussi ｵｯｼ adv. 〜も                                                      「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

devant moi ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾑゎ adv. 目の前で、すぐ先で                 「副詞句」 

la route ﾗ･ﾙｰﾄ n.f 道路が                                         「主語」 

tournait. ﾄｩﾙﾈ 3 単半(tourner)v.i 曲がっていた                      「動詞」 
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僕は、この村をよく知っているペレーズが、僕たちに追いつくために最短距離を横切ってい

ることが分かった。 

J’ai compris que Pérez qui connaissait le pays coupait au plus court pour nous rattraper.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai compris ｴ･ｺﾝﾌﾟﾘ 1 単現･完了形(comprendre)v.t 理解した、納得した      「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

Pérez ﾍﾟﾚ n. ペレーズは                                          「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

connaissait ｺﾈｾ 3 単半(connaître)v.t 知っている            「動詞」 

le pays ﾙ･ﾍﾟｲ n.m この村を                            「目的語」 

coupait ｸﾍﾟ 3 単半(couper)v.t（道を）横切っている                  「動詞」 

au plus court ｵ･ﾌﾟﾘｭ･ｸｰﾙ adv. 最短距離を                        「副詞句」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                            「副詞句」 

nous ﾇ pron 僕たちに                                   「目的語」 

rattraper. ﾗﾄﾗﾍﾟ 不定詞 v.t 追いつく                        「動詞」 

 

曲がり角のところで、彼は僕たちに合流した。それからまた彼は見えなくなった。 

Au tournant il nous avait rejoints. Puis nous l’avons perdu.  

「副詞句」,「主語」「目的語」「動詞句」┃「副詞」「主語」「目的語」「動詞句」 

Au tournant ｵ･ﾄｩﾙﾉﾝ adv. 曲がり角のところで                           「副詞句」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

nous ﾇ pron 僕たちに                                                  「目的語」 

avait rejoints. ｱｳﾞｪ･ﾙｼﾞｭﾜﾝ 3 単半･完了形.pl(rejoindre)v.t 合流した         「動詞句」 

 rejoindre の過去分詞は rejoint だが、「直接目的語」nous が複数なので s が付く 

Puis ﾋﾟｭｲ adv. それから                                                 「副詞」 

nous ﾇ pron 僕らは                                                      「主語」 

l’ ﾙ pron 彼を                                                         「目的語」 

avons perdu. ｱｳﾞｫﾝ･ﾍﾟﾙﾃﾞｭ 1 単現･完了形(perdre)v.t 失った               「動詞句」 

 

彼はまた野原を通って近道をして、その後も何度かこのように繰り返した。 

Il a repris encore à travers champs et comme cela plusieurs fois.  

「主語」「動詞句」「副詞句」et「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

a repris ｱ･ﾙﾌﾟﾘ 3 単現･完了形(reprendre)v.t 繰り返した                   「動詞句」 
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encore ｵﾝｺｰﾙ adv. また                                                   「副詞」 

à travers champs ｱ･ﾄﾗｳﾞｪｰﾙ･ｼｮﾝ adv. 野原を通って                       「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

comme cela plusieurs fois. ｺﾑ･ｽﾗ･ﾌﾟﾘｭｼﾞｴｰﾙ･ﾌゎ adv. 何度かこのように     「副詞句」 

 

僕はこめかみ辺りに血が脈打つのを感じた。 

Moi, je sentais le sang qui me battait aux tempes.           「主語」「動詞」「目的語」 

Moi, je ﾑｧ･ｼﾞｭ 僕は                                                      「主語」 

sentais ｿﾝﾃ 1 単半(sentir)v.t 感じた                                       「動詞」 

le sang ﾙ･ｿﾝ n. 血を                                                   「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                     「形容詞節」 

me ﾑ pron 僕を                                       「目的語」 

battait ﾊﾞﾃ 3 単半(battre)v.t 打った                       「動詞」 

aux tempes. ｵ･ﾄﾝﾌﾟ adv. こめかみ辺りを                 「副詞句」 

 

それからは全てがとても慌ただしく、確実にそして自然に行われていったので、僕はもう何

も覚えていない。 

Tout s’est passé ensuite avec tant de précipitation, de certitude et de naturel, que je ne 

me souviens plus de rien. 「主語」「動詞句」「副詞句」,que「主語」「動詞句」「目的語」 

Tout ﾄｩ pron すべてが                                                   「主語」 

s’est passé ｾ･ﾊﾟｾ 3 単現･完了形(se passer)v.pr 行われていった             「動詞句」 

ensuite ｵﾝｼｭｲｯﾄ adv. それから                                            「副詞」 

avec tant de précipitation, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾄﾝ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾚｼﾋﾟﾀｼｵﾝ adv. とても慌ただしく「副詞句」 

de certitude ﾄﾞｩ･ｾﾙﾁﾁｭｰﾄﾞ adv. 確実に                                   「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

de naturel, ﾄﾞｩ･ﾅﾁｭﾚﾙ adv. 自然に                                       「副詞句」 

que ｸ conj.(tant ... que) それで〜する 

je ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ne me souviens plus ﾇ･ﾑ･ｽｳﾞｨﾔﾝ･ﾌﾟﾘｭ 1 単現･否定(se souvenir) 

   v.pr (de を) もう覚えていない                                        「動詞句」 

de rien. ﾄﾞｩ･ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                       「目的語」 

 

1 つだけ覚えているのは、村の入り口で派遣の看護婦が、僕に話しかけて来たことだ。 

Une chose seulement : à l’entrée du village, l’infirmière déléguée m’a parlé.  

「目的語」：「副詞句」「主語」「間接目的語」「動詞句」 

Une chose seulement : ﾕﾝﾇ･ｼｮｰｽﾞ･ｽﾙﾓﾝ n.f ただひとつだけ（覚えている）  「目的語」 
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à l’entrée du village, ｱ･ﾛﾝﾄﾚ･ｼﾞｭ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ adv. 村の入り口で              「副詞句」 

l’infirmière déléguée ｱﾝﾌｨﾙﾐｪｰﾙ･ﾃﾞﾚｹﾞ n.f 派遣の看護婦が                   「主語」 

délégué ﾃﾞﾚｹﾞ 過去分詞(déléguer)adj. 送られた、派遣された 

m’ ﾏ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a parlé. ｱ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単現･完了形(parler)v.i 話しかけた                       「動詞句」 

 

彼女は、その顔つきに似合わない、歌うような震えるような独特な声をしていた。 

Elle avait une voix singulière qui n’allait pas avec son visage, une voix mélodieuse et 

tremblante.                                              「主語」「動詞」「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t（身体的特徴）〜をしていた                      「動詞」 

une voix singulière ﾕﾝﾇ･ｳﾞゎ･ｻﾝｷﾞｭﾘｪｰﾙ n.f 独特な声を                   「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                            「形容詞節」 

n’allait pas ﾅﾚ･ﾊﾟ 3 単半･否定(aller)v.i (avec に) 似合わない     「動詞句」 

avec son visage, ｱｳﾞｪｯｷ･ｿﾝ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ adv. 彼女の顔つきに      「副詞句」 

une voix ﾕﾝﾇ･ｳﾞゎ n.f 声を                                             「目的語」 

mélodieuse et tremblante. ﾒﾛﾃﾞｨﾕｰｽﾞ･ｴ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾛﾝ 

   adj. 歌うような震えるような                              「形容詞句」 

 

彼女は僕に言った：「もしゆっくり歩けば、日射病の危険があります」 

Elle m’a dit: «Si on va doucement, on risque une insolation.  

「主語」「間接目的語」「動詞句」：《「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」》 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

m’ ﾑ pron 僕に                                                    「間接目的語」 

a dit: « ｱ･ﾃﾞｨ 3 単現･完了形(dire)v.t 言った                              「動詞句」 

Si ｼ conj. もし〜ならば                                                「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

va ｳﾞｧ 3 単現(aller)v.i 歩いて行く                                 「動詞」 

doucement, ﾄﾞｩｰｽﾓﾝ adv. ゆっくり                                「副詞」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

risque ﾘｽｸ 3 単現(risquer)v.t（〜の）危険がある                            「動詞」 

une insolation. ﾕﾝﾇ･ｱﾝｿﾗｼｵﾝ n.f 日射病                                  「目的語」 

 

「でも、速く歩きすぎると汗だくになって、教会に入ってから悪寒に襲われてしまいます」 

Mais si on va trop vite, on est en transpiration et dans l’église on attrape un chaud et 

froid.»  《Mais「副詞節」「主語」「動詞」「補語」et「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」》 
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Mais ﾒ conj. でも 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

on ｵﾝ pron 人が                                                 「主語」 

va ｳﾞｧ 3 単現(aller)v.i 歩いて行く                                 「動詞」 

trop vite, ﾄﾛ･ｳﾞｨｯﾄ adv. あまりにも速く                         「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜になる                                             「動詞」 

en transpiration ｵﾝ･ﾄﾛﾝｽﾋﾟﾗｼｵﾝ adv. 汗だくに                              「補語」 

et ｴ conj. そして 

dans l’église ﾄﾞﾝ･ﾚｸﾞﾘｰｽﾞ adv. 教会の中で                                「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

attrape ｱﾄﾗﾌﾟ 3 単現(attraper)v.t（病気に）かかる、こうむる                「動詞」 

un chaud et froid.» ｱﾝ･ｼｮ･ｴ･ﾌﾙゎ n.m 悪寒                               「目的語」 

 

彼女の言う通り、解決策はなかった。 

Elle avait raison. Il n’y avait pas d’issue.「主語」「動詞」「目的語」┃「動詞」「目的語」 

Elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

avait ｱｳﾞｪ 3 単半(avoir)v.t 〜があった                                     「動詞」 

raison. ﾚｿﾞﾝ n.f 道理、理屈                                             「目的語」 

Il n’y avait pas ｲﾙ･ﾆ･ｱｳﾞｪ･ﾊﾟ 3 単半･否定(y avoir)v.t 〜がなかった           「動詞」 

d’issue. ﾃﾞｨｼｭｰ n.f 出口、解決策                                        「目的語」 

 

この日の情景がいくつか記憶に残っている：例えば、村の近くで、ペレーズが最後に僕たち

に追いついた時の顔だ。 

J’ai encore gardé quelques images de cette journée : par exemple, le visage de Pérez 

quand, pour la dernière fois, il nous a rejoints près du village.  

「主語」「動詞句」「目的語」：「副詞句」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 僕は                                                         「主語」 

ai encore gardé ｴ･ｵﾝｺｰﾙ･ｷﾞｬﾙﾃﾞ 1 単現･完了形(garder+encore) 

   v.t さらに残しておいた                                              「動詞句」 

quelques images de cette journée : ｹﾙｸ･ｲﾏｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ｾｯﾄ･ｼﾞｭﾙﾈ 

pl.n.f この日の情景をいくつか                                        「目的語」 

par exemple, ﾊﾟｰ･ﾚｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾙ adv. 例えば                                 「副詞句」 

le visage de Pérez ﾙ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟﾚ n.m ペレーズの顔                「目的語」 

quand, ｺﾝ adj. 〜する時の                                   「形容詞節」 

pour la dernière fois, ﾌﾟｰﾙ･ﾗ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ･ﾌゎ adv. 最後に  「副詞句」 
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il ｲﾙ pron 彼が                                       「主語」 

nous ﾇ pron 僕たちに                               「目的語」 

a rejoints ｱ･ﾙｼﾞｭゎﾝ 3 単現･完了形.pl(rejoindre) 

v.t 追いついた                                    「動詞句」 

près du village. ﾌﾟﾚ･ｼﾞｭ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ adv. 村の近くで      「副詞句」 

 

苛立ちと苦悶の大粒の涙が、彼の頬をとめどなく流れていた。 

De grosses larmes d’énervement et de peine ruisselaient sur ses joues.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

De grosses larmes ﾄﾞｩ･ｸﾞﾛｽ･ﾗﾙﾑ pl.n.f 大粒の涙が                          「主語」 

Des larmes に形容詞が挿入されて De...になった 

d’énervement et de peine ﾃﾞﾈﾙｳﾞﾓﾝ･ｴ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟｰﾇ adj. 苛立ちと苦悶の「形容詞句」 

ruisselaient ﾘｭｲｽﾚ 3 複半(ruisseler)v.i（とめどなく）流れていた             「動詞」 

sur ses joues. ｼｭｰﾙ･ｾ･ｼﾞｭ adv. 彼の頬を                                 「副詞句」 

 

だが、頬のしわのせいで流れ落ちなかった。 

Mais à cause des rides, elles ne s’écoulaient pas.              Mais「主語」「動詞句」 

Mais ﾒ conj. だが 

à cause des rides, ｱ･ｺｰｽﾞ･ﾃﾞ･ﾘｯﾄﾞ adv. 頬のしわのせいで                  「副詞句」 

elles ｴﾙ pron.f.pl（De grosses larmes の代用）それが                       「主語」 

ne s’écoulaient pas. ﾇ･ｾｸﾚ･ﾊﾟ 3 複半･否定(s’ écouler) 

   v.pr 流れ落ちなかった                                               「動詞句」 

 

大粒の涙は、皺だらけの顔の上で広がり、互いにつながって 1 枚の水の膜になった。 

Elles s’étalaient, se rejoignaient et formaient un vernis d’eau sur ce visage détruit.  

「主語」「動詞句」,「動詞句」et「動詞」「目的語」「副詞句」 

Elles ｴﾙ pron.f.pl 大粒の涙は                                             「主語」 

s’étalaient, ｾﾀﾚ 3 複半(s’ étaler)v.pr 広がった                             「動詞句」 

se rejoignaient ｽ･ﾙｼﾞｭゎﾆｪ 3 複半(se rejoindre)v.pr 互いにつながった       「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

formaient ﾌｫﾙﾒ 3 複半(former)v.t 作った                                   「動詞」 

un vernis d’eau ｱﾝ･ｳﾞｪﾙﾆ･ﾄﾞｩ n.m 水の膜                                「目的語」 

 vernis ｳﾞｪﾙﾆ n.m ニス、釉薬（表面を保護する透明の膜になる） 

sur ce visage détruit. ｼｭｰﾙ･ｽ･ｳﾞｨｻﾞｰｼﾞｭ･ﾃﾞﾄﾘｭｲ adv. 壊れた顔の上に       「副詞句」 
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さらに記憶に残っていることがある。教会と歩道の村人たち、墓地の墓石にそなえられた赤

いゼラニウム、ペレーズの失神（まるで糸の切れた操り人形のようだった）、母さんの柩の

上に落下する血の色をした土、土に混ざっている木の根の白い表皮、さらに、人々、人の声、

村、カフェの前での待ち時間、絶え間のないエンジンの轟音、そしてバスがアルジェの光の

巣の中に入ってきて、もうすぐ僕は横になって 12 時間眠れると考えた時の喜び。 

Il y a eu encore l’église et les villageois sur les trottoirs, les géraniums rouges sur les 

tombes du cimetière, l’évanouissement de Pérez (on eût dit un pantin disloqué), la terre 

couleur de sang qui roulait sur la bière de maman, la chair blanche des racines qui s’y 

mêlaient, encore du monde, des voix, le village, l’attente devant un café, l’incessant 

ronflement du moteur, et ma joie quand l’autobus est entré dans le nid de lumières 

d’Alger et que j’ai pensé que j’allais me coucher et dormir pendant douze heures. 

「動詞」「目的語」encore「目的語」 

Il y a eu encore ｲ･ﾘ･ｱ･ｲ･ｵﾝｺｰﾙ 3 単現･完了形(y avoir)v.t さらに〜があった  「動詞句」 

   さらに〜が記憶に残っている 

l’église ﾚｸﾞﾘｰｽﾞ n.f 教会                                                「目的語」 

et ｴ conj. そして 

les villageois ﾚ･ｳﾞｨﾗｼﾞｭﾜ pl.n.m 村人たち                                「目的語」 

sur les trottoirs, ｼｭﾙ･ﾚ･ﾄﾛｯﾄゎ-ﾙ adj. 歩道の                    「形容詞句」 

les géraniums rouges ﾚ･ｼﾞｪﾗﾆｵﾑ･ﾙｰｼﾞｭ pl.n.m 赤いゼラニウム             「目的語」 

sur les tombes du cimetière, ｼｭｰﾙ･ﾚ･ﾄﾝﾌﾞ･ｼﾞｭ･ｼﾑﾁｪｰﾙ 

   adj. 墓地の墓石にそなえられた                              「形容詞句」 

l’évanouissement de Pérez ﾚｳﾞｧﾇｲｽﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟﾚ n.m ペレーズの失神         「目的語」 

(on ｵﾝ pron 人は                                                「副詞節」 

eût dit ｲ･ﾃﾞｨ 接・3 単半･完了形（条件法過去第 2 形）(dire) 

   v.t まるで〜のようだった                                    「動詞句」 

 on aurait dit ... 「まるで〜のようだった」 

un pantin disloqué), ｱﾝ･ﾎﾟﾝﾀﾝ･ﾃﾞｨｽﾛｸ n.m 糸の切れた操り人形    「目的語」 

la terre couleur de sang ﾗ･ﾃｰﾙ･ｸﾚｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｿﾝ n.f 血の色をした土            「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

roulait ﾙﾚ 3 単半(rouler)v.i 落下する                     「動詞」 

sur la bière de maman, ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾋﾞｴｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾏﾓﾝ 

 adv. 母さんの柩の上に                             「副詞句」 

la chair blanche des racines ﾗ･ｼｪｰﾙ･ﾌﾞﾛﾝｼｭ･ﾃﾞ･ﾗｼｰﾇ n.f 根の白い表皮      「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                      「形容詞節」 

s’y mêlaient, ｼ･ﾒﾚ 3 複半(se mêler+y)v.pr 土に混ざっている「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. さらに                                                「副詞」 
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du monde, ｼﾞｭ･ﾓﾝﾄﾞ n.人々                                             「目的語」 

des voix, ﾃﾞ･ｳﾞゎ pl.n.f 人々の声                                        「目的語」 

le village, ﾙ･ｳﾞｨﾗｰｼﾞｭ n.m 村                                           「目的語」 

l’attente devant un café, ﾗﾄﾝﾄｩ･ﾄﾞｩｳﾞｫﾝ･ﾀﾝ･ｷｬﾌｪ n.f カフェの前での待ち時間「目的語」 

l’incessant ronflement du moteur, ﾗﾝｾｿﾝ･ﾛﾝﾌﾙﾓﾝ･ｼﾞｭ･ﾓﾃｰﾙ  

   n.m 絶え間のないエンジンの轟音                                     「目的語」 

et ｴ conj. そして 

ma joie ﾏ･ｼﾞｮﾜ n.f 僕の喜び                                            「目的語」 

quand ｺﾝ conj. 〜した時の                                      「副詞節」 

l’autobus ﾛﾄﾋﾞｭｽ n.m バスが                               「主語」 

est entré ｴ･ｵﾝﾄﾚ 3 単現･完了形(entrer)v.i 入ってきた     「動詞句」 

dans le nid de lumières d’Alger ﾄﾞﾝ･ﾙ･ﾆ･ﾄﾞｩ･ﾘｭﾐｪｰﾙ･ﾀﾞﾙｼﾞｪ 

   adv. アルジェの光の巣の中に                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜する                                           「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                        「主語」 

ai pensé ｴ･ﾎﾟﾝｾ 1 単現･完了形(penser)v.t 考えた        「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                            「目的語」 

j’ ｼﾞｭ pron 僕は                                 「主語」 

allais +不定詞 ｱﾚ 1 単半(aller+不定詞) 

v. 〜するところだ                          「動詞句」 

me coucher ﾑ･ｸｼｪ 不定詞(se coucher)v.pr 横になる「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

dormir ﾄﾞﾙﾐｰﾙ 不定詞 v.i 眠る                     「動詞」 

pendant douze heures.ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾄﾞｩｳｰｽﾞ･ｳｰﾙ 

 adv. 12 時間                                 「副詞句」 
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［D-1-1］小さいおうち 1. 

 

まず始めに、大事な説明をしておきます：この本は家事入門書ではないということです。 

D’abord une précision importante : ceci n’est pas un traité de ménage.  

「副詞句」「主語」：「主語」「動詞」「補語」 

D’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. まず第一に、まず始めに                             「副詞句」 

une précision ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾚｼｼﾞｮﾝ n.f 詳しい説明                                 「主語」 

importante : ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝﾄ adj.f 大事な                                 「形容詞」 

ceci ｽｼ pron この本は                                                    「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜ではない                              「動詞」 

un traité ｱﾝ･ﾄﾚﾃ n.m 概論                                                「補語」 

de ménage. ﾄﾞｩ･ﾒﾅｰｼﾞｭ adj. 家事の                               「形容詞句」 

 

私は家事を意のままに処理する方法（家事術）についてこれ以上話すことはありません。読

者にはそのことを分かってもらいたいのです。 

Je n’ai plus rien à dire sur la manière de tenir une maison. Que mes lecteurs le sachent. 

「主語」「動詞句」「目的語」┃Que「主語」「目的語」「動詞」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’ai plus ﾈ･ﾌﾟﾘｭ 1 単現･否定(avoir)v.t もうない                           「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                              「目的語」 

à dire ｱ･ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞･目的 v.t 話すべき                        「形容詞句」 

sur la manière ｼｭｰﾙ･ﾗ･ﾏﾆｪｰﾙ adv. 方法について          「副詞句」 

de tenir ﾄﾞｩ･ﾄｩﾆｰﾙ 不定詞･目的 

v.t 意のままにするための                   「形容詞句」 

une maison. ﾕﾝﾇ･ﾒｿﾞﾝ n.f 家を         「目的語」 

   tenir la maison 「家事を見る」 

Que ｸ conj.（命令・願望を表す独立節）〜してもらいたいものだ 

mes lecteurs ﾒ･ﾚｸﾃｰﾙ pl.n この本の読者は                                 「主語」 

le ﾙ pron そのことを                                                   「目的語」 

sachent. ｻｯｼｭ 接・3 複現･願望(savoir)v.t 分かってもらいたい                「動詞」 

 

渡辺家での仕事を辞めてから、私は茨城のこの小さな町に引き下がり、一人でつましく暮ら

している。 

Depuis que j'ai cessé de travailler chez les Watanabe, je me suis retirée dans cette petite 

ville d’Ibaraki où je vis seule, chichement.     「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Depuis que ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ｸ conj. 〜してから、して以来                        「副詞節」 
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j' ｼﾞｭ pron 私が                                                  「主語」 

ai cessé de travailler ｴ･ｾｯｾ･ﾄﾞｩ･ﾄﾗｳﾞｧｲｪ 1 単現･完了形･終了(sesser de+不定詞) 

   v.i 働くのをやめた                                           「動詞句」 

chez les Watanabe, ｼｪ･ﾚ･ﾜﾀﾅﾍﾞ adv. 渡辺家で                     「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

me suis retirée ﾑ･ｼｭｲ･ﾙﾁﾚ 1 単現･完了形(se retirer) 

v.pr 引き下がった、家に帰った                                       「動詞句」 

dans cette petite ville ﾄﾞﾝ･ｾｯﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ｳﾞｨﾙ adv. この小さい町に           「副詞句」 

d’Ibaraki ﾃﾞｨﾊﾞﾗｷ adj. 茨城の                                 「形容詞句」 

où ｳ adv.（継続）そこで〜する                       「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私は                               「主語」 

vis ｳﾞｨ 1 単現(vivre)v.i 暮らしている            「動詞」 

seule, ｽﾙ adj.f 一人で                          「補語」 

chichement. ﾁｼｭﾓﾝ adv. つましく                「副詞」 

 

さほど遠くない所に住んでいる私の甥が、時々家に招いてくれるので、老後の生活としては

特に不満はない。 

Mon neveu, qui n’habite pas loin, m’invite de temps en temps chez lui, et je ne peux pas 

me plaindre de la façon dont je passe mes vieux jours.  

「主語」「目的語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞句」「間接目的語」 

Mon neveu, ﾓﾝ･ﾇｳﾞｰ n.m 私の甥が                                        「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

n’habite pas ﾅﾋﾞｯﾄ･ﾊﾟ 3 単現･否定(habiter) 

v.i（部分否定）住んでいる                             「動詞句」 

loin, ﾙﾜﾝ adv.（部分否定）あまり遠くない所に               「副詞」 

m’ ﾑ pron 私を                                                        「目的語」 

invite ｱﾝｳﾞｨﾄ 3 単現(inviter)v.t 招く                                       「動詞」 

de temps en temps ﾄﾞｩ･ﾄﾝ･ｿﾞﾝ･ﾄﾝ adv. 時々                              「副詞句」 

chez lui, ｼｪ･ﾘｭｲ adv. 彼の家に                                          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ne peux pas me plaindre ﾇ･ﾌﾟ･ﾊﾟ･ﾑ･ﾌﾟﾗﾝﾄﾞﾙ 1 単現･可能･否定(pouvoir+不定詞) 

   v.pr(se prendre de qn 〜について) 不平を言うことはできない           「動詞句」 

de la façon ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌｧｿﾝ adv. 仕方について                            「間接目的語」 

dont ﾄﾞﾝ adj. 〜の                                        「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                     「主語」 
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passe ﾊﾟｽ 1 単現(passer)v.t（時を）過ごす              「動詞」 

mes vieux jours. ﾒ･ｳﾞｨﾕ･ｼﾞｭｰﾙ pl.n.m 私の晩年を      「目的語」 

 

これまでずっと苦労して、多少のお金は貯金してあるので、自分だけでなんとかできなくな

った時に、これで養老院に入ることができるだろう。 

J’ai mis un peu d’argent de côté en trimant toute ma vie, et cela me permettra d’entrer 

dans une maison de retraite le jour où je n’arriverai plus à me débrouiller seule.  

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」et「主語」「目的語」「動詞」「補語」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai mis ｴ･ﾐ 1 単現･完了形(mettre)v.t 預けてある                           「動詞句」 

un peu d’argent ｱﾝ･ﾌﾟ･ﾀﾞﾙｼﾞｮﾝ n.m 多少の金を                           「目的語」 

de côté ﾄﾞｩ･ｺﾃ adv. 脇に                                                「副詞句」 

   mettre de l’argent de côté 「金を残しておく、貯金する」 

en trimant ｵﾝ･ﾄﾘﾓﾝ ジェロンディフ(trimer)v.i 苦労して                    「副詞句」 

toute ma vie, ﾄｩｯﾄ･ﾏ･ｳﾞｨｰ adv. 一生の間、これまでずっと          「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

cela ｽﾗ pron これが                                                      「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                       「目的語」 

permettra ﾍﾟﾙﾒｯﾄﾗ 3 単未･推量(permettre) 

v.t(à qn de+不定詞) 出来るようにするだろう                             「動詞」 

d’entrer ﾄﾞﾝﾄﾚ 不定詞･目的語の動作 v.i 〜に入る                            「補語」 

dans une maison ﾄﾞﾝ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾒｿﾞﾝ adv. 家に                         「副詞句」 

de retraite ﾄﾞｩ･ﾙﾄﾚｯﾄ adj. 引退の                        「形容詞句」 

le jour ﾙ･ｼﾞｭｰﾙ n.m その日に                                      「副詞句」 

où ｳ adv. 〜するとき                                       「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                      「主語」 

n’arriverai plus à +不定詞 ﾅﾘｳﾞﾚ･ﾌﾟﾘｭ･ｱ 1 単未･到達･否定(arriver à+不定詞) 

   v. 〜できるようにならない                        「動詞句」 

me débrouiller ﾑ･ﾃﾞﾌﾞﾙｲｴ 不定詞(se débrouiller) 

v.pr やりこなす                           「動詞句」 

seule. ｽﾙ adv. 一人だけで                             「副詞」 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［D-1-1］小さいおうち 1.  622 / 668 

私は貯金の一部を株に投資して、私の甥に運用してもらっている。そして出費については十

分に注意して節約に励んでいる。 

J’ai placé une partie de mes économies en Bourse, mon neveu s’en occupe, et je fais 

attention à ce que je dépense. 「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」,「主語」「動詞句」 

et「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai placé ｴ･ﾌﾟﾗｾ 1 単現･完了形(placer)v.t 投資した、預けた                 「動詞句」 

une partie de mes économies ﾕﾝﾇ･ﾊﾟﾙﾃｨｰ･ﾄﾞｩ･ﾒ･ｴｺﾉﾐｰ n.f 預金の一部を     「目的語」 

   économies ｴｺﾉﾐｰ pl.n.f(économie) 貯金、貯え 

en Bourse, ｵﾝ･ﾌﾞﾙｽ adv. 株式市場に                                     「副詞句」 

mon neveu ﾓﾝ･ﾈｳﾞｰ n.m 私の甥が                                         「主語」 

s’en occupe, ｿﾝ･ｵｷｭﾌﾟ 3 単現(s’occuper+en) 

v.pr それの世話をしている、運用している                             「動詞句」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

fais ﾌｪ 1 単現(faire)v.t（行為を）している                                  「動詞」 

attention ｱﾄﾝｼｮﾝ n.f 注意                                               「目的語」 

à ce ｱ･ｽ adv. そのことに対して                                         「副詞句」 

que ｸ pron（同格）〜という                                   「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                        「主語」 

dépense. ﾃﾞﾎﾟﾝｽ 1 単現(dépenser)v.t 出費する              「動詞」 

 

私はほんの少しの年金を受け取っているが、長い間わずかな金で家事をしてきたので、若い

世代の人たちよりずっと上手にやりくりしている。 

Je touche une toute petite pension, mais comme j’ai depuis longtemps l’habitude de faire 

avec peu, je m’en sors bien mieux que la jeune génération.  

「主語」「動詞」「目的語」mais「副詞節」,「主語」「動詞句」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

touche ﾄｩｼｭ 1 単現(toucher)v.t（給料を）受け取っている                    「動詞」 

une toute petite pension, ﾕﾝﾇ･ﾄｯﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾎﾟﾝｼｮﾝ n.f ほんの少しの年金を   「目的語」 

   toute petite ﾄｯﾄ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ adj.f ほんのちっぽけな pension ﾎﾟﾝｼｮﾝ n.f 年金 

mais ﾒ conj. しかし 

comme ｺﾑ conj. 〜なので                                               「副詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                  「主語」 

ai ｴ 1 単現(avoir )v.t ある                                         「動詞」 

depuis longtemps ﾄﾞｩﾋﾟｭｲ･ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間                      「副詞句」 
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l’habitude ﾗﾋﾞﾁｭｰﾄﾞ n.f 習慣                                    「目的語」 

de faire ﾄﾞｩ･ﾌｪｰﾙ 不定詞･同格 v.t（家事を）するという   「形容詞句」 

avec peu, ｱｳﾞｪｯｷ･ﾌﾟ adv. 少ない物や金で        「副詞句」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

m’en sors ﾓﾝ･ｿｰﾙ 1 単現(se sortir+en)v.pr なんとかやれる                 「動詞句」 

bien mieux ﾋﾞﾔﾝ･ﾐﾕ adv. ずっと上手に                                   「副詞句」 

que la jeune génération. ｸ･ﾗ･ｼﾞｭﾇ･ｼﾞｪﾈﾗｼﾖﾝ adv.（比較）若い世代よりも    「副詞句」 

 

言い換えると、私がこれを書いている目的は、金を稼ぐためではない。 

Tout cela pour dire que mon but en écrivant n’est pas de gagner de l’argent. 

「主語」「副詞句」「主語」「動詞」「補語」 

Tout cela ﾄｩ･ｽﾗ pron これは                                              「主語」 

pour dire que ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞｨｰﾙ･ｸ adv. 言い換えると                           「副詞句」 

mon but ﾓﾝ･ﾋﾞｭ n.m 私の狙いは                                          「主語」 

en écrivant ｴﾝ･ｴｸﾘｳﾞｫﾝ ジェロンディフ(écrire)v.t 書いている       「形容詞句」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

de gagner ﾄﾞｩ･ｶﾞﾆｪ 不定詞 n. 稼ぐこと                                    「補語」 

de l’argent. ﾄﾞｩ･ﾗﾙｼﾞｮﾝ n.m 金を                                   「目的語」 

 

「タキ婆ちゃんの秘訣 ― 家事の達人になる入門書」というあの本は、出版社で働いている

渡辺様のお嬢様のおかげで出版されたが、疑いもなく私の人生における転機だった。 

Les Secrets de la vieille Taki ou Comment devenir une championne du ménage, le livre 

sorti il y a deux ans grâce à la demoiselle Watanabe qui travaille dans l’édition, a sans 

aucun doute été un tournant dans ma vie.         「主語」「動詞句」「副詞句」「補語」 

Les Secrets ﾚ･ｽｸﾚ pl.n.m 秘訣、秘密                                     「主語」 

de la vieille Taki ﾄﾞｩ･ﾗ･ｳﾞｨｴｲﾕ･ﾀｷ adj. タキばあちゃんの         「形容詞句」 

ou ｳ conj. あるいは 

Comment ｺﾓﾝ n.m 方法、やり方、解説書、入門書                          「主語」 

devenir ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ 不定詞･目的 adj. 〜になるための                 「形容詞句」 

une championne ﾕﾝﾇ･ｼｮﾝﾋﾟｵﾝﾇ n.f 第一人者、達人            「補語」 

du ménage, ｼﾞｭ･ﾒﾅｰｼﾞｭ adj. 家事の                「形容詞句」 

le livre ﾙ･ﾘｰｳﾞﾙ n.m あの本は                                             「主語」 

sorti ｿﾙﾃｨ 過去分詞･受動(sortir)adj. 出版された                    「形容詞句」 

il y a deux ans ｲ･ﾘ･ﾔ･ﾄﾞｩ･ｿﾞﾝ adv. 2 年前に                「副詞句」 

grâce à +人 ｸﾞﾗｰｽ･ｱ adv. 〜のおかげで                    「副詞句」 

la demoiselle Watanabe ﾗ･ﾄﾞｩｵﾑゎｾﾞﾙ･ﾜﾀﾅﾍﾞ 
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 n.f 渡辺様のお嬢様                            「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する               「形容詞節」 

travaille ﾄﾗｳﾞｧｲﾕ 3 単現(travailler) 

v.i 仕事をしている               「動詞」 

dans l’édition, ﾄﾞﾝ･ﾚﾃﾞｨｼﾖﾝ 

 adv. 出版社で                「副詞句」 

a ...été ｱ...ｴﾃ 3 単現･完了形(être)v.i 〜だった                             「動詞句」 

sans aucun doute ｿﾝ･ｵｸﾝ･ﾄﾞｩｯﾄ adv. 疑いもなく、確かに                  「副詞句」 

un tournant ｱﾝ･ﾄｩﾙﾉﾝ n.m 転機                                           「補語」 

dans ma vie. ﾄﾞﾝ･ﾏ･ｳﾞｨｰ adv. 私の人生において                     「副詞句」 

 

近頃の若者たちは、どうやらもう家事について何もわからないようだ。誰も家事について

一度も習ってこなかったのだ。 

Les jeunes d’aujourd’hui ne comprennent apparemment plus rien aux choses de la 

maison, personne ne leur a jamais appris ;  

「主語」「動詞句」「目的語」, 「主語」「動詞句」「目的語」 

Les jeunes ﾚ･ｼﾞｪﾝﾇ pl.n.f（女性を想定）若者たちは                        「主語」 

d’aujourd’hui ﾄﾞｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adj. 近頃の                           「形容詞句」 

ne comprennent apparemment plus ﾇ･ｺﾝﾌﾟﾚﾝﾇ･ｱﾊﾟﾗﾓﾝ･ﾌﾟﾘｭ 3 複現･否定(comprendre) 

  v.t どうやらもう分からないようだ                                    「動詞句」 

rien ﾘﾔﾝ pron 何も〜ない                                             「目的語」 

aux choses de la maison, ｵ･ｼｮｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adj. 家事について  「形容詞句」 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                                        「主語」 

ne ...a jamais appris ; ﾇ...ｱ･ｼﾞｬﾒ･ｱﾌﾟﾘ 3 単現･完了形･否定(apprendre) 

   v.t 一度も習っていない                                             「動詞句」 

leur ﾚｰﾙ pron.pl それらのことを                                       「目的語」 

 

彼らは野菜を選ぶことも、それを調理することもできないのだ。 

ils sont aussi incapables de choisir les légumes que de les préparer.  

「主語」「動詞」「補語」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

sont ｿﾝ 3 複現(être)v.i 〜である                                          「動詞」 

aussi incapables ｵｼ･ｱﾝｶﾊﾟｰﾌﾞﾙ adj.(de+不定詞 〜することが) 〜もできない  「補語」 

de choisir ﾄﾞｩ･ｼｮﾜｼﾞｰﾙ 不定詞 v.t 選ぶ                            「動詞句」 

les légumes ﾚ･ﾚｷﾞｭｰﾑ pl.n.m 野菜を                              「目的語」 

que ｸ conj.（aussi...que 〜も．．．も） 
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de les préparer. ﾄﾞｩ･ﾚ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 不定詞 v.t それらを調理する          「動詞句」 

 

彼らは家事のやり方を知らないのだ。 

Ils ne savent pas comment s’y prendre pour le ménage.   「主語」「動詞句」「目的語」 

Ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                                    「主語」 

ne savent pas ﾇ･ｻｰｳﾞ･ﾊﾟ 3 複現･否定(savoir)v.t 知らない                 「動詞句」 

comment+不定詞 ｺﾓﾝ n.m 〜するためのやり方を                        「目的語」 

  comment+不定詞 ｺﾓﾝ pron 〜すべき方法、〜するための方法 

s’y prendre ｼ･ﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ 不定詞･目的 v.pr 手をつける、行動する     「動詞句」 

pour le ménage. ﾌﾟｰﾙ･ﾙ･ﾒﾅｰｼﾞｭ adv. 家事のために                「副詞句」 

 

信じられないほどの人たちが私に助言を求めるのを見ていると、時代が変わったものだと

思った。彼らには相談する相手がいないのだそうだ。 

Je me suis dit que les temps avaient changé en voyant le nombre incroyable de gens qui 

me demandaient conseil, soi-disant parce qu’ils n’avaient personne d’autre vers qui se 

tourner.                                            「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

me suis dit ﾑ･ｼｭｲ･ﾃﾞｨ 1 単現･完了形(se dire)v.pr（que 〜と）思った       「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

les temps ﾚ･ﾄﾝ pl.n.m 時代が                                      「主語」 

avaient changé ｱｳﾞｪ･ｼｮﾝｼﾞｪ 3 複現･完了形(changer)v.i 変わった     「動詞句」 

en voyant ｵﾝ･ｳﾞゎｲﾖﾝ ジェロンディフ(voir)adv. 〜を見ていると      「副詞句」 

le nombre incroyable de gens ﾙ･ﾉﾝﾌﾞﾙ･ｱﾝｸﾛﾜｲﾔｰﾌﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｮﾝ 

   n.m 信じられないほどの人数を                         「目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                       「形容詞節」 

me ﾑ pron 私に                     「間接目的語」 

demandaient ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 複半(demander) 

v.t 求める                              「動詞」 

conseil, ｺﾝｾｲﾕ n.m 助言、教え        「直接目的語」 

soi-disant parce qu’ ｽﾜ･ﾃﾞｨｿﾞﾝ･ﾊﾟﾙｽ･ｷ  

conj.（soi-disant que）〜だそうだ、らしい                        「副詞節」 

ils ｲﾙ pron.pl 彼らは                                         「主語」 

n’avaient ﾅｳﾞｪ 3 複半･否定(avoir)v.t ない 

personne d’autre ﾍﾟﾙｿﾝﾇ･ﾄﾞｰﾄﾙ pron 他に誰も〜ない          「目的語」 

vers qui +不定詞 ｳﾞｪｰﾙ･ｷ adj. 〜すべき             「形容詞句」 

se tourner. ｽ･ﾄﾙﾙﾈ 不定詞 
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v.pr（人に）助けを求める                「動詞句」 

 

近頃では自分で書かなくても、誰でも本の著者になれるということも、私は知らなかった。 

J’ignorais aussi que de nos jours on peut devenir auteur d’un livre sans l’avoir écrit.  

「主語」「動詞」「副詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ignorais ｲﾝﾆｮﾚ 1 単半(ignorer)v.t(que のことを) 知らなかった                「動詞」 

aussi ｵｼ adv. 〜もまた                                                   「副詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

de nos jours ﾄﾞｩ･ﾉ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 今日では、近頃は                   「副詞句」 

on ｵﾝ pron だれでも                                              「主語」 

peut devenir ﾌﾟ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ 3 単現･可能(pouvoir+不定詞)v.i 〜になれる「動詞句」 

auteur ｵﾃｰﾙ n.m 著者、作家                                       「補語」 

d’un livre ﾀﾞﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ adj. 本の                            「形容詞句」 

sans +不定詞 ｿﾝ adv.（譲歩）〜しなくても                        「副詞句」 

l’ ﾙ pron それを                                         「目的語」 

avoir écrit. ｱｳﾞゎ-ﾙ･ｴｸﾘ 不定詞･完了形(écrire)v.t 書いた     「動詞句」 

 

このことは、近頃では、何でも粗製乱造で済ましていることを表している。 

Cela confirme qu’on fait maintenant tout trop vite et mal.   「主語」「動詞」「目的語」 

Cela ｽﾗ pron このことは                                                 「主語」 

confirme ｺﾝﾌｨﾙﾑ 3 単現(confirmer)v.t 立証する                             「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

on ｵﾝ pron 人々は                                                「主語」 

fait ﾌｪ 3 単現(faire)v.t 作る、する                                  「動詞」 

maintenant ﾏﾝﾄｩﾉﾝ adv. 今では                                    「副詞」 

tout ﾄｩ pron.n 何でも                                           「目的語」 

trop vite ﾄﾛ･ｳﾞｨｯﾄ adv. 非常に早く                               「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

mal. ﾏﾙ adv. 悪く、不十分に                                       「副詞」 

 

結局、私にしたって、そのおかげで著者になれたのだけれど．．． 

Enfin... je ne serais pas devenue auteur autrement. 

「副詞」,「主語」「動詞句」「補語」「副詞」 

Enfin... ｵﾝﾌｧﾝ adv. 結局、要するに                                        「副詞」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 
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ne serais pas devenue ﾇ･ｽﾚ･ﾊﾟ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｭ 条・1 単現･完了形･推量･否定(devenir) 

   v.i 〜になれなかったかもしれない                                    「動詞句」 

auteur ｵﾃｰﾙ n.m 著者、作家                                              「補語」 

autrement. ｵｰﾄﾙﾓﾝ adv. さもなければ                                     「副詞」 

 

それでも、私の本はけっこう良い本だった。よく売れた。 

Mais mon livre n’est pas mal du tout. Il s’est bien vendu.  

Mais「主語」「動詞」「補語」┃「主語」「動詞句」 

Mais ﾒ conj. しかし 

mon livre ﾓﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ n.m 私の本は                                         「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

mal du tout. ﾏﾙ･ｼﾞｭ･ﾄｩ adv.（否定の強調）まったく悪くない                「補語」 

  まったく悪くない → けっこう良い 

Il ｲﾙ pron その本は                                                      「主語」 

s’est bien vendu. ｾ･ﾋﾞﾔﾝ･ｳﾞｫﾝｼﾞｭ 3 単現･完了形･再帰受動(se vendre+bien) 

   v.pr よく売れた                                                     「動詞句」 

 

あの本がもたらしてくれたお金のおかげで、私はいくらかの株を買い足すことができた。 

Grâce à l’argent qu’il m’a rapporté, j’ai pu acheter encore quelques actions. 

「副詞句」,「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」 

Grâce à +qn ｸﾞﾗｰｽ･ｱ adv. 〜のおかげで                                  「副詞句」 

l’argent ﾗﾙｼﾞｮﾝ n.m お金                                        「目的語」 

qu’ ｸ pron（目的語）〜する                             「形容詞節」 

il ｲﾙ pron あの本が                               「主語」 

m’ ﾑ pron 私に                             「間接目的語」 

a rapporté, ｱ･ﾗﾎﾟﾙﾃ 3 単現･完了形(raporter) 

v.t もたらした                               「動詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai pu acheter ｴ･ﾋﾟｭ･ｱｼｭﾃ 1 単現･完了形･可能(pouvoir+不定詞) 

   v.t 買うことができた                                                「動詞句」 

encore ｵﾝｺｰﾙ adv. さらに                                                 「副詞」 

quelques actions. ｹﾙｷ･ｱｸｼｮﾝ pl.n.f 株をいくらか                          「目的語」 
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しかしながら、あの本には私が知っている家事のコツをすべて書いたから、またそこに戻る

つもりはない。 

Il contient cependant toutes les astuces de ménage que je connais et je ne compte pas 

revenir là-dessus.            「主語」「動詞」「目的語」et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron あの本は                                                      「主語」 

contient ｺﾝﾁﾔﾝ 3 単現(contenir)v.t 含んでいる                              「動詞」 

cependant ｽﾎﾟﾝﾄﾞﾝ conj. しかしながら 

toutes les astuces ﾄｳｯﾄ･ﾚ･ｻﾞｽﾁｭｽ pl.n.f すべてのコツを                   「目的語」 

de ménage ﾄﾞｩ･ﾒﾅｰｼﾞｭ adj. 家事の                            「形容詞句」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                  「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                       「主語」 

connais ｺﾈ 1 単現(connaître)v.t 知っている               「動詞」 

et ｴ conj. そして 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ne compte pas revenir ﾇ･ｺﾝﾄ･ﾊﾟ･ﾙｳﾞﾆｰﾙ 1 単現･意志･否定(compter+不定詞) 

   v.i また戻るつもりはない                                            「動詞句」 

là-dessus. ﾗ･ﾄﾞｩｼｭ adv. そこに                                          「副詞句」 

 

同じものを 2 個持つ必要はない。 

Personne n’a besoin d'avoir la même chose en deux exemplaires.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も〜ない                                         「主語」 

n’a besoin d' +不定詞 ﾅ･ﾌﾞｽﾞﾜﾝ･ﾄﾞｩ 3 単現･必要性･否定(avoir besoin de+不定詞) 

   v.t 〜する必要がない                                                「動詞句」 

avoir ｱｳﾞゎ-ﾙ 不定詞 v.t 持つ                                   「動詞句」 

la même chose ﾗ･ﾒｰﾑ･ｼｮｰｽﾞ n.f 同じものを                              「目的語」 

en deux exemplaires. ｵﾝ･ﾄﾞｩ･ｴｸﾞｿﾞﾝﾌﾟﾚｰﾙ adv. 2 個               「副詞句」 

 

それはそもそもあまり金を使わずに生活するためのコツでもある。 

C’est d’ailleurs un des secrets pour vivre sans dépenser trop.   「主語」「動詞」「補語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

d’ailleurs ﾀﾞｲｴｰﾙ adv. その上、そもそも                            「副詞句」 

un des secrets ｱﾝ･ﾃﾞ･ｽｸﾚ n.m 一つのコツ                                  「補語」 

   secret ｽｸﾚ n.m 秘訣、コツ、秘密 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ prep 〜するための                           「形容詞句」 
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vivre ｳﾞｨｰｳﾞﾙ 不定詞 v.i 生活する、暮らす                 「動詞」 

sans +不定詞 ｿﾝ prep 〜しないで                       「副詞句」 

dépenser ﾃﾞﾎﾟﾝｾ 不定詞 v.t（金を）使う            「動詞」 

trop. ﾄﾛ adv.（否定文で）あまり                   「副詞」 

 

［D-1-2］小さいおうち 2. 

 

今日、出版社の若い女性が私の家にやってきたが、次の本について話し合うために私に会い

に来たのだった。 

J'ai eu aujourd’hui la visite d’une jeune femme de la maison d’édition, qui venait me 

voir pour discuter du prochain livre.  「主語」「動詞句」「副詞」「目的語」,「形容詞節」 

J' ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

ai eu ｴ･ｲ 1 単現･完了形(avoir)v.t 〜があった                            「動詞句」 

aujourd’hui ｵｰｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日                                        「副詞」 

la visite ﾗ･ｳﾞｨｼﾞｯﾄ n.f 訪問客                                          「目的語」 

d’une jeune femme ﾄﾞｩﾕﾝﾇ･ｼﾞｭﾇ･ﾌｧﾑ adj. 若い女性の            「形容詞句」 

de la maison d’édition, ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ･ﾃﾞﾃﾞｨｼｮﾝ 

 adj. 出版社の                                    「形容詞句」 

   la maison d’édition ﾗ･ﾒｿﾞﾝ･ﾃﾞﾃﾞｨｼｮﾝ n.f 出版社 

qui ｷ pron（主語）〜する                                    「形容詞節」 

venait ...voir ｳﾞﾈ...ｳﾞゎ-ﾙ 3 単半(venir+不定詞) 

v.t 会いに来た                                     「動詞句」 

me ﾑ pron 私に                                      「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ prep 〜するために                  「副詞句」 

discuter ﾃﾞｨｽｷｭﾃ 不定詞 v.i(de について) 話し合う 「動詞」 

du prochain livre. ｼﾞｭ･ﾌﾟﾛｼｬﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ 

 adv. 次の本について                    「間接目的語」 

 

だいぶ前に、検討していた次の本の構想は、出版社に説明してあった。 

Il y a quelque temps déjà, je leur ai expliqué la manière dont je le voyais. 

「副詞節」,「主語」「間接目的語」「動詞句」「直接目的語」 

Il y a ｲ･ﾘ･ﾔ 3 単現(il y avoir)v.t（時間）〜前に                          「副詞節」 

quelque temps ｹﾙｷ･ﾄﾝ n.m いくらかの時間                      「目的語」 

déjà, ﾃﾞｼﾞｬ adv. すでに                                          「副詞」 

  あいまいな時間を示して、「すでに大分前から」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                       「主語」 
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leur ﾚｰﾙ pron.pl 出版社に                                         「間接目的語」 

ai expliqué ｴ･ｴｸｽﾌﾟﾘｹ 1 単現･完了形(expliquer)v.t 説明してあった        「動詞句」 

la manière ﾗ･ﾐﾆｪｰﾙ n.f やり方を、構想を                           「直接目的語」 

dont ﾄﾞﾝ conj. 〜についての                              「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                   「主語」 

le ﾙ pron（prochain livre の代用）それを           「目的語」 

voyais. ｳﾞゎｲｴ 1 単半(voir)v.t 検討していた           「動詞」 

 

「もちろん、改めて家事のことに取り組むつもりはありません」と、彼女は言った。 

Il va sans dire que nous n’avons aucune intention d’aborder à nouveau le ménage, m’a-

t-elle annoncé.  

 《「動詞」「副詞句」「主語」》, 「間接目的語」「動詞句」「主語」「動詞句」 

Il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que 節） 

va ｳﾞｧ 3 単現(aller)v.i 事が運ぶ                                           「動詞」 

sans dire ｿﾝ･ﾃﾞｨｰﾙ adv. 言わなくても                                   「副詞句」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

   「言うまでもなく〜、もちろん〜」 

nous ﾇ pron 私たちは                                              「主語」 

n’avons ﾅｳﾞｫﾝ 1 複現･否定(avoir)v.t ない                           「動詞句」 

aucune intention ｵｰｷｭﾇ･ｱﾝﾄﾝｼﾖﾝ n.f 何も心づもりが                 「目的語」 

d’aborder ﾀﾞﾎﾞﾙﾃﾞ adj.（同格）〜に取り組むという        「形容詞句」 

à nouveau ｱ･ﾇｳﾞｫ adv. 改めて                    「副詞句」 

le ménage, ﾙ･ﾒﾅｰｼﾞｭ n. 家事を                   「目的語」 

m’ ﾑ pron 私に                                                    「間接目的語」 

a ...annoncé. ｱ...ｱﾉﾝｾ 3 単現･完了形(annoncer)v.t 告げた                   「動詞句」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                                                      「主語」 

 

「あなたにしか語れない昔の東京の事についてとか、季節ごとにあなたが作ったことのあ

る美味しいお惣菜についてとか、人付き合いの方法とかについて、話していただけたらよい

と思っています。」 

Nous voudrions que vous parliez du Tokyo d’autrefois, de choses que vous êtes la seule à 

pouvoir raconter, de votre vision des saisons, des bons petits plats que vous prépariez, de 

comment entretenir de bonnes relations avec les autres.  「主語」「動詞」「目的語」 

Nous ﾇ pron 私たちは                                                   「主語」 

voudrions ｳﾞﾄﾞﾘｵﾝ 条・1 複現･願望(vouloir)v.t 〜して欲しいと思っている    「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                            「目的語」 
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vous ｳﾞ pron あなたは                                          「主語」 

parliez ﾊﾟﾙﾘｴ 3 単半･仮定法(parler)v.i 話したら                    「動詞」 

du Tokyo d’autrefois, ｼﾞｭ･ﾄｷｵ･ﾄﾞｰﾄﾙﾌゎ 

 adv. 昔の東京について                                   「間接目的語」 

de choses ﾄﾞｩ･ｼｮｰｽﾞ adv. ことについて                      「間接目的語」 

que ｸ pron（同格）〜する                         「形容詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                       「主語」 

êtes ｴｯﾄ 2 単現(être)v.i 〜である              「動詞」 

la seule ﾗ･ｽﾙ n.f 唯一の人                    「補語」 

à pouvoir raconter, ｱ･ﾌﾟｳﾞゎ-ﾙ･ﾗｺﾝﾃ 

 adj. 語ることができる            「形容詞句」 

de votre vision ﾄﾞｩ･ｳﾞｫﾄﾙ･ｳﾞｨｼﾞｮﾝ adv. あなたの見方について「間接目的語」 

des saisons, ﾃﾞ･ｾｿﾞﾝ adj. 季節の                 「形容詞句」 

des bons petits plats ﾃﾞ･ﾎﾞﾝ･ﾌﾟﾃｨ･ﾌﾟﾗ 

 adv. 美味しい総菜について                             「間接目的語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                     「形容詞節」 

vous ｳﾞ pron あなたが                     「主語」 

prépariez, ﾌﾟﾚﾊﾟﾘｴ 2 複半(préparer)v.t 作った「動詞」 

de comment ﾄﾞｩ･ｺﾓﾝ adv. 方法について                    「間接目的語」 

entretenir ｵﾝﾄｩﾙﾄｩﾆｰﾙ 不定詞･目的 

adj. 維持するための                          「形容詞句」 

de bonnes relations ﾄﾞｩ･ﾎﾞﾝﾇ･ﾚﾗｼﾖﾝ 

 pl.n.f 関係を                         「目的語」 

avec les autres. ｱｳﾞｪｯｷ･ﾚ･ｿﾞｰﾄﾙ 

 adv. 他人との間で                    「副詞句」 

 

私には、そのアイデアは悪くはないと思われた。 

L’idée ne m’a pas paru mauvaise.    「主語」「動詞句」「間接目的語」「動詞句」「補語」 

L’idée ﾘﾃﾞｰ n.f そのアイデアは                                            「主語」 

ne ...a pas paru ﾇ...ｱ･ﾊﾟ･ﾊﾟﾘｭ 3 単現･完了形･否定(paraître) 

v.i 〜に思われなかった                                              「動詞句」 

m’ ﾑ pron 私にとっては                                            「間接目的語」 

mauvaise. ﾓｳﾞｪｰｽﾞ adj.f 悪い                                             「補語」 
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彼女の言いたいことは分かった。 

Je comprenais ce qu’elle voulait dire.                      「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

comprenais ｺﾝﾌﾟﾙﾈ 1 単半(comprendre)v.t 分かった                         「動詞」 

ce ｽ pron それを                                                      「目的語」 

qu’ ｸ pron（目的語）〜する                                   「形容詞節」 

elle ｴﾙ pron 彼女が                                     「主語」 

voulait dire. ｳﾞﾚ･ﾃﾞｨｰﾙ 3 単半･願望(vouloir dire) 

v.t（人が）主張している、（物が）意味する           「動詞句」 

 

けれども、それは完全に私がやりたい事という訳ではない。 

Pourtant ce n’est pas tout à fait ce que je veux faire. 

「副詞」「主語」「動詞」「副詞句」「補語」 

Pourtant ﾌﾟｰﾙﾄﾝ adv. けれども                                           「副詞」 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

n’est pas ﾈ･ﾊﾟ 3 単現･否定(être)v.i 〜でない                                「動詞」 

tout à fait ﾄｩ･ﾀ･ﾌｪ adv. 全く、完全に、まったく                          「副詞句」 

ce ｽ pron それ                                                          「補語」 

que ｸ pron（目的語）〜する                                    「形容詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                          「主語」 

veux faire. ｳﾞ･ﾌｪｰﾙ 1 単現･願望(vouloir+不定詞)v.t やりたい「動詞句」 

 

台所のステンレスの上に残った水垢を取り除くための上手な方法の他には、私には何も話

すことは無い、と人々は思うかもしれない。 

Les gens doivent penser que je n’ai rien d’autre à raconter que la meilleure méthode pour 

effacer les auréoles laissées par l’eau sur l’inox de l’évier.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Les gens ﾚ･ｼﾞｮﾝ pl.n.m 人々は                                            「主語」 

doivent penser ﾄﾞゎｳﾞ･ﾎﾟﾝｾ 3 複現･可能性(devoir+不定詞) 

v.t 〜と思うかもしれない                                            「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということ                                               「目的語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                 「主語」 

n’ai ﾈ 1 単現･否定(avoir)v.t 〜がない                             「動詞句」 

rien d’autre ﾘﾔﾝ･ﾄﾞｰﾄﾙ pron 他に何も                            「目的語」 

à raconter ｱ･ﾗｺﾝﾃ adj. 話すべき                        「形容詞句」 

que ｸ conj.（比較）〜以外に、〜よりも                   「副詞句」 
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la meilleure méthode ﾗ･ﾒｲｲｪｰﾙ･ﾒﾄｯﾄﾞ 

 n.f 最良の方法                                「目的語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ 

 adj.（目的）〜するための             「形容詞句」 

effacer ｴﾌｧｯｾ 不定詞 

v.t 消す、取り除く              「動詞」 

les auréoles ﾚ･ｵﾚｵｰﾙ pl.n.f しみを「目的語」 

laissées ﾚｯｾ 過去分詞･受動.f.pl(laisser) 

adj.f.pl 残された      「形容詞」 

par l’eau ﾊﾟｰﾙ･ﾛ 

 adv. 水によって「副詞句」 

sur l’inox ｼｭｰﾙ･ﾘﾉｷｽ 

 adv. ステンレスの上に「副詞句」 

de l’évier. ﾄﾞｩ･ﾚｳﾞｨｴ 

 adj. 台所の「形容詞句」 

 

私自身も、そう思っていた。 

Je le croyais moi-même.                           「主語」「目的語」「動詞」「主語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

le ﾙ pron それを                                                       「目的語」 

croyais ｸﾙﾜｲｪ 1 単半(croire)v.t 思っていた                                  「動詞」 

moi-même. ﾑゎ･ﾒｰﾑ pron 私自身                                          「主語」 

 

しかし、私もまもなく 90 歳になろうとしていて、毎日が命日になるかも知れないという年

になったので、もっと大事な事を書いておきたいと思っている。 

Mais à l’âge que j’ai, bientôt quatre-vingt-dix ans, chaque jour peut être le dernier, et j’ai 

envie d’écrire des choses plus importantes. Mais「副詞句」,「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし 

à l’âge ｱ･ﾗｰｼﾞｭ adv.（理由）（時点）歳に（なったので）                   「副詞句」 

que ｸ pron（同格）〜する                                     「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                         「主語」 

ai, ｴ 1 単現(avoir)v.t（年齢が、〜歳で）ある               「動詞」 

bientôt quatre-vingt-dix ans, ﾋﾞﾔﾝﾄ･ｸゎﾄﾙ･ｳﾞｧﾝ･･ﾃﾞｨ･ｻﾞﾝ 

   pl.n.f 間もなく 90 歳                                「目的語」 

chaque jour ｼｬｯｷ･ｼﾞｭｰﾙ n.m 毎日が                      「主語」 

peut être ﾌﾟ･ﾃｰﾄﾙ adv. もしかしたら                    「副詞句」 
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le dernier, ﾙ･ﾃﾞﾙﾆｴ n.m 最後の日                         「補語」 

et ｴ conj. そして 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai envie d’écrire ｴ･ｵﾝｳﾞｨｰ･ﾃﾞｸﾘｰﾙ 1 単現･願望(avoir envie de+不定詞) 

   v.t 〜を書きたいを思っている                                        「動詞句」 

des choses ﾃﾞ･ｼｮｰｽﾞ pl.n.f 事を                                         「目的語」 

plus importantes. ﾌﾟﾘｭ･ｱﾝﾎﾟﾙﾄﾝﾄ adj.pl もっと大事な           「形容詞句」 

 

私が女中として仕えていた時代を知っている人は、もはや誰もいなくなった。 

Plus personne n’a connu l’époque où j’étais employée comme bonne.  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Plus personne ﾌﾟﾘｭ･ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron もはや誰も〜ない                         「主語」 

n’a connu ﾅ･ｺﾆｭ 3 単現･完了形･否定(connaître)v.t 知らなくなっている      「動詞句」 

l’époque ﾚﾎﾟｯｷ n.f その時代を                                           「目的語」 

où ｳ adv. その時〜する                                        「形容詞節」 

j’ ｼﾞｭ pron 私が                                         「主語」 

étais employée ｴﾃ･ｵﾝﾌﾟﾛゎｲｴ 1 単半･受動(employer) 

   v.t 雇われていた                                    「動詞句」 

comme bonne. ｺﾑ･ﾎﾞﾝﾇ adv. 女中として「副詞句」         「補語」 

  bonne ﾎﾞﾝﾇ n.f（住み込みの）女中、使用人 

 

「女中」という言葉が日常会話から消え失せた時期を正確に突き止めることは大事な事だ

と思うし、それを研究している人々もいるだろうと思う。 

J’imagine qu’établir précisément le moment où le mot « bonne » a disparu du langage 

courant est un grave problème et que des gens font des recherches là-dessus.  

「主語」「動詞」「目的語」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

imagine ｲﾏｼﾞﾇ 1 単現(imaginer)v.t(que 〜と) 思う                          「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

établir ｴﾀﾌﾞﾘｰﾙ 不定詞 v.t 〜を明らかにすることは                   「主語」 

précisément ﾌﾟﾚｼｾﾞﾓﾝ adv. 正確に                            「副詞」 

le moment ﾙ･ﾓﾓﾝ n.m 時期を                               「目的語」 

où ｳ adv. その時〜する                            「形容詞節」 

le mot « bonne » ﾙ･ﾓ･ﾎﾞﾝﾇ n.m 女中という言葉が「主語」 

a disparu ｱ･ﾃﾞｨｽﾊﾟﾘｭ 3 単現･完了形(dispraître) 

v.i 消え失せた                           「動詞句」 
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du langage courant ｼﾞｭ･ﾛﾝｶﾞｰｼﾞｭ･ｸｰﾛﾝ 

   adv. 日常語から                         「副詞句」 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                        「動詞」 

un grave problème ｱﾝ･ｸﾞﾗｰｳﾞ･ﾌﾟﾛﾌﾞﾚｰﾑ n.m 重大問題                  「補語」 

et ｴ conj. そして 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

des gens ﾃﾞ･ｼﾞｮﾝ pl.n 人々が                                      「主語」 

font ﾌｫﾝ 3 複現(faire)v.t 〜している                                「動詞」 

des recherches ﾃﾞ･ﾙｼｪﾙｼｭ pl.n.f 研究を                           「目的語」 

là-dessus. ﾗ･ﾄﾞｩｼｭ adv. それについて                             「副詞句」 

 

昭和 40 年代、つまり 1970 年頃には、まだ使われていたと思う。 

Il était encore usité dans les années quarante de Père Shôwa, vers 1970，me semble-t-

il.  

「主語」「動詞」「補語」,「間接目的語」「動詞」「主語」 

Il ｲﾙ pron 女中という言葉は                                              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

encore usité ｵﾝｺｰﾙ･ﾕｼﾞﾃ adj.（言葉が）まだ使われていた                    「補語」 

dans les années quarante ﾄﾞﾝ･ﾚ･ｻﾞﾈ･ｷｬﾛﾝﾄ adv. 40 年代には          「副詞句」 

   quarante ｷｬﾛﾝﾄ adj. 40 の 

de Père Shôwa, ﾄﾞｩ･ﾍﾟｰﾙ･ｼｮｰﾜ adj. 昭和の                 「形容詞句」 

  Père Shôwa ﾍﾟｰﾙ･ｼｮｰﾜ n.m 昭和天皇の治世 → 昭和（期） 

vers 1970，ｳﾞｪｰﾙ･ﾐﾙ･ﾇﾌｿﾝ･ｽゎｿﾝﾄ･ﾃﾞｨｽ adv. 1970 年頃              「副詞句」 

me ﾑ pron 私には                                                 「間接目的語」 

semble ｿﾝﾌﾞﾙ 3 単現(sembler)v.i 〜に思われる                             「動詞」 

il. ｲﾙ pron それは                                                       「主語」 

 

私は、高校生の甥が、赤頭巾ちゃん（黒頭巾ちゃんだったかも知れない）という当時の流行

小説に出てくる女中さんが、女中の仕事に誇りを持っていて「お手伝いさん」と呼ばれるの

を嫌っていた、ちょっと叔母さんに似ているね、と話していたことを覚えている。 

Je me souviens que mon neveu, qui était au lycée, m’avait parlé d’un roman alors très 

à la mode, Petit Chaperon rouge (ou bien était-ce Petit Chaperon noir“注釈 1” ?), dont 

l’un des personnages，qui s’appelait la petite Yo, était fière d’être bonne et refusait, « un 

peu comme toi, tata », qu’on dise qu’elle était « employée de maison ».  

「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 
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me souviens ﾑ･ｽｳﾞｨﾔﾝ 1 単現(se souvenir)v.pr 覚えている                 「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

mon neveu, ﾓﾝ･ﾇｳﾞｰ n.m 私の甥が                                 「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                「形容詞節」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜に行っていた               「動詞」 

au lycée, ｵ･ﾘｾ adv. 高校へ                    「間接目的語」 

m’ ﾑ pron 私に                                             「間接目的語」 

avait parlé ｱｳﾞｪ･ﾊﾟﾙﾚ 3 単半･完了形(parler) 

v.i（de について）話していた                                 「動詞句」 

d’un roman ﾀﾞﾝ･ﾛﾓﾝ adv. 小説について                       「間接目的語」 

alors ｱﾛｰﾙ adv. そのころ                     「副詞」 

très à la mode, ﾄﾚ･ｱ･ﾗ･ﾓｰﾄﾞ adj. とても流行っていた 「形容詞句」 

Petit Chaperon rouge ﾌﾟﾃｨ･ｼｬﾌﾟﾛﾝ･ﾙｰｼﾞｭ n.m 赤頭巾ちゃん    「間接目的語」 

(ou bien ｳｰ･ﾋﾞﾔﾝ adv. あるいは、〜かも知れない                  「副詞句」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

ce ｽ pron それは                                                 「主語」 

Petit Chaperon noir ?), ﾌﾟﾃｨ･ｼｬﾌﾟﾛﾝ･ﾇゎ-ﾙ n.m 黒頭巾ちゃん         「補語」（注釈 1） 

dont l’un des personnages，ﾄﾞﾝ･ﾗﾝ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾙｿﾅｰｼﾞｭ  

pron.f その小説の登場人物の一人の女中が〜することを    「直接目的語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                         「形容詞節」 

s’appelait ｻﾌﾟﾚ 3 単半(s’appeler) 

v.pr 〜という名前である                「動詞句」 

la petite Yo, ｧ･ﾌﾟﾃｨｯﾄ･ﾖｰ n.f よっちゃん      「補語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                        「動詞」 

fière d’+不定詞 ﾌｨｴｰﾙ･ﾄﾞｩ adj. 〜するのが誇らしい       「補語」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜である                     「動詞」 

bonne ﾎﾞﾝﾇ n.f 女中                             「補語」 

et ｴ conj. そして 

refusait, ﾙﾌｭｾﾞ 3 単半(refuser)v.t 拒んだ、いやがった    「動詞」 

« un peu comme toi, tata », ｱﾝ･ﾌﾟ･ｺﾑ･ﾄｩﾜ･ﾀﾀ 

 adv. ちょっとおばさんに似ているね              「呼びかけ」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                           「目的語」 

on ｵﾝ pron 人が                               「主語」 

dise ﾃﾞｨｽ 接・3 単現(dire)v.t 言う               「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                    「目的語」 

elle ｴﾙ pron 彼女は                     「主語」 
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était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である         「動詞」 

« employée de maison ». ｵﾝﾌﾟﾛﾜｲｴ･ﾄﾞｩ･ﾒｿﾞﾝ 

 n.f 家のお手伝いさん                「補語」 

 

注釈 1. Petit Chaperon noir 

1969 年に出版されて大成功を収めた、第 61 回芥川賞受賞の『赤頭巾ちゃん気をつけて』という庄司薫の

小説を暗示している。（注釈はすべて翻訳者 SOPHIE REFLE によるものである） 

Allusion à un roman de Shôji Kaoru, Akazukinchan ni ki wo tsu- kete (Fais attention au Petit Chaperon 

rouge), paru en 1969, qui eut un grand succès. (Toutes les notes sont de la traductrice.) 

「主語」 

Allusion ｱﾘｭｼﾞｮﾝ n.f 暗示                                                              「主語」 

à un roman de Shôji Kaoru, ｱ･ｱﾝ･ﾛﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ｼｮｰｼﾞ･ｶｵﾙ adj. 庄司薫の小説に対する  「形容詞句」 

Akazukinchan ni ki wo tsu- kete (Fais attention au Petit Chaperon rouge),  

   ｱｶｽﾞｷﾝﾁｬﾝ･ﾆ･ｷ･ｦ･ﾂｹﾃ（ﾌｪ･ｱﾄﾝｼｮﾝ･ｵ･ﾌﾟﾃｨ･ｼｬﾌﾟﾛﾝ･ﾙｰｼﾞｭ） 

   n. 第 61 回芥川賞受賞の『赤頭巾ちゃん気をつけて』                 「目的語」 

   フランス語の翻訳では、『赤頭巾ちゃんに気をつけて』と「間接目的語」になっているが、 

「赤頭巾ちゃん」は、日本語の原題では「主語」に対する「呼びかけ」と考えられる。 

paru en 1969, ﾊﾟﾘｭ･ｵﾝ･ﾐﾙ･ﾇﾌｿﾝ･ｽﾜｿﾝﾄ･ﾇﾌ adj. 1969 年に出版された    「形容詞句」 

qui eut un grand succès. ｷ･ｲ･ｱﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｼｭｸｾ adj. 大成功した 「形容詞節」 

(Toutes les notes sont de la traductrice.) ﾄｩｯﾄ･ﾚ･ﾉﾄ･ｿﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ﾄﾗｼﾞｭｸﾄﾘｽ 

   n. 注釈はすべて翻訳者 SOPHIE REFLE による 

 

  



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［D-1-2］小さいおうち 2.  638 / 668 

「女中」という言葉が使われていたのは、おそらくその頃が最後だったと思う。 

Je crois que c’est à peu près à ce moment-là qu’on a cessé de l’utiliser.  

「主語」「動詞」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

crois ｸﾙゎ 1 単現(croire)v.t（que 〜だと）思う                             「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron 仮の主語（真の主語は qu’on a cessé 以降） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                     「動詞」 

à peu près ｱ･ﾌﾟ･ﾌﾟﾚ adv. およそ、おそらく                      「副詞句」 

à ce moment-là ｱ･ｽ･ﾓﾓﾝ･ﾗ adv. その頃                           「副詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということは                                       「主語」 

on ｵﾝ pron 人々が                                         「主語」 

a cessé de l’utiliser. ｱ･ｾｾ･ﾄﾞｩ･ﾙﾁﾘｾﾞ 3 単現･完了形･中止(cesser de+不定詞) 

   v.t 「女中」という言葉の使用を止めた                  「動詞句」 

   l’ は「女中という言葉」の代用 

 

また甥の言うことによれば、今では「家事代行サービス」と言うそうだが、奇妙な方式だ。 

Désormais, toujours selon mon neveu, on parle de « service d’aide ménagère à domicile », 

une formule qui ne ressemble à rien. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「間接目的語」,「主語」 

Désormais, ﾃﾞｿﾞﾙﾒ adv. これからは、今後は、現在では                     「副詞」 

toujours ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adv. また、いつも                                       「副詞」 

selon ｽﾛﾝ prep 〜の言によれば                                         「副詞句」 

mon neveu, ﾓﾝ･ﾇｳﾞ n.m 甥                                      「目的語」 

on ｵﾝ pron 人は                                                         「主語」 

parle ﾊﾟﾙﾙ 3 単現(parler)v.i(de について) 話す                             「動詞」 

de ﾄﾞｩ prep 〜について                                            「間接目的語」 

« service ｾﾙｳﾞｨｽ n.m 業務                                   「目的語」 

d’aide ménagère ﾃﾞﾃﾞ･ﾒﾅｼﾞｪｰﾙ adj. 家事を手伝う     「形容詞句」 

à domicile », ｱ･ﾄﾞﾐｼﾙ adv. 自宅で            「副詞句」 

  → 家事代行サービス 

  parler de+無冠詞名詞 「〜（という言葉）を口にする、〜と言う」 

une formule ﾕﾝﾇ･ﾌｫﾙﾐｭﾙ n.f 方式                                          「主語」 

qui ｷ pron（主語）〜する                                       「形容詞節」 

ne ressemble ﾇ･ﾙｿﾝﾌﾞﾙ 3 単現･否定(ressembler) 

v.i(à に) 似ていない                                  「動詞句」 
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à rien. ｱ･ﾘﾔﾝ adv. 何にも                            「間接目的語」 

   ne ressemble à rien 「見たこともない、変な、奇妙な、ユニークな」 

 

私が 13歳で初めて女中になったときは、東京の上流家庭の地域では奉公人が不足していて、

必ず「さん」付けで呼ばれるほど大事にされていたものだ。 

Quand je suis devenue domestique au début des années trente, le personnel manquait 

dans les bons quartiers de Tokyo, et personne ne tutoyait les bonnes.  

「副詞節」,「主語」「動詞」「副詞句」et「主語」「動詞句」「目的語」 

Quand ｺﾝ conj. 〜するとき                                             「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                 「主語」 

suis devenue ｼｭｲ･ﾄﾞｩｳﾞﾆｭ 1 単現･完了形(devenir)v.i 〜になった    「動詞句」 

domestique ﾄﾞﾒｽﾁｷ n. 女中                                       「補語」 

au début ｵ･ﾃﾞﾋﾞｭｰ adv. 初めて                            「副詞句」 

des années trente, ﾃﾞ･ｻﾞﾈ･ﾄﾛﾝﾄ adv. 13 歳で（30 歳で）     「副詞句」 

   → trente は、treize ﾄﾚｰｽﾞ n.m 13 の間違い 

   原作では、「小学校卒業後 12〜13 歳から奉公に出る」と書かれている 

le personnel ﾙ･ﾍﾟﾙｿﾈﾙ n.m 使用人が                                       「主語」 

manquait ﾓﾝｹ 3 単半(manquer)v.i 不足していた                            「動詞」 

dans les bons quartiers ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾎﾞﾝ･ｸゎﾙﾁｴ adv. 上流家庭の地域では        「副詞句」 

de Tokyo, ﾄﾞｫｳ･ﾄｷｵ adj. 東京の                                「形容詞句」 

et ｴ conj. そして 

personne ﾍﾟﾙｿﾝﾇ pron 誰も（〜ない）                                     「主語」 

ne tutoyait ﾇ･ﾁｭﾄゎｲｴ 3 単半･否定(tutoyer)v.t 親しげに話した             「動詞句」 

   ne は虚辞 

   → 単なる使用人として「呼びつけ」ではなく、「さん」付けなどで親しげに呼んだ 

les bonnes. ﾚ･ﾎﾞﾝﾇ pl.n.f 使用人を                                      「目的語」 

 

雇い主たちは、私たちを「あなた」とか「さん付け」で呼んでくれた。彼らは、私たちを才

女として見てくれていたのだろう。 

Nos employeurs nous vouvoyaient parce que nous étions précieuses à leurs yeux.  

「主語」「目的語」「動詞」「副詞節」 

Nos employeurs ﾉ･ｵﾝﾌﾟﾙﾜｲﾕｰﾙ pl.n 私たちの雇い主たちは                   「主語」 

nous ﾇ pron.pl 私たちを                                                「目的語」 

vouvoyaient ｳﾞｰ･ｳﾞゎｲｴ 3 複半(vouvoyer)v.t あなたと呼んでいた             「動詞」 

parce que ﾊﾟﾙｽ･ｷ conj. 〜なので                                        「副詞節」 

nous ﾇ pron.pl 私たちは                                          「主語」 
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étions ｴﾁｵﾝ 1 複半(être)v.i 〜だった                                「動詞」 

précieuses ﾌﾟﾚｼｩｰｽﾞ pl.n.f 才女                                    「補語」 

à leurs yeux. ｱ･ﾚｰﾙ･ｼﾞｭ adv, 彼らの目には                  「副詞句」 

 

これはよい家庭における規律だった。 

C’était la règle dans les bonnes familles.                     「主語」「動詞」「補語」 

C’ ｽ pron これは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                          「動詞」 

la règle ﾗ･ﾚｰｸﾞﾙ n.f 規律                                                 「補語」 

dans les bonnes familles. ﾄﾞﾝ･ﾚ･ﾋﾞﾝﾇ･ﾌｧﾐｰﾕ adv. よい家庭では       「副詞句」 

 

全ての奥様は、きちんと整頓された家庭には優秀な女中が不可欠である、と知っていた。 

Toutes les maîtresses de maison savaient qu’une bonne de qualité était indispensable à 

un foyer bien tenu.                                       「主語」「動詞」「目的語」 

Toutes les maîtresses ﾄｯﾄ･ﾚ･ﾒﾄﾚｽ pl.n.f すべての女主人は                   「主語」 

de maison ﾄﾞｩ･ﾒｿﾞﾝ adj. 家の                                   「形容詞句」 

savaient ｻｳﾞｪ 3 複半(savoir)v.t 知っていた                                 「動詞」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                              「目的語」 

une bonne ﾕﾝﾇ･ﾎﾞﾝﾇ n.f 女中が                                     「主語」 

de qualité ﾄﾞｩ･ｶﾘﾃ adj. 優れた、優秀な                    「形容詞句」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

indispensable ｱﾝﾃﾞｨｽﾎﾟﾝｻｰﾌﾞﾙ adj.（à に）欠かせない                「補語」 

à un foyer ｱ･ｳﾝ･ﾌゎｲｴ adv. 家庭に                           「副詞句」 

bien tenu. ﾋﾞﾔﾝ･ﾄｩﾆｭ adj. きちんと整頓された       「形容詞句」 

 

私はたまたま 1 度も結婚しなかったけれど、その頃は、女中として働きながら結婚の準備

をするのはごくありふれたことだった。 

Il se trouve que je ne me suis jamais mariée, mais à cette époque-là on se préparait au 

mariage en travaillant comme bonne.  

「動詞句」「主語」,mais「副詞句」「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que je ne me suis jamais mariée） 

se trouve ｽ･ﾄｩﾙｳﾞ 3 単現(se trouver)v.pr たまたま〜という状態である      「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                   「主語」 

ne me suis jamais mariée, ﾇ･ﾑ･ｼｭｲ･ｼﾞｬﾒ･ﾏﾘｴ 1 単現･完了形･否定(se marier) 

   v.pr 1 度も結婚しなかった                                      「動詞句」 
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mais ﾒ conj. しかし 

à cette époque-là ｱ･ｾｯﾄ･ｴﾎﾟｷ･ﾗ adv. その頃は                            「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人々は                                                       「主語」 

se préparait ｽ･ﾌﾟﾚﾊﾟﾚ 3 単半(se preparer)v.pr(à に対して) 準備していた    「動詞句」 

au mariage ｵ･ﾏﾘﾔｰｼﾞｭ adv. 結婚に対して                            「間接目的語」 

en travaillant ｵﾝ･ﾄﾗｳﾞｧｲﾖﾝ ジェロンディフ(travailler)adv. 働きながら      「副詞句」 

comme bonne. ｺﾑ･ﾎﾞﾝﾇ adv. 女中として                          「副詞句」 

 

そう、私たちは模範的な妻になることを学ぶために使用人になったのであった。 

Oui, on devenait domestique pour apprendre à être une épouse accomplie.  

「副詞」「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Oui, ｳｨｰ adv. そうなのだ                                                 「副詞」 

on ｵﾝ pron 私たちは                                                     「主語」 

devenait ﾄﾞｩｳﾞﾈ 3 単半(devenir)v.t 〜になった                             「動詞」 

domestique ﾄﾞﾒｽﾁｷ n. 使用人                                             「補語」 

pour +不定詞 ﾌﾟｰﾙ adv. 〜するために                                    「副詞句」 

apprendre à +不定詞 ｱﾌﾟﾛﾝﾄﾞﾙ･ｱ 不定詞 v. 〜することを学ぶ        「動詞句」 

être ｴｰﾄﾙ 不定詞 v.i 〜になる                             「動詞句」 

une épouse accomplie. ﾕﾝﾇ･ｴﾌﾟｰｽﾞ･ｱｺﾝﾌﾟﾘ n.f 模範的な妻            「補語」 

   épouse ｴﾌﾟｰｽﾞ n.f(n.m: époux) 配偶者 accomplie ｱｺﾝﾌﾟﾘ adj.f(accompli) 模範的な 

 

たとえ皆が、女中という職業は奴隷みたいなものだと考えているとしても、私は今日の女子

大学みたいなものとまでは言わないけれども、断じて馬鹿にされる仕事ではなかった。 

Je n’irais pas jusqu’à dire que c’était comme l’université pour les jeunes filles 

d’aujourd’hui, mais ce n’était certainement pas une profession méprisée, même si tout le 

monde a Pair de penser qu’être bonne, c’était presque être esclave.  

「主語」「動詞句」「目的語」mais「主語」「動詞句」「補語」「副詞節」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’irais pas jusqu’à dire ﾆﾚ･ﾊﾟ･ｼﾞｭｽｸゎ･ﾃﾞｨｰﾙ 条・1 単現･近接未来･否定･語調緩和 

  (aller+不定詞+ jusqu’à)v.t 〜とまでは言わないけれど                    「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

c’ ｽ pron（女中という職業が）それは                               「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                   「動詞」 

comme l’université ｺﾑ･ﾘｭﾆｳﾞｪﾙｼﾃ adv. 大学のような                 「補語」 

pour les jeunes filles ﾌﾟｰﾙ･ﾚ･ｼﾞｭﾝﾇ･ﾌｨｰﾕ adj. 女性のための  「形容詞句」 

d’aujourd’hui, ﾄﾞｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adj. 今日の            「形容詞句」 
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mais ﾒ conj. しかし 

ce ｽ pron それは                                                        「主語」 

n’était certainement pas ﾈﾃ･ｾﾙﾃｰﾇﾓﾝ･ﾊﾟ 3 単半･否定(être) 

v.i 確かに〜でなかった                                              「動詞句」 

une profession méprisée, ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾛﾌｪｼｫﾝ･ﾒﾌﾟﾘｾﾞ n.f 馬鹿にされる仕事         「補語」 

   méprisée ﾒﾌﾟﾘｾﾞ過去分詞･受動.f（mépriser）adj.f 軽蔑される、馬鹿にされる 

même si ﾒｰﾑ･ｼ conj. たとえ〜でも                                      「副詞節」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ pron 皆が                               「主語」 

a l’air de penser ｱ･ﾚｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾎﾟﾝｾ 3 単現･様子(avoir l’air de+不定詞) 

   v.t 考えているように見える                                  「動詞句」 

qu’ ｸ conj. 〜ということを                                     「目的語」 

être bonne, ｴｰﾄﾙ･ﾎﾞﾝﾇ 不定詞句 n. 女中であることは        「主語」 

c’ ｽ pron それは                                    「主語」 

était ｴﾃ 3 単半･時制の一致(être)v.i 〜である               「動詞」 

presque être esclave. ﾌﾟﾚｽｷ･ｴｰﾄﾙ･ｴｽｸﾗｳﾞ 不定詞句 

n. ほとんど奴隷である                                「補語」 

   presque ﾌﾟﾚｽｷ adv. ほとんど esclave ｴｽｸﾗｰｳﾞ n. 奴隷 

 

もちろん、この仕事をやってきて、つらい事も何度か経験した。しかし、楽しいばかりの仕

事など存在するだろうか？ 

Bien sûr, j’ai connu des moments difficiles en faisant ce métier, mais existe-t-il des 

professions où l’on ne fait que s’amuser ? 

「副詞句」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」mais「動詞」「主語」 

Bien sûr, ﾋﾞﾔﾝ･ｼｭｰﾙ adv. もちろん                                       「副詞句」 

j’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

ai connu ｴ･ｺﾆｭ 1 単現･完了形(connaître)v.t 経験した、知った              「動詞句」 

des moments difficiles ﾃﾞ･ﾓﾓﾝ･ﾃﾞｨﾌｨｼﾙ pl.n.m つらい事を何度か           「目的語」 

en faisant ｵﾝ･ﾌｿﾞﾝ adv.（en+現在分詞 faire）〜をしていて                「副詞句」 

ce métier, ｽ･ﾒﾁｴ n.m この仕事を                                「目的語」 

mais ﾒ conj. しかし 

existe-t-il ｴｸﾞｼﾞｽﾄｩ･ﾃｨﾙ 3 単現･非人称･疑問文(il exister)v.i 存在するか？      「動詞」 

des professions ﾃﾞ･ﾌﾟﾛﾌｪｼｫﾝ pl.n.f 職業が                                  「主語」 

où ｳ adv. そこで何する                                          「形容詞節」 

l’on ﾛﾝ pron 人々は                                        「主語」 

ne fait que s’amuser ? ﾇ･ﾌｪ･ｸ･ｻﾐｭｾﾞ 3 単現･だけ(ne faire que+不定詞) 

  v.pr 遊んでばかりいる                                  「動詞句」 



 フランス語 構文解析による学習  

構文解析の例 短編と小説の一部分など 

［D-1-2］小さいおうち 2.  643 / 668 

 

私はもはや、この職業が広く重んじられていたとか尊敬されたとかまでは主張しない。 

Je n’irais pas non plus jusqu’à affirmer que cette occupation était universellement bien 

considérée et que tout le monde la respectait.             「主語」「動詞句」「目的語」 

Je ｼﾞｭ pron 私は                                                        「主語」 

n’irais pas non plus jusqu’à affirmer ﾆﾚ･ﾊﾟ･ﾉﾝ･ﾌﾟﾘｭ･ｼﾞｭｽｸゎ･ｱﾌｨﾙﾒ 

 条・1 単現･近接未来･否定･語調緩和(aller+不定詞+ jusqu’à) 

v.t 〜とまではもはや主張しないけれど                                「動詞句」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cette occupation ｾｯﾄ･ｵｷｭﾊﾟｼｵﾝ n.f この仕事が                       「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜である                                    「動詞」 

universellement bien considérée ｳﾆｳﾞｪﾙｾﾙﾓﾝ･ﾋﾞﾔﾝ･ｺﾝｼﾃﾞﾚ 

 adj. 広く重んじられた                                          「補語」 

et ｴ conj. そして 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

tout le monde ﾄｩ･ﾙ･ﾓﾝﾄﾞ n. 皆が                                   「主語」 

la ﾗ pron それを                                                「目的語」 

respectait. ﾚｽﾍﾟｸﾃ 3 単半(respecter)v.t 尊敬した                     「動詞」 

 

そして誰かが、私が最初に仕えた家の旦那様がいかがわしい目つきで私を見たことはなか

ったのか、と尋ねたら、私はそういうことは彼にもあったと認めざるを得ないが、それは何

度も聞かないで欲しい。 

Et si quelqu’un me demandait si le Monsieur de la première famille chez qui j’ai servi ne 

me regardait pas parfois d’un œil coquin, je serais bien obligée de reconnaître que cela 

lui arrivait, mais n’allez pas le répéter.  

Et「副詞節」,「主語」「動詞句」「目的語」mais「動詞句」「目的語」「動詞句」 

Et ｴ conj. そして 

si ｼ conj. もし〜ならば                                                 「副詞節」 

quelqu’un ｹﾙｶﾝ pron 誰かが                                       「主語」 

me ﾑ pron 私に                                             「間接目的語」 

demandait ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半(demander)v.t 尋ねた                     「動詞」 

si ｼ conj. 〜かどうかということを                            「直接目的語」 

le Monsieur ﾙ･ﾑｯｼｭ n.m 主人が                         「主語」 

de la première famille ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ﾌｧﾐｰﾕ 

 adj. 最初の家の                            「形容詞句」 

chez qui ｼｪ･ｷ adv.（目的語）〜する            「形容詞節」 
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j’ai servi ｼﾞｪ･ｾﾙｳﾞｨ n. 私が仕えた       「目的語」 

ne ...regardait pas ﾇ...ﾙｷﾞｬﾙﾃﾞ･ﾊﾟ 3 単半･否定(regarder) 

v.t 見なかった                                     「動詞句」 

me ﾑ pron 私を                                      「目的語」 

parfois ﾊﾟﾙﾌゎ adv. 時には                              「副詞」 

d’un œil coquin, ﾀﾞﾝ･ｳｲﾕ･ｺｶﾝ 

 adv.（手段）いかがわしい目つきで                  「副詞句」 

   oeil ｳｲﾕ n.m 目 coquin ｺｶﾝ adj. いかがわしい、猥褻な 

je ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

serais bien obligée de reconnaître ｽﾚ･ﾋﾞﾔﾝ･ｵﾌﾞﾘｼﾞｪ･ﾄﾞｩ･ﾙｺﾈｰﾄﾙ 

   条・1 単現･完了形･推量(être obligé de+不定詞) 

   v.t 〜と認めざるを得ないだろう                                      「動詞句」 

   être obligé de+不定詞  「〜せざるを得ない」 

que ｸ conj. 〜ということを                                             「目的語」 

cela ｽﾗ pron そのようなことは                                     「主語」 

lui ﾘｭｲ pron かれに                                         「間接目的語」 

arrivait, ｱﾘｳﾞｪ 3 単半(arriver)v.i 起こったものだ                     「動詞」 

mais ﾒ conj. しかし 

n’allez pas +不定詞 ﾅﾚ･ﾊﾟ 命・2 複現･否定 v. 〜しないでください          「動詞句」 

le ﾙ pron それを                                                      「目的語」 

répéter. ﾚﾍﾟﾃ 不定詞 v.t 繰り返す                                       「動詞句」 

 

有名な作家でしたから、あの方の名前がこの記事によって流出するなどあってはならない。 

Il s’agissait d’un écrivain célèbre et il est hors de question que son nom sorte de ce journal.                                

「動詞句」「補語」et「動詞」「補語」「主語」 

Il s’agissait d’ ｲﾙ･ｻｼﾞｾ･ﾄﾞｩ 3 単半･非人称(il s’agir de+qch / qn) 

   v.h それは〜であった                                                「動詞句」 

un écrivain ｱﾝ･ｴｸﾘｳﾞｧﾝ n.m 作家                                         「補語」 

célèbre ｾﾚｰｳﾞﾙ adj. 有名な                                       「形容詞」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 仮の主語（真の主語は que 以降） 

est ｴ 3 単現(être)v.i 〜である                                             「動詞」 

hors de question ﾎｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｹｽﾁｮﾝ adj. 論外の                                「補語」 

   hors ｵｰﾙ prep 〜を外れた、〜を脱した 

que ｸ conj. 〜ということは                                               「主語」 

son nom ｿﾝ･ﾉﾑ n.m 彼の名前が                                      「主語」 
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sorte ｿﾙﾄｩ 3 単現(sortir)v.i 流出する                                  「動詞」 

de ce journal. ﾄﾞｩ･ｽ･ｼﾞｭﾙﾅﾙ adv. この記事によって                   「副詞句」 

 

私はこの秘密を墓の中まで持っていくつもりだ。 

J’emporterai ce secret dans la tombe.             「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

J’ ｼﾞｭ pron 私は                                                         「主語」 

emporterai ｵﾝﾎﾟﾙﾄﾚ 1 単未･意思(emporter)v.t 持っていくつもりだ            「動詞」 

ce secret ｽ･ｽｸﾚ n.m この秘密を                                         「目的語」 

dans la tombe. ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾄﾝﾌﾞ adv. 墓の中まで                              「副詞句」 

 

時には、私が拭き掃除をしている時に、私の太腿や尻に手を伸ばすことがあったし、時には

私にマッサージをするように頼むことがあった。また、奥様には内緒で私に小遣いをくれる

こともあった。 

Parfois il me passait la main sur les cuisses ou les fesses quand je faisais la poussière, 

parfois il me demandait de lui servir de masseuse, et il me donnait aussi de l’argent de 

poche sans le dire à Madame.  

「副詞」「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞節」, 

「副詞」「主語」「目的語」「動詞句」「補語」 

et「主語」「間接目的語」「動詞」「副詞」「直接目的語」「副詞句」 

Parfois ﾊﾟﾙﾌゎ adv. 時には、時々                                         「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

passait ﾊﾟｾ 3 単半(passer)v.t（手などを）動かした                         「動詞」 

la main ﾗ･ﾏﾝ n.f 手を                                              「直接目的語」 

sur ｼｭｰﾙ prep 〜の上に                                                「副詞句」 

les cuisses ｼｭｰﾙ･ﾚ･ｷｭｲｽ pl.n.f 太腿                               「目的語」 

ou ｳ conj. または 

les fesses ﾚ･ﾌｪｽ pl.n.f 尻                                        「目的語」 

quand ｺﾝ conj. 〜する時に                                             「副詞節」 

je ｼﾞｭ pron 私が                                                 「主語」 

faisais ﾌｾﾞ 1 単半(faire)v.t していた                               「動詞」 

la poussière, ﾗ･ﾌﾟｼｴｰﾙ n.f ほこり                               「目的語」 

  faire la poussière 「拭き掃除をする、ほこりを払う」 

parfois ﾊﾟﾙﾌゎ adv. 時には、時々                                         「副詞」 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                       「目的語」 
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demandait ﾄﾞｩﾓﾝﾃﾞ 3 単半･依頼(demander à qn de+不定詞) 

   v.t 〜するように頼んだ                                              「動詞句」 

de +不定詞 ﾄﾞｩ 不定詞･me の動作 v. 〜する                                「補語」 

lui ﾘｭｲ pron 彼に                                            「間接目的語」 

servir ｾﾙｳﾞｨｰﾙ 不定詞 v.i（à qn de+無冠詞名詞）〜として役立つ      「動詞句」 

de masseuse, ﾄﾞｩ･ﾏｼｭｰｽﾞ adv. マッサージ師として                  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

il ｲﾙ pron 彼は                                                          「主語」 

me ﾑ pron 私に                                                   「間接目的語」 

donnait ﾄﾞﾈ 3 単半(donner)v.t 〜をくれた                                 「動詞」 

aussi ｵｼ adv. 〜もまた                                                  「副詞」 

de l’argent de poche ﾄﾞｩ･ﾗﾙｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾎﾟｯｼｭ n.m 小遣いを             「直接目的語」 

   argent de poche ｱﾙｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾎﾟｯｼｭ n.m 小遣い 

sans +不定詞 ｿﾝ adv.（様態）〜しないで                                「副詞句」 

le ﾙ pron そのことを                                       「直接目的語」 

dire ﾃﾞｨｰﾙ 不定詞 v.t 言う                                         「動詞」 

à Madame. ｱ･ﾏﾀﾞﾑ adv. 奥様に                              「間接目的語」 

 

しかしそれは大した問題ではないし、昔の話だ。 

Mais cela ne portait pas à conséquence. C’était autrefois. 

Mais「主語」「動詞句」「間接目的語」┃「主語」「動詞」「副詞」 

Mais ﾒ conj. しかし 

cela ｽﾗ pron それは                                                      「主語」 

ne portait pas ﾇ･ﾎﾟﾙﾃ･ﾊﾟ 3 単半･否定(porter)v.i 〜に関わらない            「動詞句」 

à conséquence. ｱ･ｺﾝｾｺﾝｽ adv. 重要性に                              「間接目的語」 

C’ ｽ pron それは                                                        「主語」 

était ｴﾃ 3 単半(être)v.i 〜だった                                           「動詞」 

autrefois. ｵｰﾄﾙﾌゎ adv. 昔                                                「副詞」 
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日記の例文 

東北地方太平洋沖地震発生 11/03/2011 晴れ 

Le tremblement de terre se produisait dans la région de Tohoku en l’océan Pacifique 

haute mer.  11 （onze オーンズ）mars 2011 beau temps 

 

 

 

 

 

 

 

 

真里と私は北広島の浅利家に居た。 

Mari et moi nous mettions à l’aise chez Asari en nord Hiroshima.  

「主語」「動詞」「副詞句」 

Mari et moi ﾏﾘ･ｴ･ﾓﾜ 真里と私                                            「主語」 

nous mettions ﾇ･ﾒﾁﾖﾝ 1 複半 < se mettre ｽ･ﾒｯﾄﾙ v.pr （ある状態に）なる   「動詞」 

à l’aise ｱ･ﾚｰｽﾞ adv. 気楽に、楽々と                        「副詞句：nous mettions」 

→ nous mettions à l’aise 私たちはくつろいでいた 

chez Asari ｼｪ･ｱｻﾘ adv. 浅利宅で                         「副詞句：nous mettions」 

en nord Hiroshima ｵﾝ･ﾉｰﾙ･ｲﾛｼﾏ adj. 北広島の                    「副詞句：Asari」 

 

午後 2 時 46 分頃、地震が発生。 

Le tremblement de terre se produisait à 2 (deux) heures 46 (quarante six) de l’après-midi.                                             

「主語」「動詞」「副詞句」 

Le tremblement de terre ﾙ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾙﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾃｰﾙ n.m 地震                     「主語」 

se produisait ｽ･ﾌﾟﾛﾄﾞｩｲｾ 3 単半 < se produire ｽ･ﾌﾟﾛﾄﾞｩｲｰﾙ v.pr 起こる、生ずる 

à 2 heures 46 ｱ･ﾄﾞｩｽﾞｰﾙｷｬﾛﾝﾄｼｽ adv. 2 時 46 分に              「副詞句：se produisait」 

de l’après-midi ﾄﾞｩ･ｱﾌﾟﾚ･ﾐﾃﾞｨ adv. 午後の                     「副詞句：2 heures 46」 

 

穏やかな揺れから始まって、やがて激しい揺れに変化。 

Les secousses sismiques étaient douces au commencement, mais elles changeaient 

violentes bientôt. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」, mais「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Les secousses sismiques ﾚ･ｽｸｽ･ｼｽﾐｷ n.f pl. 地震の揺れ                      「主語」 

étaient ｴﾃ 3 複半 < être ｴｰﾄﾙ v.i 〜である                                 「動詞」 
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douces ﾄﾞｩｽ adj. n. pl. 穏やかな                                           「補語」 

au commencement ｵ･ｺﾓﾝｽﾓﾝ adv. 初めは                        「副詞句：étaient」 

mais メ conj. だが、しかし 

elles ｴﾙ pron 女性・複数名詞の Les secousses sismiques を代表              「主語」 

changeaient ｼｮﾝｼﾞｪ 3 複半 < changer ｼｮﾝｼﾞｪ v.i 変わる、変化する          「動詞」 

violentes ｳﾞｨｵﾛﾝﾄｩ adj. f. pl. 激しい、猛烈な                               「補語」 

bientôt ﾋﾞﾔﾝﾄ adv. 間もなく、すぐに、やがて               「副詞句：changeaient」 

 

3 分位の長時間揺れが続いた。 

Les secousses sismiques duraient durant 3 (trois) minutes.  「主語」「動詞」「副詞句」 

Les secousses sismiques ﾚ･ｽｸｽ･ｼｽﾐｷ n.f pl. 地震の揺れ                      「主語」 

duraient ﾃﾞｭﾚ 3 複半 < durer ﾃﾞｭﾚ v.i 続く、持続する                      「動詞」 

durant ﾃﾞｭﾛﾝ prep 〜の間中、〜を通じて 

3 minutes ﾄﾛﾜ･ﾐﾆｯﾄ 三分 

→ durant 3 minutes 三分間                                  「副詞句：duraient」 

 

地震が収まったので、恵庭の魚半という魚屋で買い物をしてから帰宅した。 

Comme le tremblement de terre se calmait, Mari et moi allions acheter à la poissonnerie 

Uohan à Eniwa et rentrions à la maison. 

Comme「主語」「動詞」, 「主語」「動詞句」「副詞句」et「動詞」「副詞句」 

Comme ｺﾑ conj. （原因・理由）〜なので 

le tremblement de terre ﾙ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾙﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾃｰﾙ n.m 地震                      「主語」 

se calmait ｽ･ｶﾙﾒ 3 単半 < se calmer ｽ･ｶﾙﾒ v.pr 鎮まる、平静になる         「動詞」 

Mari et moi ﾏﾘ･ｴ･ﾓﾜ 真里と私                                            「主語」 

allions ｱﾘｵﾝ 1 複半 < aller ｱﾚ v.i 行く、（+不定詞）〜しに行く 

→ allions acheter 買い物に行った                                      「動詞句」 

à la poissonnerie Uohan ｱ･ﾗ･ﾎﾟﾜｿﾝﾇﾘ･ｳｵｱﾝ 魚屋の魚半に  「副詞句：allions acheter」 

à Eniwa ｱ･ｴﾆﾜ adj. 恵庭の                   「形容詞句：Uohan」 

et ｴ conj. そして、それから 

rentrions ﾛﾝﾄｩﾘｵﾝ 1 複半 < rentrer ﾛﾝﾄｩﾚ v.i 帰る、帰宅する                「動詞」 

à la maison ｱ･ﾗ･ﾒｿﾞﾝ adv. 家に                               「副詞句：rentrions」 

 

夕方、テレビを見ると東北地方の地震被害の様子が映し出された。 

Je voyais les terribles scènes du tremblement de terre dans la région du Tohoku en 

télévision.                                      「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私                                                          「主語」 
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voyais ｳﾞｫﾜｲｴ 1 単半 < voir ｳﾞｫﾜｰﾙ v.t 見る、見える                        「動詞」 

les terribles scènes ﾚ･ﾃﾘｰﾌﾞﾙ･ｾｰﾇ n.f pl. 恐ろしい光景             「目的語：voyais」 

du tremblement de terre ﾁﾞｭ・ﾄﾛﾝﾌﾞﾙﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾃｰﾙ adj. 地震の「形容詞句：scènes」 

dans la région du Tohoku ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾚｼﾞｮﾝ･ﾁﾞｭ･ﾄｵｸ adj. 東北地方における 

「形容詞句：tremblement de terre」 

en télévision ｵﾝ･ﾃﾚｳﾞｨｼﾞｮﾝ adv. テレビで                        「副詞句：voyais」 

 

東電の原子炉が危機的な状況であることも知った。 

Je savais en plus que le réacteur de Tokio compagnie d’électricité était dans une 

situation critique.               「主語」「動詞」「副詞」que「主語」「動詞」「副詞句」 

Je ｼﾞｭ pron 私                                                          「主語」 

savais ｻｳﾞｪ 1 単半 < savoir ｻｳﾞﾜｰﾙ v.t 知る、知っている                   「動詞」 

en plus ｵﾝ･ﾌﾟﾘｭ adv. 加えて、その上、おまけに                            「副詞」 

que ｸ conj. （名詞節を作る）、〜ということ 

le réacteur ﾙ･ﾚｱｸﾀｰ n.m 原子炉                                           「主語」 

de Tokio compagnie d’électricité ﾄﾞｩ･ﾄｷｵ･ｺﾝﾊﾟﾆｰ･ｴﾚｸﾄﾘｼﾃ  

adj. 東京電力の                 「形容詞句：réacteur」 

était ｴﾃ 3 単半 < être ｴｰﾄﾙ v.i 〜である、〜にいる                         「動詞」 

dans ﾄﾞﾝ prep 〜の中で、〜おいて 

une situation critique ﾕﾝﾇ･ｼﾁｭｱｼｵﾝ･ｸﾘﾃｨｷ n.f 危機的な状況 

→ dans une situation critique 危機的な状況                        「副詞句：était」 
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東北地方太平洋沖地震翌日 12/03/2011 晴れ 

Le lendemain du tremblement de terre dans la région de Tohoku 

12 （douze ドゥーズ）mars 2011 beau temps 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管首相が東京電力福島第一原子力発電所に現地訪問した。 

Le Premier ministre Kann visitait la première centrale nucléaire de Tokio énergie 

électrique.                                                  「主語」「動詞」「目的語」 

Le Premier ministre Kann ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ﾐﾆｽﾄﾙ･ｶﾝ n.m 菅首相                   「主語」 

visitait ｳﾞｨｼﾞﾃ 3 単半 < visiter ｳﾞｨｼﾞﾃ v.t 訪問する、訪れる                  「動詞」 

la première centrale nucléaire ﾗ･ﾌﾟﾙﾐｴｰﾙ･ｿﾝﾄﾗｰﾙ･ﾆｸﾚｴｰﾙ n.f 第一原子力発電所 

de Tokio énergie électrique ﾄﾞｩ･ﾄｷｵ･ｴﾈﾙｼﾞｰ･ｴﾚｸﾄﾘｷ adj. 東京電力の 

→ la première centrale nucléaire de Tokio énergie électrique                「目的語」 

 

このことが現場の作業を停滞させて、炉心溶融を引き起こす一因になった。 

Ça faisait stagner les travaux des lieux, et devenait une cause de la fusion du réacteur. 

「主語」「動詞句」「目的語」, et「動詞」「補語」 

Ça ｻ pron 全文の内容を代用する                                         「主語」 

faisait ﾌｾﾞ 3 単半 < faire ﾌｪｰﾙ v.t （+不定詞）〜させる 

stagner ｽﾀｸﾞﾈ v.i 停滞する、遅れる 

→ faisait stagner 遅らせた（使役）                                    「動詞句」 

les travaux des lieux ﾚ･ﾄﾗｳﾞｫ･ﾃﾞ･ﾘｳ n.m pl. 現場の作業                  「目的語」 

et ｴ conj. そして、それから 

devenait ﾄﾞｩｳﾞﾈ 3 単半 < devenir ﾄﾞｩｳﾞﾆｰﾙ v.i 〜になる           「動詞」 

une cause ﾕﾝﾇ･ｺｰｽﾞ n.f 一因 

http://www.asahi.com/photonews/gallery/fukushimagenpatsu/20110330toden_apology_650px.html
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de la fusion du réacteur ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾌｭｼﾞｮﾝ･ｼﾞｭ･ﾚｱｸﾄｩｰﾙ adj. 炉心溶融の 

→ une cause de la fusion du réacteur 炉心溶融の一因                      「補語」 

 

1 号機にベント。 

Le premier réacteur était ventilé.                                「主語」「動詞句」 

Le premier réacteur ﾙ･ﾌﾟﾙﾐｴ･ﾚｱｸﾄｩｰﾙ n.m 第一原子炉、一号機              「主語」 

était ｴﾃ 3 単半 < être ｴｰﾄﾙ 助動詞（+p.p 受動文を作る） 

ventilé ｳﾞｫﾝﾃｨﾚ p.p < ventiler ｳﾞｫﾝﾃｨﾚ v.t 換気する 

→ était ventilé 換気された（受動）                                     「動詞句」 

 

大量の放射性物質が大気中に放出されて、その後各地にホットスポットが出来た。 

Une grande quantité de substance radioactive était émis dans l’air, et beaucoup de 

régions étaient polluées fortes par la radioactivité. 

「主語」「動詞句」「副詞句」, et「主語」「動詞句」「副詞句」 

Une grande quantité de substance radioactive  

ﾕﾝﾇ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ｸﾜﾝﾁﾃ･ﾄﾞｩ･ｼﾌﾟｽﾄﾝｽ･ﾗﾃﾞｨｵｱｸﾃｨｳﾞ n.f 大量の放射性物質         「主語」 

était ｴﾃ 3 単半 < être ｴｰﾄﾙ 助動詞（+p.p 受動文を作る） 

émis ｴﾐ p.p < émettre ｴﾒｯﾄﾙ v.t 放出する 

→ était émis 放出された（受動）                                       「動詞句」 

dans l’air ﾄﾞﾝ･ﾚｰﾙ adv. 大気中に                                        「副詞句」 

beaucoup de régions ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾚｼﾞｵﾝ n.f pl. 沢山の地域                      「主語」 

étaient polluées fortes ｴﾃ･ﾎﾟﾙｴ･ﾌｫﾙﾄｩ 激しく汚染された（受動）           「動詞句」 

par la radioactivité ﾊﾟｰﾙ･ﾗ･ﾗﾃﾞｨｵｱｸﾃｨｳﾞｨﾃ adv. 放射能によって            「副詞句」 

 

早くも一年半たったが、除染はほとんど進んでいない。 

Déjà un an et demi est passé, mais la élimination de la radioactivité ne marche rien. 

「副詞」「主語」「動詞句」, mais「主語」「動詞句」 

Déjà ﾃﾞｼﾞｬ adv. もう、すでに                                             「副詞」 

un an et demi ｱﾝﾅﾝ･ｴ･ﾄﾞｩﾐ n.m 一年半                                    「主語」 

est ｴ 3 単現 < être ｴｰﾄﾙ 助動詞（+p.p 複合過去を作る）（移動・変化の動詞） 

passé ﾊﾟｾ p.p < passer ﾊﾟｾ v.i （時が）過ぎる、経つ 

→ est passé （時が）経った（複合過去）                                「動詞句」 

mais ﾒ conj. しかし、だが 

la élimination de la radioactivité ﾗ･ｴﾘﾐﾅｼｵﾝ･ﾄﾞｩ･ﾗ･ﾗﾃﾞｨｵｱｸﾃｨｳﾞｨﾃ n.f 

                    放射能の除去、除染                                  「主語」 

ne ﾇ adv. （否定）〜ない 
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  ne ... rien ﾇ ... ﾘｱﾝ  何も〜ない 

marche ﾏﾙｼｭ 3 単現 < marcher ﾏﾙｼｪ v.i （仕事が）はかどる 

→ ne marche rien 何も進んでいない                                     「動詞句」 
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参考資料 

2010 年 8 月 20日のジャパン・タイムズの社説では、「大規模災害時には、政府のトップが

責任ある指導力を発揮する必要があるが、一方では、災害対策現場に直接姿を現すことは避

けるべきである」と警告している。しかしこの記事から約半年後に、菅首相は、災害現場に 

直接乗り込んで現場の作業を大いに停滞させたと云える。 

 

Dealing with disaster 

The Japan Times EDITORIALS Friday, August 20, 2010 

 

First, and most important, when dealing with disasters of this scale, top government officials 

have to engage. In fact, there’s little the top leadership can do, but it can impart urgency and 

direction. Direct involvement can mobilize resources, spur the bureaucracy and convince the 

public that their leaders care about their condition. Staying on vacation—as U.S. President 

George W. Bush first did when Hurricane Katrina devastated the U.S. Gulf Coast—or continuing 

with one’s schedule—as Pakistani President Asif Ali Zardari did in his visit to Europe while his 

country was being devastated does not reassure. Instead, it sends the message that top fficials 

do not care. 

Engaging does not mean either appearing on the scene or micromanaging. The presence of the 

top government official in the midst of a natural disaster is invariably a distraction. Resources 

are diverted, time is wasted with protocol and the inevitable image management. 

 

災害に対処する 

最初に、そして最も重要なことは、大規模災害に対処するには、政府のトップがかかわら 

なければならないということだ。実際には、トップの指導者に直接できることはほとんど 

ないが、緊急性と方向性を伝えることはできる。直接的な関与は、人力を含めての諸資源 

を結集し、官僚にはっぱをかけ、指導者は国民に彼らの状況を心配していると確信させる 

ことができる。休暇先に滞在し続けたり（ハリケーン•カトリーナがメキシコ湾岸を徹底的 

に破壊した際に米国のジョージ•ブッシュ大統領が最初にとった行動だ)、予定をそのまま続 

けたり（自国が壊滅的な被害を受けている最中に、ヨーロッパ訪問中のパキスタンのアシ 

フ•アリ.ザルダリ大統領がとった行動だ）することは、人々を安心させない。それどころか、 

政府のトップは国民のことを気にしていないというメッセージを発することになる。 

関与するというのは、いちいち現場に姿を見せることを意味するわけではない。自然災害 

のただ中に政府のトップがいると、どんな場合でも関係者の一致団結が乱れる。人力その 

他は転用され、儀礼や必ずつきまとうイメージ管理に時間が無駄になる。 
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東北地方太平洋沖地震発生後 13/03/2011～ 

Depuis le tremblement de terre dans la région de Tohoku 

13 （treize トレーズ）mars 2011～ 

テレビでは一日中、東北地震関連のニュース。 

Toute la journée en télévision, les informations du tremblement de terre dans la région 

de Tohoku.                                            「副詞句」「主語」「副詞句」 

Toute la journée en télévision ﾄｩｰﾄｩ･ﾗ･ｼﾞｭﾙﾈ･ｵﾝ･ﾃﾚｳﾞｨｼﾞｮﾝ 

adv. 一日中テレビで                       「副詞句」 

les informations du tremblement de terre ﾚｻﾞﾝﾌｫﾙﾏｼｮﾝ･ﾁﾞｭ･ﾄﾛﾝﾌﾞﾙﾓﾝ･ﾄﾞｩ･ﾃｰﾙ 

                             n.f pl. 地震のニュース                       「主語」 

dans la région de Tohoku ﾄﾞﾝ･ﾗ･ﾚｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾄｰｵｸ adv. 東北地方で           「副詞句」 

 

毎日、震度 5 程度の余震が数回起きている。 

Chaque jour arrivent les secousses secondaires du degré environ cinq. 

「副詞句」「動詞」「主語」 

Chaque jour ｼｬｯｸ･ｼﾞｭｰﾙ adv. 毎日                                      「副詞句」 

arrivent ｱﾘｳﾞ 3 複現 < arriver v.i 起こる、発生する                        「動詞」 

les secousses secondaires ﾚ･ｽｸｽ･ｽｺﾞﾝﾃﾞｰﾙ n.f pl. （複数の）余震 

du degré environ cinq ﾁﾞｭ･ﾄﾞｩｸﾞﾚ･ｵﾝｳﾞｨﾛﾝ･ｻﾝｷ adj. 震度 5 程度の 

→ les secousses secondaires du degré environ cinq                         「主語」 

 

かなり高い防波堤であっても、津波はそれを破壊して乗り越える映像が示された。 

Les images indiquaient que le tsunami pouvait détruire une énorme digue et escalader. 

「主語」「動詞」que「主語」「動詞句」「目的語」et「動詞」 

Les images ﾚｼﾞﾏｰｼﾞｭ n.f pl. （複数の）映像                                「主語」 

indiquaient ｱﾝﾃﾞｨｹ 3 複半 < indiquer ｱﾝﾃﾞｨｹ v.t 教える、示す              「動詞」 

que ｸ conj. （名詞節を導く）〜ということ：indiquaient の目的語 

le tsunami ﾙ･ﾂﾅﾐ n.m 津波                                               「主語」 

pouvait ﾌﾟｳﾞｪ 3 単半 < pouvoir ﾌﾟｳﾞﾜｰﾙ v.t （+不定詞）〜することが出来る 

détruire ﾃﾞﾄﾘｭｲｰﾙ v.t 破壊する、壊す 

→ pouvait détruire 破壊することができた                               「動詞句」 

une énorme digue ﾕﾝｳ･ｴﾉﾙﾑ･ﾃﾞｨｸﾞ n.f 巨大な堤防                 「目的語：détruire」 

et ｴ conj. そして、それから 

escalader ｴｽｶﾗﾃﾞ v.t よじ登る、乗り越える                                 「動詞」 
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スーパー防波堤計画は 200 年に一度の大津波を想定して進行中だが、完成までに 400 年か

かるとされている。 

Le super-digue plan est en cours pour défendre la ville contre énorme tsunami qui arrive 

une fois par deux cent ans, mais il a besoin de quatre cent ans pour achever. 

「主語」「動詞」「補語」「副詞句」, mais「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Le super-digue plan ﾙ･ｼｰﾍﾟﾙ･ﾃﾞｨｰｸﾞ･ﾌﾟﾗﾝ n.m スーパー堤防計画             「主語」 

est ｴ 3 単現 < être ｴｰﾄﾙ v.i 〜である                                       「動詞」 

en cours ｵﾝ･ｸｰﾙ adj. 進行中の                                              「補語」 

pour défendre la ville ﾌﾟｰﾙ･ﾃﾞﾌｫﾝﾄﾞｩﾙ･ﾗ･ｳﾞｨｰﾕ adv. 町を守るために          「副詞句」 

contre énorme tsunami ｺﾝﾄﾙ･ｴﾉﾙﾑ･ﾂﾅﾐ adv. 巨大な津波に対して             「副詞句」 

qui ｷ pron. 関係代名詞（先行詞は tsunami）〜するところの：形容詞節 

arrive ｱﾘｳﾞ 3 単現 < arriver v.i 起こる、発生する                           「動詞」 

une fois par deux cent ans ﾕﾝﾇ･ﾌｫｱ･ﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｻﾝﾀﾝ adv. 200 年に一度   「副詞句：arrive」 

mais ﾒ conj. しかし、だが 

il ｲﾙ pron それ（plan の代用）                                            「主語」 

a ｱ 3 単現 < avoir ｱｳﾞﾜｰﾙ v.t 持つ                                         「動詞」 

besoin de quatre cent ans ﾌﾞｰｽﾞﾜﾝ･ﾄﾞｩ･ｸﾜﾄﾙ･ｻﾝﾀﾝ n.m 400 年の必要         「目的語」 

pour achever ﾌﾟｰﾙ･ｱﾁｭｳﾞｪ adv. 完成するために                          「副詞句」 

 

これでは建設中に 2 度も堤防が破壊されることになるので、計画が破綻している。 

Ça représente que le digue sera detruit deux fois en construction, par conséquent le plan 

est contradictoire.  「主語」「動詞」「目的語」, par conséquent「主語」「動詞」「補語」 

Ça ｻ pron この事、前文の内容                                            「主語」 

représente ﾙﾌﾟﾚｿﾞﾝﾄｩ 3 単現 < représebter ﾙﾌﾟﾚｿﾞﾝﾃ v.t 表す               「動詞」 

que ｸ conj. （名詞節を導く）〜ということ：représente の目的語 

le digue ﾙ･ﾃﾞｨｰｸﾞ n.m 堤防                                               「主語」 

sera ｽﾗ 3 単未 < être ｴｰﾄﾙ 助動詞（+p.p 受動態を作る） 

detruit ﾃﾞﾄﾘｭｲ p.p < détruire ﾃﾞﾄﾘｭｲｰﾙ v.t 破壊する、壊す 

→ sera detruit 破壊されるだろう（受動・未来）                           「動詞句」 

deux fois en construction ﾄﾞｩ･ﾌｫｱ･ｵﾝ･ｺﾝｽﾄﾘｸｼｮﾝ adv. 建設中に二度           「副詞句」 

par conséquent ﾊﾟｰﾙ･ｺﾝｾｺﾝ conj. したがって、それゆえ 

le plan ﾙ･ﾌﾟﾗﾝ n.m 計画                                                  「主語」 

est ｴ 3 単現 < être ｴｰﾄﾙ v.i 〜である                                       「動詞」 

contradictoire ｺﾝﾄﾗﾃﾞｨｸﾄﾜｰﾙ adj. 矛盾した                                  「補語」 
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住居を高台に移動するなど、別の計画が必要と思われる。 

Un autre plan est nécessaire, par exemple on déplace la habitation à la hauteur. 

「主語」「動詞」「補語」, 「副詞句」「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

Un autre plan ｱﾝ･ｵｰﾄﾙ･ﾌﾟﾗﾝ n.m 別の計画                                  「主語」 

est ｴ 3 単現 < être ｴｰﾄﾙ v.i 〜である                                       「動詞」 

nécessaire ﾈｾｾｰﾙ adj. 必要な                                               「補語」 

par exemple ﾊﾟｰﾚｸｿﾞﾝﾌﾟﾙ adv. 例えば                                      「副詞句」 

on ｵﾝ pron 人、誰か                                                       「主語」 

déplace ﾃﾞﾌﾟﾗｽ 3 単現 < déplacer v.t 移動させる                             「動詞」 

la habitation ﾗ･ｱﾋﾞﾀｼｮﾝ n.f 住居                                          「目的語」 

à la hauteur ｱ･ﾗ･ｵﾄｩｰﾙ adv. 高台へ                                        「副詞句」 
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16/09/2012 日曜日 曇り 

dimanche 16 （seize セーズ）septembre 2012 couvert 

今日はイタリア語とスペイン語で日記を書くために参考書を 2 冊買った。 

Aujourd’hui j’ai acheté 2 (deux) livres à consulter pour tenir un journal en italien et en 

espagnol.                              「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

Aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日                                          「副詞」 

ai acheté ｴ･ｱｼｭﾃ 1 単現・完了形 買った                                  「動詞句」 

2 livres à consulter ﾄﾞｩ･ﾘｰｳﾞﾙ･ｻﾞ･ｺﾝｼﾙﾃ n.m pl. 2 冊の参考書              「目的語」 

pour tenir un journal en italien et en espagnol  

ﾌﾟｰﾙ･ﾄｩﾆｰﾙ･ｱﾝ･ｼﾞｭﾙﾅｰﾙ･ｵﾆﾀﾘｱﾝ･ｴ･ｵﾈｽﾊﾟｷﾞｮｰﾙ 

adv. イタリア語とスペイン語で日記をつけるために      「副詞句：acheté」 

 

フランス語とドイツ語と英語は適当な参考書を見つけられなかったので、文法書を見なが

ら日記を書くことにする。 

Je n’ai pas pu trouver un livre convenable pour français, allemand et anglais, donc je 

tiendrai un journal avec chaque livre de grammaire. 

「主語」「動詞句」「目的語」, donc「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

n’ai pas pu trouver ﾈﾊﾟ･ﾋﾟｭ･ﾄﾙｳﾞｪ 1 単現･完了形･否定 見つけられなかった 「動詞句」 

un livre convenable ｱﾝ･ﾘｰｳﾞﾙ･ｺﾝｳﾞﾅｰﾌﾞﾙ n.m ふさわしい本 

pour français, allemand et anglais ﾌﾟｰﾙ･ﾌﾛﾝｾ･ｱﾙﾓﾝ･ｴ･ｵﾝｸﾞﾚ 

         adj. フランス語、ドイツ語そして英語用の 

→ un livre convenable pour français, allemand et anglais                 「目的語」 

tiendrai ﾃｨｱﾝﾄﾞﾚ 1 単未･意志未来 < tenir v.t （日記を）つける              「動詞」 

un journal ｱﾝ･ｼﾞｭﾙﾅﾙ n.m 日記                                         「目的語」 

avec chaque livre de grammaire ｱｳﾞｪｯｷ･ｼｬｯｷ･ﾘｳﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ｸﾞﾗﾒｰﾙ 

         adv. それぞれの文法書を使って                       「副詞句：tiendrai」 

 

 

2 週間の間、風邪のために喉が痛い。 

J’ai mal à la gorge par le rhume pendant deux semaines. 

「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

ai ｴ 1 単現 < avoir v.t （痛みなどが）ある                                 「動詞」 

mal à la gorge ﾏﾗ･ﾗ･ｺﾞﾙｼﾞｭ n.m 喉の辺りに痛みを                        「目的語」 

par le rhume ﾊﾟｰﾙ･ﾙ･ﾘｭｰﾑ adv. 風邪のために 

pendant deux semaines ﾎﾟﾝﾄﾞﾝ･ﾄﾞｩ･ｽﾒｰﾇ adv. 2 週間 

→ par le rhume pendant deux semaines 風邪で 2 週間                「副詞句：ai」 
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薬もほとんど効き目がない。 

Le médicament n’agit rien.                                       「主語」「動詞句」 

Le médicament ﾙ･ﾒﾃﾞｨｶﾓﾝ n.m 薬                                         「主語」 

n’agit rien ﾅｼﾞ･ﾘｱﾝ 3 単現・否定 < agir v.i 効く                          「動詞句」 

 

今朝は痰が緑色だったが、先ほど白っぽく変わった。 

Ce matin la couleur de flegme était verte, mais cela changeait à blanc à l’instant. 

「副詞句」「主語」「動詞」「補語」, mais「主語」「動詞」「補語」「副詞句」 

Ce matin ｽ･ﾏﾀﾝ adv. 今日                                        「副詞句：était」 

la couleur de flegme ﾗ･ｸﾚｰﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌﾚｸﾞﾑ n.f 淡の色                          「主語」 

était ｴﾃ 3 単過 < être v.i 〜である                                        「動詞」 

verte ｳﾞｪﾙﾄｩ adj. 緑の、緑色の                                           「補語」 

mais ､ｴ conj. しかし 

cela ｽﾗ pron それ（痰の色の代用）                                        「主語」 

changeait ｼｮﾝｼﾞｪ 3 単半 < changer v.i 変わる                              「動詞」 

à blanc ｱ･ﾌﾞﾛﾝ adv. 白に                                                 「補語」 

à l’instant ｱ･ﾗﾝｽﾄﾝ adv. 先程                                「副詞句：changeait」 

 

先週パソコンを購入した。 

J’ai acheté un ordinateur la semaine dernière.   「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

ai acheté ｴ･ｱｼｭﾃ 1 単現・完了形 買った                                  「動詞句」 

un ordinateur ｱﾝ･ｵﾙﾃﾞｨﾅﾄｩｰﾙ n.m パソコン                              「目的語」 

la semaine dernière ﾗ･ｽﾒｰﾇ･ﾃﾞﾙﾆｴｰﾙ adv. 先週                    「副詞句：acheté」 

 

今日、理にインターネットの設定をしてもらった。 

Aujourd’hui j’ai fait ajuster Osamu pour Internet. 

「副詞」「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

Aujourd’hui ｵｼﾞｭﾙﾄﾞｩｲ adv. 今日                                          「副詞」 

ai fait ajuster ｴ･ﾌｪ･ｱｼﾞｭｽﾃ 1 単現・完了形・使役 設定してもらった        「動詞句」 

Osamu ｵｻﾑ n. 理に                                                「間接目的語」 

pour Internet ﾌﾟｰﾙ･ｱﾝﾃﾙﾈｯﾄ adv. インターネット用に             「副詞句：ajuster」 
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パソコンと一緒に購入した Office 2010 は自分でインストールした。 

J’ai tout seul installé Office 2010 que j’ai acheté avec l’ordinateur. 

「主語」「動詞句」「目的語」 

ai tout seul installé ｴ･ﾄｩ･ｽﾙ･ｲﾝｽﾀﾚ 1 単現・完了形 一人でインストールした「動詞句」 

Office 2010 que j’ai acheté avec l’ordinateur 

            ｵﾌｨｽ･ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｽ･ｸ･ｼﾞｪ･ｱｼｭﾃ･ｱｳﾞｪｷ･ﾛﾙﾃﾞｨﾅﾄｩｰﾙ 

           n. パソコンと一緒に買った Office 2010 を                     「目的語」 

 

これまで使っていたのは Office 2000 なので、画面と操作が大きく変化したと感じる。 

J’ai utilisé Office 2000, donc je sent que l’écran et l’opération de logiciel sont bien changés.                 

「主語」「動詞句」「目的語」, donc「主語」「動詞」「目的語」 

ai utilisé ｴ･ｲﾃｨﾘｾﾞ 1 単現・完了形 使っていた                            「動詞句」 

Office 2000 ｵﾌｨｽ･ｳﾞｧﾝﾃﾞｨｽ n. Office 2010 を                              「目的語」 

donc ﾄﾞﾝｷ conj. （節の初めではﾄﾞﾝｷ）それゆえ、だから 

sent ｿﾝ 1 単現 < sentir ｿﾝﾃｨｰﾙ v.t 感じる                                  「動詞」 

que ｸ conj. 〜ということ、sent の「目的語」になる名詞節を導く 

l’écran et l’opération de logiciel ﾚｸﾛﾝ･ｴ･ﾛﾍﾟﾗｼｮﾝ｡ﾄﾞｩﾛｼﾞｼｪﾙ 

       n. pl. ソフトウェアの画面と操作                 「主語」 

sont bien changés ｿﾝ･ﾋﾞｱﾝ･ｼｮﾝｼﾞｪ  

3 複現・完了形     大きく変わった            「動詞句」 

→ que l’écran et l’opération de logiciel sont bien changés 

   n. ソフトウェアの画面と操作が大きく変わったという事を               「目的語」 

 

17/09/2012 月曜日 曇り 

lundi 17 （dix-sept ディセット）septembre 2012 couvert 

朝から、普段使用するソフトウエアをインストールした。 

Ce matin j’ai installé beaucoup de logiciels que j’utilise toujours. 

「副詞」「主語」「動詞句」「目的語」 

Ce matin ｽ･ﾏﾀﾝ adv. 今朝                                                「副詞」 

ai installé ｴ･ｱﾝｽﾀﾚ 1 単現・完了形 インストールした                      「動詞句」 

beaucoup de logiciels ﾎﾞｸ･ﾄﾞｩ･ﾛｼﾞｼｪﾙ n.m pl. 沢山のソフトウェア 

que j’utilise toujours ｸ･ｼﾞｭﾃｨﾘｽﾞ･ﾄｩｼﾞｭｰﾙ adj. いつも使用する「形容詞節：logiciels」 

→ beaucoup de logiciels que j’utilise toujours 

   いつも使用する沢山のソフトウェアを                                 「目的語」 
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30 本のソフトウエアリストを作成してから、インストールを開始した。 

Je dressais une liste des 30 (trente) logiciels, puis je commençais à installer. 

「主語」「動詞」「目的語」, puis「主語」「動詞句」 

dressais ﾄﾞﾚｯｾ 1 単半 < dresser v.t 作成する、こしらえる                   「動詞」 

une liste des 30 logiciels ﾕﾝﾇ･ﾘｽﾄ･ﾃﾞ･ﾄﾛﾝﾄ･ﾛｼﾞｼｪﾙ 

                   n.f ソフトウェア 30 本のリスト                       「目的語」 

puis ﾋﾟｭｲ adv. それから、次に 

commençais à installer ｺﾓﾝｾ･ｱ･ｲﾝｽﾀﾚ 1 単半 インストールを開始した       「動詞句」 

 

18 時間かかった。 

Il fallait 18 (dix huit) heures.                          「Il 形式主語」「動詞」「主語」 

fallait ﾌｧﾚ 3 単半 < falloir ﾌｧﾙﾜｰﾙ v.t （Il faut +名詞）〜が必要だ、〜かかる 「動詞」 

18 heures ﾃﾞｨｼﾞｭｲｯﾄｩｰﾙ n. 18 時間                                        「主語」 

注意：Il me(te, lui,..)  faut +名詞、私（君、彼（女））には〜が必要だ 

 

Windows Vista(32bit)から Windows-7(64bit)に代わったので、インストールできないソフ

トがいくつかあった。 

Comme j’ai changé Windows Vista(32bit) à Windows-7(64bit), quelques logiciels ne 

pouvaient pas être installé. 

Comme「主語」「動詞句」「直接目的語」「副詞句」,「主語」「動詞句」 

Comme ｺﾑ conj. （理由）〜なので 

ai changé ｴ･ｼｮﾝｼﾞｪ 1 単現・完了形 代えた                               「動詞句」 

Windows Vista(32bit) ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ･ｳﾞｨｽﾀ･ﾄﾛﾝﾄｩ･ﾄﾞｩ  

n. Windows Vista(32bit)                              「直接目的語」 

à Windows-7(64bit) ｱ･ｳｨﾝﾄﾞｳｽﾞ･ｾｯﾄ･ｽﾜｿﾝﾄｸゎﾄﾙ 

              adv. Windows-7(64bit)に                                  「副詞句」 

quelques logiciels ｹﾙｸ･ﾛｼﾞｼｪﾙ n. いくつかのソフトウェア                    「主語」 

ne pouvaient pas être installé ﾇ･ﾌﾟｳﾞｪ･ﾊﾟｾﾞｰﾄﾙ･ｱﾝｽﾀﾚ 

         3 複半・受動・否定 インストールされなかった                   「動詞句」 

 

大抵はメーカーのホームページから 64bit 版のバージョンをダウンロードすることで解決

できた。 

Mais j’ai pu installer presque tous logociels de édition 64bit que j’ai téléchargé de le site 

de fabrique de chaque logiciel. 

Mais「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞節」 

Mais ﾒ conj. しかし、だが 
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ai pu installer ｴ･ﾋﾟｭ･ｱﾝｽﾀﾚ 1 単現・完了形 インストールできた            「動詞句」 

presque tous logociels de édition 64bit ﾌﾟﾚｽｸ･ﾄｩ･ﾛｼﾞｼｪﾙ･ﾄﾞｩ･ｴﾃﾞｨｼｮﾝ･ｽゎｿﾝﾄｷｬﾄﾙ･ﾋﾞｯﾄ 

         n. pl. ソフトウェアほとんどの 64bit 版を                        「目的語」 

ai téléchargé ｴ･ﾃﾚｼｬﾙｼﾞｪ 1 単現・完了形 ダウンロードした「動詞句」 

de le site de fabrique de chaque logiciel ﾄﾞｩ･ﾙ･ｼｰﾄ･ﾄﾞｩ･ﾌｧﾌﾞﾘｷ･ﾄﾞｩ･ｼｬｷ･ﾛｼﾞｼｪﾙ 

         adv. 各ソフトウェア販売会社のホームページから「副詞句」 

→ que j’ai téléchargé de le site de fabrique de chaque logiciel 

   各ソフトウェア販売会社のホームページからダウンロードした「形容詞節：logociels」 

 

しかし acrobat-8.0 と photoshop-cs はインストールすることができなかった。 

Mais je n’ai pas pu installer acrobat-8.0 et photoshop-cs. 

Mais「主語」「動詞句」「目的語」 

Mais ﾒ conj. しかし、だが 

n’ai pas pu installer ﾈ･ﾊﾟ･ﾋﾟｭ･ｱﾝｽﾀﾚ 1 単現。完了形・完了形 

             インストールできなかった                                 「動詞句」 

acrobat-8.0 et photoshop-cs ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾕｲｯﾄ･ｴ･ﾌｫﾄｼｮｯﾌﾟ･ｾｴｽ 

            n. acrobat-8.0 と photoshop-cs を                            「目的語」 

 

優先順位から考えて、まず acrobat-X を購入する。 

En considération d’ordre de priorité, j’achèterai acrobat-X d’abord. 

「副詞句」,「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

En considération de ... ｵﾝ･ｺﾝｼﾃﾞﾗｼｵﾝ･ﾄﾞｩ adv. 〜を考慮して 

ordre de priorité ｵﾙﾄﾞｩﾙ･ﾄﾞｩ･ﾌﾟﾘｵﾘﾃ n.m 優先順位 

→ En considération d’ordre de priorité 優先順位を考えて                  「副詞句」 

achèterai ｱｼｪｰﾄﾚ 1 単未 < acheter v.t 買う                                 「動詞」 

acrobat-X ｱｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾃﾞｨｽ n. acrobat-X を                                  「目的語」 

d’abord ﾀﾞﾎﾞｰﾙ adv. まず、最初に、何よりも                             「副詞句」 

 

18/09/2012 火曜日 晴れ 

mardi 18 （dix-huit ディジュイット）septembre 2012 beau temps 

Word 2010、Excel 2010 それぞれの全機能を説明した技術参考書を 2 冊購入した。 

J’ai acheté deux livres de technique à consulter qui expliquent toutes fonctions de Word 

2010 et Excel 2010. 

「主語」「動詞句」「目的語」「形容詞節」 

ai acheté ｴ･ｱｼｭﾃ 1 単現・完了形 買った                                  「動詞句」 

deux livres de technique à consulter ﾄﾞｩ･ﾘｳﾞﾙ･ﾄﾞｩ･ﾃｸﾆｷ･ｱ･ｺﾝｼﾙﾃ 
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          n.m pl. 技術の参考書を 2 冊                                   「目的語」 

qui ｷ pron（関係代名詞）livres を説明する形容詞節を導く 

expliquent ｴｸｽﾌﾟﾘｸ 3 複現 < expliquer v.t 説明する         「動詞」 

toutes fonctions de Word 2010 et Excel 2010  

ﾄｰﾄｩ･ﾌｫﾝｸｼｮﾝ･ﾄﾞｩ･ﾜｰﾄﾞ･ﾄﾞｩﾐﾙﾃﾞｨｽ･ｴ･ｴｸｾﾙ･ﾄﾞｩﾐﾙﾃﾞｨｽ 

            n. Word 2010 と Excel 2010 の全機能を      「目的語」 

→ Word 2010 と Excel 2010 の全機能を説明した                 「形容詞節：livres」 

 

合計で 6000 円以上と高額だった。 

Ça coûtait plus de 6000 (six mille) yens.                      「主語」「動詞」「補語」 

Ça ｻ pron それ、形式主語                                                「主語」 

coûtait ｸﾃ 3 単半 < coûter v.i 値段が〜である 

plus de 6000 yens ﾌﾟﾘｭ･ﾄﾞｩ･ｼｽﾐﾙ･ｲｪﾝ n. 6000 円以上                        「補語」 

 

Excel 2010 では表の内容を PDF に変換する機能が追加されているが、キメ細かな変換をす

るには acrobat-X が必要である。 

La nouvelle fonction de Excel 2010 peut transformer une table en un fichier de PDF, 

mais j’ai besoin d’acrobat-X pour transformer avec attention. 

「主語」「動詞句」「直接目的語」「間接目的語」 

, mais「主語」「動詞」「目的語」「副詞句」 

La nouvelle fonction de Excel 2010 ﾗ･ﾇｳﾞｪﾙ･ﾌｫﾝｸｼｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｴｸｾﾙ･ﾄﾞｩﾐﾙﾃﾞｨｽ 

        n.f Excel 2010 の新機能                                           「主語」 

peut transformer ﾌﾟ･ﾄﾛﾝｽﾌｫﾙﾒ 1 単現 変換できる                         「動詞句」 

une table ﾕﾝﾇ･ﾀﾌﾞﾙ n.f 表データを                                  「直接目的語」 

en un fichier de PDF ｵﾝ･ｱﾝ･ﾌｨｼｪ･ﾄﾞｩ･ﾍﾟ･ﾃﾞ･ｴﾌ 

        adv. PDF（形式）ファイルに                                「間接目的語」 

ai ｴ 1 単現 < avoir v.t 持つ、ある                                         「動詞」 

besoin d’acrobat-X ﾌﾞｽﾞﾜﾝ･ﾀﾞｸﾛﾊﾞｯﾄ･ﾃﾞｨｽ n. acrobat-X の必要性            「目的語」 

pour transformer avec attention ﾌﾟｰﾙ･ﾄﾛﾝｽﾌｫﾙﾒ･ｱｳﾞｪｷ･ｱﾄﾝｼｮﾝ 

       adv. 注意深く変換するために                                     「副詞句」 

 

カシオのラベルプリンタ TL-E20 が動作しない。 

Le Casio TL-E20 qui est l’ imprimante d’étiquette ne fonctionne pas. 

「主語」「形容詞節」「動詞句」 

Le Casio TL-E20 ﾙ･ｶｼｵ･ﾃ･ｴﾙ･ｳ･ｳﾞｧﾝ n.m カシオの TL-E20                  「主語」 

qui ｷ pron （関係代名詞）TL-E20 を説明する形容詞節を導く 
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l’ imprimante d’étiquette ﾗﾝﾌﾟﾘﾓﾝﾄ･ﾃﾞﾁｹｯﾄ n.f ラベルプリンター 

→ qui est l’ imprimante d’étiquette それはラベルプリンターである       「形容詞節」 

ne fonctionne pas ﾇ･ﾌｫﾝｸｼｮﾝﾇ･ﾊﾟ 3 単現・否定 機能しない、動作しない     「動詞句」 

 

AC アダプターが壊れたようだ。 

La unité de source d’énergie électrique semble en panne.      「主語」「動詞」「補語」 

La unité de source d’énergie électrique ﾗ･ﾕﾆﾃ･ﾄﾞｩ･ｽﾙｽ･ﾃﾞﾈﾙｼﾞｰ･ｴﾚｸﾄﾘｷ 

        n.f 電源ユニット                                                 「主語」 

semble ｿﾝﾌﾞﾙ 3 単現 < sembler v.i （〜のように）思われる                  「動詞」 

en panne ｵﾝ･ﾊﾟﾝﾇ adv. 故障して                                          「補語」 

 

真里は咳と痰が長く続くので病院に行ったら、肺炎および喘息と診断されて錠剤と吸入器

具などをもらってきた。 

Mari allait à clinique parce qu’elle a la toux et le crachat longtemps, et elle était 

diagnostiqué une pneumonie et un asthme. Elle est rentré portant les comprimés et une 

inhalation. 

「主語」「動詞」「副詞句」parce que「主語」「動詞」「目的語」「副詞」 

, et「主語」「動詞句」「目的語」 

「主語」「動詞句」「副詞句：rentré」 

Mari ﾏﾘ n. 真里                                                         「主語」 

allait ｱﾚ 3 単半 < aller v.i 行く                                           「動詞」 

à clinique ｱ･ｸﾘﾆｷ n.f 診療所に                                   「副詞句：allait」 

parce que ﾊﾟﾙｽｸ conj. （理由）〜なので 

a ｱ 3 単現 < avoir v.t 持つ、ある                                          「動詞」 

la toux et le crachat ﾗ･ﾄｩ･ｴ･ﾗ･ｸﾗｼｬ n. 咳と痰                              「目的語」 

longtemps ﾛﾝﾄﾝ adv. 長い間、しばらくの間                                「副詞」 

et ｴ conj. そして、それから 

était diagnostiqué ｴﾃ･ﾃﾞｨｱｸﾞﾉｽﾃｨｹ 3 単半・受動 診断された               「動詞句」 

une pneumonie et un asthme ﾕﾝﾇ･ﾆｭｰﾓﾆｰ･ｴ･ﾀﾝ･ｱｽﾑ 

         n. 肺炎と喘息を                                              「目的語」 

est rentré ｴ･ﾛﾝﾄﾚ 3 単現・完了形 帰ってきた                            「動詞句」 

portant les comprimés et une inhalation ﾎﾟﾙﾄﾝ･ﾚ･ｺﾝﾌﾟﾘﾒ･ｴ･ﾁｭﾝﾇ･ｲﾅﾗｼｮﾝ 

         adv. 錠剤と吸入器を持って                            「副詞句：rentré」 
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あと 2 日間通院すると云うので、明日は一緒に行って自分も診察してもらうことにした。 

Parce qu’elle a besoin d’aller à clinique deux jours encore, je là irai à la consultation avec 

Mari demain. 

Parce que「主語」「動詞句」「副詞句」,「主語」「副詞」「動詞句」「副詞句」 

parce que ﾊﾟﾙｽｸ conj. （理由）〜なので 

a besoin d’aller ｱ･ﾌﾞｽﾞﾜﾝ･ﾀﾞﾚ 3 単現 いかなければならない                「動詞句」 

à clinique ｱ･ｸﾘﾆｷ n.f 診療所に  

deux jours encore ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ･ｿﾞﾝｺｰﾙ adv. さらに二日 

→ à clinique deux jours encore 診療所にさらに二日                「副詞句：allait」 

là ﾗ adv. そこ（診療所）                                                 「副詞」 

irai à la consultation ｲｰﾚ･ｱ･ﾗ･ｺﾝｼﾙﾀｼｮﾝ 1 単未 診察を受けに行く           「動詞句」 

avec Mari demain ｱｳﾞｪｯｷ･ﾏﾘ･ﾄﾞｩﾏﾝ adv. 明日、真里と一緒に              「副詞句」 

 

19/09/2012 水曜日 雨のち曇り 

mercredi 19 (dix neuf ディズヌフ) septembre 2012 pluie / beau temps 

ミョウガの花芽が出ていたので、日除けネットを除去した。 

Comme j’ai trouvé les bourgeons de gingembre japonais, j’éliminais les filets de store. 

Comme「主語」「動詞句」「目的語」,「主語」「動詞」「目的語」 

Comme ｺﾑ conj. （理由）〜なので（主節の前に置かれる） 

ai trouvé ｴ･ﾄｩﾙｳﾞｪ 1 単現・完了形 見つけた                              「動詞句」 

les bourgeons de gingembre japonais ﾚ･ﾌﾞﾙｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｬﾝｼﾞｮﾝﾌﾞﾙ･ｼﾞｬﾎﾟﾈ 

     n.m pl. ミョウガのつぼみ                                          「目的語」 

éliminais ｴﾘﾐﾈ 1 単半 v.t 除去する、排除する                              「動詞」 

les filets de store ﾚ･ﾌｨﾚ･ﾄﾞｩ･ｽﾄｰﾙ n.m pl. 日除けネット                   「目的語」 

 

黒いビニールシートを片付けていると、大きなスズメバチが低空飛行で近づいてきた。 

Quand je rangeais les housses noirs de vinyle, une grande guêpe s’approchait de moi en 

voltigeant à basse altitude. 

Quand「主語」「動詞」「目的語」, 「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

Quand ｺﾝ conj. 〜する時に、〜したら、〜する時は（いつも） 

rangeais ﾛﾝｼﾞｪ 1 単半 < ranger v.t 整理する、片づける、しまう             「動詞」 

les housses noirs de vinyle ﾚ･ｽﾞｽ･ﾇﾜｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｳﾞｨﾆﾙ n.f pl. 黒いビニールシート「目的語」 

une grande guêpe ﾕﾝﾇ･ｸﾞﾛﾝﾄﾞ･ｹﾞｯﾌﾟ n.f 大きなスズメバチ                   「主語」 

s’approchait ｻﾌﾟﾛｼｪ 3 単半 < s’approcher v.pr （de 〜に）近づく            「動詞」 

注意：ここでは再帰代名詞が「直接目的語」になっている。 

de moi ﾄﾞｩ･ﾓﾜ adv. 私に                                            「間接目的語」 
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en voltigeant à basse altitude ｵﾝ･ｳﾞｫﾙﾃｨｼﾞｮﾝ･ｱ･ﾊﾞｽ･ｱﾙﾃｨﾁｭﾄﾞ 

     adv. 低空飛行で（ジェロンディフ）                    「副詞句：s’approchait」 

 

スズメバチのすきを見て車庫に逃げ込み、殺虫剤の大型スプレイをもって外にでると、スズ

メバチが近づいてきた。 

Je me jetais dans le garage en trompant la garde d’elle, et sortais de le garage avec un 

grand vaporisateur d’insecticide, alors elle s’approchait de moi. 

「主語」「動詞」「副詞句」, et「動詞」「副詞句」 

,「副詞」「主語」「動詞」「間接目的語」 

me jetais ﾑ･ｼﾞｭﾃ 1 単半 < se jeter v.pr 身を投げる、〜に飛び込む            「動詞」 

dans le garage ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｶﾞﾗｰｼﾞｭ adv. 車庫に 

en trompant la garde d’elle adv. スズメバチの隙を見て 

→ dans le garage en trompant la garde d’elle スズメバチの隙を見て車庫に  「副詞句」 

et ｴ conj. そして 

sortais ｿﾙﾃ 1 単半 < sortir v.i (de から)外へ出る、離れる                    「動詞」 

de le garage ﾄﾞｩ･ﾙ･ｶﾞﾗｰｼﾞｭ adv. 車庫から 

avec un grand vaporisateur d’insecticide ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾝ･ｸﾞﾛﾝ･ｳﾞｧﾎﾟﾘｻﾞﾃｰﾙ･ﾀﾞﾝｾｸﾃｨｼｰﾄﾞ 

       adv. 殺虫剤の大きな噴霧器を持って 

→ de le garage avec un grand vaporisateur d’insecticide 

          殺虫剤の大きな噴霧器を持って車庫から                「副詞句：sortais」 

alors ｱﾛｰ adv. するとその時 

s’approchait ｻﾌﾟﾛｼｪ 3 単半 < s’approcher v.pr （de 〜に）近づく            「動詞」 

de moi ﾄﾞｩ･ﾓﾜ adv. 私に                                            「間接目的語」 

 

注意しながらスプレイを吹きかけると逃げて行ったが、多分どこかで死んでいると思う。 

Aussitôt que je la pulvérisais d’insecticide avec atttention, elle se sauvais. Je crois que 

elle est morte quelque part. 

Aussitôt que「主語」「間接目的語」「動詞」「直接目的語」「副詞句」 

,「主語」「動詞」 

「主語」「動詞」「目的語」 

Aussitôt que ｵｼﾄ･ｸ conj. （副詞節を導く）〜するとすぐに 

la ﾗ pron それ（une grande guêpe の代用）                          「間接目的語」 

pulvérisais ﾌﾟﾙｳﾞｪﾘｾﾞ 1 単半 v.t （de を）散布する、吹きかける             「動詞」 

d’insecticide ﾀﾞﾝｾｸﾃｨｼｰﾄﾞ n.m 殺虫剤を                              「直接目的語」 

avec atttention ｱｳﾞｪｯｷ･ｱﾄﾝｼﾖﾝ adv. 注意して                 「副詞句：pulvérisais」 

elle ｴﾙ pron それ（une grande guêpe の代用）                             「主語」 
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se sauvais ｽ･ｿｳﾞｪ 3 単半 < se sauver v.pr 逃げる、逃げ去る                 「動詞」 

crois ｸﾛﾜ 1 単現 < croire v.t （+que+直説法）〜だと思う                    「動詞」 

que ｸ conj. （名詞節を導く）〜ということ、crois の目的語になる 

morte ﾓﾙﾄ adj. f. 死んだ                    「補語」 

quelque part ｹﾙｸ･ﾊﾟｰﾙ adv. どこかで      「副詞句」 

→ que elle est morte quelque part スズメバチはどこかで死んでいるという事「目的語」 

 

日除けネットを片付けてから、ミョウガを 23 個とキュウリも 6 本収穫した。 

Après que je rangais les filets de store, je récoltais 23 (vingt trois) bourgeons et 6 (six) 

concombres.                                   「副詞節」,「主語」「動詞」「目的語」 

Après que ｱﾌﾟﾚ･ｸ conj. 〜した後で、（副詞節を導く） 

rangais ﾛﾝｼﾞｪ 1 単半 < ranger v.t 片づける              「動詞」 

les filets de store ﾚ･ﾌｨﾚ･ﾄﾞｩ･ｽﾄｰﾙ n.m pl. 日除けネット  「目的語」 

→ Après que je rangais les filets de store 日除けネットを片づけた後で     「副詞節」 

récoltais ﾚｺﾙﾃ 1 単半 v.t 収穫する、取り入れる                             「動詞」 

23 bourgeons et 6 concombres ｳﾞｧﾝﾄﾛﾜ･ﾌﾞﾙｼﾞｮﾝ･ｴ･ｼｽ･ｺﾝｺﾝﾌﾞﾙ 

        n. pl. ミョウガ 23 個とキュウリ 6 本を                           「目的語」 

 

ミョウガは去年より大きく成長した。 

Les bourgeons de gingembre japonais ont poussé plus grand que l’année dernière. 

「主語」「動詞句」「副詞句」 

Les bourgeons de gingembre japonais ﾚ･ﾌﾞﾙｼﾞｮﾝ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｬﾝｼﾞｮﾝﾌﾞﾙ･ﾊﾎﾟﾈ 

     n.m pl. ミョウガのつぼみ                                            「主語」 

ont poussé ｵﾝ･ﾌﾟｯｾ 3 複現・完了形 成長した                             「動詞句」 

注意：完了形では、一般他動詞の助動詞は「avoir」を使用する。 

plus grand que l’année dernière ﾌﾟﾘ･ｸﾞﾛﾝ･ｸ･ﾗﾝﾈ･ﾃﾞﾙﾆｪｰﾙ 

      adv. 去年より大きく                                     「副詞句：poussé」 

 

 

ミョウガの半分を酢漬けにした。 

Je marinais la moitié des bourgeons.                       「主語」「動詞」「目的語」 

marinais ﾏﾘﾈ v.t （漬け汁に）漬ける、（酢に）漬ける                       「動詞」 

la moitié des bourgeons ﾗ･ﾑゎﾃｨｴ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾙｼﾞｮﾝ n.f つぼみの半分            「目的語」 

注意：念のために、文末に dans le vinaigre ﾄﾞﾝ･ﾙ･ｳﾞｨﾈｰｸﾞﾙ（酢に）を追加してもよい。 
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真里と一緒に病院に行った。 

Je suis allé à la clinique avec Mari.           「主語」「動詞」「間接目的語」「副詞句」 

suis allé ｼｭｲ･ｻﾞﾚ 1 単現・完了形 行った                                   「動詞」 

注意：完了形では、移動や生死を表す「動詞」の助動詞は「être」を使用する。 

à la clinique ｱ･ﾗ･ｸﾘﾆｷ adv. 診療所へ                                「間接目的語」 

avec Mari ｱﾍﾞｷ･ﾏﾘ adv. 真里と                                    「副詞句：allé」 

 

真里と同様に、肺炎と喘息の診断だった。 

Je suis diagnostiqué une pneumonie et un asthme le même que Mari. 

「主語」「動詞句」「目的語」「副詞句」 

suis diagnostiqué ｼｭｲ･ﾃﾞｨｱｸﾞﾉｽﾃｨｹ 1 単現・受動 診断された              「動詞句」 

une pneumonie et un asthme ﾕﾝﾇ･ﾌﾟﾇﾓﾆ･ｴﾀﾅｽﾑ n.f 肺炎                  「目的語」 

le même que Mari ﾙ･ﾒｰﾑ･ｸ･ﾏﾘ adv. 真里と同様に          「副詞句：diagnostiqué」 

 

点滴を受けた。 

J’ai subi une perfusion.                                 「主語」「動詞句」「目的語」 

ai subi ｴ･ｼｭﾋﾞ 1 単現・完了形 受けた                                     「動詞句」 

une perfusion ﾕﾝﾇ･ﾍﾟﾙﾌｭｼﾞｮﾝ n.f 点滴                                    「目的語」 

 

明日から 2 日間は点滴のために通院する。 

J’ai besoin d’aller à la clinique encore deux jours. 

「主語」「動詞句」「間接目的語」「副詞句」 

ai besoin d’aller ｴ･ﾌﾞｽﾞﾜﾝ･ﾀﾞﾚ 1 単現 行かなければならない                「動詞句」 

à la clinique ｱ･ﾗ･ｸﾘﾆｷ adv. 診療所へ                                  「間接目的語」 

encore deux jours ｵﾝｺｰﾙ･ﾄﾞｩ･ｼﾞｭｰﾙ adv. さらに二日間                 「副詞句：aller」 

 

肺炎は真里よりも重症との診断だった。 

Ma pneumonie était plus grave que Mari.                    「主語」「動詞」「補語」 

Ma pneumonie ﾏ･ﾌﾟﾇﾓﾆｰ n.f 私の肺炎                                     「主語」 

était ｴﾃ 3 単半 < être v.i 〜である                                        「動詞」 

plus grave que Mari ﾌﾟﾘｭ･ｸﾞﾗｰｳﾞ･ｸ･ﾏﾘ adj. 真里より重症の                 「補語」 
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